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論語 小 解 解題 

蕃山 先生が 論語に 對 する 考は、 集義 和書 卷第 八、 義論之 第一 の卷 頭に 

心 友 問、 論語の 敎は仁 を 主と し、 大學の 敎は知 を 主と する？ J は何ぞ や。 答 云、 論語 は 聖人い まして 直に をし へ 給 ふ • 

故に 仁 を 主と し 給 ふ。 仁 は 德の本 なれば なり。 大舉は 聖人す でに 去 給 ひ後聖 世に出 給 ふこと ありがた かるべき 前 知 

あるに よりて 知 を 主と し 給へ り。 智は德 の 神明に して 性の 先見す る ものな り。 天下の 惑 を わき まへ て 人倫 を 明かに 

する 書 なれば、 知 を 主宰と して、 自反愼 獨の實 体と す。 聖人い まさ f る 時、 問學 する 人 は 大舉を 入德の 門と し、 論 

語 を 入 德の窒 とす 

と 述べて ゐられ る 

論語 小 解 八册 

論語 小 解 は蕃山 先生 眞著 として 疑 ひ 無き もの. - 1 種であって、 北 小路 俊 光 曰 記寶永 元年 十二月 十四日の 倐に 

牧宗 太夫より 使、 息游軒 作の 四書 解 借用 申 度 由 申 來に付 論語 解 五 册全其 使に 借 遣 了 

と ある。 はっきり 息游軒 作と 書いて ある。 尤小 解と は 書いて 無い が、 解と も 小 解と も 勝手に 書いて ゐ るので 此小 解の 

事に は 相違ない  . 

論語 小 解 は 全部 版行に 成って ゐる。 然し 今日で は稀覯 本と なって ゐる。 殊に 十 一 卷の註 以下 は 極めて 稀な りと せられ 

籲翳小 解 解題  ,  1 


蕃山 全集 第四册 解題  一一 

てゐる 

先 づ元祿 書籍 目 錄を撿 する に 

七 論語 小 解 能 澤了海 

と 出て ゐる。 七 は 七 冊と 云 ふ 事で ある。 今 全集に 編入す るので 用 ゐた本 は ニー • 三 四 • 五六 • 七 八 • 九十 • 十 一十一 マ 

十三 十 g 十五 • 十六 十七 十八 十九 二十の 八景に 製本 せられて ゐる。 七 冊と 云って. ゐ るのと 合 はない。 叉 俊 光 日記の 五 

冊と 云へ るのと はます く 合 はない。 卷 四と 卷 六と は 本の 柱は卷 三と 卷 五と になって 四 • 六は晚 落の 形に なって ゐる 

が、 之れ は 柱の 文字の 誤であって 本文 は脫落 はない ので ある 

典籍 秦 鏡に 論語 小 解 を 出して 闞卷 とし、 本文 先進 4t 一  堯曰 I 一一  1# 迄 とし、 無 年号、 撰 名、 和漢 序 践奥書 (但十 ノ卷ニ 

十七 丁 終 也) と 云って ゐ る。 されば 十一 卷 からの 分 は 天 保の 頃に は旣に 中々 稀覯 本であった ので、 さすがの 田 口 明 良 も 

見なかった 本と 思 はれる。 私.^ 此小解 は 十卷の 註までの もの かと も 思った 事が ある。 其で 元祿 書目の 七 冊と 云 ふの は、 

或は 缇本 上、 柱の 三 • 四が 凡て 三と なって ゐ、 五 • 六が 凡て 五と なって ゐ るから、 一 丄ー • 三 四 • 五六 *七* 八 *九* 

十と なる が、 其內 どれ か？ 今一 冊 合冊 せられて 七 冊に 製本して 有った のかと も考 へて 見た。 然し、 俊 光 日記に よれば 完 

隨 して ゐる害 であるから、 注意して ゐた。 と 云 ふの は、 日記に 論語 下卷 解の 出版の 事が ffi: てゐ るからで ある。 云 ふ 迄 も 

ない が 天文 版の 論語、 慶長 版の 論語、 寬永 版の 四書 集註 本の 論語 等、 論語 は ニ册に 製本 せられて ゐる のが 多い から、 十 

卷 までが 上、 以下が 下と 呼ばれた ので ある。 處が 先年 大阪の 鹿 田 書店の 盡 力で 二十 卷 迄の 解の 完備せ る八册 本が 手に入 


つ て 驚喜した ので ある？ 多年 蕃山 先生 を 研究せ る 人の 中に も 實物を 見る 迄 は 信ぜられ ぬと 云って 笑 ひつ k 、甚ん で くれ 

た 人 もあった 

北 小路 俊 光 日記 貞享 三年 九月 十日の 條に 「夜 生 島 元 庵 被參、 論語 解 校合」 と 云 ふ 事が 見えて ゐる。 是れ が蕃山 先生の 小 

解の 事で 有らう と は 推察 せられる、 多分 小 解 を 略して 云 はれた 事と 思 はれる が、 其と もた 5- 解との み 云 はれた か、 又 名 

が 定まって ゐ なかった か、 知る 由 はない。 然し、 是 迄に 十 卷 迄の 註が 版に 成って ゐる 害で あるから 略稱で 有らう。 中 

庸小解 を 中庸 解と も 云って ゐる。 とにかく 俊 光 日記に 論語の 解の 出て 来た 始めで ある。 次に 同じ 月廿 七日の 條に 

坂 根 正 齋 より 參候銀 子 封 之 儘 サ目有 之 由 眞靜べ 渡。 大學 論語 下 小 解書寫 入用 代 也 

と ある。 Xi  、ははつ きり 小 解と 書いて ある。 貞享四 年 二月 十六 曰の 條に 

咋日坂 根正齋 より 三以、 某へ 連 書 幷小解 入 銀 贰百拾 匁來候 II 付 今日 菅眞靜 丈へ 持せ 遣 了。 眞野加 右衛門、 西 村 又左衛 

門、 坂 根正齋 三人より 參候入 銀 取次 眞靜へ 相 渡 候 也 

と ありて、 井上 先生の 勘に 

小 解 入 銀、 贰百 拾匁ト アル ハ 前年 十二月 四日 ノ條ー 1 板 行 代の 銀 七 拾目ト アルト 同 ジク小 解版 行 ノ豫約 金ナル ベタ 小 解 

トイ ヘル ハ 論語 及 大學ノ 小 解 ナリ。 眞靜ガ 其 版行 ヲ 引受 ケ ナガ ラ虞 期ヲ 過グシ シ事ハ 後一 1 見ュ 

と 云 はれた。 六月 朔日 論語 大學小 解書寫 手間 代の 事が 出て ゐる。 是れは 本 集 前 册大學 小 解の 解題 (七 頁) に 云った 

九月 六 in の條に 
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菅眞靜 へ內義 見舞に 狀幷蔓 茶 一 袋 送 之 且亦板 行 之 事 三月 中と 方. <  へ 申 參候所 延引に 成 候。 何と ぞ急度 埒明候 樣に御 

了簡 可 被 成 候。 か 樣に遲 々に 成 候て は 御た めに もい か 2 と被存 候。 十 一 日に は 三 以も矢 田 へ被參 由に 候。 其 前 三以共 

うちわりて 御 相談 被 成 候へ かしと 被存 事に 御座 候。 此有增 に 今日 先日 兩度申 遣 候へ 共し かと 心得 候との 返事 は 無 候 也 

申す まで もない が、 蕃山 先生 は此 時には 矢 田に 居られた。 先生に 三 以が御 目に か、 ると、 論語 小 解の 板 行の 事 を 聞か 

れ もせう し、 御 はなし もせねば ならぬ から、 御 互に 氣を もんだ ので 有らう が、 菅眞靜 の 方 は 中- •< 版行の 見通しが つかな 

かった と 見える。 而 して 此 論語の 板 行の 遲々 たる を 斯く氣 にした の は 無理 もない 事で、 蕃山 先生 は此月 十六 日に 

息游軒 今朝 藤 森より 江戶發 足。 蕃山 武三郞 同道 也 

と 俊 光 日記に ある やうに、 江戸へ 下られる から、 御發足 前に 御 目に 懸けたかった ので も あらう 

さていよ く 本が 出 來た事 は、 同じ年の 十 一 月の 二十日に 

眞靜 より 論語 下卷解 一部 請 取 了  . . 

とあって、 下卷、 論語 十一 卷 から 二十 卷 迄の 解が 出来た のと 思 はれる。 先づ 見本 刷 位の 處 であらう * 取 あへ す やか ま 

しかった の を 眞靜が やっと 仕上げて と けて 來た。 拉て是 によって 考 ふるに 上卷 にあた る 一 より 十 迄の 小 解 はとく に 

出 來てゐ た 害で 有る が、 其が 何年で あつたかと 云 ふ 事 は、 今 私に は考 ふる 材料が 無い。 而 して 俊 光 日記 は貞享 元年 俊 光 

四十 三 歳よりの が傳 はって ゐ るが、 其 內には 所見が ないから、 其 以前に 版に なって ゐ たので あらう と は 推測 出來 る。 

又集義 和書の 初版が 寬文 十二 年で あるから、 多分 其れより は 後で あらう と 思 ねれる から (是れ は^んの 推測に 過ぎぬ 


が) 蕃山 先生 五十 五 歳延寳 元年から 六十 六 歳 (貞享 元) までの 間で あらう. - 猶考 ふるに、 贈 北 小路 石 見 書 (書簡集 八 二 

頁) に 和書 再版 (私の 云 ふ 十 行 本) の 事 見 ゆ。 これが 延寳 三年 十月の 書簡に て、 延寶四 年 五月、 贈 國枝平 介 書に は 「和 

書 御らん ゆよ し。 さいぜんの 板 本よ ほどな をり 申： s。 其 上に 四五册 もた し 出来 ゆ」 と あれば 再版 本 出来が 確赏に 報ぜ 

ら れてゐ る。 贈 北 小路 石 見 書、 延寳七 年 六月 十八 日 書簡 (書簡集 八 九 頁) に 書籍 出版の 事が 見える 

一 小次郞 金子の 事 今 は 調不申 ゆ。 贰百部 計 すらせ ^ はんかと 申 ゆ 間、 三百 部 可 然ゅ、 甙百 部に て は 書 代 高直に 當り可 

申 外、 今 ほど 諸方 ひっぱくの 時節に ゆ。 小 次 郞志も 有 之 者、 高直に 仕て は 人情 あしく ゆ、 其 上 高直に て は 重 板 出来 可 

仕い、 下 直にて 本屋の 渡世に あ ひ ^ はぬ 様に ゆ はで 重版 仕 間 敷 外、 三百 部に て は 利 分 取不申 外様に、 と 申 遣れ。 二百 

部は當 年中に のき 可 申 由 何も 申 ゆ。 今 百 部 もし 一 兩年 滞り ゆ は？ 其 代物 は 明年 中には 拙 子才覺 いたし 取 かへ 可 遺 ゆ 

と存 ゆて 申 遣 ゆ。 大方 は それまで もな くの き 可 申 由 何も 申 w。 三百 部の 後 は 紙の 代 計に て 小次郞 得分に 成 可 申 ゆ。 

木藥屋 仕！ はまし なる 事 も 可 有 w。 重 板の なきと 人情よ きと 皆 小 次 郞爲に てれ。 我等 は 初から 板 行 同心に なく 切 

々無用と 申い へ 共 小次郞 達て 取 付 申 w。 一  兩年 以前に は 板 行 手づか へれ はで 金子 二十 兩 計と りか へ 可 遣 由 鄕右も 被 

申 外。 松 井 善 兵衞も 十雨 計 は 才覺可 遣との 事に ゆへ 共 小次郞 他の 合力 かる 事に てな きと 申 ^ き。 其 節と は 勢ち が ひ 

申 外て 鄕右も 今 はなり 申 間 敷かと 存 ゆ。 善兵衞 は尙以 長々 在江戶 なんぎの 由に ゆ 間 成 申 間 敷 w。 拙 子 も當年 は鄕右 

も被存 ^ ごとく ことの 外つ まり 申 ゆ。 江戸へ 刀う りに 遣 ゆ へど も于レ 今の き不申 ゆ。 當 年中に うりこし 可 申 由に w。 

左 ゆ は 5- 爱元 急用の 借金す まし 可 申 ゆ 間、 来年 は 一貫め 計 は 叉 かりいて 可 遣と 存ゅ。 今 はかり 所 も ふさがり 申 ゆ。 

諭^ 小 解 解題  五 
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小 次 郞不成 いはば 板 行^ 百 部に 仕 ゆか 鄕 右へ 相談 ゆか 分別 次第 たるべく ゆ。 此由御 傳へ可 被 下 ゆ 

と ある。 此 出版 は 何の 本と も 知れない が、 私 は 是れが 論語 小 解の 上 fK 即ち 論語 十卷 迄の 註) の 事で は 有るまい かと 考 

へる。 然 らば 小次郞 (或は 小 四郞) は 菅眞靜 か。 何分 和書の 第二 版が 出来 (延寳 四、 先生 五十 七 歳) 其から 貞享元 (先 

生 六十 六 歳) から は 俊 光の 日記が 存 して ゐて、 論語 上卷 出版の 事 はなければ 多分 此 書簡に 問題に なって ゐ るの は 論語 上 

卷 かと 推測して よい かと 思 はれる 

さて 眞靜 が蕃山 先生の 著書 出版 を 引受けた うちの 論語 小 解の 下卷 のみが 前述の 如く 貞享四 年 十 一 月 一 一十 日であって、 元 

祿ニ年 潤 四月 二十 曰の 俊 光 日記に 大學小 解 拾 部 請 取と 出て ゐ るから、 論語 小 解と 共に 出版す ベ かりし 大學小 解 は f に 

やっと 出来た。 即ち 貞享 三年 冬より 論語 下 小 解と 大畢小 解の 出版の 計 書が 出来て、 次の 年の 三月 出来の 普な のが 元綠 

二 年 四月 迄 完成せ なかった。 其で 俊 光 ゃ三以 等が 困った 事 は、 本 全集 第三 冊の 解題 八 頁に 俊 光 日記 を 抄出して 置いた 

から 見られたい 

元祿 元年 正月 四日 俊 光 は心靜 かに 「終日 私宅に 休息、 論語 下の 解 見 了」 たので ある 

同年の 三月 十四日 の 日記に 「中庸、 論語 小 解 全 六册、 代 十 1 1 匁 五分 肝 煎 遣 候」 と ある。 大鉢 本代の 見當 も是れ でつく か 

と 思 はれる 

以上に て 出版の 事の 知れて ゐる事 は 書いた。 其 以外 何も 私が 云 ふ必耍 もない が、 論語 下卷は 何分に も 急いだ 爲か、 十一 

ノ|< 丁より 九 丁へ 渡る 處で 「子 夏」 の 二字 を脫 したと 見えて (本 集 一 五 七 頁 二 行 「孔子 終り 給 ひて 子 夏に 舉 ベる 者」) 


あとから 押捺した やうに なって ゐ るし。 本 集 一 八 五 頁 五行に、 本文 を 十字 脫 落させた 處 などが 有る。 私の 推測した 贈 一 

北 小路 俊 光 書簡の 出版が 此 書の 事であった としたら、 本書の 出版 は 先生 も 中々 苦心 せられた 事で あらう し、 俊 光 日記に 一 

よりて 考 ふると 菅眞靜 は隨分 困って ゐる樣 だ。 何れ 困った 原因 は 金の 問題が 重な 事で あらう。 今日の 如く 物の 缺乏 で； 

は あるまい と考 へられる 然しと にかく 眞靜が 版に して 旲れ てゐ たから、 我々 は 今日 其 書 を 見る 事が 出來 るので ある。： 

我々 は 眞靜を 第一と して 出版に 協力した 人々 に 感謝 せざるを得ない。 蕃山 先生の 如き 偉大なる 人 はた まさかに 出現す 一 

るので、 其 人の 言葉 は 何時 どんな 光 を 放つ かも 知れない。 先づ 此の世に 留めて 置く 事が だいじで ある。 其の 光に 驚き、 一 

其の 光 を 仰いで 奮起して 世 を 動かす やうな 人が 何時 何處 から 出て 來る かも 知れない。 散佚 させて は 其れまで.. ある 0 一 

蕃山 先生 は 「我等 は 初から 板 行 同心に なく 切々 無用と 申 候」 と 云 はる- 1 であらう が、 私達と して は 一 日 も 捨てお けない 一 

氣 がする ので ある。 而 して 私 はお ほけ なく も 世の 爲に 全集の 刊行 を 急いで ゐ る。 、而 して 併せて 自 から 一 日 一 日と 其受ー 

用に つとめて ゐる  一 

因 云。 蕃山 先生が 註解 を 書かれる 時の 用意 は 本書 五三 頁に はっきり 書いて ゐられ るから 參考 せられたい  お 


七 
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易 經小解 解題  ， 、 

易と 孝 經は蕃 山 先生が 最も 思 ひ を 深めて 研究 せられた 書であって、 先生が 死 を豫感 しつ 》 病 をお してまで も 易の 解 を 著 

はされ たので ある。 先生の 著書に はいたる 所に 易が 出て 來 るの は 誰も 氣の つく 事で あらう。 集義 和書 卷第 八に 

心 友 問、 貴老 易と 孝經と をなら ベ 給へ り。 易 は 玄妙 深遠 廣大高 明なる 書な り。 孝經は 童子の 始 てなら ひまな ぶ 書の 

樣 にいへ り。 されば うたが ひなき こと あた はす。 答て 云、 言 近くして 旨 遠き もの は 善 言な りと は孝經 のた ぐ ひなり。 

易 は 天地に よって 道 德を發 明し 給 ふ。 故に 其 語勢 幽遠な り。 孝經は 人倫に をいて 道 德を敎 給 ふ。 故に 其 語勢 親切な 

り • 爱を 以てよ く 易 をみ る 者 は、 近く 身に 取て 親切に 受 用し、 幽遠の 事と なさす。 よく 孝 經を學 ぶ もの は、 詞の近 

きに よって 幽深玄 遠の 旨 をう しな はす、 中和 をいた して 天地 位し、 万物 育す るの 極 功 神聖の 能事 こ、 にある 事 を しれ 

PO 孝經は 句；^ に 心 をと むべ からす。 尤と？ むべき 所 も あれ ども、 先 は 大抵に 見樣 あり。 易 は 勿論 大意 あれ ども、 

句 どに 窮 りなき 道理 あり。 畢竟 易 をば 近く 見、 孝經 をば 高く 見 を 習と す。 いかんと なれば 县は 天道な り、 近く 人道 

に 合すべし。 孝經は 人道な り、 遠く 天道に 合すべし、 程 子. ク。 易ハ因 爻象 i;i 變化 1 匿變化 ufil 因 t 神-論 ジ 

レ 人，^ 因ーバ 人-一 論 II 德行 r 大體通^i論メ易道v而メ終^^於默メ而メ成^N，。 不レ言 メ而メ 信 アル 存 trf 乎 德行ー r この 故に 易 は 畢竟 人 

の 德行を 成に 歸 するな り。 人の 德行は 孝より 犬なる はなし 

と^^てゐられる。 先生の易に對する^5でぁる  に _  .  .  k 


易 經小解 は蕃山 先生 ai! 著の 確實 なる もの- - 1 である。 例によって 俊 光 日記 抄を撿 する に、 元 祿五年 二月 廿 六日の 條に 

中院 大納言 殿へ 易 解 乾 一 返上。 叉 次 之 卷御借 

と 云 ふ 事が 見え、 元 祿七年 四月の 條に 

十七 日晴、 伽羅 一 切通 茂 卿 被 下。 易 解三册 借用 

と 見え、 同年 五月 四日の 條に 

易の 解息游 作下卷 今曰寫 終、 上下 出来 

と 見え、 同じき 三十日の 條に 

息 游被作 候 易 乾坤 八卦 之 解 三册某 自身に 書寫、 今日 出來。 日向と 校合 も濟。 予 子孫 志 あらば 可 熟 見、 若 道 德に志 深 

仁 有 之ば 借 許可 助 之。 某病氣 にて 何 之 勤 も 不成少 之 事に も 精盡、 對書も 難 成、 起臥の みに て 空 く 消 日 も 長-天命-五行 

十 行 先 應氣カ 勤 天職 而已 〇 孝經は 人道 を說く 高く 天道に 合せて 可 見、 易 は 天道 を 說く卑 く 人道に 合せて みる こと 習 

也。 此 易之 解 純 人道に つまびら か 也。 易之 解 如 此手入 候 は 後 來も可 稀、 親切に 可存書 也。 然共此 解 は 於 古河 隱者死 

期 之病氣 重き 中に 被 書 候 由 承りき 

元 祿八年 七月 四日の 條に 

易 屯 蒙 需の解 息 游軒チ 某 一筆に て寫 病床 無-用事, 空 喧も恐 多、 病中 精力に 應、 半 枚 一枚 づっ氣 力に 任 寫之者 也 

と 有る。 今 偉 はって ゐて 私が 見る 事 を 得た る は 七卷三 冊で 有る。 其れ は 

易 經小解 解 超  ^ 
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八卦 圆、 乾 *坤* 屯 *蒙* 需 *訟* 師 

である。 又 他に 易 鬚 辭傳贰 册が傳 はって ゐる。 之れ は 今の 小 解より は 前に 出来た 著作で ある。 別に 云 ふ 事と する。 俊 

光 日記 元 祿五年 四月 八日の 條に 

隱山 〔0 松 平 金. 彌〕 と 野邊同 歩。 息 游被爲 解 候 謙の 解 自筆に て 書寫給 

と ある。 謙の 解と 云 ふ は r 艮下坤 上」 謙亨 君子 有， 終 云々 の 解で 有らう と 思 はれる が、 其れ はま だ 見つける 事が 出来な 

い 。師 から は 途中が かなり 有る が、 其の 中間が 皆 出来て 有った か、 謙 だけ 別に 書いて ゐられ たかは 不明で ある。 普通 は 

r 需」 までが 二 冊に なって ゐて 其處で 終って ゐる。 首卷に 八卦 圖 があって 三 册 である。 卷數は 五卷と 八卦 圖が 首卷 とな 

つて ゐ る。 訟*師 の ある 分 は 八卦 圖の 外が 七卷 となって ゐて易 經小解 大尾と 誓いて ゐる。 され ぱ實 際何處 まで 著が 成 

つて ゐ たか 知る 由 もない 

蕃山 先生 極めて 晩年の 著述で ある 事 は 前に 揭 げた 俊 光 日記に、 「此解 は 於 古河 隱者 〔0 蕃山 先生〕 死期 之病氣 重き 中に 被 

喾候由 承りき」 と あるから、 古河に 移られた のが 贞享四 年 (先生 六十 九 歳) である。 元祿 三年 五月 十 一 日の 俊 光 日記に 

は、 松 平 金彌八 に 上着 來訊 …… 隱君彌 堅 體之由 物語 也と ある。 是れを 以て 其から 後の 著と 斷 する 事 も出來 まいが 凡そ 

に は描定 出来る 

さて 此の 易 經小解 は蕃山 先生の 著た る 事 は確赏 であるが 問題が 有る、 と 云 ふの は 今蕃山 先生 著と 云 はる.. 小 解が はたし 

て 先生の 著 はされ た 小 解で 有らう かと 云 ふ 問題で 有る。 私 は 實は其 事に 就て よほどな やんだ ので ある。 其 は ほかで は 無 


い、 我が 村の 字蕃 山の 正樂 寺に 先生 眞 筆の 易の 小辩の 原稿が 一葉 ある。 其れ は 昔齋藤 ー與が 寺へ 寄納 した もの 、一つで 

ある。 (本维 に 其の 寫眞を 褐げて 置いた から 參考 せられたい)  . 

九 二見 龍 在 田 利 見 大人 

の 解で ある。 是と今 世に 傳 ふる 小 解と 文が 合致せ ないから である。 少し 話が 餘談 めき、 廻りく どく もなる が 私が 迷った 

道行 を 書いて おく 必要が 有る 

私が 蕃山 先生の 著書 を 特に 注意して 熱心に i 集し だして まだ 聞 もない 時の 事で ある 0 某 書肆で 蕃山 著、 易 經小解 三 冊と 

云 ふの を 目錄で 見付けた。 やれ 電報 だ 何 だと 騷 いだが、 其 は 人に 先んぜられて 私の 手に は 入らなかった。 然し 猶色々 

と交涉 した 結 鬼 終に 私の 處へ來 た。 さて 開いて 見る と 安政の 寫 本との 奥窨は 有る が、 餘り 良い 寫本 では 無かった。 先づ 

正樂 寺の 易の 解の 文と 合 はして 見る と 其が 一致せ ぬ。 其で 一 應 これ は 先生の 著で は 無い と斷定 し、 失望 もした。 (其 頃 

は 內容の 研究 は、 まだ 私が 蕃山 先生の 凡ての 著書に も 目を通して 居らない し、 學淺 くして 一 切目 くらで もあった) 其 か 

ら年を 經て山 田 孝 雄 先生が 御 来遊の 時に 御覽に 入れて、 其 說明を もした。 先生 は兩方 をよ みくらべて、 暫く 考 へて ゐ，：> 

れ たが、 「さう さねい」 と 云 はれた のみで 决定は 付けられ なかった。 其から 年を經 て、 北 小路 俊 光 自筆 本の 八卦の 圖、 

即ち 易經小 解の 卷首 にある 十四 五 枚ば かりの ものが 私の 手に入った。 俊 光 自筆で あり、 藏印も 有り、 疑 ひなき 物で、 

從 つて 蕃山 先生の 著で ある 事 は 疑 ひなき ものである。 處が 其れが かって 求めた 易經小 解の 卷首 にある 十數 葉と 文 紫 全 

く 同一で ある。 私 は 驚喜した。 先に 蕃山 先生の 著に あらす 誰か 他人の 同名の 著と 斷 じて ゐた 本が、 先生の 眞著 たるに 

、  0^11 小 解 解題.  1 1 
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相異， ^い 事 を斷定 する 事が 出來 たからで ある 

さて 一 應 先生の 眞著 たるに 相 異なし と 極めた が、 さて 其の 寫 しがよ くない、 何でも 善 寫本を 求め 出で たいと 苦心して ゐ 

た。 處が 富岡鐵 齋舊藏 本が 手に入った。 此の 本 は 北 小路 俊 光本の 影寫 本と 見える 事 は 孝 經外傳 或 問の 解題 (第三 冊 四 

頁) に 誓いた 通りで あるが、 今 俊 光本の 八卦の 圖と此 本と 比較 すれば 一目瞭然 である。 私 は 此の 俊 光本の 八卦の 圖を 

得て、 次で 其の 次.. <  の も蕃山 先生の 眞 著なる 事が 推知せられ、 かつ 系統 正しき 善寫 本が 手に入った 事 を獨で 嬉しがつ 

た 

以上の 如くで ある 處 から 考 へて 正樂 寺の 易の 小 解 は蕃山 先生 未定稿 時代の ものであると 斷 すべきで ある。 此の 一葉 は 

或は 全部 續. いた 本の 分散した ものでなくて、 是れ だけ を 書かれた もの かも 知れない。 一葉に 都合よ く 納まって ゐる 

さ て 易 經小解 を 本 全集に 收む るに 當 つて は 八卦の 圖は北 小路 本 を 用ゐ、 次に 乾 • 坤 • 屯 *蒙 • 需ま では 前述の 北 小路 本 

の 影 寫と見 ゆる 富 岡 舊藏本 を 底本と し、 卷ー • 一 一は 靜嘉堂 文庫本に 據っ て 校訂した が、 訟 • 師 のニ卷 はやむな く 他の 本 

によった。 易經小 解と して 俊 光 日記に 見えた の は 多分 需 までで、 其が 三 冊に 製本 せられて ゐ たと 考 へられる 

靜嘉堂 文庫に 押 小路 家舊藏 本の 

易經 乾坤 和解 ニ册  ， 

が藏 せられて ゐる。 是れが 易經小 解と 同じ ものである。 和解 は 或は 始の名 か。 但し 題號の 示せる 如く 乾坤の 註で あつ 

て、 第二 卷 までで ある。 或は こ、 まで は 早く 出來て 居て、 あとから 次々 に 書きつ がれた もの かと 考 へられる 


訟*師 の 解の ニ卷の 底本に した 本 は  . 

&』 安政 第二 龍 集 乙 卯 春 二月 晦曰 吉寫 諸。 愛曰樓 中。 靜軒 外史 橫田歙 

と 奥 書の 有る 本に よった。 是 れは此 人が 寫 しが 惡 いのみではなくて、 其 元の 本が 旣に 度々 の轉寫 を經て 良くなかった の 

と考 へられる。 然し 今 類本 を 見かけぬ から、 やむなく 是に據 つた。 誤と 思 はれる 所ゃ讀 みかぬ る 所が ある。 後に 善 本 

を 見つけて 訂正すべき である。 叉、 謙の 解は隱 山が 秘 して ゐ たの を 自 から 寫 して 俊 光に 吳れた 位の 本で、 世間への 流布 

は 極めて 稀で あらう から、 世間に 出現す るまでに は 時 を 要する かも 知れない。 此の 著が 蕃山 先生の 最終の 著述で あらう 

と 思 はれる。 必す 見たい ものである 


1^ 經小解 解 躍  ニー 一 
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養辭傅 解題 

易の 繁辭傳 も蕃山 先生の 眞著 として 確實 である。 例の 俊 光 曰記抄 に、 貞享 三年 七月 十三 曰の 條に  ， 

中院 公より 來使。 御 自筆に て 御 狀幷易 繁辭解 三 册思召 被 付 候て 來 

と ある。 是れは 易經小 解より 餘程 先に 祟て ゐ たと 見える。 俊 光 曰 記で は是が 初見で ある。 元 祿ニ年 十月 九 曰の 條に 

昨日より 易 繁辭傳 見 了 

元 祿四年 十一月 二十日の 條に  . 

主馬 〔0 中极、 三以ノ 養子〕 より 易 繋 辭解借 許 了 

と 見え、 同年 十二月 廿 一日の 條に 

易 I 小 解 全 上下 今日 霊 仕 廻 了。 初 は 杉 野 文ニ郞 〔〇|  ノ兄、 男〕 中 は 中 村 利兵衛 筆、 其 餘は不 i 光 病中 

の 筆 也。 此小解 は 息 游軒作 也。 博學の 易學者 も感信 不少。 奇妙の 發明、 實德成 解 也。 爲 自他 子孫 寫之 了。 可 秘藏窨 也 

と、 こ k ではつ きり 息游軒 作と 云って、 秘藏 すべき 書 だと 云って ゐる。 正 德四年 八月 十三 日の 條に 

岡 田 十 之 If, 來。 夜會 返辨。 八卦 一 冊 繁辭ー 一冊 借 許 了  ■ 

と ある 

此の 緊辭 傳は柙 小路 公 起舊藏 本に して、 今 靜嘉堂 文庫に 藏 せられて ゐる 本と、 正宗 文庫に 蔵す る古寫 本が ある。 靜嘉堂 


文庫本 は  . 

易 緒 梨辭上 (下) 偉 和解 1^ 冊 

となって ゐて、 卷頭は 繁辭上 (下) 俥と なって ゐる。 正宗 文庫の 方 は 題 養が 繁辭傳 上 (下) であって、 卷首は 繁辭上 

(下) 傳^ 冊であって、 其當 時と 見 ゆる 古寫 本で ある。 兩書を くらぶる に ほとんど 異同 はない。 俊 光 日記の 元 祿四年 十 

二月 廿 一 日の 記事に よれば r 县繁辭 小 解」 と 呼ぶ のが 外の 蕃山 先生の 著書の 例に も かな ひ、 最も 正しい 書名 かと 考 へら 

れる 0 然し 今 底本と した 正宗 文庫本 も、 靜嘉堂 文庫本 も 繁辭傳 となって ゐ るから 一 應繁辭 俥と して 置く 方が 穩當 かと 考 

へて、 其の ま >- にして 置いた。 此本 も稀觏 本で ある 

繁辭傳 と 云 ふ 題 號の傳 と 云 ふ 事に 對 して は蕃山 先生 は 

傳は 先聖の いまだ 言に 發 せざる 心を傳 ふるもの 也 

と 云って ゐられ る 

本 全集 を 出版す るに 當り、 靜嘉堂 文庫が 易經 和解 及 繋辞 傳 全部の 寫眞 撮影 を 許可 せられて、 本書 校訂に 便宜 を 與へ給 ひ 

し 事 を 深謝す る  , 

因 云。 俊 光 日記 抄元祿 八 年 七月 十八 日の 條に 

夜 會四冊 流 謙 へ 戾す。 易 傳授之 書 一 冊 此方 へ 返辨了 

と ある。 此易傳 授之書 は どんな 本 か、 蕃山 先生の 著 か 否か。 何分に も 未見の 書で ある。 こ i に 名 を 留めて 置いて 後 

繁辭傳 解題  、  1 五 
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日の 發見を まつ 

昭和 良 UK 十月 1 日 をり しも 防 签 演習の 深夜 暗い 燈 下にて 


ニハ 


正宗 敦夫 


查 n 

ーョ dill o 

孔門に を： s て 道德義 論の 語 也。 論 は 明 辨の意 あり。 惑 を わき まへ て 明に する 義 なり 

學而 第一 

XJX ろな し。 發 端の 二字 を 以て 篇に名 付た るな り 

子 曰。 學テ而 時-習 W 之。 不；) ャ亦說 T 乎 

舉は覺 也。 義理 を 知な り。 習 は其學 びた る 義理 を 心に 用 ひ 身に 行 也。 說は悅 也。 本心の 悅也。 君子の は初學 より 

心に！ g ある こと を 知べ し。 目 は 正色 を悅 び、 耳は雅 音を悅 び、 鼻は淸香をょろ^Jび、 口 は 調味 を悅 び、 心 は 義理 を 

よろこぶ、 是 天性 也。 君子の 學は 義理 也。 故に 事と して 悅 びす とい ふこと なし。 悅 びざる は 君子の 學 にあら す。 或 

問、 困知勉 行いかん。 云、 困知勉 行の 中、 悅 あり。 惟レ斅 ルハ學 カ半バ 念. - 終始 典 U 于學 To 學者 は. S まだ 不レ〕 聞 を 聞て 悅 

び、 敎る者 は敎て 倦ざる 一 鉢の 德を養 ひて 悅ぶ。 故に 敎學 共に 悅 あり。 互に 益 をと る をな かばと い へ り。 あしく 心 

論語 小 解 (徵而 第 一〕  一 
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得. ^ば 共に！^ なし、 ともに 益 すくなし。 學 をつ ねとす るに あらす。 時の 字 ひろし、 時に あらざる はなし、 學 にあら 

ざる はなし。 其 中 五倫の 交り、 五 典十義 重し。 父に， をいて は 孝 を 習 ひ、 子に は 慈 をなら ひ、 君に ぉゐ ては忠 をなら 

ひ、 臣には 仁 をなら ひ、 兄に お ゐては 敬 をなら ひ、 弟に は 愛 を 習 ひ、 婦 にお ゐては 和 義を習 ひ、 夫に は 貞順を 習 ひ、 

朋友 互に 信 をなら ふ。 五 典十義 共に 一 心の 神 通 妙 用に して、 一 德 の條理 也。 外より する に 非す。 實を 以てする とき 

は、 五倫と もに 我明德 を 明に する 者 也。 不仁の 君、 無道の 父、 小人の 朋友 も 他山の石、 玉 をみ がくべし。 文 王の 德 

を 高く する 者 は紂が 無道 也。 大舜 の德を 厚く する 者 は 父と 弟との 惡也 0 父子 夫婦 兄弟 は 家に して 親み あり、 故に 眞 

實 をの づ から あり。 君臣と 朋友 は國 にして 親み 薄し、 故に 眞實 ありがたし。 故に 君に は忠を 云、 朋友に は 信 を 云。 

忠信 は誡 也。 君臣 朋友 誠 あれば、 吾 明德を にし、 誠なければ 吾明德 をく らます 者 也。 事に は 大臣の 忠、 小臣 の忠、 

品 あれ ども 心の ー德 はか はりな し。 小 臣の忠 はかげ ひなたな く 其 職分 をつ とめて 誠 あり。 大臣の 忠は 君の 德を 助て 

國 家の 長久 をな す 也。 君の 威 重ければ とて 心に 尤と思 はざる こと を尤と 云て、 君の 非 をと ぐる は 不忠な り、 誠に あ 

らす。 君の 非 心 を 格し いさむる は大忠 也。 しかれば とて、 小事 を 切々 いさめて 爭 過れば、 うとん ぜられ て、 大事の 

諫爭 ならざる 者 なれば、 過る も惡 し。 諫ても 同心 ある まじき 事 か、 又 小事な どは默 して 居た るが よき 也。 君の 非に 

理をさ へ 付 ざれば 不言の 諫 ともなる 事な り。 君臣と もに 同心 同德 なれば、 諫 爭則義 論に て、 孔門の 論語の ごとく 也。 

大事 小事 心に 殘 りなし。 至情 をい ひていまざる は 堯舜の 君臣な り。 あしく すれば 君臣 は 時習の 挽な くして、 明德を 

そこな ふ 者 なれば 詳に云 也。 藝術を 稽古す る も、 時に 習の 一事な り。 六藝 みな 道德 中の 一端な り 

二 


ミ 

有 p 厕自 「I 遠方, 來^。 不；) ャ亦樂 一 乎  . 

朋は 同類 也と い へり。 同 鉢の 道に 志す 人 也。 我道德 近より 遠に 聞え て、 道に 志す 者來 るな り。 己 一 人學て 時に 習の 

悅は、 寒梅の 雪中に 開て、 獨淸香 を ふくめる が 如し。 自家の 春 意な り。 故に 悅 といへ り。 遠近の 同志と 共に 此道を 

學び行 ふ は、 二三 月の 時分の ごとし、 物と 春 を 同じく す。 一 鉢の 志 達す 悅 のみに あらす、 人 と共にす る こと を樂な 

り。 たと へば 音樂の ごとし。 獨箏を ひきて なぐさみ、 取 由の 音 ふかくす まして 靜淨 なる は悅 なり。 獨春意 を 知た る 

が 如し。 攀 琵琶 和 琴 同 終し、 笙笛 蓽篥打 物な ど數 人同樂 したる は樂 しみな り。 物と 春 を 同す るが 如し。 况ゃ 遠近の 

同志 は 我に まさりた る 秀才 あり、 我い ま^ 開かざる を 輿す 者 あり。 六藝 など は師 とすべき 者 あり、 益 を， AJ* る 事 多 か 

. るべ し。 相 助て 才を 達し 德を なす は 一 鉢の 樂み 也。 然 ども 樂は 自己の 悅 ふかくして 得べ し。 悅 は獨樂 也。 樂は 人と 

共に する の悅 也。 樂 まざれば 君子に 非す 

人不， 知而ル ヲ不， 慍。 不 r 一 亦 君子 r 乎 

人 不レ知 は 己に 實學 あり、 ォ德 ある こと を 人の 不知の みならす、 忠を 不忠と し、 善 を 不善と し、 或は 他人の 惡を とり 

付て 罪 ありと し、 流罪 禁獄 死刑に 及の 類 其 中に あり。 我 善 を 人の 不知 を不慍 ばかりにて は、 君子と 云べ からす。 有 

道の 代なら ば 賞 せらるべき 事の、 却て 罪と なる 時 は、 大方の 擧カ にて は、 心に 慌 あるべし。 こ、 に をいて 天 をも不 

. 怨、 人 を も不尤 は、 天を樂 しみ、 命 を 知 こと 深き 故 也。 朋 遠方より 来る は 順な り、 人 不知 は 逆 也。 人生の 順逆 は 天 
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道の 陰陽 也。 君子 とても 寒氣 にいた み、 暑氣 にあた る ごとく、 逆に あ ふ も 常の 理也。 寒暑に あたりて 慍る者 はなし、 

順 を 好み 逆 をい とふ は 凡人の 心なり。 春秋の みあり て、 夏 冬な からん と 欲する が 如し、 是を 私と 云、 惑と いへ り。 

易の 困の 象に 云。 澤無. § 水 困す。 君子 以テ 致-〕 命 ヲ遂. 水 下に 漏る とき 澤 上に 涸、 困乏 Q 象な り。 人に 取て は 貧賤 

の 極 也。 君子 貧賤なる も 人 しらすして 下に 窮す るの 一也。 上 六 二 陽の 上に 居 は、 小人 時 を 得て 君子 下に 居の 象 也。 

九 ニニ 陰の 中に 陷る は、 陰柔陽 剛を搶 ひ、 君子 小人の 爲に 掩蔽 せらる i の 時 也。 其 道を盡 して 免れざる は 命な り。 

致 レ命は 死生 有 命、 我 所有と せざる 也。 遂レ志 は 禍患を 以て 其 心 を不レ 動、 夭壽 不レ貳 カハ修 一け 身 ヲ以ー ァ俟レ 之 ，也。 命 を 立る 

所 也。 逆 を 行の 德 なければ 順を樂 こと も 善なら す。 學で德 をし り 悅を得 は 知な り。 人と 共に 樂は 仁な り。 逆に あ ふ 

て 心 を不， 動 は 勇 也。 知 仁 勇 ある 人、 是を 君子と いふ 也。 吾人 同志 逆に あ ふて たしかなる 程の 學カは 有べ し、 然 ども 

慍の 意思 をば はなる ベから す。 慍も心 を 動かす 一 事 なれば、 勇に あらざる こと を わき まふべ し。 却て 勇 也と 思 は あ 

やまれり。 それ 人 は 五行の 秀氣を 得て 万物の 長 也、 祌 明の 舍也、 天地の 德也。 天地 は 人 を 以て 心と す。 故に 人道 正 

しければ 天地の 氣 正し、 人道 不正 なれば 天地の 氣も 不正 也。 人爲 の禍尤 人心の 不正より 起る 者 也。 是 故に 明 王 は 人 

心 を 正しくす る を 以て 政の 急務と し 給 ふ。 人心 を 正しくす る こと は學 にしく はなし。 畢竟 舉は 人の 道 を 知て、 人の 

德を成 こと を學ぶ 也。 學で 聖人に 至る も 人の 道 を盡に 過す。 聖人 は 人の 至りな り 

有 子ノ& I。 其レ爲 T 人ト也 孝弟 i 而好 ムレ 犯ス 「ヲレ 上ヲ者 ハ鮮ナ シ矣。 不 メレ 好 レ犯ス J 上。 而好 は作ス J 亂ヲ 

者ハ未 ^ 之 レ有正 


有 子 は 孔門の 賢者 有 若な り。 爲レ人 は 人た る 者 也。 よく 父母に 事る を 孝と 云、 よく 兄 を 敬 を 弟と 云。 父 を 愛敬す る 心 

を 以て 君に 事る とき は忠 となる。 兄 を 敬 心 を 以て 長者に 交る 時 は 順と なる。 長者 は 我より 上た る 人、 家老 組頭 親 か 

たの 類な り。 孝弟 は順德 也。 子 生れて 神の 知 を ひらく にした が ひて、 父母 を 愛する 心 生す。 その後 子の 心に 父母 尊 

し。 此 愛敬の 本心 を 根と して、 昔 は 小擧に をいて 八 歳より 孝弟の 道 を敎し 也。 曰 本のし つけが たの ごとく、 幼少の 

子の なるべき 事より 自然に 禮法 をなら はす 也。 是皆 孝弟の 順德を 養育し、 成就せ ん爲 なり。 天下 此順 德を不 ^ 失 時 

は、 家 ごとに 孝子 國皆 忠臣な り。 乱 を 願と も 乱る ベから す。 君 親 を 愛敬して 其 死に 代り、 其 難 をす く はざる 者 はな 

し。 是 故に、 曾 子 曰、 戰陳 にして 勇な き は 孝子に あらす と、 如此 なれば 上 を 犯す こと を 好む 者 有べき やうな し、 况 

や 逆 乱の 事 をな すべ けんや。 後世 此を しへ すたれて より、 幼少の 子 も 人に 上た らんこと を 欲す。 長す るに したが ひ 

て 上 を 犯し 乱 を 作の 逆 德を養 ひなせ り。 疾 行て 長者に 先 だつ も 犯の 端 也。 君 長に 事て 忠 順の 志う すく、 欲の 求の み 

心と すれば 恨み 戾 るの 意思 生す。 必 しも 凌ぎ 犯さ れ ども 利 を 求る 心 ある は 犯の 根な り。 かなら す 兵乱の み 乱に あ 

らす。 五倫 相爭は 乱な り。 後々 は 悖 逆 爭鬪の 事 生す る 也。 王俟 たる 人、 臣下の 不忠 をに くみ、 乱 逆 を 忌と いへ ども、 

是を 防ぐ の 道、 孝弟の 敎 にある こと を 知 給 はざる 也。 孝弟 は 乱の 本 を斷、 源をふさぐの政なり 

君子ハ務^^ヲ。 本 立 テ而メ 道 生. -。 孝弟 ハ也 者。 其レ爲 1 仁 之 本カ與 

此 君子 は 在位 有德 かねてい へり。 有德の 人、 上に 立 時 は 天下 國 家の 政 敎に本 ある こと を 知て、 是を務 る 也。 本 立と 

き は 人倫 明に して 人道 生す。 仁 は 万物 一 鉢の 生理 也。 孝弟 は 親子 兄弟 一 鉢の 心 を あげて 五倫に 交る とき は 五倫 一 鉢 
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也。 天下に 及して 一 鉢なら すと 云 事な し。 天下一 鉢なる. とき は 順逆 一致に して、 好悪な し、 始て仁 を 云べ し。 是を 

以て 君子の 政敎、 本立て 道大 なること を 知べ し。 本 立と 云 は、 君 有 極 を 立て、 明德を 天下に 明に する 也。 人 極 を 立 

て天地に配する^^とは賢良を得るを先とす。 堯舜の 知 も 物に あまね からす、 先務に 急" なりと. S へる 是 なり。 孝弟の 

ブ タツ. an ル 

敎も賢 良 をして つかさどらし めざれば、 其 中間 人情 事變 に通ぜ すして 敎廢 する こと あり。 離/象 傳-ー 云、 明 兩作ハ 

離 ナリ。 大人 以テ繼 t 明.^ 照 1^ 四方 巧と いへ り。 六 五 は 君の 明 也。 六 二 は臣の 明な り。 明 兩作ル と は、 明の かたぐな る は、 

其 明 孤り にして 匱し、 六 五 その 明に 不レ矜 して、 繼に六 二の 明 を 以てす。 聖主賢 佐 を 得て 明德を 天下に 明かに する 

と、 日の 普く 万物 を 照す が 如し。 是を明 を繼て 四方 を 照す とい へり。 離 は 日な り。 今日 東に 生じ、 明日 も 叉 東に 

タガ ハ 

生す。 曰 新 叉 日 新な り。 明々 相繼て 終始 不レ f お 人 主 治 鉢の 本 は 知な り。 知の 實は人 を 知、 是 なり。 是 君子 本 を務て 

大道 生す る處 なり 

子ノ 曰。 巧- ¥ロヲ 令 スレ色 ヲ鮮ヒ カナ 矣仁 

上 を 犯し、 乱 を 作 こと を 好む は剛惡 なり。 此章 言 をよ くして 實に 過て ほめ、 色 をよ くして 氣に合 を 心と する は柔惡 

なり。 剛柔 異なりと いへ ども、 君 長 を そこな ふこと は 一 也。 共に 不仁 也。 巧言令色 は 人 を 愛する が 如く なれば、 仁 

に 似 たれ ども、 實は 己が 欲の 爲に へつら ひて、 人 を も そこな ひ、 己 を も そこな ふ 者 也。 犯 乱 は 形 を そこな ひ、 巧 令 

は 心 を そこな ふ。 仁心た えてな. きが 如く なれ ども、 天 根絶ば 一 日 も 生べ からす 0 聖人の 人 をす てた ま はす、 鮮 しと 

のた まふ 處 なり 

.  六 


曾子ノ 曰。 吾レ 日-ニニ ッ省ー ルー 吾が 身 1 爲 5 人ノ謀 テ而不 t 忠ナラ 乎。 與ニ 朋友 1 交 テ而不 け 信 ナフ 乎。 傳チ 

不 t 習" 乎 

會子は 孔門の 中 行曾參 なり。 日に かへ りみ るの 三 は 仁に 至る の 工夫な り。 己 を盡す を忠と 云、 人に 事 をた のまれて、 

人の 事 をな すに、 我事 をす る 如く、 己 をつ くす や 否と かへ りみ る 也。 是ー 鉢の 受用 也。 朋友 は 他人な 比ば、 五倫の 

中に て 第一 うとし。 然 ども 眞赏 無妄の 天地 を 父母と して 異親 同氣の 兄弟 なれば、 其 交り 必信 あるべし。 朋友に よつ 

て 天性の 信 を 立る 者な り。 傅 は 師に學 び、 書に 得た る 義理 也。 習 は是を 熟する 也。 傳て受 用せ ざれば、 口耳の 學と 

なりて 實學 にあら す  . , 

子ノ 曰。 道 一 V 千乘 ノ之國 r 敬い 事 ヲ而信 ァリ。 節，， 用ヲ而 愛スレ 人ち 使. i 民ヲ 以ス， 時ヲ 

千 乘は百 里の 國也。 田地ば かり を 以て 百 里と す。 山野 不毛の地 は 其 外 也。 國の廣 さは 所に よりて 二百 里 も 三百 里 も 

有べき なり。 百 里の 田地より 農兵の 軍役に 車 千乘を 出す 也。 ー乘 に甲士 三人、 步卒 七十 二人と いへ り。 八 百 家の 軍 

役 也。 千乘は 八十 万 家の 出す 處 也。 人 數七万 五 千 敷。 其 外に 雜人雜 車 あり、 日本に て 小 荷駄と いへ る もの 也。 たと 

ひ 皆う たれても、 其 ま  叉 千乘を 出す 程に ゆるく としたる 軍役な りと いへ り。 大國は 百 里、 中の 國は 七十 里、 ト 

國は 五十里 也。 小國 といへ ども 五 百乘を 出す、 人 數三万 七 千 五 百 也。 大を あげて 小 を かねたり。 すべて 國を 治る 肝 

耍 をのた まへ り。 治 國兵を 忘れす、 戰陣治 を 本と す。 國の 大事 は 食 兵 信の 三 なれば 、軍役 を 以て 治國 をのた まへ り。 
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聖人の 政 は 兵事 ある を 以て 乱と せす、 兵事な きを 以て 治と せす。 食たり 兵と.^ の ほり、 上下 信 ありて 禮儀 正し けれ 

ば、 兵事 あれ ども 治圃 也。 食たら す、 兵と、 の ほらす、 上下 信う すく 禮儀 いつはる とき は、 いまだ 兵事な けれども 

乱國 なり。 事 は 政事 也。 敬 は 上天の 時に のっとり、 下水 土に より、 中 人情 を考 て、 人心 正しく、 風俗うる はしく、 

變に 通じて 人民 倦 ことなく、 日々 に 善に す. -む やうに するな り。 信 ありと は 君の 好み 給 ふこと は 道 德の善 也、 惡み 

給 ふ 事 は 邪 僞の惡 なり、 と 其 誠 遠近と なく 人民の 心に 徹して 知、 故に 愛して は 善に す.^ み、 恐れて は 悪 を 去な り。 

人民の 爲に事 を 敬み 給 ふこと、 父母の 子の 爲 にす るが ごとし。 さやう にあれば 士民 ともに 子孫に 至まで、 信の たが 

はざる こと を たのもしく 思 ひて、 一命 を 己が 有と せす して 君に 奉ぜん こと を 思 ふ 者 也。 如此 なら ざれば、 戰國に 死 

間な ど を 用て 大に 勝利 を 得 こと はならざる なり。 戰陣の 爲に信 を 立る に は あらす。 節 レ用は 入 こと を はかりて、 出 

す こと をす。 君子 は 民の 父母 なれば、 人 を 愛する 心より、 費 を はぶき 欲 を すくなく し、 有餘を 存じて ほどこすべき 

こと をす。 富有 これ を 大業と いへ り。 天子 も 諸侯 も 富有なら ざれば、 人民 を 安 じ、 夷狄の 難 を 退け、 水 旱の變 をす 

く ふごと きの 大業 は 立ら れす。 人 を 愛する 心眞實 なれば、 必す用 を 節す。 故に 君子 を 民の 父母と 云な り。 古人の 用 

を 節する は 大道 あり。 君の 一年の 藏入を 四に して、 丁ゲ J 有餘 とし、 三 を 以て 一年の 用 を 達す、 是 天道に のっとるな 

り。 春 生じ、 夏 長 じ、 秋 収め、 冬 蔵す。 夂 A 一時 かくして 不用 は來 歳の 造化 をた く はふるな り。 四 分 一 を 三年 積て 一 

年の 用 あり。 九 年に して 三年の 用 あり。 三十 年に して 十 年の It あり。 如此 なれば， S かなる 水旱 饑饉の 大變 ありて 

も、 人民う ゆる ことなし。 夷狄の 兵難 ありても、 內虚 せす。 文 王 周 公たり し 時、 紂が 天下 なれば 政 あしき 蔽 t にの り、 


北 狄中國 を 犯せり * 紂文 王に 命じて ふせがし む。 數十 年長 陣 なりし も、 此 たく はへ ありし 故に 士民 つかれす。 兵粮 

澤 山に てノ內 堅固な りし かば、 終に 北狄を 退け 給へ り。 湯 王の 時、 七 年の 早 ありし も、 此用 ありて 民う へす、 人 を 

愛する 備 なり。 或 問、 後世 一 國の財 用を盡 しても 不足 時 あり、 いかむ して 蓄 べき や。 云、 一朝一夕の 故に あらす。 

さやう にあしく なりて は、 善 者 ありても いかむ ともす る ことなし。 問、 其 時 は 君子 を 置たり とも 爲 ことな かるべき 

か。 云、 さやう にあしく して 渡したら ば、 君子 を 子に 持たり とも、 すべき やう あるべ からす。 然 どもい まだ 三十 年 

の 蓮 命 あらば、 年 を 經ては 成 こと あるべし。 天下なら ば 大道 を 行て、 風俗 を 移し かへ、 上下 安 かるべき 仁政 あらん 0 

天下 はー國 よりも 却て なりやす かるべし。 一圃 は 天下の 風俗に ちが ひて、 大善 をな しがた ければ、 却て その 功遲 し。 

問、 さやう に 奢た る 風俗なら ば、 三十 年の 後に はいよ く 長 やべ し。 世の中の 風俗に ちが ひて なすべき 事い かむ。 

云、 世の中の 風俗に て、 是非な くす る 事 は 我より する にあら す、 天の なせる わざ は ひの 如く なれば、 風俗に したが 

ひなして、 家の わざ は ひとはなら す。 風俗の 奢の 上に、 自 なせる 私欲の 禍半 まじりて は 終に 亡びに いたる 者 也。 或 

は 我 子 を 愛して、 先祖の 子孫 を不 愛、 先祖の 功德 によりて 傳 たる 國 家の 衰微 をな すごと き 不孝 をば、 惡 とも 思 はす、 

習と なれり。 自 なせる 禍 なれば のがる ベから す。 使：！ 民ヲ以 W 時ヲ。 諸 疾は王 を 以て 天と し、 王 は 民 を 以て 天と し、 民 

は 食 を 以て 天と す。 田地と 手足の はたらき を 以て 財 用の 本と して、 父母 妻子 を 養 ふ 者 なれば、 不レ S 使 こと 第一 のめぐ 

みなり 0 昔 は 民の 力 を かる 乙と、 一年に 三日と 5 へり。 それ も 農の いとま を考 たる ことなり。 春秋の 義民 を 使 こと 

時 あり、 義 あれば 書す、 是を ほめて なり。 時 あらす、 義を 害すれば 書す、 是を K して 也。 民 は 食 を 以て 命と す、， 故 
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に螟 あれば 書す。 民 を 使に 時 を 以てせざる は 民 食に 害 あり。 人 爲の螺 なり。 虫 苗の 心 を 食 を と 云、 葉 を！^ を 機と 

云、 節 を 食 を賊と 云、 根 を 食 を蟊と 云、 此四虫 人爲に 出る こと 多し。 古 は 農兵 也。 農事 終て 戰陣の 法 をなら はせ 

り。 早く 仕 廻た る 者 は、 十 一 月に 私に 小牧に 狩して 弓馬 をなら はし、 十二月に は 民 ことぐ く 仕 廻 ゆへ に、 大に狩 

して 進 返 をなら はす 也。 鳥獸を 取に 心 はな けれども、 夂 A は 五日 七日 過ても 肉 損せす、 わかちた まひて 民間の 老者を 

粮 べし。 皮 毛に 至る まで、 冬の は 用 をな して、 老 者の 寒 を ふせぐべし。 皆 民間の 賑は ひとなれり、 時 を 以てする 故 

也。 後世 は 民間 極月の 晦日まで いとまな し、 冬 狩す る と あた はす、 故に 春に 至て 狩す。 故に 肉 早く 損じて 老 者お 

. 不養。 皮 も 用に 立 ざれば 老 者の 寒 を ふせがす。 世俗に， S へる 不レ食 殺生 也。 善に あら ざれば 惡の類 也 。鳥 獸をも 追 

つめ 盡し 取て、 弓馬の なら はしに もなら す。 古人 は獸を 山林より 追 出して まきつめす、 廣 野に 追す て、、 弓馬の 達 

者 をなら はせ り。 後世 は 時 を 以てする こと あた はざる のみなら す、 軍法の なら はしに もなら す。 大道の 行 は ざる 

故な り 

子ノ 曰。 弟子 入 テハ則 孝 ァリ。 出 テハ則 弟 7。 謹テ 而信ァ 汎" 愛 W 衆 ヲ而親 t 仁 行 有 ハ餘カ 4 則 

以テ學 ，5 文ヲ 

弟子 は聖學 をす る 人の 通稱 也。 年の 若壯 にか.. - はらす。 仏 を學ぶ 者、 自怫 弟子と いへ るも是 によって なり。 却て 聖 

^に は 此義を 失て 幼若の 人の 事と す。 遗 德六藝 ともに 己 を 有せす して、 ひろく 人に とる は 弟子の 道な り。 人の 師父 

兄た る こ と は 易く して、 弟子た る 事 は 難し。 師父 兄た らんと 欲する 者 は、 日に 凶に 入て 不德 なり。 弟子に て 終らん 
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と 欲する 者 は、 日に 吉に おもむきて 德に 入な り。 入と いへ る は 家な り、 鄕里 なり、 老者を 愛敬す る 所な り。 故に 孝 

とのた まふ。 出と 云 は 朝な り、 國中 也、 官位 ある 人 を 敬す る處 なり。 故に 弟子との たま ふ。 家に ありての 孝敬、 則 

國に 出て 忠 順と なれり。 孝弟に よって 我明德 をみ がくな り。 謹 は 行の 常 あるな り。 信 は 言の 實 ある 也。 一体の 心 を 

以て、 ひろく 衆人 を 愛して 人を捨 す、 其 中に 仁者 あれば 親み 近付て 益 をと る 也。 此 仁者 は必 しも 盛德の 仁者に あら 

ざれ ども、 仁愛 篤實 にて 德に 近き 人 をい ふ 也。 行 有 一， 餘カ, と は、 隙 を あけて 後、 文學 する に は あらす、 本末の 道理 

なり。 德行は 本 也。 文學は 末な り。 本 をす て- -末 にした がふ 時 は、 末 共に 用 をな さす、 却て 身の 害に もなる もの 也。 

德を 好て 藝に 游の義 也。 今 は文學 といへば、 書を讀 むこと、 す。 古の 文學 は六藝 なり。 禮と樂 と 弓と 馬と 書と 數と 

也。 禮 に五禮 あり 0 軍法 其 一 なり。 孔子の 時分に は 詩 書六藝 といへ り。 詩 は詩經 なり、 書 は書經 也、 易經と 三經な 

り。 書 數の書 は 筆法な り。 今の 手 習 也。 書物の 多なる にした が ひて、 博學を 事と し、 入 德の學 を 失へ り。 孔子 は 六 

藝 いづれ もす ぐれたり しか ども、 其 中に て は 弓馬 一 入す ぐれたり。 鱧 を しれり とい ひし 程に、 軍法 尤 よく 知 給へ ど 

も、 義戰 なき 時分 なれば 不知との たまへ り。 聖代に は 八 歳より 三十 有 室まで、 小 學大學 にお ゐて、 ひまな く舉 習せ 

し は六藝 也。 たと ひ 一 曰の 聞 五 時、 藝文 にか. - りても、 德行 をば 專 心に 入て おさめ、 藝には 游で能 するとき は、 本 

末 立てよ き 也。 六藝も 孝弟 忠信の 道 を 助る ものな り 

子直ノ 曰。 賢ト， レ賢ヌ ま 色 マ。 事？， 一 父母 一； 能" 竭； ン rtr カー。 事 一け 君-一能， ノ致； ソ； まつ 身 T。 與ニ SJ. 尸ク 交一-一.。 

言テ而 有ラ. い 信。 雖 ば曰フ t 未 W 學 ビ.. 吾レ ハ必ズ 謂；！ 之ヲ學 r ト矣 

ズト 
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子 夏 は 孔門の 賢者、 名 は 商な り。  賢レ賢 は、 賢者 を 尊敬す る 也。 易レ色 は、 顔色 を變 する 也。 賢 を 尊の 心眞實 なれば、 

顔色に あら はる \ 也。 自身 德を 好む の心實 なれば なり。 力 は 心 力なり。 父母に は 吾心の 愛敬 をつ くす 也。 致 は、 一 

命 を 奉じて 己が 有と せざる なり。 有レ信 は、 朋友み な眞實 なる 人な りと 信す るな り。 如此德 行に 實 なる 人 あらば、 た 

とひ 學 文せ すと 云と も、 學の實 を 得 たれば、 子 夏 は 是を學 びたり とい はんと 也。 子 夏 は 文學を 以て 名 を 得た る 人な 

り。 しかるに 如此德 行に 專 なる は、 文 學は其 身の 器用に て 得た るなる べし。 藝に游 の 意 明か 也 

子， 曰。 君子 不ルォ i 重 カラ 則 チ不， 威 5。 學モ 則不， 固？ 

此 君子 は、 道 德に志 あり、 凡人 を安ぜ ざる 人 也。 いまだ 君子の 德を 成就せ すと いへ ども、 君子の 徒な り。 在位 志學 

かねて みるべし。 重 は、 形容のお もくしき と 云に は あらす、 あしく 心得れ ぱっくり 者の やう 也。 定見 ありて 心 ま 

ど はす、 精神 內に 守て、 外 欲 をした はす。 如此 なれば、 形容 も 自然に 重く 見えて 威厳 あり。 心不存 して、 形 氣浮躁 

なれば、 外に もった. S を 付、 武威 をかジ などして、 人を烯 といへ ども、 見聞と もに 小人 なれば、 人々 心に は あなど 

る 也。 放心 をお さむる こと を しらすして、 た に問學 する 者 は、 學 ぶと ころも 堅固なら すして、 終に 入德の 功な し。 

或 問、 しからば 君子 重く して 威 あり、 學 堅固なる XJ と は 放心 をお さむる に始れ り。 放心 をお さむる の 術い かん。 云、 

心內 外な し、 故に 說が たし。 あしく い へば m あり。 心 法 行事 収歛を 主と すべし。 發散 は不レ 得レ已 1 也。 精神 內に 凝聚 

する 時 は、 外 邪 侵す こと あた はす、 重く して 威 あるに 非す や。 陰陽の 精 凝て 日月と 成、 天下 恐て 愛す。 故に 君子の 

シル  タク ハ 

舉、 その 始は學 て 不敎、 聞て 不說、 前言 往行 を識 して 德を蓄 ふ。 忠功ぁ リ て位祿 をゅづ り、 恩 を ほどこして 報 を も 

ニー 


とめす、 善 を 行て 名に 近付す。 如 此の 受用 多し。 精神 を 収斂す るの 術な り。 道德 積て、 舉 堅固 也" 始て 放心 をお さ 

むる こと を 云べ し。 壯 にして 行 ひ、 老て敎 べし 


誠の、 心に ある を忠と 云、 言行に 達する を 信と 云。 誠 は 天の 道な り。 誠 を 思 は 人の 道な り。 心 は 形 色な く、 聲 臭な 

く、 內外 なし。 誠 を 主と する のみ。 誠 主と なるとき は 重して 威 あり。 學 堅固な り。 主 シス" 忠信 T を、 あしく 心得れば 

一物 ある やう 也。 忠信 を 主と する は 主意 也。 天道 は 至誠 無 息 也。 吾 その 至誠 中より 造化 せらる。 至誠 則 吾 性 命 也。 

故に 誠 を 思の 主意 眞 愛に 立と き は、 誠 主と なりて 存ぜ すと 云 ことなし。 眞實 なれば 無心に して 存 するな り。 生と し 

いける 者 我 身 を 愛せざる はなし。 身 を 大事と 思 ふ 念 を 常に 存ぜ され 共、 長べき に は を それ、 敬むべき をば つ 、しむ。 

無心に して 生す、 、王 意 あるが ゆへ なり 

無 ゆ 友 ひスル 「不 t 如？ 己-一 者？ 

凡 情 は、 德知 才藝の 己に をと りたる 者 を、 心 やすく 思 ひて、 友と し 親む もの 也。 我に したが ふ 故 也。 是は損 ありて 

签 なし。 彼より 求む る 時 は 愛すべき のみ。 何事 も 己に まさりた る 人 を 友と する 時 は 益お ほし 

過テハ 則チ勿 ^ 憚ルぃ 改ル？ - 

學 問の 道 は、 己が 不善 を 知て、 速に 改て 善に うつる をよ しとす。 聖人 以下 誰か 過 なからん。 故に 慎て あやまち.^ 

語 小 解 (犟而 第一)  1=1 
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き は、 善の 善なる 者に. あらす。 過て 速に あらたむ る は、 善の 善なる 者 也と いへ り。 心なき の 非 を 過と 云、 心 あるの 

非 を惡と 云。 過と 知て 改 ざると きは惡 となれ り。 故に 自治る に 勇なら ざれば、 惡日々 に 長す とい へり。 或は 吝り、 

或は かざりて、 非 を かくしと ぐる は 小人 也。 終に 道に 入べ からす。 子路は 勇者な り。 人の 過 を 吿るを 喜で 速に 改る 

にい さめり。 生得の 勇 を 仁義に 用た る 者 也。 故に 万世の 師 なり 

曾子ノ 曰し 慎、；： 終 ヲ追ズ ヲ。 -民 メ德歸 W 厚- 矣 

太古の 人 は、 朴 素篤實 にして 僞 なく 欲な し、 質 直にして 道理の ま- - なり。 死生 は晝 夜の 道な り。 魂 氣は游 散して 空 

に ゆき、 魄鉢 はた をれ て 土に 合す。 理の 常な り。 故に 理 のま、 に 直に 土中に 葬て 意な し、 情 厚して 期數 なし。 後世の 

聖人お is の 象に よって 棺槨を 作りた まふ。 大過 は澤木 をい る、 なり。 木は澤 上に 生す。 然るに 澤 下に 入 は 棺槨の 象 

なり。 叉 大過 は 犬なる 物 過るな り。 厚に 過る の 意な り。 形 鉢 は 土に 合すべし。 理の常 也。 然る を、 木に 入て 土中に 

入ル は、 孝子の 情 厚に 過る 義 り。 其 外 喪 鱧に 心 を盡す を愼レ 終と 云 也。 追レ遠 は、 春秋の 祭祀に 誠 敬 を盡す をい ふ。 

春の 花 を 見、 鳥の 囀り を 聞て は、 日月 はるかに うつり 行 こと を 感じ、 秋風 身にしみ、 虫の 音 か はるを 聞て は、 感慨の 

情 生す。 故に 祭るな り。 日本の 神道に、 一夜 神事と 云 こと ある は 上古の 風なる べし。 感 おこり 不レ 得, 已，. ラ して 祭る 

ならば、 かねての 用意 あるべ からす。 後世 物備 り、 用意 ある ゆ へ に 神明に 交る ことなれば、 七日い ましめ、 三日 潔齋 

する 事始 りたる なるべし。 四時に 祭る も 後世の 事 也。 忌日の 祭 も 上古 はな かりし 也。 忌日 は 終身の 喪と て 哀情 を以 

てした ひ 祭る 也。 故に 樂 せす、 前 一日 潔齋 する 也。 情の 厚 乙と は尤 なれ ども、 道理に は不 叶歟。 三年の 中 は 凶 鱧な 

一 SI 


，ジ。 喪 を 除て は吉 禮に變 す。 しかるに 終身の 喪と 云 は、 厚き こと は 厚 けれども、 聖 作に は あるべからざる か。 朔 望の 

拜、 或は 他行 性 來を吿 時、 物 をす.. めな どす る こと は、 備て不 祭 なれば 潔齋 はなき 也。 孝子の 心に 親 を 死せ りと せす、 

生前に 親の 所へ 鱧に 行 同前ず。 死 暴る XJ と 生 S るが 如く、 亡に つか ふること 存 にっか ふるが 如くなる は、 人 

民の 情 厚に 歸 するな り。 此 厚き 心より 君に つか ふれば、 忠 ありて うしろくら きこと なし。 If 考、 友 I こ 

と， 小 W によりて 其 罪 を あら はさす。 己れ をと なげな き 者に なりて 云わけ せざる は 厚き 也。 叉愼， 終 追 レ遠も 跡に，， - 

づ みて、 時 所 位の 考 なければ、 厚 も 却て 薄になる こと あり 

子禽問 ？1 於 子 貢？ 曰。 夫子 ノ 至；^ ャ於 是ノ邦 i。 必 ノ政 一。 求 i 之 ヲ與。 へ i 之. 

與. 子貢ノ 曰。 夫子 溫良恭 儉讓以 "之 ヲ。 夫子 ノ之求 タル t 之ヲ 也。 其レ 諸レ異 1 乎 V 之 

求？ 5 ヲ與  . 

子 貢 i 門の？、 名 I といへ り。 生得に ォ知 あり。 學で後 その 知 化して 德知 となる。 故に 賢人な り。 子禽 

も 三千の 中と みえたり。 溫は 春風 和 氣の氣 象な り。 良 はすな ほに やすらか なり。 盛德 至善 渾然たる 神色な り。 恭は 

霧の 一身に みちて、 太 山の 安が ごとく 也。 儉 I 簡 にして 無事 也。 物 不備して 心 足り、 願な く 求な く、 不貪 を寳と 

する の讓な り。 讓は 心虚 明に して 己 I せす。 故に 無心に して ゅづら すと 霧な し、 無我の 至 也。 故 まかなる 

凡人 も 化せられて 問き ず。 然 ども 私欲 害して 用る き あた はす。 子禽 思へ り、 ，s つも 如此 I は 彼 ょり與 へて 

論語 小 解 (舉而 第 一〕  . 
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聞し むる か、 此方より 求て 聞 袷 ふか、 とうたが ふ 也。 子 貢 その 求と 云 言に 付て 不 求の 求 をい へり 

子， i。 父在ス オハ 觀 fsT 志 一。 父 沒スル オハ 觀 S つ 行？。 三年 無？ 改 i1 「於 父 ノ之道 T。 可、 i 、峯 卜矣 

父 存生 なれば 事專 にせす、 故に 其 志の 善なる を 見なり。 父な き 時 は 其 行事の 善 を 見なり。 然 ども 三年 は 父の 家 道 を 

改 るに 不忍は 孝子の 情なり。 父子 時異 也、 氣質異 也。 事の 勢 昔の ごとく 成が たき 事 あり。 道 は 其 身の 時 所 位に より 

ァダ 

し 家法 也。 道德の 善なら ば 終身 改べ からす。 悪なら ば 三年 を 待べ からす。 善惡 にか >- はらざる 事な り 

有子ノ 曰。 禮ノ 之用ハ 和爲， 貴 シト。 先王 ノ之 道モ 斯ヲ爲 メレ 美ト。 小犬 由 ^ 之 一一。 有" 所レ不 U 仃レ。 知チ 

, 和ヲ而 和ス。 不一 レー ハ以ー i ヲ節プ 之ヲ。 亦不， 可 力 U 仃ル也 

天に 陰陽 あり、 人に 禮樂 あり。 陰 は 陽の 根と なり、 陽 は 陰の 根と なる。 陰陽た が ひに 其 根 をな せり、 禮樂 もた が ひ 

に賓主 をな せり。 鱧の 心に ある を 敬と 云、 樂の 心に ある を 和と 云。 禮を 体と すれば 和 は 用と なる、 和 を 主と すれば 

禮は賓 となる。 驩煩 きとき はやぶ る、 和して 县簡 なし。 されば 禮 の實不 立、 故に 禮の用 は 和 を 貴し とするな り。 先 

王の 天下 を 風化し 給 ふ、 禮樂 あらす と 云 事な し。 大事 小事と もに 敬 和の 心 法 はか はりな し。 和 は 县簡の 善な り。 天 

人の 本 也。 事に ほどこして 和に 流る、 とき は 叉 やぶる。 禮 ありて 是を 節し 上下 常 あり、 次序み だれざる とき は、 大 

同して 能 和す。 鱧 事に あら はれて 吉凶 軍賓嘉 あり。 樂 器に ほどこして 糸竹 金 革 歌舞の 曲 あり。 太平の 備 なり。 人道 

の 美 也 

1 穴 


1* 

有子ノ 曰。 信 近つ 於 義？。 言ト 可. 接 * 也。 恭 近つ-於 禮？ 遠ユ 恥辱 f 也。 因ル 「不ュ 失 親 T 亦 * 

可. i 宗 i 也 

人と 事 を 約束す る 時、 此事義 に 叶た る や、 不叶 やと 初に はかるべし。 義に 叶たら ば、 約束して 必其言 の ごとくな す 

. べし。 復は踐 行 也。 もし 初に 義を はからす 輕く 約して、 後に 其 事 義に叶 はざる； J と を 知と き は難義 也。 約 を 遠 じと 

すれば、 義を 害す。 義を 害せ じと すれば 約た がふ。 約 は 小節に て、 義は大 節なら ば斷， を 云べ し。 初に 不愼の 過な 

り。 信 は 約 信 なれば 用字 也。 義は 義理 なれば 鉢 也 0 又義を 事の 宜と 解す る 時 は 用字に て輕 し、 約の ごとく すれば 不 

レ宜" i ラ。 約 をた がへ て は 宜と云 分に て 事の 是非に 近く は 少し。 不レ宜 とも 信 を 立べ し。 事の 是非より は 信 重ければ 

、 也。 これら は 初 を不愼 しての 了簡 也。 恭は うやく しき 也。 敬の 形容に あら はる 、也。 俗に 盤懸 なる 人と いへ る 

ァ タル 

也。 禮は 天理の 節 文な り。 禮に中 は 聖人 也。 近き は- 學者 也。 恭も醴 なれ ども 用 也。 禮は 体な り。 禮の 過る はへ つら 

ひに 近し。 不足 はたかぶ りに 近し 0 共に 恥辱 也。 近禮は 中庸の 理を 的と して 過不及の そしりな し。 故に 恥辱に 遠 か 

るな り。 その 中心に へ つら ひなく、 貞心 にして 鱧 ふかき は 過る にあら す。 たかぶり 心の 者の 中庸と おもへ るに は； 

の 不足 多し。 過る と 思 ふと； J ろに 中庸 あり。 よく ゅづ りょく 下る を恭 とい ふなり。 詩に も 人と して 禮 なくば， &ぞま 

やく 不死と いへ り。 不仁 不義 不禮 不知 不信 ほどの 恥辱 はなし。 因" ト不レ 失 二 其ノ親 1 俗により おやと 云は是 より 出た 

るなる べし。 覉 旅の 臣には 因-^ 親 あり。 道に 志 ある 者 はより おや をよ くえら ぶべ しと 也 。宗は 親方の ごとく 尊敬す 

るな り 

繭 謌小解 (^而 第 P  > 
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子 ノぼ。 君子 ハ食 無， 求ルコ t 飽？ ヲ。 居 無 t 求ル 安？ S 敏； つ 於 事 一一- 而愼ー ムー於 言 r 就 fi 有 道-一而 

正 ス焉。 可？ 謂 ^ 好 t 學也已 

食 は飢を 助て 可也。 居 は 風雨 を 防て 可也。 君子 は 日 を 不足と す。 寸陰を 愛して 問學 により 德 行に す&む * 安 飽を求 

るに 暇な し。 事 は懈り 易し、 故に 敏 にす。 言 は 過 易し、 故に 愼む。 有 道の 人 あれば 行て 是非 を 正し、 うたが ひ を 問 

也。 是 いにしへの 學好 むと 云 者 也 

子貢ノ 曰。 貧， 而無 t 諂？ 富テ 而無ン i 驕コト 何 如ン。 子ノ 曰。 可也 e 未 t 若 貧シテ 而樂、 、、富 テ而 好ム 

レ鱧ヲ 者 r 也 

凡 情 は 貧 程 くるしき はなし。 剛强の 質に て 貧 なれば * あぶれ 氣に 成て、 富貴の 人に も あらき 言 を 發し惡 口 を 云、 或 

は 男 道勇强 などに かこつけて 乱行 を なすこと あり。 柔弱の 質に て 貧 なれば、 心 卑屈して せまる 故に、 へつら ひ を 恥 

ざる こと あり。 富る 者 は、 欲心 ほし ひま、 に 成て 驕る もの 也。 然るに 貧して あぶれす へ つら はす、 富で 驕ら ざる は、 

共に 凡 情の 難き 所 也。 子 貢 初 は 貧に て 後に 富り。 ともに 受 用し 得た る 所な り。 孔子 可也との たま ふ は、 よき 事 はよ 

けれども、 いまだ 貧富の 中 を 出ざる 也。 君子 は 貧賤 を わすれて 貧賤 中の 道， を 行 ひ、 富貴 を わすれて 富貴 中の 道 を 行 

、お 也。 貧して 樂む者 は 身の 貧 を 忘る。 富て 體を 好む 者 は 身の 富 を わする。 共に 貧賤 富貴の 外にた のしむ 道 あれば な 


子 貢 曰？ 詩-一 云。 如 t 切 スルが 如 t 磋ス J 如 t 球ス ルガ 如- け磨スルが。 其レ 斯レ， 之 謂 カ與. 

詩 は 衛風洪 澳の篇 なり。 切磋 は 骨 角の 細工 をす る 也。 切 はきるな り。 達 はみ かく 也。 切て 大 かた 器の 形 をな して、 

段々 にみ がく 也。 琢磨 は 玉石の 細工な り。 球 は 形 をな す 也。 磨 はみ がくな り。 みがき も あらきより 精き に 至る 段々 

あり。 是を かりて 日 新 盛 德の學 のた とへ としたり。 子貢此 詩の 文義は 前にし ると いへ ども、 夫子の 言に よりて 實に 

受 用の 意 を 得たり。. 理は無 極 也。 今日 善なる も 其 善 を 至極と 思べ からす 

子ノ 曰。 賜ャ 也。 始ーァ 可； S ハー-言 ブ詩ヲ 已矣。 吿 一一 ァ  1 諸 レー 一往 T 而知 ルレ 來ヲ 者ナリ > 

彼 を 云て 此を さとり、 過し 事 を 云て 來 るべ-き 事 を 知 は 詩の 德 なり。 詩 を學で 人情 事變に 達し、 今日の 受用を 得る は、 

よく 詩 を學ぶ 者な り。 故に 孔子 始て子 貢と 詩 をのた まふ こと を よろこび 給 ふなり 

子， 曰。 不篆ゎ 一一 一人， 之 不一 1 ヲ己" 知 T。 患ョ レ不ル 「ヲレ 知 レ人ヲ 也 

をのれ に ネ知藝 能 ありて、 國 家の 用に 立べき を、 人 不知して 用 ざれば、 時に 遇ざる こと を 患る は 凡 情の 常な り。 知 

と不 ^ 知と は 人に ある 事 なれば 患 は 損 也。 己 不善 人 を 不知して 損 をと り、 善人 を 不知して 益 を とらざる は * をのれ が 

過 なり。 是は其 人の 程に 付て 本に 立歸 るべき 事 を 敎給ふ 也。 有 道の 代に は、 有 德の人 は 云に 及ばす、 才知 藝 能に 

い たるまで、 國 家の 用 を 助くべき 者 はかくる、 事な し。 無道の 代にば 君子 才德を かくして 市井の 賤に くだり、 或は 

海邊 山林に も隱 居す。 人の 不知 を 患る 事 はいふに たらす 

論 諳小解 (學 IS 第一) -  1 九 
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爲政 第二 

篇に名 付 こと 前の ごとし 

子， 曰。 爲ル！ 政ヲ 以スレ 德ヲ。 譬へバ 如 J;^ 北辰 ノ居 ーァ I 其-所 一一。 而衆 星ノ共 ば 之 

孔子 曰、 政 は 正 也と、 人心 を 正く する を 以て 本と す。 法制 禁令み な れに本 付 もの 也。 德は得 也、 天に 得た る 所の 

性 也。 神の 知 を ひらく に隨て 習に お ほ はれ、 欲に ひかれ、 或は 左 道に まど はされ などして 是を 失へ り。 聖舉 を受用 

して 心に 自得す る XJ と始の ごとくなる を德と 云。 道 は 天下と もに よる 所 也 0 天地の 神道 也。 德は 己一 人 得た る處 

也。 天に 得た る 初 は 衆人 同じと い へど も、 失て 後 は 己 一 人の 志に よって 得べ し。 父子 兄弟と い へど もい かむ ともす 

る ことなし。 有德の 君子と い へど も、 位なければ 來り學 ぶ 者の 外 は 化 を 及す こと あた はす、 位 ある 時 は ひろく 及ぶ 

もの 也。 故に 政 をす るに 德を 以てすれば 無爲 にして 治り、 篤恭 にして 天下 平 也。 其 象 北辰の ごとし。 天の 形 狀鳥卵 

に 似たり。 地 其 中に 居り、 天地の 外 を 包ぬ。 卵の 裏の 黄の ごとしと い へり。 半 は 地上 をお ほひ、 半 は 地下 をめ ぐる。 

動て やます。 左旋 して 一 畫 夜に 周 天し、 少しめ ぐり 過る 也。 十一 一時に 九十 餘 万里 を 行 也。 人の 呼吸の 息、 一 畫 夜に 

万 三千 六 百餘息 あり。 呼吸 を 一息と 云、 一息の 聞に 天 行 八十 餘 里の つもり 也。 北辰 は 天の 樞紐 にして 帝座 也。 その 

傍に 一 小 星 あり。 是を極 星と 名 付な り。 極 星 は微く 動て、 辰 は 不動、 斗 は元氣 を？ S 酌して、 四時 を 運す とい へり.。 南 


1^ は 地に 入 事 三十 六 度なる 故に、 常に かくれて 不見。 北極 は 地 を 出る こと 三十 六 度 なれば、. つねに あら はれて かく 

えす。 日月 星辰 皆 動て しばらく も 止ら す。 た 北辰の み 其處に 居て 不動、 磨の 心の ごとし。 北辰 は 天帝の 座 也。 衆 

星 日月 その 職 を 終始して 北辰に 歸す。 北辰の 不動、 德 によりて 衆 動 たかはす。 これ 聖人の 天下に 王と して、 德を以 

て 治る の 象な り。 德の 流行して 化の 及 こと は、 傳馬を 以て ふれ をく るよりも 速 也。 天下 皆 聖人と 同心 同德 なり、 自 

新に する の 人な り。 是を 鼓し、 是を 舞す るが ごとし。 聖學を 得て 後、 此理を 知べ し 

子ノ 曰。 詩 三百。 一言 以テ蔽 i 之 S 曰。 思ヒ 無. i 邪 マ 

詩 は 三百 十一 篇 也。 三百との たま ふ は大數 也。 詩 は 志の ゆく 所な り。 心に ある を 志と し、 言に 發 する を 詩と す。 思 

は 心の 宫 なり。 正しき とき は 其 天職 を 得たり。 思 無 邪 は 自然 也。 此 一言 詩の 大意 を盡 すに たれり。 實 より 發 して 

善なる 者 は、 人の 善心 を 感動すべし。 古人の 詩 は 作意な し、 情內 にうごきて 言に あら はる、 皆 誠な り。 故に 詩 は 人 

■ 情 を 知べ し。 作意 は虔 なり。 虔は僞 に 近し 0 思に 僞 ある は 邪 也 

子 VJ«。 道ク i 之ヲ以 t 政ヲ。 齊ル i 之 ヲ以ス ぶ 刑ヲ。 民 免テ而 無- ^ 恥 ル？。 道 ク1 之 ヲ以. i 德ヲ。 齊 ぶ之ヲ 

以 スレ， ぃ禮ヲ 0 有 - i 恥ル 「且ッ 格ル 

政 は 法制 禁令な り。 是を 以て みちびきて、 不從者 をば 刑罸を 以て 一にす るを齊 といへ り。 たと ひ惡 をせ すと いへ ど 

も、 悪 をす るの 心は不 亡、 た 刑 を 恐ての がれん とする 斗 也。 羞愧の 心 はなし。 刑罸 にあ はざる やうに と 用心す る 
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ばかり 也。 或は 惡を なしながら、 よく 忍び かくして 免む と 思 ゆへ に 罪人 不絕。 德は 仁義 鱧 知 信の 性 を 天に 得た るな 

り。 上に 在す 人、 自明 德を 明に して 立 給へば • 天下の 人 感化して 輿 起す。 是を 過化存 神の 妙と 云 也。 然 ども 知と こ 

ろに 淺深 あり、 質に 厚薄 過不及 あり。 鱧 樂の敎 ありて 人民 不善 を 恥て 善に 至る 也。 故に 天下 善に 一な り。 聖人の 政 

は 禮樂を はなれす。 禮と あれば 樂は其 中に ありと 知べ し。 又 政 刑 も かってな きに は 非す。 上に 德 あり、 禮樂 の敎ぁ 

れば、 刑 はかろ くて、 重きよりも 能き く 者 也。 上古に は 衣に ゑが きて 刑に かへ たり。 人に 存 する 者 は 恥の 心より よ 

き はなし。 恥 心 を みちびきて 善に 進な り 

子ノ 曰り 吾 レ十有 五一 一 メ而志 ースー 子學？ 

學は 人の 道 を學ぶ 也。 聖人 は 人の 至 也。 天地の 間 有形の 物、 人より 尊き はなし。 天地と いへ ども 人 ある を 以て 德と 

す、 仁義 禮 知の 性 全く 備 て、. 明德 明かな れぱ 也。 志 は 心の ゆく 所 を 云、 思 ひ 終始 學を 常と するな り。 人 八 歳より 十 

五まで は知覺 全く ひらけす、 故に 小學に 入て、 形に なら はす 事 を敎る 也。 十五より 知覺大 かた ひらく る 故に、 大學 

に 入て 知行と もに 敎る 也。 人に より 遲き 早き あり。 故に 二十 にても 大學に 入な り。 世 聞に は 文 學に志 を 志 學と思 ふ 

者 あり。 文學は ー藝 也。 藝に 器用に て德 行に 不器用なる 者 多し、 故に 文學 ひろき 者に 不好人 あり。 夫舉は 善の 淵源 

なり。 故に 實學に 志す は 善に 志す 也。 一度 學に 志て は あしき ことなし、 これ は 通例 を 以て 云 也。 聖人の 乙 X ろざし 

::— は. S ひ t^, たし ： ， , に—  _ ,」 ：.，.」  ；；：•；_  ...  I 』： ... ： ： .1.1 


.  二三 

十五より 三十まで、 十五 年の功 を 積で は、 道學 六藝大 かた 成就す る、 也。 故にむ かし は 三十に して 窒 あり • 夫婦 室に 

居る は 人の 大倫 也。 家 を 齊て舉 ぶ 所 を 行 也。 古昔 は 六 藝を敎 るに 秘密な し、 皆 道筋 ありて 敎 たる 故に、 ことの 外 早 

く 達せし 也。 師に まさる # の 出來る を 師の手 がらと し、 上よりも 賞 ありし 故 也。 立 は 心 志 堅固に 成て、 富 贵も淫 す 

る こと あた はす、 貧賤もう つす こと あた はす、 威武 も 屈する 事 あた はざる 也。 聖人の 立 は是を 越て 天地人と 三 極の 

道 立なる べし 

四十- -ノ g 不レ 惑、. -ハ 

四十 を 強と 云。 氣 血と、 の ほりて 盛壯 也。 三十より 十 年の功 を 棲て ひろく 交り、 學處を こ、 ろみて 心 を不， 動、 故に 

仕官すべし。 死生 有 命、 富貴 天に あり。 天 を もうらみ す、 人 を もとが めす。 幽明 人 鬼す ベて 何事 も 心 もとな から ざ 

る >J と 其 中に あり。 聖人の 不惑 は、 富貴 貧賤 夷狄 患難 死生 順逆、 一貫に して、 入と して 自得せ すと 云 事な きなるべ 

し  - 

五十； 而知， 1 天命 T 

天道に 順從 し、 運命に 出入し、 四時に 應 じて 小袖 帷子 を 用る 如く、 順を不 好、 逆 を 不惡、 義 と共にし たが ひて 造化 

を 助る 大賢の 心地なる べし。 聖人の 知 S 天命？ は、 所 を 知行す る、 知の 意に て、 陰陽 五行 も吾領 なり。 運氣も 吾より 

進退すべし。 末世の 衰運と 云と も、 聖人 位 を 得 給へば、 ひき かへ して 上古の 盛 蓮と なる 理也。 位を不 得して、 其 事 

不行 といへ ども、 梅の 雪中に 淸香を ふくめる ごとく、 天地と 德を 合し、 日月と 明 を 合し、 鬼 祌と吉 M を 合する、 資 
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はか はりな し 

六十； 而 耳順 7  、 

耳 を 以て 口 森 眼 四 体 を かねたり。 一 身の 中に て能祌 明に 通す る 者 は 耳 也。 五聲 十二 律の 精 微を盡 も 耳 也。 耳順 は、 

形 色 は 天性 也。 形 を ふむ の 位なる べし。 賢者な どは大 にして 化する 也。 聖人に 至た る 也。 是 より は 生 知の 聖 にか は 

りなし。 五十 ラ 知，， 天命？ まで は、 廣大に 至て 精 微を盡 すの 事 なれば、 言語 文書 を 以て 少は 解すべし。 六十 耳順より 

は 言語 文筆の 及處 にあら チ 

七十- メ 而從， つ 心ノ 所？ レ欲 スル。 不レ踰 一 矩ヲ 

道 器 一貫、 義欲 一致、 從容 として 道に 中る。 天道 無心、 至誠の 動に ひとしき なるべし。 口 を ひらけば 則と なり、 足 

を あぐれば 法と なる こと 其 中に あり 

孟懿子 問 7 レ 孝.^。 子ノ 曰。 無，" 違 1 

孟懿子 は魯國 の大， 夫 仲 孫 氏 也。 魯の三 家禮を 偕して 犯 遠 こと 多し。 其 家に も 凶に， 其國 にも 害 あり。 不孝 不忠な り。 

故に 當然の 非 を 格し 給へ り 

樊遲御 タリ。 子 造-王 曰。 孟孫間 ，71 孝 ヲ於我 r 我對チ SI。 無 =ir 

樊遲、 師の爲 に 御者と なれり。 仲 孫 氏より 歸 路の審 なるべし。 故に 前の 問答 を 語 給へ り 


樊遲ノ 曰。 何ノ 謂ゾャ 也。 子ノ 曰。 生 ルー- ハ事ル は 之以- け鱧ヲ 。死 ルー- ハ葬ル _i 之 ヲ以- ぬ禮ヲ -0 祭 レニ 之 ヲ以ス レ禮ヲ 

孟孫は 違 ことな かれとの たま ひし を、 親の 命に たが は ざれと 心得た るに や、 又 問 も 心に 不入 故に や、 重て 尋ざ りし 

. ^り。 樊遲は 父 命に 遠 ことな かれと 計の 言に は あら じと 思へ る 故に 問 也。 生 を 養 ひ、 死 を 送り、 鬼 を 祭る。 皆 鱧 を 

盡す とき は 孝の 始終 備れ り。 孝子の 心 親に 奉す る事窮 なしと いへ ども、 其 身の 分限に したが ふ を 以て 禮の 本と す。 

大夫 にして 諸侯の 禮を 用る とき は 非 禮の禮 なり、 禮を 以てする にあら す、 理に 違へ るな り。 後世 厚に 過る を あしく 

心得て、 家の 有無に 過て、 喪禮 をな す は 違る 也。 非禮 の禮、 大人の せざる 理を 不知な り 

孟武伯 問 レフ 孝ヲ。 子ノ 曰。 父母 ハ唯其 ノ疾ヲ 之憂フ 

是は爲 にしての たま ふなるべし。 武伯 作法 あらき か、 勇た てな どす るか、 いかさまに 父母に 氣づ かひせ さする 行跡 

あり たるべし。 疾は r 簡なき 事なる 程に、 疾 の氣づ かひの 外 は 父母に 憂 を かくべ からすと 也 

子游問 ^ 孝る 子ノ 曰。 今 孝ハ 者。 是レ謂 r! 能" 養？。 至 一 1? 於 犬馬 一 r 皆 能有リ ^ 養 7?。 不ンパ 

レ敬セ 何 ヲ以テ 力 別 タン ャ乎 

此の 敬 は 父母 を 君子と し 敬す る 也。 性 命の 父母 を 敬す る 也。 今 世俗の 孝と 云 はよ く 養 をい へり。 子弟 奴 僕 も 父母の 

心に 叶た る をば とり 分て 愛し、 犬馬に 至まで 父母の 氣に 入た る をば 能畜 養と も、 敬禮 明なら すば、 人の 孝に あらす。 

子弟 奴 僕も敎 なくして 養 は 犬馬 を 養に 近し。 叉 父母 を 敬 するとて、 君 を 敬す る やうに、 敬に 過た る は 和な くして 惡 

飾 賠小解 (爲狭 第二)  一 1 五 
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し。 始と 終に 禮 ありて、 中間 は 和して きっとす ベから す。 禮 とのた ま はすして、 敬との たま ふに て、 心に 敬 ありて 

形容 y 過ざる 處を 知べ し。 君臣と いへ ども 近習と 外 ざま は 鱧 をの づ から 厚薄 あり。 大身と 小身と 叉 厚薄 あり。 父子 

も 大身 小身に て 厚薄 あり。 町人 百姓な ど は、 言葉ば かりの ちが ひに て、 形に 鱧 はさの みなし。 自然の 勢な り。 心に 

父母 を 君子と して、 性 命に つか ふる 至 敬 ある は 敬 鱧の 至 也。 外形 は 時 所 位に したが ふべ し。 君 翳と もに 外さ ま 鱧 あ 

まりあり とも、 凡夫と しっか ふる は 心に あなどる なり。 敬す るに あらす 

子 夏 問 W 孝ヲ。 子ノ IT 色 難. ン。 有レ泰 弟子 服； ST 勞 r 有， f 酒 食 r ダ 座- 饌.^ 0 曾テ是 ヲ以テ 爲ンカ 

レ孝ト 乎  , 

此章 集註 備れり 

子ノ 吾ト, レ囘 言テ 終け 曰ヲ。 不 4,* 如. レン 愚ナル ，も 退 ーァ而 省- V まつ 私 To 亦 足 一 レー リ以 テ發 r- 一 。囘ハ 

也不レ 愚す  - 

此章 集註に て大 かた 聞え たり。 ^に 講義な し 

子つ nr 視ニ 其ノ所 T レ以 スル。 觀ニ其 ノ所ブ 由 ル* 察？ 一 其 ノ所ブ 安 ズル。 人 焉ゾ廋 サン ャ哉。 人焉ダ 麇ャ哉 

人 を 見に は、 先 何事 をす る ぞと心 を 付るな り。 道 學六攀 等の 善事 を すれば 事 はよ き 也。 され ども 其 心の よる 所、 名 

の爲 か、 利の 爲 かと 見る に、 六 藝を舉 で 文武の 業 をた しなみ、 道 學を受 用して 心 をみ が、 んと 欲す。 如此 なれば、 
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先 以て 善 也 0 しかれ ども 德に入 こと あた はざる 者 あり。 それ は 安 所 無事の 地に をいて、 心の 樂む所 君子なら ざる 故 

也。 こ、 に をいて 君子の 心地 を しらざる 者 は、 氣 質を變 化し、 德に入 こと あた はざる 故に、 聖人 雅樂を 作して 琴瑟 

に ほどこし、 正き 事に 游ば しめて 安す る 所 をた すけ、 不知 不識 道德に 入し めんと す。 君子 故な けば 琴 瑟身を はなた 

ざる 者是 なり。 故に 古 は德を なすこと 早く、 今 は德を なすこと 晩し。 視觀察 は 人 をみ る とのく はしき 次第 也。 師 

とすべき 人 あり、 友と すべき 人 あり。 心根の よからぬ 人と 親む とき は、 己が德をそ^Jなふ者也o 如此 みると き は 人 

の善惡 かくれな き 也 

子ノ 曰。 溫_ レア 故？ 而知 ルレ 新？。 可； ンー 以テ爲 レブ 師矣 

いにしへ の 事 を 尋て其 跡に なづ ます。 古人の 時 所 位の 至善 を 行 じ、 心 を 得て 今に 行べき 至善 を 得る を 知 レ新ヲ と 云 也。 

しかる 時 は 道 我より 生じて 窮 りなし。 初て 師道 立べ し。 其 道 を 用て 國家を 治る とき は 君 道 也。 故に 聖賢 を 君 師と云 

也。 同じ 中國 にて さへ 天地の 風氣、 五十 年に は小變 し、 五 百年に は大變 する 故に、 昔の 禮法は 全く 行 はれす。 其變 

に通ぜ ざる 時 は、 却て 眞を 害して 道く らくなる 者 也。 西 戎の怫 法 を 持來て 日本に うつし、 中 國の儒 法 を 我 朝に 行 は 

むと す、 是皆新 を 不知 ゆへ なり。 故に 日本に 害 ありて 益 すくなし。 今 聖人の 道 を 學ぶ者 日本の 天地の 神道に 通ぜば 

新 を 知と 云べ し 

子 ノ曰。 君子 ハ不レ 器ナラ 

君子 は德を 以ての 名 也。 才藝は 器の ごとし、 其 一品に 止て 變通 なきが 故な り。 德は 泰然と して 時 所 位に したが ひて 

渝認小 解 (爲政 * お 二)  二 七 
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神通變 化する 也。 或は 本才 ありて 國 天下 を 治る によき 人 も、 軍の 大將 として 十分なら ざる あり。 或は 大將 として 天 

下 をな びかす 程の 名將 にても、 治世に なりて 民 其澤を かう ぶらざる あり。 是らは 才器の 大 なる 者 なれ ども、 變 通せ 

ざれば 器な り。 有德の 君子 は 治乱と もに 通す る 故に、 文武 二道と もい ふ 也 

子 貢 問， フー 君子 T。 子ノ 曰。 先ゾ行 ？1, 其ノ言 T。 而後 從け之 一一 

君子 は 實學者 也 0 人の 知 不知に 心なし。 ほめ そしりに か、 はらす、 唯 己が 德を なすの み、 故に 獨 行者 也。 言 は不得 

巳して 發 す。 先行て 言した がふな り 

子 ノ^。 君子 ハ周/ 而不， 比さ 小人 ハ比" 而不， 周セ 

君子 は ひろく 衆 を 愛して 私な し。 是 周して 比せざる 也。 小人 は 人 を 惡み人 を あなどりて、 我に 叶た る 者 をば 甚だ 親 

む もの 也。 是 比して 周せ ざるな り。 君子 は 和して 同ぜす、 小人 は 同じて 不和。 君子 は泰 にして 驕ら す、 小人 は驕て 

不泰。 君子 小人 常に 相反す る 者 也 

子ノ 曰。 學チ而 不ル寸 i 思ハ則 罔. ち 思テ 而不？ i 學ビ則 殆-ン 

學で不 思 は 聖賢の 跡に なづ み、 法 を 道と する 格 法の 學、 又は 博識 を 事と する 俗儒な どの 類なる べし。 心 法 を 不知 ゆ 

へに 眞理 にくら くして 定見な き 者 也。 思て 不學は 心 法の かたはし を悅 び、 工夫 受用を 事と すれ ども、 聖經賢 傳にふ 

か、 ら ざる 類 也。 己が 愚 を 知て 一人の 签 とせば 可也。 是を 以て 善と して 事 をと らば、 人情 事變 にう とく、 古今の 考 
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うすく、 己 を あやまり 人 を 損する こと 多 からん。 共に 齊家 治国の 用 をな すべから す。 思學^ かねて 可な り 

ノ  ノ、 /、 

子ノ 曰。 攻，. r ハ乎 異端 T。 斯レ 害也已 

孔子の 時、 い まだ 老怫楊 墨 等の 學 なし。 後世 異端と 云 源流な し。 此 異端 は あしきに は あらす。 小 德の川 流に て 端 を 

異にする 者 なれば、 六藝皆 道の 一端 也。 六 藝本大 德の敦 化 中より 出たり。 故に 至極 を 云と き は 皆 大道の 理 あり。 弓 

馬 書 數の學 も 上手と 成た る 者 は 道 を 云 者 也。 專 治て 心と する 者 は、 大道 を 聞て 其 理我藝 にたが はすと おも ひて たづ 

ねす、 不求。 大道 を 小藝の 格に とりなして、 終身 德に入 こと を 得す。 道 德の害 也。 その 身の 不幸 也。 六藝は 道德の 

助なる に、 却て 害と する は 本末 を 不知 也。 この 故に 聖人 は 藝に游 とのた まへ り。 道 德を專 治て、 藝に游 とき は 本末 

たがはすして德に入^Jと速か也。 後世の 異端の 學は專 治に 及ばす。 少し 學 でも 人道に 害 あり 

子つ 曰。 由 ま-一女 f 一知 r ヲ レ之ヲ 乎。 知ルヲ、^^ヲ爲，知ルぃ之ヲ。 不 i 知 ラ爲， 不 t 知ラ。 是レ知 ナリ也 

由 は 子路、 聖 門の 賢者 也。 初學の 時、. 勇者なる 故に、 進で 物 を 知た く 思 はれし 也。 博識 を 以て 知と する 過 ある 故に、 

德 性の 知 を 敎給ふ 也。 五の 知 字 は 用 也。 是 知の 知 ズ子は 体 也。 德 性の 知 は i 仝 * 明々 たり。 不レ 知と 云 事. なし 0 又  一^ 

のた く はへ なし。 知と 不知と は識 にか.^ れり。 習て しり 學 でしり たる 也。 本 知 は 其 知と 不知と を はなれて しりた る 

事 をば 知た ると しり、 不知 こと を 不知と しる 所 本 知 也。 是を 本と するとき は識も 助と なれり， しから ざれば 識知却 

て 害になる 也。 いかんと なれば 目虚 にして 天下の 色 をう け、 耳虛 にして 天下の 聲 を受、 心虚 にして 天下の 善 を受と 

いへ り。 もし 目 中に 靑黄を 存ぜば 明 眩して、 色 を わき まふる こと あた はじ 0 耳 中に 淸濁 を存ぜ ば聰疆 て聲を わかつ 

ま 語 小 解 (爲政 第二)  ,  二 九 
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三 し 

こと あた はじ。 心中 5 管存 I 气窒 て變に f きと 1/ はじ。 君子 S 警 通す るの 象 直て、 其 中を虚 

にして 人に 受 とい へり。 虚は 道の 源な り 

子 張 學寸- 一 干 i ヲ。 子つ 弓 多ク 閬テ闕 ii 慎テ 言？ 餘 T。 則チ寡 5 尤。 多ク見 テ闕蕩 キヲ。 

慎テ 行づ 其ノ餘 r 則チ寡 i。 言ト寡 t 尤。 行 寡 ュ悔。 祿在 1 つ 中 i 

此賺意 や はら かにして 平 人 I 給 ふが ごとし。 子 il なるべし。 農 はたが へし、 ま 職ず、 商 は 金銀 を 持 

して 有無 を f  。 田 宅な く、  Hf  く、 金銀な き 者 は 貧が 爲の仕 をす る こと 士農工商の 常 也。 敎給ふ 所 は、 君 こつ 

力へ 官職に ff 慎 也。 如 此は蒙 公人ず、 祿臭 ふべ からす。 古しへ SI は應 ず。 六 f 文武の 事 

にして 國 家の f  。 心 法 は六藝 中より 實學に 志て i する I。 聖人 初よ 4 を If 給 はす。 彼自 志て 後 みちびき 

たま ふなり 

Z 哀公 問テ曰 S 何 ヲ爲カ 則 チ民服 I 孔子 對つ 曰。 擧 ii オハ 考枉 1。 則 民 服 s 擧尋錯 ハ 

諸ノ直 r 則" 民不， 服 

此章 集註 備れり 

季康 子問ン 。導 乙 民 ヲ敬忠 以テ勸 一ぎ. 之ヲ 何ン。 チ 臨ム 5 之 ニ以ス i 莊ヲ則 敬 ァリ。 孝 慈 アル 寸ハ 


則チ忠 ァリ。 擧 S 『而敎 1 不能 T 則勸  .  ， 

此章 集註 備れり 

或 人 謂； ァ 一孔 子-一一 曰。 子奚 ゾ不レ ぃ爲レ 政ヲ。 子ノ曰 0 書-云 フ t 孝 ヲ乎。 惟 レ孝ハ 友 fT 于 兄弟 一一。 施 - スー於 有 

政 r 是レ 亦" 爲 .i 政ヲ。 奚ゾ 其レ爲 i ル： 政ヲ. 

此章 集註に て大 かた 聞え たり。 明 王 は 孝 を 以て 天下 を 治む といへ り。 能 孝なる 者 は 兄弟 中よ く、 夫婦 和す、 是 家の 

齊 たるな り。 是を國 にあ ぐれば 國 治り、， 天下に あぐれば 天下 平 也。 孔子 平生の 事、 人道の 正に あらす と 云 事な し。 

是を國 に 用れば 國政 となる。 人儉を 明に する の 外 別に 作て 政と すべき 事な し。 政 をす るに 德を 以てすれば 何のむ つ 

かしき 事 もな く、 無事にして 治る 意 也。 禮式は 人道の 本 だに 立ば、 相談に て 天下に 施して つかへ ざる やうに する 事 

易し。 本不 立して 出た る 法令 は 却て 害 出来る 事 多し 

チ曰。 人 トメ 而無ン ぽ。 不， 知， まつ 可 1 ヲ也。 大車無 i。 小 車 無ン、 I 軏。 其 何ヲ以 力行 ，バ 之.^ 

ず 

此牽 集註に て 聞え たり。 人の ォ知藝 能 ある は、 大車小 車の 用 をな すべきが ごとし。 然れ ども 心に 信な き は 天下の 棄 

才也。 車の 鋭軏 なき  カ-^；^-し 15^をふさぎて用に不立のみならす か 〈りて 才知 は 人道 の 害， に なる. なり 

51S 小 解 (爲 政笫 二)  11 一 1 
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子 張 問 70 十 世 1 可シ t 知ル 也。 子，^:!。 殷ハ 因， ルー 於 K ノ禮 r 所 二 損益 r 可 t 知 也。 周ハ因 I ルー 於殷， 

禮 _;。 所 二 損益 r 可レ知 也。 其レ 或ハ繼 t. 周 一一 者，。 雖 一-百世 一可 t 知 也 

ァ ラタ 

此章 集註 倫れ り。 こ- -の世 は 年数の 多少に よらす、 天道 命 を 革め 給 ふ を 一 IT へし。 日本に てい は 天神 七 代 を 一世と 

し、 地 神 五代 を 一 世と し、 人皇 は 神武より 後 白 川まで を 一 世と し、 武家 は 淸盛ー  を 一 世と し、 賴朝 天下 を 

とりし 三代 を 一 世と し、 北條 天下の 欞を 執し 九 代 を 一 世と し、 足 利 十四 代 を 一 世と すべし。 王道 表へ、 鱧 式み だれ 

てより 武家の 天下と なれり。 武家と 成て 後 は 眞の禮 式 はなし。 しかれ ども 三 綱 五常の 道 は 天 を 根と したる 大經 なれ 

ば、 大 かたは あり。 此綱大 にみ だる. - とき は、 乱世と なるな り。 明君 出 給 は？ 三 綱 五常の 道 を 明し、 禮樂を 輿 起し、 

式備 りて 初て 人道の 美 を 見るべし。 禮式は 人情 を考 へ、 天地の 事變 にした が ひて 損益 あり。 法制 禁令 は、 多ければ 

民人 苦しみ、 禮式 はこ まやかなる 程 無事に 成て 民人 安き 者 也。 式 あしければ 年々 に 世 中 事お ほく 成て、 風俗 賤し。 

是 より 三 綱 五常の 道 も 乱て 時變 はやし。 禮式 よければ 世 中事少 く、 人心 正しく、 僞 すくなし。 故に 時變 も叉遲 けれ 

ば 天下 長久 也。 天下の 氣は 人道に よる 也。 三 綱 五常の 道の 常にして か はらざる と、 禮 式の 人情 事變 にした が ひて 損 

益 あると は 百世の 遠と い へど も 同前な り 

子ノ 曰。 非つ 其， 鬼 一一 一而 祭 レニ 之" 諂ナリ 也。 見 一 レア 義ヲ不 レニ 爲無 キナ t 勇 也 

或は 異國の 神 を 祭り、 或は 上の 權 勢に へつら ひて 祭り、 或は 福 を 求て まつるな ど、 大 かた 其 鬼に あらざる こと 多し。 


三 一一 一 

生る 人に へつら ふ も、 神に 今生の 福 をい のる も、 仏に 後生の 福 をね がふ も 皆 利 心の 惑より おこれり。 義 をみ C せ ざ 

る 者 は 叉す まじき 事 をす る 者な り。 共に 勇な き 也。 是如 此の 人 あり。 爲 にしての たま ふなるべし 

八き 第三 


子 謂， ハーク 季氏 T。 八佾メ 舞， スー於 庭？。 是ヲモ 可 クン、】 忍ブ 也。 孰レ 5 不 1 ノ可カ t 忍フ也 

三家ノ 者ノ以 _i ヲ徹 S 子ノ 曰。 相 クル 維 レ辟公 ァリ。 天子 穆穆 タ"。 奚ゾ 取；) 於 三 家ノ之 堂-一 

子ノ 曰。 人. -而 不仁 ナラ、 、ハ。 如， 禮ヲ何 s 人ト， 而 不仁 ナ -i ぎ， 樂 ヲ何ン 

右三 章 集註 備れり  ， 

林 放 門 i ノ之本 1 チ 曰。 大ナルカ ナ哉問 7「。 禮ハ與 n ハ 其^? ン也 寧。 儉セ S 喪ハ與 n 其 也 

寧 ロ戚メ 

此章 集註に つまびら か 也。 後世 奢る 者 は、 儉 をし はきと いひて そしり、 し はき 者 は、 儉の名 を かりて 禮を廢 す。 君 

子の 儉は 無欲より 出て、 仁 を 行 はんとす る 者 也。 故に 易簡 にして 禮の 本存す 

論 薛小解 (八 翁 第三) 
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/  ナミ スルが 

子， 曰。 夷狄 ノ之 有レ W 君。 不， 如？ r 諸 直ノ 之 亡 1 也 

夷狄 ま. 鱧 不備、 故に 君臣の 間と いへ ども 大簡 也。 しかれ ども 律儀に て、 君 を 君と する の實 あり。 中 國は鱧 文 儲れ る 

故に、 見る 所 は 君臣の 禮 ありて よき やう なれ ども、 道な き 時 は、 實は君 をな みする 者 多し" 故に 赏を 以て みれば、 

夷狄に も をと りたるな り  - 

季氏 旅， ス I 於 泰山？。 子 謂； 苒有？ 曰。 女" 弗ル 救フ 「與。 對テ 曰。 不レ 能。 子ノ 曰。 嗚呼。 曾テ 

謂 霧 山 ボブ 如 二 林 放？ 乎  ， 

此章 集註に てき こえたり。 愚人 は 神 を 祭て、 却て 神罸 有べき こと を 不知、 己が 欲心の ごとくに 神 を も 思 者 也。 世話 

に、 亭主の すきた る 物 を、 客に もてなす とい へる がごと し。 泰山の 神の 靈 なる を 聞て、 福 をい のる に 心 ありて、 其 非 

醴に は神罸 有べき 道理 を わき まへ す。 如 .此 たぐ ひ 世間に 多し。 今時 仏 氏の 言に、 善人 も仏緣 をむ すば ざれば 成仏す 

る ことなし、 悪人 にても 佛緣 をむ すべば 成怫 すと いへ り。 叉欲惡 ながら 怫を さへ 願へば 成仏うた が ひなし と 云。 た 

とひ 地獄 極樂 ありと も、 仏 は 聖人 也と いへば、 善人 にても、 我 をた のまぬ 者 をば 地獄に おとし、 惡人 にても、 我 をた 

のむ 者 をば 極樂 へやる やうなる 凡 心 あるべき や。 怫 者の 言の ごとくならば、 怫は惡 人の 方 人 也。 紂と行 を 同じく す 

る 者なる べし。 是 程の 道理 を さへ わき まへ ざる は、 欲心 無道の 怫者 等、 怫をも 我心の ごとく 思へ るか。 拔は 地獄 極 

樂 のな きこと を 知 故に、 渡世の 爲に人 を 欺く かなるべし。 昔 名僧 あり、 今時の 坊主 衆の 申さる. -佛 法が 気の 怫法な 


三 五 

らば、 仏法 ほど 惡 しき 者 は 侍ら じと い へり  - 

子， 曰。 君子 ハ無 t 所， 爭フ。 必スャ 也 射 力 乎。 揖讓" 而 升リ。 下 テ而飮 さ 其 爭ャ也 君子 ナリ 

是非 を爭 ひ、 力 をた くらぶる は 小人の 事 也。 君子 小人 道 各 別 なれば 爭 べき やうな し。 小人 時 を 得る とき は、 君子 退 

きかくれ、 君子 時 を 得れば、 小人 其澤を かう ぶる。 故に 爭 ところな し。 君子と 君子 なれば 相 助て 鱧讓 あり、 叉爭な 

し。 唯 射の み 勝負の 事 也、 爭の所 也。 しかるに 始終 禮譲を 以てす 0 爭を 見て 君子 を 知な り。 事 は 集註に つまびら か 

なり 

子 夏問テ 曰。 巧 笑 倩 タリ 兮。 美目胯 タリ 兮。 素以テ 爲ス， 絢 ヲ兮。 何 ノ謂ゾ 也 、 

巧 笑 はわら ひが ほよ き 也。 倩は顏 よき 也。 美 目^ は 目の 黑白 あざやかに てよ きなり。 素 は 下地な り。 如此 よき 生 付 

の氣質 ありて、 文の かざり を ほどこす べしと 也。 絢 は彰色 也。 此詩 女子の 容色 を ほめた るば かりにて 別にと るべき 

益な きこと をうた がへ り 

子ノ 曰。 繪 ノ事ハ 後一 一け 素 ヨリ , 

繪を かくに は 先 下地の 紙 ごしら へよ くして 後、 采色をほど^Jすべし。 人 美質 ありて 後、 文飾 を 加べき が 如し。 何事 

も 本 をつ とめて 後に、 末 をも捨 ベから ざるた とへ なり 

曰。 禮ハ後 力 乎。 子ノ 曰。 起 スレ予 カ者ハ 商ナリ 也。 始ーァ 可 與 一-言 フ詩 マ已矣 

晚賠小 解 (八附 5-;〕  .  三 五 
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誠 立て 後 禮文行 はるべし。 誠な きの 禮文は 偽の 端、 乱の 始 ともい へり。 先王の 時に 中して 鱧樂 善政 行 はれし はみ な 

しかる ゆ へん あり。 故に 禮は後 かとい へり。 堯舜の 天下 を 子に 傳へ すして、 賢に ゆ づり給 ひし は、 しかる ゆ へ むの 

至德 あり。 燕 王 其 本 を 不知して 末を擧 で燕國 乱たり。 西 施と いふ 美人、 心痛 を疾て 顔をしかめたり。 其し かみし ほ 

ど 成て いよく 美 也。 惡女 これ を 似せて 顔をしかめ たれば いよくみ にく かりし とい へ り。 西 施 は 額 をし かめても 

美なる ゆ へん あり。 巧 笑 倩たり、 美 目^た る 美質 あらば、 かざりな くと もよ かるべし。 かざり あり 共よ かるべし。 

惡 質の 人 は 一 向 木地に てあらば 可也。 不實の 人文 を 學びは 文い よく 不實 をます べし。 眞實の 人 は 文な くと もよ か 

るべ し。 文 あらば 猶以 よかるべし 

子ノ iollr 鱧 吾 レ能ク 言 ン？ 之ち 祀不レ 足 レ徵ト .5 也。 殷ノ禮 吾 能 4nt 之。 宋不レ 足 レ徵ト i 一一 也。 

文獻不 ぶ足ノ 故ナリ 也。 足 t 、ハ則 チ吾レ 能 ク徵ト セ^ン 之ヲ矣 

此章 集註に て 見るべし 

子 ^i。 締自 r- 旣 -灌) 而往 者。 吾 レ不； ^欲 a 觀マ t 之ヲ矣 

此章 集註 備れり 

或 問 說 一。 子 も。 不， 知 也。 知 -1其ノ 說 T 者ノ。 之 於- 1 天下？ 也。 其レ 如. 3i 示 r- が 諸斯ー 

乎。 指 M 其， 掌 一 


一  h 一七 

此章 同前な り ■  • 

祭ル 「如 t 在 さ。 祭" 神ヲ 如； ンー 神， 在 r 力。 子， 曰。 吾レ 不レ、 I 與 力- "祭-如 t 不レふ 祭， 

祭 は 人道の 重 事に して、 定禮 也。 故に 主人、 或は 公用、 或は 病疾 などに て、 自身 祭る こと あた は ざれば、 妻子 一門 

など 助け 祭る ことなり。 自身 まつら ざれば、 如 在の 誠 を盡す こと あた はす。 故に 其 心に 不足 こと 如不 祭と 也。 孔子 

自祭給 ふ を みれば、 其 前に 神の 在が ごとくみ ゆるな り。 誠 敬の 至 也。 神 は 形な し、 形 ある 人の 在が ごとしと 也 

王孫 賈問テ 曰。 與 I- ハ其 ノ媚， 1 於 奥 1。 寧。 媚；〕 ト於竈 r 何 ノ謂ゾ 也 

事 は 集註、 幷に 大全 東 陽 許 氏の 説に 見えたり 

子つ 曰。 不. 然。 獲 一 レー、、 ハ罪ヲ 於 天 一 無 t 所 レ禱" 也  . 

集註 備れり  , 

子， 曰。 周 ハ監； 、；ル 於 二 代 T。 郁 郁乎 ト" 文 哉。 吾 レハ從 ^ 周 * 

周 は 夏 商の 代の 鱧樂 をみ て、 周の 時には、 或は 過、 或は 不及事 ある を考 て、 是を 損益して 用ら れ たれば、 文理 明に 

して、 其 跡 見よ き 也。 周の 盛 世の 時より 孔子の 時まで は、 數百歲 へだ- - りて 世變 はるかな り。 孔子 時 を 得 給 は^、 

また 夏 商 周 三代の 鱧樂 法度 を 損益し 給 ふべ けれども、 其 位な き 故に、 周に 順 從し給 ふ 也。 周 を 今によ しとして 從ひ 

給 ふに は あらす、 額 子 治 國の道 を 問れ しに たへ 給 ふ を 以て みるべし。 專周 をよ しと 思 召に は あらす、 三代と もに 

ii 語 小 解 (八 #ま 一)  . 三 七 


其 時にはよ し。 其 心 を^て 跡に よらざる のみ 

子 入 マ K 廟 一一-毎 一 i 事 問 フ。 或， 曰- 孰.^ 謂 一 i 人，^ 之 子ヲ知 t J 禮乎。 る大廟 us 事 問フ。 子聞チ 

レ之 曰。 是レ禮 ナリ也 

孔子 魯の周 公の 廟に 入て 祭 を 助 給 ふ 時、 廟の 役者 幷に 祭に なれたる 者に、 一 事 を たづね 問 給 ふ 也。 孔子 は 四 五 歳 

の 時より わら はべ 遊に も 鱧容を まう け 給へ り。 知 さとければ、 二十歳より 内に 大方 三代の 禮樂に 通じ 給へ り。 其 上 

に 天下 古今の 禮 しれる 老子に 舉び たまへば、 天下 孔子の 上に 立 者な し。 故に 世人の 思へ る は、 初て 廟 中に 入た まふ 

とも、 くらき ことなく、 万事 取 行 ひた ま はんと 思 ひたれば、 何も しらぬ 者の やうに 事々 問 給へば、 是を そしりたり。 

孔子の 父は鄰 邑の大 夫たり し 故に、 郵 人の子と いへ り。 此 そしり を 孔子に 吿 たれば、 是禮 なり、 とのた まひて、 仰 わ 

けられな し。 夫 鱧 は 敬の みとい へり。 人の 敬 は 祭に 過た る はな t。 孔子 誠 敬に 專 なる 故に、 禮文を 先した ま はす。 

三百 三千の 鱧 も 敬 を 以て 本と す、 敬な き 時は虔 文な り。 鱧 は學で 行べ し、 一敬 は 存じが たし" 其 上人 情事 變 により 

て古禮 も少づ i の 遠 ひ 出来る 事 あり。 叉 有司の 儺 あやまり も あり。 禮 しり 顔に て、 人と たが ひ 行 はよ からす、 禮を 

行 ひて 却て 禮 にあら す。 明 王 出 給 ひて 拔益 あらんまで は、 たが ひながら 衆 俗にした が ひて よき 事 あり。 是叉問 給 ふ 

所^り  i 

子ノ  i。 射ル， 「不 レ主ュ 皮ヲ。 爲？ T カノ 不 同" 科ヲ 。古へ ノ之道 ナリ也  ： . ， 


此窣 集註 備れ り。 德は舉 で至ル べし。 才は學 でよ くす ベから す。 しかれ ども 天質の 才 あり、 學 びざる 故に、 我も不 

知して 一生 發 せざる 者 あり。 又德に 付て 生す る才 あり、 入德の 後是を 知べ し。 弓 も はなれよ ければ 近き 物 はぬけよ 

き 者 也。 あたりて もぬけ あしければ 用 をな さす。 つよ 弓 にても あたら ざれば やくにた、 tl^。 よく あたりて よくぬ く 

る は 弓の 精義 入祌 也。 あたる 中に ぬけ は備れ り。 しかれ ども 遠 飛と ぬけと は 先 は 力 也。 力 は 生 付に 强弱 あり、 學で 

至る ベから す。 あたり は學で 至べ し。 强弱 ともに 同じき 道な り 

子 貢 欲"， 去 一 7 吿朔ノ 之懷羊 T。 子 曰、 ン 賜" 也。 爾ご愛 >1 其，^ 羊 T。 我ハ愛 ，1 其ノ禮 T 

桌は 集註に つまびら か 也。 後世 も 費 をい とひ、 儉 約に 心 ありて、 禮 をも廢 する あやまり あり。 無用の 费は少 にても 

のぞきた きものな り 

子.' 曰。 事 一 レア 君 一一 盡セ、 I 禮ヲ。 人以 テ爲レ 諂へ リト也 

孔子の 時、 權柄臣 にあり て 君 威 かろし" 故に 君 を 敬 ふの 禮 じねんに 略せり。 孔子 は 威な きを 以て 君 を あなどり たま 

はす、 君臣の 禮を 正しくした まひし かば、 見なれ ぬ 事なる 故、 へつら ひ 給 ふと 思へ り。 程 子の 說 面白し。 聖人 是非 

を 明し 給ふぱ かりにて、 人 を とがめた まふ 意な し、 故に 語意 おだやか なり 

定公 問。 君 使 r& ヲ 臣事" 君 一一 如， 之 何-ち 孔子 對テ 曰。 君 使 71 臣ヲ以 ハ禮ヲ 臣事 ル i 君-一 以ス， 忠ヲ 

醴は理 也。 君臣 を 使に、 理の 當然を 以 する 時 は、 臣其職 をつ とめて 忠 あり。 凡人の なら ひ、 親と 成て は 子の 孝 を 欲 

腧譜小 解 (八 42 一)  W 九 
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し、 人の 君と 成て は 臣の忠 を 欲す。 臣 子の 道 を 以て 己 を 利 せんとす る は 欲な り。 故に 子た る 者 も 親の 慈 を 願 ひ、 臣 

たる 者 も 君の 惠を 求む。 共に 利欲の 心より お； J れり。 人に 道 を 行 はしめ て >  己 を 利 せんと 欲する 也。 君子 はしから 

す。 我 身に 道 德を修 て、 其餘を 以て 人 を 利すべし。 道 德の慶 一 i 其 位に したが ひて、 家に 及び、 國に 及び、 天下に 及 

ベり。 家と. -の ほり、 國 治り、 天下 平 也。 是不 求の 利 は 求る に 百倍せ り。 利 を 以て 利と せす して、 義を 以て 利と す 

るな り 

子ノ 曰。 關瞧 ハ樂デ 而不レ 淫セ。 哀 デ而不 レ傷ラ 

關關タ i 鴆ハ在 n 河， 之 洲？。 窃^.. ル 淑女 ハ 君子， 好" 逑 t す。 參差 タル 左右 一一 流， 之"。 窈窕 タル 淑女 ハ寤寐 一一 求ム 壬，^。 求テ 

"之， 不レ， い 得寤寐 -一 思 t 服. so 悠ナル 哉 悠ナル 哉。 輾轉 反側 ス 此詩は 文 王の 臣の作 也。 文 王 は 聖人 也。 叉 聖女姒 氏 を 得て 后 

とす。 故に 內 外の 臣妾 親く 化 を 被て、 善心の 感發 やむ 事 あた はすして、 言に あら はる、 者 也。 こ、 に 先 其 始の事 をい 

へり。 窃 寇は幽 深閑 靜の 意な り。 幽 深と は、 けだかく 物 ふかき 容鉢 也。 うちむ かひた る 人に もさ だかに みえぬ やう 

也。 貞 正にして、 犯しが たく、 たしかなる 心 其 中に あり。 閑靜と は、 しづかに 女し き 鉢な り。 男 はお、 しく、 女 は 女し 

きを 本と す 0 孔子 を溫 にして はげしと. S へり。 仁愛 溫和 なれ ども、 勇强 にして 犯す ベから す、 是男 しきな り。 S 

は 女し き德 をい へり。 淑女 は 善女 也。 女 德女容 ともに 備 りたる を 云 也。 實は聖 女 なれ ども、 聖の字 をい ひがたき は、 

常の 女よりも 女し く、 道ら しき 語な ど は I 言 も 出した ま はす。 其德 化の 跡 を 見た る 時 は.' 文 王の 小鉢の 天に 配す る 

小鉢の 地な り。 故に 好述 といへ り。 天地 陰陽、 是 たぐ ひ 也。 天地の 造化 も 陰陽 かけて はなら す。 故に 人道の 天地の 

E0 


造化 を 助く る もよ き 迷 を 求て 天道に つか ふる 者 也。 孤 陽なら す、 獨陰 生ぜす なれば、 好逑 にあら すと も 求て 教化し、 

祭祀の 助と すべし。 矧 やよ きたぐ ひ を や。 朝臣 乙の 意 をのべ むと する にことば なし. 睢鳩 によりて ことば をお こせ 

り。 輿の 詩 也。 輿と はことば の 類 を 本と す。 言葉の もやう を 以て 下 文に 我い はんと 思； J と を ひきおこす 也。 關々 は 

雌雄， かれ 應 すれば、 これ こたへ、 れ應 すれば、 彼 こた ふるの 和聲 なり。 睢鳩は 水鳥の 名 也。 生れながら 定 たる 

雌雄 ありて みだれす、 雌雄常にならび遊とも相狎^.1となし。 陰陽 和合の 密に合 者 也。 別 道 を 知て 如此 なる に は あら 

ざれ 共、 水氣を 多う けて 生す る 鳥 なれば、 水 氣の神 は 知な り、 夫婦の 別 は 知 なれば、 暗に 叶 者 也。 陽 は 陰 を もとめ、 

陰 は 陽 を 求る 理 なれば、 聖人と いへ ども 男女の 情なき にあら す。 しかれ ども 本心の 明く もりなければ、 情 性に かへ 

る ゆへ に、 水の 潤 下、 火の 炎上の ごとく、  背 敵 應不相 與者也 

荇菜は 根 水底に 生じて、 葉 水上に うかべり。 淸 白の 物 なれば 鬼神に 進むべし。 參差は 長短 ひとしから す、 水深 けれ 

ば宽 長く、 淺 ければ 短し。 左右 流 之 は 水上に あれば ながれ をよ ぎて 左右に 是を とるな り。 取が たき 鉢 也。 この！^^ 

の 淑女 は 文 王に 配して よろし。 故に 其 はじめ 朝臣た る 人々 時と なく 是を 求て やます。 さめても いねても わする、 事 

なし。 此 淑女 大姒は 有 莘國の 女な り。 女と はい まだ 嫁せ ざる 時の 稱な hN。 其時紂 王の 代 なれば、 父母 も 彼是 逮慮ぁ 

るべ し。 事と-の ほりが たき やうに 有し かぱ、 もしい かなる さはり 出来て、 首尾せ すば と 夜 もい ねられす、 常に か 

はらぬ 昼夜 も 長き やうに 覺て、 待 遠なる 鉢 也。 悠哉悠 哉 はの びくに 成て 氣づ かひなる 意 也。 囅轉 反側の 字義 は 詩 

經の 註に 見えたり。 眞實忠 厚の 思 ひ 深く して 身 も あつくな り、 ねぐるしく、 目 も あはぬ きなり 

Is 小 解 (八份 第一 一 一)  四 一 
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參 差...^ 荇菜" 左右 I 采ル V 之 *i 竊 究.. "淑女、， 琴 瑟友ュ 之.^。 

參 差て， 茱ハ 左右 __笔， 之，。 荡^ t ，淑女 ハ鐘 鈹樂 ムレ 之，。  . 

采 はとり がた き^ 行 菜 をと り 得た るな り。 得が たき 淑女 を 求 得て、 婚膽と の ほりた るに 比す。 されば 三 家と もに 興 

にして、 比の 意 を かねたり。 琴は舜 これ を 作り 給 ふ。 五紘 なり。 後に 文武の ニ鉉を 加へ て. 七絃 となれ り。 瑟は 二十 

五紘 也。 琴 は 堂上に て ひき、 瑟は堂 下にて ひくと. S へり。 二 器 所 をへ だっとい へど も、 其昔聲 和して 一 なり。 文 王 

と 大姒の 夫婦た る、 天地 陰 腸の 和合に ひとしと いへ ども、 鱧 儀 正しく 別遒常 ありて 突 主の ごとく なること、 琴瑟の 

友た るが ごとし  、 

笔は 熟して 神に す& むるな り。 鐘 鈹は樂 の 盛なる なり。 今日 本 にても 太 鈹叙鈷 の 入は樂 器の 備 たる 時 也。 笙三管 笛 

三 管 箪篥ー 一管 箏三紘 琵琶 一 一面 和 琴 一 鉉太 鈹鉦鈷 大方 これ 程に て 切々 習禮 し、 よく 調た る は 盛に 面白 もの 也。 常は筝 

と 和 琴と か、 寧と 琵琶とば かりにて しづかに 樂 したる よし。 琴 瑟の遊 は 文 王 后妃の 夫婦た るが 如し。 鐘鈹 入て 樂器 

の 多く 盛なる 遊 は、 文 王の 聖男大 姒の聖 女 を 得て、 その 德 天地に ひとしく して、 神 靈の統 を 奉じ、 万物の 宜を 治に 足 

て、 その 化育いたら すと. S ふこと なし。 故に 人々 用て 和睦し、 上下 無怨。 其 人 を 親み、 其 位を樂 むこと 樂器 品. な 

れ ども、 其聲音 はと." の ひ 和して そむか ざるが 如し。 寤寐 反側 は 哀の至 也。 琴 瑟鐘鈹 は 和平の 極 也。 哀樂の 情き は 

まりて 不 レ傷不 レ淫、 これ を 情 性に かへ ると いふ。 發 して 節に 中る の 和な り、 天下の 達 道 也。 是其 未發の 中、 天下の 

大本 純 も不， 已の 至. iM り 


哀公 問 -フ| 社- y 於宰 我？。 宰我對 一一 7 曰。 E 后 氏ハ以 1  ま， i 殷 人ハ以 _i 柏，.. 周 人ハ以 r 果^。 曰ク。 

使ヲ民 ヲ戰栗 r  • 

ム 

解 集註に みえたり 

子 聞 t 之ヲ ぼ。 成レル 事ハ不 ど說カ。 遂ン 事ハ不 4r。 旣往 ハ不. 咎，^ 

解 集註に 見えたり 

子ノ 曰。 管 仲 力 之 器？ 小.？ ルカ ナ哉 

管 仲 は 大器 量の 者 也。 しかれ ども 天下 ひ 大難に 當て、 れを 治め 功 を 立る 才は あれ ども、 治世に ぉゐ て、 王道 を 行 

ひ、 禮樂を 興起す る こと あた はす。 武道に は 得 たれ ども 文 道 拙し。 犬 なれ ども 一 色の み を 得て 不レ通 は 器 也。 武器 

の 如し。 大道 を不 ^ 知ば 也。 大器と い へど も、 道德 より たる 時は變 通せす して 小き 也。 管 仲 はこれ 器な り。 小き 

なる 哉の 意な り 

或ノ 曰。 管仲儉 ナリヤ 乎。 曰。 管 氏 有 一 i 三 歸.？ 官 ノ事不 レ攝。 焉ゾ得 1  ン儉ヲ 

或 人心 得ち がへ て、 管 仲が 諸道 具の すくなき かと 思 ひて、 儉 約なる かとい へり。 三歸の 事、 說 荒の 說幷宫 不攝 の^、 

集註 大全に 見えたり 

然ラ、 パ則チ 管 仲 知 レリ tig 乎。 曰。 邦 君 樹メ塞 ^ 門"。 管 氏モ亦 樹メ塞 W 門.^。 邦君爲 ri 兩君， 之奸： 

^0,^0  (八 四  一二 
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有； 1 反沾. f 管 氏-一 メ而 知ラ、 Hfr。 孰カ不 ドノ 知-; J ヲ 

此 章の 解 集註 備れり 

子 語； ァ ー魯ノ 大師 一一 樂 T 曰 S 樂ハ其 レ可广 巧 也。， 始.^ 作ル トキ ハ翕如 タリ 也。 從ス トキ ゆ 之 ヲ純如 タリ 也。 皦 

如 タリ 也。 繹如 タリ 也 以 チ成ル 

大師 は 樂宫の 長たり。 今 公家の 樂所 奉行の 如し。 始作翁 如 也 は、 今 三 紘三管 打 物 合奏す るに、 たが ひに 聞 合て われ 

くになき やうに する 也。 從之純 如 也 は、 絃管 共に 心 一 致に なり、 拍子 も そろ ひたる 時 は、 もはや 聞 合 はいらす し 

てよ く 和す る 也 • 皦如也 は、 和して 後人 手前の 精微を あら はす 也。 繹如也 は、 淸淘 高下 相 連て 貫珠の 如し。 翕 合 

の 餘り純 和 あり、 純 和の 中 明白 あり、 明白の 中間 斷な きとい へる 者 也。 合て 和し、 和して 明に、 明に して 續は樂 の 

始終 一成 也。 樂の始 にわきに て 拍子 をうて ば、 樂の和 を さまたげて 位 を 失 ふ ものな り。 樂の始 に は 拍子 は大 鉢ば か 

りに て、 少の のびち. 5- みに かま はす、 聞 合せ 持 合て、 ゆるく と 春の 日の 暹々 たるが ごとく なれば よく 和す る 者 也 0 

下手な どま じり、 無 功の 人 ありて 聞 合な く、 樂 はや だつ 時 は、 功 者の 人 ありて 扇子に て 時々 拍子と り笙哥 して しづ 

むる こと あり。 其 拍子 はう ちつめ ざる 拍子 也。 鉉 管の 心よ く 合た る 時 はよ く 和す 0 其 時 はも はやさの み 聞 合 も いら 

す、 拍子 は 定る者 也。 故に 放と いへ り。 其 時 鉉管打 物の 人. < の 所作の 美 あら はれて 明かな り。 さて 次第に 拍子つ ま 

りて、 ざく くと してめ いく なれ ども はなれす、 赏珠の ごとくに て樂 終る 也。 是 一成な り。 樂人は 所作ば かり 上 


手に て、 位 を 不知 者 多し。 位なければ 雅樂の 無上の 意味 はしられす。 正樂 のた のしみ を しら ざれば、 水の ごとく 淡 

きもの なれば、 平 人 は 好むべき やうな し。 雜樂 すたる、 時は必 す淫樂 おこりて、 風俗み * たる、 者な り。 魯の 大師 も 

樂は 上手 なれ ども、 此意を 不知 ゆへ に敎給 ふなるべし 

儀 封 人 請 i ミヲ。 曰 S 君子 ノ之 至， 1 於斯 一也。 吾レ未 テ不？ i 得 i ミヲ 也。 從者 見. ンム 之。 

ズ 

出テ曰 S  二三 子何ゾ 患；) ャ於喪 r 「ヲ 乎。 天下 ノ之 無" ハ道 也久" 矣。 天 將ぉ以 ri 夫子 t 爲ゎト 木鐸^ 

ク 

解 集註に 見えたり 

子 謂ぷ韶 ヲ盡セ 矣。 又盡セ T 善 也。 謂ぶ 武 ヲ盡セ 1 美矣。 未^ 盡 t 善 也 

韻 は 舜の樂 なり。 禮讓を 以て 天下 を 有給 ふ。 武は武 王の 樂 なり。 征伐 を 以て 天下 を 有給へ り。 舜は 文の 美 を 極て 武 

其 中に あり。 武王は 武の美 を 極て 文 其 中に あや。 皆美盡 せり。 武 王の 征伐 は不 得已、 その 欲する 所に 非す といへ ど 

も、 德に慙 る こと あり。 大舜と 文 王を此 地に 置た る 時 は 征伐に は 及 まじき 也。 是武 王の 德の舜 文に 不 及して、 うた 

すして 不叶 やうに なりたる は德に はづる 所な り。 是 善の いまだ 不盡 なり。 天に 順 ひ 人に 應す とい へ ども、 聖人の 不 

幸 也。 いにしへの 人 は善惡 をかざる 事な し、 たと ひ かざりても 聲音 はお ほふ こと あた はす 

子ノ ぼ。 居 - i 上 一一 不. 寬 カナ S 爲 メレ 鱧 ヲ不レ 敬セ。 臨 i 喪-一 不ン、 I 哀シ マ。 吾レ 何， 以テ カ觀ン t 之ヲ哉 

解 集註に みえたり 

論語 小 解 (八 S5 し  p£ 


き 山全鶬 第四册  P ナ 

里 仁 第 四 

子， ぼ。 里 "仁 ヲ爲奚 ト。 擇 テ不ン 崖" 仁- 焉ダ 得.〕 知ヲ 

集註に て 大方き こえたり。 是 ためにしての たま ふなるべし。 風俗 あしき 所 も 本よりの 在所 か、 叉 はさり がた き 勢に 

て 吾 も 有べ し。 風俗よ き 所 も 筋目なくて は ゆきて 居られざる 勢 あり。 去 住 心の ま、 ならん 者の 風俗よ からぬ 所に 住 

居す る は 知の くらき 也。 其 身の ため はいふに 不及、 子孫の ために も あしければ 親 先祖に も 不孝な り。 なるべく はえ 

らび たきものな り 

子舀。 不仁 考不， 可 M テ久 it レ約 S 不， 可 ニ以テ 考處プ 樂-。 仁者 ハ安. H ヲ。 知 考利ス 

レ 

J 一 者 は 人我のへ だてな きのみ ならす、 天地 陰陽 風雨 寒暑 己に あらす と 云 ことなし。 富貴 貧賤 通達 窮困 幽明 死生 己に 

あらす とい ふこと なし。 故に 貧賤に 居て は 貧賤の 道 を 行 ひ、 富貴に 居て は 富貴の 道 を 行 ふ。 夏 はかた びら を 着し 

冬 は 小袖 を 着す るが ごとし。 死生 は 昼夜の ごとし、 入と して 自得せ すと 云 事な し。 是を 一貫の 心 法と 云。 不仁 者 は 

これに 反せり つ 故に 窮 困に 居て は、 約窮を 外の 物と していと ひにくめ り、 久しく 居が たき 所 也。 叉 仁者に あら ざれ 

ども 堪忍の 力つ よくて よく 處も あり。 富贵を 得て は 己一 人の 榮華 とし、 淫樂を 以て 事と し、 驕奢 をき はむ。 終に は 


SI 七 

身 を 亡し、 國家を 失へ り。 是叉久 く 居が たき 所 也。 知者の 仁 を 求る 事 商人の 利 を 求る がごと し、 心 明かなる が 故な 

P0 世に 知者と いふ 者 あれ ども、 仁 を 求る； J と を 急に せざる は眞 知に あらす。 安仁 は 知の 至 也。 利 仁 は 格 物に 配し、 

安仁 は 致 知に 配す  、 

子 ノ^。 惟仁 者 能ク好 t 人ヲ 0 能 ク惡ス レ人ヲ 

此章 集註 備れり 

子， 曰。 苟モ志 ，ス| オハ 於 仁, 矣。 無. -惡也 

解 集註に みえたり  ， 

子， i。 富ト與 一 貴。 是レ 人， 之所ュ 欲スル 也。 不乙 以 1 つ 道 T 得. -レ 之ヲ不 レ處" 也。 貧 4 ニ賤。 

是乂/ 之 所" S ム也" 不、 ハ以 1 つ 道 T 得よ. 之 不レ去 也 

富貴 はたと へば 夏凉 しき 所に 居、 冬 あた k かなる 所に 居が ごとし。 貧賤 はたと へば 夏 あっき 所に 居、 夂 A さむき 所に 

居が ごとし。 す^しく あた、 かなる も禮 義に窖 あれば 是を 去、 あつく さむけれ ども 禮義 のために はこれ に 居れり。 

好惡は 人の 情 也。 禮義は 人の 挫 也。 性に したが ふ を 君子と し、 情に まかす る を 凡人と するな り。 君子 も 好 惡の情 は 

人と 同じ けれども、 鱧義 にした がふの 心 凡人と 異なり  > 

君子 ハ去 -け 仁 ヲ惡ゾ 乎 成-い 名ヲ 

歸誥小 解 (虽仁 第 四)  四 七 
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仁 をい ふ 時 は 義禮知 信 其 中に あり。 仁義 鱧 知の 德 あるとき は 仁義 鱧 知の 名 あり 0 孝子 忠臣 義士 等の 名 は 仁を不 去の 

名な り。 君子 は 名 を 好む 者に あら ざれ ども、 自然の 理也 

君子 ハ無； -) 終ル ノレ 食ヲ之 間モ違 r レ仁。 造次-一 モ必 "於-け 是 顚沛 一一 モ必" 於 

. 仁 は 本心の 名な り。 君子 は 放心す る ことなし。 食 も 放心して 食 すれば 身の 養と ならす。 いそが はしく 急なる 事に は 

猶以 放心 すれば 過多し。 不仁 不義 無 鱧 無知 は 放心の 犬なる 者 也 

子ノ 曰。 我レ未 5 見ア好 ^ 仁ヲ 者。 惡ーム 一 不仁 T 者け。 好-仁 ヲ者 ハ。. 無二 以テ 尙？ い 之-一。 惡ー 1 不仁 T 者モ。 

其レ 爲ナ！ 仁 ヲ矣。 不レ 使？ M 不仁 者 一 加 4 乎 其 iii 

好 仁 は 石 針の 南北 を 指が ごとし、 わすれても 性 を はなる- - ことなし。 心 天理に 專 なれば なり。 不仁 をに くむ は 水中 

に 油 を 入が ごとし、 まじ はると いへ ども 化せられす。 つよく にくみて 絕 去に は あらす。 一一の 象の ごとし、 同居す 

といへ ども 心の おもむき 常に 別な り。 不仁の 事 其 身に 染 べき やうな し。 仁 を 好み、 不仁 を惡 むは 人心の 靈也。 あら 

すと いふ ことなし。 仁 を 好て 仁に いたらす、 不仁 を惡で 不仁の 習に そまる は 好 惡の眞 にあら す。 故に 見が たし 

有 一 r 能" 一 曰モ用 「其 ノカヲ 於 仁？ 矣 乎。 我レ未 一力 ノ不 M 者 1 蓋シ 有ン t 之 レ矣。 我レ 未？ 一 之ヲ 

ズ 

見 一也 


德に 入べき 力 は 生 付て あり、 た 5- 志の なき 也。 少志 あれ ども、 はかの ゆかざる は 道 を 見の 明 不足なる 故 也。 生 付た る 

明の 不足に あらす、 問學の 功たら ざるな り。 玉み が.^ ざれば 器と ならす、 人學び ざれば 道 を 不知と いへ る ものな り 

子ノ 曰。 人ノ 之過ャ 也。 各 於 ースー 其ノ黨 -r 觀ー レフ 過.^ 斯- 一知 レぃ 仁" 矣 

君子に は 殺べき 者 を 助た ると いふ 過 は あれ ども、 生すべき 者 を 殺した る 失 はなき 也。 小人 はこれ に 反す 

子.^ 曰。 朝-聞 _レ7 道"' 夕-死. -可 ナり矣 

天地人 物、 日月 星辰、 山川 河 海 も 道中の 一物 也。 四時の 運行、 陰陽 五行、 歳月 日時 も 道の 流行に あらす と 云 ことな 

し。 風 雷 水火、 雨露 霜雪 も 道の 用に あらす と 云 ことなし。 象形の 中、 日月より 明なる はなく、 人より 靈 なる はなし。 

人の 人た る 人 は 聖人な り。 聖人の 敎は 人倫 を 明に する を 初と す。 人倫 明に して、 天地の 化育 を 助くべし。 道 則 我 也、 

我 則 道 也、 則 堯舜其 人な り。 此道 をき くと き は、 いまだ 至 所に いたらす といへ ども、 人 鬼 幽明 二 あらす、 昼夜に 通 

じて 死生 を 知、 うたが ひなく 迷 ひなし。 故に 夕に 死す とも 可也。 しかれ ども 一 日 も 生 あらんに は是 にて たれり と 思 

ふ も 道 体に あらす。 叉 長生 を 願ひ此 分に て は殘ぉ ほきと おも ふ も 道理に あらす。 死生 は 天地の 理也、 造 物 者の なさ 

ん まよ i り。 生 あらば やむ ベから す、 死せば 遣 恨な かるべし。 ゆく 者と ともに ゆくべき のみ 

子ノ 曰。 士志 ri 於 道？。 而恥， 1 惡衣惡 食 T 者ハ。 未 W 足 二 與_ 一議 r」 也 . 

解 集註に みえたり。 今 はこれ よりく だれる 者 あり。 惡衣惡 食 を 以てお もて を かざり、 すりきり たると 云 を 以てみ め 

論語 小 解 (里 仁 第 SD  四 九 
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とし、 欲心 便利た くまし く、 內外を 僞る者 あり。 是 にくら ぶれば 惡衣惡 食 を 恥る はいに しへの 愚に て、 今 はかへ り 

て 殊勝 也。 五 伯 は 三 王の 罪人 なれ ども、 今の 諸侯 は 五 伯の 罪人なる がごと し 

子 ^i。 君子 ノ之 於？， 天下一 也。 無 t 適モ 也。 無 t 莫モ 也。 義ト之 與_ 圧 7 

義は 天理の 流行、 天下の 公道な り。 適莫は 是非 好惡に をいて 必 とする 所 あり。 善 也と いへ ども {t^ 々如の 本体に あら 

す。 本心 ふさがる 時 は、 義 と共に 流行し がた し。 義 外に ありて 吾 これにした がふに あらす。 義は 本心の 德 なり。 存 

する 時は聲 もな く、 臭 もな し、 發 して は 天下の 公道 也。 內外を 合する の 道 也。 故に 時に 中して よろし。 富貴 貧賤 夷 

狄 患難 死生 順逆す ベて 天下の 事皆義 中の 一物に して、 吾ぁづ からす。 異學に 住する 所な くして 其 心 を 生じ、 能應變 

すと いふ は 近し。 しかれ ども 義の 則な き 者 は 猖狂妄 行と なれり。 天下 國家を 治へから す 

子，' 曰。 君子 ハ懷 ^ 德"。 小人 ハ懷- 土"。 君子 ハ懷 ^ 刑"。 小人 ハ懷 ^ 惠" 

君子 は 心の 安 からん こと を 思 ふ。 有 德の人 は 心 ひろく 鉢 ゆるやか 也。 小人 は 居所の 安 からん こと を 思 ふ。 心外 物に 

佚せられ て 安き 事な し。 君子 國の 境に 入と き は 大禁を 問、 道な き 世に 居の 愼也。 小人 は恩惠 にあ づ からん こと をの 

ぞ みて 愼を わする、 幸に してまぬ かる- -者 あり 

子 ノひ。 放-一 71 於 利 一而 行 さハ 多 5 怨ミ  . 

1 分 已を利 すれば 一分 人 を 損す。 甚 しければ 人の 禍を 以て 己が 利と する 者 あり。 故に 人の 恨 多し。 人の 恨 をつ む 者 


は、 身 を 亡す 者 也。 畢竟 小人の かしこき は、 身 を 失 ひ 家 を 亡す にいた るな り 

子ノ 曰。 能 ク以； ァ I 禮讓 T 爲ン， S 國ヲ 乎。 何 力 有ン。 不な 能ク以 フー 禮譲 T 爲ゲ國 S- 如レ禮 ゾ何ン 

禮は禮 文 也。 讓は禮 の本實 なり。 君子 は ゅづら すと 云 事な し。 人 を 先にし、 己 を 後に し、 多 を あたへ、 少を とり、 人 を 

知に し、 己 を 愚に し、 下問 を不 恥、 問 こと を 好む の 類 也。 心虚 明に して 無欲なる が 故 也。 虚な るが 故に 己 を 有せす、 

明なる が 故に 人の 善 をと る。 無欲なる が 故に 爭 ことなし。 是を禮 の 本實と 云。 本實 の形氣 にあら はる k を 譲 と 云な 

り。 讓實 ありと い へど も、 禮 文なければ 廣く ほどこす こと あた はす。 鱧 文 あれ ども 譲赏 なき は 偽の 端な り。 故に 君 

子 は本實 立て 後 禮文行 はるべし。 君 下問 を不 恥、 問 こと を 好み、 よく 諫を いれ、 善 をと り、 能 を 好し、 不能 をめ ぐ 

み、 天下の 米穀 財 用 を 天下と 共に レ、 公道 を 以て 出入す る は 天下に ゅづれ るな り。 たと ひ 上 無欲に して ほどこし あ 

れ ども、 仁義 を かねざる 無欲 は、 上下 費て 用 をな す 事 すくなし。 下々 の 者 も 程に つけて 同じ 事な り。 人 を めぐむの 

仁 ありて、 財を惜 ます、 事の よろしき を 得る を 仁義 をかぬ ると 云 也。 夫 禮讓は 上に 居て 奢らす、 下と してみ だれす。 

大夫は 土に ゆ づり， 士は庶 人に ゅづ り、 同輩 互に 相讓 り、 くろ をゅづ り、 男女 道路 を 異にし、 おちた る を ひろ はす。 

如 此の 風俗 をな す を 禮譲を 以て 國を 治る と 云 也。 これ 法令 を 以て 戒て なすに あらす、 上の 德に 感化して 人々 本心の 

禮讓を 輿 起せられ ての 事 也。 時雨の 化する が 如し、 生すべき 生 意 を ふくめる 物の、 時雨に 逢て 發す るが ごとし。 德 

の 流行 は 傳馬早 使な どの 命を傳 るよりも すみやか 也。 何 力 有. -とは 鱧讓を 以て 國を 治る は甚 おさめ やすきな り。 國ょ 

り も 天下 は 猶以治 やすき 勢 也。 如禮 何と は禮文 ありと いへ ども、 讓實 なければ 行 はれざる 也。 位祿を 举 ひ、 才知 を 

論^ 小 解 (里 仁 第 四)  五 一 
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爭ひ、 上 は 下 をし のぎ、 下 は 上 を ひき、 直臣 となりて は無禮 をみ めと す。 如此 にして 不 5 乱 レは幸 也。 久し かるべき 

やうな し 

子ノ 曰。 不 レレ 患" 無キ J 位。 患へ S 所 ゴ 以ンヲ 立？。 不 ^ 患 ^ 莫； r ヲ己" 知 r。 求- ァ爲 ョレ可 J 知 ラル 也 

解 集註に みえたり。 是叉 爲にレ ての たま ふなるべし 

子ノ 曰。 參カ 乎。 吾が 道ハ 一 以テ 賞セ" 之ヲ。 曾子ノ 曰。 唯。 子 出 S 門人 問テ 曰。 何 ノ謂ゾ 也。 曾子ノ 

曰。 夫子 ノ之 道ハ。 忠恕 而已矣 

一貫 は 仁 也。 曾 子學問 カ行の 功つ もり、 仁 を 求て 仁 を 得たり。 故に 夫子 仁者た る こと を ゆるし 袷へ り。 他の 門人 は 

此功 いまだ 成就せ す、 俄に 仁の 一貫 を吿 がた し。 故に 仁 を 求る の 道 をい へり。 仁 を 求る は 忠恕に しく はなし。 或 問、 

一貫 を 仁と する は何ぞ や。 云、 天地の 陰陽、 人生の 順逆、 道に あらす と いふ 事な く、 己に あらす とい ふ 事な し。 Eg 

暑凉 寒、 昼夜 死生、 富貴 貧賤 患難 夷狄、 己に あらす とい ふ 事な く、 道に あらす とい ふこと なし。 入と して 自得 t す 

と 云 事な き は 仁者な り。 好惡 する 處 ある は 不仁 也。 一貫なら す。 醫 書に 手足 しびれて 氣血 貫通せ ざる 處 ある を 不仁 

とい へ り。 天地人の 中に をいて、 好惡 する 處 ある は 己に あらす とする 所 あり 。是 一 貫なら す、 不仁 也。 曾 子 一 貫の 

唯簀を かふる 所に みえたり とい： 、り。 正にの み 心 ありて 死生に 心なし。 是 死生 一貫 也。 門人に 命じて 手足 を ひらか 

しむる も、 無事にして 命 を 終り、 孝道に かくる 所な きを 悦で、 今 死す るに 心なし。 昼夜に 通じて 一 貫な り。 生死に 

玉 一一 


をいて 少 も好惡 なき は 仁な り。 或 問、 孔門に 聰明の 人お ほしと いへ ども、 會子篤 實の質 を 以て 道統 をつ げり。 聖人 

の 學は德 行に あるか。 云、 曾 子の 篤 實は氣 質 也。 篤實 とみ ゆる 間 は、 いまだ 變 化せざる なり。 變 化して 後、 行 明察 

に 知 眞實 也。 是 知行 一貫 也。 曾， 子い まだ 一 貫に 至ざる 前は狷 者に 近し。 孔門に 學び すば as 者に 終べき 人な り。 孔門 

にも 狷者 にて 終た る 人 ある は、 曾 子の ごとく、 百倍の 功 をつ ますして 美質に と 5^ まりし 故 也。 打み るより 賢人 君子 

と しられて 平 人 も 信す るは稱 者な り。 行篤實 にして 知 不足なる が ゆへ なり。 聖人 中 行 は 時に 中す る 故に、 篤 赏の跡 

もみえざる 也。 狂者 は 道 を 見て 高 明廣大 なること は 聖人に ひとしと いへ ども、 德 行の 受用を せざる 者 也。 故に 其 行 

跡 あらく して 凡人に 似た る 事 あり。 しかれ ども 心に 名利の 欲 はたえて なき 也。 狂者 狷者 ともに ゆたかに 凡 心 を はな 

れ たる 者 なれば、 賢人 也。 知行 一貫なら ざれば 中 行に は不 及。 問、 忠恕の 一 貫に 至べき 受用 はいかむ。 云、 中心 を 

忠 とす。 天理の 自然な り。 誠 は 天の 道 也、 天下の 大本 也。 如 心を恕 とす。 誠 を 思 は 人の 道な り。 大舉に S 短の 道と 

いへ る是 なり、 天下の 達 道 也。 天下の 大本 を 立て、 天下の 達 道 を 行 ふ 一貫に 至べき 功夫な り。 或 問、 集註 大全の 說 

いかむ。 云、 道理に ぉゐ てち が ひ はな けれども、 一貫のう はさの ごとし、 內に不 向 故に、 人々 の 心に 徹ぜ す。 問、 勿 

齋の說 いかむ。 云、 言 約に して 理備れ り。 此 解に 近し といへ ども、 是も 內に不 向が ごとし。 予此 解を蒈 終て 後に、 

集註 大全 を 見て 求 仁 得 仁の 語の 同じき こと を しれり。 傲 じて 予が 自得の 所 は 古人の 註解 を 見す、 心に まかせ 書 終て 

後に はみ る こと も あり。 氣カ ともしき 時 は不見 こと も あり。 古人の 註解 をみ て 書と き は、 それに 心う つり、 文句の 

解と なりて、 內に不 向が 如し。 此 章の 解 も 初に 勿 齋の說 をみ たらん に は、 心 裏よ.^ ノ くだる 筆の さはり となるべし。 

論 12 小 解 (虽仁 第 SI)  五三 
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自得な く、 理を 以て をして 解 せん 所 は 集註 大全な ど をみ るな り。 自得な き 解 は予が 解より は 古人の 註 まされり、 故 

に ゅづり 置な り。 たと ひ予が 自得 古人に 不及 とも、 見る 人の 心 內に向 ふとき は、 それより 上の 理は其 人の 見に 及ぶ 

べし。 理の高 明 深遠 はい ひ县 し、 內に むか ふこと かたし。 內に むか はざる 者 は 紙上の 學 となれ り 

子， ぼ。 君子 ハ喩 n 於 義.？ 小人 ハ #,1 於 利？  、 

程 子の いへ る ごとく、 ふかく さとれば 篤く 好む もの 也。 吾人 志の あっから ぬと いふ は、 道に ぉゐて ふかく さとら ざ 

る 故 也。 商人 は 勇な きを 恥と せざる 風俗 なれ ども、 利 を 見て は 唐土 天竺まで も ゆき、 風：^ の 難 をし のぐ 事 武士に ま 

されり。 是 利に ぉゐて ふかく さとる 故に、 其 求る 志 あっし。 吾人 も 商人の 利に さとき ほど 義理に ふかくば、 凡 を は 

なれ 資と なること やす かるべし。 故に 志 は 明かなる より 生じ、 明かなる こと は 問 學の切 礎の 功より 生す るな り。 問 

學も內 にむ か は ざれば 文 St すき 理學 すきな どに なりて 益 すくなし 

子ノ 曰。 見 ニ賢ヲ 思" 齊ァ ラン 「ヲ 焉。 見 ？一 ハ不賢 一而 內-ー 自-フ 省ル也 

賢者 を 見て 好す る 心 は 則 己 賢と なるべき 師也。 不賢 をみ て 惡む心 は 則 己 過を改 むべき 師也。 是內に 向の 舉也。 凡人 

は 賢 をみ て ほむれ ども、 己 賢と ならん の 志な し。 不賢を 見て にくみ 笑へ ども、 己が 不賢を 恥る こ- -ろ なし 

子ノ 曰。 事 一 ズ又母 一 幾 諫ス。 見 (，i ハ 志ノ不 r レ從 ハ。 又 敬" 不ば、 遇ハ。 勞ス* 而不 おや、、 

解 集註に みえたり。 爭 子爭臣 爭友爭 兄弟 皆 大切の 事 也。 其 本心の 性 命 を みちびきて 後 来の 習俗 情欲の 迷 ひに したが 

はざる は 諫攀の 本 也 


五 五 


子ノ  if。 父母 在スま 不二 遠ク 遊、 r 遊 5 必. < 有务  ， 

^集註に 見えたり。 方 は義方 か、 もし 遠 遊 >J と ある は必義 ありて 也。 近所の 遊に も必 方角 をい ひ 35 る 事 其 中に あり 

子， i。 三年 無ヲ レ改， r 於 父 ノ之道 一可. ii ト矣 

解 胡 氏の 說に みえたり 

so 父母 ノ之 年ハ不 ％ 呆ン、 i 知ラ 也。 r ハ 則以テ 高ち 1 則以 テ懼ル  , 

解 集註に みえたり  , 

子ノ i。 古へ ノ!？ ト言ノ 之不： 出サ。 恥 ；プ1 ナリ躬 ノ之不 tj 逮、、 ハ也 

いふ 事の 不行は 誠 をけ がすに 似たり、 故に 古人 はい まだ 行 ひ 得ざる 事 は 知たり とい はす。 首 は 過 やすく、 行 はつね 

に不レ W 足 こと を 思 ひて、 言 は 行 を かへ りみ、 行 は 言 を かへ りみ る、 いにしへの 厚き 風俗 也。 しることの ふかく 赏 なる 

は、 いまだ 行 をみ ざれ ども 賢者と しり、 行 ふ 事の 明かに よろしき は、 いまだ 言 をき かざれ ども 知者と しるな り 

子ノ 曰。 以 テス レ、 レ ハ約ヲ 失い 之 ヲ者ノ 鮮シ矣 

万事 とりひろげて 事 多ければ 過失 あり。 分 を はから ざれば 鼎 足 を 折 こと あり。 事つ？ まやかに して 無事なる は 知者 

の 行 也。 民を勞 せす、 農の 力 をう ば はす、 人の 精神 も 身中に 約して 外物に ひかれざる とき は あやまち すくなし 

論語 小 解 (里 仁 第 四) ,  五 五」 
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子ノ 曰。 君子 ハ欲； -酌 一つ 於 言 r 而敏 £ン 「ヲ於 行 J- .  パ. 

誠 を 立る の 功夫 己が ためにす るの 實學 なり 

子ノ 曰。 德不. 孤 ナラ。 必， ス有 T 鄰リ  ， 、 

德は 有德の 人な り。 有 德は其 類と もしから す。 其 時代に しられ ざれ ども、 後世 必其德 をした ひて 輿 起す ろ 者 あり 0 

善 を 好む は 人性の 常 也。 故に 孤立して むなし からす。 たと ひ 時の 權 勢の 人、 有德を きら ひて 退け 絶ん とすれ ども、 

後世の 人 を たつこと あた はす、 天 をた. -む とする がごと し。 孝子と もしから すと いへ り 

子游ノ 曰。 事 _§ -ー數 スレ、 、ハ。 斯 矣。 朋友-一 數ス レ、、 ハ。 斯レ疏 ？ル矣 

解 集註に みえたり 


公冶 長 第五 

子 謂え ム冶長 r  S04 雖？ 在 i 碑 之 中 r 非 ；一其ノ 罪 一-也。 以 ま 妻 ざ- 

解 集註に みえたり。 又 大全に つまびら か 也。 或說 に、 公冶 長、 鳥聲に 通す、 烏の 鳴 を 聞て 死人 在听を しれり。 公 


五 七 

冶 長 これ を 殺せる かとうた が ひて 獄中に 入られたり。 叉 雀の 聲を 聞て、 車の くつが へり、. 粟の こぼれた る 所 を しれ 

り。 是 によりて 疑と けて 獄を 出たり とい へり。 其 身 罪な しとい へど も、 無道の 代に 言を不 1 愼は 過な り。 次の 章に 

南容の 無道の 時に も、 刑に まぬかれぬべき 人 がら をのた まへ り。 南容 はよ く 言 をつ k しめり。 公冶 長 は 鳥聲の XJ と 

なくと も、 いかさまに 言 を 不愼の 過より 禍を まねきた るか、 道な き 世に 才 ある 人の 第一 に 慎べき こと 也 

子 謂 § 容 一。 邦 有ラぽ 不レ廢 ラレ。 邦 無"、 I 道 免 そお 刑戮 r 以 1 つ 兄 ノ之子 一 妻スレ 之- 

解 集註に みえたり。 程 子の 說尤 よし。 三 復白圭 の 事 は 先進の 篇に 見えたり。 夫婦の道 は 風儀の 合と 不 合と あり。 叉 

生 付の 同じ やうに てよ き あり、 あしき あり、 か はりて よき あり、 あしき あり。 貧賤の 家に 生れても 富貴の 人に 叶べ 

き 者 あり。 富貴の 家に 生れても 上ら ふしき 心なくて 賤 しき 者 あり。 故にい にしへ は 家の 貧富に か- - はらす、 夫婦と 

なして よき 所を考 たり。 南容と 公冶 長と 孔子の 見合 給 ふ 所 あるべし。 夫婦 は 人倫の 始、 家 道の 本なる に、 家の 貧富 

外見の み をい ひて、 人 がらの 實を はからす、 甚 しき はかざり 僞り をい ひて、 災を 嫁して 人の 家業 を さまたげ、 貞女 

を娃 夫に 合て、 人情 を やぶる たぐ ひ 多し。 道の 行 はれざる ゆへ なり 

子 謂 r 一子 賤 T。 君子 ナ ルカ" 哉 若 ノ¥ 人ト。 魯-ー 無 r つ 君子 1 者。 斯 レ焉ゾ 取？〕 斯ヲ 

大全に 說菀 の說を 記せり。 子賤 父と しっか ふる 人 二人、 兄と しっか ふる 人 五 人、 友と し 交る 者 十 一 人 ありと い へり。 

年老て 見識 あり、 功德 ある 人 をば 尊敬す る 事 父の ごとし。 年長 じて 一 能 一 藝 にても 己に まさろ 人 をば 先す る こと 兄 

の ごとし。 志道藝 にあり て 日 をむな しくせ す。 必 直諫すべき 人 をば 親く 交りて たが ひの 勢 を 忘る、 を 友と し 交る と 

論詰 小 解 (公冶 長 第五) .  五 七 
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云 也。 子賤單 父の 奉行 職と なりて、 其 所の 賢ネ にた かぶらす、 能 くだりて 愛敬す。 これ 子賤の 君子た る 所 也。 故に 

人民 其 誠に 感じて 欺く に不 忍と いへ り。 ことに 魯國は 孔子の 生國 なる 故に、 賢者お ほし。 子賤其 一人也。 今 も 志 あ 

つき 同志の 五 七 人 ども ありて、 切々 交り ぬれば、 互の たすけに て、 いづれ も 上達の 功 あるが 如し 

子 貢 問テ 曰。 ，賜 ャ也何 如ン。 子，' 曰。 女ハ 器ナリ 也。 曰。 何 ノ器ゾ 也。 曰瑚璉 ナリ也 

解 集註に みえたり。 才能 藝術は 器 也。 美質 本才の 人と いへ ども 德を 知て 後 不器の 君子な り。 有 德の人 上に 立と き は 

才能 藝 術の 人み な 道德の 助と なれり。 此問は 子 貢の 初學 なるべし。 しかれ ども 有 道の 代に は 用ら るべき 才器 あり。 

子賤は 孔子より わかき こと 四十 九 歲也。 此時 二十歳 餘 といへ る は 文字の あやまり か。 子 貢の 後年 は 子賤の 下に 立べ 

き 人に あらす。 此時 はい まだ 德に 入ざる 故に、 器た る； J と をまぬ かれざる なり 

或ノ 曰。 雍ャ也 仁- フ而 不， 佞ナラ 

仲 弓の 人 がら、 重厚に して、 言葉 すくなく、 行 無事 也。 德 行の 科に して、 仁者の 名 あり。 しかれ ども 其 時に あは ざ 

る 人 なれば、 或 人お しみて 不傻 といへ り。 俊 は 今時い へる 侫 人と は 心 か はれり。 左傳 にも 我 身 を 卑下して、 寡人不 

侫 とい ひたれば、 侫を 以て 才 としたる なり. >  當時 もの いひ、 らち あけな どい へ るた ぐ ひなり 

子ノ 曰。 焉ンゾ 用 i 侯ヲ。 禦ル 一 人- 以っロ 給 一。 屢谱， 菸人 f。 不， 知, 其 仁 一。 焉ゾ用 i ヲ 

侫人は 世俗の ために ほめら る- -と. S へど も、 口才に て實義 すくなければ、 正 人に はにく まる、 也。 故に 仲 弓 仁者た 


る こと をば 不知と も、 名利 を 求て 時の 人に ほめら る、 事 は 有べ からす、 とのた まへ り。 仁 は 万善 備れる 名 なれば、 

耳目 口 轟 手足 全く、 喜怒哀 惧愛惡 欲の 七 情、 時に あたり、 仁義 鱧 知 信の 性理 明かなる を 人と 云な り。 故に 仁 は 人 也、 

といへ り。 万善の 淵源 は 天理 流行し ばらく もやまざる なり。 五常の 性 則 天理 也。 七 情 性に 化して 形 を ふむ 者 を 仁者 

とい ふなり  . 

子 使； -ニ 漆雕開 T 仕勻 04 吾 レ斯ヲ 之未ヹ Si 信ズル 「。 子說プ 

ントノ  丁- フ 

孔子の つかへ しめんと のた まふ は 必人を 治べき 德 あらん 0 しかるにみ づ から たれり とせざる は進修 かぎりなし。 孔 

子の 悅び 給ふ處 なり。 開す でに 大意 を 見る 見識 高大 也、 とい へり。 狂者 は國 天下 を だに 事と せす、 况ゃ ー鄕ー 郡 を 

や。 しかれ ども 氣質 篤實の 人、 仁愛 ある 人の 狂 見なる は、 狂者の 鉢み えざる 者 あり。 開 は 其 類なら むか。 仁愛の 心 

より 民 を あはれ む 情 あれば 强られ て は 仕る 乙と も 有べき か、 曾點 など はし ゐても 仕 ふべ からす。 天 安高く c:^ 所 犬に 

して 受用を 事と せす、 故に 名利の 凡 情なし とい へど も、 過て 狂妄の 行跡 あり。 開 は 大意 を 見る 事點に 同じと い へど 

も、 氣質篤 寅なる 故に、 狂 妄の行 はみ えざる なるべし  、 

子ノ 曰。 道不 A 仃 Co 乘 一け 桴 一-浮； 、ハーン 于 海？。 從ハ. い 我 一-者 ハ其レ 由 カ與。 子路聞 一け 之ヲ 喜ブ。 子ノ 曰。 由ャ 

也 好 ムハ勇 ヲ過タ ^ 我 一一。 無 t 所 二 取 リ材？ 

中國に をいて 道不 行、 聖人の 出世 用な きが ごとし。 いかだに 乘て 大海に 浮み、 いかだと けて 入水す るか、 夷狄に 吹 

論語 小 解 (公冶 長 第五)  五 九 
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を くらる、 かなる べしと 也。 夷狄 は 禮儀を 不知と いへ ども 律儀なる 所 あり。 もし 聖人 住 給 は^、 尊信して 德に 化し、 

禮儀も 時 ありて おこるべし。 此語 夫子の 假說 といへ ども 叉此理 あり 0 子路 流離 困苦の 患難 を かへ りみ す、 夫子の 己 

を ゆるし 給 ふこと を悅 ベり。 勇に 過たり とい へど も、 信 あっし。 しかれ ども 何故と 問す して、 すみやか にした 力 は 

ん こと を よろこべる は、 思 ひ はかりなくて 受用 あらき 乙と を 戒めた ま へ り 

孟武伯 問フ。 子路仁 ナリヤ 乎。 子ノ 曰。 不レ知 也 

千路は 親に つかへ て 孝 也。 過 を 聞 乙と を悅 び、 改る にやぶ さかなら す、 皆 仁 を 求る の 重き 事 也。 故に 仁な り やとと 

へる なるべし。 夫子、 仁なら すとの たま ふべ からす、 いまだ 仁の 全 鉢に 至ら ざれば、 かりそめの 問に 答へ がた し。 

故に 不知との たまへ り 

又 問 7。 子つ 曰。 由ャ也 千乘^ 國。 可 t 使 Mir 賦 一也。 不レ知 ニせっ 仁？ 也 

千 乘の人 數凡七 万 五 千 餘也。 雜車 共に は 十万 餘也。 其 兵 を 治る 才 あれば 十万の 大將の 器量 也 0 なを 集註に みえたり 

求 ャ也何 如ン。 子 -i。 求 ャ也千 之邑。 百 乘ノ之 家。 可 レ使ム レ爲_,1 之.^ 宰 1 也。 不レ知 n 其ノ仁 一也 

解 集註に みえたり。 子路に 比すれば 十分 一 の 才力 也。 しかれ ども 子 路には 大將の 量 ありて、 冉 求に は 治世の 才有 

赤 ャ也何 如-ち 子 ^i。 赤 ャ也束 帶メ立 一 J 於 朝 一一。 可. い 使 下與ニ 賓客 I 言上 也。 不， 知 二 其 仁 T 也 


是も 治世の 才也。 三人と もに 文武の 道 を 知と い へど も、 文武の 德 にいたら ざれば、 ふたつながら 全き 乙と あた はす、 

いまだ 器た る こと をまぬ かれす  . 

子 謂 早 貢 r 曰。 女？ 與， 囘也孰 力 愈ル。 對 一-つ 曰。 賜，、 也 何 ゾ敢ー if) 囘ヲ。 囘ャ也 聞 一 ^  一  7 以知 H リ。 

賜ャ也 聞- ぽ 一 ヲ以テ 知 ルレ ニヲ 

子 貢の 學 いまだ 年 久しから ざる 時の 事なる べし。 顔 子 を 知 こと 德 にあら すして、 才 にあり。 彼 を 聞て 此を知 は 子 ？ 风 

の才質 也。 始 によりて 終に 達する は顏 子の 聰明 也。 高下 淺深各 別な りと いへ ども、 顏 子の 心と する 處に あらす。 顔 

子の 大賢た る 所 もこ- - にあら す , 

子ノ ぼ。 弗レ如 也。 吾レ與 ース 一女 弗 r ヲレ 如" 也 

聖學 は德を 尊で 才を不 尊、 氣質 によらす して 學 による 者 也。 子 貢の みる 所 未な りと いへ ども、 しばらく 自己 を 知 こ 

と を ゆるし 給へ り。 人の 憂 は 己が 短き を 不知して、 人の 長 を そね むに あり。 人. ><  己が 愚 を 知て 人に くだらば、 善人 

の 徒 也。 子 貢の 後年、 才知 を 事と せす といへ ども、 明 悟 も 叉 聞-二 知け 十ヲに 及べし 

宰予 畫ル寢 タリ。 子ノ 曰。 朽 ダル 木 ヲ、、 ハ不， 可 レ雕ル 也。 糞土 ノ之 牆ゾ、 パ不レ 可， 朽 -ース 也。 於レ予 與何ゾ 誅メン 

甕 はっとめ 夜 は 休す、 陰陽 昼夜の 常 度 也。 志 惰リ氣 隨て昏 き 時 は、 誓と いへ ども 寢る者 あり。 宰予、 孔子の 見 給 は 

ん所 にて 昼 いねせられ たる は此 過なる べし。 乙れ を 以て 人 は 一 向 昼い ねす ベから すと. S へ る はかた むき 也。 動靜數 
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あり、 用事に て 夜の 休息たら ざる 時 は 昼い ねす る こと も 有べ しひ 昼夜の つとめし げき 者 は、 昼夜と なく 事の ひまに 

いねて 休息せ すしても かな はす。 叉氣鉢 つかれたる 者 は、 いね ざれ ども、 おりく まろびても、 つかれ を 養 ふべ し。 

志 だに^ら やば、 其 程 は 我心に て はかるべし。 荷 をに な ひて 遠く 行者の 云、 犬く たびれ せざる さきに やすみた るよ 

し、 休ケ 過れば 却て 草 臥 生す、 といへ り。 此心持 常に あり。 やむ こと を不 得して 昼 休 すれ ども、 やすみ 過れば 怠惰 

の氣 生す る ものな り 、 

子つ 曰。 始^ 吾レ於 ルレ 人-也。 聽 ーァ| 其 isb 而信 r- 其ノ行 T。 今 吾レ於 ルレ 人-也。 聽 _1ァ1 其 illln。 而觀 1ル| 

其ノ行 to 於 t 予 一一 與改は 之ヲ 

解 集註に みえたり 

子ノ 曰。 五 ロレ 未 ダ見ー 一剛 者 To 或 人 對ーァ 曰。 申援 ァリ。 子ノ 曰。 掁 ャ也愁 ァ"。 焉ゾ 得-〕 剛ヲ 

よく 物に 勝を剛 といへ り。 物に 勝と 云 はま 氣の 勝に あらや、 心 ゆたかに して 常に 万物の 上に 伸て 物の ためにお ほ は 

れ ざる 也。 是 孔子の のた まふ 剛者 也。 或 人 これ を 不知、 幸に 門人に 申很 ありと いへ り。 血氣 つよく して 剛 なる 者な 

るべ し。 世俗の いへ る剛 也。 孔子の 慾 ありとの たま ふ は 多 欲の 人に は あら じ、 いまだ 凡 情の 欲 をまぬ かれざる 人な 

るべ し。 むかし は龍師 あり。 龍 を ひきよせて 使たり。 これ 龍の 欲 を 知て みちびき たる 者 也。 神 龍 あり、 無欲なら ば 

使べき たよりな からん。 の 剛は知 仁 奥の 德 ありて、 無欲なる 人 也" 知 十分 明かなら ざれば まど ふ 事 あり。 まどへ 


穴 三 

ば 恐る、 所 あり。 仁盡さ ざれば 好惡 する 所 あり。 好で 得 ざれば 屈す、 惡で去 ざれば 恐る、 共に 欲 也。 故に 知者 は ま- 

ど はす、  仁者 は うれへ す、 勇者 は を それす。 知 仁 勇 は明德 中の 條理 也。 明德を 明かに するとき は、 知 仁 勇 共に あり。 

申楫の 剛は氣 質に 得たり。 明に して 得た る 者に あらす。 故にかぬ る 事 あた はすして 慾 あり。 愁は 万物の 下に 通す。 

世俗 武を 好む 者の 剛 にして 君子の 剛 にあら す。 孔子の 不 見との たま ふ は 君子の 剛 なり 

子貢ノ 曰。 我 レ不， 欲， 之 加 諸 我 一也。 吾亦^ $ 無ン It 加- ル-「 諸人？。 子， 曰。 賜 ャ也非 マ！ 

爾が所  一 ノ及也 

解 集註に みえたり 

子貢ノ 曰。 夫子 ノ之 文章 ハ可； ン 一得 ーァ而 聞ノ i 也。 夫子 ノ之言 一つ！ ハ 性ト與 マー 天道^ 不レ 可. お 伶 テ而聞 一也 

文章 は 詩 書六藝 威儀 文 辭の類 也。 夫子の 威儀 文辭は 性の 發見 也。 性與 天道に も 叉 文章 あり。 いにしへ の 學は詩 書 六 

藝 にす ぎす。 學所は 同して 得る 所 異なり。 のた まふ こと は 同じ けれども、 聞 得る 人に 淺深 高下 あり。 多 は 文章の み 

聞て、 性 命に 及 はすと なり 

子路 有- ^ 聞；。 未？^ 之" 能" 行 一。 唯 恐， -有ン J 聞ミ 

レ、、 ハ 

後世 は 心に 用 ひ 身に 行の 擧 すくなし。 耳に 聞て 口に 説の みなる を、 口耳の 舉と云 也。 是 をん の爲 にす るの 學 ともい 

へり。 しから ざれ ども 先 聞 置た き 意 あり。 子路の ごとき は 己が 爲 にす るの 赏學 也。 しかれ ども これ を 以て 聖駔 の 至 

醃 小醉 (ヘム 冶 長 第五)  六ョ 
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極と はい ひがたし。 高 明 をき はめ 廣大に 至る こと は問學 によるべし。 德性を 尊ぶ を 以て 實學 とするな り 

子 貢問テ 曰。 孔文子 何 ヲ以カ 謂 ーフ1 之つ-文 一也。 子ノ 曰。 敏？ 而好、 i 學ヲ。 不レ恥 一一 下問 r 是ヲ 以チ謂 ーァ1 

之ヲ文 一也 。  , 

凡人の 少し ネ ありて 威勢 を 得る 者 は 私なる 事 をす る もの 也。 孔文 子が 太 叔疾を 進退せ しこと は 平 人に も を とれり。 

しかるに 文 子と をく りなせ しこと を 子 貢のう たが へ る 也。 孔子 も 太 叔疾が こと を 文 子が いひし に は 返答 もなくて 去 

給へ り。 しかれ ども 其 身の 生 付に、 きとくなる こと 二 あり、 少し 才 ある 者 は 文 學を不 好、 位 ある 者 は 下問 を 恥る も 

のなる に、 文 子 は學を 好み、 下問 を不 恥。 此ニ善 を 以て 文と 謚 せし 也。 太 叔疾が 事な ど は 問 學の益 はなし。 二 善 を 

亡す 私 あれば、 學 校の 政 ある 世なら ば、 文と はいふべ からす。 孔子の 時代に は 上に 善敎 なき 故に、 少 天資の よき 者 

も、 私欲に お ほ はれて かくの ごとし。 有 道の 代なら ば、 文 子 も 其 質の よき 所の みあら はれて、 私欲の ふるま ひ は 有 

ベから す。 孔子の 寬仁、 しばらく 其 善の みのた まひて、 惡 をば あげ 給 はす。 事 は 集註 大全に みえたり 

子 謂 一 フー 子 逢 T。 有 11 君子 ノ之道 四 1 焉。 其 ノ行ス 己ヲ也 恭シ。 其ノ 事" 上-一也 敬 ァリ。 其 ノ養コ "民ヲ 也 

惠 ァ"。 其 ノ使ス 民ヲ也 義ァリ  . 

子產は 善人 也。 凡 を 出て 常人に あらす。 君子せ バ有德 ともい ふべ し。 文武 共に 兼た る 人 也。 しかれ ども 聖人の 心 法、 

中庸 精微の 學は受 用せ ざる 人 也。 述を ふます、 窒に不 入の 善人 也。 此四は 君子の 道の 犬なる 者な り。 小善 は 限り あ 


るべ からす。 聖學の 心 法お 受用 する 盛德の 君子に も不恥 ほどの 大行四 あり、 とのた まへ る 意 也。 行" い 己， 恭は子 魔 は 

善人 なれば 愁 なし。 愁 なき 者 は 其 心 万物の 上に のびて ゆたか 也。 叉 勝 心 慢心な し。 この 故に ゆたか なれ ども 不驕、 

其 心 高く 其 心 鉢 ゆるやか にして 虚 中に 天下の 益を來 し、 人 を 先にし 己 を 後に し、 多 を あたへ 少を とり、 よく 謙り 遜 

りて、 己 をす て、 人に したが ふ、 故に 禮容 うやく しき 也。 事！ 上-一敬 は、 凡人 は 威勢 ある 君 をば 恐れ、 威勢な き 君 

をば かろし む、 共に 敬な し。 其 心に 君な きが ごとし。 子 產は. 威 あるに も 威な きに も、 臣 たるの 敬 を 失 はざる 也。 其 

養コ t 民ヲ惠 アル は 民の 父母た る 仁心 ある 也。 了 家の 長は必 子孫 を惠 養す、 天下の 君は必 兆民 を惠 養す といへ り。 子產 

1 國を 治て 國民 を惠 養せ し 也 0 凡人 は 養 ふといへ ども、 或は 名に より、 利に よりての めぐみ 也、 心に 民 を 養 ふの 惠 

はなし。 如此 すれば 我 身の ためによ きと 思 ふば かり 也。 使コ t 民 ヲ義ァ "は勞 すべき 事 をえ らんで 勞す、 私欲の ために 

つか はざる なり 

子ノ 曰。 晏平仲 善 ク與レ 人 交ル。 久メ而 敬ス之 

人 は禮を 以て 天地と ならび 立 者 也、 しばらく も はなる ベから す。 朋友 鱧 を 以て 交る とき は 其 親み 久し。 夫婦 は 人倫 

の 至 和 也、 いたりて 心安き もの なれ ども 賓主の ごとくなる をよ しとす。 夫婦の和 をと ぐる も禮 なり、 故に 君子 は 淡 

以て 成、 小人 は 甘 以て やぶる と. S へり。 晏 平仲此 一端 を 得たり。 世間の 人 を 見る に 他の 事 は 凡人と 同じ けれども、 

一事 は 君子に 似た る 者 あり 

子，' 曰。 臧文 仲居 1 蔡ヲ。 山 t 節-藻 ス， 挽 S 何 如ゾ其 レ知ァ ラン 也 
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世俗 は 事の 邪 正 を わきまえす、 入の 不レ知 こと をし り、 人の せざる 事 をす る 者 あれば、 物し りと し、 知と する あやま 

り あり。 〇〇〇〇 など は理 にくら き 不知なる 人 なれ ども、 世に めづ らしく、 人の く はしく 不知 事 を 犬に とりあつ 力 

はれし 故に、 聖人の やうに 5 ひたり。 臧文仲 も 其 類に て、 世俗 知者と いひた る 人と みえたり。 民 を まど はす 者 なれ 

ば、 知にはぁらで愚なる^Jとをぁかし給へりo 解 集註に みえたり 

子 張問テ 曰。 令 尹 子 文 二 マ 仕 テ爲， 1 令 尹， 無； i ベル 色 一 ニー ビ已 レ^ 無 i レル 色. S 舊ぶ 2ffo 之 政ハ。 

必ズ以 テ吿， つ 新 キ令尹 r 何 如。 子つ 曰。 忠ァ リ矣。 51。 仁 ァリ" 矣乎。 曰。 未" 知焉ゾ 得" 仁ヲ 

此章 集註 備れり 

崔子弒 ース ー齊， 君 r 陳文子 有 n 馬 十乘- 棄テ. 、而違 1 之 S 至 一 7 一 於 他 邦 一。 則チ曰 S 潘 r 一 吾が 大夫崔 

子 4 也。 違 1 之。 之 r 一 一  邦 r 則" 又 曰。 猶 r- 吾，.^ 大夫崔 子、 t 也。 違 ルレ 之。 何 如ン。 子ノ 曰。 淸_ ン矣。 

曰。 仁 ァリャ 矣乎。 曰。 未， ラ焉ゾ 得に 仁ヲ 

解 集註に みえたり  ： 

季文子 三 ビ思チ 而後 チ行 70 子 聞- i 之.' 曰。 再 ビ斯レ 可 ナリ矣 

何事 も 三度 づ、 f& 案して なす は、 今時 念の 入た ると いふが ごとし。 一向 分別なくて 行 ふ 者に はまされ り。 しかれ ど 


も 三度と かぎる はよ からす。 孔子の 二度との たま ふ も 三度す るを必 よしと し 給 ふに は あらす、 念の 入 過て あしき こ 

と をのた まへ る 也。 今時 も 念 入 過て あしき 事 あり。 叉 孔子の 再との たま ふ は、 道理に 考ても 叶へ り。 事 ある 時、 一 

度 は 事の 是非 義 不義 を 思慮すべし。 道理の き はまる まで は 幾度と 云 かぎり は 有べ からす、 十 思な りと も是を 一度と 

いふべ し。 道理す でに 定り て是を 行 ふべき 樣 子を考 べし。 是叉 一度な り。 如此 なれば 再と もい ふべ し。 季子が 文人 

らは平 人と みえたり。 た 三思の 事ば かりの たま ふなり 

子 も。 撵武 子。 邦 有 i 道 則 知 ナ リ。 邦 無 さ i 則 愚 i 其ノ 知- ハ可 5 及ブ 也。 其 ハ不レ 可 

レ及ブ 也  - 

國道 ある 時 は、 德 なくと も 才能 あらば、 政に したが ふべ し、 國道 なき 時 は、 才能 却て 身の 害と なる 者 あり。 愚に な 

りて 災害 をまぬ がる. -事 は德に 近し。 故に 國道 ある 時の 知に 及 者 は 多 けれども、 國道 なき 時の 愚に は 及 者 すくなし。 

これ 武 子の 事の みならす、 惣 じて 古今の 考也。 及べし、 及べから ざる は、 世間の 人 也。 事 は 集註 大全に みえたり 

子 在-ぶ 陳-ー 曰。 歸 フン ャ舆歸 ラン ャ與。 吾が 黨ノ之 小 子狂簡 ナリ。 斐 然ト， 成スレ 章ヲ。 不， 知. 所 ュ以ヲ 裁， 

レ之ヲ 也 

孔子の 時、 天運 否 塞して 明君お こらす、 禮樂 すたれて 道の 行 はれざる こと はすで に 知 給へ り。 しかれ ども 聖人の 至 

仁、 人民 を 見 給 ふこと 慈父の 子に をけ るが 如し。 子の 病死 病と みれ ども、 藥を やめて 守り 居 こと あた はざる がごと 

腧譖小 解 (公冶 長 第五 )  六 七 
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し。 故に 四方 を 周流し 給へ ども、 終に かな はざる が 故に 此歎 あり。 四方の 英才 も 叉生國 の賢士 にし かす。 狂 簡は志 

高大に して 細 行 を かへ りみ す、 事に 略して 無事に 過た る 者 也。 しかれ ども 凡 心なければ 功利の 心なき のみなら す、 

便利の 欲 もな き 故に、 農業 等の 家職 をば よく つとむる 者 也。 後世の 狂と. S ふ 者 は、 凡 情 ある 故に、 便利の 欲より 事 

をい とひて、 遊民と なる 者お ほし。 異學の 狂 は、 心に ひとつの 迷 ひ あり。 儒學 して 狂 を 悅ぶ者 は、 放^の 習より 狂 を 

かりて 我 ま、 也。 共に いにしへの 狂に あらす。 こ i に 狂の みのた まふ 者 は、 狼 者 は 狂者の 次 なれば 其 中に あり。 平 

人より みて は、 狼 者 は 狂者に はるかに まされり、 聖賢に もま さりて よくみ ゆる もの 也。 聖人 中 行 はよ く 人と 友たり、 

知 明かに て 時に 中す る 故に、 其跡渾 して 夏山の ごとし、 常 盤 木 夏 木 共に 靑葉 とみ ゆるば かり 也。 狷者は 篤く 行て 時 

に 中す るの 知 少し 不足 也、 故に 平 人 友と しがた し、 かくれな く 賢人と み ゆるな り。 諸侯 卿大夫 士庶人 いづれ になし 

て も 好 人 也 0 天下の 主宰 相 職に は 十分なら す、 知 不足 なれば 也。 狂者 は受用 をせ ざる ゆへ に、 行跡 は あらき 事 あれ 

ども、 知に 不足な し。 大君と して はよ く 人 をし り、 時處 位に くらから す。 大君の 第一 のた から は 知 也。 知に お ほふ 所 

ありて は 天下に 及て 可に あたらざる 事 あれば、 人民 信じ. 難し。 故に 幾人 は 知 十分 明か なれ 共い まだ 不足と し 給 ひて、 

天子と いへ ども 上に 師を 置、 左右に 諫臣 を 置て、 其 明を繼 明かに し 給へ るはョ LT 卦の 象な り。 帝 堯は謗 木 を 立て 政 

を そしる 言 を 聞 給へ り。 末. の そしりに は 無理 成 事. f あり、 病人に禁物をぃみと^-むるを立服するゃぅなる心得ち 

がへ あり。 しかれ 共良藥 しるしな き 病人 禁物 を 食して 快氣 したる 者 あり。 道理の 常に は あら ざれ ども 時の 變通 也。 

その-ごとく 無理の 謗 もき こしめば せ 益 あり。 其 上聖 言の 明 を繼て 治る 人に あやまり も 有べ し、 故に 聖人の 天下^ 君 


たる 師保諫 儀の 官 あり。 天下の 善 言 を 取 用 ひた まふの みならす、 謗 を もい み 給 はす" 是皆明 を かさねて 照 さすと い 

ふこと なきの 政 也。 孔子 時 を 得 給 はで、 道 を 後世に 傳へ給 ふに も、 明 をつ がすして は 万歳に 及が たし。 これ 狂 を 思 

ひ 給 ふ 所な り。 其 上 道 學に固 滞の 大病 あり。 欣眞落 法と 云。 狂簡は 敎學の 禁物の ごとし。 しかれ ども 此固滯 を やぶ 

る こと は禮 法の 良藥 にて 及が たし。 その かみに 琴 張 曾哲牧 皮の 諸 狂な かりせば、 誰か 此！： 滯を 解散して、 鱧 樂の良 

藥を受 しむべき や。 孔子の XJ れを 裁し 給 ふこと 中正に 歸 せしめん とに は あらす。 中 行と なるべからざる こと は 知 給 

へり。 其 高 明 廣大の 大意 を ゆるして、 大道の 地に 落べき 所 を 助けし め 給 はんと 也。 點に ゆるす の 首な かりせば、 狂 

妄の 人と 成て 知人な かるべし 

子ノ 曰。 伯 夷叔齊 ハ不， 念 一一 舊惡 1 怨ミ是 ヲ用テ 希 ナリ  . 

人の 惡 ある は、 身の あか づきけ がれた るが ごとし、 本人 性の なき 所 也。 故に 聖賢 は 其 人 を 愛して 其惡 をに くめり。 

或は 敎へ、 或は 戒めて 惡を 去し めんと す。 其人悔 さとりて、 惡を 改め 善に うつる とき は、 本の 愛すべき 人な り。 故 

に舊惡 のとが めな し。 もし 舊惡を 思 は？^、 淸 者の 量に あらす。 叉怨 はく ゆる 心 も あり。 其 時 はみ づ からの 葡惡を 思 

はざる 也 0 已 前に 過 あり、 すでに あしきと 知て 悔さ とれり。 是 にて すみた るに、 くり かへ し 悔敷キ は 却て 病 あり。 其 

過の あしき 事 はしれ ども、 其 時の 心の 位 同前 也。 又も 其 境 あらば ふと 出べき 根 あり。 故に 忘る、 こと あた はすして 

苦 身になる 也 0 重て さやう の 境界に 出合ても、 すきと きざしな き 程い さぎよ く か はりた る 心地 なれば、 悔る 意思 は 

たきもの 也。 悔 るは淸 者の 心に あらす. - 故に 伯 夷 はなき 也 

iiss 小 解 (公冶 長 第五)  六 九 
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子ノ il。 孰 力 謂 r ー微生 高ヲ直 r ト。 或ん 乞 W 醯ヲ 焉。 乞 ーフ| 諸 其 ノ鄰？ 而與ぃ 之 、 

此 章の 義、 集註 大全の 旨 得が たし。 人の 醋を もら ひに をヒ せた る は、 親き 中 か、 急用なる べし。 無と いひて かへ し、 

叉 他に ゆかし めんこと は、 僕勞し 時う つりて 事の 用に あ ひがた かるべし。 其 情 を 察して 粼 家に 求て 用に 立 事、 懇志 

の 情なるべし。 せ. 間に 微生高 を 直とい ひし はいに し へ の 愚 ャ也直 ナリの 名な らん か。 直に 過て 愛敬の 情う すき 者と 聞 

給 ひしが、 さはな きと ほめ 給 ひたる 語なる べし。 今 も 世間に 直とい はる.. -者 は、 多 は 生 付の ま- - にて 學 なく、 もぎ 

だう に 愛敬 すくなき 者な り 

子ノ 曰。 巧 二ば 曰ヲ令 t 色ヲ足 ニ恭シ キヲ。 左 丘 明 恥、 t 之ヲ。 丘 モ亦恥 やけ 之ヲ 。匿 ダレ 怨ヲ而 友^ ルハ 其ノ人 To 

左 丘 明 恥， t 之ち 丘モ亦 恥、 t 之 

富貴の 人の 心に 叶 はんとて、 我心に も 思 はぬ 事 をた くみに いひ、 其氣 にいらん とて、 おかし からぬ 事 を も わら ひ、 

甚く だり 過てう やま ふ は、 俗にい へる 輕薄者 也。 利 を 求る 心より おこりて 實 なし、 さやう の者大 かたは 凡人の 氣に 

入 もの 也。 商人の 利の ために 虚 をい ふだに、 合點 のよ き 者は虚 なくて 利 は 有 もの 也、 とい へり。 况ゃ士 たる 者の 如 

此 風俗 は 牆を うがつ 盜 よりも をと りたる 事と 古人 もい へり。 其 心に は 貴人 を ものせ て おごらす ると 思 ひ、 かへ りて 

もて あそぶ こと を しらす。 しかれば 赏人を も そこな ひ、 みづ からの 牲をも 亡す もの 也。 如 此事を 左 丘 明 を ひきて、 

孔子 も 恥との たま ふ は、 くだりて 敎給ふ 也。 匿 レ怨は 心に はき えぬ 者と 思 ひながら、 うはべ は何氣 なく 友と し 交 
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る は、 朋友の 信に 非す。 しかれ 共 度々 覿面に 人の あしき 事 を 云 もよ からす、 却て 人情に あらす。 いはす して 心に 怨 

をた く はへ ざる 道 やり。 過 をみ て 仁 不仁 を 知 ことなれば、 其 人の 心の 位 ほどの、 とが あやまち は 有 もの 也。 世に 道 

の 行 はれす、 敎の なき 中 なれば、 よぎなき こと はり を 知べ し 。其 上物 を 以て 物 をみ る 時 は、 此人 は如此 人と みて に 

くみ はなき 也。 己 を 以て 人 をみ る 故に、 とがむ まじき 事 を もとが め、 にくむ まじき 人 を もに くむ 者 也。 是は己 が 過 

也。 叉 人 を 愛する 實だ にあれば、 5 ひやう と 時節と にて、 人 も 得心す る こと あり。 これ を 忠告て 善 みちびく と 云 也 ひ 

かやう の 事に も禮樂 はなれす。 詩 は うらみつべし とい へり。 哥も叉 同じ 。いにしへ は うらむ る 事 あれば 詩に つくり、 

うた ひて 人 を 感じ、 叉 書ても をく りたり。 詩哥 によりて うらみ をい へば かへ りて 和と なりした しむ 者 也。 是詩 Is^ の 

德也。 末の世の 風俗 はい やしくな りて、 かやう の實 たえ、 詩 哥も虛 文と なれり。 故に 君子 は 言に いひても、 いはで 

も 心に ふづ くみた く はへ て、 うはべ を 結構に し 交る 事 はなき なり 

顏 淵季路 侍ル。 子ノ 曰。 盍 各々 言 1 ハー 爾 T 志 T 

六藝の 稽古 もな き 日 也。 各と ふべき 事 もな く， のた まふべき 事 もなければ、 各 常に 受 用して 自得し 度 思 ふ 事 有べ し、 

いひて きかせよ とのた まふ 意なる ベ し 

子路ノ 曰。 願く ハ 車馬 衣 輕裘。 舆ニ■友ー共ーフ敝ル^^^而無ラハ憾カ1 

朋友に 我 かけ かへ もな き 物 を かして、 そこな ひ やぶられ たる 時、 言に はくる しからす といへ ども、 我が 着し 我の り 

て そ； JJ^ ひたる やうに は ま， れす、 恨る 意思 也。 みづ から やぶりた る やうに 思 ひ 度と 也。 仁の 受用也 

翁 諝小解 (公冶 畏笫 五)  七 一 
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顏淵ノ 曰。 願ク、 パ 無け 伐" 善-一。 無ラけ 施い 勞ヲ 

善に ほこる は 善 を 有する 也。 子路 のい へる ごとき 朋友 と共にして 物 をへ だてな き 事 は、 顏子 はとく よりの 事な り。 

しかれ ども 人の そこな ひたる も、 我 そ な ひたる ごとく 何とも 思 はぬ とお も ふ 意思 少殘る は、 善に 伐る 氣味 也。 三 

月の 字 ある 所 也。 此氣味 も なきやう にとの 願 ひなり。 凡人の 善 をな して 自滿 しい ふが ごとき 類に は あらす。 凡人 は 

あたら 善 をな して 自滿 し驕れ ば、 人に にく. -思 はれて 其 善な きが ごとし。 是を其 善 を 有すれば 其 善 を 失 ふと 云 也。 

勞は 君の ために も、 人の ために も 事に 苦勞 して 功 あるな り。 施 は 君に は忠 をい ひ、 人に は 恩に きする 類 也。 是もほ 

こり 有する 氣味 也。 功勞を 心に 有せす、 口にい は ざれば 則 己が 心の 德と 成て、 善人と なる のみなら す、 君 も 人も感 

心して 令名 あら はれ、 報禮 重き もの 也。 たと ひ 君臣と もに 不知して 令名 報禮 なき とても、 己が 明德 をみ がく 受 用と 

なる は大 なる 自得 也。 則 顔 子の 願へ る 心 法 也  - 

子路ノ 曰。 願 ク、、 ハ聞 1. ノー 子 之ノ志 T。 子ノ 曰。 老者 ヲパ安 5 之ヲ。 朋友-一 ハ 信ァ！ 之-一。 少者 ヲ、、 ハ懷ケ i 之ヲ 

世間に 子路の ごとき いさぎよき 人 あらば、 令名 高 かるべし。 顏 子の 位 は 叉 はるかに こえて 富士山 をみ るが 如し。 他 

のた ぐ ふべき にあら す。 孔子に 至て はと かくい はれす、 あまり 犬なる 故に かへ りて 卑近なる が 如し、 太山髙 けれど 

も 平地に は不 及と いへ る 者 也。 下學 して 上達す、 吾 を 知 もの は 天な りの 所 也。 道の 高大 は. S まだ 高大 をき はめざる 

也。 善 をな して 有せす、 功 ありて 德 とせす、 大方 道 鉢 なれ どもい まだ 美なる 所の み ゆる は 天の 造化して 跡な きに は 

少 及ばざる が 如し。 夫子に 至て 天と 同 鉢、 言語 を絕 する 處 なり。 言外の 意味 かぎりなし 


子ノ 曰。 已-- ルカ ナ矣 乎。 吾レ未 ^ 見下 能 "見-ひ  1 其， 過 T 而內- ー自ー フ訟" 者け 也 

言行に あら はる.^ 過 は 其 心に 出る 所の 根ざし あり。 或は 邪、 或は 暗、 或は 習の 性と なりたる たぐ ひ 也。 た に 言行 

の 非 を悔て 本に かへ りみ たら ざれば 二度せ ざる ことかた し  - 

子つ 曰。 十 室， 之邑。 必.^ 有；〕 忠信 如 t 丘"" 者 1 焉。 不. 如 n 丘が 之 好 1 レ學也 

聖人の 聖人た る 所は才 にあら す、 生德の 忠信に あり。 故に 生 質の 美なる 人、 忠信の 德 ある こと 人に 同じ。 しかれ 

ども 學を 好ざる 故に、 みづ から その 天 を 不知して、 鄕 人に 異ならす。 質よ からぬ 人と い へど も、 學を XJ のむ とき は 

性 明かに して 忠信 得べ し、 つとめて やまざる とき は 聖賢の 地位に もい たるべし。 美質の 人 終に 及べから す。 况ゃ忠 

信の 人、 學を こ のまん を や 

雍也第 六 

子-曰。 雍也可 レ使ー  1 南面？ 仲 弓 問， J 子 桑 伯 子 T。 子ノ 曰。 可 ナリ也 簡ナリ 。仲 ドブノ 曰。 居 一に 敬 一 一而 行 t 

,簡 ヲ以テ 臨， ハー 其ノ民 一一 不 r 一 亦タ可 I ラ乎。 居 - i 簡- 一而 行- 簡ヲ。 無, ン 一力 乃大簡 t ル 「乎。 子ノ 曰。 雍" 乏言卜 

跪 ぼ。" 小 解 (雍 也笫 六)  セ 三 
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然リ 

集註に、 仲 弓の 人 がら 寬洪簡 重、 人君の 度 ありと いへ り。 寬 なるとき は 衆 を 容ル、 直 を あげて まがれる をす てをき、 

よく まがれる 者 直から しむ、 洪大の 氣象 なり。 簡 なる 者 は 知 明かに て耍 をし る、 無欲に して 事 すくなし。 政令 可に 

當て 民い と はす、 無事 をた のしめり。 故に 君 位 重厚な り。 明 王 上に 出た まひ、 仲 弓 ごときの 賢者 を あげて 百 里の！： 

を 封 じ 給 はば、 如 此の 德治 あるべし。 子 桑 伯 子 は 狂者 也。 孟子 反 琴 張と 友たり。 其 衣冠せ すして 處 とき は 人道 を 牛 

馬に 同じく する XJ と を 戒め 給へ ども、 其 人 を 論 するとき は 美 を あげての たまへ り。 簡は易 簡也。 易 簡の本 は 無欲に 

して 物 を そな へす、 事 すくなし。 且 見所 明かに して 心定る 故に 風俗の 繁多に ひかれす、 無事 を 行て 無爲 也。 しかれ 

ども 廣大に 居て、 高 明 を もて あそび、 精微 中庸の 心 法を受 用せ ざる 者 なれば、 猖 狂躁 略の 弊 あり。 故に 孔子 其 美 所 

のみ あげて 可な りとの たまへ り。 弊 ありと い へど も 凡人に は あらす。 後世の 狂と いふ もの は 氣隨我 ま、 にて、 遊民 

となる 者 多し 0 凡 情 をまぬ がれ ざれば 蟹 狂 也。 ま との 狂 は 農業 家職 をよ くつと めたり。 孟子 反軍 佚 をつ とめて 其 

功に ほ； J ら ざり しにて 知べ し。 仲 弓の 寬洪簡 重なる は 質の 美 也。 よく 思 はざる とき は 狂に ゆき やすき 生 付 也。 故に 

みづ からこの 弊 あらん こと を しれり 0 居 敬 は 心 法な り。 是狂 もよ く 思へば 聖 となる の受用 也。 見ざる ところに 戒慎 

し、 聞ざる 所に 恐惧 する を 居 敬と 云 也。 敬 は 思念して 一物 存す るに あらす、 敬 は； 大地 人 自然の 理也。 天地の 生々 し 

て やまざる は 敬 也。 此敬を 性 命と して 生す る 万民 なれば、 生と しいけ る もの 身 をつ 、しまざる はなし。 朝が ほ 夕が 

ほな どの 手 を 求て 卷付 も此避 也。 故に 敬は聖 凡と もに あらす と， S ふこと なけれ ども、 凡人 は 外に 向て つ、 しむ ゆへ 


ヒ五 

に 人の 見聞 所に のみ 敬 あり、 君子 は.^ に 向て つ、 しむ もの 也。 內 にむ かふの 主意 立と き は、 天然 無心の 敬^ じて し 

ばらく もやます。 是を 天理 流行と 云。 天理 流行す る 時 は 人欲き よく 盡、 人欲な きとき は 物を不 求、 求 ざれば 小備し 

て 用 たれり。 知 あきらか にて 耍を しれば 事 すくなく してし まりあり。 是易簡 の 善 也、 至德に 配すべし。 これ を 行，^ 

臨；.： 其， 民 一一と 云な り。 居 _ぃ簡_ 一行け 簡" は 狂者 精微 中庸の 受用 か、 きもの 也。 故に 大簡の 弊 あり 

哀公 問 7。 弟子 孰 カ爲. 好 t 學。 孔子 對ーァ 曰。 有 n 顏囘あ 者？ 好 i ヲ。 不. 遷_廷 一一。 不 k ズ 過ち 

不幸 短命 _ -メ死 ス矣。 今 ャ也則 亡 シン 未 聞？ ^好に  1  チ者マ 也 

好 學は學 で 聖人と なる の 志な り。 聖人の 聖人た る 所い かむ と 知て、 才識 分量 をみ るべ からす。 世 問の 人の 聖人 を 見 

る 所 は 分量の 廣大 にあり。 是 聖人の 餘 事な り。 聖人の 聖人た ると ころ は、 人欲き よくつ きて、 天理 流行し ばらく もや 

まざる 所 也。 いまだ 至 所に 至らす といへ ども、 .E 己の 人欲つ きんと 志した る は好學 也。 しから ざれば 文學藝 術の 事 

にして、 聖人の 好 學には あらす。 不レ遷 い？ 怒-一 不；， 贰 け 過ヲは 克己 復禮 の受用 也。 未 _ゅ 怒ラの 初、 鑑空 衡平の 鉢 也、 すでに 

怒の 後、 氷 消 霧釋の ごとし。 遷， 怒 は 私意の 執 滞 也、 貳レ過 は 私意の 隱伏也 、といへ り。 顏子は 私意の 滞な し、 故に 物 

の 怒るべき に當 ていかる とい へどもう つらす。 叉 私意の 伏な し、 故に 過て は 不知と いふ ことなし。 是を しれば と 

めす。 外 過を改 るに 吝. ならす、 內不 遠して 復す、 是 を不， 留と云 也。 七十 二 賢 いづれ も 學を不 好に は あらす、 た f 顔 

子 は その 精微を 得たり。 其 外 三千の 中に も 成 德達才 の 人 あるべし。 凡 を 越て 善 信 美大の 德に. S たれる 人 多し。 顏子 

は 大人の 位な り。 今少 存生なら ば 不日に 化して 聖人 たるべし。 短命の 不幸なる 所な り。 集註 程 子の 說大 かた 備れリ 

論： 故 g 小 解 (雍也 第 六)  七 五 
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子 華 使 ース1 於齊 r 冉子爲 っ1 一一 其 ノ母ー 請 S 米"。 子" 曰。 與 一へ I ョ之 一一 ハ金 T。 請ズ I ヲ。 ぼ。 舆ーョ 1 之 一一 廋 T ひ 

冉子與 つ 之-粟 五秉 T。 子， 曰。 赤 力 之 適 5 齊ン 也。 乘 「1 肥 タル 馬？。 衣； S キ裘 一。 吾レ 聞い 之 也。 君 

子 (周 不レ繼 ば 富-一。 原思爲 n 之， カ宰？ 與一 フー 之 一一 粟 九 百 1 辭 S 子ノ 曰。 母。 以テ與 一 V ノカ 爾鄰里 

鄕黨 _ 一 乎 

集註 備れり 

子 謂 ri 仲 nm 曰。 華 牛， 之 子。 辞 メ且" 角 ァリ。 雖 S 欲ス t 勿 it 用ル 1。 山川 其 レ舍. ^ャ諸 

解 集註に みえたり。 人 あり 其 心 賢なら ば 俗姓 を 問べ からす。 心 賢なら すして ォ能 有、 其 心 利に さとき 者 は、 俗姓に 

よりて 一入 國 家の 害になる 者 あり。 吾 朝 俗姓の 吟味す たれて より、 士の 風俗い やしく なれり。 仲 弓の ごとき 賢なら 

ば 日本と いふと も 格に よるべ からす。 中國 にも 俗姓 をい ひし 事 あれ ども、 後世の 事な り。 根本に は 貴賤な し、 皆 天 

地 を 父母と して 氣化 によりて 生じた る 人の 後 也。 日本 も 同じと いへ ども、 地の 生と 神明の 後との 別 あり。 故に 英才 

多く は 神明の 後に 生す。 姓氏な. き 人に 好 人 ある も、 神明の 後の 姓氏 を 失 ひたる 者 ありと みえたり 

子 Z 曰。 囘ャ也 其ノ心 三月 不 4f  u4_-。 其，^ 餘ハ則 日月-一至 S 焉 已矣 

心 は 性情 をす ベて 靈 照明 覺の 鉢.^ 仁 は 性の 元な り。 天道 自然の 性 上より 靈覺 して 私意の 間雜 なき は不， 違， 仁 也。 
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無 レ意無 ，.必 無， 固 無， 我 無 無レ 莫モ義 之與- 比ブ これ 也。 三月 は 五行の 一成 也。 四時 皆 三月に して か はれり。 故に 一二 

月との たまへ る は 一年中の 事 也。 顏子は 一年中 仁に たが はすと 也。 聖人に 至りて は不 違の 二字な し、 た 此 二字 あ 

る 所い まだ 聖人に 不ゅ 至と 乙ろ 也。 こ.^ に 至て 神化の 妙 不日に 聖人に 至べき は 顏子も 不知と ころ 也。 顔 子の 位に 至 

て は、 これより 外に 何事 も 聖人に たが ふこと はなき 也。 其餘の 諸賢み な 尊 德性道 問學の 功夫 淺深 厚薄 あり。 仁の 鉢 

を もしれ り。 不 違の 受用 もしれ り。 しかれ ども 全く その 地位に 至 こと は 自然 也。 或は 一月に 一度、 或は 一日に 一度 

其 位に 至る こと あり、 其 外 はっとめ て 行 也。 藝術 といへ ども 稽古の 功に よりて 至極の 位に 常にい たれる は 上， 也。 

それより 以下 は大 かた 心得ながら さやう に は 成が たし。 時々 不思 不知 此 位と おも ふこと あり。 功 をつ むこと 久して 

精義 入レ 神-とき は 常と なる が 如し。 箏の すが どき、 琵琶 のげ 〔〇 ば 力〕 ち あたり も此位 あり、 擧で 知べ し 

季康子 問フ。 仲由ハ 可け 使 は從？ 政-也 與。 子ノ 曰。 由ャ也 果ナリ 。於-レア 從 1 政 一一 乎 何 力 有ン。 曰ク。 賜ャ 

也 可レ使 ムレ 從 i 政 一一 也與。 ノ曰。 賜 ャ也達 ナリ。 於-レア 從ぃ政 一一 乎 何 力 有ン。 曰ク。 求ャ也 可， 使 ムレ 從， 政-一也 

與。 曰。 求 ャ也藝 ナリ。 於- i 從レ 政-一 乎 何 カ有ン 

解 集註に みえたり  ノ 

季氏使 Is 閱子騫 ヲメ爲 ーフ1 費ノ宰 r 閱 子騫ノ 曰。 善ク爲 M 我が 辭セ ョ焉。 如 シ有； V ハ復ス ゆ 我ヲ者 1。 則 吾レハ 

諭 語 小 解 (雍也 第 六〕  七セ 
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必. ^在-、) 仗 i マ矣 

天下 道な き 時 は 農工 商の 業 をつ とめ、 貧賤 を 安 じ、 道を樂 で、 父母 妻子 を 養て 可也。 しかれ ども 士の 田地な く、 職 

なく、 金な き 者 は 仕て 祿を うけ、 一家 を 養 ふべき よりの ことなし。 人 は 人と 交るべし、 禽獸 木石と 居べ からす。 0 

道の 寺 とても 仕へ ざる こと あた はす。 故に 子路冉 求な どの 仕 へられし を 孔子 もと？ め 給 はす。 閎子曾 子な どのつ か 

へら， ざり し は、 その 身の 道德 より 時處位 も相應 して 自然と 如此、 吾心の 誠より 世界 を 造化し 出す 也。 孔子の 小官 

を不辭 して 仕へ 給 ひし は、 大 德の敦 化、 人倫の 常 を 行 ひ 給へ り。 子路冉 求な ど k 似て 各 別な り。 孟子 は 道 尊く 威 高 

し、 人 も 小官 を あた ふること あた はす、 其 身 も 居が たし、 富士山 をみ るが 如し。 しかれ ども 孔子の 德の廣 犬に 及が 

たし。 富士 高し といへ ども 平地に は 及ぶ ベから す 

伯 牛 有い 疾ヒ。 子 問 7, 之ヲ。 自， 牖執 ri 其ノ手 r 曰。 亡ノノ 之。 命 "ルカ" 矣夫。 斯ノ 人" 也而有 r- 斯， 

疾 4 斯乂ャ 也而有 n 斯瘓 1 也 

解 集註に みえたり。 此 章の 義 分明なら す、 しゐて 解べ からす。 理 にお ゐて 益な し  二 

子 も。 賢… ナ 哉， 也。 ー簞ズ 及。 一瓢 ノ飮。 在 n 陋巷 _;。 人 ハ不， 堪， £ つ 憂 _{。 囘 ャ也不 M^rl 

其 ノ樂， 一。 賢 ナま哉 囘ャ哉  \ 


じ-し 

一軍 食 は 今 貧賤の 者、 铆 こりに 食 を 入て、 塩 さいにて 食す るた ぐ ひなるべし。 畢竟 汁な く、 菜な く、 一 器の 飯ば か 

りの 称 也。 一瓢 飮は、 ひさ ご を 二つに わりて 飮器 としたる 也。 極て 貧なる 鉢 也。 陋巷 は、 はに ふの 小屋、 しづが ふ 

せ やな どい へる たぐ ひの 貧なる 者の 家の 鉢 也。 かやう の 境界に て は、 强者は あふれ、 柔者 はへ つら ひ、 たと ひ あ ふ 

れす、 へつら はす とても、 貧苦に 心 を うつさる、 もの 也 0 四百四病よりも 貧 をつ らしと. S へる は 凡 情の 常 也。 顱子は 

もとより 道 德の樂 あり、 貧窮の 爲 に其樂 をう つされ す。 文 王は菱 里に とら はれ 給 ひて だに 易傳を 作り 給へ り。 獄中 

國 家の 用な きいと ま を、 平 人の 文舉 所に 入た る やうに おぼえ 給へば 也。 獄に 入て 獄を 忘る k は、 其樂 を不改 なり。 矧 

ゃ軍瓢 陋巷 を や。 道家に 道德 のた のしみ をい はんとて、 蓬萊 方丈 癩 州の 仙宮を まう けたり。 人の うらやみした ふべ 

き 美 をつ くせり。 怫家 も叉是 になら ひて、 極樂九 品の 淨土 をい へり。 二 家 共に 凡人の ねが ひした ふべき たのしみ を 

いへば、 道 德の樂 にお ゐて 却て あらし。 孔顏は 凡人の 至極に くめる 貧賤 困窮の 所に て、 道 德の樂 を 語り 給へ り。 二 

氏の 樂の 及ぶべからざる こと 言外に あり。 道 德の樂 はい ひがたし、 い へば かへ りて 弊 あり。 分明に 淸香 梅花の 上に 

あれ ども， たづね て 梅花に いたれば 香の みるべき なし。 聖賢の 樂は 泰然と して 太 山の ごとく なれ ども、 耳目 ロ說の 

及と； J ろに あらす 

冉求ノ 曰。 非 5 不ル- 二說； 1 子 ノ之道 r カラ 不. 足ラ 也。 子ノ 曰。 カノ 不 ルレ 足ラ 者ハ。 中道 一 フ而 廢ス。 

今 マ 女. isp リ 

解 集註に みえたり。 道に す、 む 力 は 心の 明より 生す。 心の 明は學 によりて 明か 也。 しかれ ども 心外に 向と き は、 

渝： 扭？ 小 解 (雍也 第 六)  七 九， 
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術ー藝 となりて、 才能の たよりに はなれ ども、 心の 用に はならざる ものお ほし/ 

子 謂 r 一子 夏-一一 曰。 女 一で 爲ーョ 一 君子 ノ儒 T。 無 レレ 爲ー r 小.^ 人ノ儒 T 

儒 はむかし の官の 名な り。 鄕里 にして 人に 六 藝を敎 る 者 を 儒と いふと い へり。 戰國 より 學 校の 敎 すたれ、 士 たる 者 

みな 弓馬 軍 術 をのみ 事と して、 道學を 不知。 ゎづ かに 鄕 里の 儒官の 風の 乙り て、 聖人の 道 をい ふ もの は 儒者の み 也。 

これより 儒 を學ぶ 者の 稱 とす。 聖人の 道 は 人道 也。 學は 人道 を擧 ぶな り。 儒者と いひて 別に 道 者 あるべき やうな し 0 

あやまり なれ ども 世 こぞり て. S ふこと， なれば、 其 名に よりての たま ふなるべし。 君子の 學を せよ、 小人の 學を する 

ことな かれと いへ る 意 也。 君子 は大 鉢に したが ひて 心內に 向の 人 也。 小人 は 小鉢に したが ひて 心外に 向 者 也。 大鉢 

は道德 なり、 小鉢 は形氣 也。 此時は 子 夏の 初學 なるべし。 孔子 終 給 ひて 後、 孔子 とても 子 夏に まさる 事 あら じと て 

人 尊信せ しとい へり。 詩の 大序小 序 は 子 夏の 作 也。 後世の 人の 及べき にあら す 

子 游爲ー ルー 武城ノ 宰？。 子ノ 曰。 女" 得 タリけ 人 ヲ焉爾 乎。 曰。 有 「1 澹臺减 明 云 者？ 行不， 由-い 徑- 一。 非 一 r 

公事？ 未ョ眷 ーァ至 「1 於 偃， 力 之 室 一 一 也 

此菜 集註 儲れ り。 徑は 小路 を 以てた とへ とす。 名利の ネ覺、 ちかみち にこが しこき 事な ど、 すべて 凡人の 小知の ふ 

る まひ 也。 六 藝の外 無用の 小 術 等 も 小 徑の數 也。 滅 明の 常の 行跡に さやう の 事な しと 也。 公事 は 公用な り。 公用の 

外に 私の みま ひとて 奉行の 家に ゆかざる 事 は 古代の 式 也。 滅明は 古禮を 用て、 當風 にう つらざる 人な り。 かくの ご 
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ィ n フ 

とく なれば、 事す くな くして 世間 ゆるやか なり。 古昔の 民 は B 出て 作き、 日 入て 息と いへ り.。 禮 式の 外 私のう ごき 

なければ 多事の 勞 なし、 篤恭 にして 天下 平なる の 風 也。 子 游の武 城の 奉行た る にても みるべし 

子ノ 曰。 孟之反 不レ伐 ーフ。 奔 ルオー フ而殿 タリ。 將 1 入ン トレ 門- -0 策 ーーァー 其ノ 馬？ 曰ク 。非 -ス i 敢モ後 ，ルー 一也。 馬ノ 

不 J 進 i 

奔は 敗軍 也。 殿 は 俗にい へる 軍の しんがり 也。 先陣 一 番鎗 は、 身方 我 一 と あらそ ひす、 む 時 なれば、 少し 氣のぁ 

る 者 は 進み 易し。 殿 は 身方く づれ て、 我 も-.. \« と 退きに ぐる 時 なれば、 跡に ふみと まりて、 身方 をた すけ、 ゆる/、 

と 引 こと はかた し。 孟之 反身 一力 敗軍して にげ かへ りたる に、 しんがりして 一 人跡より 来りたり。 諸人 目 を おどろか 

す處 に、 少も其 功に ほこらす、 其 善 を 有せす。 しかの みならす、 我 一人 高名して 身方の 敗走した るが^. il さに、 し 

ん がりいた したる に は 非す、 馬 草 臥て す、 ますと いへ り 0 馬の 上 間にて なく、 す. - まざる は實 にても あるべ けれど 

も、 他人 は むちうちて 急べ し。 孟之反 は 狂者に て 死生に こ. - ろな し。 馬に まかせて むちうた す、 門に 入と きに 少し 

うちた るな り。 の 凡 を はなれて 心地の 高き 事、 見解の みに あらざる こと を 知べ し。 人 皆 人に 上た らんと 欲する 

の 心 あり。 凡 心の 根な り。 利 心な ど はきた なき 欲 なれば、 克は县 し。 勝 心 は 様子よ き やうなる 欲 なれば、 克 さりが 

たし。 戎國 の異敎 なれ ども、 釋^ は 人 聞 第一の 賤 しき 乞食と 成て、 人に 上た らんと 欲する の 凡 心 を 去し む、 まこと 

に 奇特 也。 今に 天竺に て は 出家 は 乞食 あいしら ひ 也と いへ り。 之 反は釋 氏の 3ia にも 叶へ るか 

谕語小 解 (雍也 第 六)  八 二 


蕃 出.^ 集 第四册  ん二 

子ノ 曰。 不 A 、、ハ 有 _ーァ| 祝 舵が 之 佞？ 而 有お 宋 朝が 之 美 難 ラン 力 乎 免， V ン 「於 今ノ之 世？ 矣 

末の世の 風俗 祝 蛇が 口才 ありて、 よくもの いひ、 宋 朝が 美 色 ありて、 人に 愛せら る. -が 如く、 時の 人に ほめられた 

くお も ふ 也。 才ロ は少は 習べ し、 美 色 は 生 付 也。 しかれ ども 顔色 やよ. ら かに 人 次第にして 人の 氣に 合なる べし。 世 

俗 かくの ごとくなら ざれば、 今の 世に立 身し、 災難まぬ がれが たしと おも ふ 也。 いにしへの 人 を 用 ひし は 小 宫小佼 

より 次第に 試て 功 を 以て あげし 也。 後世の 人 を 用る は ほめ そしり を 聞て 進退す る 故に、 如 此の 弊 ありし 也。 孔子 か 

くの たま ふ は- 今の 世 とても 我心の 誠より 行 ひて、 必 しも 佞と 美と をた のむ ベから すと 也。 死生 命 あり、 富貴 天に 

あり、 才覺 ばかりにても 得られぬ もの 也。 しからば 誠 を 以てまぬ かるべし 

子， 曰。 誰 力 能" 出ル ま不レ W 由 一け 戶 何ゾ莫 t 由 ，1 「斯， 道-一一 也  ^ 

解 集註 大全に みえたり 

子ノ 曰。 質勝寸 i 文 一一 則 野 ナリ。 文 勝ュ質 一一 則 史"" 。 文質彬彬 ト" 然 > 後チ 君子 ナリ 

解 集註に みえたり。 史官 は 博識 を 以て その 職に 叶へ り。 忠信の 德 すくなくとも、 文學 ひろくば 祿を受 べし。 士は文 

武を 兼た る. 者 也。 文武に 本末 あり。 仁義 は 本 也、 禮樂 弓馬 誓 數の藝 は 末 也。 仁義の 德 ありて、 六藝に 達せる を 成人 

とす、 则 士君子な り。 玉み が. - ざれば 器と ならす、 人學び ざれば 道 を しらすと い へり。 質 は 石 中の 玉の ごとし。 文 

は是 をみ がき 出す 道 也。 しかるに 玉 をみ が- - ざる 文 多し。 是を虚 文と 云、 文の 質に 勝 也。 王 あれ ども 石 中に あれば 
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石に 異ならす。 是を 質の 文に 勝と いふなり。 文 質彬々 の 攀を聖 學と云 也。 樂人 はみ が、 ざれ ども 光明 溫 潤の 玉 ある 

がごと し。 聖人 已下 は學び ざれば 德 明かなら す、 此石は 玉な りと いふ しるしの み ゆるば かりなる が 如し。 忠信の 

質 ありと い へど も、 道 を しら ざれば 生 付よ き 平 人 也。 博學の 人道 を 知た る やうに い へど も、 虛文 にて 忠信の 質 を 亡 

す もの は舉 とする にたら す 

子ノ 曰。 人 ノ之生 ヤ也直 ナリ。 罔ノ之 生ャ也 幸- フ而 免".^.' 

生理 本 直な り。 直 心の 二字 を 合て 德 とよめ り。 德本 明か 也。 くらければ 直とい へど も 天理の 直に あらす。 不明 不直 

にて 無事に 一生 を 終る は、 盲者の 淵 川に も おぼれす 通りた るが 如し、 幸 也。 罔〕 之 ，とよみても 聞 ゆれ ども、 罔.' 之- 

生と 音に よみてよ し。 こ ろくら き 人と いふ 意 也。 直 は 明 直とい へる こ-. -ろ もよ く 聞 ゆるな り。 直 なれ ども 不明な 

る をば、 いにしへの 民の 病と し 愚と す、 况ゃ 後世 僞て 不明なる はすべき やうな し。 しかれ ども これ も 道な く敎 なき 

ゆへの 習 なれば、 彼が 罪に あらす。 f 間不直 不明の 者 多ければ、 天も罸 すべき やうな く、 人 も 罪すべき やうな し。 

故に 幸に してまぬ かる.. - もの 多し 

子舀。 知乏ヲ 者，、。 不， 如； 一 好 芝 4r 好^ ヲ 者ハ。 不， 如 n 樂芝ヲ 者？ 

道 德の學 は初學 より 樂 あり。 知 之 は 樂の初 也、 好 之 は 樂の中 比 也、 樂之 は樂の 至れる 也。 志道德 にあり て 人欲に ひ 

かれざる 者 は 君子の 徒 也。 君子 は必道 德の樂 あり。 樂 ざる は 君子と する にたら す。 樂はゃむ^Jとなし。 手の 舞 足の 

踏 XJ と を 不知、 從容 として 道に 中る は 聖人な り 
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子， 曰。 中 人 以上 ハ。 可， 1 以テ 語， 上ヲ 也。 中 人 以下 ハ。 不， 可 n 以テ語 上" 也 

語レ 上の 上 は道德 也。 中 人 以上の 人 は、 詩 書 六 藝を學 ぶ、 中より 道德を 知て 上天 道に 通す る 也。 是 を下學 上達と 云 也。 

中 人 以下 は 善 をな さしむべし、 惡を なさ しむべし。 堯舜を 君と すれば、 皆 善人と なり、 桀紂を 君と すれば、 多 は惡人 

となる 者 也。 堯舜の 民 とても、 德化 によりて 不知 不識 善人と はなれ ども、 一 々道 を しらする こと はならざる もの 也。 

此方より 秘 して 中 人 以下に 吿 ざるに は あらす、 吿ても 道に 志す こと はならざる 者 多し。 しゐ てし らし めんと すれば 

却て 害 あり。 敎る 人の 知の 不足、 德の 至らざる 故 也。 聖人の 代に 生れす、 化 を 被ら ざれ ども、 道に 志し、 德に入 人 

あり、 中 人 以上の 生 付 也。 中 人 以上に も 品- あり。 見 分 はよ から ざれ ども、 內 明かなる 所 ありて、 道を學 び、 德に 

入べき 人 あり、 是 狂者の 類 也。 知は少 不足 なれ ども、 篤赏 にて、 道 を 學び德 に 進む 人 あり、 これ 狼 者の 類 也。 世 聞 

にあしくなら ひたれば、 はじめは 中 人 以上と も 見が たき 人 あり、 しかれ ども 堯舜を またす して 大道 を 知 は 中 人 以上 

也。 上 知と 下 愚 は 却て まれ 也。 上 知 は 聖人 也、 下 愚 は 自暴自棄 也。 自暴 は 聖人の 道 を そしる 者 也。 强惡 なり。 自棄 

は 聖人の 道 はよ けれども 行 こと あた はすと 云 者 也。 柔惡 也。 其 外の 人は大 かた 中 人 以下の 平 人 也。 人事 をつ とめ、 

六 藝を學 び、 五常に そむかす、 多 欲に ひかれす、 左 道に まど はざる は、 中 人 以下の 善 也。 これ 堯舜の 民な り 

樊遲問 ^ 知ヲ。 子ノ 曰。 務 ri 民 ノ之義 T。 敬 ri 鬼祌 T 而遠 カル， 之。 可 5 謂 ^ 知ト矣 Q 問 ^ 仁ヲ。 ぼ。 仁 

者ハ先 n 難 * ヲ 而後-一 スレ獲 ル？。 可 $ 謂 ^ 仁 ト矣/ 


八 五 

天に 陰陽 五行 ありて、 天地 位し、 四時 序 を あやまら ャ、 万物 造化 せらる。 民 は 人 也、 古字 通用す。 人に 夫婦 あり ひ 

禮義 立て 和睦 すれば、 五倫 道 ありて 造化 を 助く、 是 人の 義を つとむる 也。 三 極の 道 也。 鬼神の 德を しるもの は 敬せ 

ざる こと あた はす。 敬 すれば なれち かづくべき やうな くして 遠ざかる 也。 世俗 鬼 t の德を 不知 ゆへ に、 或は まど ひ 

或は 不信。 まど ふ 者 はなれ 近付、 不信者 は 敬せ す、 共に 不知 也。 先 レ難は 私 己に 克て 人欲 を 去 こと を 先にす る 也。 獲 

る こと を 後に する は、 天理 を 得て 君子と なる は 後の 事 也。 多 は 凡 心 有ながら 君子に 成た くお もへ り、 悟道の 學のぁ 

やまり 是也。 天理 人欲なら び不 立、 天理 は 本より 人の 性 也。 固有の 本然な りと いへ ども 人欲 主と 成て 後是を 失へ り。 

故に 天理の 本 S に歸 らんと おも ふ 者 は是其 人欲 を 去 也。 人欲き よく 盡て 天理 存 する もの は 仁者な り _ 

子ノ 曰」 知者： 樂ハ水 ナリ。 仁者 ノ樂ハ 山 ナリ。 知者 ハ動 キ。 仁者 ハ靜 ナリ。 知者 ハ樂 ミ。 仁者 ハ壽シ 

樂 ^ 水ヲ とよみて 聞 ゆれ ども、 樂は 水な りと よみた る は 意味 深し。 知の 樂は 水の ごとく、 仁の 樂は 山の ごとしと 也。 

知 はう ごき、 仁 は しづか 也、 是も知 仁の 象 也。 知者 は 動て 不滯、 流水の ごとし。 樂其 中に あり。 仁者 は 無欲に して 

死生 順逆 一貫 也。 故に 靜 にして 山の ごとし。 故にい のちな がし。 畢竟 知者 仁者 二人に あらす、 知 仁 は 本心の ー德な 

. り。 又 生 付に 知者 仁者 ある は氣質 也。 日本 は仁國 なり。 故に 日本に はいの ちな がき 人 多し。 仁 は 生理 なれば なり。 

中國 は知國 也。 故に 万事 万物の 始を なせり。 氣 質の 知者 仁者に も此 模様 はあり。 水と 云、 山と 云、 畢竟 樂と云 は 知 

仁の 心の 象な り 

子ノ GT 齊 一 變セ、 、ハ 至， 1 於魯 一。 魯 一 變セ、 、ハ至 1，) 於 道？  ， 
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第四册  八 六 

解 集註に みえたり 

子ノ 曰。 觚不， 觚 5。 觚？ ン 哉觚ナ ラン 哉 

♦ 此章 集註 備れり 

宰 我問テ 曰ク。 仁者 ハ雖 S 吿- レア 之 一一 曰 ーコト 井-一有 仁焉。 其 レ從ン t 之 二 也。 子， 曰。 何ン 爲レゾ 其レ然 ラン 

也。 君子 ハ可 逝. ンム 也。 不， 可 _w 陷ィル 也。 可. -欺ク 也。， 不， 可〕 罔 7 也 

解 集註に みえたり  一 

子ノ 曰。 君子 ハ傅 ク學 ；7| 於 文 T。 約スル 1 之ヲ以 禮ヲ。 亦 可； 二 以_ァ 弗 レブ 哔カ矣 夫 

5 にしへの 文學 は、 詩 書 六 碧 也。 今の 万 卷の書 はなし、 詩作 文章の 術 もな し。 博は是 にて よしと き はめす、 人の 師 

とならす して、 いつまでも 人に したが ひて 益 をと る をい ふ 也。 同じ 六 藝詩書 にても、 自慢し と^まら ざれば、 かぎ 

りなき 意味 あり。 しかれ ども 藝術 かぎりなき 道理 を專 にす る 時 は、 大道に 害 あり。 これ を 要するに 禮を以 す。 禮は 

理也、 理は 万事 萬 物に 散在す。 禮と云 時 は 人倫に 重し。 君子の 博學は 人倫 を 明かに せんと 也、 もて あそびの 事に は 

あらす。 博學 却て 大本に そむかざる やうに すべし と 也。 禮理の 本に 約す る も、 博學の 文に よら ざれば 人道 美なら す 0 

文と 禮と 表裏 を 相 成な り 

子 見 へ| 南 子 r 子 路不レ 說ビ。 夫子 矢テ之 曰。 予が所 1 否ジ * 者。 天 厭 1  ノ之天 厭、 い 之 


解 集. にみ えたり 

子， ic 中庸 ノ之 爲-德 也。 其 レ至レ 5 ナ矣 乎。 民 鮮.. 久. ン矣  ^ 

解 集註 程 子の 說に みえたり 

子 貢 ノ&。 如- ン有 f: バ傅" 施 ーーァ 一 於 民 r 而 能ク濟 h レ衆ヲ 何 如ン。 可 t 謂い 仁ト 乎。 子ノ 曰。 何 ビ爭； /ン於 

仁 T。 必ャ 也聖カ 乎。 堯舜モ 其」 獵 ^病メ T 諸 ， 

ひろく 民に ほどこし、 衆 をす く ふこと は、 才德 兼備た る 聖賢の 君 天下 を 平 治し、 造化 を 助て 天地と 三なる 人の 大業 

也。 天地の 犬なる も 人な を うらむ る 所 あり。 形 ある もの はかくる 所 あれば、 堯舜 の聖德 とい へど も此 事に お ゐては 

御 心に 滿 足し 給 はす、 一人 にても 憂苦す る 者 あらん かと 思 召 也。 これ を 以て 仁 を 求る は、 事業に つきて 求る 也。 吾 

、 人聖學 をす る 人の 今日の 受 用に あらす。 仁 は 人欲 を 去、 天理 を 存じ、 順逆 一致、 死生 不二、 入と して 自得せ すと 云 

ことなき の 道 也。 贵賤 上下 通用して 及ぶべし。 事業に 心なし、 才 不才 を 論せ す。 子 貢の いへ ると ころ は 聖賢の 大業 

にて 德に 本才を 兼た る 人の 事 也。 古今 得が たき 人な り。 孔子 も才 難しとの たまへ る 人 也 

夫レ 仁者 ハ己レ 欲 ヹ斗ズ 而立 ッレ 人ち 己い 欲 i 達 セント 而達 ^ 人ヲ 

立 達せん と 欲する 乙と、 名利の 立身に あらす、 道 器 合一 の 己な り。 己 を 成 は 仁 也。 物 を 成 は 知 也。 性の 德也、 外 内 

を 合する の 道な り 
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能 ク近ク 取 ルレ 譬さ 可 5 謂， 1 仁 ノ之方 一也 已 

近く 身 を 修れば 遠く 人に 及び 物に 及べり。 其上德 ある 人の. S ふ と は 人よ く 聞 もの 也。 一 鉢の 天眞有 先是を 得て 實 

あれば 也。 猶 集註 程 子の 說に みえたり 


述而第 七 

子， ひ。 述テ 而不レ 作セ。 信メ而 好-古.^。 竊-比 ；<i 於 我 ^老 彭？ 

古昔い まだな き 事 を 始るは 聖人 神明の 德也。 故に 作者 を聖 といへ り。 作の 時に 當ては 天 聖人 を 生す いにしへの 道 

を傳て 今に 明かに し、 後世に 敎るを 明と 云。 故に 述者を 賢と いへ り。 跡な き 事 を 始るは 賢明の 不及處 あり。 乙の 故 

に 其 時には 聖人 出世し 給 ふ。 心 あるに あらす、 自然の 理也。 孔子み づ から 述 者との たま ふ 事 は、 古を述 るに 似 たれ 

ども、 孔子の 事業の ごとくなる は 先聖な き 事 也。 此 時に 孔子 出世し 給 はで は、 古昔の 聖 神の 道 德を あら はし、 心 法 

を 後世に 傅る こと 成が たし。 此後は 賢者の 力に も 誠意 正 心 脩 身の 心 法 を 傅へ、 齊家 治國平 天下の 事業 を 立る こと は 

なること 也。 功 用に おわて は 大緊も 聖人に か はる となし。 孔子の 後 聖人 出世し 絵べき こと 遠 かるべき 運氣 ゆへ、 


万歲 のために 天より 孔子 を 生す、 實は 作者 也。 或 問、 格物致知 を 不言 は何ぞ や。 云、 格 致 は 誠意の 心 法 也。 其 中に 

あり。 老彭の 事 並に 述作の 義、 集註 大全に みえたり  ， . 

子 も。 默， 而識 I 之，。 學テ 而不， 厭ハ。 誨 又- 不， 倦，。 何ゾ 有；^ ャ於 我？ 哉 

默識 する は 知 ことの 深く して 神に 入 也。 神に 入と き は不勉 して 行に あら はる、 知行 合 一 の 至 也。 四 称 不言して さと 

る是 なり。 知 こと 淺 ければ 默識 する こと あた はすして、 言に 發し 易し。 道に 問て 途に 說は德 をす つるの 費 あり。 故 

に 君子の 學 は默識 せんこと を 欲する 也。 學で不 厭 は理の 不窮に 至て 知 明か なれば 也。 人に 敎て不 倦 は 一 雜の仁 也。 

此 二の もの は默 識の學 より 生す る 也。 如此 己が ためにす る 實學、 吾人の 上に ある やと 深く 示し 給 ふ 也。 我 は 我等 也。 

孔子 一 人の 我に あらす。 今 俗に も 人 を 云て 我と 15 へり。 我等 也、 吾人と 云に 同じ 

子， i。 德 ノ之不 1 脩メ。 學 ノ之不 § ゼ。 聞 一 レア 義ヲ 不レ能 i 徙ル つ。 不善 不レ能 レ改ル 「。是 レ 吾が 憂 ヒナ リ也 

德を修 る は 玉 をみ がき、 刀 をと ぐが ごとし。 氣 質を變 化する は疵を 去が 如し。 舊習を 除く はさび をお とすが 如し。 

溫 潤の 德。 光 をみ がき 出し、 精祌 をと ぎ 出す 事 は、 人欲 を 去て 天理 を存 する がごと し。 如此 して 本然の 善 全し。 是 

を 條德と 一 K 也。 學を講 する は、 當 時講釋 などす る ごとき 事に は あらす。 今の 講釋 も講の 一端 也。 博學 藩問愼 思明辨 

は 講擧の 要 也。 義を 聞て よくうつり、 過 を 知て 速に 改るは 修身の 急務 也。 此 四の もの 聖門 にお ゐて大 鉢 行 はれす と 

云 ことなし、 全から ざる は聖學 の！ #S 也。 大 かた 人情の かたき 事 なれば かくの たま ふなり 

論 薛小解 (述而 第 七)  八 九 
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子 ノ之燕 居。 申 申 如 さ 也。 夭 夭 如 タリ 也  • 

燕 居 は 人と 對座 なく、 禮樂の 事な く、 書 を も 見 給 はす、 た？ に獨 座し 給 時 也。 無心 自然の 靜座 也。 後世の 靜は靜 に 

心 あり、 作て なす 者 也。 しかれ ども 心 を 不用に はまされ り。 申々 は 其 容貌 ゆるやか 也。 夭々 は 其顏色 よろこべり。 

聖人 中和の 氣象 也。 道心の 眞樂 容色に あら はれたり。 書し がた くい ひがたし。 默識心 通すべし。 吾人 自然の 靜を學 

びば， 動靜 ともに 精神 収斂して 放心す る ことな かれ。 よく 収斂して 収歛を 忘れた ると き舒愉 の氣象 あるべし 

子. 曰： 甚シ イカ ナ矣 吾が 衰 タル 「也。 久ィ カナ 矣吾レ 不一 一一 復タ 夢-一 モ見こ 周 公一 

孔子の 時に 道行 はる. - とも、 孔子 を 天に す i めて 天子と なすべき 人 はなし。 孔子 を 用て 王道 を 行人 はもし 有べき か。 

周 公 は 成 王 を 助て 王 業 を 行 ひ 給 ひし 人 なれば、 千 一 用ら れ給は f、 周 公に 近 かるべし。 もし 我 を 用る 者 あらば 東 周 

を せんか。 周 道 二度 興るべき の 志 也。 故に さめて 周 公の 道 を 思 ひ、 いねて 夢見 給 ふべ し。 身 老衰. ひて、 道の 行 

はれざる 事、 世と 共に 必 せり。 故に さめて 不思、 いねて 不夢 なり 給へ り。 聖人に は 正夢 ありて 妄夢 なし。 故に 聖人 

は寤て 憂な く、 寐て 夢な しとい へり。 昼の 思 ひの ごとく 正しき 夢ば かりなれば、 夢な しとい へり。 聖人に は 意必固 

我な し。 故に 聞思雜 慮な し。 成が たき 事、 用に た  >- ぬ 事 は 思 はす。 故に 夢にもみ ざる 也。 凡人 は 意 必！； 我 ある ゆへ 

に、 間 思雜盧 多し。 成 まじき 事 を も 思 ひ、 用に 不立事 を も 思 ふ。 故に 正 鉢な き 事 多し。 凡人と いへ どもよ く 義理の 

通した る 事 は、 昼 も 思 はす 夜 も 夢み す。 士 たる 者盜を せざる 義理 は、 幼少より 聞 習て 精義 入神す. る 故に 盜の思 ひ は 

、なし、 夢にもみ す。 是ー つ は寤て 憂な く寐て 夢な きの 聖 心に 叶へ り。 學を 好み 義理 を 明に して、 人 皆 聖人と なる ベ 


き虚 みえたり。 吾衰は 身の 衰の みならす、 吾 道の 衰也。 孔子の 盛な りし 時 は、 齊の最 公 も 用 ひんと 欲し、 にても 

1 度 は 用 ひたり。 いにし. への 名淺 にて たのみ も あり、 五十 年の 聞に は 世 中も變 する 者 なれば、 老衰の 時分 はおて き 

ざし も なきやう に 成たり。 吾 道の 衰 至極せ り。 故に 後世の ためにす るの 志の み 也。 聖賢 身の _ おは あれ ども、 心 思の 

衰 はなき 也  / 

子ノ li。 志； 1 於 道？。 據 n 於 德？。 依 n 於 仁？。 游コ 於藝？ 

逍學に 志し、 天命の 性 を 明かに し、 人の 人た る 人た らんと 欲する 也。 據於德 は 有德の 人に 近付 を 云 也。 師 とし 风ハぶ 

べき 人 あり、 友と し 交るべき 人 あり。 道學に 得た る德 あり、 氣 質の 性に 得た る德 あり。 共に 近付て 益 多し。 依 於 仁 

は、 仁 は 善の 長に して 全 德の名 也。 人の 人た K1 所の 本然の 理也。 依 は 心の 仁 を 本と して、 問學を 好み、 日用 常 行 放 

心せざる 也。 游於藝 は禮樂 弓馬 書 数の 文武の 用を備 て、 德を 助け 道 を 犬に する 也。 六藝皆 天理の 寓 する 處 なれば、 

學 で至處 にいた る 時 は 道の 面影 あり。 故に 專 治て 心 術に 交 ュる時 は 大道 を 小藝に 同じく する の 害 あり。 あそぶ 心 を 

以て れを學 び、 これ をな す 時 は 大道 を 本と して、 藝 によって 助く る 者な り。 游の字 意味 あり。 しかれば とて、 心 

を專 にして 精祌を 不用に は あらす、 游 主意 を 立てよ くす るな り 

子， 曰。 自行？ -ハ東 脩 以上 To 吾レ未 M 骨ァ 無つ、、？ ル 「焉 

ス 

解 集註に みえたり 

論語 小き (述而 第セ)  九 1 


蕃 W45 笫四册  力 TI 

子 ノ^。 不レ、 I 憤 セ不レ 啓セ。 不レ、 I 悱 セ不レ 發セ。 擧 一二 隅 T 不-, ハ以？ 一三 隅 T1S 則 チ不レ 復セ也 

集註 備れり  , 

子 食う 於 有 1 喪 者 ノ之側 r 未 M 骨ァ飽 1 也 

ス 

人と 一体の 心 自然にして しかり、 つとめて かくの ごとくな るに は あらす  ， 

子 於ーァ ー是ノ 日-一- 哭スル 寸ハ 則不， 歌 

集註 備れ り。 いにしへの 人 は 喪 をと ぶら ひ、 祝を賀 する こと、 曰 を 同じく せす、 心の 誠 を 立る もの 也 

ノ.  カナ 

子 謂 r 一 顏淵一 曰。 用ルォ i 之 ヲ則チ 行 t。 舍ルォ i 之 ヲ則チ 藏ル。 惟 我 ト與， 爾 レ W 是夫 

、 集註 並に 大全に 見えたり。 程 子の 說備れ り。 欲 あれば 不用に も 行 を 求め 舍れ ども かくれす。 遯を 好む 人 は 用れ ども 

不行。 進で 賢 を かくさ だる 人 は舍れ ども かくれざる あり。 た ^- 時と 共. に 進退して 跡な きば 孔顏 の行藏 あり 

子路ノ 曰。 子 行 ュハ、 、ハ 三軍 T 則" 誰 血ハ？ 

是は 子路の 初學の 時なる べし。 平日 こそ 用な からめ、 大難に 臨み 給 は 必す我 を 用 ひ 給 はんと 也。 勇力 人に 越た る 

人 なれば なり 

子ノ 曰。 li 虎 馮河メ 死メ而 無！ 悔ィ 者-一 ハ 吾レ不 レ與セ 也。 必.^ 也 臨 t 事 一 一而 懼レ。 好 一け 謀 「-而 成 ス者也 

<:  1  . ■ 九 一一 


虎 は、 兵 具の 用意 もな く、  fa?^ 力 をた のみて、 虎 を 乎 うちにす る 事 也。 なし 得る といへ ども、 匹夫の勇 也。 衆に 對 

すべから す。 其上危 し。 馮河は 大河 を 渡る に 舟 筏う き 橋な どの 用意な く、 淺瀨を 知て 必す 渡しぬべき 思慮 もな く、 

無 方に かち わたりす る 鉢の 事 也。 わたりす ましても 匹夫の 川 達な り。 衆に ほどこす ベから す。 匹夫の勇 は 暴 虎， 卞 1 河 

に 似た る 血氣の 振舞 をな して 死す といへ ども 不悔 也。 これ を 以て 大 軍の 衆 を 下知す ベから す。 君子 は 名のな き 軍 は 

せす。 名 は 義兵 也。 衆 を そこな はすして、 大敵 をと りひし がるべし。 故に 事に 臨て 惧れ謀 を 好む 也。 先勝て 後に 戰 

者 也。 額 子の ごとき 知勇 を かねた-る 人い よくよ き 也。 子路の ごとき は 其 旗下に 澄、 一手の 大將 にし、 强敵を やぶ 

る 時の 先陣に 用て はよ かるべし、 大軍を 動す 謀 主に はなる ベから す。 小事だに不W謀ラぱ成^Jとなし。 不惧ぱ 敗る と 

い へり。 况ゃ大 軍 を や 

f^o 寫、 而モ 可ン、 呆ム 也。 雖誠鞭 ノ之士 S レ亦" 爲 一 之ヲ。 如. ン不ン 、岢レ 求ム從 1 つ 吾 ♦  力 所？ レ好ム 

解 集註に みえたり 

子ノ 之所擬 ム齊ト 戰ト疾 トナリ  . .  I 

解 集註に 見えたり 

子 在 シ_け 齊-ー 聞け 韶ヲ 三月。 不レ知 二 肉ノ味 To 曰。 不ゥ 1 圖カラ 爲ルフ レ樂ヲ 之 至 。トハ 於 斯-ー 一也 

韶は 舜の樂 也。 舜の後 を 陳に封 ぜられ たり。 故に 先代の 樂を傳 へたり。 陳の敬 仲齊に ゆきし より 韶樂齊 にの これり 0 

输語小 解 (述而 笫七)  -f- ミ 


赛山 全集 i 米 九 四 

故に 齊 にお ゐて 初て これ を 聞て、 學び給 ふ 事 三月に して 熟せり。 其 間 は 時分に 食 をす、 むれば 食し 給 ふば かりなり。 

肉 は 厚味の 物 なれば、 是を あげて、 まして 其 外の 物 は 食の 味の 調 不調 精粗 を も 知 給 はざる が 如し。 韶音 食と なる の 

理 あり、 す k めすば 欲し 給 ふこと なかるべし。 韶樂 の來る こと 遠し、 如此 全く 傳 りて 聞ん と は 思 召 よら ざり しと 也。 

吾人 だに 樂 昔に 深き 者 は、 紘の聲 を 聞て 其 人 がら をし り、 みづ からの 爪音 撥 あたりに て 心の 正邪 を 知 こと あり。 况 

や 孔聖大 舜の樂 昔 を 聞 給 は^、 親く 虞 舜の聖 神に 交接し 給 ふ 心地 有べ し。 た f に 耳 これ を 聞 給の みなら じ。 夫韶樂 

は 神聖の 盛德 大業 善盡し 美盡し 加る 事な き 者 也。 他の 事に は 顏子曾 子 子 貢の 諸賢 聖人に 近き 事お ほし、 樂 音に ぉゐ 

て は 聖人 神明の 德 ならでは 及が たき 事 あり 

冉有， 曰。 夫子 ハ爲 マミ 衛君 T 乎。 子 貢.^ 曰。 諾。 吾將" 問 1 ン之" 

解 集註に みえたり 

入テ 曰。 伯 夷 叔齊ハ 何人 ゾャ 也〕 曰。 古，^ 之 賢人 ナ. ^也。 曰。 怨.. ひ 乎。 曰。 求 而得 タパ 仁ヲ。 

又 何" 怨ン。 出テ 曰。 夫子 ハ不 ，爲ケ 也 

解 集註 並に 大全に みえたり。 伯 夷 は 父 命 を 重 じ、 叔齊は 天 倫 を 尊ぶ。 二子 去て 國人 中子 を 立たり。 夷 齊の淸 紂を君 

とする 事 を安ぜ す。 しかれ ども 義 なくて は 去べ からす、 此義 によりて 君の 悪 をい はすして 去ル。 周 公昌 は 同列の 諸 

疾也 といへ ども、 德 をした ひて 歸す。 西 伯昌も 客の 禮を 以て 老を養 ひ 給へ り。 淸 にして 又 勝 心 我心な き 事み えたり。 


天地の 性、 人より 尊 はなし。 仁 は 人の 人た る 所の 全德 也。 五偷常 ある は 天下の 達 道 也。 伯 夷 叔齊は 五倫の 常 を 立て、 

死 を 以て 其 心 を 不變、 た^-！^：に心ぁりて死生に心なし。 生死 をみ る こと 昼夜の ごとし、 國の 富貴 をみ る 事 やぶれた 

る わらぐつの ごとし。 志 行 はれす して 餓て 死す ひ 天 を もうらみ す、 人 を もとが めす。 死生 貧富 窮達 一貫な り。 其 心 

正に 安す るの み。 故に 孔子 仁者 を 以て ゆるした まへ り 

子ノ ひ。 钣； ンー蔬 食 T 飮、 い 水。 曲 一 レフ 肱 ヲ而枕 一一 スレ 之ヲ。 樂ミ亦 在 「1 其 中 一一 ー矣。 不義 一一 メ而富 ミ且" 貴 * ハ 。於チ 

レ我 如 n 浮ぶ 雲 7 

富 贵も義 を 以て 得る 時 は、 天位 天祿 也。 仁政 を 行 ひ、 人民 を 安す るの 大齊 なり。 不義に して 得る 時 は、 己が 情欲の 

俗樂 とする ばかり 也。 如 此者は 今日 ありて 明日な きこと を しらす。 孔子より 見 給へば、 浮 雲の 大 签 にか、 れ るが 如 

し。 た に 浮 雲の みならす、 災害 を 来す 者 あり。 たと へ 得る 所 不義なくても、 富貴 を 己一 人の 榮華 とする 者 は 浮 雲 

の ごとくな り。 いかむ となれば、 富貴の 天職 を 不修ば 天命に そむく 道理 なれば、 終に 亡 をいた せり。 疏食飮 水 はき 

はめて 贫者 也。 肱 を 枕と する は 人の 鉢を備 たる を たれり として、 外に 求な き氣 象な り。 樂は 天理の 腐樂 也。 富 中 S も 

ます 事な く、 貧賤 も拫 する こと あた はす。 富贵 なれば、 富 贵の道 を 行て、 樂其 中に あり。 貧賤 なれば、 貧賤の 道 を 

行て、 樂其 中に あり。 此樂は 先賢み ないひが たしと す。 默識 自得すべし 

子ノ 曰。 加 r 一 我-一 数年 一。 五十 以テ 學ビ、 I ヲ。 可 以テ無 一 1 ル大" ル過 t 矣 

输譖小 解 (述 第 七)  九 五 


蕃山仝 築 第^ 册  九 六 

解 集註に みえたり。 此 章の 義 しばらく 疑 を 闘て 可也。 或 云、 易 書 はやく 學ぶ とき は、 見の みだる- -事 あり。 先 四 

窨 を能舉 び、 五十の 陰に 入 か、 定見 有て 後、 易を學 ぶべ し。 た？ 大 かたに 道理 をみ るば かり は 若年と いふと も窖ぁ 

らじ。 專 用て 心 法の 鑑 とする に は、 わかき 間 は 用捨 ある 事 也。 故に 學士の 大法 をのた まふなる べし、 と， S へり。 天 

下 通用して よき は、 いにしへ は 詩 書、 今 は 四書な り 

子ノ 所. 1 ハ 一雅-一言？ 詩 書 執禮皆 ナ雅- 一言 フ也 

解 集註に みえたり  • 

葉 公 問 M 孔子 ヲ於子 路？。 子 路不， 對へ 

解 築 註に 見えたり  I 

子ノ 曰。 女ぶ 尖 ゾ不レ い 曰ハ。 其ノ爲 ^ 人ト 也。 發 ぃ憤リ ヲ忘ズ 良ヲ。 樂ミ 以テ忘 5 憂ヲ。 不， 知ヲ老 ノ之將 ブ至ト 

スル r ヲ 

云爾 

食 は 人の 第一に 欲する もの 也。 これ を 忘る k 時 は 諸 欲 を 忘る- とい はすして 知べ し。 陳蔡の 間にて、 七 曰 食を絕 

袷へ ども、 終 歌の 聲 やます、 弟子 は 病で 起こと あた はす。 これ 食 を 忘れ、 憂 を 忘る- -證據 なり。 憤樂相 生じて 老期 

の來る をお も ひ 給 はす、 心氣 天と 流行して 小鉢の 數盡 るに 心なし。 維 レ天ノ 之 命於穆 トメ 不， 已て。 純 モ亦不 ^ 已マ ものな 

タ。 紫公に子路の答べきこ，^をの^^まふのみならす、 籠 子 後生の 學で 聖人と 成べき 學術 れに 過た る； J となし。 孔 


九 七 

子 は 好 舉の事 をのた まへ ども、 ，M 人の 天と 同 鉢なる 虚言 外に あり  . 

子ノ 曰。 我レ非 11 生-一 メ而知 5 之ヲ 者？。 好 t 古？ 敏？ 以ーァ 求 タルレ 之ヲ者 ナリ也 

聖人 を 生 知と 云 もの は、 氣淸 明に、 質 正直に して 氣 質の 偏な し。 習俗 そむる If あた はす。 天理 流行して 一毛の 人欲 

なし。 故に 義 と- - もに したが ひて、 意必固 我な し。 其靜 なるや 專也、 其 動 や 直 也。 生ながら 如此 なれば 自知 たま は 

す、 遠く 先聖 を師 とし 學を 好で 求たり と 思 ひ 給へ り。 .S まだな き 事 を始て 作すべき ときに あたれば、 其 知 生す。 し 

から ざれば 其 心 生ぜす。 いにしへ にした が ひて 用達す る 時 なれば、 始 むべき の 心 生ぜす。 前聖 には不 及との み ひ 

給へ り。 謙の 辭には あらや 

子 ノ不ル M 語 怪力 亂神  ,  . 

凡人 は 怪異の あやしき 事 を 神 也と 思へ り、 多 は 心眼 病 也。 正 人の 前に はなき 事な り、 もし あり とても 變 なれば 正直 

の 神道に は あらす。 カは爭 の 端 也、 多 は 身 を 亡す 不祥と なれり。 德行 はる- -時 は、 力 ある 者 は 平生 常 行の 第に 用て 

人 を 助る 重寶 となる 也。 乱 は戰國 兵乱の 事 也、 五倫の 乱より 事お これり。 是叉 人倫の 變也。 三の 者 は 人倫に 害 あり 

て 益な し。 不得已 して は、 書に も 記し、 言に も 出す といへ ども、 常の 語に は あらす。 凡人 は 常 をい ふ 事を不 欲して、 

怪力 乱 等の 變を いふ 事 を 悅ぶ者 也。 老者 をば 安 じ、 幼 者 をば なづ くるの 聖 心の 常 を 知者 少し。 祌は幽 深の 理也、 人 

は 明白の 理 也。 幽には 鬼神 あり、 明に は 人 あり。 本 二に あらす。 故に 人道 をい ふ 時は疋 神の 理、 其 中に あり。 書に 筆 

し、 理を いふ 時 は 鬼神の 事 をのた まへ ども、 平生 禮樂 の敎の 中には 用な し。 平生 も 好で 神 をい ふ は 利 心なり。 妙奇 

晚腊小 解 (述而 第 七し  九 七. 
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特を なして 愚民 を まど はす 者 は 野 狐 挫と もい へり 

子ノ 曰。 三人 行 フ寸ハ 必ズ有 J 我、 ガ師 1 焉。 擇 5 ハノ善 ナル者 T 而從 "之-一。 其ノ 不善 ナル者 ハ而改 は之ヲ 

天下に 人 三人 あり。 善 者數千 人と い へど も、 我に 對 する 時 は 一 人 也。 惡者數 万人と い へど も、 我に 對 して 一 人 也。 

其 一人 は 我 也。 善なる 者 を えらび、 己 をす て、 人に したが ひ、 不善なる 者 は 凡 情の 適 病、 人に あれば 己に も あり。 

故に 人の 不善 をに くむ 心 を 反して、 己が 不善 を改 むべ し。 夫 善人 をみ て 善と 知 心、 則 我 身に 善 を 行 ふべき 師也。 惡 

人 を 見て 惡と知 心、 則 我 身の 惡を あらため 去べき 師 なり。 師外 にあら す、 我心に あり。 人に 有 だに 如此、 况ゃ 我に 

有の 善惡 は、 念 盧の微 といへ ども、 一念の きざしに をいて 是を 知の 神明 あり。 不 遠して 復 する 時 は、 身の 罪過と な 

ら す。 是心 法の 始也 

子ノ 曰。 天生 ，ラ 德 ヲ於予 一一。 桓 魃其レ 如レ予 ヲ何ン . 

孔子 宋の國 に ゆきて、 大樹の 下にて 門人と 禮 を習禮 した まふ 時、 宋の司 馬 向 魑其木 をき り、 孔子 を 害せん とす。 微 

服して 去た まふ。 弟子 速に 行 給 ふべ しとい ひける 時、 如 此のた まふ 也。 梪魑 などに 害せら る- -我 なれば、 天より 此 

德 をば 生ぜざる 也。 この 德を 生す る は 天下 後世の ため なれば、 其功不 終して 死すべき にあら す、 と理を 以ての たま 

ふ： a。 ゆるく と 去 給 は、 天 をた のしみ 命 を 知 處也。 微服して 過 給 ふ は、 難 を さくる の 道 也。 其 時桓司 馬が 威勢に 

て、 孔子 を 害せん こと は甚 易し。 しかれ ども 無事に 去 給 ふ は 命 也。 志 確く、 見定 り、 斷 然として 理を 以て 自信す、 

絶て 疑 忌 顧慮の 意な しとい へり 


.  •  、•  九" w 

子ノ 曰。 二三 子以 W 我 9 爲ル 5 隱 スト 乎。 吾レ無 t 隱； r 乎 爾？。 吾レ 無？ 5 行 トメ 而不？ 遍ハ三 三 子？ 者 ハ是レ 

丘 ナづ也 

解 集註 大全に みえたり。 戰國の 時分 なれば、 大道す たれて 藝 術の 敎 など 秘密の 事 ありた ると みえたり。 それに 習て 

孔子の 道に も 奥 端 あるかと 疑 ふ 者 ありた るき 也。 大道に 何の 秘密 あるべき や、 た s.- 學 力に 淺深 あるの みなり。 いに 

しへ 〇 藝術は 皆 道 あり、 故にいた る こと はやし" 秘密と 云 事 はじまりて、 其 道 を 失 ひ、 古人の 苦心 を 亡し、 せの 藝 

能った なく 成たり。 惜む べし  , 

子以ー i 四 マ 敎ュ。 文 行 忠信 

いにしへ の 文と 云 は、 詩 書 六藝講 學窮理 也。 行 は 五 典十義 也。 忠信 は 心 法 也。 誠 は 天の 道 也。 誠 を 思 ふ は 人の 道な 

り。 吾人 至誠 無 息の 中より 生す、 故-一誠 は 本心 也。 しかれ ども 聖人 以下の 者は氣 質の 偏にお ほ はれ、 習俗に そめら 

れ、 人欲に へだてられて、 有が ごとく 無が ごとし。 眞實に 誠 を 思て 本然に 合同 せんと 欲する 者 は、 言必忠 あり。 行 

必信 あり。 文舉を 以て 知識 を 高 明に し、 五 典 十義を 以て 德行 を實 にす。 みな 忠信 を 主と する の學 なり 

子ノ nr 聖人 ハ吾レ 不二 得テ而 見,. 之ヲ矣 。 得 直つ 君子 ー者 斯レ可 ナり矣 

集註に 聖人 は 神明 不測の 号 也、 君子 は才德 衆に 出る の 名 也と いへ る はき こえたり。 細 註に 德 あれ ども 才 なき は 君子 

とする にたら す、 といへ る は 心得が たし 0 君子の 君子た る 所は德 にあり て、 才に はなき なり。 己に 才 なければ 人の 

諭薛 小^  (述丽 第 七)  . ^九 
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才を 用て 用 をな す 者 也。 その 心 天理に 住して、 人欲の ために ゎづら はされ ざる を 君子と 云 也。 君と 大臣と は、 たと ひ 

才 ありても かくして 不用 をよ しとす。 故に 大學 にも 斷. < として 他 技な しとい へり。 大君 は 知を紀 綱の 根本と すれ ど 

も、 くらまして 先達し 給 はざる は、 天下の 知能 を盡 さしめ、 天下の 賢才 を 用 ひんが ためなり。 故に 君子の 君子た る 

所 は 專惠 にあり。 德 あれば 德に 付た る才 あり。 よく 人 を 用る これな り  . 

子 ノひ。 善人 ハ吾レ 不二 得 テ而見 1 レ之 M 矢。 得 1 見 一 7 有レ W 恒者 T 斯レ可 ナリ矣 

子 曰の 二字 IP 文と みえたり。 善人 は 心に あしき 思 ひなく、 身に あしき 行なく、 すべて 心身と もに 惡には ゆかざる 人 

也。 問學 有て、 道德 仁義 もしれ り、 しかれ ども 聖學の 心 法 は 不知 者 也 0 氣質 衆に すぐれて よき 故に、 氣質 よからぬ 

人の 聖學 を受 用す るより は、 受用 せざる 善人 ははる かに まされり。 故にい よく 心 法に は おもむかす、 精微 中庸の 

窒 には不 入して 終る 人 也。 子產淵 明な ど 善人と みえたり。 有 恒者は 堅く 正道 を 守りて 不變 人な り。 心の 快活 は 善人 

に 及ば ざれ ども、 平 人より みて は、 善人よりも 正く み ゆる ものな り 

亡 レ.^ 而爲， 有ト。 虚シケ レ.^ 而爲， 盈 リト。 約シケ レ.^ 而爲， 恭 カナ？。 雞 カナ 乎 有" 恒矣 

亡 は 絶てな き 也。 虔は いまだ 不滿 也。 約 は 貧窮な り。 泰は 富有 也。 此解 集註 大全に みえたり。 しかれ ども、 とくと 

落着せ す。 才知の 事に しても きこえ、 身上の 事 にても 聞 ゆるな り。 ケ樣の 事 百年の 內 にも 人情 風俗 か はる 昔 也。 五 

六十 年 以前まで も家內 貧し けれども 不自由な りと 云な げきごと をい はす、 借金しても かりたる とい はす、 內 所の 貧 

西 を かくして、 めいらぬ 顔に て 有しな り。 近年 は內所 富で も 貧と いひ、 借金なくても ありと いふ、 わざと も 見苦しき 

.  10Q 


鉢 をす る やうな り。 备 別ちが ひたれ ども、 內外 ある こと は 一也。 つくろ ひたる 者 なれば 恒な きなり。 同じつ くろ ひ 

にて は 昔の 方 まされり。 昔の は 武士 氣に 近し、 今の は 俗に 乙す きと 云 者 也。 邪知な り。 叉 才知と して 見れば、 昔の 

者 は 有 鉢に しらぬ 事 は 不知と いひ、 あた はぬ 事 は あた はすと いへ り。 是亡 をば なきと し、 虔は虔 とする 也。 筏 世 は 

不知； J と を も 知た る 顔 をし、 少し 知た る 事 は 自慢し、 知 あり 才 ある 鉢 をす る 也。 今の 貧富の 仕形と は うらおもて 也 0 

孔子の 時分の 人情 風俗 知べ からす 

子釣ス レ^ 不レ 綱セ。 セス レ芣， 射， 宿ヲ 

解 集註 大全に みえた bs 

子ノ 曰。 蓋シ有 擎メ， 知ラ而 作乏ヲ 者？ 我レハ 無. 是也。 多ク 聞テ擇 1っ 善 ナル者 t 而從 YNr 多 ク見テ 

而識 ルレ 之ヲ。 知^ 次 ナリ也 

聖人の 作 はみ なし かる ゆ へんの 理 あり。 世間 利發 にして、 文學 ある 者、 己が 小知に 自滿 して、 妄に 作す る 者 あり。 

天下の 益に はなら すして 費と なる 者 多し。 孔子み づ からのた まふ、 我 作者の 聖 神に あらす といへ ども、 不知して 作 

する こと はせ ざる 也 0 た 多く 古今の 事 を 聞て、 其 善 をえ らんで 是 にした が ひ、 多く 古今の 書 を 見、 人の 上 を もみ 

て多識 有、 生 知の 次 也、 とのた まふな り。 夫 神聖の 作 は 昔な き 事 なれ ども、 當時 不一， 出来 一して 不叶物 を はじめ 耠 へり。 

或は 天象に よりて 天を師 とし、 或は 卦> ^の 象 を 見て 先聖 を師 とし 給へば、 皆し かる ゆ へんの 赏理 あり。 先み づ から 

is^ 小 解 (述而 第 七)  101 
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の 心 赏理に 至て 凡 を はなれ ざれば、 舞の 實理は 不知 者 也 

互鄕 難； Mrs 童子 見ュ。 門人 惑ヌ。 子ノ 曰。 與；： 其ノ進 T 也。 不. 與？； 其ノ退 一也。 唯 何. ソ 甚キ。 人 

潔フ メレ 己 ヲ以テ 進 マ、、 ハ與 ースー 其ノ潔 r 也。 不. 保 其ノ往 一也  . 

. 解 集註に みえたり。 人の 善惡を えらび、 惡を 以てけ がれと する は 小 德の事 也。 孔子 は 天地の 量に ひとしき ゆへ、 え 

ら びす つる 物な し 

子ノ 曰。 仁 遠 カラン ャ乎 哉。 我レ欲 スレ. -仁 ヌ斯- 一仁 至； 矣 

仁 は 人の 人た る 理也。 人々 の 本心 を しらで 不仁なる は、 狂人の 身 を 忘た るが ごとし、 惑へ る こと 甚し。 狂 さめて 我 

身 を 求れ ぱ、 我 身 こ、 にある が 如し。 故に 舉 問の 道 は 放心 を 求る にあり といへ り 

陳司敗 問 S 昭 公知 リ t 禮ヲ 乎。 孔子 ノ曰。 知い 1  齜ち 孔子 退キ玉 7。 揖 巫 馬 期 T 而進ー ^ 之 曰。 吾レ 

聞ク 君子 ハ不 トレ 黨セ。 君子 モ亦 黨スャ 乎。 君 取 一 1 リ於吳 I 爲 r 一同 姓 4 謂 一 1 之ヲ吳 tl^l 子 1 君 一 フ而知 ♦ ；&ヲ 

孰カ不 2 知レ 禮ヲ。 巫 馬 期以テ 吿ス。 子ノ 曰。 丘 ャ也幸 ナリ。 苟モ 有レ、 -過 チ人必 ズ知レ W 之ヲ 

解 集註 大全に みえたり 

子 與レ人 歌-一 ノ 而善キ 寸ハ。 必ズ使 メーレ フ反レ 之ヲ而 メ後チ 和スレ 之- 

一 。二 


g 


解 集註 大全に みえたり  一 一，， コ チレ， 

ノ  ：  'I.  V お 1。 弓-二 ズ フー 「君子 1 則 チ吾レ 未 二 之ヲ有 ーレ得 

子ノ 曰。 文 ハ莫； )" 吾 t 猶ブ人 也 躬 f 一 ，ョー 貝 ョ 


If みえたり .  _,。 きん-一 f 卷ち 则可 ト 

； IiJ,J„ レ ま- It ンャ 0  ffl -々 之 ヲ不レ 1^ 詢レゾ ス レぉ  ノ 

子 ，i。 若 f 一" 聖 ト與プ 仁。 則 吾" 豈-^ 积 ，レ ラ. - ^ 

き、 天理 流行す る 所 I。  |万兩金、 五 千" 金し" ののに して、 1111 

1 とし。 IIHH^^fsl しか！ 量 

量 ひろき が 故に 平 人の"" r 唯 天平 理" r に r き rf する 也。 ill 精 金 

の誉を聖人籠とはせ す 唯 1^广 て； I ぁる時 は、 金に あ I。  I りと も 人欲 あ 

11 金の き r は 金 rr/ けれども 人欲な 11 人 St, 賢人 君子と いふべ し。 J 

らば 凡夫 也。 一 兩金 も雜 なき 時 は 金 也 まけれ .C ハ. i 、雙 也。 しかれ どもみ. つから 8 はざる もの は、 天 

の 本 也。 孔 115 へば、 仁者 也。 才德| ベ 知 也。 i 仁 也。 i 

I  III  I  flu  i 
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の 强カは 勇 也。 知 仁 勇 は 性 也。 天下の 達德 なり。 其 性を盡 したる 者 は 聖人な り 

子ノ 疾病 ナリ。 子路 請り 禱 「ヲ。 子 ノ^。 有リャ ST 子 路對テ 曰。 有リレ 之。 諫 一一 曰。 禱 .ー7爾" 于 上下，^ 神 

祗 一一 一。 子ノノ 曰。 丘が 之 躊レ； 久シ矣 

病 は 疾の重 を 云と いへ り。 孔子 時に 病て 臥 給へ り。 醫藥の 功み えざる 故に、 子 路の情 やむ こと を不 得して、 天地 鬼 

神に て快氣 をい のらん と 也。 しかれ ども 病人に 在て はいの りの 意 有べ からす。 子 路是を しれら ば、 孔子の 知 給 は 

ざるぐ うにい のらるべし。 知 給 ふやう にあり し は 思慮な き 也。 故に 孔子 其い のりの 意 を 難 じ 給へ り。 子 路も行 あた 

りて、 古書 を ひきてい へり。 昔の いのりと 云 は、 平日の 過を悔 て、 是を 改め、 善に うつらむ こと を 欲す。 此 心を以 

て 天地 鬼神に 吿て、 其と， がめ をい のる 者 也。 鬼神 は少々 の 過 をと がむ るに は 非す。 人の 過惡は 鬼神の 造化 を さまた 

ぐる 者 也。 故に 自然と 其 報 あり。 打 身 ある 者 は 土用 八專に 痛める が 如し。 孔子の 我い のる こと 久し、 とのた まふ は 

平日 過て は必す あらため、 善 を 知て は必 すうつ る、 是我 素行な り、 今更 後悔な きと 也。 聖人 は 全 鉢 善 也。 しかれ ど 

も ^々として 善 を 有せす。 人の 善 をみ て は是を 好し、 是 にくみす。 是 聖人の 善に うつる 也。 聖人 本より 過なければ、 

改 むべき 事な し。 しかれ どもみ づ から は 過な しと 思 ひ 給 はす。 凡人 は 過の みなれ どもな しとお もへ り。 是聖 凡の わ 

かる、 所な り 

子 ノひ。 奢ル オハ 則" 不孫 7。 儉ナル オハ 則チ 固シ。 與^ 其 ノ不孫 r ン也寧 PS" 力" 

1 081 


一 as 

奢る もの は、 上 を 犯し、 下 をし のぎ、 人 を 害する こと 甚し。 儉に 過る 者 は、 あた ふべ くして あたへ す、 施べ くして 

ほどこさす。 天 物 を 私して 己 1 身の 利と する の 罪 あれ ども、 奢の 罪に 比すれば 少き 也。 俗にし はき 者 を かたき 者と 

.S へる は、 此^の 字の 意 也。 し はき 者 は 窮屈に かたき もの 也。 大 かたし はく かたき は、 不仁に してい やしき 者 也。 

仁心 ありて はさ やうに 堪忍 はならざる 者 也。 君子に も 儉の事 は あれ ども、 儉に 心なし。 無欲なる が 故に、 物 を 不備、 

足 こと を 知て やむ 故に、 外より 見て は儉 也。 又 尺 蝮の 屈 は 仲 こと を 欲す 。民の 父母た る 慈心より、 施さん が爲に IS 

る 事 あり。 故に 君子の 儉は 仁心 無欲より 生す る 也。 又 奢 者 は 君子の ゆたかに してい さぎよ き 所 を かりて、 奢の かざ 

りと する こと あり。 君子 は 其 心 ゆたかに、 其 鉢 ゆるやか なれ ども、 不孫無 鱧に はなし。 其心淸 けれども 分 過の 器用 

だて はなし。 奢儉 ともに 世知 かしこき は 似て 非なる 處 あり 

子 ノ曰。 君子 ハ坦 蕩蕩 "リ。 小人 ハ長 戚戚  . 

解 集註に みえたり。 君子 小人 の^は 常に 心の 苦樂 にあり。 小人 は 富貴 なれ ども 心 苦み、 君子 は 貧賤 なれ ども 心樂む 

子溫 一一 メ而 厲シ。 烕ァ リテ而 不レ猛 カラ。 恭メ 而安シ 

聖人 温なる こと 春風 和氣の ごとし 0 しかれ ども 嚴 然として、 なれあな どるべ からす。 和して 不 流の 氣象 也。 天道 春 

を 以て 温 風和氣 をし くと い へど も、 叉 さえ かへ りて 二月の 雪 衣に 落る こと あり、 和氣に 流れざる が 如し。 終に 三月 

に 至て 和氣 極て、 物の 生長と ぐる 也。 聖人の 温和 は嚴 然として 姑息の 弊な し。 人望で 恐るべし といへ ども、 f^: は 民 

の 父母た る 慈心 厚き ゆへ に 恐て 愛する 者 也。 威 ありて 不猛 は、 神武に して 不 殺の 德也。 平 人 はう やくしければ 勞 

ii^ 小 解 (述而 第 七)  一 〇 五 
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す、 君子 はう やくし けれども 却て 安し。 君子の 心 は 天理に 一尊 也。 天理 流行して 身^に ほど， こす 者は禮 なり。 人の 

ために 不； カラ、 ひとり 天理 を 得て 心身 安し 

泰伯第 八 

ノノ  w、 

子ノ 曰。 泰伯 ハ其レ 可：， 謂 ニ至德 T 也 已矣。 三ビ以 ーーァ| 天下一 讓ル。 民 無二 得 テ而稱 11 焉 

周 國の君 古 公直 父に 三 子 あり。 長は泰 伯、 次 は仲雍 、少 は季歷 也。 季！ S の 子 を昌と 云、 聖德 あり。 文王是 なり 0 古 

公の 心に 思へ り、 泰伯は 長子 也。 聖人な り。 國を傳 て尤 よし。 しかれ ども 季歷も 賢人 也。 季歷に 偉て 孫昌に 及ばん 

こと を 欲す。 其 時分より 商の 天命 漸衰 たり。 代 を かさねて、 天下 を 持 こと は 天の 廢 する 勢し かり 0 周 俟には 代々 仁 

賢の 君 生す、 取 分 古 公より 賢聖 打つ きて 生れ 給へば、 天命の 周に 歸 する 所 明か 也。 泰伯風 を 望み 指 を 知て 仲雍に 

吿。 仲雍も 賢人 也、 古 公の 病 重きに 臨で、 二人 藥を衡 山に 採と 云て、 のがれて 荊蠻に 行。 後に 吳國 とい ヘリ。 終に 

タチ  アヤ 

岡 俗により て髮 を斷、 身 を 文に し 夷狄の 服 をな せり。 二度 中國 に不歸 こと を 示す と 也。 夫泰 伯の 德を 以て 商 周の^ 

にあたら ば、 諸戾を 朝せ しめ、 天命 を 有べ し 0 しかる を 機微の 中に 讓 りて 不取、 且 父の 志 を 不言に とぐ。 人 これ を 知 

ことなし。 古人の 禮節、 三た び を 以て 極と す、 一 たび を 鱧辭と 云、 二た び を 固辭と 云、 三た び を 終辭と 云。 故に 万 


ョヒ 

事 三た びに 及ぶ 時 は、 是 をし ゐす。 泰 伯に 天命の 歸 して 天下 を 有べき 任 あるい お を三讓 して 去"。 名殘 たく 終辭す ふ 

也。 德 厚く、 事微 にして、 跡の みるべき なければ 千歳 知人な し、 孔子 を 俟て始 て至德 あら はれたり 

子ノ 曰。 恭ー フ而無 ユ禮則 勞ス。 慎デ 而無寸 i 禮則 恵ス。 勇ーフ 而無寸 i 禮則 亂.^ 。 直う. 而無ォ i 禮則 

絞ス 

恭愼勇 直 は善德 也。 しかれ ども 是を氣 質に 得て、 禮樂の 則な く、 舉 なき 時 は 四 の 弊 あり。 恭愼 は柔德 也、 故に 其 弊 

己 を やましむ るに 止る。 勇 直 は剛德 也、 故に 其 弊 人 を やましむ るに 至、 る 者 也。 叉圃家 式な きとき は 君子と い へど も 

無 是非 禮に勞 する 事 あり。 禮 煩くな りて 却て 不行 こと は 當然の 式な き 故 也。 せ 中次 第に 事 多く 成て 人力 をつ からし 

め、 財 用 を 費す 事 も 式よ からざる 故 也。 天下 無事に 成て 貴賤 ゆるやかに 長久なる こと は、 鱧 式の よきに よれり。 此 

禮式 は道舉 ありて、 古今の 人情 事變に 通じ、 本才 ある 人よ くすべし 

クス カラ 

君子 篤 fi ま 於 親 一-則 民 興 r 一 於 仁 1 故舊 不ルォ i 遺 則 民 不レ偷 

解 集註 大全に みえたり。 新安陳 氏の 說尤 近し 

曾 子 有 W 疾。 召 ri 門弟 子 T 曰。 啓 fi 予，， ノ足 r 啓 ii 予が手 1 詩 云 0 戰 戰兢兢 トメ 如 t 臨 一 1 深淵 一-如. -履； 1 

薄氷 1 而今 一 フ而， 後チ吾 レ知レ T 免ル、 「ヲ 夫。 小 子 

怦 集註 大全に みえたり。 身体 是を 父母に 受 たり。 故に 我 身 則 父母の 身なり、 不愼 して 毀傷す る は 不孝-お。 况ゃ 道徳 
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仁義 は 父母 先祖 天地 太虔 より 傳 たる 大鉢 也。 仁義 身体 二ながら 持べ からざる 時 は、 小鉢 をす て.^ 大鉢を 全す る 也。 

故に 戰陳 にして 勇な き は 孝子に あらす といへ り 

曾 子 有 11^ 敬 子ノ問 $ 之 ヲ* 曾 子ノ言 一一 曰 3 鳥.^ 之將 i 死. ノト 其 Z 鳴？ 也 哀シ。 人，^ 之將 i 死ン ト其ノ 

ス ル 

言ャ 也善シ - 

解 集註 幷慶 源, 氏の 說に みえたり 

君子 所 1 貴 二 乎 道？ 者ノ 三。 動 ri 容貌 ー斯- ~ 遠 ri 暴慢 ー矣。 正 顏色 T 斯- 近 1 信- 矣。 出 辭氣 ー斯_ー 遠コ 

鄙 倍 T 矣。 靈豆ノ 之 事ハ則 有司 存 ゼリ 

君子 道 德の學 に をいて 日用 常 行 尊び 重す る 所の もの 三 あり。 脩 身の 要 氣質變 化の 本 也。 動 容貌 は 一 身の 起居 動靜万 

の 事 行 也。 氣質剛 なる 者 は 暴な り 易し、， 暴 は粗厲 とて あらき 行跡な り。 氣質柔 なる 者 は馒に ゆき 易し、 慢は 放肆と 

てし まりなく を； J たりが ち 也。 二ながら 溫恭 和平の 氣象 なし、 嚴肅収 歛の容 鉢な し。 故に 暴慢 を 遠ざけて 身 鉢に ま 

うけざる 也。 君子 故なければ 琴 瑟身を はなたざる も、 粗厲 放肆 を 生ぜ じと 也。 正 顔色 は 作て 正す るに あらす、 其 

心 を 正く すれば 顔色に あら はる。 あやまりて は 色 腐して 內 荏 なる 色 仁 を 取て 行 違 ひ色莊 者の たぐ ひに ゆかん か、 

信なる 人 は 顔色お のづ から 正し。 實 鉢の 人 あれ ども 顏色 正しから す。 恐るべからざる は 君子の 信に あらす 0 實 鉢な 

れ ども 不明なる は 正しと 云べ からす。 人と 對 する、 對 せざる、 へだてな く 顏色を 正し： すれば、 精神 を权歛 し、 放心 


をお さむる 受用 となる 者 也。 ひとり 正しくす る は 信に 近き 也。 出 辭氣斯 遠お 倍矣、 言語 聲氣は 心より 發 す。 鄙 は 凡 

俗の 漏 陋也。 かた f いひ、 謹い やしき 鉢の たぐ ひ、 凡 習の 謹ず。 或は 驕. 或は 吝、 罷 S しき 也。 君 

子の 辞氣 ならす。 それ をい やしと する 者、 義論高 上に て 心いたら す。 實は理 に そむく を 倍と 云、 高下 過不及 各 15 な 

れ ども、 道德に 遠き 蓽は 一 也 0 遙豆之 事は禮 法の 事 也 0 今の しっけが たの 事の ごとし。 有司の 役人 あれば- 尋 てし 

り 習て 行べ し。 君子 事 を 不知 はくる しからす とな 〔〇 なお 力〕 也。 况ゃ 後世 文舉 博識の 事 は 君子の 必 とする 所に あら 

す。， 博摹の 人に 尊て 可な り ： 

曾 子， 曰。 以 -i ヲ問 於 不能 r 以 一 多 ヲ問ニ 於 寡-一。 有 レ^ t 無？，。 實： 右 s.l。  ？ぼ 下校 さ 

昔 者 吾、 ガ友 甞テ從 一一. -； 事 -一 於斯 ；ー 矣 

賢人の 心中 一 物な し。 天下に 功 ある だに 心に 有せす、 况ゃ 多能 文ネは 忘れて 居 故に、 不能の 者 も 一 事の 得た る あれ 

ば是 を尋、 不才 も なれて 知た る 事 あれば 是を問 也。 人と 對 する 時、 已 道理 あれ どもな きが ごとく、 人に 非 あれ ども 

不知が ごとし。 己に 善行 積り みつれ ども 不足が ごとく 虔 きが 如し。 故に 日に 新に 又 日々 に 新 也。 人已を 犯しし のげ 

ども 不怨 不尤、 謹薩 Qf しかけられても 相手になる 心なし。 其 美 地 Q ごとく 大海の ごとし。 三 四 歳の 童子 

の 腹 立た、 きで るに たぶ ふ 者 はなし。 君子 Q 凡夫に をけ る も 又 如此。 if  孔門？ にかぎ る 

ベから す 
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曾子ノ 曰。 可；；^ 以ノ託 关尺ノ 之 孤 r 可； H テ寄 _1 百 里 之 命 1 臨 ivK 節 一 而不レ 可〕 奪フ 也。 君子 人力 

與。 君子 人 ナリ也 

幼に して 父な きを 孤と 云。 六尺 は 今の かね 尺に は 非す、 律呂より 出た る眞 尺な り。 黄鍾の 管長 サ九寸 にして、 if を 

入る こと 千 二百 粒 也。 是を 一 龠と 云。 十龠を 合と 云、 十 合 を 升と 云、 十 升 を 斗と 云、 十 斗 を 解と 云、 黍 一 粒の 高サ 

を 一分と 云。 十分 を寸と 云、 十寸を 尺と 云。 十 尺 を 丈と 云、 十 丈 を 引と 云。 黃鍾の 管を宫 とす。 宫 管の 長さ も此法 

を 以ての 九寸 也。 是則 天地 自然の 眞尺 なり。 今の かね 尺 は 昔の 造營 尺と 云 者 也。 此 六尺 はかね 尺に て は 四 尺に 不足 

か。 しかれば 十三 四ば かりの 幼君な り。 父君 遺言して 此 幼子 を 預け もりたて しめ、 國 中の 事 を 任じて まかせ 置な り。 

百 里 は大國 也。 田地ば かり 百 里な れぱ、 山野 川澤 不毛の地 かけて は 山野の あり やうに て 二三 百 里、 もし は 四 五百里 

四方に も 當る國 也と いへ り。 大節は 死生 存亡の か- -る處 也。 戰國 にて 敵 圃餘多 あり、 大難 来ても 其 心 を 動し 奪 ふこ 

と あた はざる 也。 孤 君 を 助し め、 國政を つかさどら しむべき はネ 也。 大難に あ ふて うごかざる は 勇 也。 勇 ありても 

才 なければ、 た^に 死す るの みに て 益な し。 才 ありても 勇なければ 歒國に せまられて は才の 用と げす。 知勇 かね ざ 

れ ばなら ざる 事 也。 知勇 ある 人 は 君子な り。 又氣 質に 知勇 ありて 學 なき 者 あり。 それ は 凡 心 をまぬ がれざる 故に 欲 

あり。 欲 ありて 知勇 あれば 不仁なる 者な り。 知勇ば かり をみ て 君子 かとお も ひ、 かやう の 大事 をぁづ くれば 奪る- - 

こと あり、 終に 圃を 亡す 者な り 

曾 子舀。 士 ハ不. 可 Si 以テ 不一 V 、ハ ァラ弘 毅.？ 任零而 道遠シ 


1 1 1 

弘 は寬廣 也、 許容せ すと いふ ことなし。 毅は强 忍な り、 カ行う むこと なし。 大車 大船に あら ざれば 直き をのす る こ 

と あた はす、 徤馬 にあら ざれば 遠き を 行 こと あた はざる が 如し。 弘な るが 故に 小善 を 以て 足りと せす、 毅な るが 故 

に 半途に して 廢 する ことなし 

仁 以テ爲 一一 己、 ガ任 一。 不？ 一 亦ス重 r 乎。 死， 而メ 後一 一已 ム。 不 fi 亦 遠 r 乎 

仁 は 本心の 全德 万物 一 鉢の 生理 也。 時 を 得て ほどこし 行 ふとき は 天地 四方に あまり、 時を不 得して 卷て おさむる と 

きは密 にかくる。 藏る とい へど も廣 大の德 損する ことなし。 伊 尹 其 人な り。 聖人の 任と い へる 是 なり。 重 は 意 職の 

重の 義也。 天より 万歳 民の 父母た る德を 命す、 重職 是 より 大 なる はなし。 一息 存 する^ は、 倦 ことなく、 懈る 事な 

し。 會 子の 贅を 易て 終られし を、 正 を 知て 死 を 不知、 天と 共に 流行す。 死して 不 亡と もい ふべ し 

子 ノ曰。 興 n 於 詩？ 

古 者の 學は、 詩 を 初と す、 今の 幼少の 子 共の 謠を 習が ごとし。 同じ まひ 平家の さう しにても、 た？. よみた ると、 ふ 

しにて き. - たると は 感發各 別な り。 まして 周 召の 風、 其 外の 雅詩 は、 其事實 にして 天性の 德に本 付、 かねて 人情に 

達し 事變に 通す。 近く は 修身の 本と なり、 遠く は家國 天下の 風化 を 知な り。 情 をのぶ る なぐさみながら、 善心 を 興 

起し、 人倫 を 親む 者 也 

腧語小 解 (黎伯 第 八)  1 一 一 
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君 上 を 安 じ、 人民 を 定るは 禮の德 也。 禮 ある 時 は、 富貴 なれ ども 則 ありて 奢 を 極る こと あた はす。 貧賤 なれ ども 分 

の產業 ありて、 其 利 を 利と し、 其 樂を樂 む。 故に 下と して 上 を ひかす、 上と して 下 をし のがす。 强 力の 者 柔弱 をく 

るし めす、 壯者は 幼少 を 助け、 若き は老 たる を 敬 ひ、 男女 训 ありて みだれす。 事 は 式 ありて 多事なら す。 厚き 者 も 

過る 乙と あた はす、 うすき も不 孫なる こと あた はす。 無事にして 上下 安し。 進退 上下 左右 起居 動靜節 ありて、 人の 

肌膚の 會 筋骨の 束 を 固し、 恭敬 辞讓の 容儀 を敎 て、 驕慢の 凶惡を 消す。 是 孝悌 忠信の 德を 立る 所以な り。 故に 禮を 

立と いへ り  ， 

成 ，1 於樂？  ' 

樂 に五聲 十二 律 あり、 五行 十二月の 音な り。 絃管 共に 十二 音、 たが ひに 宫を なして 各 五 聲備れ り 0 天地神明と 交る 

の m> なり。 樂は樂 也。 有 生の たぐ ひ 遊び 樂 むこと あらす と 云 事な し。 正き ことに 樂み 遊ぶ とき は、 不知 不識德 をな 

す 者 也。 故に 君子 故なければ、 琴 瑟身を はなた すと い へり。 たと ひ 昔聲を 不知と い へど も、 道 德を樂 むこと を 知と 

き は、 心 ひろく 體胖 也。 是樂の 本 也。 樂む時 は 君子な り。 不樂時 は 君子と する にたら すと いへ り 

子ノ 曰。 民 ハ可レ 使 は. S- い 之-一。 不， 可- i 使 5知_ ぃ之ヲ  - 

民 は庶人 也。 上古 は 神 は 天子と なり、 美大 は 三 公 九 卿諸俟 となり、 善 信 は 大夫士 となれ り 0 善 信 善 大の四 品 は 賢 

人 也。 いまだ 賢に 不 及と いへ ども 聖學を 知て 受用 する 者 は 平 人に あらす、 中士 下士と なれり 。其 外心 法 は 不知と も 

六 蘇に ：1 し、 道理の 大鉢を 知者 は 其 器に したがって 11 位 を 命ぜら る。 それより 下つ かたは 平凡の 庶人 也。 人々 道 を 

ニニ 


しらし むる こと あた はす、 た^-君上の德化にょりて、 しらすく 此道 によりて 常人と なれり。 上古の 常人 は 不知の 

善人 也。 說 法の ごとくして 衆庶の こらす 道 をし らし めん， とする 時 は 却て 弊 あり。 德 知の 風化に あらす。 及 こと 少し 

て淺 し。 隱し ひかへ てし らしめ ざるに は あらす、 なるべく は 天下 皆 知た る は 心安き 事 なれ ども、 しらし むる こと あ 

たはす。 天命の 五福に 攸好德 ある を以， て 其 意 を 知べ し 

子， i。 好 一， 7 勇 ヲ疾ム i 貧 ヲ亂" リ也。 人 トメ 而 不仁ぶ。 疾 ハ之ヲ 已 甚 亂" リ也 

集註 備れ り。 不正 人の 乱 をな す處、 正 人の 乱 を まねく 處 なり 

子 ノか。 如. ン有 i1 周 公ノ之 才ノ之 美？ 使； V 、ハ驕 i ッ吝 1 其ノ 餘ハ不 M 減 i 也已 

驕 はん を 非と し、 人 を かろし め あなどる 者 也。 吝は 己を是 とし、 己が 意 を さしはさみて いれす、 過 を かざり 非 をと 

げて 不改者 也。 故に 云、 吝は驕 の 根本 也、 驕は吝 の 枝葉 也。 驕吝 常に 相よ る 也。 叉驕は 陽の 欲、 吝は 陰の 欲な り。 

家屋 財 用 衣服 飮食 万事 過 美なる は驕 欲の 極 也。 己に 奉す る 事の み 知て、 人 をめ ぐます、 後に は 人の 物まで もとりて 

己が 用と す。 故に 大身 なれば 家中 貧乏し 百姓 困窮す。 吝 なる 者 は 己 ある 事の み 知て、 人 ある 事 を 不知が ごとし。 皆 

私 M つみた く はへ て、 施す 事 あた はす、 甚 しき は 己 も 又つ かふ こと あた はす。 驕吝 ともに 天 功 を 私する の 罪 は 一 也。 

周 公 は 多才 多能の 聖人な り。 周 公の 德 程なくても、 少し 德 ある 者 は驕吝 の凶德 はなき ものな り。 たと へて いへ り。 

もし 周 公の 多才 多能 ありと も、 驕吝 の凶德 ある 者なら ば、 其 多才 多能 は 却て 凶德の かざりと 成て、 不才の 者の 驕吝ょ 

り も 害 をな す XJ と 多き もの なれば、 才能 は 何の 用に もた、 す。 驕吝の己をそ^Jなひ人をそこなふ事の大なることを 
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0 たま ふなり 

子 曰。 三年 學不 至於穀 不易 得 也 

此章 集註の 旨 も 得が たし、 重て 考ふ べし  . 

子 ノ曰。 篤 ク信メ 好、 H チヲ。 守 一け 死ヲ 善" 道ヲ 

解 集註に みえたり  、  . 

危 邦- ハ不， 入ラ。 亂 邦-一 ハ不， 居- 7。 天下 有寸 i 道 則 見 S 無寸 i 道 則隱" 

集註 備れり 

邦 有さ i 道 貧 "且" 賤 * ハ焉 恥ナリ 也。 邦 無 さ i 道 富且" 貴 ズ焉恥 ナリ也 

解 集註 大全に みえたり。 是平人 をい ふに あらす。 有 道の 代用ら るべき 備 りの 者の、 不 學不德 にて すてられ、 無道の 

時 かくるべき 者の 富貴に めで \ 仕る 者な り  . 

子ノ 不レ 1 在 二 其ノ位 一 一 不レ謀 r 一 其ノ政 T  ノ 

解 集註に みえたり 

/  ヲハリ  カナ 

子， 曰。 師摯ノ 之 始メ。 關瞧/ 之亂。 洋洋 乎 トメ 盈 t 耳-哉 

1 IS 


一  二 五 

師 は樂宫 Q つかさ 也。 摯は其 名 也。 樂官の 賢なる 者な り。 孔子 魯に歸 て樂を 正し 給 ふ 時、 筆 賢に して 雅 昔に 通じ、 た 

まく 樂宫 のっか さ を 得たり。 後に は雅聲 時に 不遇して ひきこみたり。 故に 其始 をのた まふ 也。 亂は樂 の 終な り。 

關睢の 詩 をうた ひて 管紘を 合する 時、 五 反 も 七 反 も 反 を 重て 樂 すれば、 後 はよ く 和して 聞 合に も不 及、 そろ ひて 面白 

もの 也。 今の 聲 ありて 言葉な く 不備 樂 だに 如此、 况 やい にしへの 樂 おも ひやるべし。 半 過 終に いたる 比 一 入よ く 合 

すれば、 美 盛の 音 耳に みちて 神氣 化し 血脉 通す。 後世と いへ ども、 此時 ばかり は 聖代に あ ふが ごとし 

子ノ 曰。 而不. 直ナ -7。 侗-フ 而不， 愿 ナラ。 控 倥ト. - 而不ン 信 ナラ。 吾" 不, 知ジ Z ヲ矣 

解 集註に みえたり。 狂 は 狂者に あらす、 唯 狂妄我 ま. - なる 風情の 者 也。 さやう の 生 付の 者 は、 質 直にして 偽な きも 

のな り。 しかるに 狂妄 にて 直なら すば 取べき 事な し。 侗 然として 無知なる 者 は 謹 厚なる 者 也。 しかるに 無知に てつ 

、しみな くば 禽獸に 近き こと 有べ し。 倥々 として 無能なる 者 は 約束な ど をた がへ す 律儀なる 者 也。 しかるに 無能に 

て 信な き 者なら ば、 招べき 所な からん、 狂 侗怪の 質は惡 人に あらす、 氣の偏 也。 氣 質に 此病 あれば！^ 謹 信の 德 ある 

もの 也。 堯舜の 民 もし かり。 後世 は此病 ありて 此德 なき 者 あり、 世の なら ひあしければ 也。 かく あしく 成て は、 孔 

子 もい かんと もすべき 樣を知 給 はざる と 也。 もし 孔子 時 を 得て 政敎 をな し 給 は 2-、 人民 天質の 德を失 ふべ からす 

子ノ 曰。 學ハ 如" 不ル？ 及ハ猶 ヲ恐レ W 失 ハン J 之ヲ  ， 

孝子 は 白 を 愛す。 鷄鳴て起て孳々として日.《^ に善をする者は舜の徒なり。 寸陰 をお しめる 是也 
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子， 曰。 巍巍 乎？。 舜禹ノ 之 有 fi? 天下 T 也而不 レ與？ 焉 

舜禹の 天下に 君た る こと 首 ト.. 出 r 庶物 一一。 萬國咸 ク寧シ といへ り。 天下の 富 を 以て 其 心の 樂 とせす、 崇高 を 以て 人に 

驕る 意な し。 是 其ぁづ からざる 也。 德の 高大 を 見る 處 なり 

ノ カナ  タヾ 

子ノ 曰。 大 I 哉堯ノ 之爲" 君 也。 巍巍乎 タリ。 唯 天 ヲ爲， 大ナ リト。 唯リ堯 則-之-。 蕩蕩 乎トち 民 

無 ii 名 f 「焉 

天 は 形 鉢の 天に あらす、 天道 也。 形 を 以てい へば 堯も 常の 人の 身なり。 天の 犬に はくら ぶべ からす。 天道の 高大に 

して 無 t 窮、 堯の德 も 高大に して 無 レ窮。 故に 蕩々 と廣 遠に して 名 付べき やうな き 也。 人生る より 死す るまで 飲食 衣 

服 家屋 器物より はじめ、 日月の 昼夜 雨露 風光す ベて 何事 も 天恩に あらす とい ふ 事な し。 あまり もる る ことなき 厚恩 

なる 故に、 人に 不知が ごとし。 堯の 治世の 恩 澤廣大 にして 民 それと 知 ことなし。 堯 も叉德 とし 功と し 給 はざる こと 

天の ごとし  .. 

巍巍乎 タリ。 其レ有 n 成功 一也。 焕 乎？。 其レ有 n 文章 一 

天道の はかるべからざる、 見るべき 所 は 四時 生物の 功、 日月 星辰の 文の み。 聖人の 德の名 付べ からざる、 知べき 所 

は巍々 たる 成功 事業 也、 焕然 たる 文章 禮樂 法度な り。 天道 無爲 にして 成ル、 聖人 無爲 にして 治む。 其德 ひとしき 處 

一 ニハ 
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舜有 r 一臣 五 人. f 而 天下 治ル 

帝 舜の臣 五 人 は 禹と稷 と 契と 阜陶と 伯 益と 也。 禹は 百官 をす ベて 天下 を 治む 0 舜老て 後 攝政を 命じ、 終に 天下 を讓 

り 給へ り。 洪水 を 治て 天下 第一 の功德 なり。 堯舜 以前、 天運に て 天下 水難 あり。 中國は 平地 廣 して 海 遠し。 天子 諸 

俟 といへ ども 海の 生魚 を 食し 給 XJ と あた はす、 海魚 は 干魚ば かり 也。 大國の 地形お も ひやるべし。 故に 堯舜 以前 天 

下 九 年の 洪水 あり。 万國廣 平の 地上 田 畠 人民の 安宅 多 は 水底と なれり。 人民 山に よりて 住たり。 其 時 天下に 王た る 

人 は是を 治る ことかた きこと を 憂 ふ。 堯は唐 侯たり し を、 天下より 推て 天子と なせり。 禹の父 九 年 治て 功な し。 其 

後禹に 命じて 治しむ。 外に 八 年、 三度 其 門 を 過て 不入、 終に 水 を 平て 中 國平土 を 得たり。 九 河と て 大河 九 筋 ほりて 

中國を 九州と す。 一州の 中に 國 多し。 日本に て 南海 道 山陰 道と いへ るが ごとし。 天下 後世に いたる まで 禹の 功を樂 

ますと いふ XJ となし。 九 鼎 を 作て 人夫の 食 をと、 のへし め、 且 外に は 九州の 圖を あら はせ り。 山澤 深して 魑魅 魉魎 

の氣 人夫 を 害せり。 故に 其 かりに あら はる. -象を 示して しりぞけ しむ。 後世の 鬼の 繪は此 魈魎の 氣象を 本と してい 

ろ どり そへ たり、 本 形 はなき 者 也。 剛強に して 惡を する 者 あれば、 深山の ふもとに 置て 魍魎 を ふせがし む。 久して 

人 氣に勝 こと あた はす、 終に 人 居 をな せり。 後世 九 鼎 を 以て 帝王 代 を 持の 寳器 とす。 中 國の路 次の 廣 きも、 此 ii を 

通すべき 道路 すくなし とい へり。 後世の 天子 帝德を 失て、 此鼎 海に 入ぬ。  、- 

大禹 の大國 を定給 ひし 功德の あっき 事、 此 ii にみ えたり。 聖 の神德 にあら ざれば 及と となし。 后 

稷は水 四海に 落、 民 平地 を 得て 後、 土地 を わかちて 田と し、 昌 とし、 地 福に 相應の 所を考 て、 五穀 をう ふること を敎 

靝語小 解 (泰伯 第 八〕  1 1 七 
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て、 犬に 民 食 を ゆたかに す。 後世 此后稷 を 以て 五穀の 神と す。 周の 國に 封ぜ られ、 數代 をへ て 大王に いたり、 王季 

文王武 王に 及で 天下 を 持てり。 契 は 司 徒な り。 司 徒 は 敎化を つかさどる。 五 典 十 義を敎 て 人民 親睦す、 禮樂を ほど 

こすの 質 也。 皋陶 は士師 たり。 蠻 夷猾， 夏 ヲの文 を 以て みれば、 日本 への 征夷 將 軍の ごとし、 寇賊 畜究を 以て 見れ 

ば、 今の所 司 代の 宫 なり。 敎 にした が はすして 惡を なし。 天人の 化 を さまた ぐる 者 をば 翳す。 罪の 輕重 によりて 刑 

の 品 段々 かろし。 少し こらして 大に戒 むる は 小人の 幸な り。 刑 は 刑な きに あて- -す といへ り。 善に みちび かんがた 

め 也。 刑 をつ よく すれば 却て 罪人 多くなる もの 也。 刑 を 大事に し 罪 かろき 者 を 殺さん より は、 殺すべき 者を不 殺の 

過 ある やうに 慎めば、 罪人 次第に すくなく 成 者な り。 好 生の 德 人民の 心に 通す る 故に、 天下 生 を 大事に おも ひて 奉行 

を不レ S 犯サ者 也。 上人 を 殺す こと を輕 くし 給へば、 殺伐の 風 行 はれて、 人民う は氣 になり、 死 を かろんす る 故に、 奉行 

を 犯し 罪に 陷者 也。 年 をへ て は 乱世の 端と なれり。 故に 賢 君 は 刑に 不近 やうに 禮式を 以て 犬が きをして、 淫惡 のき 

ざし を 生ぜし めす。 皋陶の 治よ き 故に、 後 は 罪人な かりし 也。 伯 益：^ 虞宫 となり、 天下の 山澤を つかさどれり。 天 

下に 材木 薪 多く、 池 川に 魚 多、 山林の 鳥 獸不絕 といへ ども、 惡物 民の 害 をな さす。 田 漁 以て 武 をなら はし、 田 畠 

を あらさし め や。 よく 雲 雨 をお こし 流 川 を 出す の 靈山澤 をう すくせす。 川に 土砂 をな がさ る 政 あれば、 川 常に 深 

して 田 昌民屋 を そ； J な はす。 是虞官 の 知と ころな り。 故に 万國 諸侯に 封す といへ ども、 名山 川澤 は封ぜ す、 別に 太 

守 を 置て、 虞官 XJ れを つかさどれり。 山澤は 天下の 本なる 故に、 我 ま、 にし あらさし めじと 也。 一度 山澤 あれて 川 

淺 くなる 時 は、 賢 君良臣 出る と， S へど も、 五十 年 六十 年の 制 法に て は 本に かへ りが たし。 故に 天下 を 治る 五大 事の 

一 1 八 
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1 にして、 帝 舜の五 人の 賢臣の 一 人 これに をれ り。 五 人の 外に 賢臣 おほし。 垂 祈 伯 與の四 人 は 百ェの 事に 達し、 

\ 虎 &罷の 四 人 は 地理 を 得たり。 伯夷夔 龍の 三人 は禮 に通ぜ り。 た^に 禮の法 を 知の みに あらす、 筋骨の 束 を 堅し、 

血脉を 通じ、 神氣を 順にし、 天地の 化育に 應 する 處の理 を 知て、 是を 化し 是を敎 也。 鹽は禮 にも 達し、 別して 樂に通 

す。 神人の 和 は樂に 過た る ことなし、 故に 樂を つかさどれり。 龍は納 言たり。 日本 ％ の 大納言 中納言 也。 天子の 

命を傳 へて あやまらす。 天子の 詔 は 天下の 命の か、 る 所 也。 賢に あら ざれば よく 出し 納る XJ と あた はす。 かねて 

天下の 言語 說 話の 邪 正 を 格して、 人民 を まど はしめ す。 よく 人民の 善 言 をと り、 諫言 をい る&官 也。 如此 大切なる 

賢德 多に、 五 人との みのた まふ は、 五 人 は 本 才と云 もの 也。 本才は 人情 事變に 達し、 治 道の 中 を 知者 也。 外に 十 一 

人の 賢臣も 政道の か、 る 所、 風化の よる 所 重し といへ 共、 天性の 得た る 所 ある 人 は、 聖代の 盛なる 時 は 多し、 八 元 

八愷 とて 十六 人の 賢臣も あり。 た 2- 本才 のみ まれなる 者 也。 故に五人をぁげて本才のかたき^Jとをのたまふ也 

武王ノ 曰。 予-有 n 亂臣十 人 1 

、 解 集註に みえたり。 乱臣 は 乱 を 治る 臣 なり。 兵乱 は 治 易し、 人心 淫し 風俗 乱れた る は 治めが たし。 商の 末にな りて、 

淫乱 邪 僞の習 深し。 これ を 治て 正直に 歸 する こと は、 才德 兼備た る 人なら ではなり がた し 

ノ  ス  / ミ 

孔子】。 才難？ 不 ri 其レ然 T 乎。 唐 虞.^ 之 際ダ。 於-薪- 爲レ盛 ナ.. ト。 有，， 婦人 1 焉。 九 人而已 

才は 天下 國家を 平 治す るの 才也。 本才 とい ふ 者 也。 本 才は必 道 德擧術 兼た る 者 也。 一能 ー藝 一事の 才は多 者 也。 天 

下 を 平 治して、 造化の 功 用に 應 する 才は 古今 稀 也。 故に 古語に かくいへ り。 孔子 是を びきて しかりと のた まふ。 た 

論 誇 小 解 (泰伯 第 八〕  1 1 九 
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本才の 人の 多 かりし は 唐 虞の 際と、 文武の 時 也。 聖賢の 君 相繼て 起り たま ひし 故に、 賢才 も 叉 多 al たり。 堯の始 

は 唐 侯と て諸俟 也。 九. t 洪水 以後、 天下 海の ごとし。 人民 居 を 失へ り。 天下に 王た る 人 は 却、 て難義 也。 故に 唐俟を 

天下より をして 天子と なしたり。 故に 代の 名と す。 虞 は 地の 名 也。 河 東 太 行 山の 西に あり。 舜是に 居 給へ り。 故に 

堯 これ を 虞に 封 じて 諸疾 とし 給 ひし 故に、 氏と し 代の 號 とす。 實 は堯舜 共に 黄 帝の 後 也。 周の 聖賢 九 人の 名 は 集註 

にあり。 一人 は邑姜 なり、 武王后 太 公の 女 也、 賢德 あり。 文 王の 妃大姒 は聖德 あり。 共に 內を 治て 風化 犬に 行 はれ 

たり。 しかれ ども、 後世 ニ聖 女の 玉 言と て稱 する 者な し。 是女德 の賢聖 たる 所 也。 心 明かに して 正しと いへ ども、 

よく 女らしく 樣鉢 ゆたか 也。 其 風化の 跡 をみ て 聖德と 知な り 

三ゴ 分-" 天下 T 有 r; 其 ニー T。 以_ァ 服 二 事ス殷 r 周 ノ之德 ハ其レ 可 t 謂 n 至德 I 也已矣 

解 集註 大全に みえたり。 中國に 九州 あり。 荊 州 梁 州 雍州豫 州 徐州楊 州、 此六州 は 西 伯 昌に服 歸す。 文 王 は 後世より 

の をく り 號也。 靑州 兗州冀 州の 三 州 は 西 伯の 國に 遠く、 紂 王の 都に 近き ゆへ に 不得已 して 屬す、 心服す るに は あら 

す。 一州の 內に國 數餘多 あり。 日本に て 東海道 北陸 道と いへ るが ごとし。 天下 三分が 二 は、 紂を そむきて 西 伯に 歸 

す、 淺る 一分 とても 西 伯 をお も はすと いふ ことなし。 是天 あたへ 人歸 す。 しかる を不 取の みならす、 大半の 畔 ける 

諸侯 を ひ きゐて、 紂 にっかへ 給へ り。 紂 王が 左右の 臣は 天下の 惡 人の 與 力した る 也。 西 伯 をうた が はすと 云 事な し。 

身の 危 きこと 薄氷 を ふむ がごと し。 難 を かへ りみ すして 殷の 都に いたり、 終に 美 里の とら はれと 成 給へ ども うらみ 

の 心なし。 其 身 罪な くして 罪 ありとの たまへ り。 文 王 操-一 云、 臣ザ 罪當レ M 誅兮。 天 王聖明 也。 西 伯の 心 を しれり とい 
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へり。 西 伯 とら はれ 袷へば、 諸 俟の來 朝す る 人な く、 したが ふ國 少し。 北 狄中阔 を 犯して、 天下 危し。 初て 西 伯の 

誠 を 感じて、 周に 歸る こと を 得たり。 至德 とのた まふ 所 也。 犬 を 以て 小に 事る は 天を樂 とい へる 是也 

子， 曰。 禹ハ吾レ無；)間然.^ル1矣。 菲 r, 飲食？ 而致， 1 孝ヲ乎 鬼神 r 惡 r- 衣服 T 而致， 1 美 ヲ乎黻 星 r 

卑ツ 宮室 T 而盡； VR ヲ 乎溝洫 r 禹 ハ吾レ 無二 間然 r ち矣 

間然 はすき ま をかぞ へて そしる こと 也。 たと へての たま ふ。 禹の 天下 を 治め 給ふ處 にす き 間 あらば、 見出して そし 

らんと 欲する とも、 そしる こと あた はじと 也。 いかんと なれば、 常にす、 むる 飮食 かろくして 费 なし。 しかれ ども 

祭に は儉 する ことなく、 禮を備 て 情 を盡し 給へ り。 常に 用 ひ 給 衣服 あらく して、 文の 美 を 用 ひ 給 ふ 所 は 祭服 祭器に 

あり。 天子の 尊び 給ふ處 先王に しく はなし。 祭服 は 天子の 朝 服な り。 亡に 事る こと 存に 事る がごと し、 誠の 至り 也 

况ゃ 天地 三 光、 天下の 名山 大川、 國 に功德 ある 聖賢の 神 を 祭 給 ふ 事、 儉 する 事な し。 常に 住 給と ころの 宮殿 は、 用 

に 叶 ふ 斗に て たれり。 後世 程 物 ごとに 結構に そな はる ものなる-一、 古へ を 少も變 じ 給 はす。 堯の遠 風舜禹 にいたり 

てた が はざる 也。 禁中の かまへ に は、 堀の 一重 を も ほり 給 はで、 民力 を 用 ひ 給 ふ 事 は 田 聞の 井川 溝洫の みぞな どな 

り。 材木 を 用 ひ 給 ふ處は 舟橋 池の 樋な ど 也。 民の 爲に天 物 を 用 ひ、 民の 事に 民力 を 用 ひて、 私用 少も なし。 此 如な 

れば、 ひま をかぞ ふべき 事な き 也。 天子の 富貴 を 以てみ づ からの 樂 とし 給 はす、 天下 を 有て ぁづ からざる ところな 

^^翳小解 (暴 伯 第 八)  ニニ 


蕃山 全集 第四册  ニー 二 

子 罕第九 

子； 千 "言" 利 ト與レ 命與ナ 

利 は 物 を 利す るの 利な り。 義を 害する の 利 は、 人欲より 出れば、 まれに ものた まふべ からす。 易に 聖人の 利 を 多くの 

たま ふ は 皆 物 を 利す る 也。 利ァ T 涉 一大 川 利ァ M 用ル I 行ル ：！ 師ヲ。 是己 によって 物 を 利す るの 大業 を 立る 也。 孔 夫子 時 

にあ ひ 給 はで 天下 を 利し、 万民 を 利す るの 事な し。 故に 罕に のた まふな り。 凡人 は 思 ひ 其 位 を 出、 其 位に あらす して 

其 政 を はかる 故に、 國 天下の 利用の 事 をい へり。 孔子の 罕に のた まふ は、 窮理に 付ての たま ふ 也。 命 は 天理 自然の 

勢 也、 壽夭窮 通の ごとき 是 なり。 いのち 長 かるべき 者の 不養生に て はやく 死し、 通すべき 物の 理 にたが ひて 窮 する 

は、 人事の 禍 にて 命に は あらす。 養生よ くても 夭死し、 道 を 行ても 窮 する は 命 也。 君子 は 道 を 行て 壽夭窮 達に 心な 

し。 故に まれに のた まふな り。 人のう たが ひまよ ふ處 にお ゐて命 也との たま ふ 事 有の み。 仁 は 天地人 を 合た る全德 

の 名な り。 諸子の 仁 を 問に こたへ 給 ふ は、 多 は 仁 を 求る の 一端な り。 仁の 全德 をのた まふ は 曾 子に 吿給ふ 一貫 是也。 

曾 子 知行なら び 進で、 仁の 全 鉢に 及た る 時、 其 至る こと を ゆるして、 吾 道 一 以貫 之との たまへ り。 子 貢は德 いまだ 

仁の 全 鉢に いたら ざれ ども、 知見す でに 及べり。 故に 其 知 を ゆるした まへ り。 さて は顏 子の 仁に たが はざる と、 伯 

夷 叔齊仁 を 求て 仁 を 得たり と ゆるし 給へ り。 是其罕 にの たま ふ處 なり 

達 巷黨ノ 人ノ曰 S 大ナル 哉 孔子。 博ク 學デ而 無. レン 所 ロレ 成ス レ名ヲ 。—子 聞 一 i 之ヲ 謂； ^ 門弟 子？ 曰。 吾 レ何ヲ 力 


、  ニニ 一一 

執ン。 執ン？ 御ヲ 乎。 執ン？ 射ヲ 乎。 吾 レハ執 ドン 御ヲ矣 

博く 學で 一 藝 一能の 名 をな さで る處、 則 聖人の 大也。 孔子の ー藝を 常人に あたへば、 必 世に 名 をな す 人な らん。 孔 

子 は 六 藝文學 みなす ぐれ 給へ ども、 藝に游 で 心と し 給 はす、 用達して やみ 給へば 人知 ことなし。 古人の 文 學と云 は、 

县書 詩の み 也。 今の 万 卷の書 はなし。 六藝は 文武 相 交れり。 鱧 は 吉凶 軍賓嘉 也。 吉は祭 鱧 也。 凶 は 喪 鱧な り。、 軍 は 

軍法 也。 賓は 主客 往來 交接の 禮 なり。 嘉は 元服 婚姻の 禮 なり。 樂は 糸竹 金石 匏土革 木 也。 中に 糸は樂 器の 君 位 也。 

心 を 洗 ひ、 德を養 ふの 益 あり。 故に 君子 故なければ、 琴 瑟身を はなた す。 聖人の 神德 ならでは 全く 通す る と あた は 

ざる 所 あり。 孔子の 樂に をいて は 天下 不及 こと あれ ども、 名 をな し 給 はざる にて 大德を 知べ し。 射 御 は 弓馬な り。 

御 法 は中國 にも 絕 たるに や、 万乘の 君と い へど もむ ち を 執て 馬に 乘 とい へり。 書 は 昔 は字畫 とみえたり、 今の 手 習 

也。 今 を 以てい へばよ みかき 也。 數 はすべ て數學 也。 是皆 天下 國 家の 用 をな して、 天地の 造化 を 助る 備也。 古の 博 

學是 なり。 孔子 もし ー藝を 取て 名 を あら はし 給 ふべ くば、 弓馬な りとの たま ふに て、 後世 孔子 を 學ぶ者 は文學 のみ 

と 思へ る あやまり を 知べ し。 天地に 陰陽 あり、 人道に 文武 あり。 文の みを學 とする は 陽の みに て、 陰な きが ごとし。 

三才の 道に あらす 

子ノ 曰。 麻 冕ハ禮 也。 今 ，也 純ハ儉 セリ。 吾 レハ從 ^ 衆 一一 

解 集註に みえたり 

險語小 解 (子お 十 第 九)  二  m 
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拜スル i 下-鱧 也 e 今拜； < 一 ルハ乎 上-一- 泰レ" 也。 雖 ば连ヌ 衆-る 吾 レハ從 、- 下-一 

解 集註に みえたり 

子 絕ッレ 四ヲ。 母い 意 母 t 必母 t 固 母 t 我 

意 は 好惡の 念の 胸中に 不 常往來 する 者 也。 必は 好で は 必す遂 こと を 欲し、 悪で は 必す去 こと を 欲するな り。 固 は 好 

惡の欲 一 物と 成て 留滯 する 也。 我は己ぁる^Jとを知て、 人 ある こと を 不知が ごとし。 或は 我 ま. - 或は 私欲な り。 此 

四の もの 人に よりて 好 惡の淺 深 あり。 か はり 有と いへ ども 凡 心の 常態な り。 孔 夫子 は 此 四の 物 は おもかげ も 絡て な 

きと 也。 四の 物の 煩な きとき は、 本心 空々 如と して 天の ごとし。 是を うらやみて 急に 斷 なくせん とする は 異學の 弊 

なり。 却て 病 を 生す。 眼中に ごみ 塵の 入た る も、 金玉の 屑の 入た る も、 明の 煩た る 事 は 一也。 故に 大學に 誠意の 心 

法 あり。 誠に するとき は 意な きに 至る 也。 意な きとき は必固 我な し 

子 畏ース 一 於 1MT。 曰。 文王旣 一一 沒シ タレ さ文不 t 在， 兹 一一 乎。 天之將 i 喪 マ ノト 斯文 T 也。 後 死 ノ者ノ 不レ得 

レ與ー ル「ヲ 於斯ノ 文-一-也。 天-之 未げ 喪 一 J 斯ノ文 一也。 B 人其レ 如レ予 ヲ何ン 

二. ャ 

解 集註 大全に みえたり 

大宰問 ri 於 子 貢 一 曰 も 夫子 ハ 聖者 カ與。 何 ゾ其レ 多能 r 也。 子 貢 曰。 固-天 縱シ _ -之將 _ -聖ナ ..0 又 

二  |ほ 


多能 ナリ 也。 子 聞 1  乏ヲ 曰。 大宰 知？ 我ヲ 乎。 吾/ V ャ也賤 S 故-多 n 能 ナリ鄙 事 一ー。 君子 多 f マ 乎 

哉。 不レ 多ナラ 也。 牢曰。 子 ノ云ン 0 吾 レ不レ 試 ラレ 故 一- 藝ナリ 

多能 は 君子の 心と する 處に あらす。 孔子 用ら れ給 はで 微官に 居 給 ふ、 故に 藝 能に 達し 給へ り。 もし 用ら れ給 ひて 國 

天下 を 平 治し、 風化 を つかさどり、 天地の 化育 を 助 給 は -、 藝能は 天下の 人に なさし めた まふべ し、 自 なし 給 ふに 

いとま あら じ 0 解 集註に みえたり 

子舀。 吾レ 有、" 知ル 「乎 哉。 無 t 知ル 「也。 有 r- 鄙 夫， 問， 一 於 我 r 空空 如 タリ 也。 我レ叩 sr 兩端 T 

而 竭ス焉 

世 聞の 人、 孔子 を 物し りと 思へ り。 尤 古今の 事 を も 知 給へば、 物 知 にても あれ ども、 それ は 孔子の 餘事 也。 聚 賢に 

を. S て 尊ぶ 處に あらす。 有 知 乎 哉、 無知と は 知識の 學 にあら すと 也。 签 々たる 祌鏡 あり、 人 問と きは發 動す。 事の 

/  始終、 物の 本末、 道 S6 の 上下、 事理の 精粗、 世間の 是非 善 惡兩端 あらす と 云 ことなし。 鄙 夫と いへ ども 殘し給 はす、 

天の W1 中風 雷雲 雨、 時に 感じて 發 する がごと し。 天の 至誠 、無用， 小 虫 野草と いへ ども、 其 文 念 比に してた が ひなき 

がごと し。 聖人の 人に 敎る、 俯して 就 ことかく の ごとし 

子ノ 曰。 鳳 鳥不， 至。 河不. 出 t 圖ち 吾" 已 ナ矣夫 

論語 小 解 (子 罕第 九)  ，  一一 一 五 
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解 集註に みえたり。 當 世に 不可 行 こと しられたり。 しかれ ども 天の 此文を 孔子に あたへ たる 實理 亡べ からざる 時 

は、 後世の 師道た るべき 天意 明かな り 

子 見 二 齊衰ノ 者 T 冕 衣裳/者 ノト 與ニ 瞽者？ 見 一け 之ヲ 雖ほ少 ト必ズ 作ッ。 過 ル寸ゅ 之ヲ必 ズ趨ル 

集註 備れり 

顏 淵喟然 トメ 歎 V 曰。 仰ゲ 1 之彌. ^高 S 鑽レ 1 之彌 * 堅シ。 瞻レ、 ^ 之 在？ う、 I 前-一。 忽焉 トメ 在 1 後-一 

仰之彌 高と は、 見識 を 以て 至るべからざる 也。 學見 すでに 及で 德彌高 こと を覺 べし。 鑽之彌 堅と は、 力量 を 以て 入 

ベから ざる 也。 壯 年の 時、 力量 を 以て 聖賢の 跡 を 行と いへ ども、 氣カ つかる K 時 は 退屈す る 者 也。 瞻之在 前 ：… と 

は、 氣 象に 求べ からざる 也。 神 は 無 方に して 易 は 無体 也。 問 學德行 相 進で 後、 高に 至り 堅に 入 左右 其 源に 逢べ し 

夫子 循循然 トゾ善 人ヲ。 傅 ムレ 二 我 ヲ以テ 5 文ヲ。 約 スル1 我 ヲ以ス レ禮ヲ 

孔 夫子の 敎、 循々 と 次序 あり。， 人に よりて よく みちびき 給へ り。 博る の 文 は 易 詩 書六藝 也。 古今 を 知り 事變に 達す 

る 事 其 中に あり。 侯 氏の 說に 格物致知 といへ る もよ し。 約 我の 禮は 禮樂の 鱧に あらす。 禮樂 の禮は 文のう ちに あ. 

り。 此 禮は理 なり、 非禮動 ことな かれの 禮 也。 克己 復禮 といへ る もよ し。 天理 人欲なら び不 立。 人欲き よく 盡て天 

理 流行す る は 克己 復鱧 なり 

欲 スレ5 罷， ノト 不， 能ハ。 旣- 竭， 1 吾が 才 r 如-メレ 有，？ 所， 立 卓 爾？。 雖？ 欲ス t 從マ t 之 未， ^ 由ル 「か i 


二  I 七 

見る 所 明かに 行 處樂む 時 は、 こ k ろみに やめん とすれ ども やむ る こと 不能者 也。 才は 天質 也。 人々 の 天質 皆な すべ 

し、 た 自 不用 不盡 のみ。 孔 夫子の 心 法氣象 力量の 立に は あらす して 卓尔と 立て 堅固の 地位 あり。 たち は 立て 何に 

よる こと をい ひがたし、 故に 如 有 所 立と いへ り。 富貴 も淫 する こと 不能、 貧賤もう つす 事 不能、 威武 も 屈する XJ と 

不能、 惡鬼 もま ど はす 事 あた はす。 此 地位に いたらば 吾人の 卓尔 なるべし。 聖人の 卓尔は いひが たし。 故に 顏 子し 

たが はまく 欲すれ ども 由な しとい へり。 大 にして 化する のさ かひなる べし。 カ行の 精に して、 カ行の 不及所 也 

子 ノ疾ヒ 病ナリ Q 子路 使つ 門人 ヲ爲 T レ臣。 病ノ 間-一 ぼ。 久 カナ 矣哉由 力 之行フ ぃ詐ヲ 也。 無 メレ 臣而 爲， 有ト 

レ臣。 吾 レ誰ヲ 力 欺。 欺" 天ヲ 乎。 且 ッ予レ 與ョハ 其，^ 死 ン於 之 手 f 也。 無 寧 死 11 於 二三 子ノ之 

手-一-乎。 且ッ 予レ縱 ヒ不？ 得 こ 大ナル 葬 1 予レ死 一 づンカ 於 道路 一一 乎 

解 集註に みえたり 

子貢ノ 曰。 有 一二美 玉於斯 r 輟- レア 匱-一而 藏 サン ャ諸。 求 ーァ1 善キ賈 T 而沾" ャ諸。 子ノ 曰。 活 ンャレ 之" 哉。 沽ャ 

レ之ヲ 哉。 我ハ待 sit ヲ者 ナリ 也  . 

解 集註に 見えたり  , 

子 欲い 居 ーン|ト 九 夷 r 或ノ 曰ク。 陋シ。 如 レ之ヲ 何ン。 子ノ BI。 君子 居ラ 1 之 一一 何 ノ陋キ 「力 之有ン 

輪 薛小解 ， 子罕第 九〕  ニー 七  リ 


，山 <ls 笫四册  1 二 < 

解桀註 大全に みえたり。 乘桴浮 海の 意と は 少し 異なり。 浮 海の 歎 は、 夷齊 わらび をお りて 娥 たる 意に 近し。 九 夷 は 

禮樂略 也と いへ ども、 質素に して 實 なる 所 は、 中國の 道な き 代に はまされ る 所 あり。 孔子 是に居 給 はジ、 三 皇の民 

に 近 かるべし。 是 いやし かる まじき 處な り。 禮樂は 時 を 以てお 乙るべし 

子， 曰。 吾レ 自レ衛 反- ^魯_ -然， 後樂 正シ。 雅頌 各/、 得； r 其ノ所 T 

解 集註に みえたり 

子ノ 曰。 出テハ 則チ事 一へ 1 公卿 r 入テハ則チ事ー^；父兄-ー。 喪ノ事 ハ不, 敢 テ不， ァ ラレ 勉メ。 不 レ爲, 酒ノ困 1 

何ゾ 有- 1 ャ於 我？ 哉 

我 は 吾人な h -。 其 時の 一 座の 人々 を さしての たま ふなり。 六藝の 文の み 事と して、 受用 すくなき 人の ためなる べし。 

我等の 說は述 而の篇 にみ えたり  , 

子 在 コ 川ノ 上- ！曰。 逝 ク者ハ 如？ 斯ノ 夫。 不. 舍臺夜 T 

逝 者 は 道 体 也。 水 を 指に あらす。 斯字水 を 指ての たま ふ 也 0 維レ 天.^ 之 命。 於穆 ト.^ 不レ已 上天， 載ハ無 t 聲モ 無い N^s 

是道 鉢な り。 天理 流行し ばらく も間斷 なし。 其 人心に かくる、 者 は 見が たし。 指て 見易き 者 は 川 流に しく はなし。 

故に 孔 夫子 水に よって 嘆 じ 給へ り。 流て 本の 水に あらす、 道 体中に 流行す。 我心 氣も道 体中に 流行す。 少も 人欲 あ 

る 時 は 流行 をと む、 水 ふさがりて 不 流が ごとし。 故に 乾， 卦ノ 象傳ニ 云、 天行徤 す。 君子 以 e テ Srsr 不 といへ 


ニー 九 

り。 孔 夫子の 此 なかり せば、 乾の 六畫 誰か 心 法た る こと をし らん や。 天地の 造化と 共 14、 道 体に 及ばむ こと を 欲 

す。 日往 とき は月來 る、 寒往 とき は 暑 來る。 万物 生々 してやます、 吾心の 知覺 運動 日と して 生ぜす と 云 ことなし。 §3 

道 体中に 流行す る こと 泉 流の ごとし。 孟子 浩然の 氣を養 ふの 受用 こ、 に 本 付 もの か。 吾人の 氣、^ 目 呼吸に 通じて、 

天地の 氣と同 鉢 也。 造化と 共に 流行す る 事、 川 流の ごとし。 私欲の ふさがり なき 時 は、 至大 至剛 にして、 天地の 聞 

に ふさがる もの 也。 直を以て養ふは敬以デ度^2:"愼^獨"の義也0 不愼獨 とき は 隠微の 地に をいて 間斷 あり。 聞斷ぁ 

る 時 は、 川 流に あらす、 洪然 にあら す。 問、 何 を か 人心に かくる と 云 や。 云、 人心 則 天 德の寓 する 處 なり 

子ノ 曰。 吾レ 未ば 見 二 好" 德ヲ如 ナレぃ 好" ^ 色 マ-者 一也 

解 集註 謝 氏の 說に みえたり。 史 記の 說疑 はし  ノ 

子 ノひ。 譬パ 如い 爲ル！ 山ヲ。 未！ 成 一 贅ーフ 止 ハ吾ガ 止ナリ 也。 譬" 如 羊 地？ 雖！ 酵 一 篑 i ハ 吾が 往" ナリ 

也 

解 集註に 見えたり 

子ノ 曰。 語 _ け 之而不 ルレ 惰ラ 者ハ。 其レ 回也與  . 

解 集註に みえたり 

子 謂 fi 顏淵 T 曰。 惜ヒ カナ 乎。 吾レ見 1 つ 進 一也。 未 ^ 見 i つ 止 一也 

論語 小 解 (子罕 第 九)  一二 九 
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大全 勉齋黃 氏の 說易簡 にして 備れり 

子 ノぼ。 苗- フ而 不レ W 秀ーァ 者ノ有 ルカ ナ矣 夫。 秀デ、 而不 ルレ 實ー フ 者ノ有 ルカ ナ矣夫 

美質 あれ ども、 學び ざれば 凡人と 異なる ことなし。 苗に して 不秀 がごと し。 玉み が、 ざれば 石と 異なるな きが ごと 

し。 すでに 學で 大本 大用 わき まへ たれ ども、 德を不 成は秀 て不實 がごと し 

子 ノか。 後生 ハ可 > 畏ル。 焉ンゾ 知；) 來者ノ Z 不 t  J 如 x ス也。 四十 五十- フ而 無、 ぶ 聞ル 「焉。 斯レ亦 

ノ  fff 

不 ルレ 足-い 畏 -也已 

解 集註に みえたり 

子 ノひ。 法語 ノさ 一 一一 n ト。. 能 ク無ン ？從 71 乎。 改 ルヲ. 之 ヲ爲. 貴？。 巽、 m つ 之 言。 能 ク無ン i7 「乎。 繹ルマ 

, 之爲， 貴ト。 說テ 而不， 繹。 從" 而不 レ改。 吾レ未 U 如 レ之ヲ 何 r ス" 「也 已矣 

解 集註に みえたり 

子 ノひ。 主つ I ス 忠信 母-友 r- スル 「不" レ如レ 己-者 1 過 テ、、 ハ則チ 勿-憚" ぃ改 i  -  ノ 

重て 出たり  •> 

子 小。 三軍- ハ可藝 W 帥 ^ 也。 匹夫 ハ不. 可： 奪 まぶ 

集註 備れり 

1 0 


子ノ！ n。 衣 ニ敝ヌ 鰛袍ー。 與，. 衣 ；.-ル狐§ 者 立テ。 而不 ま-者 ハ其レ 由" 也與 

集註に 见 えたり。 惡衣を 着て、 美服 を 着た る 者と 立て、 恥た る は 古への 愚な り。 今 は (S にて は^ 服 を^し、 公界 

へ は 惡衣を 着ル 風俗なる 者 多し。 是 今の 知 也。 古への 愚 は、 宿に て 惡衣を 着し、 公界へ 一 衣 を も はれ わざに 用た く 

思へ り。 故に 己 人より 見苦しき 時 は 恥たり。 古人の 愚 は 私欲 を輕 して、 公義 を重ぜ り。 今の 知 は 公義 を輕 じて、 私 

欲 を 重す。 今の 知の 古の 愚に 不及 ところ 也。 古人の 惡衣を 不恥者 は 是に異 也。 貧 は士の 常な り。 仁 は 人の 安宅 也。 

義は 人の 正路 也。 禮は 人の 盛 服な り。 衣の 美惡に 心なし . 

不レ 忮不レ 求。 何ヲ用 チカ 不ラ 2 臧 カラ 

集註 大全 備れり 

子 路終ル マ t 身 ノ誦， 之ヲ。 子ノ 曰。 是レ 道ナひ 也。 何ゾ 足；) 以テ臧 r ルー 一 . 

解 集註に みえたり。 此 道の 字 輕し、 一 の 道と いはんが ごとし。 道の 一端な り。 平 人に て如此 ならば 善人 也。 是道 也。 

聖舉に をいて は 事と すべから す 

子ノ 曰。 歲シ寒 フゾ然 メ後チ 知；^ 松柏 ノ之後 彫 一一 也 

聖賢と いへ ども、 人の 形 あれば 人の 心 あり。 人情 か はりな きが ごとし。 夏山 は 松柏 も、 同じ 靑 葉なる がごと し。 君 

子の 人に 異にして、 衆人の 不可 及處 は、 人の 不 見所に あり。 故に 人知 ことなし。 小人と いへ ども、 公界へ 出て 禮義を 

^語 小 解 OHS 九)  ニー 二 
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行 こと は 同じ。 戰陣に 勇 ある こと も 同じ。 た 利害に のぞみ 事變 にあ ひて、 小人 は 心た が ひ、 行 乱る。 君子 は 平日 

にたが ふこと なし。 霜雪に あ ひて 後、 夏 木 は 落葉し、 松柏の み 堅固に して 青葉の みさほ か はらざる が 如し。 奴 僕と 

成て 家內 にっか ふる 者 は、 君子と 小人と ちが ひ 有べ けれども、 それ も 平 人に 人づ かひよ き 者 あれば、 衆人の 目に は 

か はりな くみるべし。 常人 は 仕 合よ ければ 大に悅 び、 不仕合 なれば 大に悲 む。 悅 びて は 奢り、 悲しみて はめい り、 

年來の 勇氣も 失て あさましく 成 者 也。 世に 仁義の 勇、 血 氣の勇 をい へる も是に 似たり。 血氣の 勇者 は 戰陣に 臨て、 い 

さみ 進み、 强を やぶり 堅き をく だくと いへ ども、 身方 勢 を 失 ふ 日 は、 年来の 血氣 失て あさましき 心行 あり。 仁義の 

勇者 は、 大 節に 臨で 志 をう ば はれす。 身方 勢 を 失へば 一命 を輕 じ、 死に 至まで よはげ なし。 平生 美質の 人 は 問學せ 

ざれ ども 行跡よ し。 志 あり、 問舉 すれ ども、 氣質 いまだ 變ぜ ざれば、 無學の 美質に は 劣りて み ゆる 者 也。 しかれ ど 

も 大變に 逢て、 志な き 美質の 人 はとり みだし、 志 ある 人 は變ぜ すして たしかなる 者な り。 初て道學の益を知^Jとぁ 

り 

子 も。 知者 ハ不. 惑ハ。 仁考不 .憂ヒ。 ー學者ハ 不. 懼レ 

知 は 心の 祌明 也。 不 見所 を もしり、 不聞 ことに も 通す。 物の 有無、 事の 善惡、 理. 明かに して まど はす。 しかれ ども 

生 知の 聖人 以下 は、 問學 なくて は 此神知 ひらけす。 つぼめる 梅の 淸香 を不發 がごと く、 石 中の 玉の 光明 あら はれ ざ 

るが ごとし。 仁 は 心の 德 なり。 天地人の 三才 を 兼て、 万事 万物 不體と 云 ことなし。 順逆と もに 吾心 中の 一事 なれば * 

好む こ ともなく、 にくむ こと もな し。 入と して 自# せす と 云 ことなし。 故に 不愛。 勇 は 心の 剛 なり。 無欲に して 萬 
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物の 上に Q び やか 也。 富贵 も淫 する こと あた はす、 貧賤もう つす 事 あた はす、 威武 も 屈する こと あた はす、 

まど はすこと 不能、 患難 も變 する こと 不能。 知 仁 勇 は 心の ー德 也。 有と き は 共に あり 、一二 人と なして みるべ からす 1 

しばらく つかさどる 所 ありて、 賓、 干； を 相な す IsS あり。 其 時 は 三人と なしても 害 あらす。 知 ありて 仁なければ 侫^ こ 一 

なりやすく、 募なければ 文武 を 兼る こと あた はす。 仁 なれ ども 知なければ 政教 可に あたらす、 なけれ „HST4£ 不畏 リー 

勇 あれ ども 仁なければ 暴 逆 をな し 易し。 知なければ 理 にくら き 所より 長 あり。 血氣の 異にて おもて は强 なれ ども、 一 

心に は不憐 とい ひがたし。 故に 知勇 仁と もに ありて 全き 君子な り  一 

子ノ 曰。 可 12 ハ n 學ヲ。 未^;^與_-適ブ道_-。 可 S 與 i ブ 道-。 未け 可，， 與" 立 t 。可； 一 與-- 立 一。 一 

fe. ダ h7> ラ^ ヽ  一一 is ル  ^ 

珅レ 卩ニ岁 賴 I  一 

解 集註に みえたり。 此 道に 志 ある 者 は 共に 此學 を學 ぶべ し。 道 を 行に 至て は氣 質の 異 あり、 心の 向と ころ あり、 一 一 

やうなる ベから す。 其 中共に 道 を 行人 ありて、 相 助くべし 0 心の 獨立は 己に あり、 人 をかぬ る こと 不能。 其 中と も 一 

に 志 堅^に して 不變人 有べ し。 欉 にいたり て は 人々 の 時 虚位 あり。 或 問、 大賢 聖人の 地位なら では 權道 は不 行と 云： 

人 ありい かん。 云、 天下の 大權 はさ も 有べ し、 少づ， ^の 權道は 平 人初學 にもなくて 不 叶。 身の 德の不 及に 付ても、 一 

身の 位に 叶た る欞道 あり。 中る と不 中と は 學の淺 深、 德の 厚薄に よるべし  ュ 

唐 核 ノ之華 偏ト， 其レ反 而？。 豈- -不； ー爾. ^思 一。 窒是 レ遠而 タリ  一 

^  お TNI  一  -ニ 一一  j 
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解 集註に みえたり。 詩の 意 分明 也  、， , 

子ノ 曰。 未， r 一之 ヲ思 一也。 夫 レ何ノ 遠 「力 之レ有 > 

解 集註に みえたり 

鄕黨第 十 

孔子 於 ri 鄕黨 _ ー询询 如？ 也。 似， レ I.. 不 1 能誉フ 1 者？ 

鄕黨は 家庭に あらす、 今の 故鄕と 云が ごとし。 一門の 在所 也。 拘 々は 溫恭信 實の貌 なり。 似 不能 言 者、 則 洵 々の氣 

象 也。 似の 字い ひ盡 しがた きの 意思 あり。 至 敬 文な く、 至 愛 言な し。 鄉黨は 孔子 こ、 に 生じ、 乙- -に長 じ 給 ひ、 父 

兄 家族 こ i に聚 るの 地 也。 大人 は 赤子の 心を不 失、 純一 無雜 の德容 こ」 にあら はる。 草木の 生 意 春に 萠芽す るが 如 

し。 孝敬に 專 なる 故に、 賢 知 を 忘れて 謙 卑遍順 也。 溥博淵 泉の 盛德 至善 深然 たり。 事に は 大小 精粗 遠近 高卑 あり 

て、 道に 大小 精粗 遠近 高卑 なし- ノ 事の 犬なる 者 は， 齊家 治國平 天下 禮樂を 制作し、 天下の 大經 を經綸 し、 天下の 大 

本 を 立、 天地の 化育 を 助る 是 な.？ N。 小に して は 身の 動靜 飲食 衣服 容貌 辞色 是也。 日用 常 行の 內を はなれす、 直に 先 
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天未畫 の 前に 造る。 下學 して 上達す。 極 高 明 道 中庸の 聖學是 なり。 孔子の 鄕黨 堯舜の 事業 道に をいて 大小な し。 堯 

舜の心 空 々として 明 知 を 以て 先達た ま はす、 諸 臣の善 言 を いれ、 天下の 言路を ひらき 給 ふと、 孔子の 鄉黨 にして 拘 

4- として 似 不能 言 者と 地 を かへば 同じ からん。 極 高 明 道 中庸の 聖 心無 方 無 鉢無聲 無臭 也、 是を いひが たく是 を 書記 

しがた し。 しばらく 影迹 をと めて、 聖心を 其 中に 寓す。 宛然と して 其 時に 逢が ごとしと いへ り 

其ノ在 ；ァー 宗廟 朝廷 一 r 便 便ト" 言 7。 唯 謹 i 爾 

便々 は 辯 也と いへ り、 謹と 兩事 にあら す。 便々 の 中に 謹 あり。 宗廟 は禮 法の 有と ころ 也。 朝廷 は 政事の 出る 所 なれ 

ば、 言語 明かに 辯ぜ ざる こと あた はや。 しかれ ども 言 達して やみ、 言 すくなく して 理 明かなる こと、 謹の 字 を 以て 

知べ し。 拘 々如と して 似 不能 言 者の 至德こ k に をいて 暢達す。 春に 萠芽す るの 生 意、 夏に 暢 茂す るが 如し。 是溥博 

淵 泉に して、 時に これ を 出す の 中庸 也。 凡人 我 在所に て は 多言 也。 俗に かまど 將軍 とい へり。 公界へ 出して は 用 ひ 

がた し、 たと ひ 口才に て ものいへ ども、 用れば たが ひ、 行へば 事の 害になる 事 あり。 是を 以て 治世の 才 古今 稀 也。 

聖 學の傳 たえて、 或は 文に ながれ、 或は 法に なづ み、 中庸に よる 者 すくなき 事 久しければ なり 

朝- フ i ハ n 下 大夫 1 言 7 「侃 侃 如？ 也。 與二 上大夫 「言 7 「閽閽 如？ 也 

侃々 は 剛直 也。 まげ 屈する 處 なく、 禮義の 有べき やうに のた まふ は 剛の兒 なり。 しかれ ども 物の 理 のま、 にて、 我 

是を 立、 人 を 非と する 心なく、 人情 事 變に應 じて 必 とした ま は ざれば、 人した が ひやす き は 直の 兒 なり。 俗に 直と 

いへ る は 有 鉢に て は あれ ども、 人情 事 變に不 叶、 いにしへの 愚 や 直な り 。民の 病に 近し。 孔子の 直 はしから す。 無 

論語 小 解 (榔蠤 第 十)  • 1 三 五 . 
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事に してすな ほな り。 此時 孔子 魯の 下大 夫たり。 同位の 人との たま ふなり。 闓 々は 和 悅而諍 也と い へり。 上 大夫は 

孔子より 尊し、 故に 長に 事る の禮容 和^して うけした がふ 氣象 あり。 しかれ ども 事の 理に當 て は、 まげて 從ひ給 は 

す。 和悅の 中に 直言 ありて 爭 がごと し。 侃々 は剛 外にして 和內 なり 0 陰 は 陽の 根と なり。 陽 は 陰の 根と なる。 聖人 

の神德 天地の 造化に 同じ 

君在ス オハ 蹴蹬 如？ 也。 與與 如タ" 也 

君 在 は 君 出て 朝 をみ る 時 也。 淑錯は 恭敬 不 寧の 貌也。 與々 は 威儀 中 適.. の貌 也。 又 一 說に安 舒の貌 也と い へり。 蹴錯 

の 後、 與々 たるに 非す、 蹴躇の 中に 與々 あり。 外より みれば 君 前の 威儀 則に 中り て 中 適 也、 內 よりみれば 君 を 敬 ふ 

禮を盡 して 本心 悅 ベり。 故に 心 廣く体 ゆるやか にして 安舒 也。 恭 にして 安の 一端 也。 此時魯 國三家 檣 を 執て 君 を か 

ろむ じ、 備 物の 様に て資は 君の 威な し。 故に 人々 心に 不畏 して 敬 すくなし、 た 孔子の み嚴威 ある 君 前の ごとし。 

. 心の 恭敬 面に あら はれ 背に あふれ 四 体に 施して 不 {# なる がごと し。 是則 威儀の 中 適 なれ ども、 不敬に 習た る 者の 目 

より は 過た るが 如し。 是叉 松柏の しぼめる に をく る、 所な り 

君 召 メ使寸 i 擯セ色 勃 如 タリ 也。 足 躍如 タリ 也。 揖ヌ i 所 「1 與 一一 立 1 左 n 右一 ース手 1 衣ノ 前後 檐如？ 也。 

趨 り進ム オハ 翼 如：， 也。 賓退" パ必 復命， 曰。 賓不レ 顧セ矣 

賓禮は 五 鱧 の 一 にて、 禮 の大 なる 者 也。 中 江 氏 云、 一度 君命 をう けて 禮未行 時、 君に 箏 るの 至 敬 容色 動 靜 にあら は 

ニー 一六 


れて 夭々 如を變 じて 勃如疆 如たり。 下文の擔如^如節々皆此至敬中ょり造化し中^-とぃ，へり0 文義 集註 大全に みえ 


さ 


入 一 f ハ 公門？ 鞠躬如 タリ 也。 如. い 不ルズ 谷 ラレ。 立ュ， 不レ中 ^ 門 一一。 行 一 ァ不. 履， 閾.^ 

文義 集註 大全に みえたり。 中 江 氏 云、 公門 高大 人身 卑 少なり といへ ども、 至 敬 身 鉢に 施して 如 不容。 立と き 門に 中 

せざる 者 は、 尊に 當て 朝廷の 體統 をけ がさん こと を 恐る- -也。 行と き閾を 履ざる 者 は不恪 して 朝廷の 矩 慶を踰 こと 

を 恐て 也。 君 を 去 こと 遠と いへ ども、 なを 君 をみ る ごとし 

過ルォ i 位 ヲ色勃 如？ 也。 足躞 如？ 也。 其ノ 言？ 似 二 不レ， 足 者？ 

解 集註 大全に みえたり。 中 江 氏 云、 君 不在と いへ ども、 君の 座の ほとり を 過 給 ふ 時 は 在が ごとし。 其 敬の 面に あら 

はる. -者勃 如と して 其の 常を變 す。 步趨に 見る- -者躞 如と して 不敢 寧議 政の 際に をいて は、 敬 有餘言 如 不足。 しか 

れ ども 言 を 殘し給 ふに は あらす、 言 達して 少 きのみ 

攝け齊 ヲ升ユ 堂 一-鞠 躬如 タリ 也。 屛" 氣.^ 似 n 不 ルレ 息セ 者-一一 

解 集註に みえたり。 敬 至り 氣靜 也。 故に 息 微細に して、 出入 を不覺 がごと し 

出、"， 降； 二等 r 逞ー 顔色？ 怡怡 如？ 也。 沒，. 階." 趨ネハ 翼 如？ 也。 復 <1 ま 其， 位 _ ；蹴踡 如？ 也 

諸^の 堂 七 尺 七 級 也と いへ り。 君 所 を 去て 階の きざ はし 一級 を 下り 給へば、 氣を舒 べ顏を 解て 和 悅の色 あり。 階の 

输 小 解. (慰 が 十)  1 三 七 
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• あがりおり は 靜也。 おり 盡 して は 君邊 にて 遊 出ら しく ありく は無禮 也。 足ば やに 本 所に 行 也つ しかれ ども 雨 手 p: 如 

として 敬存 す。 其 座に 歸 着て、 猶 恭敬 不 寧の 鉢 あり。 君 を 敬す る 心聞斷 なし 

. ^テ 4£ プ.. ^nn  M タリ felo  nt シ；^ ルが ¥ へ 0  »111ル「0.. ク ft- ス ルガ 0  F ス 「 0シ\ ^クル、 ho  .Tf;?  P トメ Jfvsi^tiT.- ァリ 0  nu.c^ 

トメ  口 シ .laj ルが SI フ r- 

%  s;s^ レ. レ.^ 

解 集註に みえたり。 孔子 君へ を受て 隣國に 使し 給 ふ。 君に 代て 和 を 脩む。 禮の大 なる 者 也。 中 江 氏 云、 孔子 一 度 君 

命 を 以て 命 圭を捧 着し 給へば、 頂より 踵に 至まで すべて 君 用 也。 其 至敬躬 にあら はる i 時 は、 鞠躬 如たり。 圭 かろ 

けれども 重きが ごとし。 圭を 執の 手容 にあら はる、 時 は 上る 事揖 する がごと く、 下る こと 授 るが ごとし。 顔色に あ 

ら はる、 時 は 勃 如と して 戰色 あり、 壯 にして 慎る、 兒 なり。 足容 にあら はる、 時 は 蹴々 として 循 こと 有が ごとし。 

手中に 圭 ありても すそ を かきお さむる こと 不能、 故に 前 を あげ 踵 を ひいて 地 を はなれす、 つま づきて 圭を おとさん 

こと を 恐れば なり。 夫 和 を修る は、 敬の 溢る 所 也。 和 敬に 出ざる とき は眞赏 の 和に あらす。 故に 始 ありて 終な し？ 

諸^の 聘禮 互に 夫子の 如くならば、 そむき 乱る i 事 有べ からす 

享鱧 __ハ 有 n 容色 1 

命圭を 執て 信 を 通す る は、 君に 代て 事 を 行 ひ 給へば、 敬餘 ありて 和 其 中に 存 す。 此禮 終て 後、 音信 物の 品々 庭に 陳 

て 使者の 鱧 あり。 此畤 は和專 にして、 敬 其 中に 存す。 故に 容色 あ. 《s 


1 三 九 

私-一 覿寸 ハ偷倫 如， リ也 

使者の 禮 終て 後、 孔子 自分の 土產を 以て 他國の 君に 見 ゆる 禮 あり。 令 日本 にても 家老 を^ 圃へ使 としてつ か はす 

とき は 如此。 古 1- の名淺 とみえたり。 此時は 使者。 禮ょり はいよ く ゆるやか 也。 故に 愉々 如たり。 中 江 氏 云、 ^ 

解 云、 敬以盡 鱧、 和以通 情、 享禮は 君の 情 を 通す、 故に 至 敬 溢て 氣を發 し 容を盈 るの 和と 成て 容色 あり。 私 覿には 

使者の 情 を 通す、 故に 容色の 和 あまり 有て 愉々 如たり。 我 君の 情 使者の 敬に も あら はる i 所な り 

君子 ハ不 ァ以 r- 紺 鞭 一 飾 £。 紅 紫ハ不 ミ以_ ァ爲 藝ノ 服？ 

解 集註 大全に みえたり 

當 一 核 ナル綺 裕必ズ 表- フ而 出^。 織 衣-一 ハ羔 ノ裘。 素 衣-一 ハ鏖 ノ裘。 黃衣 一一 ハ狐 4r 藝" ち 舞 ン。 

短； < 一 右ノ袂 1 必ズ有 n 寢衣 4 長キ 「一 身 有半。 狐き ノ之厚 キ以テ 居リ。 去-け 喪ゾ 無， 所 ロレ 不レぃ 佩ヒ。 非！ V パ 

帷裳？ 必ノ 设芝ヲ 

解 集註に みえたり。 衣服 は 人道の 禮儀、 身の 文章 也。 叉 時處位 あり 

羔裘玄 冠不： 一 以テ弔 T 

解 集註に みえたり。 吉凶 禮 ことなれば 服 も 叉 異なり。 むかし は 日本 にても 此禮 ありし とみえたり。 昔 は 衣服の 数す 

論詰 小， 解 (鄕 (ま 十)  •  ニー 一九 
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くなくて 鱧 儀み だれす、 後世 は 衣服 數 多くして 禮 わかた す、 式 不行故 也 C 今 は 君子と いふと も此禮 わかちが たし。 

叉 時 也、 處 なり。 戰國 以來禮 式す たれた る. こと 久しければ 也。 式 をお こす こと は 大事 也。 古今 人情 事變に 通じ、 學 

カ本才 かねた る 人なら ではなし がた し。 この 故にお こりが たきと みえたり  、 

吉 月- ハ必ズ 朝服メ 而朝ス 

集註に 吉月 は月朔 也。 孔子 魯に 在て 致仕の 時如此 といへ り  . 

齊-ー ハ必ズ 有 n 明 衣^ 布 ナリ。 齊-ー ハ必、 ズ變 MS^T フ。 居必ズ 遷スレ 坐" 

澳 齋 に 入の 日、 沐浴して 明 衣 を 下に 着 也。 今 さらし 布 を 用と みえたり。 精 明の 德を 致さん と 欲して、 身 鉢まで を 明 

潔に する 者 也。 變食は 酒 を 不飮は 心 をく らまさん こと を 恐れて 也。 五 辛 を 不食は 神 をけ がさん こと を 恐れて なり." 

壯 なる 者 は 相 火 を 助け、 精 を まし、 情欲 を 動すべき たぐ ひの 食 は 忌 也。 襄氣の 節、 寒に たへ ざる 者 は 心の みだれ ざ 

る 程 あたたまる ばかりに 酒を飮 こと はくる しからす。 此 時は逮 の 相手 ある 故に、 其 補ば かりにて やむな り 0 さもな 

きに 酒 を 用れば 心 を ふす ぶる のみなら す、 情欲 をう ごかさん XJ と を 恐る 、也。 遷坐は 外 居に 出て ねおきす る 也。 万 

事改 るに よりて、 心 氣も改 る 故な り。 夫 祭 は 神明に まじ はらんと す、 故に 齋す、 齋は糖 明の 德を いだす 者 也 

/,rif ハ 1A  一 ti^ ハ .^¥ヲ0  .^寶 ハ P 1^ ハ田ヲ  . 

f  -レ ift レ.^  K  レ Iff レ.^ 

解 集註に みえたり。 不 厥の 二字 必 とせざる 意み ゆ。 食 は 体の 養 なれば、 同じく は 食 はよ く しらげ、 謄は よく ほそき 

1 S5 
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がよ きと 巾 JO 中 江 氏 云、 夫 形 は 生の 舍也、 氣は 生の 充也、 神 は 生の 主 本 也。 三の 者呰養 1^ あり。 形 を に は 飲食 を 

以てし、 氣を こ， は 直 を 以てし、 神 を 養に は贞を 以てす。 A 直 は 本に して 飮食は 末な り、 本末 養 倫て 其 生 を 全す ベ 

し。 たと へば 草木の 如し、 其 本 を 培養して 其 末 を 灌漑す る 時 は、 根 固して 枝葉 暢達す といへ り。 ま 一 人は德 厚く 道 高 

し、 故に 飮 食の 養 を 云て、 道 德の養 ひ 其 中に あり。 賢人 は道德 聖人に 不及、 故に 德 性の 養 を 云て、 飮 食の 節 其屮に 

あり 

食ノ惶 メ而餳 セル。 魚 ノ餒テ 而肉ノ 敗 タル ハ不レ 食セ。 色ノ惡 If  乂良セ 。臭 ノ惡 "不 レ食セ 。失へ ルレ 妊 ヲ不レ 食 S 

不二 時 ナラ不 レ食セ 

解 集註 大全に 見えたり 。飮食 は 人 を 養 ふ 物なる に、 却て 人 を 傷る に 至る 者 あり。 鐘より 臭惡 まで は其甚 しき 者 也。 

失 飭は赏 と. -の ふる 所、 或は 過、 或は 不及、 其 中 を 失 也。 不時 は 天の 生やる 造化の 常に 非す、 人 作 を 以て 珍 敷 を 賞 

jg する は、 造化の ェを うば ふ 也。 又は 人 15 政敎を あやまりて、 天地の 節 時なら ざれば 不時に 生す る 物 も あり。 皆 食 

すべから ざる 物 也。 叉 造化の 常と いへ ども 其 物々 の 生 をと ぐる 節 あり。 瓜の をのれ と 落た る は 風味よ きが ごとし、 

魚 尺に みた ざれば 市に ひさがざる も此 たぐ ひ 也。 聖人 は 造化の ェ用を 助て、 万物 其 生 をと げしめ 給 故に、 いまだ 生 

をと げざ る 物 は 食す るに 不忍意 有べ し 

割 メ不" I 正 カラ 不. 食セ。 不レ、 一 得 一一 其ノ醬 ー不. 食セ 

論詰 小 解 (鄕黨 第 十)  Ira 一 
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物に よりて 切 やう あり。 切 やう あしければ 風味 も 又よ からす。 其 物の きりめに たが ひたる を 不正と いへ るか、 方正 

の義取 あやまる 者 ありと みえたり。 醬 よろしき 所有と 同意な り。 天の 物 を 生す る、 草木の 枝葉 魚 鳥の 形に 至まで 方 

正と 云 ことなし。 其 形を備 たる を 方正と すべし。 なます さしみな ど は ほそく かろく 作りた るよ し。 是 方正の 形に あ 

ら ざれ ども、 其 料理の 仕形 養に 叶へば、 是を きりめ 正と 云べ し 

肉 ハ雖へ HV ト不. 使 メレ 滕 二食 ノ氣 一。 惟 酒 ハ無臺 リ不レ 及， 統一 一 

朝夕の 食 汁 さい も藥の 君臣 佐 使の 如し。 食 は君藥 也。 故に 食 を 本と し 食して、 汁 さい は 食物の 助と する 也。 しかる 

に 今時 食 は 湯 取 食な ど \ て 正味 を 黄ぬ きかろ くや はら かにして、 魚 鳥 を 多く 食す る は 誤り 也。 客の 馳走に 汁 さい 數 

をす る こと は、 すき きら ひ いづれ としら ざれば、 うか ひて する； J と 也。 數々 皆 食すべき にあら す。 故に 食の 氣に 

不勝 やうに 食し 給 ふ 也。 養生の 本を不 忘して、 口の 味に まかせざる 也。 酒 は 上 戶中戶 下戶、 各 別なる 生 付 也。 故に 

分 < 呈は定 がた けれども、 人々 自身の 分量 あり。 乱に 不及を 分量と すべし。 乱の 字 酒 狂 ごときの 心の 乱に あらす。 心 

乱る- -時 は、 言も不 常。 是は 一向 凡人の 事 也。 醉狂は 乱の 後 也。 此 乱は氣 血の 乱な り。 よき 程に のめば、 氣血を 潤 

して 良藥 なり。 過れば 却て 氣血を やぶりて 病 を 生じ、 毒藥 となれ り。 人々 自考 知べ し 

沾酒 市， 肺ハ不 レ食セ 

解 集註に みえたり。 うたが はしき 物 は 食した ま はざる なり  . 


不レ 撒- iMCO 不二 多ぶ . 

解 集註に みえたり  . 

祭 露 公？ 不， 宿-! 肉ヲ。 祭ノ肉 ハ不. 出さ 一目 一。 出 一 V 三日 T 不， 食？ 之ヲ矣 

解 集註に みえたり 

食- 不きセ 寢_禾 兪ハ 

食す る 時 物が たりし、 いねても のい ふ は 小人の ありさま 也。 士君子の 樣 鉢に あらす 0 いかんと なれば、 食しながら 

物語す る はみ ぐるし。 いねても のい ふ は 其 時に 非す。 陽 動の 時には 起て 言行し、 陰靜の 時にはい ねて：^ 息す。 天地 

陰陽と 共に 動靜 す。 しかるに いねて いふ は、 靜 時の 事に あらす、 用 あらば 起てい ふべ し。 凡ん は 好悪の 凝！^ 匈.：：' に 

有 ゆへ に、 食に 當て も默 する， こと 不能、 いねても ね 物語す る 也、 無欲に して 靜に樂 める 教 子の 氣 象に あらす。 中 江 

氏 云、 飮食は 口より 入、 言語 は 口より 出、 出入 時 を 同せ す。 故に 不， 語。 言 は 心の 聲 也。 夜寐に 方て は 衞氣陰 經を行 

神明 水 臓に 入、 ものい ふとき は氣 升神發 して、 其 常 を 失す、 故に 不言 

雖ュ蔬 食 茱獒凤 T 祭 S 必. <齊 如 タリ 也 

解 集註に みえたり。 本に 報る の義、 襲て は 嫁穡の 艱難 を 思 ふの 意 あり。 日本 にても 五六 十 や 以前 ま e 祭た る 人 あり 

とい ひき、 今 も 古風の 所に は あらん か 

論語 小 解 (鄕黨 第 十) 


審山仝 築 ff0 

席不レ 1 正さ 不. 坐 

解 築 註 大全に みえたり  - 

鄕人ノ 飲酒-一杖 者 出 レ、， ハ斯- 一 出ゾ矣 

解 集註に みえたり。 孔 夫子 老者を 尊び 給 ふ 意 を 知べ し 

鄕 人，^ 儺-一 ハ朝 服ゾ. 而立 一 ^ 於阼 階-一一 

集註 備れ り。 或說 一入 面白し。 聖人の 至孝 死生 幽明へ だてな きの 至誠 を 知べ し 

問 一 V ハ人ヲ 於 他 邦？。 再 拜ズ而 送 ^ 之ヲ 

集註 大 全備れ り 

康子饋 レ滅さ 拜油受 芝。 曰。 丘 未 ぼセ。 不二 敢ース さ 

解 集註に みえたり 

厩 焚？。 子 退 t 朝ョ" 曰。 傷 t 人^ 乎不， 問 i 馬 . 

馬屋の 失火に は、 馬の 安否 を 問 こと 常人の 心 也。 夫子 は 馬 をす く ふに よりて、 人の あやまち せん XJ と を 恐て、 先人 

ivsi: 給へ り。 しから， にた ふる 者、 人 はけが も. し、 馬 もつ、 * かた： しとい ふべ ければ、. 直て 問 給 ふに 不及勢 也。 又 


1 s 五 

力 ィ ナヤ 

傷？ 人テ 乎不ト 云- ァ問 ぺ馬テ と云說 あり。 かって 馬に 不 及と 云 は 過たり。 人 を 先にし、 馬 を 後に し洽ふ こと は 言外に みえたり 

君 賜へ】 食 ヲ必ズ 正い 席ヲ 先ゾ甞 a 之ヲ。 君 賜二腥 ヲ必. ^熟" 而薦は 之ヲ。 君 賜へ、 I 生/ 必ズ畜 レフ 之 ザ。 侍；^ 

食 一一 於 君？。 君 祭 レ、、 ハ先飯 

解 集註 大全に みえたり 

疾メ 君視ル M 之ヲ。 東 首ゾ。 加 -一 一， 一朝 服ー拖 t 紳ヲ 

解 集註 大全に 見えたり。 疾を 問、 喪 を 問に あらす して、 君臣の 家に いたる は、 君臣た はふれ をな すと い へり。 後世 

の 御成 御 申な ど は 非 禮の禮 とみえたり。 ことの 外の 費 にても あり。 大禮 なれば 費も尤 なれ ども、 非 禮の費 を やめて 

窮民 をす くひた き 者 也  . 

君命 V 召 オハ。 不，， 俟 5 駕ヲ 行ク矣 

解 集註に みえたり 

入？ 一大 廟？ 毎 レ事問 7  „ 

重出と いへ ども、 此篇 なれば 重出に も あらざる 歟 

朋友 死メ 無レ、 I 所レ歸 スル。 曰。 於 _i 我 __殯？  . 

論語 小 解 (鄕黨 第 十)  1 四 五 
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山，^ -集 第四册 

. ,ヒ 。 g?.. 友 Q 信に をいて、 情 sl、 ま 不及？ みるべし . 

解 集註 大全に みえたり 我 夫子 S 亥 

友， 之饋。 雖 r- 車馬 蘇 一 V ハ祭 肉-一一 不 レ拜"  ^ 

解 集註 大全に みえたり 

賓 テ不レ 尸セ。 居 テ不レ 容セ 

解 集註 大全に みえたり  . 3  IliA-^^i 

見 5 考考。 0HO 見，， 一 I ま瞽煮 雖 • - 、必 以レ貌 

解 集註に みえたり  -, 

凶 服， 考式ス 之。 式 r- 負 版 i 一  ， 

解 集註 大全に 見えたり 

. 有， Y ハ盛 饌.； 必.^ 變，" 色ヲ而 作"  . 

解 集註 大全に みえたり 

迅キ雷 威 烈ケ i ョき I お 01 也。 過る は 夭の 怒 あり。 父母 怒る 時 は、 子た る 

とき 雷 はげしき 風 は 通例に 過た る 也。 通例の 風 雷 は 夭 5 化の 功？^ まはヌ 

1 四 六 
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者 其 身の 事に あら ざれ ども 顔色 容鉢 常を變 じ、 慎で かたはらに 侍るべし。 天地 は大 鉢の (乂 母 也。 ことに 聖人 は 天地 

を師 とし 給へば、 天の 怒は孔 夫子の 身に ぁづ かり 給 は ざれ ども、 敬して 容貌 を 變じ給 ふ。 意 あるに 非す、 自然の 感 

通な り 

升 ュ車必 "、正 ヹ斗 y 執 凝 S 車中 不二 內滅、 ；、。 不， ，疾25 ハ。 不， 一親 ク指， 

解 集註 大全に みえたり  . 

色：： -斯レ 擧リぶ K。 翔テ 而後 チ集リ . 

解 集註に みえたり。 末に 夫子の 語 を 記すべき ための 序 語なる べし  * 

曰。 山 梁 雌 雉。 時 哉 時 哉。 子路 共-之 ヲ。 二 r 嗅デ 而作ッ 

維子 は 羽毛に 文章 あり、 故に 十二 章に 入た る 鳥な り。 雌 は 伏な り、 文章 ありて 伏し 隱 る，， 者 也。 草木の かくるべき 

便な き 平地に 伏ても、 塊の 様に て 羽毛の 文 もみえざる 者 也。 孔子の 時分、 天下 道なければ、 君子 は 才德を かくして 

居べき 時 也。 潜 龍 勿 用と いへ り。 山 梁 は 山路に かけた る 橋 也。 谷川な どに わたせる なるべし。 こ.. に雜 子の 出た る 

力 人の 來る氣 色 をみ て、 たちあがり かけめぐりて 後、 くだり 止た るが 伏た るなる べし。 夫子 是を 見た まひて、 君 

子の 機 を 見て 作し、 R を 終る こと を 不俟、 龍德 にして かくれた るに 相 叶た る XJ と を 思 召 あは せられて、 時 哉く と 

嘆 じ 給へ り。 今の 時、 才德 ある 人 は如此 なるべし と 也。 子 路其意 を さとらす して、 時の 物との たま ふと 思 ひて、 伏 

iislB-c-  0^ ブ黨^ 十〕  1 g ヒ 
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維を とら へんと す。 維 震 鳴て 飛 去た るな り。 It 雉の 鳴 也と いへ り。 裏に 仁者の 樂 01;^ 溪 にし 

.in 梁 はよ く 人 を わたす。 物 を 成 は 知 也。 仁 知 ある 享 といへ ども、 時に あは ざれ は 力 くれて 

て、 も を 不動 象に とれ f 1?ヒ> ありての たま ふに は あ I、 今 みれば 此象 あり。 I 上篇、 時 習を 以て 

用 をな さ^る 象な りと い へり。 孔 夫子^、，？ ありての テま. 

はじめ、 時 哉 を 以て 終る、 其 奥義 默識 すべし  . 


IB 八 


先進 第 十 一 

子甾。 先進お i 樂 一野 人ナ "也。 後進 ノ於 i 樂？ 君子 ナリ 也。 如. ン 用ヒ、 I 之ヲ 則吾レ ハ從， 進？ 

先進 後進 は、 先人 後人 先 覺後學 といへ る 同じ かるべし。 進/字 を 用る 者 は、 夫 レ孝ハ 天.^ 之經 す。 地ノ 之^す ト.； ^行 ナリ 

の 行の 字の 意 也。 天 行 健す。 君子 以ラ自 疆 不， 息。 人 は皆自 新の 性 あり、 日 新に してやむ ベから す。 ゆく 者 は 川 流 

チ. C- ャ  *-  ノ  J '、タ 

の ごとし、 晝夜 をと Y め t 是 人の 性 也。 造化と 同 鉢 也。 故に 民の m なりとの たまへ り。 聖學の 也。 先 覺の禮 

でな 

樂に をけ る は 赏餘り ありて、 文備 はらす。 後覺の 禮樂に をけ る は、 文備 はりて、 實 見た す。 後世 文 跪の 時より 見 

ャ ジン  フゥ リウ 

ば 先覺は 野人に 近し. 後覺は 風流に 近し。 時の 人是を 君子と い へり。 野人 は德に 近く、 君子 は才に 近し。 にし 

て 天下 平 なる は禮 樂易簡 也。 後世 文備の 君子に くらぶれば、 m まにして 野人の ごとし。 今 書 を i する も、 道理 明 

白 なれば、 文字 P 詁 故事 等 をい ふに. S とまな し。 這理 明白なら ざる 者 は、 訓詁に く はしく、 故事 を ひく こと 多き が 

ごとし 

li 語 小 解 (先進 第 十 1)  一四" 


蕃， 山全錤 第 §: 册  _ 一  五 〇 

1- イシン  セゥ クハヅ n スィ  フカ 

天 氣淸明 なれば、 日月 星辰 かんりて 寮 暑晝夜 あり。 物に 生活 枯瘁 あり 0 人に 富貴 貧賤 あり。 地に 水火 土石 ありて 屑 

|& まの M あり。 M に 鬼神 あり。 W に禮樂 あり。 燦然た る 文理 明かに して まど ひなし。 文武 禮樂の 本 也。 伏羲 氏の 

"ク々 ノ  イク、 ,f ト キ スゥ  t キク  ヲシへ  キグゥ ク ハク 

時、 いまだ 屋宅 なく、 衣き なく、 禮 度期數 なし。 字書な しとい へど も、 天 高く 地 卑して 上下の 敎 明か 也。 初て 一一の 畫 

を 作て ii を 生じ、 四 象 八； i をな し、 八卦 六十 四と 成て 天地人 三 極の 道 あら はれ、 万物の 情を盡 し、 物 を 開き、 務を 

.-,ズ>  タイ トヨ々  シッ  ヨウ ィャゥ ヘイ タン お イン タノ シ i 

成。 rr は兩儀 也。 兩儀は 太 極より 生す。. 初めて 五十 終の 瑟を 作て 天地神明の 德に 通す。 雍容 平淡の 骓 音を樂 て、 四 

時 五行の 悠かを 船く  P 伏 羲氏旣 に 天下に 君た る 時 は、 諸侯 あり、 士庶 あり。 文い まだ あら はれす とい へ ども、 時に 宜 

き禮樂 あり。 夫 鱧は義 によりて 制す。 義は宜 也。 故に 政 は禮を 以て 成と い へり。 後世の 禮は 多く は 法に 近し。 文 過 

て 時に 宜しから ざれば 禮實衰 へぬ。 實衰 たる を 以て、 却て 禮樂備 りて 君子な りと いへ り。 なを 集註 程 子の 說に 見え 

たり 0 モ I 用ヒ i 之ヲ …： 、 時に 孔子 を 用 ひて 政.^ -, - なさし め 給 は？、 先進の 質素に したが ひ 給 はんと 也。 周の 代の 始は、 

天地 開て よりこの かた 物お ほく 出 來て澤 山なる 時 也。 それ を 其 ま.^ にて 平生に 用れば、 人民 皆樂に 流し、 務にを こ 

サ カン サ ウサイ タメ タブ ヅ ゾ，， i  ] に-,, 

たり、 善 をせ す、 禽獸に 近し。 故に 時の 聖賢 禮樂 盛に 用 ひて 喪祭の 爲に此 多 物を換 じ、 孝 を 鬼神に 用 ひて 善 をな し、 

務に を； 0 たらす。 物 盛衰 あり。 周の 末 五 百 歳の 後に 及て は、 聖賢の 君 も 出 給 はす、 人道 造化 を 助け ざれば 物す くな 

く tu,t^"o 此 時に 物澤山 なりし 時の 禮を用 ゆべ からす。 又 太古 質素の 風に よるべし。 是 先進の 野人 を 思 ひ 給 ふ 時 

也 0 問、 しからば 周に したが ふとの たま ふ は 何 ぞゃ。 云、 孔子 位 を 得 給 はす。 鱧樂を 損益し 給 ふべ からす。 時い ま 

だ 周の 末 也。 故にした が ひ 給 ふ 也。 しかれ ども 純は儉 せり、 衆に したが ふの 言 を 以て 其 奥意 を 知べ し。 たと ひ 孔子 


一 五 i 

二 ハカ ケ ンャク  け 5 しゃ  サユ ギヤ ゥ  モ,  午ゥ  コ フゥ 

時 を 得 給 ふと も、 俄に 儉約 をな し 袷 はじ。 多年の 驟奢 によりて 産業と する 者お ほし、 急-に 是を やめ 古風に かへ さ. < 

コ， \ 午ゥ  メイ ハク  シタ \K  フゥ 

とすれば、 困窮の 者 多し。 左様の 者 迷惑せ ざる 様に、 下地 をよ くして 後、 風 をう つすべし、」 是又 時に 报^ すべく し 

て、 しばらく 周に したが ふの 義也 

子ノ 曰。 從 ，1 我 於 陳蔡？ 者。 皆不， 及， 門 _ "也 

解 集註に 見えたり  - 

德行ー ス額淵 閲子騫 冉伯牛 仲 弓。 言語 _ -ハ宰 我 子 貢。 政事 _ヌ$ 有 季路。 文 學ズ子 游子夏 

シ タザ  チャウ  ヅクセ いつ 

是 孔子の 言に あらす。 陳 蔡に從 ひし 人の 中に て 長 じたる を 十 人 あげてい へり。 十哲 は俗說 な.. =N、  子の 說に 見えた 

子ノ 曰。 回ハ也 非， 助 ユ我ヲ 者-一也。 於蕃が 言 。禾 1 說 

解 集註 大全に 見えたり 

ノナル カナ 

子， 曰。 孝 哉 閔 子蹇。 人不， 間^ 於其ノ 父母 見 弟 ノ之言 t 

解 集註に 見えたり 

南容 三ビ復 「1 白圭 T。 孔子 以 ；妥っ 兄 ノ之子 T 妻ス， 之-一 .  • . 

論 小 解 (先 55 婿 十一) 一.  】 五】 
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ム マレ ツキ  ム クチ モノ  ヅ * レ 為  シ リ a 

解 集註に みえたり。 生 付 て 言 すくなき 者 を 俗に 無口 者と いへ り、 愼 'には あらす。 左様の 人內に 思慮 多き 者 あ 

ム クチ  セィシ A シ ウレ， 一 

り、 よきに は あらす。 生 付 無口に は あらで、 言 を愼は 精神 を 収斂す るの 第一な り 

季康子 問 S 弟子 孰ぶ 爲レ W 好 學。 孔子 對テ 曰。 有 n 顏回ト 云 者 一好 ^ 學。 不幸 短命- フ 死，^ 矣。 

今ハ也 則亡シ ■  , 

解 集註に 見えたり 

顏淵 死ス。 顏路請 1 つ 一子，^ 之車以 -ァ爲 ーフ| ント 之- ガ椁 4 子ノ 曰。 才モ 不才 モ亦" 各 々言， J 其， 子 T 也。 鯉が 也 

死 スル寸 有 一 レフ 棺而無 吾 レ不三 徒 ヨリ 行テ以 テ爲； J 之- ガ椁 r 以ーゴ 吾が 從， ヘール ヲ大 夫-之 後一 不 レ、、 i 可 一 フー 徒 ヨリ 

行 一也  -  . 

解 集註に 見えたり。 孔 夫子の 意 は 末の 章、 回 ャ也視 "予， の 語意に あら はれたり 

顔 淵 死ス。 子ノ 曰。 噫。 天 喪シけ 予ヲ天 喪シッ レ予ヲ 

解 集註に 見えたり 

顏淵 死，.」 子哭 メレ 之ヲ 慟ス。 從者ノ 曰。 子慟、 ン？ 矣。 曰。 有 5 慟スル 「乎 ャ。 非 ri 夫人 ノ之爲 -ー慟 r 一 一而 

誰ぶ 爲- 一力 セン 
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顏淵 死ス。 門人 欲 ニ厚ク 葬？ ン" 之ヲ。 子ノ 曰。 不可 ナリ。 門人 厚ク葬 1 之ヲ。 子， 曰。 回 ャ也視 ル：： 予デ 

猶； 父ぶ。 予 レ不， 得, 視ル 「猶 ブ子ノ 也。 非-. 我- ハ也。 夫ノ 二三 子 ナリ也 

クス  クルス r» ヲ 

コゥ  カナ 

解 集註に 見えたり。 此語を 講じながら、 後世の 學者、 家に 過、 國 所に 過、 時に 叶 はす あっき 葬 をな せり。 終に 大道 

を 亡して、 異學を みちびく  と を しらす 

季路 問" 事？ ち "鬼-神- -0 子 Z 曰。 未- t 能 ゆ 事ル" 人 一 -0 焉 クン ゾ能ク 事へ レン 鬼-一 。敢テ 問 W 死ヲ。 li。 未ダ 

レ 知-い 生ヲ。 焉 クン ゾ知 1  ノ死ヲ 

此人は 賢人 君子 也。 君子に つかへ て悅 びら る、 道 ある 人なら ば、 祭祀に 事へ て 鬼神の 感格 あるべし。 たと ひ 君 父 凡 

人な りと も、 性 命の 君 父に つか ふる 時 は 人に つか ふるの 道 を盡す 也。 人 鬼と もに 誠の 道 を 盡す時 は 二 あらす。 生 は 

人の 人た る 處の理 也。 理に 明かなる 時 は、 幽明 死生 一貫の 義、 畫 夜に 通じて 知べ し 0 生の 理 明かなら すして、 死 をし 

らんと せば、 くらき より くらき に 入の 迷 あるべし。 太虚 天地の 理、 生々 不 息なる は 我 本 鉢 也。 我 本不レ 來ラ。 歸 るべ 

き 所な し。 此身 心中に 生死す る こと、 太 空に 雲の 聚散す るが ごとし。 雪の 聚散の み を 見て、 太 空 を 忘れた る 者、 聚 

を 生と し、 散 を 死と して、 死後 をうた がふ 者 也。 太 空 我 常 鉢なる こと を 知た る 者 は 聚散に 心なし、 形に 生死 ありて、 

心に 生死な し。 何の 不審 もな き 事 也。 雲に 聚散 ありて、 太 签 に 聚散な きが ごとし 

閔子侍 ^ 側-一。 閽閽 如？ 也。 子 路行行 如？ 也。 冉有子 貢 侃 侃 如？ 也。 子 樂ム。 若ぶ 由が 也 不っ 

tiss 小^  (先 逸 第 十一)  一 五三 
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レ得二 其^ ー然リ 

f>  ジン カウ  カネ  キ. P ゥ  ス * ン  アヤ マチ 

闘々 は和悅 にして 剛直 也。 德氣 深厚 文武 を 兼た る氣象 也。 行々 は 進で た ゆまざる 氣 象な り。 過 を 聞て 悅 ベる 所 也。 

エイ サイ  カウ イク  タノ シ 

侃々 は剛 正の 氣象 也。 みな 聖人の ー德 あり。 故に 孔 夫子 英才 を 得て 敎育 する こと を樂み 給へ り。 子 路戰國 にっかへ 

て 勇に 過 たれば、 其 死 を 得ざる の擾 あり 〇 或 人 問、 子路氣 質に 凶 死の 命を受 たり や。 云、 此理 あり、 其 上に 勇 を 好 

に 竭て變 化する こと あた はす。 氣 質を變 化する 時 は 凶 死の 命、 共に 變 する 理 あり。 然 の字此 意味 あり.^ 性 也 命 あり。 

ヲノ  \  ガ A シャゥ 

君子 は 命 をい はす。 命 は 己に よりて 立理 あれば 也。 世 聞に 命な りと いふ 者 は、 お ほく は 巖墻の 下に 立 者 也。 問、 し 

からば 孔子 何ぞ凶 死の ¥ を 可 t 變ズ こと を かねて 敎へ給 はざる や。 云、 由. 《 瑟奚. 一 ゾ爲ー  1 於 丘サ之 門？。 暴 虎 竭河メ 死 ス.^ 而 

ク ミセ  アヤ マチ 

無ラ、 2 悔. -者， -K 吾レハ 不レ與 也。 等の 語み な其敎 也。 問、 子路 過 を 聞 こと を悅 ベり。 何 ぞ其敎 にレ， たが はざる や。 云、 

ァラ タム  ボン ジャゥ ティ 

勇 は 君子 三 達 德の其 一也。 子 路の勇 は 人の 及が たき 事お ほし。 善なる が 故に、 過 を改る こと を 急に せす、 凡 情 鉢に 

近き 過 は 速 に克 去べ し。 問、 無道の 君に つかへ て 一 命 をいた せる は何ぞ や。 云、 其 時分 天下 有 道の 君な し。 士 

は 仕 ふべき 者 也。 孔子の 仕へ 給 ひし も 有 道の 君なら す。 人 は 五倫 を はなれす。 天下 無道 なれば えらびが たし。 魯人 

カク  ヒ  タグ 

獵狢 すれば、 孔子 も獵 給す。 獵 給の 非 は少き 也、 朋友 は天偷 なれば 絶べ からす 

魯 人爲， -長府 1 閱 子騫ノ 曰。 仍， V ハ舊貫 一-如 之 何 S 何ン ゾ必. ンセ 改^ 作 ラン。 子ノ 曰。 夫 ノ人不 4 曰"。 

言 「ハ必 一人 有 リレ中 =-「  . 


1 s 

クラ チ 3 キク  シ ユレ， \  キ キ； タメ  ジゥ テキ ナン  ： 

藏に儲 蓄の藏 あり、 歛の藏 あり。 たく はへ と 云 は、 水 早 饑饉の 爲、 又は 戎狄 兵難の 爲、 すべて 國民 Q ためにた 

T ゥケ タクに 力-., タク ハへ  ヲゴリ  ョク  マス 

く はへ て、 上の 私の 蓄には あらす。 聚歛と 云 は、 上に 財 用 を. 好む ため 奢の 用、 すべて 欲 ありて 下 を 損じ， 上に 益の 

a なり。 人民の 爲の藏 なれば、 破損して 五穀に 害 ある 時は不 レ得レ 已 して 修理すべし。 今货 肘の 藏を 改め 作る 事 

は、 聚歛を 事と し、 利を崇 の 意 也。 故に 1! 子 民 を 勞し財 を やぶる こと をいた めり。 後世 は 民の 饑饉 をす く はん 爲 の 

たく はへ なければ、 饑孃 して 餓死 多し とい へど も 施す こと あた はす。 藏々 に 五穀 ありと い へど も あて、 する 意 異な 

•  シュ レン  ャム 1 プ 

れば なり 〇 子 曰、 夫， 人 云々 天地-万物 収歛を 主と す、 發散 は不， 得レ已 といへ り。 言語 は發 散の 第一 也。 不言 はよ く 

ァタ  ホウ 

精神 を収歛 する 也。 言 必す理 に 中る は 無心の 發散 也、 放心せ すして 應 する 也。 春 二月、 雷 始て發 する がごと し。 雷 

天大壯 造化 自然の 理也。 万物 時に 發す、 聖賢の 言 同じ 

子ノ 曰。 由が 之 瑟奚ン ゾ爲！ 1 於 丘 ガ之門 r 門人 不， 敬？ 子 路ヲ。 子， 曰。 由ャ 也升レ T 堂 一一 矣。 未 ダレ 入 fi 

於 室 一也 

ケ ゴ セ イエ ン  フク ハイ  ゾゥ テゥ  n ノ カタ  n ザク 

集註 大全に、 家 語 說凝等 を 引と い へど も、 附會 の說と 見えたり。 您 じて 宋 朝より 以来、 程 子 朱 子を始 として 古樂は 

タエ 

絶たり と 思へ るに や、 學 びら れ ざり しと 見えて、 音律に はく はしからざる こと 多し。 理を 以てい へる ばかり 也。 其 

中に も 周 子は樂 にも 通 ぜられ たる 所見え たり。 樂は學 びす して、 道理ば かりにて をして はしられぬ 者 也。 子 路の瑟 

チウ  t 

孔門に 鈹 すべから す、 とのた まへ るに は、 舜の 南風 紂が北 鄙の ごとく、 樂 たが ひたる に は あらす、 樂は 同じく 孔門 

の樂 なり。 たぶ 其 爪音に 心の 隱微發 する 者 也。 子 路勇强 に 過た る 所より • 北風 殺伐の 音に 近き 聲出 たる 也。 tf 蜋の 

詭認小 解 (先進 第 十一)  一 五 五 
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t  チヅ 4^ ィ  -V ゥリ 

I. をう か f ふ を 見て だに、 爪音に 殺聲 出た ると いへ るに て 知べ し。 樂は 神明の 德に 通す る 故 也。 我心の 正邪 毫 厘の 

微 といへ ども、 其 爪音に あら はれ、 其 身の 人が らまで もしら る、 事 なれば、 常に 明師に 親炙す るが ごとし。 故に 君 

子 故なければ 琴 瑟身を はなた す 〇 門人 不レ敬 云々 升レ 堂-一は 道 鉢の 正大 高 明に 及べり。 未 *5 入- 1 於窒？ は精微 中庸の 奥に 

入て 氣質變 化の 受用不 ^ 至ラ 也。 正大 高 明 は 見所 多し、 故に 麁 率の 氣 いまだ 不：^ 除ゾ 力と いへ ども、 凡人に は あらす。 

ヌカ  へ ，ン ボン シゥ 

是を 五穀に たと ふるに、 外皮 ぬげて 糠の これる がごと し。 精微 中庸 は 入德の 功也。 故に 氣 質の 偏 凡 習 共に 變 化し 盡 

ヌカ  シヅ  サゥ 

る 也。 是を 米に たと ふるに、 糖み なぬ けて 生 意の 精 味に 至る がごと し。 問、 いにしへの 瑟と 今の % といかん。 云， 

フク や  ケヅ  ケヅ  * シュシ  ヘイ  イカリ n ラ  3 ク フサ 

伏犧氏 初めて 瑟を作 給 ふ。 瑟は潔 也。 其 心 を 清潔に し、 其 內を淳 一 にす。 又 瑟は閉 也。 忿を徽 し、 慾を窒 ぎ、 人の 

德を 正す といへ り。 犬なる は 長さ 七 八 尺、 或は 五十 綠、 或は 四十 五 終、 後世の 瑟は 二十 五紘、 或は 十九 紘 といへ り 0 

シン サゥ 

堯舜 より 孔子の 時までの 瑟は、 多く は 二十 五絃 也。 秦人是 を 二に して 十 三絃と す 0 故に 今の 瑟を 秦箏 とい へり。 五 

十紘 二十 五紘 十三 紘、 音律に お ゐてか はりな き 道理な り。 初學 か六藝 にの み 達せる 人なら ば、 如此 はの たま ふべ か 

らす。 爪音に あら はる-^ 處 の瑟聲 にお ゐて、 其 心の 化せざる こと を 格し 給 ふ は、 子路 なれば こその たまへ り。 他人 

の 及ぶべき 處 にあら す 

子 貢 問 7。 師ト與 V 齒也孰 レカ賢 レル。 子ノ  il。 師ャ也 過""。 商ャ 也不， 及。 曰。 然 ラ、、 ハ則師 愈ぶ カ與。 

子ノ 曰。 過 タル ハ猶 5 不レ つ？ 及、、 ハ  ,  - . 

シ 

タラ  トク 

才知 衆に 越て、 高 明 を 好む 者 は 常に 過る 事お ほし。 忠信に して 知不 W 足 者は不 V 及、 しかれ ども 篤 實の行 あり。 高 明 

1 五六 


1 五 七 

を 好む 者 は 中に 過、 ^ 實 なる 者 は 時に 中す る こと あた はす。 髙 明の 生れ 付に て 忠信 を 主と し、 篤實 にして 時 中 を知ル 

者 は 中 行の 君子 也。 孔子 終り 給 ひて 子 夏に 學 ベる 者、 孔子と いふと も是に 過べ からすと いへ り。 詩の 大序小 序 を 見 

るに、 後世の 人 及ぶべき にあら す。 孔門の 不及 とい へ る 人 を 知べ し 

季氏冨 r- リ於周 公 r。 而 求也爲 M 之 ガ聚歛 メ而附 ri 益ス之 r 子ノ 曰。 非蕃. ^徒 一也。 小 子 鳴 k ヲ 

而攻 _2ヲ 可" リ也 - 

周 <レ は 周 公 Sii にあら す。 孔子の 時 は 周の 末な り、 周 朝の 三 公 を さしての 給へ り。 三 公 は 百 里の 國を うく、 兵車 千乘 

也 0 季氏 百乘の 家に して、 千乘の 富に 越た る は、 君の 地 をう ば ひ、 民 を むさぼりての 事 也。 しかる を冉求 これ を 助け 

, す  ケジ  シュ レン  フ ゼィ  コク ハク  マ. 

ていよ、 く ie^ しむる は！ を 富し むる 也。 しかれ ども 後世の 聚歛 の臣の 様に、 賦稅を 急に し、 民 を刻釗 して 益に は あ 

らす。 凡人 はネ知 かしこき 様 なれ ども、 財 を 生， やる 道 を しらざる 故に、 生すべき 物 生ぜす、 或は 中に てす たる もの 多 

サラ 

し。 与 求 は 財 を 生す る 道 を 得 たれば、 民 も 前より は 富 足て 賦稅 多し。 冉求 去ば 賦稅 のました る 事ば かり 殘 りて、 „i5 

/ コス  方 ゥシャ ゝ 

を 生す る 道はなくなる べし。 しからば 民 聞 困窮すべし。 是惡を 後に 遣す 也。 其 上季氏 仁政 を 行 はす、 驕奢の づ人を 

トマ  ョク 

富し、 ますく 其 欲 を 長す る ことなれば かくの たまへ り 

柴ャ也 愚ナリ 

愚 は 知 不足に て 行 篤き を 云 也。 狼 者の 類 也。 家 語に 子#, の 故事. あり、 見て 知べ し。 世間の 愚痴 不^に は あらす。 世 

論語 小 解 (先進^ 十一)  一 五 七 


本お 山 全 壤 笫四册  一 五/ 

間の 愚痴 不宵 はくらく まど ひて 行跡 もよ からす。 善人の えらびに 入て 愚と 云に もたら や。 爱に 五六 人 あげ 給 ふ は 善 

人の 中に て氣 質の 品々 をのた まへ り。 次の 章に 善人の 道 ある にても 知べ し。 平 人より 賢人 君子と 思 ひて 感 する は 狷 

チ フソク  アツ  シン  力 ウタ，  A  セシ ジン 

者 也。 時に 中す る 知 不足なる 故に、 篤く 道 を 信じて、 行 正しければ 也。 狼 者に も 高下 淺深 あり。 溫 公な どは狷 者の 

タカ  シタギ  キヤウ  チ  ジュ  カウ々 

高き 者 也。 今 も 人の ほむる 者に はまれに 狷者 下地なる あり。 狂者 は、 知 聖人に 及べ ども 受用を 事と せす 行跡 あら 

ければ 平 人より 見て は 凡人 同前に 思 ふ 者 也。 中 行の 賢人 は 時に 中す る 故に、 平 人より は 何ともみ えぬ 者 也 

參ャ也 魯ナリ  . 

魯は遲 也。 不明に あらす、 一 を 聞て 十 を 知 ごときの 敏 なる 生 付に て はなき 也。 文字よ み を 習て 受取の を そき 樣 なる 

を 云 也。 過ちて 瓜の 根 を 切た る 時、 父の 大杖を あげたる を 見て 不レ退 鉢の 事 也。 聖 學を受 用して 氣質變 化した る 時 

は、 愚 も必す 明かに、 柔も 必す强 也。 况ゃ魯 は 愚に あらす、 終に 大賢の 地位に 至れる 人 也 

師ャ也 辟？ 

辟 は 偏 辟 也。 高き に 過た る は 地の 偏 辟、 山の 險蛆 なる がごと し。 畿內中 國の山 は なだらか 也。 田 舍の山 は險祖 也。 

無欲 偏 僻の 者、 凡人の 目より. は 賢者と も 道 者と も 見 ゆるが ごとし。 しかれ ども 聖人 中 行を師 とし 學ぶ時 は、 其 偏 辟 

も 道に 入の 力量と なる 者 也 

由ャ也 まづ- 


i は ゥ也。 氣過 たる 者お ほく はしかり。 上ら ふ， I にて けだかく、 知 仁 勇 兼た る 人 は 中 行の 君子 也。 子 路も君 

子 なれ ども、 いまだ 中 行に いたらざる 故な り 

子 曰。 回ハ也 其い 庶？ ノ乎。 屢 空ナリ 

此子 曰の 二字、 柴ハ也 愚の 上に 在て、 賜不 ぃ受レ 命" 而云々 まで 通じて 一章 たるべし。 庶 乎 は 一 時化して 聖 となる に 近 

き 也。 是顔 子の ii., に 近き 年なる べし。 孔子の 心地 は 空々 如たり。 思 ふべ くして 思 ひ、 爲べ くして なす、 春秋の 氣の 

it^ 中に 生す るが ごとし。 神明 不測 天と 同 鉢 也。 顏 子不レ 遠して 復す、 不時の 思 ひ ありと いへ ども、 一 念の 微を 照して 

签々 の 常体に 復す。 問、 額 子 不時の 思 ひ 如何。 云、 吾人に ありて 善 念 也。 善 なれ ども、 時なら ざる は 心の 本 鉢に あ 

ら す。 問、 如此は 異學の 流に 似たり。 云、 異學 といへ ども 聖舉 の眞を かれり。 今 盲者の 平家に 琵琶 を かり、 つくし 

に i を かるが ごとし。 i、¥ にかり たると て、 聖 作の 箏 琵琶 をす つべ からす。 聖 學の眞 をば 異端に かし あたへ て、 吾 

聖舉は 糟粕を 取て 卑近の み を儒學 とする は ひがめり 

賜不， レ受レ 命ヲ而 貨殖 ス焉。 億 ル寸ハ 則屢々 中レノ  . 

士  1^ ェ商は 天命の 自然 也、 逢に 順て なすべし。 子 貢 時に 其 心に 仕 ふべき と 思 ふ 君な し、 農工 は 其 下地な し。 しか ォ 

ば 商の 業 をな せる こと そしる ベから す。 才知 多き 人なる 故に、 天命の 自然 を またす、 田.^慮を以て行ふべき事ぁり。 

しかれ どもぎ ある ゆへ に、 いへ る こと 行へ る 事に よく 中る ことお ほし。 左傳、 定公 十五 年に、 姊 子と 魯 公との 體容 

を 見て、 死亡 をい へる 類な り。 不知 不才なる 者 はっとめ てな すべき 箏 をも懈 りて、 天命 次第と いひて、 時 を 失 ふこと 

输 isi 小 解 (先 5^ 笫 十一)  一 五 九 
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ム， _K  サク * 

おほし。 才知 ある 者 は不， 得， 已 して 才知の はたらき を 以て， 作爲 する 事 多し。 氣 質に ひかる、 處也 

子 張 問  ー71 善人 ノ之道 T。 子，' 曰。 不， 踐 マレ 迹"。 亦不， 入 ーフ1 於 室， モ 

カリ ゾメ  ポ A 二， \  ザ ク タキ 

心に 思 ふ 事、 身に 行 ふ 事、 皆 善に して、 惡の 方へ は假 初に も ゆかざる 人 を 善人と 云、 凡人 を 出る の 初 也。 學カ にて 

カク ぺヅ 

それ 程に 至りた る 者ば 各 別によ し。 善人 はさの み學 力に も よらす、 氣質仁 善 也。 子產 など 善人 也。 尤學カ も あれ ど 

も、 仁 善に して 知 も あれば、 さの み 聖賢の 跡に も よらす。 行事 大方 時處 位に かな ふといへ ども、 聖學の 心 法 を受用 

せ ざれば 精微 中庸の 奥に ほ 不入者 也 

子ノ 曰. 論 篤 是ぃ與 i  、、ハ 。 君子 者 乎。 色 莊者カ 乎 

レイ  ァタ  ブ， \ ガク  カウ セキ 

人心の 靈 にて、 凡夫 なれ ども、 いふ 所理に 中る； J と あり。 文才 あり、 問學 したる 者 は 行跡 あし けれども、 い ふこと 

シ シ セヅ  トル  カウ セキ 

は 親切 也。 故に 言の よき を 以て、 其 人 を 取べ からす。 叉 行跡 あしければ とて 言の よき をば 捨べ からす 

子路 問フ。 聞 クマ： 一 斯レ行 ハン 力 諸。 子ノ 曰。 有 r! 父兄 在 r。 如 之 何ンゾ 其-聞 了 一一 斯レ行 ハレ ノ之。 冉有 

問 フ0 聞ク 了-一 斯レ行 ハン 力 諸？ 子 ノ曰。 聞ク 了- 斯レ行 i 之ヲ。 公 西 華が 曰。 由 ャ也問 ハク。 聞 クマ こ ー斯レ 

行 ハン カト 諸。 子，' 曰。 有 r 一 父兄 在 求ャ 也問ハ S 聞 クマ： ー斯レ 行ンカ 諸。 子ノ 曰。 聞 クマ： ー斯レ 行へ ト 

レ 之？。 赤ャ也 惑き 敢テ問 7。 子ノ 曰。 求 ハ也退 S 故-進^ ヲ。 由ハ也 兼で 八ヲ。 故-退 1 之ヲ 


ヨ 

解 集註に 見えたり 

子畏 -ス 一 於 Er 顏 淵後レ タリ。 子， Ii。 吾レ以 _i 女？ 爲 t 死ず ト矣。 曰。 子 在ス。 回 ゾ敢， 死 r 

解 集註に 見えず。 sat  其 sf 同道 せし 者、 孔子に IT へ 

り。 故に 匡 人 あや 穿 S 虎と し、 ぎ 發 して if  。  i^!ii0t  a 

ば 陽 虎に あ I。  M 人 k して 退きず とい ？。 或 問、 如此 天の タ％ぁら ば 新の 艦に セ曰食 をぎ ひし 時、 何ぞ r ク 

の ふらざる や 0 云、 是祌明 不測 也。 必す 叉穀を ふらす る ごとき 事 は 左 道の ぎ 

掌爵 7 仲由冉 1 可 i 大 H や チ 5i。 吾レ以 聲爲； S 、…之 問 1 f 裏 求 

之 1。 所謂 ル 大臣 SI 尋事 考。 不可 ナま則 止 も 今 由ト與 i 也。 可ま& s。 

曰ク 4rm 從ハ i 之-一 者與。 子^, 弒一 1ル-ー ハ父ト 與ブ君 亦 A-. 從ハヒ 

解 集註 大全に みえたり 

1^ 惨 Ysis き 子 ノか。 賊尋々 之 ま。 子路 曰。 有 こ 民人- 焉。 

何 ijsr 然メ後 S 學ト。 子ノ Iil。 是ノ 故まム 一夫 ノ 佞者 一 

I に、 子 I 美に して 窘ビ といへ る はいか.， 學は 孔門に て 同じく 學 びた る 人 也。 常人 if のかた 

翁 語 小 解 (先進 第 十 1) 
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きに あらす、 行 ふこと かたし。 子 羔は行 ふこと かたから す。 孔門に てきけ る 所の、 心に 入た る 事 は 皆 能 行へ り。 却て 

ケ シ  セィ  モ  カウ セィ 

篤き こ i たる 行お ほし、 猎 者の 質 也。 成と 云 所に、 兄 死して 喪 をつ とめざる 者 あり。 子羔 成の 奉行と なれる と 聞て、 

喪 をつ とめたり。 其 外 明言 も 多し、 學 にもく はしき 人 也。 费と云 所 は 風俗 あしく 治めが たき 所 也。 故に 子 路有德 の 

人な てば、 子羔を si にて 化せん と 思へ り。 しかるに 孔子 許し 給 はざる は、 子 羔をも そこな ひ、 費 人 を も そこな はん 

ヲキ  ッケ 

と 思ひ洽 ひて 也。 子恙の ごとき 厚 重篤 赏の人 は 事 を とらせす、 諸士の 上に 置、 其 下に 才藝 ある 者 を それく に 付て 

治めし むれば 國 ゆたか 也。 費 は惡人 多し。 悪人に は 才知 かしこき 者 多し。 其惡 人の ネに まさりて 知 あり、 事 可に あ 

たら ざれに M りて 不レ用 S 後世 は 人の 能い ふ 者 か、 人 がらよ き 者 なれば、 あげて 役儀 を 命す。 故に 其 才器 其 佚 儀に 叶 

はざる 者 あり。 この 故に あたら 人す たれ、 其 事 不レ成 S 是 孔子の ゆるし 給 はざる 處也。 或 問、 民人 社稷 あり、 何ぞ 

必す書 をよ みて 學 とせん、 といへ る 時 は、 子羔 未け 學ビ といへ る註尤 ならす や。 云、 子路の 心に 學未 _ ゆ 熟 と 思 召ての 

たま ふと 思へ る 故に かくいへ り。 諸蒈 にお ゐて、 子羔の 言行 を 見る に未舉 とい ふべ からす。 子 羔のォ 費の 宰 にあた 

ュ /  43  ネィ  as クヅ 

ら ざる 故 はの たま はで、 子路の 心の 非を敎 給へ り。 佞 は 今の 理屈 也、 道理に 似て 道理に あらす、 利口に まかせて 人 

スゥ  キ 3 ク 

をい ひつむ る 様に する 也。 道理 は 八々 の數 也。 理屈 は 九々 の數 也。 八々 は 一 を 太 極に 歸 して 無 盡藏也 0 ゆるやかに 

クヅ  ゼゥジ ョ サ， \ 

してせ まらす。 九々 は ひしと せまりた る數 也。 貴賤と もに 道な き 世に 尊ぶ は 理屈 也。 故に 長久なら す。 乘 除の 算也 

子 路曾晳 冉有公 西 華 侍 坐 セリ。 子ノ 曰。 以 f 一 吾， 二 日モ長 ル ヲ乎爾 r 一一。 母 ーレ， 吾 7 以 1 ル 「也。 居 ル寸ハ 

則 曰。 不コ吾 レヲ知 T 也。 如シ 或ラ、 1 知ル" 爾タ チヲ。 則 何 ヲ以テ セン ャ哉。 子路 率爾 ト.^ 而對テ 曰。 千乘ノ 


1 s 

之國。 攝 「I テ乎大 國ノ之 間 r 加ル £以，1 師旅 一。 因： 之" 以； i 譏饉 一。 ft 也爲ニ 之， 比" 及； つ 三 

年？。 可 5 使， ム- 有- i 勇且 ッ知ブ 方… 7 也。 夫子哂^^JS 求 爾-何 如. ン。 方 六 七十 如. ンクハ 五 

六十。 求 也爲メ I 之 及； V ノ 三年 一。 可 k メ^： 民ヲ。 如， V 其， 禮 樂ー以 テ俟窘 ま。 赤 爾ギハ 

何 如 S 對テ 曰。 非， 曰7_ 二 能 J 之。 願 ク、、 ハ學ビ f …焉。 宗廟， 之 事 如. ンクハ會 同 端 章 甫，. 願 ク、" 

爲； r 小 相, 焉 

解 集註に 見えたり 

點爾ズ 何 如 S 鼓ス ^ 瑟ヲ 希。 鏗爾 ト，， 舍 si ヲ而 作ち 對テ 曰0 異， V 乎 三 子 者 ノ之撰 マー。 子ノ li。 

何ゾ 傷ンャ 乎。 亦 各々 言 一へ ー其ノ 志-也。 曰。 莫 〔〇 暮カ〕 春 二 ハ者春 服旣- 一成 ル 0 冠者 五六 人。 童子 六 七 

人。 浴； ¥、沂？。 風 ，1 乎 舞 雩？。 詠メ 而歸。 夫子 喟然 トメ 歎つ 曰。 吾レ ici 點-也 

解 舅 註 大全 蒙 引 等に 見えたり 0 會點は 道 鉢の 大意 を 見て、 知 聖人に 及べり。 孔子の 思 ひ 給 ふ 狂者 也 0 天理 流 ほ 人欲 

ジ キ 

きょく 盡 たる 心地 あり、 故に 世間の 願な し。 三人 各 願 ひ をい へど も、 ねが ふべき 事な し。 故に 三 子の 33 におな りと 

い へり。 孔子な を 各 其 志 をい へ とのた まへば、 何もい ふべき 事な きを、 思 ひめ ぐらせば 時 暮春に て あた. -か 也。 冠 

者 童子う ちつれ て、 水の いさぎよき ほとりに 溫泉 あるに 浴し、 IJIT- の 林に は靈木 多し、 其 光風に 乘 じて、 詠歌して 

踣小解 (先進 第 十一 ：}  一一 
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承ザ& 

織るべし 0 是 より 外に 願 ふべき 事な しと 也。 是も かねて 思 ひまう け かる ことに は あらす。 何ぞ願 ひをレ へ との 給へ 

ば、 思 ひ 出た る 也。 大 舜の歷 山に 耕し 給 ひし 時 は、 生 付た るよ き 田夫に て、 こ k にて 身 を 終ん とし 給 ふが ごとし。 

曾 阽是に 叶へ り。 故に歎美して^^^給へり。 問、 大舜 もし 孔子の 時に、 歷 山の 田夫に 生れたり とも * そこにて 身 を 

ュルシ 

終ん とし 給 ふべき か。 云、 大舜 孔子 地 を かへば 同じ からん。 大舜 は堯の 御代に 生れ 給へば、 民間に ありて 何の 心 も 

なきな り。 顏子も 孔子の 在に よりて、 ひとり 其 身 をよ くして、 貧賤の 中に 樂 めり。 大舜を 孔子の 地に 置たら ば、 天 

たるの 天命 ありて、 天下の道學を5^じて周流し給ふべし。 孔子 大舜の 地に 生れ 給は气 大舜の ごとく なるべし。 

キ f ク  3  ヲゾレ  、，. 

顔 子 孟子 も 地 を かへば 同じ かるべし。 狂者 は 堯舜の 代に 生れて は、 堯舜 をして 天下 を 治めし め、 己 ゆたかなる 代の 

民間に 把 こと を樂 めり。 堯 舜を勞 せし むる は、 己が 代官の ごとく 思へ る 也。 道な き 代に 生れて は、 天下の 無道 を S 

とせす、 1!.<； の!! にかくれ て、 ひとり 道を樂 めり。 是 聖も不 おわ ハば 狂と なり、 是狂も 思へば 聖 となる 處也。 大賢 狂 

者 道 鉢の 廣大高 明 を 見た る こと は 一也。 狂者 は簸 弄して 狂に 入、 大賢 は 退て 密 にかくる。 密 にかくる- -時 は、 よく 

思て 精微 中庸の 受用 あり。 孔門の 交 はり。 從容 として 六 藝に游 ぶ。 學を 言論に のみ 求めす、 師の 前にても 瑟を とり 

て鈹 す。 聞者鈹 する 者と もに 樂 めり。 雅樂は 淫聲の ごとく 面白き とい ふこと はなし。 樂の中 は 堯舜の 御代に すめる 

が 如し。 心 ひろく 体 ゆるやか にして ゆたか 也。 德を養 ふこと 是に 過た る 物な し。 故に 君子 故なければ 琴 瑟身を はな 

たす といへ り。 議論 は 行 て不 1 得 事、 思て 不 t 通ゼ の理、 疑て 不 ^ 解体の 赏問 なり 

三 子 ノ者ノ 出， ス。 曾 晳後レ タリ。 &1 晳曰。 夫 ノ三子 ノ者ノ 之 言 何 如ン。 子ノ 曰。 亦 * 各々 言 - S つ志 T 也 
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已矣。 曰。 夫子 何， ソ哂 w 由" 也。 曰。 爲ル 1 國.^ 以スレ 禮ヲ。 其ノ言 不レ譲 S 是ノ 故. -哂ぃ 之ヲ。 唯 求へ 

則 非 ^ 邦 也與。 安ンゾ 見；) 方 六 七十。 如， ンクハ 五六 十？ 而非レ W 邦-也 者 r。 唯 1^ ハ 則非バ 邦-也 與。 

宗廟 會同 非つ 諸侯 一 而 何ゾ。 赤也爲 rr ハ之ガ 小！ 孰 レカ能 * 爲ー 1 之が 大 I 

解 集註に 見えたり。 三 子の 言 は 皆 人倫の 重 事 也。 いふ 處其才 に 叶て 實 也。 故に 孔子 是を ゆるし 給へ り 0 曾 點は三 子 

を 見く だせり。 孔子 己に 與し 給へば、 他 は 取 給 ふべ からすと 思へ り。 大を 取て 小 を 逸し、 精 をえ らんで 粗 を 捨るは 

天道に あらす。 孔子 は 大小 精粗 其 分に 隨て 遣し 給 はす、 包 荒の 仁、 天地の 量 也。 其 上天 下 國家を 治る 才能の 焚 事 を 

卑近な りと しおとし むる は 人道に あらす。 三 子の 願 ひ は 凡俗の 利 を 求る たぐ ひに あらす。 堯舜の 道 は 人倫 を 明らか 

にす るに あり。 醴樂を 以て 國家を 治る は 人倫 を 明らかにする なり 


顏淵第 十二 

顏淵問^uヲ。 子" 曰。 克 一け 己-一 復ルヲ レ禮- ー爲. 仁ト 0 一  日克ー レア 己復ュ 鱧-。 天下 歸 ^ 仁-一 焉。 爲ル. ： 仁 

15 小 解 (傑 淵 第 十二  ：>  IJ^ 五 , 
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由 ユ己レ 而モ 由" 人-一 乎ャ哉 

トフ  クウ  ぎタ 

仁 は 全 德の名 也。 仁 を 問 は 德に入 こと を 問 也。 禮は 天理 也。 しかれ ども 天理と いへば、 空に して 手 をく だし 難し. * 

天理の 人倫に あら はれ 万事に 散在して、 見るべき 者は禮 也。 ことに 人道 は禮 によって 立 者 也。 禮 なき 時 は 萬 獸に近 

し。 故に 詩に も 人と して 禮な くば、 死せ すして 何 を かせんと いへ り。 人贵賤 となく、 其 身 を 有せす、 祿を 有せす、 

國を 有せす、 義理に したが ひて 動く は、 己に 勝 也。 人の 本心 は禮 也、 私欲 ありて 失へ り。 天理 人欲なら び 立す、 人 

力へ  キ  タモツ 

欲 盡る時 は 天理 全し。 是 禮に復 りたる 也。 天下 仁に 歸 する 者 は堯舜 にしく はなし。 天下 を 有て ぁづ からす、 天理の 

ま、 に 進退し 給へ り。 故に 天下 万世 四海の 遠き 國ま でも、 堯舜の 事 をい へば 感心せ すと 云 ことなし。 天下 仁に 歸す 

ビ  キホ， \  シ， \ タイ 

るの 至 也。 此 仁に 至る 心 法 は t 一念 入微の 地に をいて、 基本 を 立べ し、 人に よりて 進退す ベから す。 顔 子 も 叉、 天 

セゥ n  ケヅ チウ  ト £  タモ  二 

下 仁に 歸 する 位に 至れる 證據 あり。 榮射は 尊き 事 天子たり。 富 四海の 内 を 有て り。 しかるに 後世 榮紂に 似た ると い 

ヒップ  ガン 

へば、 匹夫 も 立腹す。 顏 子に 似たり といへば、 王疾 といへ ども 恐る. -心 あり。 顏子は 其 世に ありて は 貧賤の 匹夫 也。 

しかるに 是に 似たり といへば、 貴賤と もに 悅 ベる 者 は 天下 仁に 歸 する 所な り 

顏淵ノ 曰。 請 問フ其 Z 目 r 子ノ曰 C 非禮 勿- 視ル 「。 非禮勿 レレ 聽「。 非禮勿 ヒ言フ 「。非 禮勿 レレ 動 ク「。 

艇淵ノ 曰。 回雖ユ 不敏 r ト。 請 7 事；. 1 セン 斯ノ語 T 矣 

是大學 格物致知の 心 法の 淵源 也。 視聽 言動 田 わ を 五 事と 云。 思を不 vts は 仁義 鱧 知と 云て、 信 を不ば 5 がごと し。 四の 


1 大七 

4i ウイ ャゥ  了タ 

屮 にあり て 主 本 たれば 也 。天下の 事、 五 事より 要なる はなし。 五 事從容 として 道に 中る は 聖人 也。 孟子， 云、 學問 

の 道 他な し、 其 t 心 を 求る のみと. - 仁義 禮知信 は 本心 也。 不仁 不義 無禮 無^小 信 は、 其 本心 を 失へ り、 これ を 放心 

と 云 也。 仁義 鱧 知の 本 i に t る を、 放心 をお さむる とい ふ. - 復禮の 中に、 仁義 知 信の 四 はかね て あり。 故に 此禮は 

散在の 鰭に あらす、 本心の 德也。 故に 禮は理 也、 理は性 也。 性に は 仁 If 禮知 信の 條理 あり。 ある 時 はと もに あり。 大 

學には 此心法 を 用 ひ、 言 を かへ て 格物致知 といへ り。 後世. 取 入 やすきが 爲也。 物 は 事 也。 ^は 物の 用に て、 物 は 事 

の 体 也。 休 用 はなれす。 五倫 も 物 也。 五 典 十義は 五倫の 事に して 則な り。 五倫の 物に ついて、 五 典 十 義の道 を 行 ふ 

は 五 事に あり。 故に 五 事の 非 鱧 を 正す を 格 物と いふ。 天命の 性、 其 條理の 先づ感 する もの は 知 也、 心の 神明に して、 

天理の 照す 處 なり。 善 を 知、 悪 を 知 ルの主 也。 故に 一念 獨 知の 神明 を 主人公と して、 善 をな し惡を 去ルを 格物致知と 

n クキ  シゥシ A 

云。 格 物 は 克己 也。 致 知 は復禮 也。 是顔子 此語を 事と して、 終身の 心 法と する 處 なり 

仲 弓 問 ヲ。 子ノノ 曰。 出ルぶ 門ヲ如 t 見 ニ大賓 T。 使フ 1 民 ヲ如ク レ承ー 1 ガ 大祭 T。 己 レガ所 i 不 1 欲" 勿 

レ施 ース| 「於 人- ic 在テ t 邦 一一 無 t 怨ミ。 在 二 家 一一 無 t 怨ミ。 仲 弓 曰。 雍雖 11 不敏 r 請 7 事 ri セン 斯語 1 矣 

集註、 敬 以チ持 レン 己 レ§ 恕以テ 及ス寸 1物- 一。 則 私意 無い 所ズ 谷。 而心 ノ德全 シ矣の 解、 易簡 にして 得たり。 陳氏ザ 云、 敬ハ者 

吾 ザ 心， 之 所 一一 V 王…。 而 仁.^ 之 存ナ， 也。 恕ハ者 吾心，^ 之 所 ff 以ーフ 達，？ さ 而仁， 之 施ナ， 也。 主 ト^.. 持 レヲ。 行い 恕" 及ス オハ 

レ 物-一。 則 內外無 r! 私意 一而 仁 在 T 是- ー矣。 兩說相 叶へ り。 內外 ともに 公理に 隨て、 私な き 時 は、 國家 ともに 怨みな かる 

べし。 門 を 出て 大賓を 見が ごとくの 敬 あらば、 嚴 然として おかす ベから す。 民 を 使 ふ 事、 大祭の 役 を 命ぜられて 衡 

腧 IS 小 解 广效淵 第 十二)  . ，  一六 七  _ 


蕃山仝 集 笫四册 、  一六 八 

ヅ * レ  プカ H 

し、 大廟に 入て 毎 事に 問 ごときの 慎み あらば、 私用 不時の 使な く、 勞す るに 道理 を 以てすべし。 よく 問 こと を 好で 

下の 情に 通すべし。 內 私欲の けがれな く、 外 私意の 雜 りなき は 愼獨の 功 敬の 至 也。 仰で 天に 不レ 愧、 俯して 人に 不 

《^k  ュルャ 力  フサが  シャゥ 

レ恥時 は、 心 廣ク体 胖 也。 浩然の 氣 天地の 間に 塞り、 至大 至 剛の氣 象 也。 是此語 を 事と する 所 也 

司馬牛問^uヲ。 子ノ 曰。 仁者 ハ其ノ 言 ャ也ー まブ。 曰。 其 ノ言ャ 也 R ブ。 斯レ謂 一 フー 之ヲ仁 t 矣チ。 子ノ 

曰。 爲" 之" 難， ン。 言" 之ヲ得 レン 無 ブ 「乎ャ 

仁 は 人の 人た る德 也。 故に さし 當 りて 其 人 がらに 害 ある 病 を 治せし め 給 は、 全人と なるべき 良藥 也。 ことに 多レ言 

セ ィサヅ 

は存 養す る こと あた はす、 省察す る こと あた はす、 精神 發 散して 放心が ち 也 0 心 こ. 1 にあら ざれば 見れ ども 見えす 

聞と も不レ 聞、 學 問の 益 すくなし。 戎 をお； J し 好 をな す、 人道の 大事 か k れり。 仁に 志て 多言なる 者、 先愼 むべき 

急務な り 

司 馬 牛 問， - 君子 r 子， 曰。 君子 ハ不， 憂へ 不， 懼 S 曰 S 不 レ憂不 ルレ 懼レ。 斯レ謂 r- 之ヲ 君子 T 矣カ 

乎 0 子 ノ曰。 內 一-省 ミテ 不ン、 レ ハ疾シ カラ。 夫 レ可ヲ 力 111^ レへ可 ヲカ懼 レン 

解 集註に 見えたり 

司 馬 牛憂テ 曰。 人 皆 有 n 兄弟？ 我 獨リ亡 子篁ノ 曰。 商 聞 t 之 ヲ矣。 死生 有ズ 叩。 富貴 在"， 天- -Q 

1 六 八 


君子 敬メ而 無い 失；。 與スル 5 人-一恭/ 而 有ラ、 I 鱧。 四海.^ 之內。 皆 兄弟 ナ.^ 也。 君子 何ゾ 患,.^ 乎 無つ 

兄弟 1 也 

W 集註に 見えたり。 しかれ ども 本文に てよ く 聞え たり、 集註 却て いか 

子 張 問， 7 明ヲ。 子ノ 曰。 浸潤， 之譖。 膚受ノ 之撤。 不 焉 可.？ 謂 レフ 明ト也 已矣。 浸潤 ノ之譖 。庸 

ノ  、、、 

受 ノ之 想。 不 U 仃レ焉 可 is ト也 已矣 

力， \  ジャ  ヅミ  ゾ n 

解 集註に 見えたり。 古今 姦人、 此 邪知 あり。 人君 まど はされ て 罪な き 者 を 害な ふこと あり。 奉行 人猶 以てお とし 入 

らる、 者お ほし 

子 貢 問 7レ 政"^。 子ノ 曰。 足 t 食。 足 5 兵.^。 民信ァ でン ノン 之ぶ 犬。 子 貢 ^ 曰。 必ズ不 い 得， 已； 而去う 

於斯 ノコつ 者 T。 何ヲカ 先ン. セン。 曰。 去ラ レン 兵ヲ。 子貢ノ 曰。 必不 メレ 得， 已ム 「ヲ而 去 一一 V 、ハ 於斯， ニノ 者 1 

何ヲ カ先ン ざち 曰。 去テズ seT。 自 t 古へ 皆ナ有 ^ 死。 民 無. ぶ 信 不；， 立 . 

y ナヘ 

人生の 重 事、 政の 備、 此 三より 大 なる はなし。 食の 中に 衣服 屋居 器物 等 こもれり 0 他は食ぁりて後の物なれば^^:iり。 

モロ/, \  ァ ラシ ム  n ユウ 

兵 は 諸の 兵 具 弓馬の 術 を かねたり。 信 は 吾人の 本心 也。 民 信 之と は、 万人 固有の 天 眞を不 ゆ 失ナハ 也。 士大夫 以上 

，  力； -  カウ クハ  ハナ レゾム 力  サキシ 

はいふに 及ばす。 是 上の 德を 本と して 敎 化の 道 あり、 信 rr ザ 於 我？ 不 S 離 叛 1 こと は 其 中に あり。 先す る處 にあら す。 

臉誇小 解 (^淵 十二)  一六 九 
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曰 去， 兵と は 三の 者、 一 も かくべ からすと いへ ども、 不： >  得レ已 して 去べき は 兵 也。 食 足て 信 かたくば、 杖 を 僦て泰 

の 堅 甲 利 兵 をうた しむべき 道 あり。 水 は 至 柔の物 なれ ども、 和して 一 なる 故に、 堤 を 破り、 大石 をう ごかす。 仁 

者に は 敵な し。 王者の 兵は必 すし も 堅 甲 利 兵を不 レ賴。 曰 去 食と は、 人生れ て 食に よりて 長す、 敎 ありて^ 有の 信 

を存 す、 萬 物の 靈 たる 所 也。 人 老衰して 兵 去 食つ きて 死す、 た y 信の み 亡びす。 信なくて 生た る は鳥獸 なり、 生な き 

に はしかす。 銜 がる 者 一度 は 死す。 たと ひ 天下 を盡 して 死せ しむと も、 信 はかくべ からす、 是伯 夷の 心なり。 仁 を 

チ 

2^ パ」 仁 を 得た る處 也。 問、 國を 治る に はき 樂を以 す。 兵の みの 袷 ふ は何ぞ や。 云、 知 を 上に し、 力 を 下にせ ざれば 

ソ ナヘ  タケ 

治らす。 兵其備 也。 其 上 兵に あら ざれば、 人と 禽獸と を わかつ こと あた はす。 禽獣に は 人よりも 力つ よく 猛き者 あ 

り。 兵 を 以てした がへ て 人倫 尊し。 初て 禮樂 起るべし。 戎狄も 種, 異にして 离獸に 近し。 中國 文武に す さむ 時は來 

り、^^る0 故に 兵 をつ よくし、 稽古して、 知 を 上に し 愚 を 下にして、 よく 治る 時 は、 來 りした が ひて 乱る こと あた は 

t 禽獸 を驅、 人倫 を 遠ざけ、 田 畠 を 害する を 除きながら、 武事 をなら はし、 戎狄を 威す 者な り。 中 國道を 失 ふ 時 

は、 戎 火の 難 あり。 道 を 失 ふと は、 愚 を 上に し、 知 を 下にす。 一人 を 以て 一圃 を 治めし めすして、 ー國を 以て 一人に 

與 へて、 士民を 困！^ せし む。 主 奢り、 民 困窮す る 時 は、 武事に 獬る もの 也 

棘 子 成ガ曰 0 君子 ハ質而 已矣。 何ゾ以 -レ" 文ぶ 鳥...。 子貢ノ 曰。 惜カ" 乎。 夫子 ノ之說 r! 「君子？ 也。 

駟 モ不， 及， 舌 S 文ハ猶 ^ 質ノ 也。 質 猶プ， 文ノ 也。 虎 豹ノ之 鞟 猶 r 一大 羊 ノ之鞟 T 

、ン  シ 

解 集註に 見えたり。 子 買の 初學の 時なる べし  . 


乂 
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哀公 問ーァ I 於 有 若 r 曰。 年饑/ 用 不レ足 ラ如レ 之.^ 何ン セン。 有 若對テ 曰。 盍ン， ぃ徹 レー 乎" 曰。 二： 吾 

サ A 

猶 ヲ不， 足。 如 之 何 ンゾ其 レ徹" ン也。 對" 曰。 百姓 足- モハ。 君 孰レト 與 不 i 足 7。 百姓 不. に 足。 

君孰レ ト與； 足？ ン 

ゥ  テツ  シタ クミ 

此章 二に して 不足 を 一とれ といへ る は、 迂 なる 樣に聞 ゆれ ども、 徹法を 行へば 万事 下地からの 組立 あり。 哀公の 時 

分 は 農兵 也。 農兵に て 十が 二 は 多し。 今日 本に て ral 分 六 分と いふ は甚 過たり。 農と 兵と わかれた る 故 也。 今 も 農兵 

にて 二に せば 、四分六 分より は 多き 積り 也。 農兵に て 十 .i に すれば、 民の 力つ よし。 其 上 政に て 璺熟大 にか はりあれ 

ば、 十一に しても 今 を 以て 積り たる 十二より はお ほかるべし。 加 樣の事 は 民間に 居て く はしく しら ざれば 會 得しが 

タ クハ  スクナ 

たき 者 也。 田 島より 五穀の 出來る こと、 年に より 大に 多寡 あり。 寡き は 十 年に 七 八 年 は 政の あしき 故 也。 哀公な ど 

セヅ キキ， \  ユウ-タウ  スクナ  ケ ミ 

の 時分、 切々 饑饉せ し は 皆 政 あしき 故 なれば、 一 一とい へ る も 有 道の 代の 一 より は少 かるべし。 此 一 一 一は 日本の 毛： 

して 升 を 入、 四分六 分に する がごと し。 徹法を ^ ひ 政 をよ くせば、 一 にして 二より は 多き 道理 あり。 其 上 民 閒足時 

キカシ  マレ  タリへ イツ 3  ヅィへ  カレ コレ 

は飢 装す る こと 稀 也。 民 足兵强 ければ、 四方 恐る つ 此方より 手出しせ ねば 方々 へ 出る 軍用の 費 もな し。 彼是 犬に 遠 

トミ タリ  タスク 

ふこと なれば 君臣 士民 ともに 富 足て 不足 あるべ からす。 天地の 造化 を 助る 事 は 聖人 大賢の 事との み 思 ひて、 有德な 

ら でも、 才知 を 以-て 助く る 道 ある こと を不 广邛フ 故に、 士民 困窮し、 饑饉 も 度々 にて、 一入 闭 たらす。 哀公 實に たづ 

キリ  >  ゥ 

ねられば、 く はしき 條 目の 敎も あるべ けれども、 其 志 器量と もに 不足 なれば 略せる なるべし 

鲁 

綸語小 解 (餌 淵 第 十二)  I 七 1 
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子 張 問 ーフ1 崇 5 德" 辨っ 「ヲレ 惑ヲ。 子ノ 曰。 主ひシ 忠信 T 徙 レニ 義 一一。 崇ス ルレ 德ヲ也  ， 

集註 易簡 にして 備れり ' 

愛メ、 I 之ヲ欲 is つ 生 r ヲ。 惡. i 之ヲ欲 ri つ 死 r ヲ。 旣_- 欲 1 つ 生 r ヲ。 又 欲 S つ 死 r ヲ。 是レ 惑ナリ 

也 

是您 じて 世間の 惑 をのた まふ 也。 死生有^&。 富貴 在レ〕 天-一 こと を 不；， 知ラ して、 無用の 事に 勞し、 なすべき 善 をせ ざる 

は 惑の 第一 也  、 

誠 a 不レ、 I 以テ？ 富ヲ。 亦 祗-ー 以チ異 ず 

解 集註に 見えたり。 楊 氏の 說用 ゆべ からす  - 

齊， 景公問 ，71 政ヲ於 孔子 r 孔子 對 _7 曰。 君 君？。 臣臣 タリ。 父父.^。子子？。 公ノ 曰。 善 カナ 哉。 

信 トー 一如 君不ぃ 君" -フ。 臣不， 臣？。 父不レ 父？。 子 不ン、 I 子で 7。 雖 S 有 t 粟。 吾 得 テ而食 ンャ諸 

解 集註 大全に 見えたり 

子ノ 曰。 片言 可 二 以テ折 ブ獄ヲ 者 ノハ。 其 レ由カ 也與。 子路 無-〕 宿ムル ぃ諾ヲ 

集註 大 全備れ り 
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子ノ 曰。 聽" 訟ヲ吾 レ猶ヲ レ人ノ 也。 必ズャ 也 使い ノ無 一い 訟へ乎 

孔子 を 小 奉行に して、 訟爭 をき かしめば、 是非 分明に 分つべき のみ。 氣質其 事に 得た る 者、 其 一事 をば よくす、 人 

に 異なる 事な き 也。 結句 子 路程に はなき と. S ふ； J と 有べ し。 子 路は其 忠信 明 決しり 易し。 故に 人 はやく 信服す。 孔 

子は德 高き 故に、 人 不知 ことお ほし。 國 政の 本を預 たる 時 は、 其德に 化して、 爭訟の 心 消すべし。 爭訟 なき 時 は 子 

路の明 決 用る 處 なし  - 

子 張 問い 政ヲ。 子ノ 曰。 居-け 之-無 t 倦 ム「。 行フ 1 之 ヲ以ス レ忠" 

名利の 欲 ある 者 は、 それ を 力に してつと むる こと あり。 欲な けれども 民の 父母た る 仁愛 あれば、 誠を盡 してやむ ベ 

からす  . 

子 曰 傅 學於文 約 之 以禮亦 可以弗 i. 矣夫  , 

子， 曰。 君子 ハ成 ^1 人， 之 美 1 不レ 成？ 一 人 ノ之惡 r 小人 ハ反 ス. 是- _ 

人 善心 あれば、 是を 助け みちびきて、 德を なさん こと を 欲し、 人惡 のき ざし あれば、 是を 教戒し めて、 消せむ こと 

を 欲す。 君子 人 を 愛する の 實也。 小人 は 人の 善 を そね みて、 そだてぬ やうに し、 人の 悪 をば 長す る； J と をす る 者 也。 

君 少し 利 心 あれば、 是を 助けて 聚歛 し、 君 少し 美 を 好めば、 是を 助けて 奢らし むる たぐ ひなり 

^語 小 解 (額 淵 第 十二)  1 七コー 
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季康子 問 r 一政 ヲ於 孔子 _1ー。 孔子 對テ 曰。 政ハ者 正. て 也。 子 帥 プル-一 以セ、 I 正ヲ。 孰レカ 敢テ不 ノン 正 カテ 

三 家の 者 五倫の道 不 レ正シ カラ。 しかれば 當然の 政 を あ 給 ふべき 質な し。 故に 先 其 本 を 改めん こと を 欲し 給 ふ 也 

季康子 患-レア 盜ヲ 問， -於 孔子 r 孔子 對テ 曰。 苟モ 子が 之 不ン、 - 欲セ。 雖 レ賞ス t 之 ヲ不， 竊 

サ ゥシゥ  ヽ f 

解 集註 大全に 見えたり。 季康 子は莊 周が い へる 大盜 なり。 小盜は 金銀 器物 をぬ すむ。 大盜 は國郡 をぬ すみ、 國^ を 

盜む。 三 家す では 大盜 にして、 小盜を 戒 めんと す。 故に かくの たまへ り 

季康子 問； J 政ヲ於 孔子-一一 曰。 如- ン殺 r 一 無道 T 以-ア 就； f 有 道 T 何 如ン。 孔子 對チ i 。子 爲ル 5 政ヲ。 焉ンゾ 

用ヒ i 殺ヲ。 子欲セ 1 善" 而" 民善ナ ラン 矣。 君子 ノ之 德ハ風 ナリ。 小人 ノ之 德ハ草 ナリ。 草 上 ーフー レバ 之-風で 必.^ 

1^ ス 

n ウセ ィ 

季康子 賞 罸を 用む とす。 康子 のみなら す 後世の 政 をす る 人 皆 賞 罸に心 あり。 賞罸 正しく は 治世な らんと 思へ り。 上 

治は不 V 賞 セ不レ 罸セ、 善政 善敎 ありと. S へど も、 實は德 治に して 不知 不識 善に うつる 者 也。 其 次 は 賞して 不 t 罸セ時 あ 

り、 罸 して 不 H 最セ時 あり。 賞罸 ならび 行 はる、 は 德の衰 たる 也。 たと ひ賞罸 よく あたる といへ ども、 善政に あらす 0 

况ゃ 賞罸の 十に して 二三 も あたらざる 者 ある は、 惡 政に 近し。 問、 罸 して 不レ W 賞.^ はならび 行 はる、 よりも あしから 

す や。 云、 しからす。 是時 也。 堯舜の 御代の ごとく、 天下 皆 善人な りし。 其 次に 治る 者 は不， 賞セ、 あしく 賞 すれば 

人の 利 心 を 生す る is^ あり。 まれに あしき 事 をす る 者 あれば、 其 者ば かり 罸 す。 是を罸 して 不 セ時 とい ふなり。 先 

I 七 ra 


一 七 IF: 

ケヅ チウ  ジャク  ケシ  . 

代 IJ^ 紂 がごと き惡 主な りし、 其 跡が fi; 君に して、 大臣 欞を ほしい ま、 にし、 惡人 もよ くへ つらへば 時 を 得、 善人 も 

韶らは ざれば 立が たき 様なる 時には、 天下 惡人 おほし。 其 跡に 治る 者 はよ き 者ば かり 賞して、 あしき 者 をば すて 置 

n ト  ク  シタ ヂ 

てよ し。 天下 多く は惡人 なれば、 悉 罸 すべから す。 其 上下 地よりの 惡人 はすくな し。 多分 は 習 なれば、 德を おさ 

カウ  タ /シ  クハ  P1 ウセ ィ 

めて 善心 を感發 すべし。 善敎 ありて、 諸人 善 をす る こと を樂む 様に すれば、 數 年なら すして 風俗 化する 者 也。 後世 

于ィ  ヲシへ  サヅケ  タぃ  ヲク 

の 鉢 を 聞に、 土民と もに、 善 を なすこと を不 レ敎、 善を授 す、 徒に 賞 罸を つよく すれば、 諸人 手足 を 措べき 所な く、 

ネガ  ャクメ 

世の 乱れん こと を 願 ふ 者 也。 善 も 役目の 樣 にして は 却て 困窮す。 人々 是を學 で 我 身の 德 となると 思 ひて 進む 様に す 

べき 者 也。 問、 大惡人 あらば 如何。 云、 人の 害になる 悪人 あり、 敎て もき かざる をば 厨す。 それ も不， 得レ已 しての 

事 也。 さがし 求て はせ す。 賢 君の 代に は惡人 を不， 求、 すて をけば ひとりよ くなる 者 也。 故に 賞罸 ならび 行 ふ 時 は 

なし。 不德 にして、 政 をす る 道を不 け知ラ ゆへ に、 賞 罸を專 一にす る 者 也。 必 しも 聖賢の 德 なくても、 人民の 父^た 

る 仁心 あり。 仁政 を 行 ふ 時 は、 草の 風に なびく がごと く 善に したが ふ 者 也。 先す る 所 は 賢才の 人 を 得る にあり。 人 

の 子 病る 時 は、 父母 良醫を 求て やます。 人民の 心 病 を 治め、 困窮 を 救 ふに は 賢才に しく はなし。 故に 民の 父母た る 

仁君 は 賢才 を 求て やます 

子 張 問い 士ヲ。 何 如 t ヲ斯レ 可？ 謂 二 之ヲ達 T 矣。 子， 曰。 何ゾャ 哉爾が 所謂 ル達 トハ 者。 子 張對テ 曰。 

在テほ 邦-一 必ズ. 聞へ。 在ュ家 一- 必ズ 聞フ。 子ノ 曰。 是レ 聞ナリ 也。 非！ 達 二 也 (リ -. 大レ達 ハ也者 ST 而 

論語 小， 形 (颜 淵笫 十二) ，  .  一七 五 
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好、 r 義ヲ。 察. け 言ヲ 而觀. 色ヲ。 盧ー ァ以テ 下-け 人- -0 在ユ 邦-一 必ズ達 シ。 在ュ家 一一 必ズ 達ス。 夫 レ聞ハ 也 者。 

色ノ  了-一  取-け 仁ヲ而 行へ、、 ハ 違フ。 居-レア 之-一 不レ 疑ハ。 在テほ 邦-一 必ズ 聞へ。 在テ？ 家 一一 必ズ聞 7 

解 集註に 見えたり。 尹 氏の 說不 レ可ン 用。 子 張 は 世間の 人の 品 を 問 也。 夫子 も 世 聞の 上に ての たまへ り、 とれば 則受 

用と もなる 也。 曾 子 堂々 たる かな、 張と いへ る 一 語に て處々 にて 此事を 引出しお としむ る は 無用の 事 也。 子 張の 世 

タ *v  カレ ティ 

聞の 習より 出て、 初めて 孔門に 入し 時に、 其 病 ありし を、 曾 子の 格され しなるべし。 後に は 彼 鉢の 病 は 有べ からす。 

或 問、 察 .1 言 ヲ觀レ W 色， と 色 4: 一 取 t 仁ヲと 似た る 様 也。 云、 色 溫に体 ゆるやかに、 仁者の やうに 作り、 仁者の 施し を も 

すれば、 其 聞え あり。 しかれ ども 名利より 出た る 仁愛 なれば 實 なし。 察 ヒー 一一 n 觀， 色 は 愛敬の 心貿 なる 故に、 よく 人と 

マジ ハ  ヲ ノレ 

精神 交り、 心に 不 t 叶ハ事 ありても 思慮 ふかく、 己が 盡 すべき 禮儀 を盡す を、 慮て 人に くだる と 云 也。 質 直にて、 義 

を 好む 者に は此處 すくなし。 しかるに 質 直好義 にて、 察言觀 色の 仁愛 ある 人 は 達人な り 

樊遲從 -ァ遊 -一 ァー於 舞 雩ノ之 下 一一-曰。 敢-ァ 問 一お 示フ t 德ヲ脩 メレ 慝ヲ辨 マン J 惑ヲ。 子ノ 曰。 善 カナ 哉問フ 「。先- フ 

レ事ヲ 後-一 5 得ル 「ヲ。 非ば 崇 フス ル 1 德ヲ 與。 攻 r 一 其ノ惡 To 無レ攻 1ム1 ル 「人 ノ之惡 r 非 レ脩ャ ュ慝. ^與。 一朝 ノ 

之忿 リー-忘 1レ| 其ノ身 T 以テ 及； ス 1 其ノ 親？.^ 非， S 惑へ ルー ー與 

解 集註に 兌え たり。 其 中、 麁鄙近 利の 說不レ 可レ用 0 餘 りに 夫子の 敎の、 門人の 病に 的當 せんこと をい はむ 爲に 如此 

タョリ  イカリ  ワザ ハイ  マド 45 

の說 おほし。 賢者 を甚 ぶと しめて、 後學の 便なら ざる 禀を 察せす。 或 問、 忿 によりて 禍 親に 及ぶ の 惑た る こと は 


1 七 七 

參  シン  nc ロシ 

卑近なら す や。 云、 此親は 親類 也。 今 を 以て 見る に、 口論な どして、 うたれ たる 者 あれば、 其 子弟た る 者、 父兄の 

y タ  シ，" タイ  ゥ. f  ！ レ ァタ 

仇と て、 身代 引 切妻 子 を 捨て、 ねら ひ ありく、 討す ましても、 其 子弟 又 己 を 仇と す。 討う たれて 一門の 禍 となれ り。 

プキマ  b トリ  ヅ * シマ 

親 先祖への 不孝、 子孫への 不慈、 無道 至極の 身と なれり。 かほ どの 事 を 前に 辨 へす、 一人 身の 様に 思 ひて、 不ル， 愼は 

惑の 甚 しき 也。 如 此の まど ひ 世に おほし、 一 を あげて 戒め 給へ り。 傲 じて 世 聞の 窜 なり、 樊遲の 身の上の みに あらす 

樊遲問 S 仁ヲ。 子ノ 曰。 愛スレ 人ヲ。 問 ^ 知ヲ。 子ノ 曰。 知 ルレ 人ヲ。 樊遲 未， t 達セ。 子ノ 曰。 擧 5 直ヲ錯 r- 寸ハ 

諸/ i 枉： ヲで 能 ク使ァ 一一 枉レル 者 一直せ 7。 樊遲 退テ見 r 一子 夏-一一 曰 。鄕也 吾見； Y 一 於 夫子 一而 問 7 レ 知ヲ。 子， 

曰。 擧ーレ ク直" 錯ー  1 ハ 諸く ノ枉： ヲ。 能" 使 下 二 枉レル 者 T 直 何ノ 謂ゾャ 也。 子复 曰〕 富 ルカ ナ哉言 乎。 

舜 有？， 1 天下 T。 選 一 1 デ於衆 T 擧 ；-づ 、、ハ 皐陶 一。 不仁 者 遠 i 矣。 湯 有 ；_〕 天下 T 。選；) デ於衆 T 擧 i1 力、 パ伊尹 T。 

不仁 者遠リ * 矣 

人 を 愛する は 仁の 用 也。 といへ ども、 人我 一 鉢の にして、 五 典十義 の本實 也。 人 を 知ルは 知の 赏也。 知 は 人の 人 

たる 處を 知より 犬なる はなし。 よく 人 を知レ ばよ く 已を知 さ 堯舜の 知 も 物に あまね からす、 よく 人 を 知リ給 ふに よ 

りて、 其 知 天下に あまね し。 擧レ W 直，^ は 知 也。 錯 2 諸く ノ枉 t ルヲは 仁 也、 是 賞して 不 f 罸セ 也。 枉 X 者.^ 直ク なる は、 直 を 

あげたる 故 也。 己 を 成シ、 物 を 成ス知 仁の 德也" 不仁 者 遠ざかる 者 は、 他 邦に 行に あらす、 不仁の 心 化して 仁者の 徒 

となれば、 遠ざかり たるが ごとし 

愉賠小 解 (額 淵 第 十二)  1 七 七 


蕃山 全集 第四册  1 七 八 

子 貢 問 ^ 友 S 子，' 曰。 忠 吿テ而 善道 t 之 S 不可 ナル オハ 則 止さ 無；) 自辱 r で 「焉  • 

解 集註 大全に 見えたり 

曾 子ノ 曰。 君子 ハ以ー レア 文 ヲ會. い 友ヲ。 以 一け 友ヲ輔 UJ" 

カウ  ハイ  ゲ*ン  n ト  ヒ 

文 は 易 詩 書六藝 也。 今の 文 をい ふ 者 は 講學の 一事と して、 六 藝を廢 す。 群居 終日に して、 言 義に不 1 及バ 者に 比すれ 

ば、 まされり と. S へど も、 紙上の 學と 成て、 國 家の 用 をな さす。 孔門に て 文 を 以て 友を會 せし 其 跡 を 見るべし。 講 

學の 一 事に 不， 止。 今の 文 は 四書 禮樂 弓馬な り。 以 -け 友 ヲ輔ク ^ 仁ヲ は、 忠吿ゲ 善道 キ相助 ケ相進 ム者ノ ナリ也 


子路第 十三  . ， 

子路問 ^ 政 S 子 ノ曰。 先、 ぶ 之-一 勞 ^ 之ヲ。 請ズ 叠"。 曰。 無 5 倦 1  . 

ォサ  サキ， \  ノ フサ ゥ  サ 午ダチ  f  £ 

孝弟 忠信の 道 を 行 ひ、 文武の 業 を 修め、 身 を 以て 先す。 農 桑の 事 も、 時に 先達て、 用意し、 井川 池 堤 を 堅固に し、 道 

路.， 州撟を 通し、 常に 民事に 勞す。 無 t 倦 者 は、 士民を 子の ごとくに する 仁愛 あれば なり 


一 七 九 

仲 弓爲； 71 季 氏が 宰 1. 問 ^ 政ヲ。 子ノ 曰。 先； y ン 有司 T。 赦ー 1" 小過 T。 擧-ョ i 賢才 T。 曰。 焉. > 知 一- ァ  1 賢才？ 

而擧ズ 之ヲ。 曰。 擧ー VW, ガ所ブ 知ル。 爾が所 一ぶ 不ぉラ 人 其 レ舍. ^ャ諸 

ャク  ♦  ， ク 

宰 は惣づ かさ 也、 今の 老中の ごとし。 有司 は それぐ の佼人 也。 其俛々 の 器に あたりた る 者 を えらび 置 こと 政の 第 

1 也。 後世 は ほめ そしり を 以て、 人 を 進退す る 故に、 役人 其 器に あたらざる 者お ほし。 人の ほむる 者 にても、 其 器 

なければ、 其 佚 は 調 はざる 者 也。 少し 人 がらよ からすと も、 其 器 あらば、 役人と すべし。 少づ、 の 過失 ありと も、 

見 ゆるして 人才 を 大切に すべし。 賢 は 心の 淸 なる 者 を 云、 必 しも 賢人 君子 を 云に あらす。 ネは 一能 一 藝、 • 何 にても 

得た る 事 ありて 國 家の 用に 立ッ者 也。 ニー 人 にても 知た る 賢才 を あぐれば、 其 者 叉 知た る 者 を あぐべし。 其 上 賢才 

*  n ノ  ジヅ  コゥ  了ゲ  • 

を 好む と 云 實を人 しれば、 いかほど もしら する 者 也。 其 中に て えらび、 功 を 以て 次第に 擧 用れば、 まことの 賢才の 

人 も 出来る 者 也 

子路ノ 曰。 衛ノ君 待 t 子" 而爲， 政ヲ。 子 將タ奚 ヲカ先 ンゼン 。子ノ 曰。 必ズ也 正 i- 名 ^ 乎。 子路ノ 曰。 有ル 

カナ  ノ  ■  カナ 

レ是レ 哉 子ノ之 迂ナル 「也。 奚ンゾ 其レ正 サン 。子ノ 曰。 野 ナル哉 由 也。 君子 ハ於 昼つ 所？ レ不レ い 知ラ。 蓋シ闕 

如 タリ 也。 名 不ル寸 i 正？ 則 言不， 順ハ。 言不寸 i 順ハ則 事不， 成ラ。 事不寸 i 成- 7 則 禮樂不 レ興ラ 。禮樂 

不 i 興 則 刑 罸不， 中ラ。 刑 罸不寸 i 中 ラ則民 無 t 所 レ措攀 足 r 故 一一 君子 ハ名之 レ必ぜ 4曰フ 也。 

論語 小 解 (子路 第 十三)  一七 九 


蕃山仝 集 第四册  1AO 

、  ノ  w、 

言 之レ必 可， 行 W 也。 君子" 於ーァ  1 其ノ 言？ 無？ 所， 苟 モス ル 而已矣 

解 集註 大全に 見えたり。 君 不；， 君 タラ。 父不， 父 タラ。 子 不レ子 タラ 0 臣不， 臣タ S 五倫 如 此者は 名不レ W 正 カラ 也。 君 君たら ざ 

れば、 君 前にて 治 道の よからざる 事、 刑罸の あたらざる こと をい ふこと あた はす。 是名 正しから すして、 言不け 順ガハ 

也。 君 前に 至情 をい ふ 事 あた はす、 非 をの こし、 言 を かざり、 甚 しき は惡 きを もよ きとい ひて； i ふ 時 は、 政道 あし 

シキ ホドコ  ザク  タ / 

i。 政道 不 t 調 二 時 は、 禮式 施す ベから す、 樂 たのしむ ベから す。 君樂 しまざる 時 は、 刑罸 しげし。 しげき 時 は刑罸 

ァ タラ  カナ 

不， 中。 尤無 t 罪 者 は不， 刑セ といへ ども、 政事 時に 叶 は ざれば 罪人お ほし。 罪人お ほき 様に して 刑す るは不 f 中ラ 也。 

法度お ほく、 刑 しげ、 れば、 人民 手足 を 措と ころな き 様に 思 ひて 恨み かなしむ 者な り。 如此 して 不 t 亡者 は あら じ。 

故に 君子 は、 君 君たり 臣臣 たり 父 父たり 子 子た るの 後、 君 Hll 父子の 道 をい ふべ し。 至情 をい ふ XJ と を不， 忌して 後、 

？ト， 二  /  ゥ -1 i  -、 ，  ハジメ l, セィ  ザ 1W ク ゥラ  クひ ポク 

Jim- 止しく 行 明らか なるべし 0 こ.，， に 初て 禮式を 制して、 上下 無蓽 をた のしみ、 雜^, J 調べて、  < 倫 和. すべし， ： 


請け 學ン 「ヲレ 稼ヲ。 子ノ 曰。 吾 レ不レ 如 J 老農-一一。 請い 學ン； レ爲ル つ S 圃。 曰。 吾 レ不レ 如 一 j 老圃 ？。 樊 

ノ  ナル カナ 

遲出 S 子ノ 曰。 小人 哉 樊須 也。 上 好 i 鱧ヲ則 民莫； ぼ- 禾 t 云 S 敬セ。 上 好ム寸 i 義ヲ則 民莫， 一 

敢テ 不一 云い 服セ。 上好ム 寸核ヲ 則民莫 i ーァ不 T 一, 用レ 情。 夫 レ如ナ i 是ノ則 四方 ノ之 民襁 n 負， 其ノ 

子 T 而至 ル矣。 焉ンゾ 用に ノ稼ヲ ノ 

售 集註 大全に 見えたり。 楊 氏の 說尤 よし。 或 問、 朱 子細 註に、 役 一? バ 知力 ヲ於 農園；。 S 一不レ 足，， 以テ 成-, -rnr といへ る 


Ac 


は 如何。 云、 少し 通ぜ ざるが ごとし。 畎 畝の 中に 生れて、 堯舜の 道 を 樂む者 は、 農 画の i$ を いとなみながら 成 レシ 己 レ.^ 

成 $ 物 ，の 道 あり 

子， 曰。 誦；) 詩 三百 一。 授は 之- 以 W 政 ヲ不. 達セ。 使つ 於 四方？。 不-ぶ 能 一 f#k1。 雖 HV リト亦 

奚ゾ 以テ爲 

解 集註 大全に 見えたり。 今日 本に て 詩 をよ みたる ばかりにて は、 書の ごとくなる 1 はすくな し。 中國 にて は" ノを 

付て うた ふ 0 日本に て 平家 を 一 部 通し、 舞 を 一部と をした るが ごとく ji に覺 ゆる 事 也。 舞 平家 も Ific にて 讀 でも、 

文 義は聞 ゆれ ども、 上手の ふしに てい ひたる は 感慨 各 別な り。 殊に 中國 にて、 音律に もて M せま、 人情 こ 通じ 

に 達する こと 書の ごとく なるべし。 風俗の 盛衰、 政の 得失 、千歳 を 經ても 近く 目に 見る がごと し。 政 は 人情に モ か付キ 

事變に 通じ、 時處 位に 叶て 行 はる。 今日 本に て、 書の 上に てよ みたる ばかり さへ、 ふかく 通 ぜば取 5P ひらるべし、 

ヅカ A3 

况 ゃ中國 にお ゐてを や。 四方に 使す る 者、 禮 儀の 使ば かり はさの みむつ かしき 事な し。 事 ありて 使す る 者、 至情 を 

述て ありの ま、 にいへば、 人の 耳に さか ひて、 却て やぶれと なれり 0 いは ざれば 事の S 疋 I しれす。 詩に 通じた る 者 

コト  クミ  キクイ マン  ヱ IT  ヒ 

の 言 は、 いふ 者 罪な く、 聞者戒 むる にたれ る 益 あり。 是 ^ 對 ふるの 道な り 

子ノ 曰。 其 ノ身正 ケレ. 、ハ。 不レ？ 令 セ而行 ハル。 其ノ身 不レ、 ^ 正 カラ。 雖？ 令 スト 不， 足ハ 

德の敎 に は 心服し、 言の 敎には 退て 後 亡 あ hso 言 服して 心不 J 服 セ故也 

腧語小 解 (子路 第 十一 一 D  -  A  ^ 


蕃山 4- 集 笫 i! 册  • 一八 二 

子ノ 曰。 曾衛， 之政ハ 兄弟.^" 也 

解 集註に 見えたり 

子 謂 r 一衛 ノ 公子 荆 To 善居レ S- 一。 始有 151。 苟モ 合へ リ矣し 少 キ有テ 曰。 苟モ完 シ矣。 富有 ナルせ 

曰。 苟モ 美、 ン矣 

解 集註に 見えたり 

子 S 衛 二。 冉有僕 i 子. ^&。 庶、 i 哉。 冉有ノ 曰。 旣- 庶.^ 矣。 又 何ヲカ 加へ ン焉。 曰。 富 サン 

レ 之ヲ。 In。 旣ー 一富 メリ 矣。 又 何ヲカ 加へ ン焉。 曰。 敎 へ：^ 之.' 

bp  ビ， \ ボウ ， 

諸侯の たから 三.^、  土地 人民 政事 也。 政事の 中に 敎 あり。 土地 廣く士 民 多くても、 政事 あしければ 貧乏 困窮す。 其 

生を不 5 樂， 者 は 用， ベから す。 もし 孔子 政 をし 給 は J^、  士民富 足て 生を樂 むべ し。 其 上に 學校を 作り、 禮儀 明らか 

にし、 STk 三 事 を 以てすべし。 三 事 は 父 生し、 ■ 師敎 へ、 君 養 ふ 也。 これに 事る 道 一 の ごとし。 問、 先王の 制 は 十一 

にして、 上下と もに iois^ ぬ。 戰國の 時分 は 十が 二 を 取ても 公用 不レ 足ラ、 士 民は猶 以て 貧乏す。 二に しても 公用 不ル 

レ足ラ 時に 制 田 里 Tgri,"^, 一とい ふと も、 十一に して は國 立べ からす。 迂な るに あらす や。 云、 孔子 政 をし 給 は？、 

左様に 時勢に！^ り、 人情に さか ひて、 成が たき 事 を 急に はし 給 ふべ からす。 其 畤分ー を 二に しても 不， ^ 足ラ者 は、 ^ ヽ 

.  1 八 二 


1 八 11 一 

陣會盟 しげくて 公用 多く 費、 士民は 農の 時 を 奪 はれて 革 役し げきに 困窮す。 戰 陣會盟 はたが ひの 費い 民の 困窮 なれ 

ば、 仁人 は 不ぱ好 ，事 也、 と 四方に さとして やめ、 其费の やみた る を 以て、 粟 をた く はへ、 士民を ゆたかに し、 兵 を 

强 くし、 禮儀を 修め、 禮 讓 を 以て 四隣 を 和睦せば、 四方 恐れて 愛すべし。 急に 十二 を 十一に かへ さすと も、 出陣 會 

モミ  ヅ ミヲキ  ，  ゾ ナヘ 力 タウ 

盟 やみ、 つか はれざる ばかりにて 國用を 調へ、 一 をば 國 民の 爲に粒 にて 積 置、 軍用 饑饉の 用意と し、 備 ^して 後、 

カレ ヲゴリ  ト */ 

一 を 土民に かへ すべし。 た？ にかへ さば、 彼が 奢 をな さん。 六 藝を學 び 禮儀を 調へ、 うきたる 士を 農兵に かへ すご 

ときの 道の ために かへ す 時 は政敎 いよく 明か 也。 其 後に 田 里 を 制し、 農 桑 をつ とめば、 天理 人情 時の 中 を 得て、 

天長地久 なるべし  -  , 

子ノ 曰。 苟 有つ、、 ハ用 ルレ 我. ^者？。 朞月而 已-フ 可ナ" > 也。 三年？ 有-〕 成 ル「  , 

ィキホ 匕  ゴ 

此 一年 三年、 其 時の 勢 あるべし。 いにしへ を 手本と せす、 後世 期す ベから す、 有 德本才 の 人、 時 虚位に よりて 行 ふ 

べし。 年數の 多少 は 才德の 厚薄に よるとい へど も、 叉 時に よりて 德 厚く 才大 なれ ども、 年數 か、 る こと あり。 道に 

n*_s ザシ  -  n ゥナル  ザィサ 

志 たるまで にて、 さの み德 高に も あらす といへ ども、 本才 ある 者年數 か、 らで功 成 こと あり。 皆 時 也。 財 散 じ 民 

聚り ゆたかなる 時に、 軍用 饑饉の ためにた く はへ を すれば ^ 三十 年 をへ ざれば 全から す。 孔子の 時には 君の 財 乏し 

騸  タク？ へ  ィキホ b 

く、 民 も 散 じたれ ども、 三年に はよ き 代の 十 年の 蓄 出来て、 其 後 財 散 じ、 民聚 るべき 勢 見えたり。 孟子の 時は孔 

子の時より はいよ く あしくな りたれば、 猶 以て 功 成 やすき 事 あり。 乙 の 故に  1* はいに しへの 人に 半して、 功は必 

パイ  キ カウ  ティ サ ダマ 

す 是に倍 せんとい へり。 一年に て は、 大方 人道の 紀綱 立チ、 治世の 大鉢定 り、 三年に て は、 上下 共に 富 足リ、 功 成て 禮 

論詰 小 解 (子路 第 十三)  一八 三 
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樂 おこるべし。 或 問、 貴老を 用る 人 あらば 儒道 起るべき か。 云、 儒道 は 起る ベから す。 天地の 神道お こるべき か。 

ゥ レフ  コ、 ロザ シ  サ ウサイ  ィ タ， \ シリヅ  -a ホ 

憂る 處は 後世 儒道のお こる 事 あるべき か。 儒學 する 者、 志 を 得ば 喪祭の 禮を 起し、 異端 を 退けん と 思へ り。 是大 

や I タ  n リ 

方の 道 也。 いづれ の 時に 儒道 起り、 乱世と 成た ると いひ、 懲て 二度 聖人の 道お こりが たからん。 聖人の 道 は 法に よ 

らす、 迹 に不， 泥、 時處 位に 叶て 行 はる 天地の 神道 也。 問、 其 神道い かん。 云、 君 仁人に して 仁政 を 行 ひ 給 ふべ し。 

ゥチ ヤシ ナ  n ゥ 

贵賤 男女 儒者 怫者 ともに 皆 仁政の 中に 養 はれて、 善 をす る こと を樂 しむべし。 日本 を 中興し、 五 百 歳 千歳の 治世の 

モト リャゥ シャゥ  リウ 

基 を 立べき 人 は、 君 は 賢 君、 臣は良 相た るべき のみ、 何の 流と いふ こと は 有べ からす。 流 あら ぱ 小道 也。 公道に は 

あらす 

ノ  カナ 

子ノ 曰。 善人 爲ムル ぃ邦ヲ 百年。 亦 可 I- 以テ勝 5 殘 一-去 プ殺 ヲ矣。 誠 ナル哉 是ノ言 也 

解 集註に 見えたり 

子ノ 曰。 如シ 有： T 王者 ^ 必" 世-一 メ而メ 後仁ァ ラン 

解 集註に 見えたり 

子. '曰。 苟モ正 r 其ノ身 T 矣。 於-レア 從フ！ 政-一 乎 何ンカ 有ン。 不ン： ^能 ゆ 正， ペル 「其ノ 身 T。 如 レ正ス 「5 人ヲ 

何ン 

f  :,te§MS^I-t,:—：，，： た ；，„i  •  n  i  . :i ト ！,」 ； ； . —i. 
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冉子 退け 朝 ョ"。 子ノ、 曰。 何ゾ晏 カツ "一也。 對チ 曰。 有リ t 政 「。 子ノ 曰。 其」 事ナ？ ン也 如シ 有- フ 1 政 「。 

雖罘 M 吾 レヲ以 1 吾 レ其レ 舆ポ聞 £T 

解 集註に 見えたり 

ノ  ァテ、 ス 

定公 問フ。 一言- フ而可 r 以テ興 ブ邦ヲ 有リャ 諸。 孔子 對テ 曰。 言不. 可 一！ 以ー ァ若ク ノレ 是ノ 其レ 幾 1 也。 

. ^ノ之 言-一 曰。 爲ルぃ 君 難 シト。 〔0 爲レ 臣不レ 易。 如 知 n 爲レ君 之 難ーノ 十字 脫こ 也。 不レ 幾； r 乎 一 言- フ而 興で- 

レ邦ヲ 乎。 曰。 一言？ 而喪ス ぃ邦ヲ 有リャ 諸。 孔子 對テ 曰。 言不， 可 ニ以- マ. 若い 是/ 其" 幾. f 也。 人ノ之 

言-曰。 予レ無 5 樂ー. T 乎爲 r ヲレ 君。 唯 其 レ言テ 而莫； r ヲ予 レー 一 違 r 也。 如、 ン其レ 善 一 フ而莫 う 之 一一 違 r 

也。 不二 亦" 善 r 乎。 如- ン 不善 一一 メ而莫 一 V ノ、 ハ之 一一 違 r 也。 不レ幾 乎 一 言_ーメ而喪_^ぃ邦ヲ乎 

t ンケゥ  ジ *  - ン  n  シヨク 

解 集註に えたり。 た マに 戰々 兢々 として 愼 みたる ばかりにて は 興る ベから す。 五倫と もに 天職 あり。 君た る 天職 

は、 民の 父母と して 仁に 止る にあり。 仁政の 本 は 人 を 得る にあり。 むかし は 一 人 をして 一 國を 治めし む。 是君 たる 

ことの 難き 也。 後世 は 一 國を 以て 一 人に あた へて たのしま しむ。 故に 君た る ことの かたき 事 を しらす、 た 我に し 

たが ふ を 以て 樂 とす。 故に 長久なら す 

葉 公 問 i 政ヲ。 子ノ 曰。 近 キ者ノ 說ビ。 遠キ者 ノ來ル 

論語 小 解 (子 路笫 十； 一一)  1 八 五 
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政 は 人心 を 得る と、 得ざる とに あり。 德を 修め、 仁政 を 行 ふ 時 は、 中心 悅で まことに 服す。 近き 者は悅 び、 遠き 者 

フゥ 

は 其 風 をした ひて 来る。 力 を 以て 人 を， 服す る 者 は 言 服して 心不 レ服セ 

子 夏爲ー so 父ノ宰 T 問， 7 政ヲ。 子ノ 曰。 無-欲 スル ハ速ナ ラン 「ヲ。 無-見 f 「小利 1 欲 スルォ M 速ナ ラン 3 則不 

レ 達セ。 見， 1 オハ 小利 T 則 大事 不レ 成ラ 

解 集註 大全に 見えたり。 道理 は 本文の 通りに てよ く 聞え たり 

葉 公 語 一一 ァ I 孔子 一 曰。 吾が 黨有 二直 スほ 躬ヲ 者)。 其 ノ父攘 レム 羊ヲ。 而ルヲ 子 證ハ； S 之ヲ。 孔子 ノ曰。 吾、 ガ黨ノ 

之 直 * 者ノ ハ異？ r 於是 一 一 C 父 ハ爲" 子ノ 隱シ。 子ハ爲 M 父ノ 隱ス。 直キ 「在 n 其 中 一一 矣 

集註 備れり 

樊遲問 ois 子ノ 曰。 居處恭 シク。 執： 事ヲ敬 ァリ。 與 ミス ル 2 人 一 一忠 アラバ。 雖？ 之ーヅ 夷狄？ 不， 可" 棄ッ 

也  ン  . . - 

居 處恭/ ^シの 意 ふくむ 處 ひろし、 樂 める 君子の 氣象 也。 君子の 樂 みは 戒愼 中より 生す。 相レ在 爾ガ室 r 尙 不レ愧 n 

于屋漏 一一と い へり。 故に 不 ^ 樂シマ は 君子 をい ふに たらす とい ヘリ。 つとめて 恭き者 は 不レ樂 マ、 よく 久しき 事 あた はす。 

ダ マユ  ィ， \ ザク  シ"^カニ 

惰慢の 体に まう けす。 淫樂非 鱧 心 術に まじへ す。 人 をに くます。 人 を あなどらす。 其色溫 に、 其氣 靜に、 心 

1 八 i へ 


1 八 七 

廣ク、 體, ャカ にして 後、 居 處恭ン と いふべ し。 此人 上に 在 時 は、 篤恭 にして 天下 平 かなるべし。 其 心 術 事 を 取て は 敬 

とた < り 、人の 爲 にして は忠 となる。 夷狄 *3 義理 を不： > 知 、禮 儀な き國に ゆく とい ふと も、 心の 戒愼は 案べ からす。 如ク 

レ 此ノ德 全き 人 は 仁者 也。 或 問、 日本 も 夷狄に あらす や。 云、 南西 北の 國は 中國と 種類 異なり。 故に 文字に も、 南鑀 

ケ モノ  ワカ 

は 虫に したが ひ、 西戎は 犬に したが ひ、 北 狄は毛 物にした がふ。 唯 東夷の み 人に したが ふ。 夷の 字 を 分ち て 見れば 

,  ゾデ  セ，. 'リウ キゥ 

1 弓 人 也。 日本 其 本に あたりて 武國 也。 其 上鱧樂 文章の 通す る 國には 袖 あり。 故に 日本 朝鮮 琉 球に のみ 衣服に 袖 あ 

ヱ  シル  シ ぜ， \  ラウ  トリ ヮキ 

り。 南西 北の 人に は 袖な し。 繙に 書た る を 見ても 知べ し。 是 自然の 天 應也。 取 分 日本 は 天 照皇聖 神に てお はし ませ 

コへ  へダテ 

ば、 其 御子 孫 永久 也 0  士は皆 皇孫な り。 民 は 土民 也。 故に 日本の 聲に のみ、 商 角の 間に 二 律 を 隔たり。 日の 本に し 

て 土地 靈 なれば、 人心の 德 全し。 此國に 生れて 聖人の 學を傳 へ、 德を知 こと 人生の 大幸 なり 

子 貢問テ 曰。 何 如ナル 斯レ可 1 謂 一 ^ 之ヲ士 ー矣。 子ノ 曰。 行 一 レア 己 レヲ有 I 恥デ。 使 r 一 於 四方 r 不ルパ 辱 ri 君 

命 T。 可， 謂 ^ 士ト 矣。 曰。 敢テ 問， -其ノ 次 T。 曰。 宗族 稱. -孝 ヲ焉。 鄕黨稱 5 弟 ヲ焉。 曰。 敢テ問 っ| 

ノ  力 ナイ 

其， 次 To 曰。 言必ズ 信- -0 行必ズ 果ス。 經經然 トメ 小人 ナル 哉。 抑 * 亦" 可；〕 以テ爲 ーレ次 ト矣。 曰。 今ノ 

之從 レン 政 一一 者 ノハ何 如ン。 子ノ 曰。 噫。 斗 笞ノ之 人何ゾ 足、〕 算 フルー 一也 

ヅカ AJ  n ト  ヅハ そノォ n 

集註 大 全備れ り。 今時分の 使と、 其 時の 使は異 也。 戰國 なれば 好み をな し 戎 を與す こと、 使に か、 れり。 今 事な 

き 使 さへ 全くよ き は 稀 也。 戰國の 使 は やぶらす 屈せす、 鱧讓を 以て 兩國の 机 を 結ぶ を 君命 を 不レ， 辱 と 云べ し。 屈 

論語 小 解 (子路 第 十三)  1 八 七 
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せざる 者 は 事の やぶれ をな し、 やぶらざる 者 は 屈す。 凡人の 過不及 也 

問レ 次，' 解 集註に 見えたり 

リチギ  タゲ  キリヤ ゥ 

問 レ次" 堅く 律儀なる 者と いへ る 類 ひ 也。 よきに て は あれ ども、 器量せば く、 小石の 堅固なる 樣 なれば、 士君子の 

事業に 及ばす。 此 小人 は 小器 量の 人 也。 淺狹 なれ ども 守る 處 あれ ぱ士の 品 也 

シ タザ 

今， 之從け 政-一 者， 其 時分の 諸侯、 仁政 を 行 ふ 人な し。 其 政に 從ふ者 は 大夫士 ともに、 利 を 事と す。 名 は 士大夫 なれ 

ども、 實は 市井の いやしき 者の 心 也。 レ にしへの 土の 中に 數 へらる- -者 にて はなしと 也。 ー說、 斗筲 はます 也。 世 

俗に 澤 山なる 物 をば 桝 にて はかる 程 有と い へり。 木の 實 にても、 よき は 一 つ 二つと かぞ へ、 多き 物は桝 にて はかる 

ごとく、 一人 づ. -かぞ へらる k はむかし の士の 事な り。 今の 士は 利欲の 小人 なれば、 升に て はかる 程の 者 也。 數へ 

ていふべき ォ 器量 はなしと 也 

子 ノ氐。 不 W 得 二 中 行 T 而與 i  、芝-一。 必ズ也 狂狷カ 乎。 狂者 ハ進デ 取リ。 狷考有 菥レ不 ほ爲也 

狂者 は 知に 過、 捐者は 行に 過た る 者 也。 狂者 も 行なき に は あら ざれ ども、 知 高く 明かに して 照 さ る處 なく、 ゆた 

かに 凡 心 を はなれ、 世俗 を 93 たれば、 廣大 にして 細 行 を かへ りみ す。 他の 聖人 を學ぶ 者の 迹を とめて、 心 を 不け得 

をお かしく 思へば 受用を 事と せす。 廣大に 至りて 精微 をつ くさす、 高 明 をき はめて 中庸に よらざる 者 也。 知 聖人に 

及 たれ ども、 不甯 故に、 錢 弄して 狂に 入たり。 中 行 は 知 聖人に 及び たれ ども、 退て 密 にかくる. - 故に、 廣大に 至 

て 精 微を盡 し、 高 明 をき はめて 中庸に より、 受 S を 事と すれば、 言 は 行 を かへ りみ、 行 は 言 を かへ り みて 時に 中す。 
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_ 八 化 

行事 聖人に 近して 其 跡 見が たし。 故に 衆人 これ を しらす。 進 取ルは 志 高 して 卑近 を 事と せす、 小船 を安ぜ す。 

有レ 所， 不" 爲は、 死 を 守て 道 をよ くす。 一 人の 罪 かろき 者 を 失て 國 天下 を 得る こと もせざる 者 也。 猖者も 生 付に 知不 

足に は あらす。 行の 過る は 仁の 力つ よければ 也。 仁 は 生理 也。 發 生の 力強して、 行餘り あり 0 故に 知い まだ 行に 及 

ばす、 時に 中せ す、 愼み 守り、 篤く 行て、 衆人の 目に も 賢人 君子と 見 ゆる は^ 者 也。 人の 不 1 及バ 善行お ほき 故 也。 

曾 子の 初學、 是に 近し。 如  1- 門に 不： i 入- フば猜 者に 終べき か 

子ノ 曰。 南 人 有 I 言 ヘル 「曰。 人 トメ 而無ン 以恒。 不 トレ 可 『一 以テ作 ，1 巫醫 t。 善 カナ 夫 

恒は 義理 正直の たしな み 也。 禰宜 神主 は 神 を 主人と して、 心安き 故に、 たしな みに lis おし。 しかれ 共 不義 不 E に 

パク  イジ ュッ  シ t. ゥ 

て は 終に は 神明の 罸 にあた る 者 也。 醫は醫 術 だに よく すれば、 人 其 上手 を 貧して、 少々 人 がらの あしき も 無 鱧なる 

を も 堪忍して 馳走す る 者 なれば、 主君な き 者は猶 以て 氣隨に 成 やすし。 しかれ ども 不義 不正に て は、 終に 其 i ビ g 

する 者 也。 况ゃ 常人 を や 

-  ノ  ノ、、 、 

不 レ^; _i つ 德ー。 或 承， 1 之滅 r 子ノ 曰。 不ル， 占ハ 而已矣 

義理 を しらぬ 者と いはれ、 不正直 者と 聞 ゆる は 人なら ざる 恥 也。 常に 德を不 V 尊ビ無 ナが なり。 まれ を S び、. そし 

り をに くむ は 人心の 常なる に、 行儀 あしくて 惡名を 取 こと を不レ W 知ラ は、 占 を不レ 2 知ラ故 也。 道理の ゥ iS はは 1^ をから す。 

故に 道理の 明かなる 所に は 卜 I 巫 を不レ 用ヒ。 道理の しれざる 事に 卜筮 を 用て 天に うか ふ 者 也 

镝 lii 小 解 (子路 第 十三： T  一.^ 九 
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子 ノぼ。 君子 ハ和ゾ 而不レ 同. セ。 小人 ハ同 メ而不 レ和セ 

君子 は 天地万物 一 鉢の 仁 存す。 故に 天下に くむべき 者な く、 侮るべき 者な し 0 五倫 和せ すと 云 ことなし。 しかれ ど 

も i が 口の 者と かたよる ごとき 私の 同 はなし。 小人 は 相 口の 者と より 合て 晝夜 となく 親しむ。 故に 私の 同類 あり。 し 

かれ ども" g 心 g 心 利 心 あれば、 甚 狎て 侮る、 故に 實は不 和セ、 或は やぶる、 こと あり。 君子 淡 以テ 成"。 小人 甘 

ブル ， 

以テ壞 とい へり 

. 子 貢 問ーァ 曰。 鄕人 皆ナ好 ミセ 1 之- フ何 如ン。 子ノ 曰。 未け 可ナラ 也。 鄕人皆 ナ惡マ 以之何 如ン。 子， 曰。 

未 -1 可ナ 7 也。 不， 如 鄕人ノ 之 善 * 者ノ ハ好ン 5 之ヲ。 其 ノ不レ W 善 ラ者ム 惡ぅユ 之 

ジゥ  ホム  ホネ 

よき 人と は、 共に よき 事 をい ひ、 あしき 者に もさ か はす、 善 柔の生 付の 者 をば なべて 譽る者 也。 世俗に 骨の なきと 

云 者 なれば、 人の よくい ふに まかせて 用れば 器量な き 者 あり。 犬なる 用 は 達せす。 よき 人に は 勝 心 慢心 ありて 不 

0^ あしき 者をぱ にくみ とがめて 和せ ざれば、 なべて 人よ からすと 云 者 あり。 よきに は あら ざれ ども、 あしく いふ 

とて 捨べ からす。 却て 一 器量 あり、 用て 一 役 達する 者 あり。 義を尙 ぶ 者 は 衆と 同じから すと い へ り。 一 器量 ありて、 

• 一筋に 義理 を 立る 者 あり。 よき 人 は 知て 是を ほめ、 あしき 者 は そしる 者な り。 是を眞 のよ き 人と 云 也 

子 も。 君子 ハ易泰 へ而難 i シ^。 說シ i 之ヲ 不レ、 道ヲ不 fe".^ 也。 及、  1 つ 使-人 i 

器… ぶ 之ヲ。 小人 ハ難 暴へ 而易. i. ン.^ 也。 說… 一 之 ヲ雖罘 、ス t 以 t 道ヲ； 說ブ 也。 及 S ハ使 t 又ヲ也 

1 九 0  j 


ヨ 

求 "備"  >  「ヲ焉  * 

集註 大 全備れ り  ■ 、 

子ノ 曰。 君子 ハ泰 -フ 而不. 驕ラ。 小人 ハ驕テ 而不レ 泰ナラ 

ユタカ  ム 3 ク  ォゴラ 

君子 は 道理の ま. - にして 無心 也。 故に 心 ひろく 体 ゆるやか なれば 泰也。 無欲に して 禮を 好めり。 故に 不レ 驕。 小人 

t ゥ *-  ,\  3 ク 

は 勝 心 慢心 欲心 あり。 故に 驕る。 道理に したが ひて 樂 むこと を不， 知ラ。 故に 泰か ならす。 叉 凡人に して 不レぃ 願-， 者 あ 

キリヤ ウセ バ 

. る は、 金銀 米穀 をた く はへ て 守る こと を悅 び、 或は 器量 机き 者 也 

子ノ 曰0 剛毅 木訥 ハ近 5 仁- 

クッ  レイ  a ク 

剛は 物に 屈せす、 不」 S 恐レ 也。 人 は 萬 物の 靈 なれば、 万物の 上に のびやか 也。 しかるに 屈し 恐る V は 欲 ある 故に、 物 

ユウ  タハ ▼  タウ. T 

の 下に 屈する 者 也。 たと ひ 血 氣の勇 ありて 剛 なりと 見 ゆる 人 も、 欲 ある 者 は 其 欲心より 橈し 易し。 故に 孔子の 掁也 

慾 5。 焉." ゾ 得.」 剛ヲ とのた まへ り。 毅は奮 發の氣 象 あり、 善に 與り義 に 感じ やすし。 木 は 生れな がらの 体に て、 り 

マァハ  牛 ギ  トヅ ブ チウ. *^ ゥ 

なく、 習う すく、 聞に 合する 樣 なる 才覺 なき 者 也。 世 聞に 木地なる 人と いへ り。 訥は 無調法に て、 當世 にう つらす、 

ィヅ  セキシ 

古人 かたぎと いへ る 者 也。 何れも 赤子の 心を不 ^ 失ハに 近し。 實 体の 人 也。 仁 は生现 也。 天地の 理生々 してやます。 

生理より 實 なる はなし。 故に 實 鉢の 人 仁に 近し 

子 路問テ 曰。 何 如ナル 斯レ可 t 謂  ー7| 之ヲ士  T 矣。 子ノ 曰。 切切 傯© 怡怡 如？ 也。 可. i 謂， 7  士 ト矣。 湖 

論語 小 解 (子路 第 十三)  1 九 一 


蕃山 全集 俸 册  -^-こ 

友- ス 切切 sisr 兄弟- ハ怡怡 

m クに £ッ あり、 民に 四ゥ あり。 士 つかへ ざる 時 は、 四民の 先な り。 是を處 土と 云。 出て 仕 ふる 時 は 五 等の 爵に 列す。 

才 あれば «s< となり、 德 あれば 國を てお。 i 。きク 。^。^に 列す。 天子の 上 士は子 男に 同じ、 五十里の 地 を受、 

舉惠 あれば 天子 諸.^ の 師 保と なれり。 上下に 通じて 道德學 術の 任 重き 者 は士也 0 不德 不才 なれば 處士 ともい はす、 

くだりて 民に 同じ。 孔門の 諸子 は皆士 也。 故に 子 路其行 を 問 也。 土の 貴 キ處は 博 學多藝 によらす、 德行を 以て 也。 

故に 夫子 德行 を"^ 給へ り。 切々 は、 朋友の 交り、 懇情に 敎吿て 其 過 を あげす。 ^々は、 善 をす、 め、 人事 をつ と 

むる 事！！ ラカ にして、 其した がふ 事 を不レ 齢、 みな 忠愛の 誠な りと いへ り。 しかれ ども 平生は 抬々 と和悅 にして 六藝 

に i ぶ を、 文 を 以て 友を會 すと 云 也。 此溫良 和 厚の 氣象を 得 こと、 禮樂詩 書の 學 によるとい へり。 後 は 四書 を以 

て、 い 術 i 一 了の i どす る 也。 今の 學は蒈 を 取て、 紙上に ていふ 所 はく はしけれ ども、 書 を はなれ 平生に 成て は 其 用な 

し。 孔門の 學心術 躬行の 敎 のみに して、 文 辞に あらざる 事 を しるべし。 こ、 に 朋友 兄弟 を わけての たまへ ども、 兄 

弟に は 朋友の 道 を かねたり。 朋友に 兄弟の 義も あり。 た f 朋友に は 切々 偶々 主と 成て 和悅 し、 兄弟 は怡々 主と 成て 

切僞を かねたり 

子- i。 善人 敎ル 良ヲ七 年。 亦タ可 ブ戎- 矣。 子つ 曰。 以 r- 不 1 敎へ民 T 戰 7 。是 レヲ 謂. 棄ット 


1 AH 


此 下の 章に 通じて 一章と なして 兌るべし a 善人、 は道學 善行 相 兼て、 民 を 子と する 仁愛 深き 人 也。 故に 民 も 又 見る 

こと 父の ごとく^の ごとし。 是 故に 隨て功 ある 虚也。 即レ兵 は、 しるし を 以ての たま ふ。 君 を 嫁び、 長 を 親しみ、 其 

難に 死す るの.； S を 知 こと、 羅抆 の敎、 ^.卬 忠信の， や？ 仃 によれり。 今の 民の 事に は あらす。 兵の^ 也。 € ^兵 なれば、 


武士 民間に ありて 年貢 は 十一 也。 今の 馬 など 云 者 は 皆 民間に. あり。 故に 今の 牢 人と 云 者 も、 むかし はなし。 鄕里 

にて 民に 六 藝を敎 る 役者 を 儒と いへ り。 六藝 は禮樂 弓馬 書數 なり。 禮の 中に 軍法 あり、 干戈 術 も 其 中に あり。 六 

藝の 中、 半 は武藝 也。 今の 民い かで 吉凶 軍 賓嘉の 鱧 を 習 ひ、 弓馬 書數を 學ぴ、 琴瑟を 調む や。 いにしへの 農兵 ゆた 

かなりし ことお も ひやるべし。 其 間に は 山野 川 澤に狩 漁 して 筋骨 を 健 にし、 夂 A にいたり 農事 終て、 衆 を あつめ 

大に 狩して 軍法 をなら はす。 食 足"、 兵 足"、 文武の 藝に 達し、 上下 相 親 で 和睦し、 軍法よ く 調 て、 用る 時は敞 

カタ  i カタ  ヅク *0 ポ 

に 勝す と 云 乙と なし。 身方 を そこな ふ XJ とすくな くして、 賊を 亡す。 是を即 け 戎-- と 云 也。 敎 あしければ、 上下 不，, 

相 親 t さ 武事の たしな み をろ そかに、 身 不達 者に、 軍法 不レ調 二して、 用る 時 は 敗軍せ すと 云 ことなし。 人 を そこ 

な ふ 事お ほければ、 軍士 を棄る 也。 是を 民に 狭 すと い へり 


输 語 小 解 (子路 第 十一 11)  .  一九 三 
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憲問第 十四 

憲問レ 7 恥"。 子ノ li。 邦有ル t 道 穀シ。 邦 無 t 道 穀スル ハ恥デ 也 

ゾレ  ゾゥ  ヲシ  n クゾク 

夫人 幼に して 學ぴ、 壯 にして 行 ひ、 老て敎 ゆる は 常 也。 幼に して 學 びす、 壯 にして 行 はす、 老て敎 へざる 者 を闕賊 

n クゾク  ハ ギ  シ 3 サ 

とも 穀賊 ともい へり。 士 にして は 犬なる 恥 也。 學は必 しも 道 德の學 ならで も、 六 藝の中 文武の 所作 ニニ ニッ にても 學 

ヅ 力へ  キヤウ リ  コ ヲィ 

びと り、 治 國には 政の ー佼 をつ とめ、 軍 國には 武夫の 用に 立べ し。 老て仕 を やめ、 鄕 里に 歸て其 子 甥な どに をし へ、 

ムナ  fa ャサ  ス ル 

或は 鄕の 子弟に 子 を かへ て をし へ、 空しく 天 物を不 ^ 費 を 不穀と 云な り。 國有 ^ 道 時に 爲 こと あり。 無 t 道 時に ひと 

り 其 身 をよ くす ると 云 は 上人の 事な り 

克伐 怨欲不 U2r 可；) ャ 以テ爲 1 レ仁 ト矣。 子ノ 曰。 可， 1 以テ爲 1 レ難シ ト矣。 仁 ハ則吾 レ不レ 知 也 

コク セゥ  バヅ マ， \  ゥラ  フ，》 コ， \  ョク  コゥ 

克は勝 心 也。 伐 は 慢心 也。 怨は君 父 を 恨み、 朋友 を忿 恨し、 臣妾 をい かりな どす る 也。 欲 は 財 欲の みに あらす、 好 

ヲ ゲゥ タイ  ボ， \  カタ シ 

惡の 凝滞 也。 此 四の 者 は 凡 心の 常 也。 四つの 者不？ 行ハ時 は、 凡人に あらす、 仁者た るべき かと 也。 孔子の 難との た 

まふ は不 1 行ハは 四の 者 有て 不レ 行ハ、 是 制しが たきを 制す、 難シ とする 處也。 其心上にて仁をゅるさむ^Jとは我不レ知 

フヅラ t 

と 也。 仁者 は 四の 者の 累 なし。 凡 心 を はなれた る 心の 德 なれ ぱ不 1 行ハ こと は 云に たらす 

子 曰。 士-フ 而懷フ i 居ヲ。 不， 足？ 一 以テ爲 レー 1 士ト矣 

Is 


解 集註 大全に 見えたり 

子ノ li。 邦 有 i 道。 か 4r 危ぶ 行る 邦無ュ 道。 危ユ 行ヲ言 孫 マ 

集註^れ り。 或 人 問、 ig.b 行 やかむ。 云、 無欲に して 義理 を 專フ にす る 也。 有 道 無道と もに ふせぐ 者な し。 さり 

ながら 無欲 だて 義理 だて をす る は あし 、。密 にかくれ て 己が ためにす る 時 は、 人 しらす、 高峻の 至り 也。 問 卑順 

の 言い かむ。 國無寸 一 道。 其ノ 1 足 f 一" 以テ 1- 一とい へり。 問、 髙峻 の 言い かむ。 云、 國有 ユ 道。 其， 一一 一一 具リ 以テ與 t- とい 

へり。 進で 賢 を かくさす、 故に 禹 拜ュ昌 言 T 

子 も。 有 1德 者ノハ 必ズ有 昏。 有誉 者ノハ 不二 必. ンモ有 プ德。 仁者 ハ必" 有 i。 勇者 ハ不 M 必シモ 

有？ レ仁 

i では 口上よ き 物い ひな どの 事に は あらす、 道理に 叶 ひたる 明言 也。 有德の 人に 無口 上なる 人 あるべし。 まれに いふ 

言 も、 無口 上ながら 道理 明かなる べし。 ir 口 は 心の i 也。 有 德の人 は、 眞赏 中に 積で 理 明らか 也。 故に 嘉言 あり。 世 

間の 口上よ き は、 生 付て よくもの いへば、 其 身の 心の 位より は 言 はよ き 者 也。 其 一 百の よき を 以て 有 德とは ゆるす ベ 

ァ匕 キヤウ  ： -、 AIJ^ 

からす。 .1 一 者 は 生死 M 逆 一 罠に して 恐る、 處 なし、 故に 勇 あり。 しかれ ども 常 は 愛敬 ふかく、 勇 强の鉢 は兒ぇ 

,  ヲ ソ 

^にぎたり。 勇者に は 仁 あり、 不仁 あり。 ^^に得たる故也。 聖賢の 勇 は 神武に して 不レ 殺と いひて、 見て は懼る 

ベく、 おかす ベから す、 といへ ども、 人 をに くます、 あなどらす。 惧れて 愛すべき は德に 得た る 勇な れぱ なり 

論語 小 解 (憲. E 第 十四〕  一 九  一 i 


蕃山 全集 笫四册  一 九 六 

南 宮ま問 ^1 於 孔子-; 曰。 ST 射。 募 IT, 舟。 俱- 不" 得 二 其， 死 T 然リ。 禹 稷躬， 稼/。 而 有- j 天 

下 T。 夫子 不レ 答へ。 南 宮适出 S 子ノ 曰。 君子 ナ" 哉 若.^ 人。 尙 ベ t 德" 哉 若キ人 

集註 大 全備れ り 

子ノ 曰。 君子 ーフ而 不仁 ナル 者ハ有 ラン カ矣 夫。 未 ^ 有 ？！ 小人 一 フ而仁 アル 者 一也 

心 術に よりて 名利 色 等の 凡 情 を はなれ、 高 明の 地位に 至りた る 人 は 君子 也。 見て は 及が たき 人 なれ ども、 仁愛の 心 

うすく、 人の ために ならざる 者 あり。 國家 天下の ために ならす。 徒 善 は 政 をす るに たらざる 類 也。 曾皙 などの ごと 

し、 君子 なれ ども 仁者と はいふべ からす。 是は 君子 十 人の 中に 一 人 也。 小人 は 己 を 利す る ことのみ 知て、 人 を 損す 

る こと をい と はす。 故に 十 人が 十 人ながら 仁 あらす。 世俗に もし はき 者 は必す 忍き といへ り 

子ノ 曰。 愛， レ之 能ク勿 i 勞 5 「乎 ャ。 忠 アツ テ焉能 ク勿ラ i 海ュル 「乎 

解 集註に 見えたり 

子ノ 曰。 爲ル t 命ヲ。 裨諶草 ュ創シ 之 1 世叔討 n 論、 ン之 T。 行人 子 羽 脩 T1 飾シ 之？。 東里ノ 子逢澗 n 

色ス之 T 

解 集註 大全に 見えた タ 


I 九 七 

或 人 問 1〕 子 產？。 子ノ 曰。 惠人 ナ= ^也 

子康 はいに しへの 善人 也。 內仁 にして、 外猛 なり. >  心寬 にして、 政 g 也。 驕奢 を けて、 恭儉を 尊ぶ。 i ケ魚 民を麥 

キ Ms ャク  ケィ  ダ  , 

する に歸 着す。 故に 惠人 とのた まへ り。 子產 死せ りと 聞て、 孔子 涕を 出しての たま はく、 いにしへ のぎ 愛な り、 と 

事 は 左傳に 見えたり。 孟子の 惠 あれ ども、 政 をす る こと を しらすと いへ る は、 其 i ま を 以て 人 を 1 せる 一 窜に 付て 

いへ り。 聖人の 迹を ふます、 窒に不 5 入 ラの善 なれば、 少づ k の 不足 あり 0 小 を 以て 大を 害すべ からす。 孔子 は 其， ^ 

き處を あげての たまへ り 

問- -子西 T。 曰。 彼" J へ 一一 ャ哉彼 哉 

彼 哉と は、 子 産と 同じ様に 善人の 數に はい はれぬ 者と 也。 或 人 問、 子 西 楚國を て、 眧王を 立た るは義 あり、 a" 

欲 也。 其 時分 は戰圃 にて、 父子 兄弟 も 相じ爭 相.^ i す 時節なる に、 雕 ふる を^ t 賢お；！ k とする S 也。 又吳 より 楚 

の 軍 を やぶりた る 時、 楚國 恐れた るに、 子 西 は 幸な りと 云て、 國を 定めた る は t 刈 ありと する 處也。 賢に して 知 あら 

ば 何 ぞ子產 におと るべき や。 云、 誠に 此ニ行 は、 其 時に 稀なる 善行 なれば、 賢 知 あるが ごとし。 夫っか，^^;子常が子西 

を 立む と 欲して 云、 子 西 は 平 王の 庶子 なれ ども、 長男 也。 壬 は 太子 なれ ども、 幼 ク 也。 子 西 長子に して 善 を 好めり。 

長 を 立る は 順 也。 善 を 建る は 治る といへ る は 可に あたれり。 子 西 壬 を § 養して、 其 人なら ば 可 t 讓ル のみ。 しか ど 

も 子 西が いへ る も 時の 勢 に 叶へ り。 秦の國 太子 壬に シ if して ひかへ たり、 子 西 を 立て g ベから す。 しかる 時 は、 

あた を まねくな り. >  其ノ上 太子 を 措て 立 ッは義 にあたら すと いへ る は 尤也。 しからば 其 旨 をい ひて 不$ 立に てよ きを- 

ii 語 小 解 (i^ 問 第 十四)  j 九 七  ， 


蕃山全 菜 第四册  . ゴ , 

子 常 をい かりて 殺さん とせし は 何事 ぞゃ。 我 無欲に して 知 ありと 思 ふに 紀 りたる か。 圃に 患難 あり、 貴賤 恐れた る 

寺 こ 改め 治めた るは尤 也。 無事の 時 は、 人 善 言 を 聞 入ぬ 者 なれば、 少し 懲 たる 時に^へ 定るは 小人の 幸 也。 少し 才ぁ 

りィ ir ある 者 はなすべき 事 也。 子 西 無欲 なれ ども、 賢なら す、 才 あれ ども、 知な き 事 は、 昭 王の 孔子 を 用 ひむ とい 

はれしを^みと^-めたるは聖賢の心をしらす。 是 己れ 不 賢なる 故 也。 白 公 を 呼、 禍乱 をいた したる は、 姦人 を しら 

ざるな り。 楚 は諸疾 なる に、 王 號を偺 したる を 改めざる は 道 を しらす。 一二の 善行 ありと いへ ども、 大本 かけたり。 

子 産に は 劣りた る 者な り 

問 ，フ 一管 仲 r  ^1。 人ャ也 奪， J 伯 氏が 駢邑 三百 1 飯 ュ疏食 T 沒" マげ 齒ヲ 無つ ノー 怨ノ言 1 

靜 集註 大全に みえたり。 管 仲本才 あり、 叉文學 あり 0 故に 夷狄 を 退け、 乱 を 治め、 天下 を 一統して 王 を 尊ぶ。 貴賤 

其 恩舉を i れり。 其 功に 及ぶ 者な し。 惜 べき は聖學 なくして 德を しらざる 故に、 其 事業 やし 

子/ i。 貧， 而無キ li 怨ミ 難-ち 富 デ而無 1 ゅ驕ュ 「舞ン  V 

解 集註 大全に 見えたり 

子ノ Ii。  公 緙爲， 1 趙 魏ノ老 1 則 優 i 不， 可 滕薜 ノ大夫 1 

公 愛 ありて おとなしき 人 也。 小知の 小才な し。 故に 大國の 元老と し、 諸臣の 上に 置た る 時 は、 恭 しく ゆたか 

也。 大臣の 器量 也。 大國の 家老の 時よ かりし とて、 小！ a の大 夫と し 事し げく 用 多から しめば、 あたらよ き 人す たる 

一九 < 
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べしと 也。 又 小 國の大 夫と し 事 とらせて よかり し 者 を、 大國の 家老と せば 無用の 用お ほくな り、 'いそが はしく、 

人民つ か はれて 長久なる ベから す。 人 を 用る は、 德に 付て 用る こと あり、 ネを 用る こと あり。 たが ふ 時 は 共に すた 

る 也。 た 聖人 大賢の み、 小 圃に用 ひても 事と、 の ほり、 大國に 用 ひて は ゆたか 也。 才德 兼ネ備 りたる 人な り 

子路 問， Vig 人 T。 子ノ i ！。 若？ 臧武 仲" 之 知。 公綽" 之不 欲。 卞莊子 之 勇。 冉 求.^ 之藝 一。 文 ル_、 

レ之以 f/、、 ハ禮樂 一。 亦 * 可 一.；) 以爲 M 成人 1 矣 

集註 備れり 

曰。 今ノ之 成人 トー-者 ノ。 何ン ゾ必シ モ然？ ち 見 一 ^ 利" 思， 義 S 見 一 ^ 危" 授 t 命プ 久 要不」 ぉニ 平生 ノ之 

言 一。 亦タ可 1 テ爲， スー 成人 ー矣 

解 集註に 見えたり。 いにしへの 成人に は 及ば ざれ ども、 利害の 間にお ゐて義 を 失 はす。 死生の 間に 仁 あり、 勇 あり。 

平生 信 ある 人なら ぱ、 才知き 能禮樂 不レ備 ハラと 云と も、 人の 人た る實 あれば、 先 以て 人 也。 今の 成人なる べし 

ナル カナ  ィ 

子 問 ズム叔 文 子ヲ於 公明 賈 r 曰。 信 乎。 夫子 ハ不， 言 ハ不， 笑不ル t 取 乎。 公明 賈對 ，曰。 以テ 

吿ス 者ノ、 過ナリ 也。 夫子 ハ時 ァテ然 後ぶ 0 言。 人不レ 厭レ其 言。 樂然後 ノ九字 K.fo 笑フ。 人 不レ厭 ひ 其ノ笑 

義ァ テ然後 取。 人 不レ厭 - ハー 其 取 r ヲ。 子ノ lir 其レ 然ン。 豈 其い 然ンャ 乎 

論語 小 解 (憲間 第 十四)  一 九九 
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解 集註に 見えたり。 是歡 過たり。 此 道理 あれ ども、 文 子 は それほどの 人に は あらざる なり 

子ノ i ！。 臧 武仲以 _s 防ヲ求 i 爲ン 「ヲレ 後 ニ於魯 r 雖 S 曰 トレ 不 t 要 S 君ヲ。 吾レ ハ不， 信ゼ也 ， 

解 集註に 見えたり 

子ノノ 曰。 晉ノ文 公 ハ譎テ 而不， 正？。 齊ノ桓 公ハ正 メ而不 レ譎？ 

解 集註 大全に 見えたり。 二 公と もに 諸侯の 盟主たり。 1^ 狄を 退けて 中國を 定め、 周窒を 尊べる 功 は 同じ。 曰 本の 將 

ィ クサ  フク 

軍 家の ごとし。 二 公の 中、 桓公 は師を 出す といへ ども、 道理 を 正しく 云き かせて、 戰 を不レ 用して 服す。 敵 を いつは 

イツ" リ  ゥゴ  カヅ  シタ シン 

ら ざる 也。 文 公 は 詭 を 以て 動き， 戰て勝 こと をな せり。 桓 公に は 親 で 服し、 文 公に はお それて 服す。 二 公の 中 

tl^  ハク  ヨリ トモ ケ ホウ ダウ ァ. h 

にて は正詭 ありと いへ ども、 同じく 伯 者に て 大正に は あらす。 後世 は桓公 程の 人 もな し。 曰 本に て賴 朝家 北 條家足 

利 家み な 伯 者 也。 其中泰 時時 賴 すぐれたり。 此 二人の 氣質心 ゆき は桓 文に もまされり。 今の 代に 生れて 大道 をき か 

カウ  /ヲ， ジム 

ば、 二人共に 日本中 輿の 主たるべ し。 伯 者に は 終る まじき 人 也。 可 •〕 惜 

子路 曰。 桓公殺 >1 公子 钭 1 召 忽ハ死 5 之-。 管 仲 ハ不， 死。 曰 未 ァラ 乎。 子ノ 曰。 桓公九 n 

で ト 

合 諸侯 r 不二 以ュ 兵車 r 管 仲が 之 力ず 也。 如， VI 其ノ仁 r 如 ，ン1 ャ其 仁？ 

解 集註に 見えたり。 子路は 仁の 德を 以てい へる 故に、 管 仲 仁者に あらす とす。 孔子 は 仁の 功 を 以ての たま ふ。 功に 

ハイ  ヮ，^ラヒ 

おわて は 天下なら ぶ 者な し。 子 路は德 のかけ たる を 以て、 其 功を廢 す。 孔子 は 其 功の 犬なる を あげて、 德の累 を 

、 二  OC 


** ク  ァゲ 

のた ま はす。 惡を隱 して 善 を 揚るは 大知也  . 

子貢ノ 曰。 管仲ハ 非；. I 仁者- i If 桓公殺 ス？^ ム子料 T 。不 死. -ル 「。 又 相々 い 之-。 子，^ 曰。 管 仲 

相 ひ テ桓公 irrr 諸侯 r  r ビ房 天下 f 民到罕 今 il つ 賜 一。 微 r 管 仲 一 吾 レ其レ 被 M メ 

左セ i 衽夹。 豈若 ラン ャ 匹夫匹婦， 之 爲，？ 諒ヲ 也。 自經， レ  1 テ 於溝瀆 r 而莫 之 知 i, 「也 

キズ 

解 集註 大全に みえたり • 子 貢 も 亦 管 仲が 德に疵 ある 所に 付て、 仁者なら すと いへ り。 孔子 は 其 大器 i あり、 本才ぁ 

り。 今の 世に 當て管 仲なら では 戎狄を 退け、 周 王 を 尊び、 天下 を 正すべき 者な き XJ と をみ づ から 知て、 とら はれと 

セゥビ 

成て、 功 を 立た る 事を稱 美し 給へ り 

公 叔文子 臣大 夫僎。 與 n 文 子 1 同" 升 ュ-諸 公 r 子 聞 _i 之ヲ。 曰。 可， |以_ァ 爲 M 文ト矣 

解 集註に 見えたり 

子 言 一 J 衛ノ靈 公ノ之 無道 I ル？ 也。 康 子が 曰。 夫 レ如ン 1 是ノ。 奚ン ゾ而不 1 喪。 孔子 ノぼ。 仲， Ml ハ治ニ 

賓客 1。 祝 舵ハ治 宗廟 1 王孫 賈ハ治 >1 軍旅 r 夫レ 如、〕 是ノ。 奚、" ゾ其 レ喪ン 

解 集註に 見えたり。 iK ム其身 無道 也と いへ ども、 人才 を 知て 其 役に 叶へ り。 是 人君 第 一 の 所 也。 故に 不レ 亡。 たと 

サ ホウ 

ひ 其 身 作法よ く 善人の 名 ありと いへ ども、 人 を不ぉ J£i きは國 治まらす 

論語 小 解 (窓 問 第 十四)  二 〇 一 
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子 ，^曰。 其 ノ言ノ 之 不ル寸 i 作ギ。 則 爲ルぃ 之難シ 

解 集註に みえたり 

陳成 子弒； U 間 公一。 孔子 沐浴/ 而朝 S 吿 fi 於 哀公 r 曰。 陳 S 弒， 1 其ノ君 1 請 7 討セ芝 ヲ。 公，. 

曰。 吿？ T 夫 ノ三子 r 孔子 ノ曰。 以 一 善 從，， T 大夫ノ 之 後つ。 不二 敢テ不 ri 吿" 也。 君ノ i。 

キカ ノ 

吿 マーヨ ト夫ノ 三 子ノ者 一。 之 ；ァ| 三 子 一 一 吿。 不レ 可。 孔子 ノ曰。 以 ー蕃從 II 大夫ノ 之 後一 。不一 1 敢テ不 つ ァラ 

レ吿也 

解 集註に みえたり _ 

子路 問い 事- ノ  J 君 一一。 子ノ 曰。 勿-欺 ク" 也。 而犯？ 之" 

タイ ティ  マジ ハ  力、  ァラ, フ 

大# 君臣の 交り をのた まふ。 かなら すし も 子 路の氣 質に 拘 はらす。 君に はかくす ことなくして 爭 ^Jとぁり。 父に 

カク 

は 隱す事 ありて、 爭 ことなき の 意な り 

子ノ 曰。 君子 ハ 上達 シ。 小人 ハ 下達 ス 

解 集註に 見えたり。 學ぶ といへ ども、 小人の 儒 は 常に 下達す  ノ  . 

子ノ 曰。 古 ノ之學 者ハ爲 二け 己が。 今 ノ之學 者 ハ爲- ースレ 人，' 

二  Q 一一  ， 


二  G 三 

锡註 傭れ り 

蘧伯玉 使， ス- 人ヲ於 孔子 r 孔子 與， 之 坐 メ而問 テ焉。 i。 夫子 何 7 カ爲 S 纣， が。 夫子 欲 スレル 

き 11 ヲ其ノ 過 一 而未 i ハ也。 使者 出 S 子ノ i。 使： も ナ使ナ ルぁナ 

集註 備れ hN 

子舀。 不レ、 I 在 Ir 位-一 不. 謀 1っ 政 T  ,  . 

重出  > 

曾 子， 曰 C 君子 ハ思 t 不， 出 二 其ノ位 7 

解 集註に みえたり  .  - 

子ノ 曰。 君子 ハ恥； ァー 其ノ言 一而 過 一 スー其 ノ行ー 

過 行 は 篤行 也。 其 言の むなしからん こと を 恥れば なり 

子ノ 曰。 君子 ノ道 ナル考 三ッ。 我レ無 甚スル 「焉。 仁 考不， 憂へ。 知考不 i ハ。 勇考不 ，懼 

i 我 は 孔子 I 人の 我に あらす、 何れも 門人 を さしての たま ふ 我 レーぎ 也。 俗に も 人 を さして 我等と 云が ごとし。 吾人 

とい はむ がごと し。 能す る ことなき は 大方 は 及べ ども、 全から ざるな り。 仁者 は 天地万物 を 以て 一 鉢と す。 故に 富 

餾語小 解 (憲間 第 十四)  -5=. 
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貴の 道 を 行て、 禮を 好み 惠を 事と す。 貧賤 なれば 貧賤の 道 を 行て、 よくつ とめて 樂 しむ。 患難 なれば 患難の 道 を 行て 

屈せす。 夷狄に ゆく といへ ども、 夷狄に 居の 道 を 行て 獨 立す、 終に は 夷狄 を 化する 事 あり。 己に あらす と 云 ことな 

ければ、 順逆 一 貫に して 不レ 憂へ。 知者 は 幽明 死生 てらさ すと 云 事な し。 理 にくら からざる 故に まど はす。 好舉 より， 

至るべし。 不 t まに、 君子の 惧れ ざると、 凡人の 不$ 惧レと 分^ あり。 戰陣 兵^ を不 1 惧レは 武士の 舆 也。 山林に 入て 

虎狼 を不 * 惧 レは獵 者の 勇な り。 海に 入て 龍 蛇 を 不镇レ はぎ 土の 勇 也。 是皆 所" 習の 血 氣の勇 也。 君子 は自 反して 1 

ければ. 千 萬 人と いへ ども 不レ 惧レ。 知 明か なれば、 鬼 を不レ 惧レ、 死 を惧れ す。 命 を しれば 飢寒 を惧れ す。 欲な けれ 

ば 富貴 を惧れ す。 万物の 靈 たる 德 あれ ぱ猛獸 龍她を 惧れす 。君子 は 浩然の 氣 至大 至剛 にして、 天地の 間に Si る 0 是 

を 大勇と 云、 其 上 知 明らかにして 理 にくら から ざれ ぱ惧 る、 處 なし。 知 仁 勇 を 君子と 云。 三の 者 は 性の 德 なり、 ？ 

とき は 共に あり 

子貢ノ 曰。 夫子 ノ之自 道 ナリ也  ， 一 . 

三の 者は孔 夫子の 道と なり 

子 貢 方 ^<ヲ0 子 ノ曰。 賜 ハ也賢 ナル乎 哉。 夫我ズ 則不， 暇 ァ_7 

自修る に專 なれば、 人の 長短 を はかるべき. $ とまな し。 g: 已を 賢な りと し滿 足す る 故に， 人の 批 "判 をす る やとの 船 

敎 なり 

二  0E 


二  0 五 

子， 曰。 不 一 之不； r ヲ 己？ 知？。 患？ S つ 不能 T 也 

解 集註に 見えたり 

子ノ 曰。 不， 逆 i 詐 リ"。 不レ億 ；フー 不信 T。 抑々 亦タ先 ゾ覺" 者 ム是. "賢ナ "力 乎 

シサク  I 

むかへ おもんぱかる 者 は 思索 也。 賢者 は 思索の 勞 なし。 覺昭 して 知 如たり。 誠に 專 にして 自明な り 

微生畆 謂 ri 孔子 一日。 丘 何 ヲカ爲 ち 是ぃ 栖栖" ル者 カ與。 無乃爲 1 佞ヲ 乎。 孔子 ノ曰。 非； スー 敢テ爲 マーハ 

レ侯ヲ 也。 疾ムデ f 固 ナルヌ 也 

解 集註に 見えたり 

子 ノ曰。 驥ハ不 W 稱 n 其ノカ r 稱 1ス1 其ノ德 T 也 

キ  ブ并  3 ゥ， 

驥は 良馬の 名 也。 力 あまり 有て、 千里 を 一 日に ゆく とい へど も、 無爲 にして 幼童に も あっか はる。 故に 良馬の 名 あ 

ク フミ  キ 

P0 もし 疆のカ ありて、 .< ^を も 馬 を も 齧 蹄な どせば、 天下の 黎才 也、 うち 殺さん より 外 は あ-, つじ。 ん 才知 あり、 0 

ゲ フ セゥ  ヲト 

力 ありて 不仁なら ぱ、 愚 不肖に は 劣るべし 

或入ノ 曰。 以ー si ヲ報ヒ 1 怨 一一 何 如 S 子ノ 曰。 何ヲ以 チカ 報" 德 一一。 以ー ^ 直ヲ報 ^ 怨ー 一。 以- レ德， 德 一一 

11， ニー  クジ b  フゥ  ィキ  フ ド 

集註 備れ り。 怨に 報る に 恩 を 以てする は、 忍 奪 慈悲の 意に 似たり。 南方の 強の 風 也。 老子 西域に 入て 浮，： at となる。 

論語 小 解 (憲問 第 十四)  二  C* 五 
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釋迴 仙人に つかへ たると 云 は、 老子 を師 とせし 也、 といへ り 0 心 法相 通す る處 あり。 或 人 問、 老子 西域に 入て、 釋 

セヅ  ポク  サゥ并 

迦の師 となる の說 如何。 云、 釋： S は 周の 穆 王の 時に 當 ると いひ、 老子 は 敬 王の 時 なれば、 前後 相違の 樣 なれ ども、 

中闕 天竺 正朔 不レ 通ゼ。 穆 王の 時と 云 も、 しかと 證據に はならざる 事 也。 是ノ 故に 中圃の 書に も、 此說 あり。 天竺に 

て釋 迦の師 となるべき 者不レ 聞。 折節 老子 西域に 入 たれば さも 有べき 歟。 或 人 問、 君子 も 時 ありて、 恩 を 以て 怨に報 

る こと あり や。 云、 小人 は 君子 を 仇と す。 小人 時 を 得れば、 君子 を 困窮せ しむ。 小人の 時 は 久しから す。 君子 叉 時 

を 得れば、 小人に 仇 を 報 ひす、 汎く衆 を惠む 中に ありて 共に めぐまる。 是 君子の 公 心 也。 君子 初より 小人 を 不レ怨 

といへ ども、 平 人より 見て 怨 べき 事 なれば、 怨に 報る に惠を 以てすと も 云べ し 

子， 曰。 莫 ri カナ 我 レヲ知 r ヲ也 夫。 子 貢， 曰。 何- ン爲 レゾ其 レ莫ラ i 知" 子ヲ 也。 子ノ i 。不. 怨 r 天 

不レ尤 J 人ヲモ <  下學 V 而 上達 ス。 知 ルレ 我 ヲ者ノ ハ其レ 天 力 乎 • 

先覺 いへ り。 見べ く 聞べ く 云べき は 皆 下 學也。 見べ からす、 聞べ からす、 云べ からざる は 上達な り。 共に 擧べ くし 

チ  ボ クシ  力 ヒホッ キ 

て、 いまだ 共に 達すべからざる 處 なり。 子 貢の 知 乙、 に 及べり。 故に 默識 して 又い ふこと なし。 孔子 も 其 開 發の機 

を 見て 吿給 ふ處 也。 問、 何 を か 不レ怨 W 天 ヲモ。 不 レ尤〕 人： と 云 や。 云、 孔子の 行 ひ 給 ふ は 天道 也。 しかるに、 いたす 

メイ  ヅカ  イカリ  ゴト 

事な くして いたる、 患難 ある は 命 也。 父母の 家事 をつ とめ、 よく 父母に 事 ふれ ども、 父母の 怒 あるが 如し。 しかれ ど 

も 孝子 は不 レ怨. さ 貧賤 患難 も爾を 玉に する の 慈 命 なれば、 下學 上達すべき 處 也。 何の うらむ る 事 か あらん。 孔子の 

爲給ふ 所 は 皆 天下 衆生の ため 也。 しかるに 孔子 を 仇と し、 殺さん とする 者 あり。 しかれ どもと がめ 耠 はざる は、 彼 


二 0 七 

一り 


くらくして しらす。 其 上 君子の 德を みがく 者 は 小人の ワ^ ギ I クな. 

公？ 子路ぼ 子 服き 以テ考 i。 夫子固_ # 轉志？ 

能ク 肆 n 諸 市 朝 一/  -  ,  .  nr 王 t ブ猖 

市 朝の 間に 殺して、 ii 者の かばね を さらさん と 也 

チ曰。 道， 之 11 行 f 也 i 命 チリ 也。 道ノ之 P 廢… 也ぎ， 也。 公伯 寮 其. ^ 

道の 行 はれん とま 時 は、 mM^fi  IfLil 

は、 道の すたるべき 命 也。 實 If 力に あ I。  |興起 せんとす る 時 は、 I あり ひいへ U 、の 

H  if 不， 怨 i 不.. しらし めんと す。 in,  r 

チ曰。 賢考辟 i7。 其， 次" § 地 S 其， さ 辟 一色，。 せっさ 辟 f . 

Mi^^^^ii 山林 if に ii して ¥ 或は If いへ ども、 1 

を 力く し 愚人と ひとしく 見えて 居 也。 淵 明が 智こ隱 れた賈 n  fLI  二、  V 

§f  "  .urT ケ、， る I  F あは 危 邦に 不入、 乱 邦に 不 i 類 也。 辟 I 色テ 

H  f  ,1 出 ざれ ども、 I の 間に 實不 f 見る 也。 辟 f はいふべ か I していよ す， f 

去 北 H 共に 爲 こと あるべからざる 言 I て は 去る。 § の直淺 深に あらす、 f 見て なり 己.. 

論語 小 解 (憲問 第 十四) 

二 〇 七 
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子 曰。 作ル者 七人矣 

解 集註に 見えたり 

子路 宿， 1 於 石 門 一-。 晨門ノ 曰。 奚" 自 "ソ。 子路ノ 曰。 自 rl.^ 孔 氏- 曰。 是レ知 其， 不可 而爲ル 

レ之ヲ 者 ノカ與 . 

Si 門 は 門の 開闢 ピ する 者 也、 今の 門番 也。 天下 道の 行 はれざる 乙と を 知て、 賤役 にかくれ たる 賢者な り。 故 に^子 

シゥ リウ  . フ 力 スル  J 

を そしれり。 道の 行 はれざる 時に、 周流す るは隱 るべき 時に かくれす。 是 不可 を 知て 爲 ものな りと 也 


カナ 


子擊赫 ヲ於衛 r 有 f: 荷-疑 ヲ而 過， 1 孔氏ノ 之 門 T 者气 曰。 有 $ 心 哉擊ス 磬ヲ乎 

敷 は ii^ 也。 今太鈹 ff^ 鐘鈹 など 打て 唱歌す るが ごとし。 蒉は草 器 也。 今 藁に て 作りた るふ ごと 云 者なる べし。 是 


ャ サイ 


を jll ひたる は、 是も 賢に して 庶 人に 隱れ たる 者な り。 塩 野茱を あきな ふ 者なる べし。 孔子の 磬の聲 は 無心に して 樂 

める 昔に あらす、 心 あるひ ^- きとな. OS 


ャ マ ン 


旣： フ而 曰。 鄙ヒ カナ 哉 經經乎 i 莫 r 飞ハ己 レヲ知 r 也。 斯 レ已而 已矣。 深 ケレ威 厲§淺 …則 揭ス 

^々は 磬の聲 也。 其 音 無心 自然なら で、 世に 心 あるひび きはい やしと 也。 己が 才を 人不レ 知ば、 世と 我と 相 忘れて や 

シ！ It  モト  ビ クハ， \、 

みたる がよ きに、 強て しられん； J と を 求め ありく はい やし。 世の 無道 前 かたなら ぱ、 微官 にっかへ て、 其 事 さ (と 

二  CK 


-ノ ミナ ラン o 


*  ？^， 

の は 54 可な り。 世の 無道き ままら ば 0  、  <  l、」-t  J  I  5  I 

^7.  r  お 祿を かへ し 庶人 とず 才知 I して 深く かくるべし • 水 を わたるに 谗 

ければ 衣 を 力、 けて わず、 深ければ、 衣 をぬ ぎ 手に 持& るが ごとし。 0fn 

子ノ 曰。 果 セル 哉。 之 iti 

天下 道 ある 時 は あら はれ、 道な き 時 は隱る \ の 常 法，  ヤス 

a  . 、 ブ， 一 タツ  2 さ^ 館 も. t:.- たる 事 化 其 ごとく せん は 易き 事 也。 ^^cfe 

、バ は！。  ill 也。 ii 先 唐ぎ" て  1 

に はォき 已 義 ありて 出ず 况ゃ 孔子 は 天命ず。 天下 こぞり て そしる とも 辞せざる 道ず 

子張ノ 曰。 書 4。 高 簾 重 年 不ヒ 1,。 SJO チぼ。 JJ 

古ノ之 人皆ナ 然リ。 君薨 X ル オハ。 百官 總 _i 已ヲ 以テ聽 『於 冡宰 一， 三年 ， -ノ 

解 集註に 見えたり 

子ノ 曰。 上 好 i 鱧。 則 民 易-い 使ヒ也  -. 

Jai シ キサダ T  ^ 力 一 

f 定る 時 は物氲 にして、 事 r し、 alt  if きき ン 

す。 日 あらす してな す 故に し  民 5 樂 X 上の 命に したが はんこき 欲 

子路 問；； 君子 1 子-曰。 ^trLr ヲ.； ^に ア^ア リ。 ョ。 3 キ ffi しミ， 力； ノ 

d^.  スレ t  B 如？ 斯 ノ而已 乎。 曰。 脩い ァ已レ ヲ以テ 安；) ズ 百姓 1 

踰鼯小 解 (憲問 第 十四) 

二 〇 九 


蕃山 全集 第四册  ニー 〇 

CO 百姓 ノ 11 字-人 ノ謁〕 曰。 如 t 斯ノ 而レ已 乎。 曰。 脩- i 己レ ヲ以テ 安， 、ン|ズ 百姓 To 脩-レア 己レ？ 以テ安 ；) ズ ルス 百 

姓 T。 堯舜モ 其 レ猶ヲ 病.^ リ諸 

解 集註に みえたり 

原壤 夷- フ俟 ッ。 子ノ 曰。 幼- フ而 不一 I 孫 弟 r。 長" 而無 t 述ル 「焉。 老 テ而不 ルレ 死ナ。 是レヲ 爲ト云 ビア 賊ト。 

以 _i 杖ヲ叩 r, 其ノ脛 T 

解 集註に 見えたり 

闕黨ノ 童子 將ナズ 叩ヲ。 或 A 問 一 レア 之ヲ 曰。 與。 子， 曰。 吾 "見, ゾ其 ノ居ラ 於 位 一一 一也。 見 ひ 其 ノ與レ 先， 

生 並ビ行 r 也。 非 ース| 求 XI ヲ 者た 一也。 欲 一 1 速 一一 成 r 者 ノナリ 也 

解 集註に 見えたり。 長 じて 人 を 用る に は、 其 得た る 事に 用 ひざれば 人 を あやまる。 幼童 を敎 るに は、 其 不§ 得 ことに 

習 はす。 或は 衆 を 愛し、 或は 一 人 を 愛す、 古人の 苦心な り 


£0 


二  1 1 

衞靈公 第 十五  - 

衞靈公 問， -陳ヲ 於 孔子 r 孔子 對テ。 曰。 組 豆.^ 之 事ハ。 則甞 _T 聞ケ I 之 7 矣。 軍旅， 之 事ハ未 ^ 之？ 

學， f 也。 明曰遂 -行ル 

セ， ダバヅ  カツ  トフ ゾ タウ  ゥッ" モノ 

陳は 軍陣の 法な り。 時に 諸 圃戰伐 を 事と す。 故に 敵に 勝の 軍法 を 問 也。 姐 豆 は禮の 器 なり。 鱧を學 びたり との 給 

はで、 器 を 以て たへ 耠は、 鱧に は 吉凶 軍賓嘉 の五備 はりて、 軍法 も ある 故に、 禮中 平常の 事ば かり 聞た ると 也。 軍 

旅の 事い まだ 不レ 擧ビ とのた まふ は、 靈公本 をす て k 末 を 取 を、 抑へ ての たま ふなり。 天道に 陰陽 あり、 人道に 文武 あ 

り。 一 も かけて は 天地人の 道不レ 立。 孔子 文の みに て武 なきに あらす。 靈公 無道に して、 戰 伐に 志. かり。 故に 其 本 

に 反て 國を 治めん こと を 欲し 給へば 也。 國を 治る に は 仁政 を 以てす。 仁政 は 君の 仁心より 生す。 人の 君と して は 仁 

に 止る。 君 は 民の 父母 なれば 也。 其 子弟 を 率 ひて、 其 父兄 を責る 者なければ、 仁者に は 敵な し。 天下に 敵な き 時 は、 

軍法 用る 所な し。 孔子 は 知 仁 勇の 德 あり。 たと ひ 百戰百 勝の 功 ありと も、 凡俗の 卑才 也。 ^し 0 孫吳に 似たり。 訟へ 

を 聞て 理非 明白な りと も、 人に 異なる ことなし、 訟 なきに 至て 聖德を 知と 同じ 事な り。 問、 天下に 敵な きに は武は 

何の 用ぞ。 云、 戎狄は 禽獸に 近し。 禽獸は 食に 付て 出て 田 畠 を 害す。 戎狄も 中國の 衣食 を 欲して 害 をな す 者 也。 戎 

狄禽獸 を 威し。 非常の 暴 人 を ふせぎ、 民を瞥 固して 無 来な らんが 爲の 武備 也。 明日 行 給 ふ は、 言 を 辟 色 をぎ の義 なり 

論語 小 解 (衞靈 公 第 十五)  二 一 1 


• 山 仝 集 第 四^  二  一  二 

在 け陳_ ー絕 i 糧ヲ。 從者病 デ莫； 1 能" 興 r 

孔子 衞を 去て、 陳に ゆかむ とし 給 ふ 時、 陳の國 は 楚國に 服し、 蔡の國 は 吳國に 服す。 吳楚 の合戰 やむ 年な し。 楚の 

ウレへ 

昭王、 孔子 を まねかん と 欲す。 孔子 陳に 行て 楚に 至りな ば、 楚の 兵つ よくな らんこと を 憂て、 蔡 より 兵 を 出して 孔 

子 を かこめり。 故に 糧を兵 聞に 絕 こと 七日な り。 門人の 供せ し 者、 つかれ 病で 起居に たへ ざる 者お ほし。 孔子の み 

鉉の聲 を 絶 給 はす。 子 貢 謀 を 以て 圍を 出、 米食 を 入て 助たり。 陳の國 も是を 聞て 兵 を 出し 孔子 をむ かへ たり 

子 路惯テ 見チ. 曰。 君子 モ亦タ 有 X 窮スル 「乎。 子ノ 曰。 君子 ハ固 一- 窮ス。 小人 窮ス レ、、 ハ斯- 一 濫ス矣 

道の 行 はれざる と をい かれり。 慍の 字， S きど をる 意 也。 君子 も如此 困窮す る. こと あり や、 と は 道の 行 はれざる 時 

テキ  ァタ 

は 君子 も 如此事 あるかと 也。 叉 君子 は 知 仁 あり、 仁者に は 敵な し。 しかるに 孔子 を 仇と し、 ふせぎな どす る はいか 

チ  ナシ  -  キゥ  ， キ * ュ  ナ A 

む。 其 上 君子 は 知 あれば、 如此難 あるべき 事 は、 かねて はかり 知て、 趣く まじき 事 也。 此窮は 知 仁に 瑕 ありと 難 じ 

マコト ニキ ウス  ク ハンナ， \  ァフ 

たる 意 も あり 0 君子、， 固 窮 と は 素-患難-一 一行つ 患難 V の 意 也。 富貴 貧賤 平常 患難、 何事 も 人生 逢と ころの 一事 也。 辞 

ヮヅ1 フ t 

すべから す。 襄者 〔〇 暑 力〕 風雨 居て ふせぐべき 時 あり、 出て しのぐべき 時 あり。 ふせぎて 襄 暑の 煩 をのが るべき 

ゥク  ク ハフ ギゥ  ゥ  モ ハラ. 

時 あり、 出て 病 を禀る もさけ ざる 時 あり。 起居 動靜 過不及な く、 昼夜の 道に 應 じて 養生 を專 にす る 時 あり、 過不及 

ありて、 病 を 生 すれ ども、 鱧 義に當 て は 辞せざる 時おり。 危 邦に 不レ 入、 乱 邦に 不レ 居、 機 を 見て 作す る は、 義に 害な 

サヅク  ナジ 力へ リミ 

, き 時の 事 也。 危 きを 見て 命を授 るは義 也。 孔子 此時衞 を 去べ くして 去 給 ふ。 兵 聞の 難 を 顧 はかり 給 はざる は義の 

n シ シ 3  トプ  ェ， \ クハ AS  マコト ニキ ゥ  n レハ トリル ティ 

勇 也。 困 に^して 亨る、 怨悔 なき は 義の安 也と. S へ hN。 周窮 する は、 困亨貞 なりの 意 也。 困 テ不レ 失 「1 其， 所 T 


ニニ 一！ 

レ亨 S 身雖ュ 困 スト 道ハ 自通ズ といへ り。 小ん は 患難に 逢て 寒暑の ごとく 思 はす、 有 まじき 事に 逢た る 様に 思べば、 天 

ゥラ  ラ *ー  fr ヅ 

を 怨み 人 を とがめて あ ふる、 こと あり。 濫は溢 也。 水の 川 中より 外に あ ふる k ごとく、 禮 儀の 外に 出るな り。 强な 

ガゴ ト  ジャク  ユウ ク 

る 者 は 僻事 をな し、 弱なる 者 は 憂苦して 常 を 失 ふ。 共に あ ふる 、心なり 

子， 曰。 賜.^ 女ギ以 一け 予" 爲ー 1 多" 學デ 而識レ I 之？ 者 T 與。 對テ 曰。 然 リ非ズ ャ與。 曰。 非ナリ 也。 予 

一 以テ fna 之ノ 

會 子の 一貫 は、 知行 合一、 廣大に 至て 精 微を盡 し、 高 明 をき はめて 中庸に よる 入德の 功也。 子 貢の 一貫 は、 見く は 

スデ ボン  ケ， ニン ョ  ッゲ  シル  ォホ 

しく 心 高く、 旣に凡 を はなれん とす。 故に 其 見所に よって 吿給 ふ。 後世 死生 人 鬼富贵 貧賤 一 霣の理 を 知者 は、 多く 

は 子 貢の 傳 なり。 曾 子の 傳 すくなし。 子 貢の 傳 なれ ども、 子 貢に 不ゅ 及バ ところ あり。 子 貢 は 見所 高 明に して、 凡 を 

出たり、 吾人 は理を 知と いへ ども、 いまだ 凡 を はなる-こと あた はす  ， 

子 ノ曰。 由知レ W 德ヲ 者ノ鮮 ナシ矣 

饒氏 云、 知 在 if 行. ^先； 曰 レ知ル t 道ヲ。 知在；^行，後？則曰^^ル4德1 孟子， 云、 飽 乎 仁義？ 所 F 以ナリ 不れレ 願 S 人ノ之 齊粱， 

シゥヲ  シル 

之 味 T 也。 令聞 廣譽施 11 於 身 一一 所？： 以ナ リ不に 願へ 一人， 之文繡 1 也。 德を 知者 孔顏の 樂みを 知べ し。 不け樂 マ 者く 德を いふに 

不レ 足。 樂者は 順逆と もに 入と して 自得せ すと 云 ことなし、 慍ォる 事 あるべ からす。 子 路道を 知て 德を 知に いたら 

す。 故に 道 不レ行 ひ。 患難に 逢て 慍 は、 天 を 怨み 人 をと がむ る 意思 あり。 瑟聲不 レ和も * 道 德の樂 なければ 也 

^語 小 解 (衛缀 公 第 十五)  ニー 一一 一 


# 山.^, 集 ニニ 1 

在 一 ^ 陳 一一 絕 i 糧"。 從者病 デ莫； 1 能" 興 

孔子 衞を 去て、 陳に ゆかむ とし 給 ふ 時、 陳の國 は 楚國に 服し、 蔡の國 は 吳國に 服す。 吳楚 の合戰 やむ 年な し。 楚の 

眧王、 孔子 を まねかん と 欲す。 孔子 陳に 行て 楚に 至りな ば、 楚の 兵つ よくな らんこと を 憂て、 蔡 より 兵 を 出して 孔 

子 を かこめり。 故に 糧を兵 聞に 絕 こと 七日な り。 門人の 供せ し 者、 つかれ 病で 起居に たへ ざる 者お ほし。 孔子の み 

絞の 聲を絕 給 はす。 子 貢 謀 を 以て 圍を 出、 米食 を 入て 助たり。 陳の國 も是を 聞て 兵 を 出し 孔子 をむ かへ たり 

子 路慍テ 見チ. 曰。 君子 モ亦タ 有" 窮スル 「乎。 子， 曰。 君子 ハ固 一一 窮ス。 小人 窮ス レ、、 ハ斯 一一 濫ス矣 

道の 行 はれざる こと をい かれり。 慍の 字い きど をる 意 也。 君子 も如此 困窮す る. こと あり や、 と は 道の 行 はれざる 時 

テキ  ァタ 

は 君子 も 如此事 あるかと 也。 叉 君子 は 知 仁 あり、 仁者に は 敵な し。 しかるに 孔子 を 仇と し、 ふせぎな どす る はいか 

チナ， \  キゥ  キズ  ナ A 

む。 共 上 君子 は 知 あれば、 如此難 あるべき 事 は、 かねて はかり 知て、 趣く まじき 事 也。 此窮は 知 仁に 瑕 ありと 難 じ 

マコト ニキ ウス  ク ハンナ， \  ァフ 

たる 意 も あり 0 君子、， 固 窮 と は 素-患難 一行！ - 患難 V の 意 也。 富貴 貧賤 平常 患難、 何事 も 人生 逢と ころの 一事 也。 辞 

すべから す。 寒 者 〔〇 暑 力〕 風雨 居て ふせぐべき 時 あり、 出て しのぐべき 時 あり。 ふせぎて 塞 暑の 煩 をのが るべき 

ゥク  ク ハフ ギゥ  T ゥ  モ ハラ， 

時 あり、 出て 病 を 察る もさけ ざる 時 あり。 起居 動靜 過不及な く、 昼夜の 道に 應 じて 養生 を專 にす る 時 あり、 過不及 

ありて、 病 を 生 すれ ども、 鱧 義に當 て は 辞せざる 時 あり。 危 邦に 不レ 入、 乱 邦に 不レ 居、 機 を 見て 作す る は、 義に 害な 

サヅク  ナジ 力 ヘリ i 

. き 時の 事 也。 危 きを 見て 命を授 るは義 也。 孔子 此時衞 を 去べ くして 去 袷 ふ。 兵 閒の難 を 顧 はかり 給 はざる は義の 

n ン ショ  トプ  ェ， ークハ t  マ n トニ キゥ  n,\ ハトヮ ルティ  1^1  . 

勇 也。 困に 爐 して 亨る、 怨 悔 なき は 義の安 也と. S へり。 屈 窮 する は、 困 亨 貞 なりの 意 也。 困 テ不レ 失 _ir 所 T 


一  ニニ！！ 

レ亨さ 身雖 ド5 困 スト 道" 自通ズ と. S へり。 小人 は 患難に 逢て 寒暑の ごとく 思 はす、 有 まじき 事に 逢た る 様に 思へば、 天 

ウー フ  ラ •》 イツ  E- 

を 怨み 人 を とがめて あ ふる、 こと ありつ 濫は溢 也。 水の 川 中より 外に あ ふる、 ごとく、 禮 儀の 外に 出るな り。 强な 

ガゴ ト  ジャク  ユウ ク 

る 者 は 僻事 をな し、 弱なる 者 は 憂苦して 常 を 失 ふ。 共に あ ふる、 心なり 

子ノ 曰。 賜.^ 女 ギ以ー i 予" 爲ー 1 多" 學 デ而識 ルレ 之-者 t 與。 對テ 曰。 然 リ非ズ ャ與。 曰。 非ナリ 也。 予 

一 以テ賞 け之ヲ 

脅 子の 一貫 は、 知行 合一、 廣大に 至て 精 微を盡 し、 高 明 をき はめて 中庸に よる 入德の 功也。 子 貢の 一貫 は、 見く は 

スデ -ボ， \  ケ， ニン 3  ッゲ  シル  ォホ 

しく 心 高く、 旣に凡 を はなれん とす。 故に 其 見所に よって 吿給 ふ。 後世 死生 人 鬼富贵 貧賤 一 霣の理 を 知者 は、 多く 

は 子 貢の 傳 なり。 曾 子の 傳 すくなし。 子 貢の 傳 なれ ども、 子 貢に 不ゅ 及バ ところ あり。 子 貢 は 見所 高 明に して、 凡 を 

出たり、 吾人 は理を 知と いへ ども、 いまだ 凡 を はなる.^ こと あた はす  , 

子ノ 曰。 由 知 ルレ 德ヲ 者ノ鮮 ナシ矣 

饒 氏 云、 知 在 f, パ 仃ノ 先 jnh 知"： 道，. - 知在，1;:,後？則曰^^:德1 孟子， 1K、 飽 乎 仁義 一-所 F 以 ナリ不 "願ズ i 齊, 

シゥヲ  シル 

之 味 3。 令聞 廣譽施 g 身 一一 所 y.: 以ナ リ不に 願ズノ 之文繡 1 也。 德を 知者 孔 額の 樂みを 知べ し。 不！ 樂マ 者く 德を いふに 

不レ 足。 樂者は 順逆と もに 入と して 自得せ すと 云 ことなし、 慍る攀 あるべ からす。 子 路道を 知て 德を 知に いたら 

す。 故に 道 不レ行 ひ。 悤雞に 逢て 慍 は、 天 を 怨み 人 をと がむ る 意思 あり。 瑟聲不 レ和も * 道 德の樂 なけれ ぱ也 

黼謌小 解 (衛缀 公 祭 十五〕 ，  ニー  三 


I 
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子ノ 曰。 無爲？ 而治ル 者 ノハ。 其 レ舜カ 也與。 失 レ何ヲ 力 爲ルャ 哉。 恭フ メレ 己ヲ 正シク 南面 ス；， liSj 矣 

無爲 にして 治者 は 舜の大 知 也。 自然に 順 て、 無事なる 所 を 行 ふ は 知の 至な り。 知者の 前に は 大事 # して 小事と な 

り、 小事 は 化して 無事と なるとい へり。 惠の あまね きこと 天地の 造化の ごとし、 人 其 恩 澤を不 レ知。 其 本 は大知 こ， 

して、 問 こと を 好み 下問 を不レ 恥、 賢 を あげ 能 を 使 ひ、 其 人 を 得て 衆 職に 任す 0 百官み な 舜の德 に 化して 善人 也。 

諸 fe^ 皆 舜の德 を 以て 心と す。 善敎 衆の 心 を 化して、 非 をす る ことなし。 衆 日 曰に 善に うつりて、" IJ- しらす。 篤恭 

にして 天下 平 也。 人の 見ル 所、 南面の 外 他事な し 

子 張問ヌ 子ノ 曰。 言 忠信。 行 篤 敬 ナラ、 、る 雖ー  1 蠻貊ノ 之 邦 T 行 i 夭" 言 不一 一忠 信 r。 行 不一、 V 、ハ 

ft? &ナラ ひ- !B>yH-t& ト 1IJ レン ャ ； 

复#^ ぎ j 少 giK す ゴ丄 .fts. 

信の 心に ある を忠と 云、 忠の 事に 達する を 信と 云、 すべて 誠 也。 敬 は 篤に 至て 常と 成、 化する 時 は 無心な り。 君子 

一-、 て y. 'キ 

の 言 は 忠信の 聲 なり、 行 は 篤 敬の 發也。 蠻狄 のい やしき 國と いふと も 人心の 靈 あり、 恐れて 愛すべきの 德也。 貌は 

北狄 也、 四方の えびすの 中、 南北 取 分 あしき 故にの たま ふ 也。 もし 言實 なく、 行 慎みな くば、 生れ そだちた る 里に 

も いれられ ざるべし 0 他國へ 行て 人に きら はる、 者 も、 古鄕 はなじみ なれば ゆるす ことお ほし。 しかれ ども 實 なく 

愼 みなき は 禽獸に 近し 

立 ッ寸ハ 則 見 三 其 ノ參， 1 於 前-一-也。 在ルュ 輿-一則 見  ー？|其ノ 倚 ，1 ヲ於衡 一也。 夫 レ然メ 後 行 ハレン。 子 張 書； - 

二 一 a: 


=1 五 

者 申？ 

ジュ  ムカ シヮゴ コジ，\  カク プッチ チ 

必事 とする こと あり、 受用 不レ" 忘レ のた とへ なり。 昔 我 故人 あり。 格物致知の 心 法 を 聞て 受 用す 0 數 日して 思へ る は 

我等 ごとき 凡人の 成べき 事に あらす、 すて- - 本の 平 人に 成べ しとて 廢 しぬ。 前の 氣隨 放蕩の 身と 成て 見れ ども、 む 

リ ャゥチ シュジ A コ ゥ  ブサ ホウ  n 、ロヨ 

かし は 良知の 主人公た る 事を不 *M 知ラ 故に 不作法 も 成たり、 今 は 不作法 をしても 主人公 はなれ ざれば 快から す。 凡 心 

を樂 むこと も 今 は あた はす。 此上は 一向 君子 を擊 びんと いへ り。 立ても 居ても 馬車に 乘ても 忘る 、匕と あた はす、 

はなれざる 主人公 ありて、 忠信 篤 敬なら ば 行 はれざる 所な かるべし 

子ノ 曰。 直ナル 哉。 史魚。 邦 有？ i 道 如 5 矢ち 邦 無 ュ道如 矢.' 

家 語の 說 大全に 見えたり 

君子 哉 蘧伯 玉。 邦有ォ 1 道 則 仕"。 邦 無 ュ道則 可二卷 テ而懷 之ヲ 

解 集註 大全に 見えたり。 楊 氏の 說 いか i^。 史魚伯 玉の 異を 論す ベから す。 史 魚は史 魚、 伯 玉 は 伯 玉な り。 有 道 無道と 

もに 矢の ごとくに して 通りた る 者 は 其 心の 至誠 也。 忠義の 心 死して 不 亡 ビ者も 至誠の いたす 處 なり。 他人の 不 。S 及パ 

ところな り。 伯 玉の 有 道に はっかへ、 無道に は卷て 懐す は 君子の 常道な り。 賢者の 位の ゆたかなる 所 は 伯 玉な り。 

故に 君子 ナル 哉との 給へ り  ， 

子ノ 曰。 可 っ1 與- 言 飞 而 不一 f 與， 之レ言 P 失 $ 人 s 不ぃ可 -rl 與- 一言^ 而與， 之レ 言へ パ。 失 ¥ ロヲ。 

論語 小 解 (衞靈 公 第 十五)  二 1 五 


六 
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知 考不レ 失 又 i 亦 不レ失 f  i 

本文の 通りに てよ く 聞え たり 

子ノ 曰： 志士 仁人 ハ。 無二 求 一 レア 生 ヲ以テ 害 マい 仁ヲ。 有 二 殺 W 身 ヲ以テ 成 , 

志士 は義 にい さむ。 義に當 て は 生 を 輕す。 身 を 殺しても 人の 義を 全くす る 者な り。 仁人 は 死生 一貫 なれば、. 義 とと 

n ゥヲ  イク  ィキ 

もに したが ひて 好惡 なし。 義 死すべく は 死し、 義生 ベく は 生、 義に心 ありて 死生に 心なし。 况ゃ 富貴 貧賤 を や 

子 貢 問け 爲-ち 5 仁ヲ。 子ノ 曰。 ェハ 欲" 善 ひ セント 其ノ事 r 必ゾ 先.. ッ利ー V 其ノ器 r 居； ァ ーハ是 邦？ 也。 事 一へ I 

其ノ大 夫ノ之 賢者 r 友； T 其 ノ士ノ 之 仁者 T  _ 

仁 は 人 也、 人 がらの. よくな らんこと を 問 也。 人 は 善惡の 友に よるとい へり。 善人と 居ル は、 芝 蘭の 窒に 入が ごとし- 

久して 其 香 をき かざる は、 是と 化すれば 也。 不善 人と 居ル は、 鮑 魚の 肆 に 入が ごとし、 久して其^！キをきかざる 

*:,J,-f  オサム  ウル シ サム  クロ  トモ ヲ  ヅ * シ 

は 是 と：^ すれば なり。 丹 を 蔵る 所の 者 は 赤く、 漆 を藏る 所の 者は黑 し。 故に 君子 は 與に處 ると ころ を愼 むと. S へり 

顏淵問 i ミパ 邦ヲ。 子ノ 曰。 行，， 夏 ノ之時 T。 乘 n 殷 ノ之輅 r 服； ン i 周 ノ之冕 r 樂ハ則 韶舞ヲ S 放？ i 

鄭聲 r 遠^ 佞人 T。 鄭聲ハ 淫ナリ。 佞人 ハ殆 7 シ 

解 集註 大全に 見えたり - 


ョ * 

子 も。 人 無 r 遠 il。 必有 「- 近滅 I  . 

て はま ビ思 ひ、 得る 5J を 見て は 義を思 ふ も 遠キ慮 也。 忿て 立腹の ま- -に人 を惡ロ すれば、 人 も 叉 悪口す a 甚し 

、 „  ド  コ ゥク ハイ  r 

ければ 兵に 及び、 身 を il^ し、 憂 子孫に 及 こと あり。 家人 妻子 とても、 怒氣に まかせて 言行 すれば 後悔お ほし。 得 こ 

モトム  ゥラ  シ， \ ダイ ャブ  >  *  , 

とに 義を思 はす、 欲する に ま ，めせて、 求れば、 人の 恨み 他の そしり あり。 甚 しければ 身代 を 破る こと あり。 其 外力 

タウ ぜ ，ダ 

事 遠慮す る は 當然の 分別な り、 遠き； J とに あらす。 故に 遠處 なき 者 は 近き S あり 

子 ノひ。 已 i ル矣 乎。 吾レ未 ，"見 二 好" 德ヲ 如？ 好 5 色 者 r 也 

子 罕の篇 にみ えたり 

子ノ i。 臧文 仲ハ其 レ竊は 位？ 者 ノ與。 知ーァ 一柳 下 惠が之 賢 t ル？。 而 不一 ー與 一一 立 一也 

解 集註に 見えたり  . 

ノ、、 、 

子ノ 曰。 自厚 メ而薄 ク責， 1 ま 於 人 T。 則遠苑 や- 矣 

i 備 はれり 

ノ  •  ナキ 

子ノ 曰。 不. 曰 二 如. 之 何 ン如レ 之ヲ何 r 者 ノハ。 吾レ未 一一 如 レ之何 「也 已矣 

, K 集註に 見えたり 

腧翳小 解 (衛邀 公 第 十 K-)  ニー 七 


蕃山垒 梁 第四册  二 1 1< 

子ノ 曰。 羣居メ 終日 言不， 及 1 義ち 好ンデ 行； 一 小慧 r 難ヒ カナ 矣哉 

解 集註に みえたり 

/  ナル カナ 

子， 曰 3 君子 ハ義以 "爲， 質ト。 禮以テ 行 W 之 5 孫 以チ出 t 之。 信以テ 成-之る 君子 哉 

集註 備れ り。 德 の條璉 たが ひに 賓主 をな す。 敬以テ直フ-^^ヲ。 義以ー i_ 一 ^ 外 ヲの時 は 敬 主と 成て、 義賓と 成る。 義以テ 

爲レ W 質. -の 時は義 主と 成て 鱧信賓 となる 

子ノ 曰。 君子 ハ 病り 無 キ.. ヲレ 能スル 「焉。 不， 病 一一 一人， 之不 n 己？ 知？ 也 

ヲ ノレ  シ タザ  ユウ  ス、 

德は已 に 求て 人に 不レ 求く 事 は 人に 隨ひ、 問て 已を 有せざる 時 は 日々 に 進む 

づ曰。 君子" 疾ーム  1 沒ル 二け 世ヲ而 名ノ不 r マレ 稱 セラ レ焉 

クハ， \ IT ホフ  サ タマ  オシ 

人の 善 不善。 棺を 兼て 後、 公 論定る。 生前 ほめられて、 死後 稱 すべき 事な き 者 あり。 生前 そしられて、 死後に 惜む 

べき. 者 あり。 善の 實 ある 者、 名 後世に あり 

子 ^i。 君子 ハ求； S 己 r 小人 ハ求； 一 諸人？ 

ホ マレ  お マレ  ゾシリ  卞 マレ 

集註 備れ り。 當 世に 譽 ありて、 後せ 稱 すべき XJ となき 者 は、 道に たが ひて 眷を 求れば 也。 當 世に 毂 ありて、 後世 譽 

ある 者 は 道 を 求て 人に 不レ叶 ハ者也 

ニス 


二 一 九  1 

子ノ 曰。 君子 ハ 矜-メ 而不レ 爭ハ。 羣 メ而不 レ黨セ  .  一 

解 集註に 見えたり  一 

一 

子ノ 曰。 君子 ハ 不二 以ほ言 ヲ舉ブ 人ヲ。 不二 以にァ 人， 廢ブ 言，'  一 

人心の 靈 にて、 小人と いへ ども 言理に 中る 者 あり  ！ 

子 貢問テ 曰。 有；： 一言-一 メ而可 以 テ終ル マげ 身ヲ行 ブ之ヲ 者ト： 乎。 子/曰。 其 レ恕カ 乎。 己レ が所ヲ 1 不丄 

レ 欲セ。 勿 於 人！  ,  一 

大舉に 所謂 絜矩の 道 也。 五倫 一 鉢な らんこと を 欲す、 仁の 道な り  一 

子ノ 曰。 吾が 之 於 1 人 一-也。 誰 i 毁シ" 誰 ヲカ譽 メン。 如シ 有-一 ペハ所 i 譽ル者 一。 其^ 1  お。 k4。 斯 ノー 

民ャ也 三代 ノ之 所ュ以 ナリ直 メレ 道ヲ而 行" 也  一 

日月 星辰、 春夏秋冬、 皆い にしへ にか はらす。 山川 草木 同じ。 何ぞ 人心 ひとりむ かしなら ざらん や。 堯舜の 民 ま， だ 

ォク  力/,: 

. 屋 善人 也。 此民ハ 則堯舜 三代の 民な り。 不善 人 ある 者は敎 なくして 習性と なれり。 彼が 罪に あらす、 そしる ベから 一 

す。 風俗 あしき 中に、 善人 ある は 自得る ところ あるべし。 是 孔子の こ乂 ろみ 給 ふ 人 也  一 

子， 曰。 吾 レ猶ヲ 及？ 「史ノ 之闕文 一也。 有 1 馬 者 ノハ借 "人- 乘 ラシ ム之。 今ハ. 一 

/  一 

, 腧諝小 解 (衞旌 公 第 十五〕，  一二.？  に 
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道理の 書 は 少闕て も、 前後の 文 を 以て あらまし 通す る こと あり。 史は 今の 曰 記 なれば、 皆 事 也。 事は闕 失て は、 前 

後 を 以て 考 がた し。 道路 を 行者 不達 者 なれば、 馬に のせて ゆかしむ。 馬なければ 借べき 樣 なし。 皆 せんかた なき 

たと へ 也。 人に 人の 道 をし らしむべき も、 敎 なければ、 すべき 様な し。 馬を乘 さへ 馬術の 習なくて は乘 がた し。 人 

道の 敎 なくて は 人道 不レ 行。 

子ノ ぼ。 巧言 ハ亂レ $ 德ヲ。 小不？  i 忍 ビ則亂 一 1 大謀？ 

解 集註 大全に 見えたり  / 

子 ，i。 衆惡？ 之 ヲ必ズ 察 シ焉。 衆 好ぶ 之 ヲ必， ス察 セョ焉 

衆の 爲 によき 事 なれ ども、 にくむ と あり。 衆の 害になる 事 を すれ 共、 よみす る こと あり。 衆愚に して 來者 を不レ 

レ知ラ ばな り。 仁 知 ある 人是を 察すべし 

子ノ 曰。 人 能ケ弘 1 道ヲ。 非； -一 道弘 11 人ヲ  . 

道 は 天地の 神道な り、 あたらす とい ふこと なし、 其 人 を 侍て 行 はる。 天生 じ、 地 育し、 人 成 § 人道 明らかなら ざ 

れぼ 生育の 功 もむな し。 况ゃ 天地の 理は 人に よって 明か 也。 しかれ ども、 衆 心 は 蒙に してい まだ ひらけす。 聖賢の 

君 出世し 給 ひ、 善敎 善政 ありて 初めて 道 弘大な り 

子ノ 曰。 過 _ ァ而不 1 改メ。 是ヲ 謂-過 ト矣 

二き 


子ノ 曰。 知 及ぶ 之-一。 仁 不レ、 I 能 H 寸ルぃ 之。 雖 S 得ル t 之 ヲ必ズ 失 レフ 之。 知 及ば 之 一一。 仁 能" 守レ f 之ヲー 

^語 小 解 (： 衛靈公 第 十五) Z  ニニ 一 


ニニ 一 

聖人 大賢 以下 過 なき こと あた はす。 過て 改る時 は、 凡夫に して， 初より 過な きに はまされ り。 若君 子 過 あれば 日 

月の 食の ごとしと いへ り。 過てよ く改 む則敎 也。 人 其 善 を あ ふが すと いふ ことなし。 凡人 は 過と 知ても 不 5 改メ者 あ 

P0 是を過 を 二 たびすと 云 0  二 たびする 時 は惡に 近し。 改て 善と なること を しらす 

子-曰。 吾 レ嘗テ 終日 ス不. 食ハ。 終夜？ 不 レ寢。 以チ思 3 無レ ti。 不. 如？ 學ン 一一 ハ也 

H キス *  リャ ウセ バ 

學ぶ とき は 日々 に 益 ありて 進む、 思" 其 中に あり。 不 學ビ して 思 ふ 者 は、 心の 量狹き 故に、 思の 通す る 所 も 高大なら 

す。 むかし は 紙 墨 筆な し。 誓 は 易經書 經詩經 等の 書の み 也。 竹 を 削り 文字 を雕 付、 革に て 編て 書と す。 故に 今 も 喪 

を 作 を あむと いひ、 何篇 といへ り。 孔子の 易 を 見 給 ひし、 編た る 革 三度 きれたり といへ り。 今 は 書 多し。 ニー 反 見 

て 文 哩 あらまし 通 すれば、 他の 書に うつり、 博く わたる を學 とす。 思." 少し。 益な き 事 同じ 


子ノ 曰。 君子 ハ謀 i 一ら 不. 謀ズ 艮ヲ。 耕ス" 也。 餒ュ在 1 つ 中 一 I ー矣。 學ャ 也祿在 n 其 ノ中ー 1 ー矣。 君 

子ハ憂 レフ 道 ，-ら 不レ憂 i 貧ヲ 

ネズミ  n ク  メ イブ.^ サ ダマ 

田 を かへ して 勞 する 牛 は、 宿 食 あらければ 腹に みたす、 米 藏の鼠 は、 穀食 あまり あり。 命 分定れ り。 道 を はかり、 

道 を變る 者 は、 日- に 盆 あり。 食 を 求め、 貧 を 憂る 者 は 日- に賴 あり 


蕃山佥 集 ^四册  ニニ  二 

不一 V ハ莊 -ーメ 以-ァ 泡ーレ 之-一。 則 民不レ 敬セ。 知 及， ほ 之 一一。 仁 能ズ寸 t 之。 莊以テ 液" 之-一 。動ス 5 之ヲ不 レ-パ 

レ以テ ^ 鱧ヲ。 未 W 善 ナラ也  / 

此 章は國 郡の 主 以上の 道 を述給 ふ。 知 ありて 政 可に あたる 者 ありと いへ ども、 民の 父母た る 仁愛の 誠う すければ 倦 

ヲ n タ  タシ  ゼゥ ジュ  ァタ  ォ n タ 

解る 者な り。 故に 其 善 一 旦の 事に て 成就せ す。 知 ありて、 時處 位に 中り、 仁 ありて 怠ら ざれ ども、 勇義 なければ 下 

恐れす。 畏れざる 時 は 非 をな し、 刑 をお かす 者 あり。 知 仁 勇の 德備 りて、 善政に 服し、 仁愛に な づき、 勇義に 恐る 

.  ブ  フゥ ゥヅ 

といへ ども、 鱧樂を 以て 鼓舞せ ざれば、 風 を 移し、 俗 を かへ、 自 新の 民 をお こして 明德を 天下に 明かに する こと あ 

たはす。 禮樂を 起す こと は、 學 校の 政に よれり。 學 校の 政 も時處 位に かな は ざれば 益 少し 

子 ^i。 君子 ハ不 メレ 可 r, 小知 r 而可； ン 1 大受 1^ 也。 小人 ハ不 メレ 可 n 大受 r 而可；)小知1^也 

君子の 君子た る 所 は、 德 にあり て、 才 にあら す。 故に 一位 一 事に は不得 iif なる 事 あり。 位高く 祿 重く、 人の 上に 置た 

タ夕 

る 時 は、 乱， を 治め 危を 持、 天下 國家を 平 治して、 民 其澤を かう ぶるべし。 是大受 すべきな り。 小人 は 一 役 一事に は 

ニン  カナへ アン T- ル  ホウ 力  クヅ ザへ 

得た る こと あり。 犬なる 任 をぁづ くる 時 は、 鼎 足 を 折の みならす、 邦家 を 覆 す 憂 あり. 

子ノ 曰。 民， 之 於 ルレ 仁- -也。 甚 ；ン- 於 水火 1"。 水火 ハ吾レ 見， 1 蹈デ而 死 スル者 T 矣。 未 ^ 見 ニ蹈ー レア 仁ヲ而 死ス" 

者 r 也 


ニニ 一一 一 

人 水火に あら ざれば、 一日 も 不レ立 。しかれ ども 過る 時 は 却て 人 を 害す。 仁 を 用て 過る 時 は 聖賢と なり、 及ば ざれ 

ども 善 名 を 失 はす。 死地に 入ても 不 ^ 死ナ こと あり。 仁 は 生理 也。 生理 あれば 生氣 盛な り。 故に 仁者 は 壽 し。 鳥 を 

うちて 見る に、 生氣の 盛なる 鳥 はは づる > "者な り。 戰陣 にても、 仁者に は 矢 鐵炮も あたらざる 理 あり。 仁者 をば 人 

不レ愛 セと云 ことなし。 吉 神の よる 處也。 幸 よき 者な り。 仁者に して 仕 合 あしく、 或は 身 を 殺して 仁 を 成 者 ある は 

變 なり。 命 也。 しかれ ども 患難 は 其德を 厚く し、 死して は 名 を 後世に あぐる 者な り。 不仁 者をぱ 人に くます と 云 こ 

となし、 邪神の よる 所な り。 故に 仕 合 も あしく、 生べき 所に て 死す る； J と あり。 戰陣 にて 士は先 を蒐、 兵 を まじへ、 

死地に 入 下々 は 跡に 退き 生地 を 求れ ども、 雜人 はお ほく 死し、 士 はすくな く 死す。 是 仁と 不仁と、 生氣の 厚薄に 

よれり。 間に 不仁に て 仕 合よ く、 長命なる 者 ある は 否 塞の 運、 無道の 世の 者 也、 運命の 勢 也。 しかれ ども 天 定る時 

は、 終に 不仁 者 は、 其 心 困苦に 陷、 或は 凶 死す。 無事にの がれた る 者 は惡名 をの こす 者 也。 是 天理の 自然な り 

子， 曰。 當 ユ仁禾 レ譲_;1 於師； 

解 集註に 見えたり ■ 

子 ノ曰。 君子 ハ貞； 而不レ 諒ナ，  , 

解 集註に 見えたり 

子ノ 曰。 事ルぶ 君-一。 敬つ 其ノ事 To 而後 一-一一 ス其ノ 食 t 

靝諝小 解 (衞 _ 数公笫 十五)  ニニ 一一 一 


蕃山 全集 笫四册  ニニ S 

解 集註に みえたり 

子， i。 有 i ル 1 無 t 類  , 

集註 備 はれり 

子 ノ曰。 道 不レ， f 同..， 。不二 相 t 爲 i 謀 T 

解 集註に 見えたり 

子ノ i。 辭 達メ而 已ム矣 

吉 人の 言 はすくな く、 凶 人の 言 は 多し といへ り。 文 も 言 も 道理 聞え て 短き をよ しとす 

師是 見ュ。 及げ 階-一。 子ノ 曰。 階ナ "也。 及バ 席-一。 子ノ 曰。 席 ナリ也 皆 坐 セリ。 子吿 t 之-一 曰。 某ハ在 

レ斯。 某ハ 在レ斯 S 師晃出 ヌ。 子 張問テ 曰。 與レ師 言 ノ之道 カ與。 子ノ 曰。 然リ。 固-一 相ノく ノレ 師" 之 

道 ナリ也 

聖人 愛敬の 真いたら すと 云； J となし。 天道の 至誠、 小 虫 野草と いへ ども 化工の XJ さ るが ごとし 

ニニ 四 


二-愈 

季氏第 十六 

季氏將 5 伐 ，.)ト 顓吏 r 冉 有季路 見ーァ  1 於 孔子 一 曰。 季氏將 i 有ン t 事 二 於顓吏 一。 孔子 ノ曰。 求。 無 

乃爾ば K レ過 テル 與。 夫 レ顓吏 ハ昔者 先王 以テ 爲, 東 蒙/王 1 且ッ在 「一邦 域， 之 中-一 矣。 是レ 社稷 ノ之 

臣ナリ 也。 何 ヲ以テ 力 伐 「ヲ 爲ン。 冉有ノ 曰。 夫子 欲 スレ之 ヲ0 吾 レニ 臣ノ 者ハ皆 ナ不， 欲セ 也。 孔子 ノ 曰。. 

求。 周 任 有 tfa ヘル 「曰。 陳 一け 力 ヲ就メ け 列 一一。 不 ルレ 能 ハ者ノ ハ止ム 。危 ケレ乐 而不， 持顚レ * 而不ン 1 扶。 則 將々 

焉ンゾ 用；) 彼ノ相 T 矣。 且 爾が 言ト過 テリ 矣。 虎 兜 出-一 J 於柙 1 龜玉毁 一 V 、ハ於 檳ノ中 r 是レ 誰、 ガ之過 ゾ與。 

, 冉有ノ 曰。 今 マ 夫 レ顓史 。固， 而近ー  1 於 費 一一。 今 不ン、 ^ 取ラ。 後世 必ズ爲 マン 子孫 ノ憂 T。 孔子 ノノ 曰。 求。 

君子 ハ疾ー ムー 夫ノ舍 け曰フ J 欲" 之。 而必ャ 爲メ！ 之、 ガ辭 r 「ヲ。 丘 ャ也聞 ケリ。 有 5 國ヲ 有け 家ヲ者 ノハ。 不メ 

レ患 1 寡.' 「ヲ而 患 i 不ン J 均？。 不，， 患， 貧. - 「ヲ而 患 ^ 不ン J 安 カラ。 蓋 シ均キ オハ 無， 貧. -「。 和スル 寸ハ， K 

レ寡キ 「。 安キ寸 ハ無レ 傾；。 夫レ如 t 是ノ。 故 二 遠 人 不ルュ 服 セ0 則 脩 一- ァ 一文 德 T 以 ーァ來 t 之ヲ。 旣 -ー來 ス寸ハ 

レ之ヲ 則 安-" 之ヲ C 今 由 ト與， 求 也 相 一一-夫子 T。 遠 人 不レ服 さ 而不レ 能 i 來ス 「也。 邦 分 崩 離 折スレ せ。 

而不レ 能 4寸ル 「也。 而謀ほ 動； r ヲ 干戈 ヲ 於邦內 r 吾レ 恐ハ季 孫、 ガ之 憂へ。 不け 在こ顓 吏？。 而 在， 1 

翁薛 小 解 (季 氏笫 十六)  .  ニー 一 五 


蕃. w.^ 集 第四册  ニニ 六 

蕭牆， 之內？ 也 

解 集註 大全に 見えたり 

孔子 ノ曰。 H<i^ 有ル寸 i 道。 則禮樂 征伐 自 r 一天 子 1 出ゾ。 天下 無 M 道。 則禮樂 征伐 自 r 一 諸侯. 1 出ダ。 

自 J 諸侯 ー出ル 寸ハ。 蓋、 ン十 世-一 メ希 レナ 1 不 レニ 失 ハ矣。 自 J 大夫 ー出ル 寸ハ。 五世-一 ノ希ナ "不二 失 ハ矣。 陪 

臣執ー 1 オハ 國命 r 三世？ 希" ^ 不ル- 失 ハ矣。 天下 有寸 i 道。 則 政不， 在 一 一大 夫 r 天下 有 i 道。 則 

庶人不 レ議セ 

解 集註 大全に 見えたり 

孔子， 曰。 祿ノ之 去 ，1 「公 室 T 五世 矣。 政 逮；！ 「於 大夫？ 四 世矣。 故-一夫 ニニ 桓ノ之 子孫 微ナ" 矣 

解 集註 大全に 見えたり。 魯の三 家 盛なる に當 て、 微 なりとの たま ふは理 にたが ふ を 以て 也。 凡人 は 盛なる 勢 を 得て ， 

ゥ  タモヅ 

は、 いつまでも かくの ごとくな らん、 と 思へ り。 其 有に あらす して 有 者 は、 必す失 ふ。 犬なる ベから すして 大 なる 

者 は， 必す微 なる の 天理 を不 f 知ラ者 也。 今 怫者大 に 盛な り。 其， 祖釋 氏の 心 を 失 ひ、 行に 肖き、 功な くして 勢 あり、 

無道に して 富り。 故に， 必す衰 へん こと を しれり 

孔子 ノ曰。 益 者 三 友。 損 者 三 友。 友 "直"，。 友ュ諒 S 友 r つ" ハ多闢 T。 盆" リ矣。 友コ" 便 辟 T。， 

二  N 六 


ニニ 七 

友 ri. ン善柔 T。 友つ I スルハ 便佞 ^損ナ リ矣 

シ ジャゥ ッゲ  b  シル  ジ n  C1 ケ 

直なる 者 は 人の いひが たき 至情 を吿る こと あれば、 身の 非 を 知 益 あり。 赏 鉢なる 者 を 友と すれば、 自己の 賞 德を興 

起す る 益 あり。 博學を 友と すれば、 不？ 知 こと を 聽て多 識の益 あり。 賢人 君子なら ぬ 平 人の 中に も、 此益友 は ある 

者 なれば、 たづね 易し。 便 辟 は恭を 過し、 禮を 過す。 よきに 似 たれ ども 禮實 なし。 非 鱧の 鱧、 非義 の義、 其 中に あ 

ヲゴ  へ クラ 

り 。奢り も諛 ひも 禮の 過る 所より 出來 こと あり。 へつら ふ 者 禮に事 をよ する 者 あり。 それより 世間 多事に 成て 贵賤 

ハジム  ケヅ カウ モ. S  ルイ 

ともに 用たら ざれば、 民 困窮す、 世の 乱 を 根ざし、 惡を 初る 處 なり。 善 柔は世 聞に 結搆者 人よ きとい ふ 類 也。 友に 

して 心 易き 故に、 签 なくして 損 あり。 便 俊は辨 舌よ く、 人 聞て 尤と 思ふ樣 にい ひなして 實 すくなき 者 也。 三人 共に 

そ ひより ありて 交りよ き 者 なれば、 世俗 是を 好めり 

孔子， 曰。 盆 者 三樂。 損 者 三樂。 樂， ^ 節 >セ|ン ？禮樂 T。 樂、 ^ 道 V1 ヲ人ノ 之 善 T。 樂 M 多 ノ 「ヲ賢 

友. f 益ナ り矣。 樂_ -驕樂 一。 樂、 佚 遊 r 樂 1,1 ハ宴樂 一。 損 ナリ矣 

, # 力，.'  ィタ，^カ？シ 

禮は多 文 多事に ながれす、 易簡の 善に 叶 はんこと を 欲す。 禮 煩 き 時 はやぶ ると いへ り。 林 放 禮の本 を 問る も、 

ザク  ヤシ ナ  キゥ 

禮を 節する の耍 也。 鱧 は 敬の みとい へり。 樂は淡 正にして 中和の 德を養 はんこと を 欲す。 淫聲は 宮不レ 立、 叉宮有 

シ壽  ヒッ キヤウ  ヰ 

て も 音 和せ ざる は、 力 を 以て 強て 立た る 者な り。 道德 より 立た る宫は 和して 立 者な り。 畢竟 性情の 正を藥 ふに 歸す 

カク  M キ 

る を、 樂を 節する と 云べ し。 樂け道 rr ヲ 人.' 之 善 T は 惡を隱 して 善 を あぐ 忠恕の 道 也。 共に 忠恕の 道に 進む 益 あり。 樂プ 

翁 語 小 解 (季氏 第 十六： >  ニニ 七 


蕃山垒 集 第四册  ニニ 八 

ォゴリ  ブシ  £ 

レ多 r 一， 賢 友 一輔 仁の 益少 からす。 驕を 以て 樂 とする 者、 其 分 を 忘れ、 自產を やぶり、 人の 產を やぶる に 至る 者 也 0 類 

多なる 時 は國の 衰微、 民の 困窮 これより はじまれり。 佚 遊は驕 はこの まざれ ども、 其 家の 業 をつ とめす、 便利に なが 

る、 類 也。 俗にの ふらく 者と 云 も 佚 遊の 一 科 也。 实樂は 世に あそびす きと 云 類 也。 佚 遊 も 遊す き なれ ども 科 か はれ 

り。 損 友 三人と もに 似た る 事に て 趣 か はれり、 兼た る 者 も あり。 普請す き、 道具す き、 振舞す き、 料理す き、 茶 湯す 

き、 飮食 衣服の 美麗、 麇 すき、 能 はやしす き、 男色 女色す き、 ケ樣の 類 は 分に 過て 費お ほし。 欲の 分に 過た る は皆驕 

カリ 力へ  カヒ  シへ タケ  ソコ 

也。 用たら ざれば 借て 返さす、 買て 代 を やらす、 百姓 を 虐 、 家中 をせば め、 諸人 困窮の 本は驕 也。 心 を 害な ふ 事 

は 云に 及ばす。 故に 損 友の 第 一 也。 佚 遊 は是に 似た る 者 あり。 花鳥風月 を 好み 風流なる 者 も あり。 碁象戯 等の 戯 

に 日 を 暮し夜 を 明し、 酒 を 好む 者 も あり。 詩 哥管紘 にかたより、 文學を 好み、 山水 を 好み、 天下 道な しと. S ひて 世 

を遁れ たるに 似 たれ ども、 實は 人事 を 厭 ひ、 士農工商の 業 をつ とめす、 六藝 をな さす、 遊民た る こと は 一 なり。 宴 

樂は酒 盛 を 好み、 謠 より 小哥に 移ゎヽ 三微線 尺八な どの 淫樂を このみ、 其 かたに 得た る 者 なれば 下賤 を も不, 擇、 う 

かれた る あしき 者 を 近付て、 昼夜の 限り を もしらざる は实樂 の 至 也。 左様の 者 は 善 を 聞 こと をい とひ、 常人 を 侮り、 

ァザケ ゾシ  ヲ / レ  サケビ  ノブ 

善人 を 嘲り 非り、 風俗 を 乱る 者な り。 己に 同じき 小人と より 居て、 あだ 口 をき.^、 うた ひ 叫て 氣を 伸る と 云。 それ 

力 シラ イタ 

を やめて 少も實 めなる 所 は氣づ まりと 云て 頭 を 痛む 者 は、 靜 なる 遊び を不レ 好。 如レ此 遊びす き は 至極な がれた る 者 

なり。 善人の 遊び は、 佚 遊に 似て、 はるかに 替れ り。 善人の 遊び は 家業 をつ とめ、 六 藝を舉 び、 人事 をい と はす。 

其 開の 養生に は 琴瑟を 執て 中和の 德を養 ひ、 月 を 見て 心 をす まし、 花 を 見て 和 をた のしみ、 ひとり 田 聞 山野 を 歩行 

ニニ  < 


ニニ 九 

し、 靑山我 霧 5 さぎよ くし、 流水 我 耳 基に す。 人 皆 §t、 正しき 事に f  #§管 しら t 是 なり。 

纏の i は、 正しき 管不 あして ながれた る 者 也。 むかし I は 狂者ず。 國郡 I めんこき 砍 I、 人 を 

敎 化せす、 ，おさめす、 心 f  I ず、 便利 Q 佚 遊に 流るべき かと 思へば、 よく 讓を つとめて ^タら す。 世 問 

にね が ひなき 者 は、 凡 情 を はなれて 欲なければ 也。 f 何事 ぞ 願へ とのた まへば、 思 ひめぐ らして 時の 嬉 

り。 是 善人の 遊びな り  . 

孔子 ノ曰。 侍， 1> お 君子 innr§。  4iiT 謂尋躁 一。 I ベ I 而不 f ハ。 

肩 之 iT。  ^l^iiws 謂， 乏#4 

解 集註 大全に 見えたり 

？子ノ 曰。 君子-一有 ni ラ戒 r 少キ 之 時 ハ血氣 未 K 疋了 7。 戒レ" 之ヲ在 H 色， 一。 及 一 ^ 其ノ壯 ブ，， 一お〕。 1 

氣 方-一岡 。 戒ル y 之ヲ在 及 s っ老で 一也。 血氣旣 -ー衰 7。 戒ル 2 ヲ在： 得-一 

色 は 男女 情欲の 色の みに あらす、 0,^f 物 ルる ffr 移らり もく，.. , 

ウノ  ^^K^^l 物の 觸る 1^  ありて 見べき 者 は 皆 色な りと いへ り。 少年 は 血氣， トル 

U サ定メ さに、 物に ふれて 移り 易し。 移る 時 は 流れ 易し。 故に 十 歲前 後よ I 十まで は、 志 を 纖に專 こし 

修て みだれ ざら しむ。 古人 Q 小 學大學 の I き。 タ i ピ 勇力 爭 逆の S みなら t 人に： たらん と 欲し、 ォ i 

能文 學、 すべて 何事 も 人に くず、 問て 菅 とらざる は鬪 也。 我より 位高き を あなどり、 ff  I をぎ ャに 

論語 小 解 (季氏 第 十六) 

ニニ 九 


蕃山仝 集 第 is  fl  一二 〇 

t 賢者 を 非り、 同 紫 譏らす、 ta 行無禮 なる も 皆鬪心 也。 得 は 俗に 年 よれば 吝 なるとい へり。 財 用の みならす、 其 

身の 便に よき こと を 好で、 志氣 義心 共に 衰 る を 云な り。 君子 は 血氣衰 ふといへ ども、 志 氣は不 レ衰へ 0 時に 隨て變 

する 者 は血氣 也、 不 § 變ゼ者 は志氣 也。 是を 浩然の 氣と 云。 戒 を知ル とき は 常なる 者 主と 成て、 變 する 者 隨 順す。 魂 

は 氣の靈 也。 魄は 血の 霞 也。 心 は 魂魄の 合 也。 氣は 天に 屬し、 血 は 地に 屬し、 心 は 人に 露す。 故に 人 は 天地の 心 也 

といへ り。 心 は 血 氣の主 也、 よく 志 を 持す る 時 は、 血 氣命を 心に きく。 志 を 不レ" 持セ時 は、 心 反て 命 を 血 氣に聽 とい 

へり。 心 法のお； J ると； J ろ 也 

孔子， 曰。 君子--有^;三ノ畏3 畏 1 レ, 天命 1 畏 i1 大人 T。 畏 一 1 聖人.^ 之 言 T 

天命 は 天理 也。 天理 を 知と き は 長れ ざる こと あた はす。 人 子 ある 時 は、 父た るの 慈 を 命す、 臣民 ある 時 は、 君た る 

の 仁 を 命す。 慈 仁 は 君 父の 天職 也。 天職 をつ とめざる 時 は天罸 あり。 是 天理の 自然 也。 五倫み なし かり。 士農工商 

の 業 も 又し か. り。 天命に あらす と 云 ことなし。 大人 は 位 ある 人 也。 天より 命じて 位 あり。 故に 大人 を 長る、 は 天命 

を畏 る、 也」 聖人の 言 は 万世の 師也。 是 天より 天下 貴賤 どもの 師 とす。 聖 言た がふ XJ となし、 長れ ざる 乙と あた は 

，す。 堯， 曰、 四海 困 弯セパ 天 祿永ク 絶，" と、 是 天子 諸侯の 畏給 ふべき 聖言 なり、 天理の 必然な り。 大夫 士庶人 以下、 聖霄 

を聽て 只今 我に 敎給ふ 道理 を しるべし 

小人 ハ不ゾ 天命 i 不， 畏レ 也。 狎 -VK 人？。 侮， 1 聖人 王 言 T 

小人 は 知 くらき 故に、 天理 を しらすして、 天命 を不 V 長レ。 貴人の 氣に 入て 近付ら るれば、 狎て後 は、 在位の 人の し 

ニーお 


三 一二  、 

らぬ 下賤 凡 習の 卑事を 語りき かせて 悅ぱ しむ。 小人 はじめは 長れ 慎 でよ き 者ぶ りすれ ども、 貴人の 心 あさはかに 

4 ツル •  》 /チビ  ェ， \  ヲ /レア ナド 

て、 畏 にたら すと 見て は、 或は 利欲より 導き、 或は 实樂 より 取 入な どして 不善 至らざる 所な し。 己 侮 るの みな 

らす、 人に 用 ひざらし む。 此ニ品 は 天命 を不 レの 重き 者な り。 或 問、 天命 を不， 知 は 第一 問學 なき 故な らん か。 

云、 博擧 にして 天命 を不レ W 知者 あり、 無學 なれ ども 天道 を 長る k 者 あり 

子-曰。 生 レナ？ -フ而 知 1 之ヲ 者， ハ。 上ナリ 也。 學デ而 知！ 之ヲ者 ノハ。 次ナリ 也。 困デ 而學ズ 之ヲ。 又 

其ノ 次ナリ 也。 困、 ノデ 而不 ^ 學ビ。 民斯レ ヲ爲， 下ト矣 

生 知 學知困 知 は多キ 所に 付ての たまへ り。 生 知と いへ 共、 學知困 知 を かねざる こと あた はす。 禮を學 び 樂を習 は舉知 

ヤメ  シル リ ャゥチ  3 ク  ノフ 

也。 堯舜も 病る 仁政の 至 は 困 知 也。 困 知と いへ ども、 不レ學 して 知の 良知 あり， 不レ 習して 能す る 良能 あり。 况ゃ * 

知 を や。 三 品と もに 皆樂 みあり。 聖賢の 樂 みはい ふべ からす。 困 知の 樂 みは、 學で 時に 習の 悅 なり。 たと へば 詩哥 

の ごとし。 句の 不 ^ 出 は 困 知に 似たり。 句 を 得て 悅は 樂 に 似たり。 樂を 知て 後よ く學で 至るべし。 下民の ごとき 

マド  トカ  ュメ  ユウ セィ 

は不 レ知不 レ通ゼ 惑へ る 事お ほしと いへ ども、 學 問して 解む と を不レ 欲セ。 夢の ごとくに して 有 生し、 夢の ごとくに し 

て 死亡す。 恥 を 恥と 思 は ざれば 恥な きが ごとし 

孔子" 曰。 君子 有 r 一九" 思 r 視ル- ーハ思 ^ 明.^。 聽- ーハ思 ^ 聦ヲ。 色-一 ハ思 貌- ーハ思 ^ 恭 S 言 -一 ハ思 t 

ぃ忠さ 事-一 ハ思" 敬 ヲ〇 疑テハ 思" 問 ハン 「ヲ。 忿 一一 ハ田 ひ々 難ヲ。 見テ 

語 小 解 (季氏 俸 十六)  ニー 1ニ 
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是レ 心の 官の思 ひ 也。 解 集註 大全に 見えたり 

凡 rKi。 見テ i ヲ如釆 ぶ 及、、 ハ。 Ma40 吾レ見 1 つ 人 i 。吾レ 聞 1 つ 語ー矣 

善 を 見て 如 t 不レま パ者は 必すセ きと を 欲する 也。 不善 直て 湯 を if とくする 者は必 S こと を 欲すれば 也。 皆 

シ， \ タイ 

我 身に よって 也、 人 を 進退す るに あらす 

隱居 まテ求 n 其ぶ §r 行 滅ヲ以 is つ 導。 吾レ聞 S つ 語 ー矣。 未 望 二其义 一也 

ィ伊ィ き If の 野に 『せしは隱 居 也。 奏 下に 道 を 行て P ィを すく ふに あり。 しかれ ども 禮儀 なければ 出つ かへ-' 田 

舍の 中に して 堯舜の 道 を樂 めり。 f 禮 にこた へて、 出 テ義を 行て 其 道を 天下に 達す。 是 孔子せ f を 聞 給へ る處 也。 

其 時い I 如， 此人 t ざれ ぱ見給 はす。 後世 Qi 孔明 S 近し。 此時擎^ 蕩を 不^敷。 顏 子の I 息 

び， 伊 尹の 志す 所に 志す とい へり。 顏 子に 伊 尹の 志な きに あらす。 邦 を 治 こと を 問 これ 也。 伊 尹に 顏 子の 學 なきに 

あらす 0 有 辛に 耕せし 時 は、 として 不レ S 動が ごとし。 顏子伊 尹 地 を かへば しからん 

齊， 景 公有 r- 馬 千駟- 死 スグ之 日。 民 無； ン-德 トメ 而稱 r 焉。 伯夷叔 齊ハ餓 へ- 于首 陽ノ之 下？。 民 到 マ- 

于今 一一 稱スレ 之ヲ。 其 レ斯" 之ノ謂 t 與 

解 集註に 見えたり  ， 

陳 一 儿 i 於 伯 魚 一 曰。 子 モ亦有 r 一 異聞 一 s.。 對テ 曰。 未シ 也。 甞テ獨 ii 鰹 趨テ而 過 is 曰( 

. 、  二三 二 


二 11 二 1 一 

學タ t 詩ヲ 乎。 對 _^曰0 未 シ也。 不、 i、w 詩ヲ 無， レー 以テ言 1 鯉 退- T 而學、 ^ 詩ヲ。 -他 B 又 獨リ立 i 鯉 

趨テ而 過 is 曰。 學？ レ禮ヲ 乎。 對テ 曰。 未. ン也。 不. ぶ學、 滅ヲ 無， ま テ立 t「。 鯉 而學. is 

聞 ひ， 斯ノ ニノ 者 to 陳尤 退テ 而喜デ 曰。 問 - レア 一 ヲ得タ H 三ヲ 0 聞 5 詩ヲ聞 t 禮ヲ。 又 聞 三 君子 之 遠 ル 「ヲ 其- 

子 一也 

志 善に 感發 して 後、 禮を學 ぶべ し。 後世 善に 興る の敎 なくして、 禮を なさし めんと す。 故に してた へざる 者お ほ 

タへ  、シ 

し。 勝ざる 時は僞 生す。 僞生 する 時 は 乱の 端と なる。 故に 後世の 禮は 法に 近し。 後世の 法は德 性に 本づ くこと な ノ。 

故に 立 こと あた はす。 詩 は 性情の 正に 本 づきて 善心 輿る。 詠歌 舞踏す る 時 は、 不レ知 不レ識 道 德の樂 生す。 心 善に 明 

ら かに 氣 和平 也。 故に ものい ふこと よし、 ものい はんが 爲に學 ぶに は あらす。 人の 天地の 聞に 尊き 者 は禮を 知を以 

て 也。 他の 生類 は 鱧 を しらす。 人 ありて 後、 天地人の 三才と 云。 禮は 天理 也。 天理に 達する 者 は 天地と ならび 立て 

三な り 〇 陳充退 テ而 喜デ曰 …… 解 集註 大全に 見えたり 

邦 君ノ之 妻君稱 ヲ曰 「1 夫人 r 夫人 自稱 y 曰 小童 r 邦人 稱，， 之ヲ 曰， - 君 夫人 t 。稱- 諸 異邦？。 

曰つ 寡 小 君 T。 異邦 ノ人 稱，， 之ヲ。 亦タ曰 ，71 君 夫人 t 

解 集註に 見えたり 

、  *  一  \ 

腧語小 解 (季氏 第 十六)  一二 一二 ュ 
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陽货第 十七 

陽 貸 欲 $ 見-つ 孔子 r 孔子 不， 見へ。 歸， レ, リ 孔子- KT。 孔子 時； VH つ 亡 1 也。 而往テ 拜ス， 之ヲ。 遇へ I リ 

諸 塗 r 謂 E 子？ 曰。 來。 予 レ與， 爾 1 一一 曰ン。 曰。 懷 進っ 寳 T 而謹 其ノ邦 一可 i£ ト乎。 i 。不 

可 ナリ。 好 一 極 7 「ヲレ 事- 而亟ブ 、失 W 時， - 可 知 ト乎。 5^。 不可 i 曰 月 逝. - ュ矣。 歳 不二 我ト 

與 ro 孔子 ノ曰。 諾。 吾 レ將ぃ 仕 ント矣 

集註 備れ り。 式の 一事 を 見るべし - 

子ノ 曰。 性 相 ヒ近シ 也。 習 相 遠シ也  ， 

氣 質の 性、 淸濁動 靜の異 ありと いへ ども、 赤子より 三才に 至る まで、 悪と 云べき 者な し。 淸善 にして 濁惡 ならす、 

靜是 にして 動 非なら す。 淸 なる 者、 藝術 などに 器用に て、 道に 本づ かざる 時 は 却て 惡に 近き 者 あり。 濁なる 者、 li- 

ダウ  グ+  フサ- 

道な どに 迷て 愚痴になる 時 は、 惡に 近き 者 あり。 動なる 者浮躁 になり、 靜 なる 者 思慮 多して 病 を 生す る こと あり。 

共に 非に 近し。 是 習の いたす 處也 

子ノ 曰。 难上知 ト與， ザ 愚 ー不. 移，' 

ニー ーョ 

^^^^BHrrrlNf  -，-■■_. 匿- ■ 圍， _1(||>| I  I .  


二三 五 

上 e ま 聖人 大賢の 知 也。 惡 人の 中に 生れ そだちても、 惡に うつらす 性 善の 理 明かなる 人 也。 下 愚 は 世間の 愚 夫" お. 婦 

にあら す。 愚 夫 愚婦は 聖人の 道學 を不レ 知と いへ ども、 賢 君 上に 立 時 は 不レ知 不レ識 其 化 を 被りて、 日々 に 善に うつり 

て 常人 也。 た が の 者、 聖人と 居と いへ ども、 善に うつらす。 自暴 は强 にして 善 を ふせぎ、 自棄 は柔 にして 

善を敏 if 也。 二人ともに 知な きに あらす、 みづ から そ な ひ、 みづ から 絕者 也。 ネ弁 人に 過る 故に、 諫を ふせぎ、 

アヤ マチ  シャゥ チウ 

過 をかざる 者 也。 商紂是 なり 

子 之 i 城 r 聞 弦歌 ノ之聲 一。 夫子 第 爾ト， 而 笑つ 曰。 割 ク難ヲ 焉ン， V 用 羊ノ刀 T。 子 游對チ 曰。 

昔 者 偃 也 聞 i 夫子 r  i。 君子 學ぶ道 ヲ則愛 X ヲ。 小人 學べ、 i ヲ 則易シ it 也。 子ノ 曰。 二 

三 子。 堰が之 言 是ナリ 也。 前言 ハ戲ヒ 7t 之-一 耳 . 

挥桌註 大全に みえたり。 國郡 大小と なく、 治 をな すに 禮樂を 用る 事 を しらざる 時 は、 刑 罸を用 ゆ。 ^罸 を專 にす る 

時ば、 民 手足 を i に 所な し • 今の 俗禮樂 を不レ 知ラ、 罕に正 樂を用 ゆる 者 ありと いへ ども、 三 微線も 琵琶 箏も 同じ 様 

に覺 えて、 正樂をする者をさまたぐるは、-^|ダぉ薪也。 叉 箏を假 りて、 三微 線の 淫聲 をな す 者 あり。 筑紫筝 もく みは 

少 Si に靜 なる 所 あれば、 今の 俗人し ゐて 好ます。 世間の はやり 小哥 にあ はせ て ひけば、 筑紫箏 にも あらす。 正樂 

行 はれす して 風俗の みだり ゆく こと を 1 べし。 君子 鱧 を 言 時 は、 樂其 中に あり。 樂を 言と き は、 禮其 中に あり。 禮 

樂 はなる ベから す。 いにしへの 學は詩 書禮樂 也と いへ り。 鱧樂 をい ふ 時 は、 詩 誓 はいふに 及ばす , 

^SS8 小 解 (陽 货第 十七)  ニー 一一  ェ 
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ノ ミ 

公山 弗擾以 UK ヲ 哔ク。 召げ 子ヲ。 欲 スレ往 ント。 子 路不ズ レ說ビ 曰。 未- フマ" 之 ク.. 也已。 何ゾ 必シモ 公山 氏 一一 

之之ク 「ヲ？ 也。 子ノ 曰。 夫レ 召， ヲ 者- フ。 而豈- 徒 哉。 如- ン有， V ハ用レ W 我， 吾" 其" 爲， 1 東 周 T 

乎 

ュク  フッ ジャゥ 

解 集註に みえたり。 孔子 陽貨 には往 こと を 欲し 給 はす、 弗 擾には ゆかむ とし 給 ふ は、 陽 虎と 惡を 共に すと いへ ども、 

アヤ マ+  ユキ 

其 人 がら 過 を改 むべき 所 あるな らん。 しかれ ども 終に 往給 はざる は、 改めざる なるべし。 子 路の此 言 を 見れば、 

衛 にっかへ たる は t あるべし 

子 張 問 ，71 仁ヲ於 孔子- I。 孔子 曰。 能パ仃 ，71 ヲ五ノ 者 ー 於 天下一- 爲， 仁 ト矣。 請； j 問 7 之 T。  i。 恭寛 

信 敏惠。 恭 t ノ オハ 則 不. 侮ラ。 寬ナさ ハ則 得， 衆ヲ。 信ナル オハ 則 人 任 ジ焉。 敏寸ハ 則 有， 功。 惠ナル オハ 則 

足- 1 以テ使 n 人ヲ 

天下に 行 ふ は、 何れの 國所 にも. 行 はれす と 云； J となき 也。 恭 なる 時 は、 心 収斂して 精神 存す。 其" 上 己 人 を 侮ら ざ 

れば、 人 も 又已を あなどらす。 己 レ人を 敬 すれば、 人 も 叉 己 を 敬す。 寬 なる 時 は、 惡を隱 し 善 を あぐ 0 人の 非 をと 

がめ す、 上に ある 時 は、 罸に 心なし。 直 を擧て 枉れる をす てをき、 枉れる 者 自然に 直くなる は 寬の至 也。 故に 衆 心 

キ フク 

歸 服す。 臣 信なる 者 は 上 信任す、 君 信 なれば 下 信任す。 下の 信任 は 子孫の 代まで たのもしく 思 ひて、 子孫 を 信任し 

て 奉公の 忠 あり。 敵國 といへ ども 信任せ すと 云 ことなし 0 敏 なる 者 は、 善 を 見て は 行 ひ、 善 を 聞て は 用 ひ、 滞りな 

i! 六 


二三 七 

き 故に 功 あり。 惠 ある 人に は、 下な づきて 爲 にっか はれん こと を 欲す、 子 產の類 也。 此 五の 者 は 仁の 用 也 

ノ  ミ 

佛肸 召ブ。 子 欲フ； 往 ント。 子路 曰。 昔 シ者由 也 聞 ひリ 諸 夫子 一一 一。 曰。 親 於ーァ ー其ノ 身？ 爲 fi 不善 T 者 ノハ。 

君子 ハ不 ぃ入ラ 也。 佛肸以 中牟 T 畔さ 子 之往ン 「也 如 之 何ン。 子ノ i 然"。 有 n 是ノ言 一也。 不 

レ 曰-堅 ヲ乎。 磨ケ， - 而不， 磷さ。 不 V 曰-白 キヲ 乎。 涅- ースぶ 而不， 維。 吾レ豈 -ー魏 瓜ず て 也 哉。 焉ンゾ 

能ク槃 テ而不 一 食ハ 

解 集註に 見えたり  • 

子ノ 日。 由 也 女 ギ聞， ケ 「六 言六蔽 T 矣乎。 對テ 曰。 未シ 也。 居 レ吾レ 語. レン 女 f 一。 好 一 レア 仁" 不レ、 ^ 好 ^ 學ヲ。 

其 ノ蔽ャ 也 愚 也。 好 一け 知" 不レ、 ^ 好- 學ヲ。 其ノ蔽 ャ也蕩 ナリ。 好 一け 信ヲ 不レ、 I 好 ^ 學ヲ。 其ノ蔽 ャ也賊 ナリ。 

好 一 i 直 ヲ不ヒ ^ 好け 學ヲ。 其 ノ蔽ャ 也 絞 ナリ。 好 一 け勇ヲ 不レ以 好 里子 ヲ。 其 ノ蔽ャ 也 亂ス。 好 一け 剛ヲ 不レ 1 好， 

レ 學ヲ。 其 ノ蔽ャ 也 狂ナリ 

サイド  力  カウ グ 

怫 氏の 衆生 濟 渡の 慈悲、 其 心 は 可也、 其 行 は 愚 也。 學 といへ ども 聖學 を不 ラ 故に、 慈悲と 云 者 仁に 似て、 天理の 

仁に あらす。 故に 其蔽 愚に 至れり。 知 を 好て 學く はしと いへ ども、 是 も聖學 にあら ざれば、 高き を 極め 遠き を 極め 

て、 高 明 深遠 廣大 玄妙 を. S へど も、 蕩. として 至り 止る 所 を しらす。 信 を 好で 理 明らかなら ざれば、 其 身 を 害し 

論語 小 解 r 陽貨第 十七)  二三 七 
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物 を ゾ跪フ にいた る こと あり。 世間の 僞曲 をに くみて 直 を 好む はよ けれども * 學 いたら ざれば、 見卑く 心せば きが 故 

に、 かたくな しく：^ 屈に きびしくなる 者 也。 學は 義理 を 知に あり。 義理 を しらで 勇 を 好む 者 は 乱 を 起す にいた る 事 

ケィキ m モウ ドウ 

あり。 剛强 はよ けれども、 學 を不レ 好、 禮を不 ^ 知ば、 其 質に ひかれて 輕擧 妄動す。 禮儀 を不レ W 知 ラ者は 不敬 也。 樂の 

心を不 t 知 ラ者は 不和 也。 不敬 不和に して、， M を 好ム者 は剛惡 にいた る 者 也。 貴人 は 國家を 亡し、 匹夫 は 身 を 失 ふ 者 

なり  / 

子， i。 小 子。 何ゾ莫 t 學 『夫 ^T。 詩ハ可 以テ興 f。 可 j 以觀 r 可 11 以テ羣 .1 可； ン- 以テ怨 r。 

邇クハ 之 事ズ乂 一一。 遠" ハ之事 ^ 君 一一。 多" 識ー 1 於鳥獸 草木 ノ之名 T 

詩 を學で 六の 益 あり。 善心 を感發 し、 志 道德に 興起す る 者 あり。 二 南幷に 大小 雅の 中に をいて 是を 得る こと 多し。 

古今 人情 時變の 得失 を 知て、 身の 進退 出 處を考 へ、 政 を 爲に觀 るべき 者 あり。 變風を かねて 是を 得べ し。 物 は 暴 を 

以て わかる、 人 は 人と 居べ し。 大學親 民の 意 也。 可？ 怨は 孝子の 怨、 忠臣の 怨 あり。 夫婦 兄弟 朋友 皆怨 でます く 

魏し。 怨で 親しむ は 詩 哥の德 也。 父子 親み、 君臣 和す る こと 詩の 敎に 得る ことお ほし。 後世 は 君臣の 威敬甚 過たり、 

タフ  ガク 

却て 威 を 失て 敬お こたる 乙と を しらす。 世俗に 位倒れと 云 は、 威の 過てお とろへ たる こと 也。 鹿 鳴 等の 樂章を 見て， 

シタ  シル  .， 

上古 君臣の 間近く して 親し かりし 乙と を 知べ し。 萬 物の 名を識 こと は、 知に 心なく して 自然に しること あり • 

子 謂 ri:^ 魚 一-曰。 女" 爲、 ュ： 周 南 召 南 1 矣乎。 人ト" 而不 爲； 1 周 南 召 南？。 其" 猶 「一正 _ -牆〕 面-一而 

二 11 一八 
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，斗 f ルザ 也與 

二 南の i は、 人情の 正 を 得て 盛德 至善なる 者 也。 故に 二 南の 心 を しらざる 者は理 明かなら や、 道行 はれす、 に 向 

て 立る がごと し。 志 高き 者 は、 道の 大意 を 見と いへ ども、 人情に うとき こと あり。 見識 卑き者 は、 人情に 近し とい 

へど も、 道を不 ^ 知 ラば正 を不レ 得。 或は 人情に 疎く、 或は 人情の 一.^- を不 5 得 者 は、 共に 人道 を盡 すべから す、 齊 家治國 

平 天下の 道に あらす、 正 心 修身の 實學 にあら す。 故に 二 南 を 學ブ者 は 正 心 修身より 齊家治 國 平 天下に 至まで 通ぜす 

と 云 ことなし。 况ゃ i 曰に 叶 ナ{ -誦 歌し、 是を 琴瑟に 施し 直に 文 王の 化 を かう ふり、 其 時に あへ るが ごとくなる 者 を や 

子ノ i。 禮ト 云ヒ。 禮ト云 70 玉帛ヲ シモ云 ンャ乎 哉。 樂ト 云ヒ。 樂ト 云フ。 鐘 皴ヲシ モ云ン ャ乎哉 

集註 大 全備れ り 

子 ノか。 色厲ズ 而內荏 ナル。 譬レ； 1 諸 小人 一一 一 其レ猶 r! 穿窗 ノ之盜 T 也與 

其/有に あらす して 取 者 を 盗と 云、 時 は 名 をぬ すみ 勇 をぬ すむ も 盗の ごとし。 心 は 勇なら すして、 外に 勇 だて をし、 

いかつなる 者 を、 俗に も藕 木刀と いへ り。 たと ひ 心 勇な りと も、 仁義 鱧樂 なき 者 は 虎狼の 勇 也、 人に あらす 

子 ノ曰。 鄕原 ハ德ノ 之賊也 

末世の 鄙 俗に 叶て、 なべて 人の 褒る 者の 中に 此鄕原 あり。 中庸に 似て、 中庸に あらす、 小人の 中 魔 也 C 狂 狼 は 中 魔 

, . 蹢. 語小醉 (陽货 第 ナ七レ  —  ,  -ニ 三 九 
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ムネ 

に 遠 けれども、 其 心 聖賢に も不？ 恥ギ ところ あり。 鄕原は 中庸に 近 けれども、 大に 聖賢の 旨に たが ひて 德の贼 也。 似 

て 非なる が 故な り 

子ノ 曰。 道-一 聽テ而 塗 一一 說ク ハ。 德/ 之 棄レル 也 

キ t  トカ  タク ハ  ャム 1 

實學の 者 は、 學で 不レ敎 へ、 聞て 不レ 說、 內に畜 へて 德 とす。 德の敎 は 言の 敎ょり も 大也。 如レ此 して 後不レ 得， 巳して 

タシへ トク  ミ *  ヲ ノレ  ミチ 二 トク 

敎說 べし。 耳に 入、 口に 出る を 口耳の 學 とい ふ。 己が 有と せす、 是を塗 說と云 也 

子ノ 曰。 鄙 夫 可；) 與- 一事 f レ 君-一也 與哉。 其レ 未げ 得 レ之ヲ 也。 患 i 得ン J 之ヲ。 旣- 一得 レ、 I 之ヲ。 患フ 

レ / 

レ失、 ち 5 之ヲ。 苟モ患 レ、， ハ失 ハン J 之ヲ。 無. - 所。， 不ト？ 至ラ矣 

解 集註に 見えたり。 胡 氏の 說備 はれり 

子】。 古者ハ 民-有 n 三/ 疾？ 今 ャ也或 ハ是レ 之 亡 也。 古 ノ之狂 ハ也肆 ナリ。 今 之 狂 ハ也蕩 ナリ。 古 Z 

之 矜ハ也 廉ナ リ。 今 ノ之矜 ハ也忿 lor リ。 古 ノ之愚 ハ也直 ナリ。 今ノ之愚ハ也詐ル而^^、矣 

解 集註に 見えたり  ， 

子 V 曰。 巧-一 5 言ヲ令 タス： 色ヲ。 鮮ヒ カナ 矣仁 

重^ 


二  SI  } 

子， 曰。 惡ニ 紫^ 奪 rw 朱ヲ 也。 惡 H 鄭聲 i 亂 4- 雅樂 一也。 惡；^ 利 nr 之 覆 「s 豕 ih， 

解 集註に みえたり 

子ノ 曰。 予 レ欲ス &r  J 言 73 子貢ノ 曰。 子如シ 不ン、 I 言ハ。 則 小 子 何 ヲ.. 述べ  >焉。 子つ 曰。 天 何，.. 

言フ 哉。 四 時 行 ハレ 焉百物 生 ル焉。 天何ヲ カ言フ ^ 

天道 無言に して、 行と 事と を 以て 示す。 聖人 天に か はりて 言 あり、 天道 を敎 さとす。 しかれ 共、 其 至れる に 及て は、 

言の 盡 すべから ざる 者 あり。 故に 天に 讓 りて 霄 なからん と 欲し 給へ り 

孺悲欲 if, ク 孔子 T。 孔子 辭ス i 以 溪ヲ。 將ゾ 7 命ヲ 者， 出^ ヲ。 取 滅ヲ而 歌テ。 使 r-, 之ヲ聞 ブ之ヲ 

解 集註に 見えた り 

宰我問 70 三年 ノ之 喪。 期 巳-一久 シ矣 。君子 三年 不ン ^ 爲， 禮 S 禮必壞 レン 0 三年 不ン ^ 爲レ樂 S 樂 

必 ir。 舊穀旣 -一 沒キ。 新穀 旣- 一升 ル。 00dxo 期 ラ可ナ CK, 子， i。 食ユ 夫ノ稻 T 衣， 1 

夫， 錦 T。 於 5 女-一安.^ 乎。 曰。 安 S 女 安ち ハ則爲 S 之ヲ、 夫レ 君子 之 居 $ 喪-。 食" 旨 ヲ不， 甘 カラ。 

聞 羅ヲ不 41 , 居 處不， 安 i 故- 不， 爲也。 今 女 ン、、 ハ則爲 【之ヲ。 宰我 出ッ。 子， il。 予ゃカ 

之 不仁 ナル 也。 子 生 レニ 二 年。 然ノ餃 免 i 父母， 之 懷ー。 夫レ 三年 ノ Z 喪ハ。 天下 ノ通 喪， リ也。 予， 

論語 小 解 (陽货 it 十七)  一一 四 一 
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也 有 f1 三年 ノ之愛 於 其バ乂 母？ 乎 

アツ  + 

經 文の 通りに てよ くきこえ たり。 孔子の 時、 いまだ 人の 氣鉢 つよく、 情實 厚し。 期 をよ くす る 者 は、 三年に 及ぶ XJ 

と Ja^ し。 宰予仁 厚なら す、 かろく 理屈 を 以てい へり。 初學の 時なる べし 

ノ  カナ  ャ 

子ノ 曰。 飽マデ 食ヒ 終日。 無 クン 1 所 B レ用レ ぃ心ヲ 難ヒ矣 哉。 不 有 二 傅 奕 云 者 i ダモ 乎。 爲 i 之， 猶ヲ賢 一 1 リ乎 

已で _  、 

パク ェキ  1- セ ウギ 

博 突 は 今のば くちに は あらす。 今の 蕃象戯 の 類 也。 善 をせ ざる 者は惡 をな す。 たと ひ 善 をせ すと も， 基 象 戯 になり 

とも か k り、 昼夜 を 送る 者 は、 惡を思 ふいと まなし。 故に やむ に まされり 

子路ノ 曰。 君子 尙 ^ 勇.^ 乎。 子ノ 曰。 君子 ハ義 ハ以ー 7 爲レ 上ト。 君子 有 一-勇。 而無， 義爲， 亂ヲ。 小人 

有 _i 勇。 而 無レ、 I 義爲， 盜， 

經 文の 通りに てよ く 聞え たり。 君子 小人 は 位 を 以ての たまへ り 

子贯ノ 曰。 君子 モ亦タ 有" 惡ム 「乎。 子ノ曰。有リレ惡ム「。惡^^稱ニ人..之惡T者：^ヲ。惡下居^I下流ー；而訕ル 

レ上？ 者^。 惡,^ 勇 - フ而無 t 禮 者：. ヲ。 惡下果敢ュ"而窒ル者1^ 

解 接 註 大全に みえたり 


二  E 三 

ノ 曰0  0£^4%^o 惡 ニ徼テ 以チ爲 1 知ト者 r 。惡 一一 不孫？ 以チ爲ルレ勇 ト者 一。 惡ニ野 「以 テ爲" 

.0  4_  f バ？フ く、 ，ち、 . 

知 fs^ は 善 なれ 共、 惡心を 以て 此名を 得む とする 者 也。 君子の 知 は 詐 をむ かへ す、 不信 を不レ 億 自然に 愤し. - 

it しかれ ども 人の ため あしかる ベ 墓、 人 Q¥i ならん き は 不^ 鉢に て大 やう 也。 しかるに 此惡心 

の 知者 は、 gki を 用て むかへ おもん ばかるな り。 無禮 にて 人 を 見く だし、 何とも 思 はぬ 鉢に て 勇 ありと 思 はれた が 

る I ^あり。 人の隱すことをも、さがし出し、ぃひぁりき、ァ^^,^者とぃはる、樣にする者ぁり。 三 品と もに 人の 害に な 

る？ り。 堯舜の 代に いれられざる 者 也。 子 貢のに くむ G みならす、 衆のに くむ 1。 仁 f 愛せす とずと なけ 、 

如此者 もに くむ まじき か。 にくまで は不 § 叶" 者とう たが はる、 故に、 君子 もに くむ こと あり やとと はれし 也 

唯ダ 女子 ト與 1 ハ I 小人 1 爲きュ 養 t 也。 近 i 之 威不孫 ナリ。 遠 i 之ヲ 则怨ム 

解 集註に 見えたり 

子ノ 年 四十？ 而見, 惡ク" 焉。 其" 終也已 

孔子 子 貢の 言の ごとき 惡心 ありて 人に にくまる k 者 也。 四十までに 改 むる ことなくば、 悪に て 終べき 者な り。 此裂 

言に おどろき 改めば、 五六 十と いふと も、 善-にう つるべし。 是叉 慈敎の 一端 也. 

； r,.fl 外 僻 (陽货笫十七) ^.：：： ， ： ；； … ：r  .  .  ;  -四 一一 一 . 
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I ハ去リ 之。 擎ハ 奴 r。 比干ハ 諫テ而 1 孔チ i。 殷 _-s 一一 仁、 srs  , 

三人の 行 同じから すと いへ ども、 同じく ills に 出て、 各々 止 gins に 仁と す。 讓は 仁の 存 にして、 

即担は 仁の 發也 といへ り。 止 II 善 一は 仁の 明 也。 事 は 逢幷に 大全の 說に 見えたり。 三人の 次第 は 論語 を 以？ 

とすべし 。 微子 しばく  i むと いへ どもき か t 終に 諫む ベから ざる こと を 知、 且殷 の 亡びん こと を しれり。 代々 

宣 の 棄を失 はむ こと あれ、 殷 の逢を i むこと を季、 去て 是 を存 す。 〇〇〇8〇〇o〇〇o〇〇c^ に 

〇〇8〇〇000〇8〇0。 千載 かぎりなき 人心 をいた ましむ。 微 子の 意稱 する にあ まりあり。 a 

す。 I りて f  I 落す。 猶も君 Qf 1 はんため に、 ina じて S どなる。 比 干 終に 諫死す。 微子は 衬が 兄 也。 

事 勢 二人より は ゆるやか なること 叉 一 の義 なり 

卯 下惠爲 コ士師 To 三さ黜 ラル。 人ノ 曰。 子 未" 可 r 一 以テ去 t ぞ。 SI。 直" 道 ヲ而事 二人 一一。 焉 クー-住 トメ 力 

而不 「一三 タ ビ黜？ S 枉" い 道ヲ而 事へ、 ^ 人 一一。 何 ゾ必" "去 一 V バ乂 母.^ 之 邦 一 

集註 備 はれり 

齊豈 ム待 r- 孔子 r 曰。 若 r- ハ季 氏. t 則 吾 レ不レ 能ハ。 以ー M^H^, 之 間 一 待？〕 之ヲ。 曰。 吾 レ老， "矣。 


二 四曰 


•Iw 五 

不レ能 ゅ用ル 「也。 孔子 行ル  * 

孔子 は 威勢な き 人 なれ ども、 威勢 ある 季孟の 間 を 以て またれ し は、 賢 を 尊ぶ の 意より 禮盛 也。 はじめは 用 ひんと 思 

はれし かど も、 E{ ^^^が 言に よりて 其 心 か はり、 不レ能 i 用ル ，とい はれし 故に、 蹭は其 時分の _ ^疾の 禮 より は 盛 なれ ど 

も 去 給 ひぬ。 # 嬰が いひし 儒者の 弊 は、 孔子の 時分 其 前よりも ありし ことなれ ども、 名高き 故に、 其 罪 を 孔子 被り 

.< ^ノウ プリ  サ， \ ャブ  ユウ ゼィ トセ ィ  トウ.， ：， 

給へ り。 是非 を 弁じて 同異 を 乱り、 葬 を 厚し 產を 破り、 游說し 渡世し、 國を 治むべからざる 等の、 儒者の 弊お ほ 

し。 孔子 は 此非を 改め 度、 常々 のた まへ ども、 時 を 得 給 は ざれば、 改 むる こと あた はす。 却て 其 罪 を 負 給へ り C 初 

政 は 財 をき する にあり、 とのた まひし 中に 含て ありし かど も、 悅 びながら 景公其 意 を たづね す、 晏 子が 謗りに うつ 

れり。 或 問、 政 は 財 を 節する にあり と は何ぞ や。 云、 其 時分 も 無用の 費 多して、 諸奐の 用たら す。 故に 民に 取 こ 

と 多して、 下 困窮せ り。 是天物 を 節用して、 造化 を 助る 政なければ 也。 五穀 財物 を 節用して、 富有 大業 をな す を aj. 

政と 云 也。 如此 して 後、 禮樂を 興起し、 文武の 藝 備 べし。 晨食 を 食せ ざれば、 万の 人事 行 こと 不レ W 能が 如し。 

問、 造化 を 助く る こと は 聖人 大賢の 事なら す や。 後世の 及が たき 事 也。 云、 德を 以て 造化 を 助く る こと は、 聖人 大 

賢の 事 也。 才を 以て 助く る こと は、 仁君 良 相 もな すべし。 問、 孔子 仁 を ゆるし 給 ふ 人 まれな り。 仁君 は；！ ii 德 ならす 

や。 云、 德を 以てい ふ 時 は、 仁 は 全 德の名 也。 業 を 以て 云と き は、 たと ひ货を 好み、 色 を 好む の 凡 情 ありても、 民の 

父母た る 仁心 ありて、 仁政 を 行 ふ 時 は 仁君と す。 良 相も必 しも、 賢人 君子の 德 なくても、 利 を 事と する 小人なら す。 

本才 ありて 道 學に志 ある 人、 仁君 を 助て 政 をす る 時 は、 才を 以て 造化 を 助く る 者 也。 問、 富有 大業 をな すべき こと 

論語 小 解 (微子 第 十八)  二 四 五 
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いかむ。 云、 本才 ある 人、 其 時に よってな すべし。 かねてい ひがたし。 問、 孔子の 時分、 用 不足して 民に とる こと 多 

しとい へる も、 十に して 二な り。 今 は 十に して 六 とれり。 取 と 極て 民 至極 困窮せ り。 むかしの 富有 はなし 易 かる 

べし。 今の 富有 いづく より 生すべき や。 云、 むかし はま. 中 困窮と いひても、 今に 合せて は ゆたか 也。 故に 富有の 業 

成が たし。 今 は 至極つ まりた る 故に、 成 やすし。 誰が 有に もなら すして すたる 五穀お びた し。 今 はすたり てい ま. 

ヲキ Kn  ei 

だよ し。 是を捨 ざれば 世 中い よく 困窮す。 捨 すして 世 中 貴賤と もに よき 政 をな して 後、 是を捨 ざる 時 は、 置 所な 

き 程の 富有いた すべし。 孔子の 時 は、 世 中 ゆるやかなる 故に、 孔子の 德才 ならでは 成が たき 勢 也。 今槊は 古人の 十 

が 一 にして、 功 は 成 やすき 勢 あり. 

齊人 歸ール I 女樂 T。 季桓子 受テレ 之ヲ。 三日 不， 朝セ。 孔子 行ル 

史記 にみ えたり 

楚ノ狂 接 輿。 歌 テ而過 ri 孔子 一。 曰。 鳳兮 鳳兮。 何 ゾ德ノ 之衰， ル。 往ク考 ハ不， 可- 滅ム。 來 者ハ， 

猶ヲ 可， -追 7。 巳す ン而已 す ン而。 今 ノ之從 7 レ政 一一 者ノ ハ殆- ン而。 孔子 下テ。 欲， 1 與レ 之レ言 r 趨 ーァ而 辟，， 

レ之ヲ 0 不レ得 二 與レ之 言 「ヲ  . 

解 集註 大全に 見えたり 

長沮樊 溺耦耑 耕ス。 孔子 過、 ^ 之ヲ。 使 二子 路 T 問い， 4r 焉。 長沮、 ガ曰。 夫レ 執ュ舆 ヲ者ノ 爲羅ト 力。. 

二  ra 六 


二  SI 七 

子路， 曰。 爲ニ孔 丘 一。 曰。 是 レ魯， 孔丘 カ與。 曰。 是ナリ 也。 曰。 是レ知 S: ヲ矣。 問 r- 於桀溺 r 

桀溺が 曰。 子 ハ爲レ W 誰ト 力。 曰。 爲， -仲由 一。 曰。 是レ 魯ノ孔 丘が 之 徒 カ與。 對テ 曰。 然リ。 曰。 滔滔 タル 

者ノ。 天下 皆 是ナリ 也。 而誰レ カ以テ 易へ 一 之ヲ。 且ッ 而ン. i 气 其お， V 辟 ル乂ヲ 之士？ 也。 豈- 若" ン 

レ從， V 辟 ウレ 世 ヲ之士 i き。 耰 テ而不 レ輟 マ。 子路行 テ以テ 吿ス。 夫子 憮然 ト虽。 鳥 IT ハ不レ 可； - 

與- =同っ4§ ヲ。 吾 非 斯乂ノ 之 徒、， 與 ？…。 而誰ト 與_- 力 i 天下 有ュ 道。 丘 不二 與- 易 一也 

天 § ま 賢 を 生す。 君と し、 師 とす。 孔子 時 を不レ 得して、 下に 居 給 ふといへ ども、 千歳の 後 孔子 を師 とす。 貴人 は 治 

道 を とれり。 是 万世の 君 也、 師也。 天下 道な き ゆへ に、 天 孔子 を 生す。 是 天下 を 周流し 給ふ處 なり。 天下 道 あらば、 

其 所に 居て 共に 行 ひ 給 ふべ し、 周流に 及ぶ ベから す。 是 いひが たくして、 しばらく 憮然と して 思 ひ ある 鉢 也。 接 輿 

長 =s 桀溺丈 人 等の 賢者 有 道に あら はれ、 無道に かくる の 常 を 守る のみ 

子路^^テ而後レタリ。 遇 一へ ーリ丈 人ノ以 チレ 杖ヲ荷 n 蓚ヲ。 子 路問テ 曰。 子 見 M.K 子 T 乎。 丈 人 曰。 四體 

不 fes 五穀 不， 分 S 孰ミ 靈テ 夫子 一。 植； V 其ノ杖 一而 芸 t も 子路 拱" 而立 i 止； r 子路 T 

宿セ シメ。 殺-は 雞ヲ爲 一-い 泰之 而食シ メレ 之。 見； ンーム 其 ノー 一子 T 焉。 明日 子路行 テ以テ 吿ス。 子ノ 曰。 隱 者ナリ 

也。 使ニ子路T反ーァ見^N。 至レ、 パ則行 ヌ矣。 子路 曰。 不二 仕へ 無 レ義。 長幼 之ノ 節ハ。 不 レ可フ レ廢ス 

論語 小 解 (微子 第 十八)  二 四 七 


fw^s 络四册  二 四 八 

也。 君臣 ノ之 義。 如 之 何ンゾ 其レ廢 セ-- 之ヲ。 欲，， 潔： そ ノト 其ノ身 T 而亂！ 1 大倫 T。 君子 ノ/』 仕 フル 「ャ 也。 

行 1.) ト其^ T 也。 道^ 不ル 「ハレ行 ハレ。 已_- 知 レリ， 之ヲ矣 

丈 人夫 子 を そしる といへ ども、 齒德 ありて 隱者 なりと 見る 故に、 子 路是を 敬せ り。 孔門の 諸 生 三 達 尊に おねて 禮を 

失 はざる こと を 知べ し。 不レ仕 無レ義 より 以下 は、 孔子の 言 也。 子路 をして 丈 人に 吿 しめ 給へ り。 昨夜の 禮 謝ながら、 

子路の 反に ことづて 給 ふなるべし。 此語を 以て、 子路冉 求な どの 仕 へられし 意 を 知べ し。 孔子 も 止 給 は ざ を 所 也。 

猶 集註に 見えたり 

逸民 _~ ハ。 伯 夷 叔齊虞 仲 夷 逸 朱 張 柳 下 惠少連 

ゾマ  カク 

習俗に 染す、 衆に ぬけ 出て 常 格の 中に あら ざ. る 者な り 

子 ノか。 不. 降 二 其ノ志 T。 不二 辱； つ 身 一。 伯夷叔 齊カ與 . 

孟子に みえたり 

謂 ひ I 柳 下 惠少連 T。 降-;: 志 ヲ辱ユ 身 ヲ矣。 言 中 1 倫： 一。 行中 1 慮 一一。 其 レ斯レ 而已矣 

孟子に 見えたり。 少 連の 事 は 記の 雑記に みえたり。 倫 慮の 解 集註に みえたり , 

謂 っ1 虞 仲 夷 逸 一。 隱 居/放- -t 言 も 身中 リ 4r。 廢中 1 權- 

二  八 


:e: 九 

解 集註 大全に みえたり  , . 

我 ハ則異 ，1 於是 r 無. 可 一 ま 1 不可 一 

孔子 は あとの 見るべき なし。 集註 備 はれり 

大師 摯ハ 適"， 齊 一一。 亞飯 干ハ適 1 楚。 三 飯 繚ハ適 t 蔡。 四 飯 缺ハ適 クレ秦 一一。 鼓 方 叔ハ入 n 於 河 一一 

武ハ入 ニ於漢 r 少師陽 撃 磬襄ハ 入， 1 於 海 一 

解 集註に みえたり 

周 公 謂 一一 魯 公-一一 i。 君子 ハ不レ 施 二 其ノ親 T。 不レ使 下 二 大臣 T 怨 S 乎不 以。 故舊無 r 一寸 ハ大 故ハ 

レ棄 也。 き 求 ル：^ 備， 1? 於 一人？ . 

解 集註 大全に みえたり 

周-有 r 一八 士- 伯 達 伯适仲 突仲忽 叔夜叔 夏季 隨季蝸 

集註 備 はれり 


論語 小 解 (微 子笫 十八)  -ニ四 九 


蕃山 4  二 集 第四册 

子 張 第 十九 

ナ ラクノ ミ 

子考 曰。 士見- i ヲ致 i ヲ。 見 テレ得 ルヲ 思， 義ヲ。 祭-一思 ヒレ 敬ヲ。 喪-思 S ヲ。 其レ可 已 矣 

- i  ^  ナラ クノ？ - 

ち 上 得失の 聞、 義を 忘れす 。祭 喪實 あらば、 才德 不足と いふと も、 1 人の 士 たるべし 。故に 可 已矣と  >  卞り 

子 ST 曰。 執 r 德ヲ 不， 弘 カラ。 2!ーロ ズ" 道ヲ 不ン、 I 篤 カラ。 焉 クン ゾ能ク 爲レ有 リト。 焉 クンダ 能ク爲 亡シト 

善 を 好し、 i に m し、 己 をす て k 人に したが ふ 時 は、 虚 中に 天下の 益を來 す。 道 を 信す る こと 篤き 時 は、 人に 取と 

ころ 皆 己れ が德 となる 者 也。 もし 己れ を 立て 人に とらす、 道 を 信す る こと 篤から すば、 たと ひ才 あり-と いふと も國 

家の 用に おす。 才 ありて 有に あらす、 有無の 言に か、 はらざる 者な り 

子 再 之 門人。 問， 1 交 ヲ於子 張 r 子 張， 曰。 子 篁 云 對テ 曰。 子亶ノ 曰。 可 ナル者 i ハ與 ミシ 

レ之， 一。 其ノ 不可 ナル考 ヲ、、 ハ拒ズ 之ヲ。 子 張 ノ曰。 異？ r 乎 吾が 所？ レ聞 ケル。 君子 尊 V 賢 ヲ而容 1 衆ヲ。 嘉 ミズ 

k ロヲ而 矜芣能 一。 我が 之 大賢 ナラ、 、ハ與 -1 於 人 i ノ所 ァユ不 ルレ 容レ。 我が 之 不賢ナ i ハミ i 人 _#タ 

拒が- ^ 我ヲ。 如 之 何ンゾ 其レ拒 i 人ヲ也 

大全 尹 氏の 說 よし 

二 五。 


二 五 一 

子 ♦  复ノ  1:1。 雖 _モ1 小道？。 必.^ 有 二 可 W 觀ッ者 ー焉。 致サ、 I 遠 2 恐 クハ泥 i 是 ヲ以テ 君子 ハ不. 爲也 

解 集註 大全に みえたり 

ナキ  ノ ミ 

子 H ノ曰。 日々 一一 知 1 つ 所づレ 亡。 月々 一一 無ン 1 忘 一 ルー、 「其ノ 所 T レ能ク スル。 可キ レ謂フ レ好ム トレ 學也 已矣 

いまだ 學 びざる 事を學 び、 すでに 學び たる 事 を 熟す、 六藝の 上に 就て いへ り。 寸陰 を惜 み、 义武 にいと まなき 時 は 

モウ リヨ 

惡念妄 慮き ざす ことなし 

子 laif 曰。 傅 ク學デ 而篤ク 志シ。 切-問 テ而 近ク思 7。 仁 在 「一 其ノ中 -一 ー矣 

人に は 常の 師 なしと いへ り。 問 こと を 好み、 ひろく 益 をと る を 博 學と云 也。 今の 博 學と云 者、 いにしへ はなし P 

詩 書 易 等の 外の 書 はな かりし 也。 六 を 文と い へり。 解 集註に みえたり 

子复ノ 曰。 百ェハ 居- i 肆- ー以チ 成 「一 其ノ事 To 君子 ハ學デ 以ーァ 致 ース| 其，' 道 T 

解 集註に みえたり 

子夏ノ 曰。 小人 ノ之 過チ ハ也必 一へ 文ル  •  ， 

解 集註に みえたり  . 

子复ノ 曰。 君子 _ "有 n 三 ノ變？ 望メ、 I 之.^ 儼 然？。 即" 1 之-也 溫 ナ"。 聽<:^ 其ノ言 T 也厲シ 

論語 小 解 (子 張 第 十九)  二 五 1 


ム o 


二 五 二 

，山 仝 集 ^四册 

集舊れ り。 善理 明かに して 欺べ からす、 おかすべからず。 故 に厲 し 

$ 君子 if  ヲ。 m 信 f 則以テ 爲レ厲 J 己-也。 1.4 後諫 

未 t 信？ レ則以 _7 爲レ 謗" い 己？ 矣 

ザ レ-パ 

解 集註に 見えたり 

. 3 1>la、M、  ^Kiu90  ハ：！ q\ スル乇 |S> ナリ. ffi 

子 s.^ 曰 大德， 不 レ^ー パ複 ノ 1 i 

解 集註に みえたり  ノロ 

i 曰。 子再之 門人 小 子。 當 S 掃秦 進退 i 可 i。  0441^^.0^ 

MJ!^  E  rrj  -べ p.  ^    .4H> レヲ 力. siil 了ノ t3w?o 


スル？ .o 


-H,  ptw  1 X ョ  ノノ：  、！/マノニプ、 

子 憂 ケ リ乏ヲ 曰。. f 游 1 矣。 君子 ノ之道 孰レヲ 4 一 傅へ 焉。 孰 レヲカ 後-一 倦 -焉 


之 何 一:  一. TJHP レ： t  PI;   レ： 1 、；^^^^/ ハ 0  t 、レ ま 

XL も 、つ fr ュテ. - タル處 。 子ノ之 道ハ。 焉 t ゾ可 S フ也。 有 4r 有 一 卒-者 其 W 

譬 ーフ1 諸レヲ 草木 區 . ^另 1 岁 0^ ュ さに 

入 乎 

解 集註に みえたり 

子官 r 曰。 仕テ而 優ナル オハ 則 學"。 學ー 7 而優ナ ル寸則 仕 7  • 

集註 備 はれり 

二 五 二 


子游ノ 曰。 喪ハ致 つ 乎哀 1 而止ム  - 

揚 氏の 說是に 近し  f 

子游ノ 曰。 吾 力 友 張 也。 爲， 難 J 能シ 也。 然レ ^ 而未" レ 仁.^， 

解 集註に みえたり  , 

カナ 

曾子ノ 曰。 堂堂 タル 乎 張 也。 難 M ハー 一 並デ爲 t レ 仁ヲ矣 

解藥 註に みえたり . 

會子ノ 曰。 吾レ聞 r 「諸 夫子 r 人 未， t 有， i 自致ス 者 1 也。 必.^ 也親ノ 喪" 乎 

解錢 註に みえたり 

曾 子】。 吾レ聞 ひリ 諸 夫子 r 孟莊 子が 之 孝 也。 其 ノ他ハ 可 シレ能 クス 也。 其. ^不二 改 H 父ノ N! 臣ト與 M 

父ノ之 政？ 是 レ雞、 i シ也 

子不德 なれば、 父の 德政 にっきが たし、 不明 なれば 父の 用 ひたる 好 人才 德を用 ひがたし。 しかるに 其 政 を 用 ひ、 共臣 

を 使 ふ XJ とよの つねの 慈 孝の みならす。 莊子 賢に して 人 を 知の ^あり。 是 人の 及びが たき 處 なり。 . 其 他の 孝行 は、 

生 付 慈愛 篤赏 なる 者 は 及 ベ き 者 也 

譫： ゆ i 小 解 (子 張 第 十九)  二 五三 


着 ，24.: 藥 第四册  二 五 四， 

孟氏 使；^ ニ陽虜 ー爲£ 士師が 問 一 M 曾 子？。 曾 子 ノ曰。 上 失 一一 S つ 道 T 民 散ズル 「久. ン矣。 如. ン得 1 つ 

ム 

情)。 則 哀矜" 而 勿-喜く 

ゥ クタへ  ぉス  ワガチ 

士師は 今の所 司 代 町奉行の ごとし。 訟 をす る 者、 非を理 にい ひ 掠めん とす。 其 情 寬 を 察し 得る とも、 我 知の 明 を 

悅 ぶべ からす。 世の 敎 なきが いたす 處を 知べ し。 又！： 法 を 侵し 罪に 陷 者 ありと もに くむべ からす。 世に 道な くし 

て 不知の いたす 處を あはれ むべ し。 彼が 罪に あらす、 上より なさし むる 處を しれば なり 

子貢ノ 曰。 紂 SNT 不善。 不 M 如 t 是ノ 之甚 1 ハ也。 是 ヲ以テ 君子 ハ惡 下流！。 天下 ノ之惡 皆 

シ， \ ァザナ ジゥ ヲクリ  ラク リナ  ソコナ  ？ 

紂王名 は 辛、 字に 受、 謚号 を紂と 云。 謚 の 法、 義を殘 ひ 善 を 損する を紂と 云と いへ り。 紂惡 人の 下流に 居れり 0 

故に 紂 がせざる 惡名 も、 紂に歸 す。 川 澤に居 V- 衆 水 これに 歸す るが ごとし。 善 類 も 又し かり。 多賀 璺後ノ 守、 板 倉 伊 

賀， 守、 よく 訟を こと はりし かば、 古書に ある こと を も 兩.. < に歸 していへ り。 むかし {4! 海 もろこしより 仙術の 奇特 

を傳受 してな し k かば、 i4i 海が 不レ W 知 奇特 を も 皆 {4! 海と いへ るが ごとし。 いまだ 此 たぐ ひ 多し。 是人は 其 身 を 不善 

の 地に 置べ からざる こと を戒 む。 子 貢の 格言 也 

子貢ノ 曰。 君子 ノ之 過テ？ 也。 如； - 日月 ノ之食 ー焉。 過？ ハ也人 皆 見， 之も更 カズ 也 人^ 仰、 ヅヱヲ 

二 五 HI 


二 五 五 

大 全備 はれり  . 

衛人ム 孫 朝 問 r 一 於 子 貢？ 曰。 仲尼焉 クン カ學 ビタル。 子 貢， 曰。 文武 ノ之道 未， レ墜ニ 於 地 ち 在 ^ 人， -0 

賢者 ハ難 其ノ 大ナル 者つ。 不， 賢考 識，一 其 ノ小キ ナル者 一。 莫禾云 文武. 之 道 i,。 夫子 焉：， 

不 J 學ビ。 而 V 亦 何ノ常 ノ師？ 力 之 レ有ラ A  . 

天地 は 陰陽 也、 人ぎ 秦也。 其 犬なる 者 は 文武の 德 なり、 其 小なる 者 は 文武の 藝也。 或は 德 あり、 a 

天下の 人 あらま 云き なし。 故 £ 人は大 知， C て、 問， J き 好ず。 己れ をす て 丈に したが ふ 55 すと い 

ふこと なき 也。 賢者 は 有 德の人 を 指、 不 賢者 は 常人 を さす。 -;^ の 人に あらす といへ り 

叔 孫武叔 語ー关 夫-お 朝？。 曰。 子 貢 賢^ 於 仲 尼 r 。子 服 景伯以 テ吿字 貢 f。 子 貢 曰。 i 之， 

宮牆 r 賜 £ 牆ハ 也及バ 肩- -。 窺 寬室家 i 好 1 夫子 ノ之 牆ハ數 m ナ.。 ま \ ま 其ノ門 一而 入ラ。 

不レ見 n 宗廟， 之 美 百官 ノ之富 T。 得 繁ノ門 一 者，。 或ハ 寡ン矣 Q 夫子 ノ之 云ケ ル「。 不， 亦 宜ナラ 乎 

本文に てよ く 聞え た 

叔孫武 叔毁， 1 仲 尼 r 子 貢 ノ曰。 無， 1 以テ爲 ，「也。 仲 尼 ハ不， 可 ^ 毁っ 也。 他人/に 賢者， 丘陵 ナリ 

也。 猶ま 踰へッ 也。 仲 尼 ハ曰月 也。 無 霧 テ而踰 「焉。 人雖 i ト i 絶つ。 其レ何 i 於 日 

論語 小 解 (子 張 第 十九)  、  、 

二 五 


二 五六 

，山 仝 集 ^12:四烟 


月 一 乎。 多 見； vl^ っ不 3 知 ラレ *r 也 


1 

 i  ""り 


解 集註 大全に 見えた 

陳子禽 f 子 貢 一-曰。 子 爲慕ヲ 也。 仲 尼 豈-ま V 於 子 一 乎。 子 貢， 曰。 君子 ^ 一  言 以チ爲 レタ 

一 言 以テ爲 二 不知 一。 チ可禾 き 德シマ 也。 夫子， 之 不ルぃ H 及ブ 也。, 天 ノ之不 sst 而 

升お 

解 集註 大全に みえたり 

夫 チ 之 f 一邦 S 考ハ。 所謂 ル 立ッレ、1 之ヲ斯 ーー立チ。 道ケ、 I 斯 一一 行キ。 緩 ズレ、 考斯 一一 來リ。 動セ、 I 

斯-ー 和 5 其ノ生 ケル寸 ハ也榮 トシ。 其 ノ死ス ル寸ハ 也 哀ム。 如 之 何 ゾ其レ 可 及ブ也 

集註 備 はれり 


堯曰 第二 十 

堯ノ i。 ギ r 舜。 天ノ Z 曆數在 i ノ妈 r 允-執 1 つ 中 T。 四海 困窮 i 天 # 氷ク絕 


二 五六 


二  w 七 

帝王 天下 を 相！! の 次第、 四時の 先 後の ごとし。 堯の 次に は、 舜 天下 を 有の 天命 あり。 堯の私 愛 を 以て 與給 ふに あら 

す、 舜 私心 を 以て |<ケ 給 ふに あらす、 辞せざる 處 なり。 帝王の 心 法、 其 ノ耍執 中に あり。 中庸に 未發の 中、 天下の 大本と 

n ト  シゥ  トル 

い へる は 道 鉢 を さしてい へり。 上天の 載 は無聲 無臭 不レ 可レ 執。 故に 執 中の 中 は 時 中 也。 未發の 中立 天下の 大本 存す 

る こと は 其 前に あり。 聖賢の 上に はいふに 及ばす。 こ、 に は 人事 天地の 造化 を 助く るの 大要 をのた まへ り。 其 時に 

なさす して 叶 はざる 事 をな す は、 天理の 當然 にして 時 中 也。 時 中に も 大小 あり。 一人の 身の 進退に も 時 中 あり、 國 

卜ヅ 

郡の 政に も 時 中 あり。 天下の 政道 は 時 中の 大 なる 者 なれ ども、 其 中に も 又 大小 あり。 大小と もに 日々 に 中 を 執て た 

が はざる 時 は、 月々 年々 に 治 至りて 世 聞 無事 也。 無事なる 時 は、 五穀ます く豐 熟し、 衣食 足て 禮樂 おこる。 いよ 

く有餘 なる 時 は 人お こたり 奢る。 故に 鬼神に 事 ふる 鱧備 はれり。 是を孝 を 鬼神に 致す とい へり。 上お 物不 1 備 ハル 

時 は、 二 器以- マ祭ル とい へり。 皆， 時 中 也。 人道 あやまらす とい へど も、 年の 豐凶水 早 蓮氣 のいた す こと あり。 故に 豐 

タス  サイ セィ  ノブ  ノべ 

熟の 物 をのべ て 凶年に 足 こと あり。 天生 じ 地 育す、 人 是を裁 制する の 道 也。 延 るに も延 やう あり。 本 才の者 是を知 

べし。 如レ此 なれば 四海 困窮せ す。 君の 安富 尊榮 なる は、 人民 を 以て 也。 民の 字 を 御た からと よませたり。 故に 天 

の視聽 する こと、 我 民に よりて 視聽 すと 5 へり。 四海 困窮す る 時 は、 天 祿永ク 絶る ゆ へん 也。 天祿は 天の 人君に 予 

る 富貴 也 

舜亦以 テ命ズ レ禹" 一 

力， \n ホウ ポク  ， ミ 

舜の執 中の 心 法 を 廣め用 ひ 給 處の耍 は、 問； J と を 好む の大知 也。 堯の執 中の しるし は、 諫鼓謗 木に 見えたり。 天 1^ 

論語 小 解 (堯曰 第二 十 〕  二 五 七 
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の 永く 終る 處は言 路を絕 にあり。 禹の禹 たる 所 は、 二 帝に^で 無事 を 行ひ耠 ふな や。 或 人 問、 十六 字の 心 法 はいか 

.  ,  キサ， 一  アヤ ゥ A 

云、 人心 は形氣 ありて よりこの かたの 心 也。 氣散じ 形 死す る 時は此 心なし。 危 とのた まふ 者 は 形氣の 心に は 

欲 あり。 欲 ありて 主な き 時 は 流れ 易し。 形 氣の主 は 道心 也。 道心 は神靈 微妙に して 存じが たく、 失 ひ 易し 0 存じが 

たき 者 を 存じ、 失 ひやす き 者 を 失 はす。 是を心 法と 云。 惟レ 精惟レ 一 其/心 法 也。 形 氣に七 情 あり。 喜 怒 哀惧愛 惡欲。 

七 情と もに 欲 を 根と す。 飲食 衣服 も 欲 也。 男女の 情 も 欲 也。 欲 は 形に 付て 實也。 故に 存じ 易く 發 しゃすし。 道心 を 

そ^Jなひ易し。 禮 儀に 隨て欲 を 遂るを 生樂と 云、 人情の 常 也。 道心の 眞樂に は あら ざれ ども、 道心 を 害せす。 若禮 

, 儀に 不レ隨 して 欲 をと ぐる 時 は、 甚だ 道心 を 害し、 人情の 正 を 失て 惡 となる 者 也。 生樂も 叉隨て 亡ぶ。 情欲 禮 儀の 

本末 得失 苦樂 をよ く辨 へて、 思 終始 學を 常と する を惟レ 精と 云 也。 惟レ 一 は 純一 無雜、 天理に 專 也。 德性を 尊ぶ の 

工夫 也。 惟 レ精は 問 學に道 也。 問、 如レ此 高大 精 微の心 法なる に 執 中 は 時 中 也と はいか 云、 如此 なら ざれば、 全 

く時に中する ^Jとぁたはす。 故に 未發の 中を存 する は、 時 中の 前に ありと いひし 也 

曰。 予小子 履。 敢テ用 M 么牡 T。 敢テ昭 -ー吿 ース 一子 皇 皇后 帝？。 有ラ 1 罪 不二 敢テ赦 r 帝ノ臣 ヲ、、 ハ不 レ蔽。 

. 簡ブ 1 在 r ー帝ノ 心-;。 1 ゲ 躬有ラ 1 罪。 無 i 以 テス ルぃ萬 方ヲ。 萬 方有ラ 1 罪。 罪 在 r つ 朕が 躬ー 

解 集中 大全に 見えたり  , 

周-一有 ri 大ナ" 齊マ。 善人 是レ 富. J 

  ,  二 五八 


ニ充九 

紂が 天下の 財 を 私して、 積 置た る 金銀 布帛 五穀の 類 を、 不レ 殘サ散 じて、 天下の 人に あたへ 給 ふとき、 善人 を えらび 

て 富し め 給へ り。 善人 は 仁人な り。 善 名 ありと いへ ども、 仁愛 厚から ざる は眞の 善人に あらす。 仁者 は 財 を 得て 己 

れが 有と せす、 人に 施す こと を樂 めり。 上より 財 を 散 じて、 あまねく 救 ふこと は あた はざる 勢 あり。 分の 立た る 

者 は 各 別な り。 貧乏 をす く ふば， かりにて は、 それに 類せ る 者 あり。 我に も 給 はるべき 事と いへば、 習 あしくなる 者 

なり。 其 上さ やうに は 上の 財 ゆきわたらす。 無告の 民 をす くひて、 餘財 をば 仁 善の 人に 多く あたへ 置て よし。 是に 

て vr 

二の 善 あり。 仁者 を 賞して、 人 を 仁に す、 むる 益 一 つ。 仁者の 私に すく ひ 施す こと は 我に も 給 はるべき 乙と  >- いふ 

者な し、 よき 程に あまねく 行わた る 益 二つな り。 善人の 富る は 上の すく ひの 及びが たき 者 をす く はしむ る 道 也。 無 

* 道の 時 は、 仁者 は 貧乏に て、 すく ふこと あた はす。 小人 は 何程 富ても、 私欲の 用に のみ 用 ひて、 貧乏の 者の 用に は 

不 f 立 者 也。 小人 は 心 くらき 故に、 佛事 といへば 大分 金銀 を 出して、 いと 不作法の 仏者 をた すけます やうなる 事 

也。 靑延 の左衞 門が いへ る ごとし 

雖レ有 n ト周 親.？ 不レ 如， 一仁 人 一ハ。 百姓 有ラ、 I 過 在， 1 予レ 一 人-一一 

解 集註 大全に みえたり。 商の 代 六 百年 なれば、 天下 過半 は 親族 外戚の 諸侯 也。 他姓と， S へど も 代々 の 普 代の 臣 也。 

武王は 周 一圃の 諸 4^ 也。 何 を 以て か 商に 勝 こと を 得む や。 ただ 商紂 不仁に して 天命 はなれ、 周窒は 仁に して 天命 を 

受 たり。 是 天命の 歸 する 所 は 天下 あまね き 親と いへ ども 仁人に 勝 こと あた はす。 誠 ナル哉 仁者に 敵な き 事。 百姓の 過 

罪 は 上の 敎 たらざる 故 也。 己れ を 責て下 をと がむ る 事な し。 是 仁人の 心 也 

論語 小 解 (堯曰 第二 十)  二 五 九 ， 
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謹；、 ー權量 T。 審ぅ 法度 T。 修；？ 廢.^ ル官 T。 四方 ノ之政 行 ハル 焉 

ケ， ン セゥ スィ  ハカ  匕 トシ  シル  ハ カリ  シュ キント， ーセキ  ク、. t-tr 

權は ^ カリ Jg。 物を稱 りて 平く 施し、 輕重を 知 もの 也。 今 是を稱 といへ り。 輕 重は銖 兩斤韵 石を始 とす。 本 旯鍾の 

重さに 起れ り。 黃鍾は 十一 一律の 長 也。 十一月 一 陽 来復に 起れ り。 是を黄 鍾の宫 と 云。 一呂の 竹に 黍 千 一 1 百 を i かノ 重さ 

ゾュ  キビ 

十二 銖。 二十 四 銑を兩 とす。 十六 兩を 斤と す 。三十 斤 を 釣と す。 四鈞を 石と す。 量 は龠合 升斗斜 也。 多少 を ■ 者 也、 

本 ト黄鍾 の龠に 起れ り。 黍の 中なる 者、 千 有 二百 を實 一一 其ぶ rl-0 十 愈ヲ爲 v4 ロト、 十 合 ヲ爲レ 升ト、 十 升 ラ爲レ 斗ト、 十 斗ヲ爲 

レ斛。 度 は 分 寸尺丈 引 也。 長短 を 知ル者 也、 本 ト黄鍾 の 長に 起れ り。 黍， 中ナ ル者ノ 一 黍ノ之 廣ず爲 1^T。 十分 ヲ爲レ 寸ト。 

十 寸爲レ 尺ト。 十 尺 ヲ爲レ 丈。 十 丈ヲ爲 レ引ト 0 此ユ不 =ーー11^ 度ヲ 者ハ。 從 テ可レ 知"^ 矣。 法度 は禮樂 式法 也。 古人の 法度 は禮に 

近し。 後世の 禮式は 法度に 近し。 法度に は 刑罸從 へり。 故に 法度 多ければ、 下 くるしめり。 禮 式に は刑罸 したが は 

す、 鱧 を しらす 式に たがへば-恥 とする のみ。 故に 恥る こと ありて 格れ り。 法度 は數 すくなく 易簡 なる を 善 法と す 0 

式 はく はしければ 無事にして、 下 安し。 是を 藩に するとい へり。 いにしへの 宫 すたれて、 風俗う すく、 善政 不け行 ハレ 

こと あり。 國 師の官 すたれて、 人君の 万吉亡 、び、 終に 怫者 にあ づけて 人君 則 をと る 所な くして 治 道 明らかなら す。 

學 校の 官 すたれて、 人君 人情 事變 を不レ 知ラ。 上下の 間遠く 成て 久しから ざる 類 也。 もし 上古の 國 師の官 起り、 學校 

の 政 明らかな らば、 人君 則 をと る 所 あり。 人情 事變に 通じて、 四方の 政 行 はるべし 

興つ 滅： 國^ 繼？^ 絕 タル 世 T。 擧， V "逸民 T。 天下 ノ之 民歸で 心ヲ焉 

民の 功德 ある 人の子 孫お とろへ て、 國を失 ひたる を 封 じて 祭 をお こさし め、 子孫な き は 、、其 同姓 を たづね て 祭 を 奉 


二 六 I 

ぜ しむ。 德 ありて かくれた る 者を擧 用る 時は國 ゆたか 也。 是皆 天下の 人心の 歸 する 所 也 

所 i 重ンズ 民-一食 喪祭 

食 喪祭 を 三 事と 云。 五 敎三事 は 人倫に ぉゐて 重き 所 也。 食 足て 後敎 ふべ し、 政 行 はるべし。 晨炊 食せ ざれば 人事つ 

4> 力 デ 

とめられす、 夕 炊 食せ ざれば、 燈を 取て 暴に つぐこと あた はざる が 如し、〕 食 ゆたかに して 後、 fj 樂 起るべし。 士民 

ともに 食 ゆたかなる； J と 政の 本 也。 食 をい ふ 時 は、 衣 も 其 中に あり。 衣食の 政 は 孟子に 詳也。 猶又 後世 は 其 時に よ 

りて 變 あるべし  - 

寬ナル 寸ハ則 得， 衆 S 信 ナ さ ハ則民 任 ジ焉。 敏ナル J 則 有 I 功。 公 ハ 則說ブ 

アル  カク 

寬信は 心の 体 也。 敏公は 心の 用 也。 此四德 を かねた る 者 は 心 也。 有と き は 共に あり。 欠る 處 ある は 本心の ふさがり 

たる 者な り 

子 張 問； ァー於 孔子 一一 曰。 何如ナ ルカ 斯レ 可；^ 以テ 從フ政 二矣。 子ノ 曰。 尊 1 美 T。 屛 四 惡ー。 斯 レ可シ 

5 以 5 レ從け 政 -一 矣。 子 張 曰。 何ヲカ 謂， フー 五美 r 子ノ 曰。 君子 ハ惠 i 而不レ 費へ。 勞ス レモ 而不， 怨ミ。 

欲スレ a 而不， 貪ラ。 泰 而不， 驕ラ。 威 ァレ" モ 而不， 猛 カラ。 子張ノ 曰。 何 ヲカ謂 fsr" 而不ブ 費。 

子ノ il。 因 r 一民 ノ之 所？ レ利 スル而 利スレ 之； b 斯レ 不二 亦々 惠. ie 不 r ァ ラレ 費へ 乎。 擇 げ可キ W 勞ス而 勞ぃ之 も 

論 IS 小 解 (堯曰 第二 十)  一二へ 一 
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又 誰 ヲカ怨 ミン。 欲 メレ 仁ヲ 而得タ ヲ。 又 焉ンゾ 貪 ラン。 君子 ハ 無つ  1 衆寡 一 無 づ小大 r 無；) 敢テ慢 、？ル「。 斯レ 

不一 一 亦 タ泰ナ レ.^ 而不レ ユ驕ラ 乎。 君子 ハ正 M つ 衣冠 T 尊 一 1. 其 ノ瞻視 To 儼然 タリ。 人望 デ而畏 ルレ 之ヲ。 

斯レ 不二 亦 威 アレ^ 不 f§? 乎 

本經 にて よく 聞え たり 

子張ノ 曰。 何 ヲカ謂 - J 四惡 子ノ 曰。 不 メレ 敎へ而 殺ス。 謂， J 之ヲ 虐^ 不 メレ 戒 メ視レ W 成 ルヲ。 謂 一 ヲ暴 t。 

a  J レ令ヲ 致スレ 期ち 謂 一 1 之ヲ賊 r 滴 一一 之與 つ、 ^ 人-一也。 出シ納 ル、. . 之 吝 ナル。 謂 r! 之ヲ 有司 一 

キ 

解 集註に みえたり 

子ノ 曰。 不レ、 I 知 ズ叩ヲ 無； 爲 f 「君子.；. 也。 不レ、 お _§ヲ 無二 以 也。 不レ、 拓_ 誉ヲ 無- 1 以テ知 r 

命 を 知、 禮に 立、 知 ゆ 人 テの三 は 君子の 重き 所 也。 命 を 知と き は 心 まど はす。 禮を 知と き は 人倫 明か 也。 人 を 知と き 

は國 天下 治り 易し。 心 明らかに、 人倫 正しく、 國 天下 治平せば、 君子に あらす して 何ぞゃ ， 
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A 卦之園 


太 昊伏羲 卦を畫 し 給 は 何の 心ぞ や。 人 は 万物の 靈也。 誠 は 天の 道 也。 これ を 誠にす る は 人の 道 也。 故に 身に， 誠 あら ざ 

れば靈 たるに あらす。 身に 誠 ある 事 は 善に 明らかなら ざれば 身に 誠 あらす。 善に 明かなる Ri は敎 ざれば 明なら す。 故に 

大學の 道 は 明德を 明に する にあり といへ る も、 是伏羲 氏の 卦を畫 し 給より より 来れり。 夫大 荒の， は 天地 を 父母と せ 

しこと 近して、 人に 惑なければ 惡 なし。 この 故に 不 慈の 父な く、 不孝の 子な し。 不仁の 君な く、 不忠の 臣 なし。 故に 伏 

羲 以前の 聖人 は 敎と思 ふ 心なし。 賢愚 わかた ざれば 聖人の 名も傳 はらす。 伏羲 時分に は 人の 賢愚 漸 あら はれて 惑の き 

ざし あり。 惑 ある 時 は 不忠 不孝の 惡も 出来べき 勢な れぱ敎 ざる 事 あた はす。 老子の 大道す たれて 仁義の. 名 ありと いへ 

る は 言 過 高な りと い へど もより 所 あり。 敎は 聖人の 好て なし 給に あらす、 不得已 ば 也。 其 上 天地開闢より 數万歲 をへ 

て漸々 人 多生 すれば、 物 を 開キ務 をな さざる 事 あた はす。 故に 伏羲氏 自然の 理 によりて、 天地万物の 象 を 見 給へば、 

大極兩 儀 を 生じ、 兩儀四 象 を 生じ、 四 象 八卦 を 生す る 象 明察 也。 こ. 1 に をいて IS を 作て 陰陽の 象と して 卦を畫 し 給へ 

P 

八卦. hi  1 
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大極は 理の原 也。 天の 天た る 所 也。 理は 寂然 不動 也。 物の 不動の ごとくに は あらす。 無欲なる が 故に 靜也。 理 また 至 

動 也。 物の 動の ごとくに は あらす。 神なる が 故に 感じて 通す。 動 中に 靜 あり、 靜 中に 動 あり。 至誠に して 息 ことなし。 

造化の 大本 也。 故に 大極兩 儀 を 生す とい へり。 兩儀は 陰陽 也。 大極 動て 陽 を 生じ、 靜 にして 陰 を 生す とい へ る是 也。 

雨 儀 四 象 を 生じ、 四 象 八卦 を 生す ，作意 あるに あらす、 皆 自然の 理 也。 たと へば 草木の 美 種の 土中に 有は大 極の 象 也。 

二葉に 生す るは兩 儀の 象 也。 二葉の 本 幹と なりて、 枝葉 を 生す る は 四 象の 象 也。 其 枝 叉 枝葉 を 成 は 八卦の 象 也。 是も聖 

ハ シメテ ワカ レテ  ハカ タキ ナ クシ テ  ： ハカ タキ ，リテ < ^け  • ： :1 ) r 

人の 物に 取 給 ふ 一 事なる べし。 原 象-云 s 太 一 肇. 判 陰 降" 陽升ル 0 陽 一 以テ 施シ。 陰兩而 承。 これ 畫 前の 易 也。 

太 一 は大極 也。 其 未 分 を 以て 太 一 と. S ひ、 其 極 至 を 以て 大 極と 云。 陽實 なるとき は 能 施し、 陰虛 なるとき は 能 承。 故に 

乾に は 雲 行キ兩 施德施 普と いひ、， 坤には 順て 天に 承て 時に 行と い へり 

或 問、 何 を 以て か 陽 を 一とし 陰 を S とする や  • 

云、 天地 は 形の 陰陽 也。 天 は 一 にして、 わかれ はなれた る 所な し。 地 は 日本 朝鮮な ど \ 海 をへ だて & はなれたり。 日本 

の 中 にても、 四國 九州 はは なれたり。 天の 形は圓 也。 圓 なる 物 はわたり 一にして か >J み 三 也。 故に 陽の 生數を 一三と 

す 。地の 形 は 方 也。 方なる 物 はわたり 一にして か； J み 四 也。 ニニ 相 待す。 故に 陰の 生 數をニ 四と する 也。 一は 赏也。 

故によ く充、 地中に 至る まで 天氣 のみたざる 處 なし。 ！は虛 也。 故によ く天氣 をう けて 物 を 生す , 
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天地 位 を 定め、 山 澤氣を 通じ、 雷 風 相 薄り、 水火 不相 射、 是 天地 自然の 位 也。 先天の 舉也。 南 は 天の 陽に して 髙し、 

北 は 天の 陰に して 卑し。 陽 上りて、 陰 下る は、 尊卑の 位 也。 乾坤 上下の 位 を定る 也。 山 澤氣を 通す る もの は、 西北 は 地 

の 陽に して 高し。 東南 は 地の 陰に して 卑し。 山 澤氣を 通じ、 神化 を 以て、 川 流出 水 は、 高に 生じて 卑に 付て 流る。 故 

に 東南に 行 を 順 流と す。 雷 風 相 薄る 者 は、 震 は 一陽 北東に 生じ、 巽 は 一 陰 南西に 生す。 長男 長女に て、 陽 木陰 木 なれ 

ば、 同氣相 求て、 造化 を 成 也。 水火 不相射 者ハ、 道なら び 行 はれて 不相 害、 日 は 東に 生す。 離 は中虚 にて 明の 象 也。 故 

に 離 東に 在。 月 は 西に 生す。 坎 は中實 にて 水の 象 也。 故に 坎 西に 在。 日 は 火氣の 精神 也。 月 は水氣 の精祌 也。 月 は 光 

なし、 日の 光 を 得て 光と す。 神靈に 至て は せす して 生す。 是又不 相 射の 義也。 日月 は 精 也、 水火 は糟粕 也。 人 日月 

を 上に いた 5- き、 水火 を 下に 用 ゆ。 日月 水火に あら ざれば 一日 も 生す、 万物 一物 も 生せ す。 坎離は 造化の 大用 也。 故 

に 東西に 位す。 太是 伏羲の 八卦 は 乾坤の み 成 所の 位に して、 六 子 は 生す る 所に あり。 故に 先天の 學と云 也。 乾坤の み 

成 所の 位なる 事 は、 大君と 后と は德 ありて 後、 即給位 なれば なり 

セゥ カク 

或 問、 後天に 在て、 乾 を 陽の 金と いへ る は何ぞ や。 云、 乾の 至 剛至楗 なる は剛 金の 性 也。 金に 從革 をい へり。 剛 にし 

てよ く改 る。 先天の 時 南に 位すと いへ ども、 將に變 ぜんとして 定位な し。 天 時の 無窮 也。 故に 天に 應す といへ り 
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是 乾の ー卦 八卦と 成た る 也。 一 卦に各 八卦 を かさぬ る 事 皆 同じ。 太 皞伏羲 氏、 先天の 八卦 そ 成 給 ひて、 天地人 一二 才の 

£ 晡れ りと いへ ども、 いまだ 物 を 開キ、 務を なすの 象 あら はれす。 故に 八卦の 上に 八卦 を 重ね、 六十 四卦と 成て、 天 

地 万物の 理、 神明 不測の 變盡 さすと 云 事な し 

或 問、 六十 四卦の 上に また 一 奇 一 偶 を 重て 卦を 成理 あらん 歟。 云、 理 にあら す、 乾 六螯、 坤六螯 にして、 四時 十二月 

に 配す。 冬 春 は 陽 也。 乾より 生す。 夏 秋 は 陰 也。 坤 より 生す。 仲冬 十一月より 初夏 四月まで は 乾の 六畫 也。 仲夏 五月 

より 初冬 十月まで は坤 の六畫 也。 此 外に 年の 陰陽 十二月 あるべ からす。 古今の 時處 位、 万事 万物の 變、 爲窮 なりと い 

へど も、 六十 四卦、 三百 八十 四爻、 神明 不測な れぱ、 其 變に應 じて 叉 無窮 也。 もる、 事な く、 備 はらす と 云 事な し。 

何 を か 外に もとめん や 

或 問、 年の 十二月 を 乾坤の 十二 ス乂 也と いへ る は何ぞ や。 云、 十一月 冬至に 一陽 下に 生す。 乾の 初 九 来て、 坤の初 六 を 

變 じて 復と 成、 天地の 長男 也 。十一月の 卦也。 十二月に 二 陽 生す、 乾の ニ爻、 坤のニ X 乂を變 じて 臨と なる。 十二月の 

卦也。 正月に 三 陽 生す。 乾の 三 爻を變 じて 泰 となる。 天氣 くだり、 地氣 のぼり、 交泰 して 春 をな す。 正月の 卦也。 二 

月に 四 陽 生す。 乾の 四 交、 坤 の四ス 乂を變 じて 大壯と 成、 二月の 卦也。 三月に 五 陽 生す。 乾の 五 交、 坤の五 爻を變 じて 

夬 となる、 三月の 卦也。 四月 は 純 陽 也。 乾の 卦也。 復 より 乾に 至までの 三十 ニ卦、 初 K 乂皆陽 也。 乾 道 は 男 を 成と いへ 

る 者 也。 五月 夏至に 一 陰 下に 生す。 坤の初 六、 乾の 初 九に 交て 妮と 成。 天地の 長女 也。 五月の 卦也。 六月に 二 陰 生す。 

坤のニ K 乂、 乾の 二 K 乂を 消して 遯 となる。 六月の 卦也。 七月に 三 陰 生す、 坤の 三爻、 乾の 三爻を 消して 否と 成、 七月の 
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卦也。 八月に 四 陰 生す。 坤の 四爻、 乾の 四爻を 消して 觀 となる。 八月の 卦也。 九月に 五 陰 生す、 坤の 五爻、 乾の 五爻 

を 消して 剝と 成、 九月の 卦也。 十月 は 純 陰 也。 坤の卦 也。 妮 より 坤に 至までの 三十 ニ卦、 初 爻皆陰 也。 坤道は 女 を 成 

といへ る 者 也。 十 一 月に また 一陽 生じて 復 となる。 天 蓮 循環 ゆきて か へらす と 云 事な し。 しかれ 共、 去年の 春の 來り 

かへ るに あらす。 今年の 春 はまた 新に 生す る 春 也。 十二 律の 八に して、 子 を 生す る も 同じ 理也。 黄 鐘 林 鐘 を 生じ、 

タイ ゾゥ  ナ， ノリ ョ  n セン  ャゥ  ズ ィヒ， \ 

林 鐘 太簇を 生じ、 太 簇南呂 を 生じ、 南 呂姑洗 を 生じ、 姑 洗 應鐘を 生じ、 應鐘 藉賓を 生じ、 SJ 賓大呂 を 生じ、 大呂夷 則 


ブ ェキ 


を 生じ、 夷 則 夾鐘を 生じ、 夾鐘無 射 を 生じ、 無 射 仲呂を 生じ、 仲呂 より 黄 鐘に 歸て、 音す こし 合せす。 律 竹 を 調る 者、 

作意 を 加へ て 合する は、 理を 不知 あやまり 也。 天地の 理 同じ。 物の めぐりて かへ ると 云 事 はなし。 故に 樂昔も 黄 鐘の 

宫に發 りたる 音の、 叉 黄 鐘に かへ る理 はなき 也 
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戎問、 伏羲 氏河圖 によりて 卦を畫 し 給と いへ り。 龍馬 〔頭書。 馬 八 尺 以上 ヲ龍ト 云〕 11 を貭て 河に， 出た る は、 天の 伏 義氏を 

敎 導き 給へ るか。 云、 しからす。 伏羲の 八卦 は 天地 自然の 位 也。 河 圖の數 は 造化の ェ用 也。 天と 聖人と たが ひに して 

同じから ざる 所 妙 也。 河圖 により 給に あらす。 所謂 天に 先 だち て、 天た が はざる 者 也。 伏義氏 天文 地理 万物の 象 をみ 

て、 先天の 卦 をな さんと 思 給と ころ、 天意に かなへ り。 故に 河圖を 出せり。 祥瑞 のみ 也。 堯舜の 代に 鳳凰の 出た ると 

おなじ 。河 圖を待 給に あらす。 万歳 後の 天瑞 なれ ども、 洛 書の 文 は、 先天の 卦に 合た る 所 あり。 文 王 後天の 八卦 は 河 

圖に 合た る 所 あり。 聖人 あはす るに 意 はな けれども、 自然の 理 により 給へば をの づ から 合 者 也。 先天に あら ざれば、 

後天の 用み るべ からす。 泰の卦 をみ て 知べ し. 

或 問、 河 出 圖、 洛出 書、 聖人 則 之と、 鬚 辞に もみえ たり。 河圖 により 給に あらす や。 云、 此 則の 字 興の 詩の 折節の 物 

に 興じて、 我お も ふ 事 をい へる がごと し。 河 圖に輿 ありて、 八卦 を畫し 給の み。 逐一に 合せ 給に あらす。 河圖も 八卦 

も理の 自然に 出 たれば、 後世の 人 取合 すれば 合せす と 云 事な し。 河圖 八卦の みならす、 聖人 は 常に 天を師 とし 給へ り。 

河 圖の數 は 用 也。 先天の 八卦 は 体 也。 末畫の 前に あり。 天道 聖人の 手 を かりて 易理を 卦爻の 象に あら はせ り 

或 問、 鴻 荒の 世、 天地の 間、 陰陽の 氣各象 ありと いへ ども、 いまだ 初より 數 あらす。 河圖の 出る に 至て、 五十 有 五の 

數、 奇偶 生成、 祭 然として 見べ し。 此其 深く 聖人の 獨 知を發 する 處也、 といかん。 云、 此蕤 まことに しかり。 聖人の 

易 を 作 給 こと、 初より 一端に あらざる 義を 云の み。 仰て 觀、 俯て 察し、 近く 取、 遠く 取と. S へ 共、 河圖は 天の なせる 

靈瑞 なれば、 取 給 ふ 中の み重キ 物なる べし。 近く 身に 取 をい は i -、 人の 精神の しまり は 百 食と 臍と 也。 上下に 在 は 乾坤 
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の 象 也。 兩 眼の 左右に 明なる は、 離 坎の象 也。 口 鼻の 通 は 山澤の 象、 兩 耳の 用 は 雷 風の 象 也。 人の 一身に も 八卦 備れ 

り。 すでに 其理 ひらけ、 其 文明 なれば、 後世の 人 取合て あはす と 云 事な し。 まづ 聖人の 心に 易理 ひらけて 後、 物に 取て 

決し 給べ し。 物に よりて 易 を 作し 給に あらす。 河 圖も其 中の 1 事 也。 天地の 間大極 陰陽の 妙に あらす と 云 事な し 。聖 

人默 して 契 こと 有べ し。 根 原 は 何にもより 給 はす、 天理の 自然より 畫し 出し 給 事、 横圖 をみ て 知べ し。 仰て 天文 を觀、 

俯て 地理 を 察し、 近く は 身に 取、 遠く は 物に 求る 事 は、 左右 天理の 源に あへ る 也。 唯 圖書は 數の祖 たり。 數は 一より 

十に 極と いへ 共、 十 は 用 をな さす。 故に 一 を 天に 歸 して、 九々 を 以て 用 をな せり。 事物の 數は 九々 にあら ざれば 達せ 

す。 心 法 政道 は 九々 なれ ぱ 不治。 故に 聖人 九の 1 を大 極に 歸 して、 八々 を 以て 心 法 を 立、 政道 を 成 給。 其 知 神明に し 

て、 其 ：3 曰 深し 

問、 何 を か 九々 を 用て、 心 法 政道 不治と 云 や 力 云、 九々 は 事物の 箅數に 用て しまりと す。 心 法 政道に 用る 時 は、 理づ 

めに 成て、 寬 仁なら す。 賞 はすくな く、 罸 多し。 世に これ を 理屈と いへ り。 上より 理づ めに せられて は、 無理と 云べ 

き やう はな けれ 共、 心に は 情なし と 思 ふ 者 也 。俗語に 石に て 手 を つめたる と 云 ごとく、 後に は 民 手足 を 置に 所な く 思 

ふ 者 也。 天地の 理は乘 除 也。 如此 にて ははら ひ 除く 變出來 る 者 也。 故に 理屈 は 長久の 道に あら ざれば、 聖人 一 を 太 極 

に歸 して、 八々 を 用て、 天地万物の 理を盡 し、 心 法 政道 を 成 給、 寬仁 にして 悠久 也。 天の 道に かなへ り 

或 問、 河 圖の數 は 偶 也。 偶なる 者は靜 也。 靜は動 を 以て 用 をな す、 洛 書の 數は奇 也。 奇なる 者 は 動く。 動 は靜を 以て 

用を爲 といへ る は何ぞ や。 云、 天道 人道 皆し かり。 秋 冬 は 陰 也。 偶 也、 故に 収斂して 靜也。 春 夏 は 陽 也。 奇也。 故に 
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發 散して 動く。 河圖は 陰靜を 体と し、 陽 動 を 用と す。 洛書は 陽 動 を 体と し、 陰靜を 用と す。 者 は必功 成て 後 靜也。 

大皡の 時 は 世 中 無事にして 靜也。 事 あらば 其 事 を 務め 給べ けれども、 無事なる ゆへ に、 卦を靈 し 給へ り。 卦 中の 象 は、 

多 は 動物の つとめな すべき 用な り。 大禹の 時 は 世 中 大難 あり。 動て やまざるの 至極 也。 禹 の聖德 によりて 大難 治り、 

功 成て 天下 靜 なり。 洛書 は禹の 治水の 功、 天意に 叶へ る その 瑞也。 九數 なる もの は、 九 河 を さぐり、 堤つ きて、 中 夏 

を 九州と なし 給へ る 事、 地理に よく 叶へ る其應 也。 天下 數 千歳、 禹の たま 物を受 く。 これより 後 万々 歳の 人、 禹の恩 

惠 にあ づ からすと 云 事な し  . 

問、 大禹洛 書に よりて、 洪範九 疇 を 作と いへ り。 しかるに 吾子 大禹の 九 河 を さぐりて、 中 夏 を 九州と し、 洪水 を 治 給 

ひし 功大に して、 万々 歳 其た まもの を受る 所、 天意に 叶て、 洛 書の 瑞 ありと いへ る は何ぞ や。 云、 中 夏の 事 を 以て 見 

るに、 洛 書に 九州の 象 あり。 大禹 九州 を^ ッ、 北は冀 州、 南 は 楊 州、 東は靑 州、 西 は 梁 州、 東北 は兗 州、 西北 は雍 州、 

東南 は徐 州、 西南 は 荊 州、 中 は豫州 也と いへ り。 大禹神 龜の文 を 負て、 背に 列す る 象數を 見て、 九 河 を さぐりて 九州 

をな すの あらまし、 いよく 決し 給へ るなる べし。 九 疇の 數も是 にかた どり 給べ し。 井 地の 法 もまた 此に 放へ るか。 井 

は 九 百 畝、 其 中 を 公田と し、 八 家 各 百 畝 を 私に して、 おなじく 公田 を 養と. S へ bN 
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或 問、 後天の 學は 先天 泰の卦 をみ て 知べ しとい へる は 何 ぞゃ。 云、 天氣 降り 地氣 升り、 交泰 して 春 をな す。 乾 西北に 

行た る は、 天氣の くだりた る 也。 坤 南西に 来たる は 地氣の 升り たる 也。 天地の 氣相 交る 時 は、 水火の 氣も 東西より 相 

交る。 乾 西北に 行と き は 離 か はりて 正南に 位す。 坤 南西に 來 とき は、 坎か はりて 正北に 住す。 水火 は 造化の 大 用な，. 

ばな り。 震 は 天地の 長男 なれば、.. 正東に 出て 天下の 春 を 知 。巽 は 風 木 也。 故に 東南に 來て春 を 成。 兌 は 陰 金 也。 故に 

西に 住す 0 畏は 小男 也。 長男の 舊 宅に 往て舂 を 助る 也 

問、 後天の 河圖に 合と いへ る は何ぞ や。 云、. 後天 は 坎離震 免の 交 を 主と す。 其 交り 變ぜ すして 定位 あり。 方に して 常 

あり。 故に 地に 應 やといへ り。 河 圖の數 は 偶 也。 偶なる 者 は 靜也。 靜を以 体と する は、 是叉 地に 應す。 玉 齊胡氏 云、 

後天 坎離を 以南 北の 正子 午の 中に 當る とき は、 各 水火の 一象に あたる。 離 地 二 天 七の 火に 當て、 南に 居坎天 一地 六の 

水に 當て、 北 木 Q 生 也。 天 IllQ 木に f 當る。 異は 木の 成 也、 地 八 Q 木に 東南に 當る。 f 金 Q 生 也。 地 四 

の 金に 西に 當る。 乾 は 金の 成 也。. 天 九の 金に 西北に 當る。 及 は 土の 生 也。 天 五の 土に 東北に 當る。 坤は 土の 成 也。 地 

十の 土に 西南に 當る。 坤§ り 中宮の 五十に 配して、 四季に 寄旺 すと いへ り。 北方 一六の 水、 柬直 八の 木 を生 じ、 

東 直 八の 木、 南方 二 七 の火を 生じ、 南方 二 七の 火、 中央 五十の 土 を 生じ、 中央 五十の 土、 西方 四 九の f 生じ、 西 

方 四 九の 金、 北方 一六の 水 を 生す。 是 北方の 坎水、 東方の 震 木 を 生じて 春 を 成、 東方の 震 木、 南方の 離 火 を 生じて 夏 

を成、 南方 S 火、 南西の 坤土 I じて 土用 I、 南西の 坤土、 西方の 兌會 生じて 秋 I、 西方の ま、 北方の 坎 

水 I じて 食 成。 先天 地 IQ 位ず て、 後 相ず て f 成き ろ 也。 故に 五行 Q 運行 相 生じて 順 也。 五行 は 質 地に 
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if リ て氣 天に i! 仏。 質を以 いへば、 水火 木金土 也。 天地 生成の 序 也。 氣を以 いへば、 木 火 土 金 水 也。 春夏秋冬 蓮 行の 象に 

取と いへ り. 

或 問、 河 圖に土 は 中央に あり、 後天の 八卦に 坤土 南西に 在 は何ぞ や。 云、 河圖の 五十 は 乾坤の 舍 也。 天地の 氣升 降し 

て 中央に 交る 故に、 天 一 水 を 生じ、 地 二 火 を 生じ、 天 三 木 を 生じ、 地 四 金 を 生じ、 天 五 土 を 生す。 內に在 は生數 也。 

1 中宮の 五 を 得て 六と 成、 二 五 を 得て 七と 成、 三 五 を 得て 八と 成、 四 五 を 得て 九と 成、 中宮の 五 五 を 得て 十と 成、 外 

に 在 は 成 數也。 是を天 一水 を 生じ、 地 六 これ を 成、 地 二 火 を 生じ、 天 七 これ を 成、 天 三 木 を 生じ、 地 八 これ を 成、 地 四 

金 を 生じ、 天 九是を 成、 天 五 土 を 生じ、 地 十 これ を 成と いへ り。 造化の ェ用 にあたり て は 乾 五 西北に 行、 坤十 南西に 

来て、 中を虚 にす。 虚は大 極 也。 先天 後天 共に 中を虚 にした るは大 極の 象 也。 艮は陽 土 也。 故に 冬 春の 聞に ありて 春 

夏の 交り をかぬ。 坤は陰 土 也。 故に 夏 秋の 間に 在て、 秋 冬の 交り を かねたり。 土用 は 四季に 寄旺 すと いへ ども 夏の 土 

用 は 火 生 土に て、 時 を 得 たれば 盛 也。 問、 洛書四 九の 金 南に あり、 二 七の 火 西に 在 は、 河圖 五行の 順行に あらす。 先 

天の 方位に も あらす。 しかるに 先天の 卦に 合と は 何 ぞゃ。 云、 乾 南 < ^東南なる は 老陽四 九の 位 也。 離 東 震 東北なる は 

少陽三 八の 位 也。 巽 西南 坎 西なる は、 少陰ニ 七の 位 也。 艮 西北 坤 北なる は、 老陰 一六の 位 也と いへ り。 叉 人事 を かね 

たり。 物 を 開き、 務を. なす 者 は、 先 器 をな せり。 器 は克せ ざれば 生ぜす。 南方の 火、 西方の 金 火に 入と 喜 は、 金火氣 

に乘 じて 南に 出、 火克 金に て 鐡器を 作れり。 金 器 出来て、 金克 木に て 農具 を 作り、 日用の 器 を 作り、 屋を 作れり。 銥 

をき た ひ、 弓矢 を 作り、 猛 獸毒她 をした がへ て、 人倫 を 尊く す。 金 木の 器出來 とき は、 木克 土に て、 土 を發し 草き り、 


-  二 七 九 

土克 水に て、 堤つ き 水 を みちびき、 田 かへ し 植る事 をな せり。 水克 火の 間に、 土と 金と をへ だて、 物 を 和して 人 を 養 

へり。 洛喾 は水克 火、 火克 金、 金克 木、 木克 土、  土克 水と 右轉 して、 克す といへ 共、 對 待の 位 は 相 生 也。 人事 は克し 

て 用 をな すと い へど も、 つねに 相 生 を 以て 本と す。 用 をな す 事 も、 ^して ほしい ま、 にせす。 一 草 一 木 も 其 時に あら 

ざれば きらす。 斧斤 時 を 以て 山林に 入 政 あり。 造化の 蓮 行 は 相 生 なれ ども、 對 待の 位 は 相克 也。 水火 南北に 相對 し、 

木金 東西に 相對 す。 夏の 土用に 東風 吹 も、 夏の 土用 は 時 を 得て 甚盛 なれば、 木克 土の 風に て、 過る を 制する 理 なり _ 

問、 洛蒈は 人事なる が 故に、 仁義 禮 知の 次第 も、 洛 害の 方位に 合た るか。 云、 自然に 合 たれ ども、 洛 書の 序により て、 

仁義 禮知 をい ひたる に は あらす。 仁義 禮知は 待對を 以てい へる 也。 故に 河圖 にも 合たり。 運行 を 以てい へば、 木 火 土 

金 水 也。 生の 序 をい へば、 水火 木金土 也。 生の 序 は待對 也。 叉 春 は 陽の はじめ、 秋 は 陰の 始 なれば、 其始を 取て、 春 

秋と いへ る ごとく、 陰陽に 配して 仁義と いへ り。 五行に 配す る 時 は 禮知信 を 加て 云 也 0 仁 は木氣 の神理 也。 義 は金氣 

の祌理 なれば、 其始を 取て 仁義と いひて、 禮知信 其 中に 在り。 或 問、 冬 春 を 陽と し、 夏 秋 を 陰と すと いへ 共、 みえた 

る 所 も 人身に 覺 ゆる 事 も、 東南 舂夏は 陽、 西北 秋 冬 は 陰 也。 如何。 云、 生す る 所 を 以てい へば 冬泰は 陽に して、 12- 秋 

は 陰 也。 旺 する 所に て みれば 、一春 夏 陽に して、 秋 冬 陰 也。 冬 十一月 子の 半に、 一陽来復す。 震 北東に 生じ、 大明 東に 

生す。 故に 離 正東に 當る。 夏 五月 午の 半に 一 陰 下に 生じて 巽 南西に あり。 月に 西に 生す、 故に 坎 正西に 當る。 離 を 日 

とし 坎を 月と す。 右 は 先天 生す る 所の 方位 也。 後天に 在て は旺 する 所に 位する こと はり は、 日 は 午に 至て 照 こと 盛 也。 

故に 離 南に 位す。 月 は 子に 至て 照； J と 明 也。 故に 坎北 にあり。 震 は 陽 木 也。 故に 正東に 位して、 春 を つかさどれり。 
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巽 は 陰 木 也。 故に 東南に 来て、 春 を 成、 兌 は 陰 金 也。 故に 西に 住して 秋 を 成。 土 は 中央に 旺す といへ ども、 坤金 火の 

間に 住する 事 は、 其 生す る 所に 歸る 也。 乾の 性 は 陽 金 也。 故に 西北に 至る。 是叉 生す る 所に 歸る 也。 坤は陰 土なる が 

故に 生す る 所の 陰地に あり。 艮は陽 土 也。 故に 先天 旺 せし 所に のこりて、 北東の 陽 地に あり。 木金土 は 形 を 以て 旺す、 

故に 各 一 一也。 水火 は氣を 以て 旺す、 故に， 各 一 也と い へり。 先 後天の 義は 生す る 所と 旺 する 所の か はり 也 

或 問、 方 圓の圖 の 意 は何ぞ や。 云、 圓圖は 乾坤 成 所に 位す。 方圓は 乾坤 生す る 所に かへ る。 圓圖は 乾坤の み 成 所に 位 

して、 六 子 は 生す る 所に あり。 是 先天の 學也。 方圓は 乾坤の み 生やる 所に 歸て、 六 子 は 成 所に 位す。 是 後天の 學也。 

故に 圓圖は 乾 南に 位して、 東 を統、 坤 北に 位して 西 を 包。 方 圖は乾 la 北 を統、 坤 東南 を 包。 圓圖は 動 を 以て 体と す。 

故に 變す。 變 する は 天道の 無窮 也。 方 圖は靜 を 以て 体と す。 故に 不變。 變ぜ ざる は 地道の 常道 也。 後天 は 乾坤 無用の 

地に 退と いへ ども、 西北 は 地の 陽に して 高く、 東南 は 地の 陰に して 卑し。 是 乾坤 上下の 位 を 正く し、 六 子の 賢才 を 用 

て、 無爲 にして 成る。 衣裳 を たれて 天下 治る。 乾坤に とれる とい へ る 者 也 
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一 Hsf:^ 六 X 乂 皆ナ奇 也。 陽 ノ之數 也。 純 陽 故-一 乾 ナリ也 

下 を 乾と し、 上 を 乾と す 。〔ィ 本と は ァリ〕 八卦の 乾の 字 は、 三 畫卦の 名 也。 六十 四卦の 乾の 字 は、 六 騫卦の 名 なれば 

也。 下 を內卦 とし、 上 を外卦 とす。 伏 義氏始 て 八卦 を 畫し給 ひて、 天地人 三才の 道 倫る とい へど も、 叉 1 卦に各 八 

卦を 重て、 六十 四卦 となして、 天下の 變を盡 し 給へ り。 物 を ひらき、 務を 成の 本 也 

ハシム ト ホル リス 

乾ハ元 亨 利 貞ナリ 卦の 下に、 文 王の 繁給彖 の辭是 也。 六十 四卦 みな 同じ。 文 王 以前 は、 卦畫 のみに て辭 なし。 彖 

は斷 也。 一 卦の 義理 を こと はり 給な り。 乾 は 至誠 無 息の 天德 也。 上天の 載 は、 無聲 無臭と い へり。 元亨利 貞は 乾の 

齒理 也。 其 鉢は理 也。 其 用は氣 也。 理氣を 性情と 云。 故に 元は 木 神 也。 木氣 流行して 春 を 成。 亨は火 神 也。 火氣流 。 

行して 夏 を 成。 利 は 金 神 也。 金氣 流行して 秋 をな す。 贞は 水神 也。 水氣 流行して 冬 をな す。 天 は理氣 合同して はな 

れす。 故に 日月の 運行、 四時の 氣節 たが はす。 是 天理 至實 にして 無妄 なれば 也。 乾 は 天の 性情、 天 は 乾の 形 鉢 也。 文 

字に 一 大を 天と す。 有形の 物 天より 犬なる はなし。 日月 星辰 か- -り、 大地 大海な りと い へど も 天の 屮 にあり。 天 半 
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は 地上 をめ ぐり、 半 は 地下 をめ ぐる。 万國 山川 河 海 地上に あり。 人 は 天地の 中に ありて、 造化 を 助く。 故 は 易の 六 

書 上の ニ爻を 天道と し、 下の 二 X 乂を 地道と し、 中の ニ爻を 人道と す。 三才の 象備れ り。 天 は 地 を かね、 人 を かねた 

り。 故にす ベて 乾の 卦 とす。 天の 元 亨利貞 、人に 有て は 仁義 鱧智 也。 天命 これ を 性と 云、 是也。 仁 は 元 也。 天の 生々 

の理 也。 人の 慈愛の 理其 心お なじ。 天地の 大德を 生と 云。 仁 は 金 德の名 也。 禮は亨 也。 亨は 天地の 盛德 にして、 通 

達の 理也。 人に 在て は順惠 也。 恭敬の 理也。 人倫の 善美 也 0 上 を 安 じ 下 を 治る は禮 よりよ き はなし。 義は利 也。 利 

濟の惠 てして 斷 制の 理也。 秋 は 五穀 實 のりから 枯、 草木 實を むすび 葉 落、 みな 宜 きを 得 也。 天道 聖人 物 を 利す るが 

ゆへ に德 也。 凡人 は 己 を 利す るが ゆへ に 欲 也。 故に 國は利 を 以て 利と せす して、 義を 以て 利と すと いへ り。 智は貞 

也。 正 固の 德 にして、 分別 是非の 理也。 夂 A は精氣 収斂して 不用、 驭歛 して 不用 は大 用の 本 也。 故に 聖主問 こと を 好 

て、 知 を 以て 先 だち 給 はす。 天下の 知を盡 さしめ て 其 中 をと り、 人に 取て 善 をな さむがた め 也。 善 を 人に とる は、 

人と 共に 善 をす る 也。 人と、 もに 善 を 爲を大 知と 云。 されば 大知は 愚なる がごと し 。天の 貞德 にかな へり。 知の 本 

鉢 は虚靈 神明 也。 」 物 なき 故に 照 さすと 云 事な し  、 

或 問、 愚なる がごと くなる 大知、 天の 貞德 にかな ふ 事 は何ぞ や。 云、 世人 春 生じ、 夏 長 じ、 秋實 のる 事の、 造化の 

功 用た る 事 を 知て、 冬の 一時 生物の 事な しとお もへ り。 冬の 霜雪 厳寒に よりて、 万物 屈伏し、 精氣 をた く はへ て、 

來歲 生長、 實の根本となる^Jとをしらす。 帝舜大 知に して 自知を 用 ひ 給 はす。 言路を 開きて 諫言 を いれ、 昌言 を拜 

し、 問 こと を 好て、 虚 中に 天下の 益 を 来し、 天下の 才知 を 用て、 天下 を 天下の 天下と し、 禮樂を 以て 平 治し 給へば、 
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天地 位し ガ桌 育す。 無爲 にして 無事なる は 知の 至 也。 是 天の 贞德に 配す る大知 也。 神明 不測の 德知、 言語 文字 を以 

て 形容し がた し 

初 九。 潜 龍。 勿レ用 周 公 旦の繫 給 六 交の 爻 Q 辭也。 六十 四卦皆 同じ。 孔子 伏義 の卦、 及び 文 王の 象の 辭に 

通じて 彖傳を 作 給、 叉 大象傳 及び 周 公旦の 三百 八十 四爻 に、 繁給 交の 辭に、 小 象 傳を作 給。 文 言， 醉、 說卦、 序卦、 

雜卦等 を 作 給て、 易 學大に 明に して、 伏羲 氏の 奥義 あら はれたり . 

下 ス乂を 初と す。 陰陽 下より 生す、 卦爻も 下より 生す。 乾の 初 爻は大 極の 生す る、 兩 儀の 一 也。 坤の初 K 乂は兩 俊の J, 

也、 兩 儀の 上、 四 象 を 生じ、 叉 八卦 を 生じ、 八卦 各 八卦 を 生じて、 六十 四卦 となれ り。 大 極は理 也。 陰陽 は氣 也。 

理氣は 形 色な し。 故に 聖人 卦爻を 作て、 其 象に よりて しらし め 給。 九 は 陽 數の盛 也。 故に 陽 爻に九 を 用たり。 潜 は 

力 クル 

藏 也。 龍 は 陽物 也。 或は 大、 或は 小、 靈變 不測 也。 故に 陽氣の 消息、 乾 道の 變化、 聖人の 進退に 象れり。 理は形 

なきに よりて 故に 〔〇 ィー 一字 ナシ〕 象 を 假て義 を 顯す。 故に 龍 を 以て 乾の 象と す。 初 九 は 陽、 初 下に あり。 この ゆへ に 

用る こと を 恐る 。仲冬 冬至 一陽 下に 来復す。 養べ くして 不可 用。 初學の 士學で 不敎、 聞て 不說。 内に 镇て德 とす。 

養て 發散 せす。 大舜歷 山に 耕し 給 時 は、 野人に 異成 事な し。 聖人と いへ ども 下に 在が ゆへ に、 德を 養て 施し 用 ひす 0 

伊？ 有 辛の 野に 耕し そ、 堯舜の 道を樂 しめり。 諸 葛 孔明性 命 を 乱世に 全して 聞 達 を 諸侯に 不求、 皆龍德 にして 潜伏 

し、 みづ から 用る 事な き 者 也 

火 ニハ。 見 龍 在 T 田ち 利ァ， レ見， ルー-一 大人 T 六 甕卦を 以て. S へば、 初 二 は 地道 也。 二 は 地の 上 也。 W は 地上に 在 
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て 衆 を 養 ふの 至 也。 地 性 は 衆 を 養 を 以て 道と す。 田の 苗の 生長 は.. 五六 月 也。 五月 末より は氣 化の 雨漸々 まれに て、 

白雨 を 以て 五穀 草木 を 養へ り。 龍 雨の 時分 也。 見 龍 在レ田 は、 龍 雨 田 を 養 ふの 象 也。 三 晝卦を 以てい へば 二と 五と 人 

位 也。 九 を 以て 二 五に 居 は 大人の 象 也。 大人 は 有 德の人 也。 九 二 潜 を 出、 隱を はなれて、 德 すでに 世に き XJ ゆと い 

へ 共、 いまだ 位な くして 處士の 象 也。 利レ 見， 1 大人 一と は、 上 九 五の 賢 君と 相 遇て、 共に 天位 を 共に し、 天祿 をと もに 

して、 道 德政敎 を 以て 天下 を利濟 する 也。 舜歷 山に 耕し、 帝堯 にあ げられ、 伊 尹 有 辛の 野に 耕し、 湯の 聖 主に 相 遇た 

る是 也。 內卦 外卦を 以て 云と き は、 二 五 共に 中正 也。 五 は 上の 中 なれば 君 位 也。 二 は 下の 中 なれば， 執政の 職 也 

或 問、 下 を內卦 とし、 上 を外卦 とす 0 內卦 には貞 多く、 外卦 には悔 多し。 上 卦には 君 位 大臣 あり、 治 道の 本 也。 貞 

にして 內 たるべ からす や。 云、 上 卦は客 位 也。 故に 外卦 とす。 下卦は 主意 也 0 故に 內卦 とす。 初 は 民 也。 民 は國の 

本に て 万古 不易の 者 也。 ニは士 也。 士は 民間より 出て 卿大夫 ともなり、 宰相の 職と も 成 者 也。 是叉 古今の 常 也。 三 

は 下の 上 なれば、 諸侯の 位 也。 諸侯 は 世々 其國を 守て、 天下 をと る 人に 順從 する 者 なれば、 定 りたる 位 也。 故に 內 

卦 とし、 主位と する 也。 五 は 大君の 位 なれ 共、 民の 父母た る德 ある 時 は、 天命 を 得て 君たり。 不德 なる 時 は、 天命 

を 失て 匹夫たり。 四の 大臣 も、 君と k もに 存亡す る 者 なれば 常なら す。 上は師 保の 位 也。 大君 賢なる 時 はあり、 不 

賢 成 時 はなし。 古より 四 五上 は 天命の 常な きに 順て 定まらす。 故に 外卦 とし 客 位と する 也 

問、 天命 は 正して 常なら す や。 云、 造化より いへば 四時た が はす 常 也。 富貴 を 以てい へば、 善なる 時 は 得、 不善な 

る 時 は 失 ふ。 乙れ を 天命 常にせ すと いへ り 

二八 31 


二八 五 

九 三ハ。 君子 終日 乾々 ス。 夕-一 モ慯若 タリ。 厲 無 5 咎 九 三は剛 にして、 陽 位に 居と き は剛に 過たり。 

ハゲ * ン 夕/ 

下 卦の終 なれば 變改 せんとす 0 又 下の 上 也。 彼是 以て 危地 也。 しかれ ども 君子 終 曰つ とめて やます、 夕 夜に 及ても 

戒愼 恐懼して、 つとめ はげます とき は、 危地に 居と いへ ども 過 なし。 下の 上 は 諸侯の 象 也。 諸侯 は 天下 道 あるに 

も 道な きに も 危地 也 

或 問、 諸侯の 位の 有 道 無道と もに 危地なる 事 は何ぞ や。 云、 有 道の 代に は、 ー國の 父母た る德 なからん 事 を 恐る。 

無道の 代に は、 賢 なれば うたが はれて あやうし。 不德 なれば 廢 せらる。 大君の 近臣、 同姓 外戚な ど國 郡の 闕所 あら 

ん こと を 欲して、 善惡に 付て 諸侯の 身のう へ を 流言し 讒 する 者 也。 この 故に 國 郡の 主の 身代 果る ものお ほく、 流浪 

人出 來て 困窮の 者ます く 多し。 故に 仁君 は善惡 ともに 諸侯の 家の ほろびざる やうに し 給へ り。 其 圃主國 を 治べき 

器なければ、 國 中に 養 ひお き、 其 同姓の 中より、 其 器に あたる 人 を ゑら びて 立、 家老 諸士 ともに 不動 故に、 流浪 人 

都 (ィ)  ： 

出來 す。 今の 馬 廻な どやう の 役の なき 士は古 はなし。 農兵に て、 軍役 民間より 出れば 也。 國 郡の 諸 役人 も、 民 聞の 

處士の 中より、 其 器 ある 者 を ゑら び、 其佼に 付た る領を あたへ、 在所の 田 宅に は 留守居 を 置、 職を辭 する 時 は 本 田 

宅に 歸る 也。 後世 民 聞 を 出て、 渡り奉公 人と 云 者 出来、 子孫 は 在所 を 失て、 主人なければ 苹人 となれ リ 

或 問、 文 王 は 大聖 なれば、 乾々 惕 厲の愼 にお XJ たり は ある まじき に、 何として 危地の 難 をまぬ かれ 給 は ざり しゃ。 

云、 爻の經 文 は 常 をのた まへ り。 文 王と いへ ども 諸侯の 危地 をの がれ 給 はざる は、 時の 不祥に て 變也。 しかれ ども 

文 王 は 罪な くして、 自罪を 負て、 紂を とがめ 耠 はす。 前日 大半 そむける 諸侯 も、 文 王に よりて 朝せ しかば. 文 王と 
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ら はれ 給 ひて は 朝せ す。 彼是 以て 紂 といへ ども 文 王の 誠忠 を 知た るき ざし を 見て、 周國 の諸臣 さ、 げ物 などして 贖 

たれば ゆるせり。 まことに 臣子 たる 人く は、 夜 もい ねられぬ 大難 也。 天下 貴賤と もに いたみな けれども、 八 マより み 

れば 後世の 幸 也。 此 難なくば 易の 彖辭 も出來 まじ、 至 德をも 叉 知べ からす。 程 子 も 敬の 受用 間斷 なかり しか ども、 

一度 は 流罪に あへ り。 其 外 聖賢の 災難 は 後世の 幸 也。 交の 辭も、 周 公の 流言の 難に よりて、 退 居 二 年の 閑 靜の時 作 

り 給 へ り 

一  I 

九 四ハ。 或ハ 躍ル。 在： 淵-無-レン 咎 九 は 陽剛、 四 は 陰 位、 人位の 上、 上の 下 也。 三 公 九 卿の 象 也。 陽 剛の才 あ 

りて、 君に 近 けれども、 上に ひとし からん 事 を 欲せす、 臣 たる 心を不 失。 故に 淵に 在と 云。 四 は 上の 下にて、 陰 位 

なれば 淵の 象 也。 龍の 安す る 所 也。 躍 は 進て は 忠を盡 さむ 事 を 思 ふ 也。 或と は、 進 こと を必 とせす。 國道 ある 時 は 知 

也。 國道 なき 時 は 愚 也。 又 己が 身の 分 を 知て、 賢 を あげ 能 をす k めて、 國政を 助し め、 己 後見す る は 淵に ある 義 

也。 大臣の 世々 圃政を 取て、 權威 君に うたが ひ ある は、 其 國に害 あり、 其 家に 凶 也。 これ 咎 あるな り。 私の 欉威を 

なさす、 臣の陰 位 を 安す る 時は咎 なき 也 

九 五 ハ飛龍 在 T 天ち 利ァ t 見, V- 大人 T 九 は 大君の 德、 五 は 大君の 位 也。 德は 天爵、 位 は 人爵 也。 天爵 人爵 

相應 する は 有 道の 世 也。 天子 公卿 諸侯 大夫士 は 人爵 也。 善 信 美 大聖 神 は 天爵 也。 五 は 上卦の 中に して、 天位の 初 也。 

聖人に して 此 位に 在す は、 飛 龍在レ 天の 象 也。 聖人の 大寶を 位と 云、 位に あら ざれば 天下 を利濟 する こと あた はす。 

飛 龍 天に 在と き は、 雲 行 雨 施して 万物 を 養 ふ。 聖人 位に 在す 時 は、 天下 其澤を かう ぶり、 万物 その 生 をと ぐ。 故に 
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象 を とれり。 堯舜の §1- 主と いへ ども、 九 二の 賢臣 をみ ざれば、 あまねく 仁政 を 行 こと あたば す。 故に 有 德の君 位 を 

得れば、 有 德の臣 を 得て 天下 を利濟 す。 先務に 急なる 是也  ， 

上 力，。 .1 几 龍 有 t 悔 上 は 君 位の 上に 在と いへ ども 陰 位 也。 臣 にして 君の 上に 居は師 保の 象 也，。 擎の糸 も 二 を 

宮 とし、 一 を 上と す。 事の 糸の 二 は 卦の五 也。 卦の五 等の 二、 共に 宫也。 君 位 也。 一 は 是も師 保の 象 也。 一 六 二 七三 

八 四 九 五十、 皆す が." きの 一 聲也。 河 圖の數 也。 六 糸 一 度に 鳴 は、 六爻 一 卦の ごとし。 大君 師保 のした がふべき な 

く、 位 を 極て 上た る 時 は、 過て 凶いた る、 故に 悔 あり。 龍の- - ぼり 過て、 雲氣を はなる- -時は 落て 身 を 傷る の悔ぁ 

るが ごとし。 古より 位 を 極め、 威 を 極めて 不 失と 云 ことなし。 故に ことわざ にも 位 だ をれ といへ り。 〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇、 足 利 家の 末の 亡た る これ 也。 しかれ 共 是は柔 にて 失 ひたれば、 根 を 絶に は 及ばす。 天下 を 取 人の 剛 にて 

位 威 を 失 ふ 者 は、 其 亡る に 及びて は、 庶 人た らんと 欲すれ ども 得べ からすと いへ り 0 九 五 は 位の 極、 中正 成 者 也。 

中 を 過る 時 は 冗す。 陽 氣長進 すれば、 必消 退の 漸 あり。 草木の 情なき も 盛衰 あり、 理の 自然 也。 况ゃ 有心 吉凶 を帶 

する 人、 極 盛の 時に あたりて、 其充を 思慮せ ざらん や。 匹夫と いへ ども 分々 の 盛 極 あり。 九 五の 大君、 九 二の 大人 

を 見て 利 ある 事 は、 唐 堯虞舜 にしく はなし。 身の 爲に利 あるに あらす、 天下の 爲に利 あり。 堯舜 天下 を 有て 不レ與 

と 云 もの は、 天下の 富貴 を 以て 身の 樂 とし 給 はす、 衆 民の 父母た る- 任 重き こと を 憂 給の み。 故に 天下 を 擧て舜 に 

傳る事 重き 負を釋 がごと し。 舜も又 大君の 富貴 を 得て 悅 とせす、 天命の 己に 歸 する 勢、 やむ 事 を 得 ざれば 也。 終に 

天下 を 以て 宫 にして、 子に 不傳 して 賢に 傳 といへ り 
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用 九ハ。 見, V 一群 龍 r 無 t 首 タル 「吉 ず 六 皆 陽剛に 純なる 者 也。 群 龍の 象 也。 龍の 勇猛 首に あり。 無 首と 

カウべ 

は 勇猛 を 不用 也。 龍 は 羽翼な くして 天に のぼる ほどの 陽の 至極 を 得た る 者 也。 しかるに 常に は 至 陰の 淵 中に 潜伏す。 

故に 災害な くして 吉也。 智仁勇 は 君子の 三 德也。 大勇 あれ ども 威猛を 事と せす。 平生は その 勇 を 鱧 儀に 用て、 溫和 

慈愛 也 0 是を 沈勇 共い へり。 子路 貧賤に して 勇力 あり。 其 時分 は戰國 なれば、 貧乏に て 勇力 ある 者 は 多 は 無道 をな 

せり。 しかるに 子 路は其 力 を 孝に 用て、 米 を 負て 父母 を 養へ り。 今 伏 見大津 より 京へ 米 を はこぶ がごと し。 牛馬 も 

なき 貧者 は、 にな ひて 貧 をと る 也。 子路田 宅な し、 寶 なけれ ぱ商も かな はす、 仕 ざれば 祿 なし。 故に 日 傭 をと りて 

父母 を 養へ. PO 後に 仕て 富貴 也。 今 親の ために 米 を 負 まく 欲すれ ども、 父母な き 事 をいた めり。 又剛 にして 事の 先 

たる は 凶 を まねく 道 也。 故に 其 占 首た る 事な くして 吉 也。 虎 は 勇猛 を 用て 人に ふれ、 牛馬 を 取 故に、 虎が りに あ ひ 

て 多く 殺さる。 深山に こもり ゐて 龍の ごとく 害 をな さすば、 其 生 安樂なる べし。 世間に 兵法 だて 勇 だてす る 者の 犬 

死す る 類 也 

彖曰。 大 哉 乾 元。 万 物資 始ム。 乃 チ統レ 天" 是 より 孔子の 辭也。 彖は文 王卦の 下に 鬚 給 ふ經文 也。 

こ- -に彖 曰と 書す は、 文 王の 彖辭を 孔子の 釋し給 ふ 偉也。 彖傳 云の 義也。 大哉は 歎す る辭 也。 賛ス ^ 易ヲ する 也。 彖傳 

は 文 王の 卦 下の 辭の 意を述 給と いへ ども、 實は文 王 は卦の 義を述 給へば、 孔子 も又卦 中に ふくめる 所の 理を述 給 也。 

故に 其 辭文王 周 公に 專 ならざる がごと し。 伏 羲の意 は、 卦の 象に あり。 文 王 周 公 孔子の 三 聖人 卦の 象に よりて、 卦 

ゆに ふくめる 所の 理を發 明し 給 也。 傳は 先聖の いまだ 言に 發 せざる 心 を 傳る者 也。 故に 文 王 一 卦の 彖辭、 周 公の 交 
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の辭 孔子の 傳言 同じから ざれ ども、 伏羲の 心に かな ふ 事 は 一 也  • 

乾 元は 天德 の大始 也。 故に 万物 始を これにと る。 世人 万物の 地に 生す る こと を 知て、 天の 乾 一 兀の氣 を 以て、 始を爲 

こと 不知。 人 母に 生す る 事 を 知て、 始を 父の 元氣 にと る こと を 不知。 是を未 生の 前に 始め、 是を 有始の 後に 生す と 

い へり。 天 陽 一 元の 氣、 天 を 貫， き 地 を 貫き、 山川 河 海 を 貫く。 元， 氣 一 にして 實 なれば 至らざる 所な く、 かねす と 云 

事な し。 故に 天を統 といへ り。 人の 元 氣身鉢 貫す と 云 所な きが ごとし。 山 下の 出 泉、 神氣 厚して 流 深遠 也。 螯夜を 

と 1- めざる は 川の 元氣 也。 草木の 靑葉 みどり ふかく、 人の 目を淸 くす る は 草木の 元 氣也。 山澤 の神氣 うすくなる 時 

は 流 やむ。 木 も 元 氣不貫 枝 はかる、 也。 人 病 ありて、 半身 かな はす、 さすり つみても 不覺は 元 氣不貫 也。 これ を不 

仁の 症と 云。 仁 は 元 氣の德 也。 仁は理 也。 理を 以て 天地万物 を 貫く もの 也。 故に 仁 は 無レ所 レ不レ 至、 無レ听 レ不レ 兼、 

富贵 貧賤、 夷狄 患難、 悅樂 禍福、 死生に 至る まで 皆 吾 仁 中の 一事 也。 時 所 位に 隨て其 道 を 行て 好惡 なし。 若 生 を 好 

み 死 を 悪み、 富貴 を 好み 貧賤 を 惡む者 は 不仁 也。 己に あらす とする 所 あり、 中風 半身の 症の ごとし 

雲 行 キ雨施 シテ。 品物 流， 形ヲ。 犬-一明； つ 終始 T。 六 位 時-一成ち 乘 r 一六 龍？ 以御レ 天 雲 行 キ雨施 は、 

乾 道亨て 生物 長す。 盛夏 造化の 功 用の 中 比 也。 品物 流レ形 は元亨 i て 五穀 實り、 草木 實 結び 造 物 功 成就す、 秋 利の 

德也。 犬-一明-終始 一は、 始終 を 明に すと 云と き は、 中 比の 事 は 其 中に あり、 始中終 を 明に する 也。 始終と いへば、 終 

て やむ がごと し。 窮り 有に 似たり。 終始と 云と き は、 終て 始る、 無窮の 義也。 貞德に 終て 叉 一元に 始る。 元は 元に 

生ぜす、 貞に 生す。 天地の 化、 翕聚せ ざれば 發散 する こと あた はす。 故に 貞は 乾德の 根本 也。 根本 厚して 元始 大 也.^ 
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貞は 知 也。 聖人 大君の 位 を 得て 天に 繼て極 を 立、 造化 を 助て 天下 を 平 治し 給。 治 鉢 知 也。 故に 聖 主の 知 は 乾の 貞德 

に 配して、 無爲 にして 無事 也。 大 知の 大本 ありて 、犬に 仁政 行る。 故に 仁政 は 仁政に 不生、 知に 生す。 故に 中庸に 知 

仁 勇 を 天下の 達德 也と いへ り。 夂 A よく 塞して、 春 夏の 生物 盛に、 秋實 多が ごとし。 是大に 終始 を 明に する 也。 卦の 

六 位 時に 成 は、 人道 行れて 人倫 明に、 天地 位し 万物 育す る處 也。 六 龍 は乾卦 の六爻 也。 皆 陽 }{乂 なる が 故に、 六 龍の 

象 也。 六 爻の動 は 三 極の 道 也。 天始地 生す とい へど も、 人 行 は ざれば 造化の 功 用 全から す。 天地の 道 を 行者 は 人 也。 

乾 道の 敎を受 て 天道 を 行 ふ 故に、 乘， 1 六 龍 1 御レ 天と い へり 

乾道變 化さ 各々 正ース I 性 命 T。 保 一 1 合メ 大和 T。 乃利貞 ナリ。 首； 出ニ庶 物？。 萬 國咸ク 寧. ン 天命 

流行して、 日月 星辰 代 明、 四時の 氣節 たが はす。 夏の 炎熱 漸々 變じ、 秋の 清涼いたり、 暑 なごりな き は 化 也。 一草 

1 木まで も 各 其理を 得て、 百 穀堅實 する は 正，, 性 命 一也。 秋の 清涼の 氣漸々 變じ、 霜雪いたり 襄氣 sra て 水 こ ほる は 化 

也。 仲冬 十 一 月に 一 陽 下に 来復し、 十 一 一月に 二 陽 生じ、 正月に 三 陽 生す。 天氣 下り 地氣 上り、 交泰 して 春 を 成。 東 

風 氷 をと き、 霞た なびき、 鶯鳴 梅花 さく。 寒中に 唤梅 は、 夂 A 至 一陽の 氣を 先受て 雪中より ほころび 出。 二月 は 時 正 

櫻 挑 花な ど^ 出、 三月 は 花 盛 也。 余寒 名淺 なく 化す。 皆 乾 道の 變化 にあら すと 云 事な し。 跡の みやすき 物 を 云の み。 

桃花の 時分より 種 をつ け、 • 四月の 末より 五月の 上旬に 植、 炎暑の 氣に 長し、 雨露の 恩に 養れ て 初て 穗に 出。 いまだ 

粟 皮の みに て、 內に 甘露 を 含めり。 是 大和 を 保 合する 象 也。 漸々 堅實 する は、 利 貞の象 也。 始終 元 亨利贞 の 命を受 

て 如此。 故に 大和 は 元 亨利貞 〔〇-1 字 無〕 に 配す、 天地の 仁德 也。 天地の 大德を 生と 云、 日と して 生ぜす と 云 事な し。 

、 
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是 天地の 心 也。 人 は 天地の 心 を 以て 心と す、 是を 本心と 云。 本心 は 仁 也。 仁 は 生理 也。 生理 を 心に^ 養す る を、 大 

和 を 保 合すと 云。 孜. < として 善 を 行て やまざる 時 は、 大和 德を なして 盛德 至善に 至り、 利 に 配す。 大和 は 道 鉢 也。 

聖人 大和 を 保 合して、 天の 元 亨と德 を 合す。 九 五の 位 を 得て 首と して 庶 物に 出れば、 万圃咸 寧。 元首は大！^？^の象也。 

位 を 以てい へり。 庶 物に 出る は 類 を 出、 萃 を拔、 德を 以てい へり。 聖人 其 類 を 出る 時 は、 天下に 臨に たれり。 天地 

の 造化 を 助て 天下 を利濟 し、 天下の 知 を 用て 無事なる 處を行 は 知の 至 也。 故に 無爲 にして 成。 是 天の 利 良と 德を合 

する 也  . 

或 問、 貞を 本と いひ、 叉元亨 〔0 享 ナシ〕 を 本と 云 は何ぞ や。 云、 仁 は德を 成の 本 也。 知 は 大業 を 行の 本 也。 たが ひに 

其 根 をな す 也 

或 問、 人 は 有心に て 仁愛 あり、 天地 は 無心 也。 何 ぞ仁を 云 や。 云、 天 は 其 心 万物に あまね きが 故に 無心 也。 聖人 は 

其 情 万事に 順なる が 故に 無情 也。 聖人 情なき にあら す、 天地 何ぞ 心な からん や。 主宰す る 者な くば、 何 を 以て か如此 

造化の 功 用 あらん や。 天地の 仁 恩 は 廣大， y 滚る 故に 人 しらす。 堯舜の 君 政 を 以て 天下の 衆 を 養 ひ 給 ふ。 仁政 廣大 なれ 

ば 民 しらざる がごと し。 天道 美 種 を 下す、 聖人 天意 をう けて 是を 取て 農業 を敎 へ百穀 種を傳 ての ち、 天の 美 種 やむ 

也。 初 は人氣 化に 生す、 形 化 ありて 後、 氣化 やむ がごと し。 五月の 初に 早苗 をと りて、 はやき は 七 八月、 おそき は 

九月 十月に かりお さな 麥は 九十 月に まきて 來歳 四月の 末、 五月の 初に かりとり、 漸秋夂 A よりのた く はへ 少き 時分 

に麥實 り、 八 九月に 至て 麥漸 すくなくなる 時分に 米實れ り。 此 二種 は 百 穀の內 にて  一二の 美 種 也。 其 外 夏 毛と いひ 
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て、 夏 秋 中に 生長し、 實物 多し。 野菜 は 夏より 秋まで は 茄子 さヒけ 瓜な ど あり。 菜 大根 は 秋 冬 用て 春まで たく はへ 

をな し、 ！^！などは冬ょり植て、 春 中生 菜の なき 間の 用 をな せり。 如此 時分く の 物た ゆる 事な し。 雨露 霜雪 風 雷、 

是を 潤し、 日月； J れを覆 育し、 水火 これが 用 をな し、 其 外 山野に 生じて 人 を 養 ふ 草木 かぎりなし。 穀氣を めぐらさ 

むた めに 種. < の 木の 實 生す。 桃 栗 柿 蜜柑な ど は 秋 冬の 用 をな し、 栢椎榛 松 子の たぐ ひ はたく はへ て、 来春 木の みの 

絶 間に 用。 茶 は 上 頭目 をす、 敷し、 下 食 を 消す。 1 々に 記さば 數紙を かさぬ 共つ くす ベから す。 半 は 人 作の やうな 

れ ども、 天の ほどこし 地の めぐみ を 以て出来る 物 也。 叉 衣服 家屋 家財 文武 禮樂の 器 あり。 材木 薪 山林に 生じ、 牛馬 

生じて 人 を 助く。 河 海の 魚、 山野の 鳥獸。 乳 養の 理 にて、 人の 脾胃を 養 ひ、 元氣を 助く。 叉人參 甘草 等の 百 藥を生 

す。 聖人 生れて 天工に か はり、 是を 取て 制して 病 を 治す。 是皆 天の 人の 爲に 生す る恩澤 也。 父母 先祖より、 我に 至 

り、 子孫に 偉て 無始 無 終の 天恩、 何 を 以て かこれ を 報ぜん や。 富貴の 人は猶 以て 天恩 を かう ぶる 事 多し。 天恩 を 報 

する 道 を しら ざれば、 世 を繼て 久しき 事 あた はす。 今よ の 中、 貴賤と もに 困窮す。 大君 天恩 を 報じ 給 はんなら ば、 

今の 時に しく はなし。 政を以 すく ひ 給 は？、 さかしま にか、 れる者 をと くが ごとく ならむ。 此時を 過て はたと ひ 賢 

君良臣 ありと も、 代 を かさね、 年 をへ すして は 貴賤と もに 安樂 を 得 事 かた かるべし。 富有 大業 を 行 給 は^、 今此時 

にしく はなし。 く はしき 事 は 大學平 天下の 或 問に 見えたり 

モ チイ テ ミット メテ ャマ 

象- "曰。 天 行徤き 君子 以自疆 不レ息 

孔聖 一 卦の 象を釋 給、. 是を大 象と 云、 諸卦皆 同じ。 六畫を 以てみ 給へば、 內卦も 乾 外卦も 乾.，】。 天に 天 を 重ねた る 
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は 、人 r 日 畫夜周 天して 明日 又 周 天す、 不息象 也。 故に 君子 天を師 として 善 を 爲て不 息 象 〔o 象 イナ シ〕 也。 十二時に 天の 

行 こと 九十 余 万里 也。 これ を 人の 呼吸に 積り て みれば、 人の 呼吸 十二時に 一万 三千 六 百 余 息 也。 一息に 天 行 八十 余 

里 也。 人の 息い ねても さめても 息 事な し。 天 行 一 息 もやます、 一 息 やみても 四時た が ひ、 造化 行 はれす。 天地 開て よ 

り 四時た が はす。 日月の 蝕に 至まで、 そのし るし あきらか なり。 天の 性 至て すぐ やか 也。 聖人の 心 も 至て すぐ やか 

也。 共に 至誠に して 不息 也。 詩-一 云、 惟 天 之 命。 於穆 トメ 不レ 已。 於不 レ顯。 文 王 之德之 純，。 純モ 亦不レ 息と. S へり。 自 -， 

强ル者 ハ體ー  1 ヶ下乾 一一 之 象-一 不 i 者 S ケ重乾 ーー之 象-一未 レ能レ 無 レ息而 不レ息 者 君子 之 自强也 若顏子 三月 不 レ遠レ 仁-一 是也 とい 

へり。 孔子 一等く だり て 大賢と 成て、 天に 則る 受用 をのた まへ り。 人欲 これ を 害する 時 はやむ、 人欲 を 以て 天德の 

剛を 害せざる 時 は、 自强て 不息。 孔 聖の此 言な くば、 吾人い かで か 天を師 とする 受用を 知べき や 

潜 龍 勿 レニ 用 ル「。 陽 在 レ、、 ハ？ 下-也 周 公旦の X 乂の辭 を 孔子の 釋し 給へ り。 是を小 象と 云。 諸卦 $ 同じ。 陽 在 

レ 下と は 冬の 陽の ごとし 。十一月に 一陽 生じ、 十二月に 二 陽 生 すれ ども 地下に 在が 故に、 いまだ 春 をな さす。 人 もい 

まだ 陽 事 を 不用。 天 は 陽氣を 地下に 伏 養し、 人 は 冬 ごもり て 休す。 陽 下に 生す るが 故に、 陰 氣を推 出して 襄風甚 し。 

東に 大陽 出れば、 陰氣 おはれ 來て曉 寒き がごと し。 故に 冬 あた、 か 成 は 不順 也。 しかる 時 は 王者 政に 非 ある 事 を 知 

て、 愼て改 給へ り。 夂 A は 陽 を 用む； J と を 恐る。 是 天道 を 以ての たま ふ 也。 人事 もまた 通す。 故に 君子 微に 處、 いま 

だ 不可 用と いへ り。 小人 時 を 得て 事 をと る 時 は、 君子 微に處 して 虞て 自 もち ゐす 

見 龍 在 リトぃ &- 一。 德ノ施 シ普ネ キ也也 田に 植るは 種の 美なる 物 也。 人 を 養の 至 味 也。 夏の 揚 にあら ざれば 長 
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ぜす、 雨に あら ざれば 生 をと げす。 盛夏の 炎暑に あたりて、 龍 田 上 を 行 は、 雨澤膏 潤の 象 也。 龍 は 夏の 盛 陽 を 得て 

潜 を はなれ、 隱を 出て 雨 を 下す は 民の 望に 叶へ り。 野に ある 賢人の 時 を 得て、 德澤 普く 天下に 及ぶ の 象 也。 九 二 は 

下 鉢の 中正 なれば 宰相の 爻也。 帝堯 にあり て は、 舜百宫 を 統給時 也。 禹の 帝舜に をけ る、 益の 禹に をけ る、 伊 尹の 

湯 王に をけ る、 皆 同じ。 舜禹は 天の 歷數 ありて、 終に 帝位に のぼり 給へば 君德 あら はれたり。 益と 周 公と 伊 尹は臣 

に 終る は、 九 二の 位に て德の 施し 普き 也。 後世の 宰相 職 は 衰世の 時處 位に よく かな ひたり。 人 主 賢 君に あら ざれ 共、 

或は 三百 年、 或は 四百 年子 孫に 及た る は、 此 宰相 職の 置 やうよ き 所 也 

終日 乾々 スト ハ。 反復 ノ 道き 也 反復 は自 反愼獨 也。 天 は 万古 不レ 已、 乾々 と 天に 天 を 重たる は、 生々 不 息の 象 

也。 君子 終 乾々 とつと めて やます。 天に 及ばむ 事 を 欲す。 日々 に 新に、 叉 日々 に 新 也。 丁寧 反復 誠の 道 也。 內に 

かへ りみ て やまし からす、 過 あれば 必知 0 これ を 知 は又不 行、 不 遠して 復す。 反復の 道 也 

或ハ 躍ル。 在 リニ 淵 進 ミチ 無.！ 咎 四 は 人 爻の上 なれ 共、 陰 位 也。 其 身陽剛 なる 故に、 或は 躍り、 或は 進と いへ 

ども、 其 位 を わすれす、 可 を 量り 時に 適が 故に 無咎。 人生 身に 分 ありて 欲に かぎりなし。 分 を わすれて 限りなき 欲 

に隨 とき は咎 あり。 古より 万乗の 君 をな みする は 千 乘の家 也。 千 乘の君 を 犯す もの は 百乘の 家な りと いへ り。 是に 

よりて、 後世 大臣の 祿を すくなく すれ ども、 威勢 をた のみて 乱 をな す 者 あり。 石 田 三 成が 類 也。 下 匹夫に いたる ま 

で、 かぎりある 生命 を 以て、 かぎりなき 欲に したが ふ 時 は 危し。 九 四 は 九 五の 君 位に 近く、 九 三の 上に あれば、 三 

公の 象 也。 三 公 は 公侯の 諸侯に なすら へて、 百 里の 國を 受、 祿 ゆたかに 位 尊し といへ 共、 人臣 なれば 諸侯の 卿大夫 

>  一一 九 n 


二 九 五 

にな すらへ て 家と いへ り0 九 四 進て は 忠を盡 さむ こと を 思 ひて 君に せまる 心なし。 在 レ淵は 臣の分 を 不忘也 

或 問、 諸侯 も臣 ならす や。 云、 天の 覆 所、 地の 載 所、 王臣 にあら すと 云 ことなし。 しかれ ども 諸侯 は 一 國に 君と し 

て佚義 なし、 其國に 君た る是 天職 也。 三 公より は 位 ひきく 祿 同じ けれども 人君 也。 文字に も、 もろく のきみ とか 

けり。 この ゆへ に 天子 も賓 とし、 兄弟と し 給へ り。 堯舜 にあり て は 四 門に 賓す といへ り。 周 朝に は 我に 嘉賓 あり、 

兄弟 ありと もい へり。 諸侯 朝 すれば、 天子 賓 とし もてなし 給 ひ樂 あり。 射 禮の後 酒 突 あり。 日 を £ 免 めて 文武と もに 

こ、 ろみ 給 ひ、 したしみて 其 人品 を 見、 善 を 好し 不能 を敎 給へ り。 親愛 兄弟の ごとし 

ナス ナリ 

飛 龍 在リト ハレ 天-一。 大人 造 也 天 は 陽 也、 龍 は 陽物な り。 飛 龍 在， 天 は、 君子 陽 剛の德 ありて、 陽 位に 居る 象 

也。 九 は 陽 K 乂也。 五 は 陽 位 也。 陽 を 以て 陽 位に 居 は 過た るが ごとく なれ ども、 剛明は 大君の 德也。 五 は 天位の 中 

ナス 

にて 大君の 位 也。 大君の 德 ありて、 大君の 位に 居 は理の 至極 也。 大人 造 也 は、 聖人 繼け 天-立 レ W 極 ヲ也。 造 は 無より 有 

に 至る、 穴， j 々たる 聖心 万善 を 造化し 出す。 德剛 明に て 其 用 は 仁政 也。 威 愛に 勝と き はまこと に 成、 神武に して 不殺 

者 也 . 

-儿龍 有 レ悔。 盈 一つ ノ不レ 可レ久 カル 也 貴 を 極れば 貴 を 失 ひ、 富 を 極れば 富 を 失 ひ、 位 を 極れば 位 を 失 ひ、 威 を 

極れば 威 を 失 ひ、 欲 を 極れば 身 を 失 ふ。 古より 皆し かり。 亢 はたかぶ る 心 也。 或は 富貴に たかぶり、 或は 才智に た 

かぶり、 或は 威勢に たかぶり、 いつまでも 如此 ならん と 思 ひて、 盈て 天命の 消す る 事 を 不知。 物 皆 盛衰 あり、 みつ 

れ ばかけ、 のぼれば くだる、 勢の 自然 也。 俗に も 奢 者 は不久 とい へり。 奢 は 心の たかぶる より 大 なる はなし。 龍 身 
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にた かぶりの ぼり 過て、 雲氣を はなる.. -時 は、 落て 身 を やぶる 悔 あり。 上 九まで ゆかす、 則 九 五の 位に 居て、 .1 几 龍 

の悔 あるべし。 樂を 極め 欲 を ほしい ま i にして 命 を 損する も. 一 几 龍の 悔也。 故に 禮に樂 み をば 極べ からす。 欲. は ほし 

いま、 にす ベから すと い へり 

用 力，" 天 德不， 可 レ爲， 首 也 天德 首た るべ からす。 乾 首たら すと 云に は あらす。 乾 首たら すして は 誰か 首 

たらん。 乾 は 天下の 首 たれ 共、 万物に 首た るに 心 あらざる 也。 君子 是を 鉢す る 時 は、 謙恭卑 順にして、 天下の 先たら 

ざる 也。 善ク用 § 九ヲ者 は、 剛 にして 能 柔也。 物の 先たら すと いへ り。 經 文に は 無 首と あり。 傅に 不レ可 レ爲レ 首との た 

まふ 者 は、 人の 九 を 用る 者の 爲也。 帝舜は 天下 を 有 ども 不レ與 といへ り。 天子の 富貴 を樂 みとし 給 はす、 民の 父母 

たる 心の みに て、 天子の 位に 心なし。 問 こと を 好て、 聖知を 先し 給 はす。 これ 首た る 事な きの 至 也 

文 言- -曰。 元ハ者 善， 之 長 也。 亨ハ者 嘉，^ 之會 也。 利 ハ者義 ノ之和 也。 貞ハ者 事 ノ之幹 也 文 言 は 

孔子 十 〔ィ 七〕 翼の 一 なり。 象 象 繋辭を 上下に 分て、 十 翼と い へり。 文 は 文明、 文理の 義也。 他の 卦は象 象の み 也。 

獨 乾坤 文 言 を 設て其 義を發 明し 給 こと は、 乾坤 は 易の 門戸の ごとし。 其餘 の諸卦 及び 諸爻皆 乾坤より 出て 義理 深奥 

なる が ゆへ に、 特に 兩卦に 文明の 言 を 作て 開示し 給と いへ り。 元は 善の 長 也と は、 春夏秋冬 造化の 道、 善に あら 

すと 云 事な し。 元は 善の 始 にして 衆 善 を つかさどる 故に 善の 長 也。 .亨 者 嘉之會 也と は、 嘉は美 也。 善の 盛なる 

也。 善 盛に して 嘉美 をな せり 0 會は 美の 衆會 也。 積善の 意 也。 利 ハ者義 之 和 也と は、 利 は 天理の 宜き 也。 人物 

の 生を遂 る處 也。 義は宜 也。 物 時 所 位の 宜 きを 得 時 は、 各 利 あり。 故に 義 和す。 歲者事 之榦也 A. は、 貞は 知 也， 

二 九 六 


二 九 七 

心の 神明 也 。是非 美惡 をて らして、 國 家の 財 用 を つかさどる 德也。 世間の 万事 は 木の 技 葉の ごとく、 知 は 木の^" の 

ごとし。 故に 貞は 事の 幹 也 

為  カミ 

君子 3^  足 1 レー リ A く ァ長？ レ 人-一  君子 は 仁 を 鉢に す。 人に 長た るに 足れり と は、 iljs 長 は 親 也。 M の 

長 を も 親方 與親 といへ り。 皆 親愛に あら ざれば、 人に 長た るに 不, 足。 况ゃ國 君 は 民の 父母 也。 大君 は 天下の 父母 

Z 也。 皆 仁 を 鉢に して 上に 在す 天理の 當然也 

嘉會， 足， I 以テ 合一 レ禮- 禮は 人道の 盛なる 也。 樂其 中に あり。 禮樂は 人道の 善盡 し、 美 盡す所 也。 故に 嘉會 

は禮に 叶に 足れり。 衆 美の 會、 郁々 乎と して 文 也 

禾レ物 足 一一 ぉ^1レ義-ー 世俗 義は 無欲に して、 利に 便せ ざれば 行が たしと す。 この 故に 好 所の 欲に 隨て義 に 

たがへ り。 欲に 隨 とき は、 時 所 位の 宜を 失て 事 を あやまり、 身に 害 あり。 欲に 隨て 行へば、 人の 怨 多し 0 和 を 失て 

凶 を まねく の 本 也。 義に 順て 行と き は、 人の 怨 なし 0 人倫 和して 我心 和す。 物に 利して 義を 和す る處 也。 故に 人道 

は義を 以て 利と す、 無窮の 利 也 

貞 固.'！ k 一  1 以 幹 I レ事 貞は 正 也。 正しく 堅き は 知 ことの 深き 也。 幹 は 木の 身 也。 技 葉の 依て 達する 本 也。 

天下の 万事 は 枝葉の ごとく。 知 は 幹の ごとし。 幽明 邪 正、 是非 善惡、 人情 時 變、. 明に 照して 不惑、 變に 通じ、 時に 

中して 政令 可に あたる 故に、 衆人い とふ 事な し。 治 鉢 正しく 紀綱 堅し、 小事 大事 天下の 本 幹 也 
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或 問、 仁禮義 を、 元亨 利に 合ての たま ひ、 知 をのた ま はざる は何ぞ や。 云、 知は貞 固の 中に ふくめり。 大知は あら 

はれす して、 天下の 紀 綱たり。 天の 貞德も 冬の 一時 藏 して、 造化の 根た るが ごとし。 知 をのた ま はざる 義深奧 也。 

師と 君と 知 を m る 事異也 0 師は知 を 明に して 先達て 弟子 を みちびく 道 也。 君 は 知 をく らまし 問 こと を 好み、 天下の 

才知 を盡 さしめ て、 其 中 をと る。 中 をと る は 天下の 才知の 轮也 

君子 ハ行；！ 此四德 T 者。 故 一一 曰 S 乾 ハ元亨 利 貞ナリ 

乾 は 元 亨利貞 也と は、 性 は 仁義 禮智 也と いはむ がごと し。 君子の 行 ふ 四德は 仁義 禮智 也。 上の 文に 天の 四德、 人性 

の 四德を 合ての たまへ り。 こ-に 天の 四德を 君子の 行と >J ろとの たま ふ は、 天德 人性 不二の 理を 示し 給 也 

1 初 九日 S 潜 龍 勿， 用。 何謂ゾ 也。 子 曰。 龍德 7 リテ 而隱者 也。 不レ易 n 乎 世 r 不， 成 11 乎 名 r 

遯 レー i 世 無， 悶 「.- 不，， 見 tv 是 トセ。 而 無-レン 悶。 樂トズ 則 行 ^ 之。 憂 則違レ 之。 確乎， 其 レ不ル -可レ 拔ク。 

潜 龍 也 

龍 は 鑾變の 物に て、 或は 大 或は 小 行藏 をよ くす、 君子の 象 あり。 故に 君子 を稱 する に 龍 德を以 す。 隱は必 しも 山 谷 

海邊 にあら ざれ ども、 ネ 德を かくして 庶 人となり、 或は 小官に 仕て 其 事 を つとむる のみ なれば、 人 不知と 云 也。 不 

k 易，, 乎 世, は、 汚 俗に そまざる 事、 白 芙蓉の 泥土に 生じて、 淸 きが ごとし。 衆に 變ぜ られ ざる 也。 不レ 成- 1 乎 名 一は 

• 當 世の 名 を不好 也。 孔孟の 時分 は、 世 こぞり て 伯 道 を 好み、 伯 術に あら ざれば 名 をな さす。 しかれ ども 孔門の 諸士 

-I 九 < 
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はこれ をい やしと す。 遯レ世 ，無 レ悶， -。 不レ見 A 是ト而 無レ悶 は、 遯世に は 品. •< あり。 伯 夷 太 公对を さけて 海濱 につり を 

たれ、 道 を 樂て悶 る ことなし。 泰 伯の 夷 中に 居 給 は、 世 をのが る、 の 至 也。 人 其赏を 知者な し。 二 千歳の 後、 孔子 

の 言 を 待て、 はじめて 至德 世に あら はれたり。 叉 時に あは ざれば 是 とせられす。 そしり を 得と いへ ども、 人 をと が 

め悶る ことなし。 樂則 行レ之 は、 人と 共に 善を爲 也。 君子の 樂は、 人と 善を爲 より 犬なる はなし。 疑 则遠レ 之 は、 人 

と 善 を爲事 あた はざる は 君子の 憂 也 0 違 は 或は 形 さり、 或は 心さり、 愚 を 守て 獨立 する は 心 去^。 確乎 其不レ 可レ拔 

は、 其 志 をう ば ふ 事 あた はざる 也。 富貴 も淫 する 事 あた はす、 貧賤もう つす 事 あた はす。 威武 も 屈する 事 あた は ざ 

る 也。 或 問、 古の 人形 去 者 は誰ぞ や。 云、 伊 尹桀が 世に て 人と 善 をす る 事 あた はす。 故に 有莘の 野に 耕して 不出。 

諸 葛孔明 乱世に 生れて、 人と 善 をす る 事 あた はす。 是 もしば らく 南 陽を不 出して 耕せり。 伊 尹 は大贤 也。 孔明は 伊 

尹に 及ばす とい へど も 善人 也。 英雄 也。 本才 あり。 有 道の 代に ありて は 王 佐の 才也。 其 外形 去た る 人 多し。 心 去た 

る 人 は、 陶淵 明、 IS 武子 など 也。 孔聖も その 愚に は 及べから すとの たまへ り。 其 外 誓傳に 見えたり。 淵 明 は 形 を も 去 

たれ ども、 心 去た る 方に 重し • 其 時分に 淵 明 ほど 成人な かりし かば、 人の ゑら びに よび 出されん 事 をに くみて、 酒 を 

のみ もて あそびて、 用に 不立 者と いはる、 やうに みえて 居たり。 實は 酒に は おぼれす して、 酒に かくれた る もの 也 

或 問、 道な き 世に 生れた る 賢者 は、 皆 潜 龍の 時 位 也。 しかるに 其 法 禁を不 守して、 患難に あへ る は何ぞ や。 云、 聖 

人の 經に述 給へ る は 道の 常 也。 變と權 と は、 其 人に 存ぜ り。 かねての たま ふべき にあら す。 孔子 も 後世に 及て こそ 

其 名高 明に してく もりな けれ。 當 世に は是 とせられす して、 そしりに くむ 者 多 かりし 也。 すでに 殺さむ とせし 
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度 也。 詩 云、 憂心 悄々、 慍 -1 于 群小. I 孔子 也と. S へり。 其 外 後世の 賢人 君子 流罪に あへ る 人 多し。 潜 龍の 時 位 を 守 

なば、 其 難に あ ふべ からす。 孔子 を 初て、 その 世に は 衆 そしり、 時の 賢者 もよ からすい へり。 常 を 守て 身 安き 事 は 

知 給へ ども、 不 得已義 あれば 也 0 患難 は 人の いと ふ處 なれ ども、 のがれざる は 確乎と して 拔べ からざる の 志 あり。 

潜 龍の 及ばざる 處也 

九 二 曰ク。 見 龍 在 1 田-一。 利ァ f  i 見 二 大人 T。 何 謂ゾャ 也。 子 曰。 龍德而 正中 t 者ノ也 也。 庸言之 

信。 庸行之 謹ミ。 7it 邪存 1 つ 誠 r 善. 世- 不レ 伐。 德博ク 姑 化ス。 易-一 曰。 見 龍 在. 田-一。 

利 7 ュ見 一-一大 人 T。 君ノ德 ""也 

龍德 にして 正中 也と は、 二 は 下 卦の中 也。 九 陽 剛のネ ありて、 陰 位に 居。 中道 を 得、 よく 剛 によく 柔也。 故に 正中 也。 

正 は 常 也。 道 は 常より 正しき はなし。 龍 は 神 通 を 得て よく 靈變 す。 聖人 神明の 德 ありて、 古今 時處 位の 變に 通じ、 

人民う む 事な き 政 敎を成 給に かたどれり。 祌德の 至 は、 人倫 を 明に し 常 を 行に あり。 故に 龍德 にして、 正中 成 者 也 

とのた まへ り。 庸言之 信、 庸行之 謹 は、 言の 則 は 信 也。 行の 則 は 謹 也。 言 常に 信 あり、 行 常に 謹 あり。 これ 閑レ邪 

存， 1 其 誠 一の 道 也。 信 謹間斷 なくば、 邪 いづく より 来らん や。 言行 正して 常 ある は、 其 誠を存 する 也。 誠 は 天の 道 也。 

誠 を 思 は 人の 道 也。 善レ世 不レ伐 は、 其 善 を 有せす。 其 功に ほ 乙ら す、 是則 天の 道 也。 これ を 誠にす るの 人道 也。 德 

博而 化は存 する 處、 神 なれば 過る 處 化する 也。 日月 神 なれば 其 照 を 受る物 皆 生長す るが ごとし。 易-曰、 見 龍 在 レ田。 


き 1 

利レ 見，, 大人.？ 君德 也と は、 九 二 は臣の 位に して 執政の 職に あたれり。 民の 父母た る、 仁心 厚して 德の 施し 博し。 

如此 賢者 を 用て 政道 を 任し 給 ふ は、 則 大君の 德也。 年 大に旱 せば 汝を 以て 霖 雨と せんとい へり。 文 王 召 公 をして 政 

をな さしむ 0 人民 悅て 歌て 云、 蔽芾 タル 甘 棠勿レ 翦勿レ 敗 召 伯所レ 憩、 文 王 民の 父母た る仁德 厚き によりて、 賢者 を 用て 

政 をな さしめ 給へ り。 畢竟 文 王の 君德也 

或 問、 傳義其 外の 注解、 皆 九 二 を さして 君德 ありと 云り。 然るに 吾子 九 五大 君の 德と 云る は何ぞ や。 云、 聖人 陽 を 

尊て 陰を賤 し、 君 位 を 扶て臣 を 抑る は 毎度の 事 也。 されば 臣の位 を さして 君の 德と はの たま ふべ からす。 帝 堯の舜 

に 天下 を ゅづら むとの たま ふ 時、 舜その！^を他にゅづり給へども、 諸賢に 君德 ありと はの たま はす。 唯堯 のみ 天下 

を 有べき 天命の 舜 にある 事 をの 給へ り。 是は 大君に して 其 天下 をゅづ りた ま はむ とする 故 也。 天子の 外に は 此言有 

ベから す。 後に 舜 また 禹に 天下 を ゆ づり給 はむ とのた まふ 時 も、 禹 他の 功臣に ゅづ りて、 賢臣 に君德 ある 事 はの た 

ま はざる 也 

九 三-曰。 君子 終日 乾々 ス。 夕べ 5 惕若タ T 厲 5。 無. ン ニ咎。 何" r ャ也。 子 曰。 君子 ハ進， 德- 

脩 5 業ヲ。 忠信 ハ所 ニ以進 ブ德- 也。 脩-に 辭ヲ立 一 1 ハ其誠 一 所 二 以也居 ーレ業 一一 也。 知-レア 至 ル「. ^至 ルレ 之可シ 

レ與 レ幾ヲ 也。 知-け 終ル 「ヲ 終け 之。 可 M ハー 一存 プ翁 也。 是ノ故 一一 居 ーーァ|上 位？ 而不， 驕ラ。 在 ーーァ| 下位 一一 一而 不 

レ 憂へ。 故-一 乾々 ス。 因 1 ハ時？ 而 ST  、寸 ハ。 雖へ 1 危シト 無 t 咎矣 如 此愼み 恐る、 は 何事 ぞ やと 云 意 也。 
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子 曰、 君子 進德條 業、 進 德は曰 新 成 德の學 也。 脩レ業 は德業 也。 有 德の人 は 必德に 配す る 事業 あり。 當 世に 用ら れざ 

れば、 後世 を 救 者 也。 忠信 は 心の 主 也。 誠 は 天の 道 也。 誠 を 思 は 人の 道 也。 心に 誠 を 思て 忘る &間 なき は、 德に 進の 

第一 也。 脩レ辞 は、 言 は 過 やすく 行 は 不足 者 也 0 身の 行よりも 言の 過る は虚 也。 誠に あらす。 故に 誠 を 立む と 欲す 

る 者 は、 言 は 行 を かへ りみ、 行 は 言 を かへ りみ て、 言行一致に 成 やうに 受用 する を 脩 辞と 云 也。 しかれば 一 了と ころ 

の 事業、 德 行と 成て、 德に 進の 受用 となる 也。 故に 居 業との たまへ り。 知 至 至 之 は、 致 知の 學 也。 幾 は 誠 神 幾を聖 

人と 云の 幾 也。 寂然 不動なる 者 は 誠 也。 感じて 通す る 者 は 神 也。 動て いまだ あら はれす、 有無の 間 成 者 は 幾お。 幾 

は 動の 微、 吉 の先顯 なる 者 也。 知す でに 聖學を 得たり。 故に 幾を與 にすべし。 君子の 進退 行藏、 幾 をみ て 作す、 龍 

の 潜 見の ごとし。 夫 善の 始は 進て 爲者 あれ ども、 終 をと ぐる 者 すくなし。 終 を 成 は 義のカ 也。 これ を 終る は 業 を 終 

る 也。 事の 爲 べき 事 をな してと ぐる も 業 g 一事 也。 居，， 上位-一一 不 レ驕。 在-一 ^ 下位-一一 不， 憂 は、 上なる ベく 下なる べき 也 0 

驕者は 上た るべ からす。 憂る 者 は 下た るべ からす 0 上に 居て 驕者 は、 必下 となりて 憂る 者 也。 人の 下た る 事 を 憂る 

者 は、 必上 となりて 驕る者 也。 凡 心 はと もに 一也。 故に 上に 居ても 下に 在ても 咎 あり。 不驕不 憂、 は 凡 心なき 君子 也。 

故に 咎 なし。 君子 は 禮 を 尊て 上下に 心なし 0 道 を 樂て驕 憂な し。 唯 乾々 として 時處 位に 順て、 愼て德 の. S たら ざら 

ん事を 慘る& のみ 

九 四-一 曰。 或 ハ躍ル 在滅- ー無シ ユ咎。 何ノ 謂ゾャ 也。 子 曰。 上下 無 4 吊。 非 &f  i。 進退 I 

レ恒。 非. 離で 一 ，也。 君子 ii- 脩 進ヲ。 欲 時-也。 故-無 4n 外卦を 以て 露 は 上 
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の 下 也。 六靈を 以て 云 時 は 人位の 上 也。 上下 常な きの 象 也。 君子 德に 進み 業 を 脩め て、 天の 時に 及ばむ こと を 欲す 

る 事、 農夫の 耕芸. 収藏、 時に おくれ ざらん とする がごと し。 上下 常な く 進退 恒 なき 者 は、 時と ともに 行 也。 故に 咎 

なし。 凡人の 上下 常な き 者 は、 邪を爲 にいたり、 進退 心の ま、 なる 者 は、 群 を はなる 、にいたり て皆咎 ある 者 也 

問、 凡人の 上下 常な く、 進退 恒 なき 者 は何ぞ や。 云、 君 をな みする 物 は、 下に 向て 威 を 持 こと は 君よりも 盛 也。 さ 

れ どもい まだ 君に か はる 事 あた は ざれば、 朝に 出て は 又 臣の禮 に 付、 是 上下 常な き 也。 中 夏に て は 魯国の 三 家. など 

の 類 也。 是 上下 常な くして 邪を爲 也。 其 身 をい さぎよ くせむ と 欲して、 世の のがれ 大倫 をみ だる 者 あり。 世俗 その 

富貴 をす つる をみ て、 賢な りと い へり。 義 なくして 群き はなる、 は、 眞の 賢に あらす。 又 名 を 求て 世 をの がれ、 お 

利に よりて 隱 者と 成し 者 も あり 

九 五-一 曰。 飛 龍 在 ^ 天。 利 ァリト i 見 二 大人 r 何ノ 謂" ャ也。 子 曰。 同聲 相應. ン。 同氣相 求ム。 水ハ流 

！ 火ハ 就， 燥。 雲ハ從 ^ 龍- -風ハ 從逼さ 聖人 作而萬 物覩。 本、 づ乎 天？ 者親レ 上。 本 r- 乎 地 i 

者 親 ムレ 下ヲ。 則 各從ー 1 其 類  一！ 也 

聖人 上に 作て 大君の 位 を 得 給 時 は、 必 下に 賢者 出て、 相 應じ相 助て、 ともに 天位 を 共に し、 共に 天祿を 共に して、 

天下 を利濟 する 者 也。 故に 譬 諭しての たまへ り。 地下 濕 なれば 水流、 乾け る 物に は 火の 就 安き がごと し。 龍 は 陰 物 

也。 出る 時 は 濕氣蒸 然として、 雲 をの づ から 出る 也。 虎 嘯と き は 風 生す、 同氣相 求る 也" #1 鳴て 子 和す、 雄 鳴て 難應 

、 易， 1 小 解 卷, 1  四 一 
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t 一  鷄嗚て 衆鷄皆 鳴、 同 聲相應 やる 也 0 日 は 火の 精 也。 故に 火 を 日に 取。 月 は 水の 精 也。 故に 水 を 月に とる。 磁 

石 は 鐵の母 なれば、 鉞を 引。 同氣相 もとむ る 也。 皆 同類 相感 する 也。 聖人 は 人と 同類 也。 故に 上に 作る とき は 万物 

咸覩 也。 物の 字 人に 重して 庶物 をかぬ。 覩は 人の 万物に 靈 たる 所 あら はれて、 人道み るべき 也。 下 は 上聖主 をみ て 

人の 人た る 人 をし る 0 上 は 下 をみ て 野に 遠 賢な く、 衆庶と いへ ども 禮樂 政敎の 風化 を かう むりて、 不知 不識 善人と 

なれり。 故に 鳳凰 麒轔神 龍神 龜の 四靈 いたり、 鍵 草 名木 生じて 諸 物 其 所 を 得、 其 代の 人 は、 をと にの みき- - たる 翳 

物 をみ る 也。 本-乎 天； 者 親レ上 は、 頭上に むか ふ 者 は 上 を 親む、 人倫 是也。 人 は 五行の 秀 氣を受 て、 氣 すめる が 故に、 

天に 本づ くと 云、 上 を 親む 也。 本， 1 乎 地 一一 者 親レ卞 § 植物 は 本 下に 向 ひ、 下 を 親む。 草木 是 也。 其 外 飛 走の 物 は、 頭 横 

に 生す。 故に 無知 也。 麒麟の 走獸 における、 鳳凰の 飛鳥に おける、 泰山の 丘淫 における、 河 海の 行潦 における 類 也。 

各 其 類に 從也。 聖人の 人に おける も 類 也。 其 類 を 出て 其 粹を拔 たり。 九 五の 位 を 得て 首と して 庶 物に 出る 時 は、 人 

類 是に從 て明德 天下に 明か 也。 是を 聖人 作て 万物 覩と 一.K 也。 故に 古今 臣 なき 事 を 憂す して、 君な き；：：：， を 憂る 也 

上 九- -曰。 尤龍 有リ. i 悔。 何ノ 謂ゾャ 也。 子 曰。 貴メ而 無， 位。 高.^ 而無， 民。 賢人 在 下位 一而 

無. レン 輔。 是ヲ以 動" 而有， 悔  , 

位 過れば 位 を 失 ふ。 威 過れば 威 を 失 ふ。 九 三の 賢人 自反 愼獨、 よく 身 を 脩と いへ ども、 過 高 志 滿の人 をば 助る 事 あ 

たはす。 故に 行事 4. を 失て 悔 あり 

或 問、 何 を以か 過て 位 威 を 失 ふと 云 や。 云、 位 を 持 過れば、 上下の 間遠し。 威 を 持 過れば 人心 はなる。 上下の 閒遠 


して 人情 時變 にう とき 時 は、 大君の 知べき 處を 不知、 後に は 床 道具の ごとく、 かし づきす へられて、 下に 知る 者 S3 

來る 故に、 位は虚 にして 實 位に あらす、 貴して 位な き 也。 威 を 持 過て 下の 心服せ ざる 時 は、 高して 民な き 也。 人君 

のへり くだり、 士庶 まで を 愛する を、 俗に 下す ぢ かきとて ほむる 也。 威 を 持 過て 下す と をく 成 は、 愛う すき ゆへ 也。 

愛 を 失 ふ は 父母の 道に あらす 、天職に かな はす。 故に 人心 はなれ、 下に 遠く 成て、 諫言の 路閉る 時 は、 なす 事 人情 

時變 にも とれ ども 不知、 悔 さきだ、 すして 後悔 益な し、 故に 凶 也。 唯 君 位の みならす。 志髙滿 にて、 人の 助な きも 

の は、 匹夫と いへ ども 行事 可に あたらす して 悔 あり 

問、 上 九 は 人君の 上に 居て、 人君に あらす。 故に 貴して 位な く、 高して 民な し。 太 上 天皇の 象に あらす や。 叉 位な 

く 民な くして 大君の 上に 居 者は師 保に も あらす や。 云、 太 上皇 は隱 居の 位に て、 天下の 行事な し。 師保は 大君の 備 

たる 位 也。 されば 動て 悔 あるべき 位に あらす、 動て 悔 ある 者 は 大君の 過 高志滿 にて、 冗 龍の 悔 ある 事を戒 たり 

潜 龍 勿レ. i 用 ル「。 下 也 其德 ありと いへ ども、 その 位なければ， 禮樂を 不作、 かねて 天下 をよ くす る こと 

あた はす。 獨其身 をよ くす るの み  ， 

見 龍 在.^ トゅ 田ち 時-一 舍 也 潜 を はなれ、 隱を 35 といへ ども、 九 五の 大人 を 見す、 孔子 を 始め、 子 思 孟子 

程 子な どの 諸賢の ごとし。 時に 行べき 所に 止る 也。 時 を 得 ざれば 大に 行事 あた はす 

終日 乾々 スト ハ。 行フ？ 事ヲ也 行べき 事 を 勤て やまざる 也。 必事 とする 事 あり、 わする、 事な き は 心 法 也。 心 
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法聞斷 なければ、 當然の事を行てぉ^Jたらざる事其中にぁb^ 

或 躍 ル在リ トゅ 淵-一。 自 試 也 或は 進み 或は 退き、 その 身 を 1^ 一 敷し、 其 家 を 齊て自 こ 、ろむ る 也。 己が 才德及 

まじければ、 賢者 をす、 め あげて 政 をと らしむ。 たと ひ 己が 才德 及べく とも、 賢 を 用て 己 後見す る は 大臣の 大忠 也。 

業 を 始め 統を たる 大道 也。 賢 をす i め、 能 を 達する を卿大 夫と 云と. S へり 

飛 龍 在 リニ 天-一。 上 治 ナリ也 德 あり 位 あり、 至 治の 時の 象 也 

亢龍 有リト ハレ 悔。 窮 マル ノ之災 也 天地の 道 は乘除 也。 乘 する は窮る 也。 必の そく 時 あり。 前に 知て 變 通せ ざれ 

ば、 災いたり て悔ぁ .  , 

乾 元 用 九ハ。 天下 治 ル也也 天の 元德と 大君の 用 九と 相應 じて 天下 治る。 乾 元は 生物の 本、 天の 仁德 也。 造化 

の 根基 也。 大君 天に 繼て 天下 を利濟 する の 道、 人才 を 用る を 第一と す。 九 は 陽 明の 才也。 九 を 用る は 賢者 を あげ 用 

る 也。 堯舜の 知 も 物に あまね からす、 先務に 急 也。 先務の 急 は、 賢才 を あげて 事 を 任す る 也。 是知仁 あまねく 天下 

に 及の 道 也。 賢才 も 一 人して 万事 を 兼べ からす。 九叉數 多の 義也。 野に 遣 賢 なきやう に、 あげ 用る 也。 造化 を 助し 

めむ ために、 天より 賢才 を 生す。 天の 生す る 賢才 をの こさす 用る は 用 九の 義也。 道な き 世に は 賢才 すくなき がごと 

し。 明君 上に おこる 時 は、 世に 賢才お ほし。 堯舜 文武の 時、 名 をの こせる 賢人 は すぐれたる 也。 其 下に 付て 事 を 任 

する 賢才 多し。 諸國 にも 又 多し。 是九を 用て 天下 治る 也 


一一 一 o 七 

潜 龍 勿 レニ 用 ル「。 陽氣 潜 藏 仲冬 十一月、 陽 下に 生す といへ ども、 陰 塞 上に 甚し。 故に 陽氣 ひそまり 

かくる、 也。 道な き 世に は 小人 位祿を 得て 上に ありて 賢者 をい みにくめ り。 賢者 下に 居て 才 德 を 不用、 ひそまり か 

くる- - 也。 陰 長 すれば 陽 消し、 小人の 道 長す る 時 は、 君子の 道 消す。 氣と 人と 共に 否 塞の 運 也 

見 龍 在トゅ 田- -0 天下 文明 也 上に 明 王な く不被 用と いへ ども、 君子の 德世 にあら はれて、 人の 惑 を 解 事 多し。 

是 下に 居る 君子の 德 の及處 也。 故に 天下 文明 也。 否 塞の 時、 邪 正 不分明して 異學發 る。 否 塞漸々 消して 有 道な らん 

とす。 故に 夜の あけて 黑 白み ゆる ごとく、 邪正爭 をへ て分ッ 也。 中 夏 は 周の 末より 凡 二 千 余 年 否 塞の 蓮 也。 其中宋 

の 代の 比より 文明の 運 開けて、 周 元 公、 程 子 兄弟 出生 ありて、 聖擧 初て 明か 也。 それより 打つ きて 諸賢 出生 あり。 

曰 本 は 百年 此 かた 文明の 風氣 すこし ひらけたり 

ト モ -ー 

終日 乾々 スト ハ 0 鬼ん レ時偕 行 フ，^ - 九 三 は 下の 上に て 諸侯の 位 なれば、 天下 道 あるに も 道な きに も、 國を すて 去 

べき 義 なし。 故に 時と 共に 行て、 內自 反愼獨 の受用 はやます。 天下 道な き 時 は、 大 によき 事 はならざる 者 也。 人民 

の 父母た る 愛敬 を不 失して、 事 は 目に 不立 やうに 進退 損益すべし。 道 ある 時 は 大君 を 助て、 ともに 仁政 を 行 ひ， 大 

君の 干城と 成べ し。 伯 夷叔齊 無道の 紂に 仕べき 人に あらす。 しかれ ども 諸侯 也。 父母 在す 時 は 去 こと あた はす、 兄 

弟國を ゆづるに 事よ せて、 中子 を 立て 去た hN。 父 も紂に 仕べき 者に あらざる 事 を 知て、 事 を 左右に よせて 去し めむ 

ために、 叔齊に 國を傳 へんと いへ る 事 も 有べ し 
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或 躍 ル在ュ 淵-一。 乾 道 乃 革 內卦 の はじめと、 外卦の 四と 處 同して 位 異也。 時 同して 行 別 也。 內卦 終て： t 卦 

始る。 蓮氣 あらたまらむ とす。 故に 躍て 進まむ とす、 時い まだ 至らす。 故に 安 所 を はなれす。 或 問、 何 を か 初と 四 

と 所 同して 位 異なりと 云 や。 云、 初 は 陽 位 なれ ども、 下卦の 下に 居て 微也。 四 は 陰 位 なれ ども、 上卦の 下に 居て 尊 

外 (ィ) 

し。 內卦 下なる 事 は 一也。 乾 元 用 九の 時 同じ けれども、 位に よりて 行 別 也。 或 問、 何 を か蓮氣 あらたまら むとして、 

時い まだ 至す と 云 や。 云、 蓮氣 あらたまら むとして、 賢者 生れて 世 中 文明 也。 しかれ ども 九 五の 位に 在す 人、 賢 君 

なら ざれば 犬に 行事 あた はす。 時 未 至 也  ， 

飛 龍在ユ 天-一。 乃 位 r 一 ルナ リ乎 天德ー 1  一 乾の 六爻 皆天德 也。 九 五 は 天位 也。 天德 ありて 天位に 上る は、 飛 龍の 

象 也。 君子 皆天德 あれ ども、 天位 を不 得して 下に 在と き は、 寒氣の 時の 龍の ごとし。 水中に 潜伏す るの み。 時 を 得 

て 天位に 上る は、 盛夏の 龍の ごとし。 雲 をした がへ て. 飛 升し、 炎 旱に雨 をく だして 田 ti 草木 を 養 ふ は、 君子の 九 五 

に 位して、 恩澤 天下に 及ぶ がごと し 

丄儿龍 有リト i 悔。 與レ時 偕-極 マル ナリ 小人の 道に 乘 じていつ まで も如此 さか へんと 思 ひ、 天命つ きて 除く 時 

いたれる 事 を 不知。 これ 尤 龍の 象 也。 極て 後悔 すれ ども か へらす。 大君 なれば 德を 行て 變蓮を 改め、 命 を 新に する 

道 あり。 匹夫と いへ ども 隱德 ある 者 は 陽報 あり。 命を變 する 道 あり。 變を 不知して 死亡 を 天に 歸 する は あやまりな 


三 〇 九 

乾 元 用 九ハ。 乃 見 ，1 天ノ則 T 天則 は 天道 也。 用 九 は 乾の 六爻 也。 六 爻皆實 也。 乾 元の 德不 至處 なきの 象 也。 

天理 至赏 にして 無妄 也。 故に 至誠に してやむ 事な し。 誠 は 天の 道 也。 是 天則 也。 誠 を 思 は 人の 道 也。 是 天則 を 見 也 

乾元ハ 者。 始了テ 而亨ル 者 也。 利貞ハ 者。 性情 ナリ 也，  ， 

元亨は 誠の 道 也。 利 貞は 誠の 復也。 元は 春時發 生の 德也。 亨は 夏時 長茂條 達の 德也。 利 は 秋 時収歛 して 赏を 結德 

也。 しかれ ども 氣を受 る 事い まだ 不足、 種不 生、 冬に 至て 堅實 す、 種子 また 生すべし。 貞の德 也。 明 道 云、 不レ 有- 

其 功？ 常久而 不レ已 者ハ貞 也。 その 功 を 有せざる は 化育の 跡な き 也。 故に 云、 日月 は貞 明なる もの 也。 乾 は 一 元の 氣 

を 以て 六虚の 間に 運轉 す。 始 りて 終り、 終りて 始る。 其 生 出す る 者 は 元 也。 歸宿 する 者は貞 也。 亨利は 其 間の 功 用 

也。 折て 四に して 四時と なり、 合して 兩 にして 陰陽と なり、 貫して 一 にす る 時 は、 渾然たる 一 元の 氣 也と い へり。 

造化の 理、 秋 冬の 利貞に 至て 各 性 命 を 正しくす る處み ゆ。 故に 利 貞は 性情 也との たまへ り。 人性に 在ても 仁 鱧は發 

散して 施し 用る； J と を つかさどれり。 義 知は復 して 實を 積、 德 を成處 也。 然 ども 人生に ありて は、 仁義 禮智 の四德 

を 性と 云、 喜 怒 哀懼愛 惡欲を 情と 云 也。 天 は理氣 合一なる が ゆへ に、 四德皆 性情 なれ ども、 成就して 物理の みるべ 

き 所 を 性情との たまへ り。 元 亨は氣 のみに て 質 をな さす、 利 貞は 氣 凝て すでに 質 をな す 所 あり。 故に 性情み るべき 

故 也 

乾始ハ 能ク以 ri 美 利 irl 天下 1 不 4E 所 ヲレ利 スル。 大矣哉 
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美 は 人物の 用て 生 を 養ふ處 也。 飲食 衣服 を 始め、 口 鉢に 便りす る 物 也。 乾始 生成して 天下 を利濟 する 物 は 皆 美 利 也。 

天下 貴賤と もに、 天恩の 利 を かう ぶる 事 あげて かぞ へがた し。 しかれ ども 天神 は 其 能に ほこらす、 其 功 を 有せす、 

功 成て 不居、 其 仁の 廣大 也。 聖人 又如此 

大ナル 哉 乾 乎。 剛徤 中正。 純粹精 ナリ也 剛健 中正 純粹 精の 七 字 を 以て、 乾の 德を 形容し 給、 乾 道の 大 たる 

所 也。 剛は其 鉢强竪 也。 徤は其 行す くや かにして、 一息の 聞斷 なし。 中 は 無欲に してよ る 所な し。 其 跡 過不及の 偏 

なし。 正 は 至 公に して 私 親な く、 至 明に して 私 照な し。 邪惡 なき 事 は 云に 及ばす。 純 は至實 にして 無妄 也。 天理に 

純 也。 天道の 誠 也。 粹は まじ はりな き 也。 精 は淸淨 也。 此七字 をす ベて 云 時 は 至善 也。 或 問、 乾 德如此 いさぎよき 

事 を 極と い へど も、 天地の 中陰 柔 あり、 重獨ぁ hN、 塵埃 ある は 何ぞゃ 0 云、 陰 柔は陽 剛の對 也。 重 濁 塵埃 万物 を 

許容して ゑら ばす. -是乾 道の 廣大 也。 けがれ をい とふ はせば きなり、 仁の 不足 也。 生氣盛 なれば けがれな し。. 米麥 

野菜に もろく の 不淨を あつめて やしな ひと すれ ども、 生 氣長出 すれば、 〔〇( ィ) けがれ ァリ〕 その 不淨に そまらす。 水 

鳥の 水に 入て ぬれす、 海魚に 塩の しまざる は 皆生氣 のしから しむる 也。 乾 道 は 生々 の 本 也。 故に 淸淨也 

六爻發 揮/。 旁-ま 通， $ 情 -一 也。 時-一 乘 M ハ龍 一一 一。 以御 5 天 一一 也。 雲 行キ雨 施メ。 天 卞平カ * 也 六 

X 乂の動 は 三 極の 道 也。 發は發 越 也。 揮 は 揮 散 也。 六 X 乂發越 揮 散して、 あまねく 万物の 情に 通じ、 人情 事變に 達する 

也。 乘， 1 六 龍 一は、 六 爻の時 を 用る 也。 御 レ天は 天運に 當て、 天道 を 行 ふ 也。 雲 行 雨 施 は、 聖 主の 德澤 下に 及て 天下 

平 也。 祌氣 龍に 乘て天 を 行き、 雷雨の みちみ てる 象 を 取て、 聖 王の 天に 繼て極 を 立、 造化 を 助て 敎 化の あまね き 事 

三  一 Q 
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をのた まふな り 

* タルコ ト  ダ  ナラ 

君子 ハ以 け成ス 5 德 ヲ爲レ 行；。 日 一一 可-け 見 ，1 之 バ仃？ 也。 潜 ノ之爲 ヒー目 也。 隱 レテ而 未， 見。 行テ 而未レ 成。 

是ヲ以 ，君子 ハ弗， 用ヒ也  _ 

君子の 日用 常 行 德を成 を 主意と する 也。 故に 日々 にみ づ からかへ りみ て、 我 行 をみ る 也。 行 は 善行 也。 君子 は 日々 

に 善 を 行て 德を なせり。 心內に 向て 善 を 積て 德を なし、 人に しられん 事を不 求、 獨善を 行事 を樂 めり。 人 も 叉 その 

善行 をみ て 學ぶ者 あり、 不知して 化する 者 あり。 善行 ぼ 五倫の 交りに、 五 典 十義を 第一 として、 吉凶 賓嘉 軍の 五禮、 

及び 日用 常 行 起居 動靜、 禮 あらす と 云 事な し。 禮を行 ふ は 善 を 行 ことの 多 也。 內に 向て 禮善を 行 こと を樂時 は、 告 

. 成德の 行と なる 也、 潜之爲 言、， 初 九の 潜 龍た る 事 は、 庶 人の 中に 隱れ て、 士君子の 事業 を不 見、 日用 常 行、 德を行 

ァラハ レズ 

といへ ども、 君子の 德 業未レ 著、 大舜 といへ 共 耕嫁陶 漁の 時 は、 深山の 野人に 異なる 事な し。 伊 尹 有宰の 野に 耕せ 

る 時 は、 農夫の； J と を つとむる のみ。 故に 盛德の 人と. S へど も、 位潜隱 微賤なる 時は自 不用、 かくれて 獨道 を樂の 

み。 又 一 の義 あり、 長沮 樂溺、 荷 W 蔡ヲ杖 〔〇 丈 力〕 人な ど、 凡人に は あらす と. S へど も、 潜を不 出、 隱を はなれす、 .， 

て 人道 をな さす。 故に 君子 は 不用 

君子 ハ學 以テ聚 ^ 之ヲ。 問 以テ辨 1 之。 寬以 --つ 居で z。 仁以行^Nヲ。 易-一 曰。 見 龍 在， 田。 利 V 見； 一 

大人 r 君 ノ德也 

易 經小解 卷 四 ，=- 


蕃山仝 集 第四册  五 〇 

學で善 を あつめ、 義を あつめ、 衆理を あつめて、 日々 に 德を養 也。 理義の 心を悅 ばし むる 事、 調味の ロを悅 ばし む 

るが ごとし。 曰々 に 口 鉢 を 養て 形の 生長す る ごとく、 日々 に 心 を 養て 德を成 者 也。 初 學は學 で 不敎、 聞て 不說、 發 

散して 德 を損ぜ むこと を 恐て、 精神 を収歛 する 也。 君子 は學は 己が 爲 にし、 利 は 物 を 利して 人の 爲 にす。 小人 は 利 

は已を 利し、 學は 人の 爲 にす。 君子 は 物 を 利す るの 余り、 自然に 己 を 利す。 己が 爲に學 ぶ， の 余り、 自然に 人 を敎育 

する 者 也。 幼に して 學び、 壯 にして 行 ひ、 老て學 行の 實を 積て 敎るは 人道の 常 也。 問 以辨之 は、 先學 に問學 する の 

みならす， 同 學後學 にも 問 こと を 好 也。 無學の 凡人と いへ ども、 人情 時變の 才は學 者に まさる 者 あり。 いはむ や 己 

より 前に 學び たる 者 は、 數年數 人の 發 明美 言 を 段々 に 聞傳て 至理寓 す。 この ゆへ に 書 をみ たる 事 は 己より すくなく 

て も、 學に は廣處 あり。 不問して 獨學 する 者 は、 書 を廣く 見ても、 學 にせば き 所 あり。 故に 君子 は ひろく 學て、 數 

千年 數百 人の 敎を受 る 也。 德を 不知 者 も、 人心の 靈 にて、 ひとつく も至理 をい ひ 傳る者 也。 故に 人 を 以て 言 を. f 

てす といへ り 

問、 しからば 博識の 者、 德 にたより せむ か。 云、 しからす、 おぼえの よき も 可也。 わする- -も 可也。 た 善 言 を 聞 

て 德を養 ふ 也。 人 飲食す るが ごとし。 飲食して 元氣 を， 養 ひ、 食 消して 脾胃を 養へ り。 食せ ざれば 鉢氣 やしな はれす 

といへ ども、 其 食 消せ ざれば 病 を 生す。 日々 に 食し、 日々 に 消して、 鉢氣を 養べ し。 問 學も又 如 レ此。 日々 に學び 

問て 惑 を わき まへ、 德を 養べ し。 お ぼへ よき は 事の 助と なり、 お ぼへ ざる も 惑を辨 へて 後 は、 覺 と不覺 とに は 心な か 

るべ し。 繳は學 を 助 くれ ども、 自滿 する 者 は 食 滞の 病の ごとし。 日々 に問學 し、 日々 に 明 なれば.' 其學問 去て 理已 

三 一 二 


より 生す。 寬以チ 居, 之- -0 仁以テ 行レ之 S 張子 曰、 心 犬なる 時 は、 百 物 皆 通す。 心 小なる 時 は 百 物 皆 病り。 寬以居 之 

とき は、 吾學 聚問辨 する 所、 常に その 心と 一 つ 也。 仁 は 心の 全德也 。生々 して 不窮、 德 仁に 至て 天と 運 を 同して、 

1 息の 間斷 なし。 擧 問の 極 功に して、 君子の 盛德 也と い へり 

易 曰、 見 龍 在 レ田。 利レ 見， 1 大人？ 君德 也。 右の ごとき 賢者 あれ ども、 九 五の 大人の 代に あはざる 時 は、 天下 を利濟 

する 事 あた はす。 しかれば 九 二の 賢者の 世 をす く ふ 事 は、 九 五の 大君の 德也 

九 三 ハ重剛 -フ而 不レ中 ナラ。 上 ミ不. 在， 天-一。 下モ不 レ在レ 田-一。 故-一 乾々 ス。 因 fj 其ノ 時-一而^ 寸ハ。 雖." 

レ危 シト無 t 咎矣  九 を 以て 三に 居ば 陽 を 以て 陽 位に 居、 剛に 過たり。 故に 重剛 也。 上 九 五 も重剛 なれ ども、 

上 卦の中 を 得て、 德と 位と 相 叶へ り。 九 三 は 下卦の 上に て 中に あらす。 故に 上 九 五の 理 にも あらす。 九 二 は 陽を以 

陰 位に 居、 又 下 卦の中 を 得たり。 下 九 二の 理 にも あらざる 也。 危地なる が 故に、 乾- •< と 愼み强 て惕 る。 夭 は 德に不 

レ勝、 危は愼 みに 不レ 勝。 慎み は 事の 前に あり、 未 病 を 治し 未 乱 を 治る 義也。 自 危地 を 知て、 其 位 職 を 慎み、 其 時に 

よりて 恐惕 する 者 は、 叉 危地の 中 也 

十 力 

九 四 ハ重剛 而不レ 中。 上不， 在レ天 一一。 下 モ不レ 在， 田-一。 -中不 レ在レ 人 一一。 故 或 之。 或之ハ 者。 疑 

レ之 也。 故 無レ咎 九 四 は重剛 にあら す、 重 Q 字 衍文 也。 九 四 は 剛を以 陰 位に 居、 剛柔相 たれ ども 中 を 得 チリ 

上 卦の下 なれば、 天に あらす。 人位の 陰 >{乂 なれば、 地に 遠して 田に あらす。 地に 遠き は 人の 居べき 所に あらす。 故 
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に 中 人に あらす。 或は 進み 或は 返き て 定位な し。 故に 或 之す。 或 之 は、 あやぶみて 决 せざる 也。 疑て 中に 不及 こと 

を 憂る 也。 憂るべき 事 を 憂る 者 は、 憂な きに 卒る。 疑べき 事 を 疑 者 は 疑な きに 卒る とい へり。 故に 無咎。 君子 は 一 

朝の 疑 ありて 終身の 疑な し。 我 身の 終身 を 憂. 疑に あらす。 義の爲 べき 事に を ゐて其 可否 を 疑 乙と あり。 是 卜筮 を 用 

る 所 也。 九 四の 或 之 疑 之 は、 卜筮 を 用る 義 にも あらす、 時に 隨の中 を はかる 也。 其 憂 は 忠孝の 憂 也 

ト  ツイ テ，  ► 

夫レ 大人 ハ者。 與ニ 天地 1 合 ー1其ノ 德 r 與ニ. 日月, 合 1 つ 明 T 。與 一一 四時 1 合 二 其ノ序 T 。與二 鬼神 一 合一 一 

サキ ダチテ  ヲ クレテ  ゥク 

其 吉凶 一。 先 ， 天 一 一而 天弗レ 違ハ。 後 レ天而 奉 二 天 時 一一。 天且 ッ弗レ 違。 而ヲ况 ャ於ー J 人 一一 乎。 况ャ 

於， I 鬼神 _1_ 乎 

大人 は 九 五 九 二の 見に 利 ある 大人 也。 天 は 理の原 也。 大人 又 一 圑の理 也。 形 を ふむ 者 也。 天地 は大 鉢の 聖人 也。 聖 

人 は 小鉢の 天 也。 天と 德を 合する 也 ® 日月 は 明の 至 也。 大人 は 知の 至れる 也。 日月と 明 を 合する 也。 四時 は 五行 相 

生じて、 氣 節の 序 万古た が はす、 聖人 五倫の 五 典 を 序て、 其， 道其禮 万古の 法則 也。 是 天に 繼て極 を 立、 四時の 造化 

を 助る 所 也。 四時と 序 を 合する 也。 鬼神 は 福 善禍淫 也。 吉凶 未 前にき ざす、 聖人 至誠に して 先知す。 善大 なれば 鬼 

神 もた がふ 事 あた はす。 吉を 以てした がへ り。 鬼神 凶を吿 ると いへ ども、 義 あれば さけす。 鬼神 も義 にたが ふ 事 あ 

たはす。 凶を轉 じて 吉 となす 事 あり。 叉 鬼神に うか ひて 吉凶に したが ふ 事 あり。 ト筮曰！^^也。 或は 鬼神に 先 だち、 

或は 鬼祌に 後れて 吉凶 を 合する 也。 先レ 天-一而 天不レ 違。 時い まだ 至ら ざれ 共、 聖人 理 ありて 爲 こと あるとき は 天 遠 


三 一 五 

• はす 。後レ 天-一而 奉 1 一天 時？ 時す でに 至りて、 聖人 天の 時に うけした がふ 也。 天 だに も 聖人に たが はや。 况ゃ 人と し 

て 聖人に たが ふべき や。 鬼神 も 聖人の 道に 違 ことなし。 鬼神 は 造化 を 以て 云、 故に 造 物 者と もい へり 

1 几 ノ之爲 5言 8 也 脱力〕 知-け 進- 而不， 知， 退ヲ Q 知 一 スル 「ヲ 而不 レ知レ 亡スル 「ヲ。 知-け 得 而不レ 知レ喪 「ヲ 

進退す る 者 は 身 也。 存亡す る 者 は 位 也。 得失 は 物に あり。 贵賤 ともに その 程く の 盛衰 あり。 凡人 は 欲に 限な くし 

て、 其 身の 盛 を 不知、 いよくよ くな らんと 思 ひて 進む 心ぱ かり 也。 身 退き 分に 止る 事 を 不知。 いつまでも 位祿を 

存 ぜんと 思 ひて、 亡ぶべき 天命の 至る 事 を 不知。 財寶は 天下の 通用に て、 一人 有つ ものに あらす。 富有の 命 衰ては 

必 喪べき 事 を 不知、 其 命 分 を 不知して、 富貴 を まさむ 事 を 欲する 者 は、 皆. 一 几す る 者 也。 しかの みならす、 天理に た 

が ひて 冥加の 龜る事 を 不知。 貴賤と もに 凡 心 は 冥加の 滅 する 事 をな して、 身の 用心と 思 ふ 者 多し、 愚の 至 也。 天質 

は 其 程の 愚に 至べき 者なら ね ども、 大道 を 不聞故 也。 道 を 不知 者 は 種々 の 心得 そこな ひ あり。 不思 不知 惡事を もす 

る 者 也 

其レ唯 聖人 #。 知 n 進退 存亡 r 而， 不 1 失 1 ハ正 S ハ。 其レ唯 聖人 力 乎 

聖人 は 時に 中し、 義 共に したが ひ、 正に 心 ありて 進退 存亡に 心なし。 况ゃ 得失 を や。 孔子 魯國 にお ゐて 相の 事 を 行 

ひ 給 は 進 也、 存也。 魯國の 君臣 女樂 にお こたる をみ て、 去 給 ふ は 退 也。 亡 也。 進 事を必 とせす、 退 事を必 とせす。 

存亡と もに 必 とせす。 義 のま、 にして 正 を 不失者 は 聖人 也。 正 は 貞の鉢 也。 進退 存亡 を 知 は、 貞の 明に して 川 也。 

負 は 人性に ありて 知 也。 知 神明なる を 聖人と 云。 文 言 元に 始 りて 貞に 終る。. 元は 乾の 四 德の始 也。 寅 は 本 也 
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六 X 乂皆 偶" リ也。 陰 ノ之數 也。 純 陰ガ故 _ -坤せ 也 

坤 ハ元ム 亨ル。 利ス牝 .1 馬 トス 之 T 貞ナリ 坤 は四德 乾に 同して 貞德 すこし 及ばす。 . 貞は 乾坤の 知 也。 乾 は 陽剛に 

して 知 神明 也。 坤 は陰柔 にして 知 正 固 也。 乾 元は 氣の始 也。 坤 元は 生の 始也。 乾の 亨は 氣の亨 也。 坤の亨 は 生の 亨 

也。. 乾の 利 は 氣の利 也。 坤の利 は 生の 利 也。 乾の 貞は. 氣の貞 也。 坤の 貞は 生の 貞也。 合て い へば 乾坤 一 德 にして 生 

氣 一致 也。 分て いへば 施と 承と 也。 牝馬 を 以て 坤の 象と す。 造化の やまざる こと は 乾坤 同じ けれども、 乾 は 剛強に 

して 徤 行し、 坤は 柔順に して 徤 行す。 地 を 行 ことの 達者 は、 牡 馬に を とら ざれ ども、 牝馬 は 柔順 無爲 也。 故に 象 を 

とれり 0 坤は大 鉢の 聖女 也。 故 は 婦人 是を師 とし 則と る 也。 女子 は 柔順 なれ ども あざむく ベから す、. 犯べ からざる 

心み ゆる を貞 とす。 貞は 正 固 也。 正して 守り 固き は 知 明か なれば 也 

或 問、 何 をか貞 すこし 乾に 及ばざる と 云 や。 云、 陽と 陰との 別 也。 曰 は 陽 神、 月 は 陰 神 也。 月の 光 は 曰の 光に 及ば 

す。 日出る を 昼と し、 日 入 を 夜と す。 月 は 夜 を てらす、 月明 かなりと いへ ども、 昼 物 をみ る 如くに は 見えす、 くま 
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ぐ はかくれ も あり。 其 上 三十日の 夜、 半 は 照して 半 は 闇 也。 月 は 其 鉢 光な しとい へど も、 純 粹淸淨 なる が 故に、 

日光 を受て 光と す。 是を 以て 贞德の 九分 六 分 を 知べ し。 乾 道 は 男 を 生じ、 坤は女 を 生す。 女の 知 は 男に しかす。 し 

かれ ども 収歛は 陰に ある 故に、 女 もし まりた る 者 は知淺 からざる 者 あり。 幼少の 子ども をみ るに、 量 は 男子に あり、 

發才は 女に あり。 さる 程に、 女に 一 向の 勢虚 はまれ 也。 男に は 1 向の 不才 あり、 勢虚 あり。 陽 はみ ち たれば かくれ 

ば大 にかくる とみ ゆ。 陰 は 鉢に かけあれば、 かけすくな きなるべ し。 男 も 男に より、 女 も 女に よる 事 なれ ども、 大 

凡 如レ此 女の 知に おとりた る 男 も あり。 女 は內に 居て 男の 行跡 を わきより みる ゆへ に、 男の 是非 善惡 をよ くみる も 

の 也。 外 目 八 目と い へる がごと し。 故に 婦の夫 をた すくる 道 有。 陰 內に在 ルハ陽 之 守 也と い へり。 發 散収歛 ともに 大 

なると ころに いたりて は 男に およばす 

問、 しからば 元亨 利の 三德 も、 坤は 乾に しか ざらん か。 云、 しからす。 日光 存神遇 化の 妙に あら ざれば、 物 生長せ 

すと い へど も、 夜氣 にあら ざれば 養育の 功な し。 天始 とい へど も、 物の 生成 収蔵 は 地の 功也。 君命す とい へ ども、 

事に 勞 する は 臣也。 造化の 四德. 天地 德を 合す、 其 中 負す こし 陰陽の 分 ありと いふの み。 士庶人 は 財 穀は男 生す と 

いへ ども、 是を納 て 出 人した すくる は 婦人 也。 故に 妻の 所帶 のし まりあし く、 女 事に つたなき は、 夫の 家 立が た 

き 者 也 

君子 在" 攸 レ往。 先 トキ ハ迷ヒ 後寸ハ 得主ュ 利" 陽 Is, 陰 和す、 陽 は 陰に 先 だつ 者 也。 陰の さきだつ を 迷と す。 

神代に 陽 神 陰 神 めぐりあ ひ 給 ひ、 陰 神 先 言 たれば 不祥 也、 めぐりな をさむと て、 かさねて めぐりあ ひ 給た ると 
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き、 陽 神 先 言た まひ、 陰 神 答 給と 記せり。 後と き は得理 也。 雲 は 陰 類 也。 東南に ゆく とき は 密雲 なれ 共 雨 ふらす、 

陰より 陽に 進めば 也。 西北に 入と き は 雨 ふれり、 陽より 陰 をい ざな へば 也。 陰 は 陽に したが ひ、 女 は 男に したが ふ理 

の 常 也。 故に 婚禮に 男親 迎 する は、 女に 先 だつ 也。 地 は 天の 施 をう けて 生成す。 万物 氣を 天に うけて 質 を 地に 生す。 

養育 収藏を 以て 五穀 草木 堅實 して、 衆 を 養 ふ は 地の利 也。 故に 利 を 主と す、 とのた まへ り。 君子 在 I 攸 レ往。 先 タツ オハ 

ゥ  ヲ n ナフ  クラ ネ 

迷.， 後ル、 寸ハ 得の 二 句に 一 の義 あり。 行 となく して 往 とのた； ふ。 下の句に 連て、 喻の辭 也。 君子 は 在位 有德 かねた 

り。 在位の 君子 道路 遠く ゆく とき は、 段々 に 先達 者 多し、 先 ほど 賤者 也。 本道 徑路 田舍の 道路の わかれ、 賤者程 切 

々往来して 知 もの なれば、 第一 に 先達て ゆく 者 也。 貴 者 程往來 まれ なれば 不知。 まして 在位の 君子 は 無 案 內也。 故 

に 君子 先 だ、 ば路 次に まど ふべ し。 段々 に 知た る 者 を 先に 立て、 後往 とき は 道路 を 得 也。 是は喩 也。 上に 在て 理を 

以て をして 令す る； J と は、 下にいたり 違 事 多し。 古今 時異 也。 遠近 人情 事變 同じから す。 又 水 土の か はりあれば、 

理屈に て 令して は 事の 實に不 叶、 可に あたらす。 しゐて 守らし むる 時 は、 人民 困窮して 立が たし。 是 君子 衆に 先達 

て 我 知 ありと する 時 は、 政に 迷 也。 故に 有德大 知の 君子 は、 問 こと を 好て、 遠近 諸人の 人情 時變を 知て 令す る 故に 

可に あたり、 事の 實に 叶て 政令 守り やすくし たが ひやす し。 變に 通じて 人民う む 事な きとい へる これ 也。 天下の 知 

を 用 ひ を くれて、 其 中 をと り、 政事の 善 をえ て 天下 を利濟 す。 坤 道の 利 を 主と する に 合す 

西南-一 ハ得 レ朋。 東北-一 ハ喪ナ け 朋ヲ。 安貞- メ 吉ナリ 西南 は 陰の 方に て、 朋類を 得と いへ ども、 いまだ 造化 

の 功 用 をな さす。 東北 は 陽の 方に て、 朋類 をう しな ふといへ ども、 陰 は 陽に 從者 なれば、 化育の 功 を 成 也。 人倫に 
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ていへば、 西南に 朋を 得ば、 女子 父母の 家に やしな はれ、 母 姉妹な ど- -居 也。 東北に 朋、 を 喪 ふ は、 父母の 家 を 出、 

姉妹な ど、 はなれて 夫 家に 歸 する 也。 是朋を はなる、 とい へど も、 女子の 終の 住家 也。 夫 をた すけ、 一家 を 和睦し、 

子孫 富有なる 事 は、 女子 安貞の 德 によりて、 吉善 をいた す 也。 善と 吉とは 鉢 用 也。 善 は 鉢に して 吉は用 也。 人 善な 

れ ば必吉 あり。 吉は 善の 應也。 安貞 は 則 善 也。 我 も 安く 人 も 安 は、 柔順の 德 よりな す處 也。 女子 柔和 遜 順にして、 

よく 夫の 父母に 孝 あり。 夫の 兄弟 相よ めな ど i 和睦し、 夫 を 大切に し、 家人の 惡を かくし、 善 を あげ、 一家の 貴賤の 

愛敬 を 得と き は 其 身 安し。 如此 柔順 なれ ども、 其 本心 は 物に たはまざる 處 あり。 淫夫 などの いひより 近付 こと あた 

はざる、 正 固の 德 ありて、 夫の 留 主に 置ても 心安き は、 婦人 第一 の德 也。 安貞の 善 ありて 吉 なる 所 也。 これ 迄 は 文 

王の 坤卦 に繁給 ふ辭也 

象 曰。 至レ ル哉坤 元。 萬 物資 生。 乃 順テ承 t 天" 

乾に は大 哉との たま ふ。 大 はかね すと 云 所な し。 坤には 至 哉との たま ふ。 至 はっく さすと 云 事な き義 也。 万物. 乾に 

资て始 り、 坤に資 て 生す。 万物 形 は 地に 生じ 氣は 天に 始る。 坤の 生やる 物は则 乾の 始る 所の 物 也。 氣 至て 生す、 則 

坤元 也。 始と 生と 其 聞 寸分 を 云 事 あた はすと 5 へり。 乾坤の 元亨 ならび 行 はる、 利 貞は 乾、 これ を 始て坤 順て これ 

を 承る 也。 春の 始生、 夏の 亨通、 乾坤の 行わ かちが たし。 秋 天 西風 を 起せば、 地 順 承て 五穀 草木 赏を むすび、 冬 天 

北風 を發 すれば、 地應 じて 堅實 す。 是利 貞は 乾 始め 坤 承る 所み やすし。 問、 夏め 氣 より 早田稻 など 赏を 結ぶ 物 あり、 

いかむ。 云、 五月 夏至に 一 陰 下に 生す、 はやく 陰 氣に感 する 者し かり。 冬の 中より 寒梅の^ 出る が 如し。 冬至 一 陽 
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の氣に はやく 感じて しかり 

坤ハ 厚" 载スレ 物。 德合， 1 無彊？  坤 の德廣 厚也。 河 海 をお さめて もらさす、 大山 をのせ て 重し とせす。 万物 を 

持 載て、 乾の 覆育不 息の 德に 合して、 ともに 彊 なし 

含弘 光大-つ. 品物 咸ク 亨ル 宇宙 弘 しとい へど も、 坤 厚の 中に ふくます と 云 物な し。 大 にして は 河 海川澤 山林 土 

石、 小に して は 禽獸魚 虫 五穀 草木、 其 種 を 地中に ふくみて、 時 を 以て 生す。 時 は 乾 元の 始、 氣の 至る所 也。 天氣至 

て地氣 生す。 是含 事の 弘き 也。 故に 含弘は 地の 事 也と い へり。 坤 は其靜 なる 也。 衾 故に 含弘を 云、 含は容 すと 云 所 

なし。 弘は あらす と 云 所な し。 其 動 ゃ闢。 故に 光大 を 云。 光 は 著、 t すと 云 所な し。 大 は被ハ すと 云 所な し。 是德の 

無彊 也と い へり。 品物 は 万物 也。 乾坤 德を 合して 咸く亨 る。 亨は 通達して 生 をと ぐる 也。 獨陽不 生、 獨陰不 成。 坤 

なくて は 乾 元 施すべき 所な し。 乾なくて は坤元 生すべき 道な し。 故に 乾坤 合て 其 功 あり。 男女 合て 家齊 り、 君臣 合 

て國 治る、 自然の 理也。 光大 は 乾の 事と い へど も、 坤 よく 承て 行。 故に 則坤の 光大 也。 君命す とい へど も、 臣 よく 

事 を 行て、 國 安き は臣の 功也。 君 問 こと を 好み，、 天下の 善 を 取て 用る 時 は 天下 長久 也。 長久 は 君の 德也。 戰陣に は 

冬： や-, て 敵に 勝、 1^ 生存 亡の か」 る 所 なれば、 勇力の 將 とい へど も 衆に 先達て 一 人 敵に あたる 事 はせ す。 何 

ぞ： や 生： 犬の あた ふる 衆 C 善：：. ：： を 小用。 言， が，.) 閉て 一 人知 ありと する や。 昔夏桀 力 衆に すぐれて 鉄 を 索に す、 其 力 

をた のみ 特て德 をつ とめす。 終に 成 湯の 爲に滅 されたり。 桀 人に 謂て 云、 我 湯 を 夏臺に 殺さす して、 此 にいた る 事 

1^ と。 其 行 を 非と する 事 を 不知して、 湯 を 不殺事 を悔。 紂は 人に すぐれて 聰明 也。 八 人して 云 こと を 一 度に 聞、 

.  ！ 一三 Q 


三 ニー 

その 是非 を わかてり。 自 才知 を 有して、 諫を こばみ、 善 言 を 不：， 容。 武 王に 宜窒 に拘れ て、 自其惡 を さとらす して、 

文 王 を 突 里に 誅 せざる 事を悔 たり。 天罸を まねく 者 は、 1 人 を 殺せば 必 これに 繼者 ありと い へり。 天地 生成の 道、 

敎 にあら すと 云 事な し。 天地に そむく 者は自 亡る 事 を 云 也 

牝馬 ハ地 i き 行： 地 ^^,彊§ 柔順 _フ 利 貞…。 君子 ノ攸 ナ-仃 1 

， 牝馬 は 陰 物 也。 故に 坤の 象と す。 其 性 柔順 なれ ども 地 を 行 XJ と健强 也。 昨日 も 行 キ今 日 も 行て 彊 なし。 乾 行て 坤 止る 

事な し。 柔順 利 貞は 君子の 行 所と は、 坤 道を師 とし 則と る 也。 柔順 は 愛敬の. Ir^ 也。 仁 禮の事 也。 愛の 色に あら はる 

k 柔和 也。 敬の 父兄 長者に 事る 順從 也。 柔順に して 其 本心 欲に ひかれす、 物に 屈せす、 勇義 にして 正 問なる は利貞 

也。 故に 柔順 以て 五倫に 交り、 利贞を 以て 德を 立る は 君子の 行と ころ 也。 利 は 文に とれば 物 を 利して 仁の $J なり、 

T- ネ 

武に とれば 其 鉢 剛強に して 其 用 堅 利 也。 堅 ra. 利 兵、 其 器 也。 堅 甲は眞 よき 鏜也。 利 兵 は 金の きた ひよく、 物の きる 

. ほ 刀 也。 是非 死生の 聞に をいて、 よく 截斷 して 義 と共にした がふ 事、 利劍の 物を斷 がごと し 

先 スレノ 迷トハ 失へ、、 ハ f 道ヲ。 後一 一 スルハ 順- フ得ナ "常 ヲ。 西南-得- - 朋ヲ。 乃與. 類 行ナも 東北-一 喪 ニ丽。 

乃 終 a 有リ レ慶ビ 

陰 は 陽に 從者 也。 しかるに 陰 先す る は 道 を 失 ふ。 故に 迷と 云。 陽 唱ひ陰 和す る は 常 也。 故に 陽より 後に する は. 順に 

して 常 を 得る 也。 西南 は 陰の 方 也。 陰の 始て 生す る處 也。 故に 坤 西南に 居 は、 陰 類と 陰 事 を 行 也。 しかれ ども 大に 
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造化の 功 を 成 事 あた はす。 東北に 朋を喪 ふ は、 陽に したが ふ 也。 乾 は 南に 極て 德 盛な り。 坤 北に いたりて 乾に 配 

す。 陰 類 を はなれて、 天地 位し 万物 育す、 其 功用大 也。 故に 終に 慶 あり。 北 は 陽の 生す る處 也。 人倫 を 以て いへば、 

西南に 朋を得 は、 處 女の 父母に やしな はれ、 其 姉妹と 女 事 をつ とめ 行 也。 嫁すべき 年に なりて 父母の 命、 媒介の 言に 

順て、 一 人夫 家に 行ば 東北に 朋を喪 ふ 也 0 夫 家 は 陽の 方 也 0 類 を はなる k といへ ども、 女子 は 父母の 家に 終る ベ か 

らす。 夫の 家. -C 我家と して 子 績相鑌 は 終 慶 ある 也。 臣も叉 君に 對 すれば 陰 也。 家に 居て 父兄に 事へ、 弟妹 を 愛す 

る は 西南に 朋を 得て、 類 親と 孝弟 を 行なり。 國に 出て 君に つかへ 長者に したが ふ は、 東北に 朋を喪 也。 才 ありて 國 

をお さめ、 民 を 安す る 時 は、 天祿を 得て 父母の 養 を ゆたかに し、 一類 をめ ぐむ はつ ゐに 慶び ある 也。 天地人の 道お 

なじ 

安貞 之吉ハ 應 「一地 ノ无疆 J  地の 无疆 に應 する 安貞 は、 大人の 德也。 天地と 其德を 合する 也。 地 は 生を以 

て 万物 を 育す。 大人 は 政 を 以て 衆 民 を 養 ふ。 仁政 は 仁心に 生す、 仁 は 元 也。 • 善の 長 也。 元 長の 德は、 大君の 象 也。 

樂 める 君子 は 民の 父母 也。 安 は 道 德の樂 也。 天下の 安 を 以て 安き は 知の 至 也。 仁に して 知 あり。 其 中間 鱧義 にあら 

すと 云 事な し。 仁義 禮知は 至善 也。 至善 は 善の 淵 泉 也。 日. •< に 生じて 窮 りなし。 故に 其吉 地の 無 疆に應 す 

象 曰。 地勢 ハ坤。 君子 以 厚 德ーフ 載 は物ヲ 

天 は氣を 以て 云、 故に 天行徤 との 給 ふ。 地 は 形 を 以て 云、 故に 地勢との 給 ふ 也。 地の 勢廣 厚に して、 四海 をのせ て 

重し とせす。 君子 是に 則と りて、 厚德 にして 衆 を 載。 載る は 勝る 也。 此 君子 は 九 五 九 二の 大人 也。 地の 勢 厚から ざ 
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る 時 は、 山海 をのせ て 其 重きに 勝る 事 あた はす。 君子の 德 厚から ざると き は、 衆 民 を 載て、 その 多に 勝る 事 あた はす。 

君子の 衆を容 載て、 た ゆる 厚 德は寬 仁 也。 寛仁に して 衆 を 見る 事 子の ごとし。 人 子 ある 時 は是を 養育し、 是を敎 

ゆ。 父母 仁 厚の 心 也。 天下の 衆 を 敎養は 人才 を 得る にあり。 政 を 以て 衆 を 富 足しめ、 敎を 以て 善に 導く は、 人ネの 

タグ e み ハイ」 

賢 を 用る にしく はなし。 賢 を あぐる 事、 類 をなら すと いひて、 仁君 は 賢者 を あぐる 事 格に か、 はらす。 倍 臣庶入 罪 

• 人の子、 惡 人の子 にても、 賢 なれば 速に あげ 用る 也。 格に か k はり 類 を さくる はせば き 也。 坤范 の厚德 にあら す、 

父母の 道に あらす、 諸侯 は 一 國の 父母 也。 大君 は 天下の 父母 也。 天命 じて 衆 民の 父母たら しむ。 坤の厚 德を受 川し 

て、 其； 大職 にかな ふ 人 を、 民の 父母と いへ り。 仁心 厚して よく 天職の 任に た ゆる 君 は、 心廣鉢 ゆるやか にして 道德 

の樂 みあり。 万民 君子の 樂 める 事を悅 て、 樂 める 君子 は 民の 父母 也と. S へり。 たと ひ 心 苦み 身勞 すと も、 天職なら 

ば務 べし。 况ゃ心 樂み身 福 あり、 子孫 長久に して 名 を 後世に あぐべき を や。 しかるに 學 びす 行 はざる 者 は、 あた は 

ざるに は あらす、 せざる 也。 坤 の德廣 厚に してき はまりな く、 山海 をのせ てお もしと せす、 泰然と して 靜 なる は坤 

の樂 也。 仁者の 樂は山 也と いへ り。 少も 重と し苦勞 する 處 ありて は、 如此 悠久なる 事 あた はす。 地 は簡を 以て 能 3 

と は、 その やすらか 成 を 云 也。 皆 君子の 則と る 所 也 

初 山ハち 履 は霜ヲ 堅キ冰 至ル  六 は 陰； {乂 の 名 也。 陰 は 退く が 故に、 其數 八は少 にして 六は老 也。 この 故に 陰爻 

を 六と いへ り。 霜 は 陰氣の 結ぶ 處也。 漸々 盛に して 水 氷て 堅冰に 至る 也。 陰陽 を 云に ニ義 あり。 動 靜剛柔 を 以て 云 

者 あり、 善 惡生殺 を 以て 云 者 あり。 乾元資 て始、 坤元資 て 生す る は 獨陽不 生、 獨陰不 成、 造化 周流 並び 行 はる- -也。 
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男女 文武 も阴阳 也。 此 爻の辭 は、 善惡を 以ての たまへ り。 善 惡を以 云 時 は、 阳は 君子たり、 阴は 小人たり。 故に 霜 

を 履て 堅冰至 ルの戒 あり。 初 六 は 阴始て 結て 霜と なる の 象 あり。 漸 々厳寒に 至り、 水 冰り氷 厚ク雪 積るべき 事 を 知 

也。 是を 以て 喻 とし 給。 小人 其 始は微 なれ 共、 勢 を 得て 盛 なれば、 君子 を 流言し、 終に は 退ケて をのれ のみ 時に あ ひ 

て 威 を ふる ふ 者 也。 下に 居る 賢者 はいよ くひ そまり かくる。 是を 君子 野に あり、 小人 位に ありと いへ り。 國の亡 

* ひざる は 幸 也。 終に は 滅亡に いたる 者 也。 妻 も 嫁の 初 は 物はづ かしく、 ぅゐ くしければ 驕； J とな けれ 共、 夫 不足し 

て 其 始に敎 制せ ざれば、 後に は ほしい ま、 に 二 糸の 威 をと りて、 夫 を もない がしろ にし 驕る者 あり。 夫婦 不和の 本 

を微成 時に 知べ し 0 子 も 幼少より 敎 導き 制すべき 時に 制せ ざれば、 氣隨 になり て、 父母に もした が はざる 者 也。  <1 

れる 子の 用べ からざる がごと しとい へり。 家老の 君 威 をう ば ふ も 同じ。 時節よ ければ、 主君 をた をし 國を うばへ る 

者 あり。 平" 淸盛 も其始 五位に て 昇殿 も だに ゆるされ ざり し 時 は、 奢 はな かりし か 共、 小人 なれば 才覺を 以て、 霞 

に 取 入、 功臣に 越て 位 綠 共に 進みし かば、 後に は權威 をと り、  。 過分の 望 を すれば、 

、 日本 國 半に 過て、 己が 1 門の 領 とし、  諸 國をも 

心の ま、 に 進退し、 武人 大君の 勢に なりたり。 保 元に 癱ヲ 履の 凶 あら はれし かど も、 

0 古今 小人の 勢如此 なれば、 聖人 坤の初 六に をいて 象 をと りて、 戒を 後世に 敎給 へり。 或 問、 

阳は 生育 長 養 を 以て 功 をな す。 其 類は剛 たり、 明たり、 公たり、 義 たり、 凡 君子の 道 也。 阴は夷 傷 慘殺を 以て 事と 

す。 其 類は柔 たり、 暗たり、 私たり、 利たり、 凡小 人の 道 也と いへ り。 又 云、 阳は 生と し、 淑 とし、 君子と す。 ，^ 
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は 殺と し、 慝 とし、 小人と す。 如此 なる 時 は、 阳は 善に して 阴は惡 に 近し。 天地の 聞に 盈て 造化 をな す 者 は、 阴阳 

ニ氣の 終始 盛衰の みと 聞 時 は、 阳善 にして 阴惡 なる ベから す、 いかむ。 云、 阳の性 は 健 也。 仁禮 とす、 阴の性 は 順 

也リ 義知 とす。 對待 にして 相 無 こと あた はす。 子の 半に ー阳 生じて、 午に 極る までの 三十 ニ卦、 ー阳 かけても 造化 

をな さす。 午の 半に ー阴 生じて、 子に 極る までの 三十 ニ卦、 ー阴 かけても 化育 をな さす、 阴阳 共に 自然の 现に 出て 

Sz 善 也。 惡と云 事な し。 た 阴阳に 象 を 取て 人倫の 吉凶 善 惡を敎 給へ る 也。 天下 道 ある 時 は、 君子の 道 長し。 小人 

の 道 消す。 君子 は 心を勞 して 小人 を 安から しめ、 小人 は カを勞 して 君子 を 養 ふ 者 也。 如此 なる f は、 小人と もに 善 

人と 成て 惡 なし。 世 中道な き 時 は、 小人の 道 長し、 君子の 道 消す。 小人 時 を 得て 公卿 大夫士 となり、 君子 下賤に 居 

て、 小人に 役せられ、 知 は 愚に つか はれ、 德は 力に 制せられて、 衆人 困窮す。 小人 その 始は、 微 なりし かど も、 道 

なき， の 習に て如此 し。 是を 履-け 霜， 堅キ冰 至の 象に とりての たま へ る 也 

問、 天地に も 蚊蠅の 類、 人 をな やます 惡虫 生す る は、 惡氣 なきに も あらざる か。 云、 人 も 無病なる 者 ほど 頭に ふけ 

生じ、 身に 添 生す。 氣血 流行し、 むして 生す る 者 也。 沐浴して これ を 去 事 也。 天地 造化の 氣 むした てた る 勢に て、 

蛟蠅の 類 生す る は、 人身の 垢の ごとし。 秋 冬の 殺 嚴 の風氣 にて 惡虫 死す、 人身の 垢 を 去が ごとし。 故に 殺傷 

の氣 といへ ども、 天地の 氣は 生育の 氣也。 秋 冬の 殺伐、 嚴 寒の 風氣 なければ、 泰 夏の 生育 長 養の 功不 成。 故に 秋 冬 

の；^ に 収斂して、 恭夏 生長の 物 も實を 結て、 衆 を 養 ひ 種と なる 也。 冬の 瘦氣 嚴强 なら ざれば、 蚊 虫の 類、 五穀 を か 

ェ シゼゥ 

らす惡虫など不死して種をの ^Jし、 夂 A を 通し、 六 七月 炎 蒸の 氣に 生すべき 毒虫 も、 泰の 中より 出る もの あり。 其 上 
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秋 冬 冷 寒の 氣 厚から ざれ ぱ、 草木 金石 糸 類 姓よ はく、 人の 筋骨 身 鉢 かたから す病氣 多し。 天地の 氣牧歛 かたから ざ. 

れば、 來 歳の 五穀 草木 取實 すくなし。 天地 阴阳 の氣 はたが ひに 其极 をな して、 車の 兩 輪の ごとし。 相 生じて 相 害す 

る 事な し。 人 は 天地の 德、 阴阳の 交、 鬼神の 會、 五行の 秀氣 なれば、 善惡 共に 人氣の 天地に 感 する 事大 也。 子 を 

陽と し 小人 を阴 とす。 本 君子 小人 は 善悪に 非す、 位 を 以てい へり。 氣淸ク 質 正しき 者 は 君子 也。 王公 侯 卿 大夫士 の 

位に 居べき 者 也。 氣濁質 偏なる もの は 小人 也。 農工 商の 庶 人と 成て カを勞 し、 君子に 從て財 用 を 生すべき 者 也。 君 

子 はすくな く 小人 は 多し。 君子 は 消し やすく、 小人 は 長 じ やすし。 君子 は阳靈 にて 知 あり、 小人 は阴 濁に て 愚 也。 

君子 は 義理に さとく、 小人 は 利害に さとし。 小人 君子に 從フ時 は、 その 樂 みき 樂み、 其 利 を 利と して 害な し。 小人 勢 

を 得と き は、 其 利欲 長 じて 惡と成 也。 故に 聖人 常に 君子 を 助て、 小人 を 抑へ 給。 阳は 尊く 阴は 卑し。 君子 は 貴く 小 

人は賤 し。 尊卑 貴賤の 位 正しき は 有 道の 世 也 

象 曰。 履 は霜ヲ 堅キ冰 トハ。 陰 始チ凝 也。 馴ニ 致其ノ 道.？ 至へ 一 堅キ冰 一也 

霖は陰 氣始て 凝結 ブ也。 小人の 勢 を 得む とする きざしみ ゆるに たと へ 給へ り。 小人の 道 をな れいた さしむ る 時 は、 終 

に國を 乱る に 至る 也。 初霜より 漸々^ 氣 盛に 成て、 堅き 冰に 至る がごと し。 昔 夏の 帝太康 無道 也。 遠く かりに 出て 

數日 をへ て歸ら す。 民のうと める にたより て、 有窮の 君^ 太康を ふせぎ、 伐て 帝と なる。 羿 本より 小人なる ゆへ に、. 

其 良臣を 不用して、 寒 泥 を 信用す。 泥 小人 なれば 勢 を 得て 其 君羿を 殺して 帝と なる。 泥 二 代 四十 年 也。 有夏の 忠 

臣、 靡と 云 者 義兵 を發 し、 襄 浞を滅 して 夏の 孫 小康 を 立、 其より 數 代つ きたり。 國 家に 長と して 財 用に 心 ある 者 
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は、 多 は 小人 を 用る。 故に 終に は國を 乱る に 及 者 也。 君子 は 夏 五月 一 陰 下に 生じ、 井水び や」 か 成 時に をいて 陰の 

盛になる べき 事 を しれり。 小人 は 霜 を 履ても 堅 氷 を さとらす。 小人 を 用て 家 を 失 ふ 事を戒 給へ る 也 

六 ニハ。 直 方大。 不 5 習 ハ无. れ不ト 云い 利セ 坤は純 陰の 卦 なれば、 六 ニ阴爻 にして 阴 位に の 中 を 得 

たり 0 中正に して 下に 在 は 地の 道 也。 故に 坤の 主と す。 直 方大を 以て 其德を 形容す。 不レ 習と はなす 事な くして 功 

あり、 無事 成 所 を 行へば 也。 天 は R 月 星辰 昼夜 運行し、 動て やます、 爲事 あるが ごとし。 万物 を 利す るの 功 兄 易し 0 

地 は 寂然 不動に して 無 爲也。 天に 習 ことなき がごと く なれ ども、 天に 順て 万物 を 利す る 事 は、 i は 方 大の德 有に より 

てお。 妻の 道 也。 臣の道 也。 妻の 道臣の 道に とりて 受用 生る 事 は、 直 は不レ 曲、 かくす 事な し。 俗に 律義と 云、 现直 

也。 方は禮 ありて 婦人の 則 あり。 臣下の 則 ある 也。 地平に して 高下 則 有が ごとし。 地平なる が 故に 山川 河 海 を 載ス。 

臣下 方義 ありて 其 職 事宜し。 方 は 一定 不變の 意 也。 婦人 は 我 夫の 外に 天下に 夫な く、 臣下 は 我 君の 外に 1K 下に 翁な 

し。 二心な くして、 よく 貞を つくし、 忠を盡 す。 是を 一 定不變 と 云 也。 大は 大海の 清濁 をえ らばす。 大地の 万物 をの 

する がごと く、 寬仁 にして 人 を 許容す る 也。 皆 地道に 學處 也。 妻の 道臣の 道と もに 專 にせす して 終 あり、 妻 は 〔永.^ 

を 利し、 臣は士 民 を 利す。 これ 叉 不習无 不利の 義也。 ともに 直 方 大の德 に 叶へば 也。 或 問、 地 は 不動 也。 しかるに 

乾 行て 坤不 止と いへ る は何ぞ や。 云、 其 形 鉢 は 不動 なれ ども、 其精氣 はやむ. ことなし。 風 雷雨 露 は 地の 水火 土石の 

化する 處也。 五行と もに 質 は 地に あ. りて、 氣は 天に 行。 氣 あれば 質 あり、 質 あれば 氣 あり。 氣質相 はなれす 

象 一一 云。 六 干 之 動ハ。 直 以テ方 也。 不着 ハ无 レ不レ 利セ。 地ノ道 光也 

易 經小解 卷 第二  .  六 五 


0^0  六 六  - 

動 は 行 也。 直以 方と は、 內 直にして 外方 也 0 坤道直 方の 德 あるに よりて、 物 を 利す る 事を學 習せ ざれ 共 利せ すと 云 

處 なし。 是 地道の 光大 也。 光は德 光也。 君子 用て 敬 以て 內を 直く し、 義 以て 外 を 方に す。 の 直 は 敬の 至 也。 敬 は 

自 反慎獨 也。 外の 方は義 則の いたす 處 也。 周 道延の ごとし、 其 直き こと 矢の ごとし。 君子の 履と ころ 小人の よると 

. ころと いへ り。 方 は 平の 意 也。 碼石 平にして 用 をな す。 地平に して 井 地 をな せり。 君子 用て 至 公に して 禮 なし。 君 

朝 を 公と いひ、 公義と 云 は、 平 まにして 私な きを 云 也 

六 三ハ。 含メ I 章 ヲ可 ノ貞。 或 ハ從， - 王事 一。 无？， レ成 ナス 「有 1 終 フル 1 

六 三 は阴爻 にして 阳 位に 居。 含レ章 は德才 ありて、 其 才德を 有せす。 己 をす て V 人の 善に したが ひ、 外 愚に して- W 

明 也。 錦 をき て 綱を尙 たるが ごとし。 貞は 世人の 貞 心なる 者と いふが ごとし。 實に正 固なる 人 をい へり。 如此人 

あらば 誠に 好 人 也。 有 道に も 無道に も 衆の 愛敬 あり。 へつら はすして 俗に も かな ふ 者 也。 或從 王事 は、 政に ぁづか 

る 事 あり、 无成 有終 は、 何事に も予 才知 ありと して 專 にせす、 人に 取て 善 をな す。 故に 國の 治る 事、 此 人の 功と は 

みえ ざれ ども、 畢竟 諸人の 才知 をす ベて 善 言 を あつめ、 時 所 位に かな ふ を 用て 事の 成就す る は， 此 人に 歸 する 也。 

是を 有終と い へり。 大學の 平 天下に 斷々 休々 をい へる は、 如 此德有 大臣 也。 又 六 三 は、 下の 上に て 諸侯の 位 也。 古 

は 諸侯 を 入て、 天子の 三 公と せし 時 あり。 如此德 有人なる べし、 よき 大臣の 度量 也。 1： 君に しても、 大， 君に しても、 • 

いづれ にしても よろし かるべし 

象-一 曰。 含" 章" 可ュ京 カル。 以 一い 時 ヲ發ス ルナ リ也 含 章 は道德 身に あり、 可 貞は 學て 己が ためにす。 しかれ 
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ども 人と 共に 善 をす る は 君子の 本意 也。 言べ くして 不言 は 人 を 失 ふ 也。 故に 時 を 以て 開發 する 也。 含藏に 終る ベ か 

らす、 時なければ 獨其身 をよ くす" 云べ からすして 云 は、 言 を 失 ふ 也 

或 ハ從ー V 王事-一一。 知 光大 ナレ、 、ハナ リ也 國を 治め 天下 を利濟 する は、 天地人 一 德の理 也。 しかれ ども 時い まだい 

たら ざれば 發 せす。 或と はい まだ 發 せす、 章 を 含て 贞 なる 時 也。 知 光大なる 故によ く含晦 して 獨り樂 む 者 也。 淺知 

の 人 は、 善 あれば 人の 不知 こと をい きど をり て、 葷を含 こと あた はす。 伊 尹 有 辛の 野に 耕して 堯舜の 逍を樂 める は、 

ナス 

含レ 章て 貞 なる 時 也。 湯 諸侯の 富貴 を 有せす、 三た び往て 禮を盡 して まねき 給へば、 共に 善を爲 べき 君 也。 此君 を堯. 

舜の 君と し、 此民を 堯舜の 民と せんと 云て 出られし は、 從 王事 時 也 。其 知の 光大 を 知べ し 

六 四ハ。 括 囊ス。 无 t 咎无 t 譽レ 六 四 は阴爻 にして、 阴 位に 居て、 中 を 得ざる 者 也。 四 君に 近 けれ 共 志不相 

叶。 括醒は 袋の 口 をく、 りたる 也。 默 して 事の 是非 人の 善惡 をい はざる 象と す。 善を爲 とも 目に 立 やうに はせ す、 

言 ども 人の 耳に さはる やうに はい はす。 故に 咎 もな く譽も なし。 人 ほまれ あれば 必咎 あり。 故に は咎 のまね き 

也と 云り。 ほまれな くして 咎 ある は愚不 宵 也。 ほまれ ありて 咎 ある は藝能 才知 ある 者 也。 或はお〉 能に 自慢して、 他 

を そしり、 或は 才知に ほこる 者は必 過失 あり。 皆 災害 を まねきて 咎 ある 也 

象-一 曰。 栝 囊ス" 无シト i 咎。 慎 ミチ 不ル？ 害 ァラ也 言 を 愼は害 を さくる 道 也。 言 を愼 にも 品. - あり。 德 あり 

て愼は 上品 也。 愼 に似て 非なる 者 あり。 主君の 恥に 成 事 を 知ながら、 身が まへ をして 不言 者 あり。 不愼 にも 品々 あ 
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り、 道理ながら 益な き 事 をい ひて、 身の 害になる 者 あり。 多言に て 人に にくまる、 者 あり。 才 ある 者 はいき ど をり 

て、 愼 こと あた はざる 者 あり。 人此德 あれば 此病 あり。 才 ある 者 は 大方 疵 あり、 あやまち も 多 者 也。 國 家の 用に 立 

べき 才 あれ ども、 疵を にくみて とりあげざる は、 君と 大臣と、 量せば き 也。 疵を敎 てよ き 所 を 用な ば、 圃 家の 用達 

すべし。 疵 すくなく 人に ほめら る i 者 は、 多 は 不才 也。 さて は實 すくなく、 間に合す る 者 也。 人 あいよく、 にくま 

れ ざる 者 は、 多 は 愚痴 律儀なる 者 也。 事と あれば 用に 立が たし 

六 五ハ。 黃裳 元 士ロ也 六 五 は 君 位 なれ ども、 坤卦の 君 位 なれば 后の 位 也。 后 は 天下の 婦人の 君 也。 故に 后 

キナル モセリ ヲ ホイ 一一 ョ シ 

の 字 をき みとよ めり。 黄 は 中 色 也。 裳 は 下の 服 也。 中道 を 得て 下に 居る 象 也。 乾坤 は氣の 男女 也。 男女 は 形の 阴阳 

也。 坤の 乾に 配す る は、 夫婦の 理也。 后の 天子に 配す るは阴 阳の義 也。 阳は 尊く 阴は 卑し。 天に 二の 日な く 圃にニ 

人の 尊な し。 后 は 形の^ 阳 にして、 天子に 配す といへ ども、 下臣の 義也 0 下た る 心を不 失して 中道に かなへ り。 故 

に 大吉 也。 大吉 は大 善の 義也。 よく 坤の六 五の 大善 にかな ひ 給へ る は 文 王の 后妃 也。 く はしき 事 は 女. 子訓、 詩の 周 

南の 解に みえたり  . 

象-一日。 黄 裳 元吉。 文在ル f 中-一 8 也 ノ字ァ かぺキ 力〕 此 時の 中 は、 e の 字の 意 也。 文 は 文明 也。 心 明に し 

て 惑な き 也。 文明の 知も內 心に 含て あら はさす、 闇 然として 日々 に 顯 也。 衣錦尙 綱た る 象 也。 其 明 知 言に 發 せす 

といへ ども、 行と 事と を 以て 敎 となれ り。 乙れ 則 婦德の 中道 也。 且裳は 下の 飾 也。 黄 中 文明の 德 ありて、 下に 居 は 

下の 飾 也。 婦道 也。 臣 道 也 . 
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或 問。 吾子が 說の ごとき は傳 本義 並に 諸 註の 旨に 異也。 云、 偉 本義 各理 あり、 象 あり。 予が說 もまた 理 あり、 象 あ 

り。 易の 理 一定なら す、 一定に して 變 通せざる は易理 にあら す 

上 六ハ。 龍 戰コ于 野 r 其 血 玄黄 上 六 は 龍の 雌 維 野に 戰象 あり。 神 龍 は 天質 勇猛に して、 其 B 猛を 不用、 

よく 物 を 利して 其 身 全し。 戰は祌 龍に あらす。 其 勇猛 を 用て 物 を 損じ、 其 身 を 傷る。 坤の 初と 上と に をいて 象 を 取 

て 小人の 情狀 をのべ 給へ り？ 阴は 阳に從 ひ、 婦は 夫に 從ひ、 臣は 君に 從ふ者 也。 阴 極る 時は阳 よりも 盛 也。 婦 職る 

時 は 夫 を あなどり、 臣驕る 時 は 君 をな みす。 阴は內 に 居 者 也。 野に 戰は阳 に 敵して、 阳事 をう ば ふ 也。 婦も其 初 は 

夫 をし のぐ 心なし、 たへ ざる 時 は 其 身 を 返ば かり 也-〕 霜 を 履 堅 水いた る ごとく 漸々 ほしい ま、 になり て は、 夫婦い 

/ さか ひもす る 者 あり。 婦は內 に 居て、 物 恥 かしく 靜 なるべき 者の、 夫と いかり あらそ ひ、 外人の 聞知 は 其 身 外へ 出 ざ 

れ共、 野に 戰類 也。 臣も驕 長 じ、 欲に あく ことなければ、 君と 戰て國 をう ば ふ 者 有。 后 弹王莽 が 類 也。 夫婦 君臣 共 

に 傷る、 龍 野に 戰て其 血 玄黄の 象 也。 天の 色は玄 也。 地の 色は黃 也。 ともに 傷る- -は義 也 

象-一 曰。 龍 戰っ于 野-一一。 其道窮 マレ、 パ也 小人の 道 極る 時 は、 亡び ざれば やます。 小人の 不善 を爲 にも 淺深ぁ 

PO 故に 亡國 にも 遲速 あり。 惡 に剛惡 あり、 柔惡 あり。 善に 似て 惡 なる 者 あり。 小人 は 其 亡る 處の 1$ を樂 てす る 者 

なり。 天下の 亡る 時 は 多 は戰國 となれ り。 諸侯 勇猛 を 事と して 相戰者 也。 是 小人の 道 窮極して、 戰國 となるな り。 

.  淸盛太 政 大臣 を 極と いへ ど 

も 其 心 小人 也。  小人の 道 極り、 廿四 年に して 源平の 乱 起り、 一 門 皆 亡たり。 龍 野に 戰は 小人 
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の 道 窮の占 也。 北條九 代の 末に、 高 時 小人の 道お 極て、 戰國と 成、 足 利 家も數 代の 後 叉戰國 となれ り。 是は甚 しき 

惑 はな かりし かど も、 小人の 道に て驕 極り しかば、 公方に 向て 敵す る 者 はなしと いへ ども、 戰國と 成て 令 を 不用 0 

ザ祁漢 共に 天下 を 有つ 人の、 小人の 道 を 極る 時 は、 多 は戰國 となる 事 也。 龍 野に 戰の 占た が はす。 近年 諸侯の 家の. U 

たる も、 家中の ロ說 より 事 起れ り。 兵 双に 及ば ざれ ども、 言葉 戰 にて たる 者數家 あり。 是も戰 の 類 也 

用. k  {^ニ 永贞一 坤の六 爻皆六 也。 故に 用 六 也。 阴を 用る 道 也。 二 四 は生數 也。 六 八 を成數 とす。 阴は 退く 

故に 八 を 不用して 六 を 用 ゆ。 八は少 く、 六 は老。 故に 八 は不變 して 六は變 す。 變數を 用る は 氣質變 化の 理也。 月 も 

1 窨 夜に、 十三 度づ k 返て、 天と 日と に をく る。 廿 九日 半に 退き 極る 故に、 三十日 を 一月と す。 半に 大小 を 立る 也 o 

是阴數 の 退く 證據 也。 阴道は 柔弱に して 常な りが たし。 常なければ 物 を 利す る 事 あた はす。 故に 其德 永久 正 固に し 

て 能 ク物を 利す る 也 

象-一 曰。 用 六ち 永 貞ハ。 以- レア 大ヲ終 也 柔弱の 質變 化し、 正 固 常 ありて 永久 也 。小人の 凡 心 去て、 大人 

の 域に 入、 故に 大を 以て 終 也。 叉 終 は 衆 を利濟 する 道 成就す る 也。 小人に して 位祿 日々 に 進と き は、 其 道 小き にし 

て 事物 大也。 變 化して 大人と なるとき は、 其道大 にして 事物 儉す。 后 夫人 大道 を 知と き は、 其 化 宮中に 及び、 國中 

に 及ぶ。 臣 大道 を 知と き は、 君 を 助く、 國 治り、 天下 平 也。 皆大を 以て 終る 也 

文 言-一 曰。 坤ハ至 柔-フ 而動ク 「也。 剛也至 靜-フ 而德方 也 
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坤 は純阴 也。 純 阴の性 は至柔 也。 動 は發用 也。 發生 也。 發 用して 發生 する 時は剛 也。 水 土 は 地の 体に して 至柔 也。 

火 石 は 地の 用に して 至 剛也風 雷 は 地の 動に し剛 也。 坤 体至靜 にして 大地 平々 たる は 方 也。 方に 義 あり。 土地 备 

處 あり。 名物 は地氣 しからし むと いへ り。 其宜に 生す る 物 あり。 叉宜に 順て 種 を 施せば 百穀美 也。 $1 地の 義の世 を 

利す る德 也。 婦人 も 女し きと 云 は、 至 柔の德 也。 しかれ ども 貞 にして 不義に さそ はれす、 死 をいた して 不變 は剛也 

女子 平生は 物 恐して 柔弱 なれ ども、 のがれざる 所 を 知て は、 死 をよ くす る 事、 男より は心定 りて！ 1. なる 者 あり。 淵 

に 身 を なげて 死す る も 多 は 女 也。 柔 中，： m 然に剛 を 有する 故 也 

後- 1 スルハ 得-け 主 ヲ而有 リレ常 乾坤 は氣を 以てい へば 女婦 也。 位 を 以てい へば 君臣 也。 婦は夫 を 先にして 己 を 後に 

す。 臣は君 を 先にし 己 を 後に す。 共に 主 ある 事 を 得て 常の 道 也 

含； V ァ 万物 T 而化光 乾造坤 化す。 地 は 万物の 種 を 含て、 風 雷雨 露 を 以て 生育の 功 を 成 者 也。 万物の 終も乂 地に 

歸 して 化す。 地の 化に もる、 物な し。 和 光廣 大也 

坤道ハ 其 順ナル 乎。 承レ 天-一而 時-一行 プ 坤 道至柔 にして 乾 道の 至剛に 配す。 乾 元 春 をな せば 坤 共に 赛を 行て 

物 生じ 花 咬。 乾亨夏 をな せば 坤 共に 夏 を 行て 木 草森然 たり。 乾 利 秋 をな せぱ坤 共に 秋 を 行て 百穀赏 る。 乾 良 冬 をな 

せば 坤 共に 冬 を 行て 霖雪堅 氷して 万物 収欽 す。 是坤 道順に して 天に 承て 時に 行處也 0 臣は 君の 命を受 て、 其 職 をつ 

とめ、 婦は 夫に 從て内 を 齊る皆 順 道 也  , 
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積善 ノ Z 家，、 も 必有 n 餘ノ慶 1 積 不善 ノ之 家- -ハ。 必有 n 餘ノ 狭.^。 臣弒ニ 其 君？ 子 殺 ルハ其 父 1 

非， 二 朝 一 夕ノ之 故：。 其 所 S 來： 者 漸矣。 由 ず レ之ヲ 不一 一 早 辯 一也。 易 曰。 履 ttr 堅 氷 

至ルト ？。 蓋 言 ナ^ 噴ヲ也 

善の 大成 者 は、 仁君、 忠臣、 慈父、 孝子、 義 和の 夫、 貞 順の 婦、 友愛の 兄弟、 信の 朋友 也。 是五典 十 義の德 行 也。 

德行は 善の 淵源 也。 貴賤 上下に わたりて 廣ク善 を 爲者は 鱧 也。 義 也。 慈惠 也。 已を成 物 を 成の 道 也。 天地の 大德は 

生 也。 生 は 生理 生氣を 合て 云 也 0 人道の 天地の 大德を 助る 者 は 仁 也。 大君に 在て は 仁政 也。 匹夫と い へど も  一 n: も 

はなるべからざる 者 はこの 道 也。 禮義知 信 其 中に あり。 故に 仁 行 を 積の 家に は、 餘 の福慶 至る。 不仁の 事 を 積 家に 

は、 餘の 災害 來る 也。 善 も 人の 耳目に ふれて、 名 を 成 ほどの 大善 はすくな し。 日々 に爲 べき 善 多し。 此 小善 を 積 時 

は、 善人の 德を 成、 名 を あら はして 犬に 至る 者 也。 悪 も 大惡は 身 を 亡し、 家 を やぶる 者 なれば 恐れて せす。 刑罸に 

及 ほどに はなき 小 悪 多し。 此小惡 を 積と き は、 惡 人の 凶德を 成、 惡 人の 名 を 取て 大惡に 至る 者 也。 臣 として 君を弑 

し、 子と して 父を弑 する ごときの 大逆 無道 は 一 旦の禍 にあら す。 人の 爲 べき 事に は あら ざれ 共、 其 身 素より 積た る 

悪の 致す 所、 或は 親 先祖より なした る 精 悪の 致す 所 也。 漸は久 敷 もよ ほした る を 云 也。 其 身 も 初心より 如此悪 をせ 

んとは 思 は ざれ 共、 其き ざしの 時に わき まへ すして、 勢に のり か.. - りて、 心よ からすながら 爲者 也。 易に 屐霜堅 氷 

至る とのた まふ は、 如此 きざし を戒 給へ る 也。 君 父を弑 する 大惡を あげて、 其 外の 凶 逆 を ふくみ 給へ り。 順 は^ 問 
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に. S へる 次第の 意 也。 善惡 共に 初 は 少しき なれ ども、 次第につ もりて は 大に成 者 ルヒ。 初 鍵の 時分 は、 いまだう す 氷 

もな けれども、 順漸を 以て 堅 氷に 至る 也 

直 ハ其ノ 正 "也。 方 其ノ義 也。 君子 敬 以テ直 t 內ヲ。 義以テ 方ぶ 外 S 敬 義立而 德不， 孤？。 直 方 

大。 不レ 望无， 不， 利。 則 不レ疑 S っ所ブ 行フ也  ， 

人の， 生 は 直 也。 坤 道の 正 也。 天理 自然の 本 鉢 也。 日本の 神道に も、 祌は 正直 を 以て 体と し、 慈 仁 を 以て 心と し、 無 

事 を 以て 奇特と すと いへ り。 方は坤 道の 義也。 君子 敬 を 用て 內を 直く す。 內は心 也。 心の 正直 は 天理の 自然 也。 是 

をな みして 生る は 幸に して 免たり。 君子 義を 用て 外 を 方に す。 -適 もな く莫 もな し。 義 と共に 從 これ 也。 敬義は 心の 

德也。 心に 敬 義立時 は德大 也。 又必隣 ありて 英 ォを敎 育す。 人 極 を 立て 天地の 化育 を 助く る 道 也。 故に 直 方 犬の： i 

あれば、 世 を利濟 する 事 を 講習せ ざれ 共 利 を さる 所な し。 或は 其 時に 行 はれ、 或は 後世に 及て 其德 孤なら す。 唯坤 

道を師 とし 順て 其 行 所 をうた が はざる 也 

或 問、 敬義は 心の 德 といへ る は何ぞ や。 云、 目 を 閉れば 敬、 目 を 開けば 義と いはんが ごとし。 心の 虚靈 知覺は 一也。 

自反愼 獨の心 法に 付て は、 敬と 云. 5 應事接 物の 法則に 付て は 義と云 也。 獨 知を愼 とき は、 心 常に 正直 也。 義に 順と 

き は 人事 常に 方正 也。 思 無 t 邪。 事 無-不善 1 は 敬義立 也。 是を 天下に 及す 時 は 大道 也。 時雨の 化する がごと く、 雷雨 

のみちみ てるが ごとし。 君子 ひ 德は風 也。 小人の 德は草 也。 草に 風 をく はふれば の へ ふす。 共 行 所 をうた が はす。 

故に 不習 とも、 利せ すと 云處 なし 
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陰ハ 雖若リ t 美 含 t 之ヲ。 以 _lrl 王事 r 弗 ラ敢チ 成 I 也。 地舨 也。 妻 道 也。 臣道 也。 地道 ハ无メ 

レ成 「而 代テ 有" 終リ也 

地 妻臣を かねて 陰との たま ふ 也。 美 は 善 也。 道德 才能 人道の 天地の 造化 を 助べき 者 也。 見て 稱 美すべき 才德 也。 故 

に 美と 云。 此 善美の ネ德 ありと いへ ども、 含て あら はさす。. 從王ー は、 君の 事 をつ とめ 行 也。 此 4 ィ德 ある 故に、 君 

命を受 て、 其 職 を 任じ 其 事 を 成就す といへ ども、 其德を 君に ゅづ りて、 其 功に 不居、 自 なせり とせざる 也。 是^ 地 

の 道に して 臣道 也。 妻 道 也。 地に 則と りて 行者 也。 地道 は 先 だち て 成 KJ となし。 天に 代りて 終 あり。 終 ある は 造化 

ヅ ラナル  ヅキ  ァラハ 

の 功 用 成就す る 也。 天地の 間 万物 凝然として 陳 者 は、 智阴阳 に 麗て其 美 外に 見る とい へり。 臣の 君に 代て 國政を 

取 行 ひ、 妻の 夫に 代て 1!^ を 治る 皆 同じ。 昔 堯舜臣 の 功に よりて、 世の 治る こと をのた まへば、 臣は帝 德の化 人心に 

へ り (ィ) 

あまねく 及て、 有司 を を かさす とい ひて、 其 功に 不居是 也 

天地 變 化，。 草木 蕃。 天地 閉。 賢人 隱。 易 曰。 括 囊ス无 咎无， 譽レ。 蓋 言 7? 謹 「ヲ也 

天 邋の泰 否、 人_^-の盛衰、 時 を 同じく す。 泰 蓮の 通達す る 事、 天地 交感し ズ 万物 を變 化し、 草木 蕃ク 盛なる がごと 

し。 莉臣 同心 同德 にして、 三 極の 道行れ、 衆み な 春風 和氣の 中に 樂 めり。 民間の 婦女 も 天 遊す る 時 也。 否運の 閉塞 

する 事、 天地の 氣 交感せ すして、 万物 遂 ざるが ごとし。 君臣 道 絶、 賢者 隱遯 す。 小人 時 を 得て 造化 を 害し、 風雨 時 

ならす。 或は 過不及 ありて 五穀 草木 蕃盛 せす。 或は 悪 虫 生じて 五穀 をから し、 悪疾 發 して 衆 民な やめり。 君子の 道 
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消し、 小人の 道 長して しからし むる 者 也。 括襄 は、 言 路の閉 たる 象 也。 有 道 無道 は 言路の 開る と閉 ると にあり。 六 

四 は 大臣の 位 也。 大臣 だに 諫言 昌言を 述る事 あた はす。 况其外 を や。 れを 君臣の 道絕、 賢者 隱遯 すと 云。 必 しも 

山林 水邊 にの がれ ざれ 共、 括 褻す る はの がれた るに 同じ。 才德を かくして 愚に 同じき は、 市 隱朝隱 也。 天道 才德を 

生じて、 造化 を 助し めむ とす。 しかる を 不用の みならす、 却て 咎 あるべき 時代 なれば、 言 を 愼み行 を かくして、 眷 

を さくる 者 也 

君子 黃中通 7; 理 正位 居，， 體- 一。 美 在 n 其ノ 中-一一。 而暢 一， 於 四 支 r 發ニ於 事業 r 美ノ之 至り 也 

カヨ ィ 

黄 中 は 文明 內に ありて、 天下の 理 通せす と 云 事な き 也。 正位 は 六 五 后 位 を 正して、 坤体阴 位に 居、 阳 にうた、 が ひな 

し。 美 は 善 也。 善美 中に 積て 身 休 動 靜に暢 通し、 事業に あら はる。 身体 不言して さとる は 善美の 德の至 也。 黄 中よ 

りの 二十 五 字、 詩の 周 南に かよ ひて、 一人の 后妃 聖女 を靈き 出せる がごと し。 男女と もに 父母に 似 者 也。 乾坤 は大 

父母 なれば、 男女と もに 乾に も 似、 坤 にも 似 也。 勇健に 雄々 しき は 乾に 似、 黄 中 通 理は坤 に 似た る 人 を 君子と 云 也。 

專ラ坤 に似て、 内 文明に して 惑な く、 外 柔順に して 女し く、 貞節に 至て 其 志 を 奪べ からざる は、 乾に も 似て 正しく、 

勇健なる を 賢 女と 云 也。 賢 男に は 嘉言善行 共に あり。 賢 女に は 善行 多して 嘉言 まれ 也。 不知に は あらす。 知 所の 善 

を 行に 發 して、 言に 發 せざる を 女 道の 常と する 也 

或 問、 賢 女の 善行 は何ぞ や。 云、 家に 居と き は 父母に 孝 ありて 女 事 をよ くす。 夫 家に 行て は 夫の 父母に 孝 あり、 時 

に 先 だち て 女工の つとめお こたら す。 夫 は 夫たら すと も、 婦は婦 たるべし。 在 原 業 平、 夫夫たら ざれ 共、 有 常が 女 
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は婦 たり。 夫の 一門 和睦し、 家內の 男女 其 家に 居 乙と をい と はざる は 婦人の 德 也。 善行 は 心の 慈愛 を 本と す。 事に 

ふれて 善行 かぎり 有べ からす、 いとま あらば 琴 書を學 ぶべ し。 婦人 善行の 至極 は、 文 王の 后妃 大姒の 行 也 

ウタ カフが  - 

陰疑ュ アル トキ ハ於陽 y 必戰 フ。 爲ョ也 其ノ嫌 一一 於无 r  J 陽" 也。 故 一一 稱 ^ 龍 ト焉。 猶ヲ未 0 離 1 ハ類 r 也。 

故蠻 血焉。 夫 玄黃ハ 者。 天地 ノ之雜 也。 天 ハ玄- シテ而 地 ハ黃也 陽 は大、 陰 は 小 也。 阴は阳 

に從者 なれ 共、 阴 盛に 極る とき は、 阳と ひとし。 是阳に 疑 ある 也。 其 陽 を 无 する かと 嫌 也。 君 は大、 臣は小 也。 臣 

は 君に 從者 也。 臣驕 て權威 をと る 時 は 君と ひとし。 其 君 を 先す る 事 を 嫌 也。 初に 制せす して、 盛に 成て 制せん とす 

る 時 は、 臣 したが はす。 終に は 戰に及 也。 君 も 不德、 臣は 不義 なれば、 共に やぶる k 者 也。 阴阳戰 て 其 血 玄黄の 象 

也。 天の 色は玄 也。 地の 色 は 黄 也。 阴阳 共に やぶる- - がごと し。 乾に は 龍 をのた まひ、 坤には 牝馬 をのた まふ。 其 

始は剛 柔各別 なれ 共、 阴 盛に なりて、 阳と爭 とき は 共に 龍の ごとし。 故に 龍 野に 戰 とのた まふ。 阴は內 、阳は 外 也。 

阳は阴 を かね、 天 は 地 をかぬ るの 理也。 君臣 を も 誰の 內 誰と 云 は此義 也。 野に 戰は內 の 者 を はなれて 外に 至る、 君 

臣 の禮義 なき 象 也。 平の 淸盛初 は 五位に て、 昇殿 を だに ゆるされす、 甚微 なりし かど も、 漸. •< 進て 太 政 大臣に のぼり、 

1 門 は 云に 及 はす 、公家の "IB 祿をも 心の ま、 に 取 行 ひ、 

しかれ ども 淸盛 小人に て、 惡逆甚 しかりし かば、 ゎづ かに 二十 余 年 さか 

へて、 源の 頼 朝に 平氏 ことぐ く 亡され たり。 それより  • これ 龍 野に 戰て、 其 血 玄黄 

の 象に て、 共に やぶれたり。 其 外 和漢 共に 臣 盛に 成て 世 をと り、 ともに 亡びした めし 書傳 にみ えたり 

1ー 八 
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或 問、 易 は ト统の 書 也と いへ り。 文 王 周 公の 辭も皆 占の 首なら す や。 吾子が 解の ごときば、 人事のう への^ 理、 受用 

のみ 也。 朱 子 本義の 旨に たがへ り。 云、 易 は變易 交易に して 定 鉢な く定用 なし" もし 定鉢定 用 ありと して 现變 通せ 

す は、 六十 四卦は 六十 四卦に 止り、 三百 八十 四爻は 三百 八十 四爻に 止り て、 理の 無窮なる XJ と あた はじ。 占に 用る 

時 は 卜：： の 言と なり、 受 用に とれば 心 法と なり、 家國 天下に 用れば 治 道と なれり。 占 は 易の 一端 也。 予が解 も 占に し 

て 無 筵の 靈也。 この 故に 孔聖も 德を恒 にせ ざれば 恥 あり、 不占 のみとの たまへ り。 魯國の 三 家臣の 道 を 失て 君たら 

ん こと を 欲す。 龍の 淵 を 忘れて 飛が ごとし。 龍と い へ 共 居 を 失 ふ 時 は 害 を かう むれり。 むかし 羽柴 家の 臣、 石 田 三 

成 淵 を 忘れて 飛 龍 を 欲す。 終に 其 君 亡び 其 身 殺され、 子孫 絶滅す。 此 吉凶 前に 明 なれ ども、 不 占して 乱 を 起せり。 

故に 乾の 九四大 iia の 位に て、 阴 剛の才 あり。 富貴 を 極と いへ ども、 臣 たる 心 を不失 故に 咎 なし。 四 は 上の 下にて 阴 

位 也。 淵の 象 也。 阳剛 の才は 龍の 象 也。 躍て 天に 飛す る 勢 ありと い へど も不 飛、 其 止べき 所に 止る。 いにしへの 害 

ありと いへ る は ハイ) 

を かう むる 者 皆 此占を 用 ざれば 也。 王世貞 云、 昔 伏羲氏 八卦 を畫 す， ト笼 のために 設 るに あらす、 後 聖理と 數と合 

せ 見て、 卜筮 を 借て 理を 明す、 理を 卜筮に 歸す るに あらす とい へり 

或 問、 元亨利 貞は、 天に ある 仁義 禮知 にて、 理 の四德 也と いへ ども、 天道 は 唯ニ兀 の氣、 春始て 生じ、 夏 長す る を 

亨 とし、 秋 實結を 利と し、 冬 収斂す るを貞 とする のみ。 阳に 生長し、 阴 に堅實 す。 四時 は 二 五の 氣の 流行と 見えて、 

四 德も理 と はみ えす。 云、 しかり。 所,， 以有， 一 此物ー 便チ有 キ此氣 ±o 所,，以有，ー此氣1便チ有*此理.^とぃ へり。 元亨利 貞は 

性 也。 生長 収蔵 は 情 也。 仁義 禮知は 性 也。 側隱羞 惡辭讓 是非 は 情 也。 天道 は 氣理に 化し、 理氣に 合して 理氣の 分み 
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がた し。 唯 至誠 無 息の 本然、 無漀 無臭 至實 にして 無妄 なる 所 を 天理と 知の み。 聖人の 心 もまた 至實 にして 無妄也 0 

不勉 して 中り、 不 思して 得。 從容 として 道に 中る は 形 を ふむ 者 也。 情 性に 化す。 故に 天と 聖人と 理氣不 分、 賢人 は 

少し 分る。 凡人 は理氣 性情 大に 分れたり。 惡人は 氣に隨 ひ、 情に 隨て 性理 なきが ごとし。 聖賢の 情 は 四 端 也 0 凡人 

の 情 は 喜 怒哀 懼愛惡 欲の 七 情の み 多し。 四 端は發 すれ ども 微也。 惡人は 七 情 主と なりて、 四 端 はまれ 也。 藹然 たる 

四 端、 感 にした が ひて 著 はる- -事 多き 者 は 善人 也 

問、 四 端 は 仁義 鱧 知の 端 なれば、 情の ま、 に 行べき か。 1K、 聖賢 は 情の ま.^ にて 則に あたるべし。 いまだ 氣 質を變 

化せす、 凡 心の-まじ はりあり、 知 全く 明かなら ざれば、 情の ま、 にて は 弊 あり。 仁 を 好て 學を このま ざれば、 其 弊 

愚 也、 と 孔子 ものた まへ り。 羞惡の 心 は 義の端 なれ 共、 凡 習の まじ はりあれば、 其 恥に あらざる 事 を 恥て、 恥べき 

義を 恥ざる 者 あり。 不義 をに くむ はよ けれども、 知の 照し 全から ざれば、 にくみ 過て あしく 成 事 あり。 辭讓の 心 は 

禮の はし なれ ども、 勝 心の まじ はりあれば、 發 のま、 に 行 こと あた はす。 又禮に 過て あしき 事 も あり。 是非の 心 は 

知の 端 なれ 共、 俗習の まじ はりあれば、 眞 是非 を あやまる 者 あり。 小 是非 を 立て 大倫を 乱る の 類 也。 德性を 尊て 問 

學 によるの 聖學 にあら ざれば、 道むな しく 行 はれす 

或 問。 河 圖洛書 は 數の祖 也。 12^ は 心 法治 道 也と いへ る は何ぞ や。 云、 河 圖洛書 は、 九 を 用て 十に 極る 故に 數學 也。 

易 は 八 を 体と して、 九 六 を 用と す。 數學は 一 より 九に 至り、 十に 極て 又 一 に 初る。 治 道心 法 は、 八 八 を 以て 重て 九 

十 を 用 ひす。 寬仁 にして 乘 する 事な し。 後世の 治 道 賞罸を 正しくす るを耍 とする は、 九々 の數 にて つまりたり、 君 

一一 一 elo 


HH 一 

子の. K 道に あらす。 賞して 罸 せす。 直 を あげて まがれる をす て 置 は易學 也。 八々 の理也 

問、 卦は掛 也。 物象 を 懸掛て 人に 示す、 是 卜筮の 爲也。 孔 夫子 初て 理を說 給 は 孔子の 易 也、 八卦 六十 四卦、 文 王 周 

公の 經文 も、 卜筮の ためなら す や。 云、 孔子 も 伏 羲の卦 中に ふくみ 給へ る理 をのべ 給 ふ 也。 八卦 六十 四 卦皆心 法理 

學の原 也。 大極兩 儀 を 生す、 大 極は理 也。 理は 本心 也。 大極は 至誠に して 無 息。 故に 誠 は 天の 道 也。 誠 を 思 は 人の 

道 也。 兩儀 はー實 i 虚也。 一は 純一の 誠 也。 S は 敬 也。 兩相 守る は 敬の 象 也。 陽は實 なる が 故によ く 施し、 陰は虛 

なる が 故に 順て 承。 施 は 仁 也。 順て うくる は 敬 也。 義也。 誠 敬 仁義 は、 心 法治 道の 耍也。 これ 兩義 の心畫 に始れ り。 

問、 理學心 法の 別 は何ぞ や。 云、 理學則 心 法 也。 心 法則 理學 也。 心外に 理 なく 理外に 心なし。 心外に 向と き は 心 法 

を 云て 心學 にあら す。 心 內に向 時 は、 日用 常 行み な 心 法 也 

問、 八卦 六十 四卦の 中に 含める 理學心 法なら ば、 何 ぞ文王 周 公 是を述 給 はで、 孔子 を まち 袷へ る や。 云、 文 王 周 公 

は圃 天下 を 治平し 給へば、 理學心 法を述 給べき 時代に あらす。 民 はよ らしむべし、 知し むべ からす。 民德 治に より 

て 不知 不識心 法を受 用し、 理に まど はす。 孔子も時を得給は^-、 理も心 法も說 給べ からす。 時 を 得す、 天下 道な き 

事 久しければ、 不得已 して 心理 を說 給へ り。 古 は 孝弟 も 鱧樂の 中に こもれり。 其 鱧 樂を學 とき は、 自然に 孝弟の 心 

存じ、 孝弟の 道行 はれたり。 口に 孝弟 を 敎る事 はすくな し。 孔子の 孝弟 を說袷 は、 時 を 得 給 はで 禮樂行 はれざる 故 

に 不得已 也 
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屯 は盈也 天地 有て 後 万物 生す。 天地の 間に 盈 き する は 万物 也。 故に 屯 乾坤に 繼り 

^ J ミヅル  i チ フサ ザル 

屯。 元 一- 亨ル 利ァ" 貞- 一。 勿. 用" 有 M 攸， 往。 利ァ" 建 5 侯ヲ 

ゾ ナフ  カシラ 

屯 四德を 具る 者 は、 人道の 始 なれば 也。 天地の 間に 盈者は 万物 也。 万物 は 人 を 以て 首と す。 故に 四 德を備 へ、 乾坤 

に繼で 三才と す。 六十 四 卦の六 乂、 皆 天人 地 ある 處 なり。 乾坤の 四德は 鉢より 用 を 兼、 屯の 四德は 用より 鉢 を備へ 

たり。 故に 屯 は 大に亨 る、 貞に利 ありと よむ 也。 唯贞 のみ 乾坤に ひとしく 鉢 をい へり。 貞は 天下の 事の 本餘 なれば 

也。 人性 衆理を 具へ て 万事に 應る者 は 知 也。 屯 は 難 也。 物の 始は難 多して、 いまだ 不 レ泰、 貞固 にして 不レ止 時 は、 

スクフ 

終に 大に亨 る 道 あり。 利 は 天下の 屯 難を濟 也。 いまだ 往て濟 ベから す。 よく 侯 を 建立し、 助 を 多して 功 を 立べ し。 

天下の 難は獨 力に して 濟事 あた はす、 よく 人才 を 用る に 有。 往て濟 らんと する は、 獨カを 用る 也。 終に 功 をな すべ 

からす。 故に 勿 レ用レ 有レ攸 V 往と は、 獨カを 用 ひざる 也 

或 間、 元 を 太と 訓 する は 何 ぞゃ。 云、 天地万物 元氣の 貫かざる 物な く、 不 至と ろな し。 其大 外な く 其小內 なき は 


三 E 三 

元德 なり 

或 問、 屯 を 難と いへ る は何ぞ や。 云、 二 鉢の 象を以 いへば、 險 中に 動く、 行て 雞 ある 象 也。 國 家の 與る始 は、 十 死 

1 生の 難、 數度 有て 後に 定る 也。 中 夏に て は、 漠 家の 興り、 日本に て は、 源 頼 朝 尊 氏な どの 始 興る^し かり。 又 人 

の 生る、 も 母子 生死の 難 をし のぎて 後出 生し、 叉 人と なる までの 間、 疱瘡 等の 種々 の 病難 ありて 後長と なれり。 稻 

も 五月に うへ 付ての ち、 つよき 日に 逢て 葉 よれし ぼむ 事 度. あり。 雷雨の め V み を 待て 漸く 秋赏を 得る 也。 则チ屯 は 

雲 雷 也。 難 ある も 屯 也。 難 を i が 屯 也。 患難に i して は 息 雞を行 7 者 也。 陰陽 始て 交りて 雲 雷相應 する 也。 麥も九 

十月に まきて、 霜月 極月の 雪 霜 をし のぎ、 正 二月の 餘寒 をへ て、 漸 三月の 霖 雨に 長 じ、 四月の 暖氣に 逢て 資 のれり。 

物の 生す る 事み な 如 此の 難 有。 ^も 三 葉 四 紫に 生じて、 微弱-なる 時は蠅 付て 喻 からさむ とし、 其 程を漸 しのぎ、 W 

のなる 時 は、 烏 維子な どく ひ、 熟すれば 又 狐 犬な ど 喰て、 瓜の よく 成た る をば きり 蟲 根より くひ きりからす も あり 

さまぐ の雞 多し。 人生の 難 も 又 かくの ごとし。 五倫の 聞に も、 順 不順 あり。 庶 人は產 業に 難 有、 士は位 職に 難 あ 

カウ ネィ 

p、 貧乏の 難、 病苦の 雞、 災害の 難、 境界の 順逆 品く 多し。 させる 災難な く、 やすらかに 生 をと ぐる を 康寧と 云 

て、 £ 福の 一 ッ とい へり。 君子の 道 長 ぜんとして いまだ 微 なる 時に、 小人の 消せん とする 事、 风の蠅 の ごとし。 君 

- 子 真 固に して 小人の ぎカピ ば、 他山の石の 玉 を 嫁が 如くに して、 道 後世に 延る者 也  ， 

或 問、 和漢 侯 を 立て 利 有し は誰ぞ や。 云、 秦の始 皇天 下 を 一統し、 守 令 を 置て 侯 を不： ^立。 獨カ にして 天下 を 治む 0 

故に 十六 年に して 亡びたり。 漢の 高祖、 秦を 亡し、 天下 を 一統して 諸 國に侯 を 立て 四百 年 を 有て り。 日本に て は？ 允 
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吉 匹夫より 起り、 兵 を 用る 事 すくなく して、 天下 はやく 定 りし 事 は、 東西南北 其國に 付て よく 侯 を 立し 故 也。 此ー 

ッ よき 故に、 1 旦は 天下 を とれり。 然れ ども 凡人に て 道 を 不知。 何の ゆへ なき 髙麗 を責 て、 人 多 殺し、 身の 欲 を 極 

て、 一代に 躡 分を盡 せし 故に、 二 代まで もつ でかす して、 大 悪人の 石 田 三 成 を 用て、 德川 家の 爲に 諸侯 をから しめ 

られ たり。 其 身 大凡 心なる 故、 用ら る k 者 も 叉 大凡 人な り 

ゴ ウジ ゥハ シメ マシ ハル ナン セ イス ゥゴク ケン  トヲ ルティ 也 

彖 曰-。 屯ハ。 剛柔 始テ交 而雞 生。 動 二 乎 險中！ 一。 大 一一 亨貞 • 

乾坤の 德、 fii 乾に 交りて ひ 二 を 得たり。 再び 交りて H 【を 生す。 坎は險 也。 震 上り 進まむ と 欲して 前に 險 ある は 難 也。 

されば 俄に 上る 事 を 得す。 故に 險 中に 動く。 いまだ 通暢 する 事 あた は 十して S す。 進箏を 得ざる は 難 なれ 共、 こ 

れ により 伏して 陽 氣を養 ひ、 時 を 得て 却て 大に 亨る處 也。 貧賤 憂戚 は汝を 成に 玉に する は 君子の 幸 也。 天道 君子 貞 

固に してみ づ から 養 は、 大に亨 の 本 也。 故に 云、 大_ 一 亨ル貞 なれば なり 

ゥゴク ミチ  lb- ゥサゥ マ ィ， a ヨロ シタ ツル -1  ヤス ンゼ 

雷雨， 之動満 盈ち 天 ils 早昧。 宜 レ建レ 侯 ヲ而レ "不》 寧  . 

陰陽 交りて 物 生す、 雷雨 動て 潤 澤を议 生物 も 助く る 時、 雨間に 滿盈 て、 曰 月 星辰 見えす して 昧し。 天の 造 物 其始く 

らき象 也。 天 造 は 造化 也。 造 は 始メ化 は終リ 也。 生物の 時 故 其始を 取て 天 造と い へり。 草は始 也。 天 造 はじめ くらき 

なり。 雷雨 動 キ滿チ て くらき がごと し。 無より 有に 來るを 造と 云、 其 始メ闇 然として 見る ベから す、 潭 然として 分つ ベ 

からす。 よろしく 主 を 立て 分ち 治むべし。 其 はじめの 人な き 時 は、 天地 を 父母と し氣 化に よりて 生す 1 男女 ありて 

後、 形 化に ゅづ りて 氣化 やむ。 いまだ 家屋な ビ といへ ども、 かし >J に 群 をな せり。 これ 村里の 始也。 一村の 中 
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才智 ある 者 をの づ から 您 じての 事 を 下知して 事よ ろし。 是 士の始 也。 數 村の 中の 士 にす. ぐれて 才德 ある 者 を、 數村 

の 士是を 敬して 令を受 たり。 是 郡長の 始 也。 叉數 郡の 中に 勝れて 德 ある 人 を 尊て つかさと す。 是 侯の 始也。 數國の 

侯义 一 人 を 立て 君と す。 是 天子の 始也。 如此 にして 後、 くらき 物 明かに、 渾 せる 物 分て り。 然れ共 物の 始は 久し か 

ら ざれば 不定、 寧 居せ しめて 勉て やまざる は 黄 帝の 行是也 

象-曰 ク。 雲 雷 屯 ナリ。 君子 以ヒ チ經 綸" 

震坎 合せて 屯と なる。 坎に 雨水 もい はすして 雲 を 云 は、 いまだ 雨と ならす、 通暢 せざる 時 なれば なり。 屯 難の 世 は、 

ズレ  ケィ リン  タテ  イト スジ  ヲサ 

君子,^ こと ある Q 時 也。 故に 云、 君子 以經綸 すと。 經綸は 糸 を 治る の 事 也。 經是を 引て 綸、 是を理 む。 是を以 君子 

タ亍 3  n  3 コ 

屯 難の 世 を 治る 象と す。 屯 難の 時、 吉凶 是非 を わかた す、 昧 して 無 レ文。 君子 是を 治る 事、 乱 糸 を 解が ごとし。 よ 

く 乱 糸 をと く 者 は、 心なが く氣靜 に、 とくる 所 をと く、 君子の 無事なる 所 を 行が 如し。 雲 雷和洽 して 通暢 する 時 は、 

雷 水 解と 成て 天地の 間に 滿盈 す。 君子の 道 終に 屯 難を濟 る如此 し。 いまだ 君子の 心 位に 及ば ざれ 共、 剛明 にして 本 

才有者 は、 大難に あ ひて 世間 共に すべき やうな く、 貴賤と もに なり 難き 事 を も、 たやすく 其爲 べき 事 心に うかぶ 故 

に、 任 すれば 大功 を 立る 也  ， 

一 初 九 0 盤桓。 利 ァリレ 居レ貞 0 利ァ" 建 5 侯ヲ 

初 九 屯 難の 世に 當 りて、 天下の 屯 難を濟 べき 才 ありと い へど も、 下に 居、 前に 險 ありて 俄に 進む ベから す。 盤桓は 

進まん と 欲して、 不レ 進の 白 ハ也。 撫， 1 孤松 T 而般桓 すと いへ り。 盤桓 はめぐ る 共、 叉た ち もと をる とも 讀り。 勢 ひい ま 
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だ 進べ からざる 時 は、 貞 正に 居て 梟に しかす。 利 ありと は、 德は身 I すの I。 利 は我 にあり、 剛 明？ ある 

人 を 立て、 8 とし 國 I しむる 時 は 利 f あり。 Tlin 謹 ひらけて 天下 を濟 べし。 

„こ れ不 行して 至る 也。 又 不：， 往とー 1^ 所な し 

象 一一 ms 雖ー i 桓 r 志き i 正 4 以： 大- 得タ葛 也 

\ ひしば！，！ pi あ， して、 纖 まへ ども、 居て 貞 II に I。  lis? 

屯 難の 時こ當 て、 震の 5 屯の 主たり。 患難の 時、 陰 i 小人 自存す る 事 あた はす。 いはん や 世 を濟 ベ けんや。 幸 

に 一人の 陽 剛のォ ある は、 衆 Q たのみて I する 所 也。 陽 は 本 f 陰は賤 し。 しかるに 一陽 二 陰の 下に 居 は、 ？ 

以賤 にく だるの 象 也。 是謙 也。 謙 は 人道の 處、 天道の 福す る 所 なれば、 民い よく 其德 に 心服ず。 君子ず 

濟フ志 ありと いへ ども、 其 陽 剛のォ にた かぶらす。 時と 共に I、 時と 共に 進む。 其 志を 得て は 犬に 民心 を 得て 

屯 難を濟 べきな り  e  3 づクス レ>-  ヤシ ナハ  ヤシ ナ ハル 

さハ Q 屯 如 i 如 ー  班 如 ー ぼき ま媾。 女子 1 不レ 字。 十 年-； 乃 字 

ノ六ニ 中正 なれ ども 讓を 以て 屯雞 にあへ り。 往て九 五の 正 應に隨 はんと すれ ども、 行事 あた はす。 故に 屯 如と なや 

み 遭 如と めぐりて 險 中に あり。 ma.  Mat 馬と 所 を 異にす。 

if ら t は 行て 正 應に從 べし。 婚 si を さすな り。 初 九 ■ にあ I、 陽剛 にして 隣り た ^ン 六 子の 女子 を 

もと むれ ども、 女子 貞 正なる が 故に、 正應 をす で ゆかん f 欲せす。 ャレ" は、 初 九の ために 卒尔に 養 はれざる 

ハ 


也 0 十 年 は 数 窮り理 極る 也。 年數 にか & はるべ からす。 女子 始終 志 を不， 變。 故に 初剛 も不レ 求、 終に 正 應に從 を 十 

年に して.. 字 とい へり。 數盡時 至りて 屯 難解た る 也。 是を 得る 者は疋 の德 あれば 也。 又 字 ナフ は禮に 女子 嫁 を 

»r ァザナ  ズ ャ レナ？  ァザナ 

許して 笄 して 字つ くと. S へり。 不，， 字 は 嫁 を不許 也。 十 年に して 字つ く は、 正應の 求に 許して 字 付 也。 何れ にても 

道理 は 通す る 也  ， 

ナン ジ.， 、ゥズ  ィ マシア ザ ナック カヘル ツネ 

象-弓。 六 ニノ 難 乘， 剛_- 也。 十 年-, 乃 字。 反 4 吊-也 

柔の剛 に 乘は變 也。 剛に應 する は 常 也。 屯の 時 剛に乘 は、 六 二の 患難 也。 志 固して 正 を 守る 時 は、 數窮 りて 常に 反 

る 也。 屯 は 陰陽 初て 交る 故に、 婚德を 以てた とへ とせり。 或は 強大の 敵に 逼るも 剛に乘 也。 勢 を はからす して 動く 

者は必 亡ぶ。 梁の 惠 王の 秦の强 に のれる がごと し。 正 固 を まもらす して 始は あなどり、 後 は 恐れて、 終に 秦の爲 に 

亡され たり。 秦の孝 公、 衛 駚を將 とし、 兵 を 遣して 魏を 伐し む。 魏侯 公子 印を將 として 是を禁 がしむ。 公子 衛鞅が 

計に 軍 を やぶられて 虜 にせら る。 惠王 恐れて 河 西の 地 を 割ち 秦に與 へて 和す。 安邑 に居裹 あた はすして 梁に うつれ 

り。 地 を 秦に失 ふ 事 七 百 里と 云 はこれ なり。 秦 なを あきたら す、 其 後 度. <魏 の 地 を 犯し とれり。 惠王 死して 襄 王の 

時、 ほどなく 地 を 盡く秦 に とられて 亡たり。 初秦 より 衛鞅 を來 せし 時、 魏に 衛鞅に 敵すべき 將 なき なれば、 堅く 守 

りて 戰 まじき 事 也。 尙も惠 王に 知惠 あらば、 秦の 魏に逼 るべき 勢 は 見えたり 。魏の 民を內 にして、 秦の 國界に 要害 

を かまへ、 敵 犯ば 守りて 不レ戰 、敵 を 射て 身方 を 射られざる 用心 をせば、 地 を 失 事な かるべし。 秦に はしか ざれ 共魏 

も 強大の 國 なれば、 敵 を 外にして 內 士を惠 み、 民 を 愛し 隣國を 親む やうなら ば、 後に は秦 よりも 强 大成べ し。 然る 
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を 親むべき 趦を 伐て、 趦齊を 敵と なし、 しかの みならす、 太子 申 死し、 不器量なる 弟く を 立て、 いよく 早く 亡 

びたり。 惠王易 を不學 故に 患難の 世に 居て、 强に乘 する 占 を 不知 故 也 

ツイ シカ II  グ  ィル  キヲミ テ シカ ス ツル 一一  ァシ、 

六 三ハ即 i 无，虞。 惟 入 n 于林中 r 君子 ハ幾 不， 如， 舍。 牲 オハ 吝 

ヲフ  ミチ ビキ  り，》 モウ 

鹿 を逐て 山林に 入 者 は、 虞 人 を案內 者と して 入 事 也。 虞 人 は 今の 獵人 也。 導な くして 深 林に 入と き は、 林 葬の 中に 

陷て 歸路に まよへ り。 故に 鹿 深く 去と き は、 逐 すて. -歸 るべ し。 是幾を 見て 舍也。 獵 者の 導な き 事 を 忘れ、 自己の 

無 案 內をも わき まへ すして、 深く 往は吝 也。 鹿 を をし みて 凶 をいた す 也。 是を 以てた とへ ての たまへ り。 六 三 は 

陰柔 にして、 位陽剛 也。 屯 難の 世、 柔弱 暗 味の 諸侯 は國を 有が たし。 治世の 虞 人 は 賢者な り。 君柔 暗な りと も、 賢 

者 を 得て 國政を 任す る 時 は、 終に 屯 難 を a: て吉 なるべし。 漢の 高祖、 氣質 は陽剛 なれ ども、 學ぴ されば 道 を 不知。 

然れ共 張 良と 虞 人 を 得て、 謀 主と し 給 ふ 故に、 度々 の 大難 をし のぎて、 終に 吉を 得られたり。 梁の 惠王は 孟子 ほど 

なる 虞 人 を 得ながら 不用して、 林 葬の 中に 落 入、 終に 國を 失れ たり。 孟子 は襄 王の 人君の 器な く、 志な くして 亡び 

ん事を 知、 幾 を 見て 去 給へ り 

象-曰 S 即-- 鹿 一一 无 ST 以從 禽ヲ 也。 君子 ハ舍. 之ヲ。 往吝 -ン。 窮 I 

從レ禽 は、 鹿 を 貪る 故に、 虞な しとい へど も、 逐て深 林に 入 也。 欲に 從ふ者 は、 其 事の 不可 を わき まへ すして、 妄 

に 動ク者 也。 祿を 貪り VJ 危 邦に 入， 又は 乱 邦に 居 者の 類 ひ、 皆如此 0 君子 は 吉凶の 機 を 見て 去リ、 小人 は 祿を吝 て 終 

に危 乱に 逢て、 窮困 せり。 越 王 勾 踐は范 翁と 云 虞 人 有ながら、 其 言 を 不用して 欲する 所 を 求め、 深く 敵地に 入て と 


一一！  w 九 

りこと なれり。 戰國屯 難の 世に は、 剛 明の 諸侯 だに、 よき 虞 人なくて は 其 患難 をす く ふ 事 あた はす。 况ゃ柔 喑の君 

を や 

六 四ハ。 乘_^|_- 班 如， リ e 求 「1" 婚媾 T 往- ァ吉 *e 无 5 不 ぇムハ 利ァラ 

六 四 は 大臣の 位に 居て" 屯 難を濟 はむ と 欲すれ 共、 氣 質陰柔 にして、 陽 剛の才 なければ、 すく ふ 事 あた はす。 馬に 

乘て ゆかむ として、 又 馬より 下た る 象 也。 幸に 下に 陽剛の 賢才 有、 初九是 也。 婚講の 字 文字に か. - はるべ からす。 

屯 は 陰陽 初て 交る 卦 なる 故に、 しばらく 象 をと りていへ り。 下の-賢者 を 進めて 政 を 助し め、 大臣う しろみして 共に 

す V む 時 は、 屯 難を濟 べし。 萬 民利せ すと 云 事な し。 國家 天下の 吉是 より 犬なる はなし 

象-一日 S 求 ご 7 而ノ任 4 ハ明也 

君 を 助けてと もに 進む は 大臣の 職に 叶へ り々 大臣 才 なしと いへ ども、 心 明に してみ づ から 不足 事 をし tos、 下に 賢 あ 

る 事 を 知る。 人 を 知 は 知 也。 みづ から を 知 は 明 也。 六 四の 大臣 は、 明 知 共に かねたり。 自才 ありて 獨進 むに まされ 

り。 是 大臣の 德 にして、 大學 にい へ る斷々 休， の 厚德也 

九 五ハ。 屯 t 其，^ 膏 ァリ。 ト 貞ーフ 吉ナ 大貞 ナル寸 ハ凶ナ リ- 

九 五陽剛 中正の 才德 ありて、 尊 位に 居と いへ ども、 君 位 威欞を 去た る 世に 生れて、 險 中に 陷る。 故に 世の 屯 難 を 救 

. ^事 あた はす。 是 人君の 屯 也。 故に 其/青 を 屯め りと す。 膏は膏 澤恩澤 を. S へり。 國 天下 仁 恩 を ほどこすべき 德有 

？が^ 小 解 卷第 lii 
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といへ ども、 威權去 たれば、 仁政 を 行 乙と あた はす。 小 貞は 其 身 一人 正しき 也。 大 貞は 人と 共に 正しき 也。 君威欉 

ある 時 は、 國 天下と 共に 正し かるべし。 是大貞 也。 今 威權を 去て、 國 天下と 共に 正しく せんと 欲する は 凶 を まねく 

ナ i チ也。 故に 小貞 にして 吉 なり。 今の 王者 を 以てい は？、 古の 禮樂を 治 給て、 文 道 を 明に し、 代々 の 武家 來 りて 法 

をと らん は、 小 貞の吉 也。 王者の 長 かるべき 所 也。 文字 禮樂を も 不治、 俗に 落て 風流 を 失 給 ひて、 とるべき 法な く 

なりな ば、 武家の 尊信 もなくて、 屯 難の 世に 及ぶべき なり。 上 六の 泣 血 漣 如に 至らん 乙と を 恐る" なり 

象-曰。 屯 其膏。 施 未" t 也 

未の 字 を 以て 理の窮 りなき 事 をのた まへ り。 人 多 時 は 天に 勝の 勢に て、 人君 裔に屯 ありと いへ ども、 人君の 誠 厚し 

て 天に 通ぜ ば、 叉 天 定る時 は、 よく 人に 勝の 勢に か へるべし。 人君 屯 難の 時、 財 用の 取舍與 奪と もに 權臣の 手に あ 

れば、 光大の 施 をな す 事 あた はす。 漸 近臣な どに 仁 恩の 及ば かり 也。 故に 施 未レ 光也 

上 六ハ。 乘 _w 馬 一一 班 如 JO 泣 血 漣 如.^ リ 

上 六 は、 陰柔 にして 屯 難の 終に 居な り。 す V んで變 する 事 あた はす， 居るべき 所 を 不知、 なげきかなしむ のみ。 泣 

血 漣 如の 象な り。 泣 血 は 泣 との 深き 也。 漣 如 は 袖 をうる ほす 也。 淚ぞ袖 を ふちと なしけ ると い へ るが 如く、 柔弱 

不明の 質に て、 患難の 極に あるとき は、 不レ 亡と いふ 事な し。 日本に て は 平の 宗盛 などの 類 也 

象-曰。 泣 血 漣 如？。 何 ゾ可？ 長 カル 也 

三 五 0 


三な 1 

陽 剛の才 あらば、 屯 難 1|5 りて 變 すべし。 陰柔 なる 故に 變 する 事 あた はす、 宗盛 一 の 谷、 ， 矢嶋 にても、 いまだ 多勢 を 

持ながら、 變 する 道 を しらすして、 ほどなく 亡びて 長き 事 あた はざる がごと し 

卦中 三の 班 如 あり。 六 二の 班 如 は、 九 五の 正 應に從 はむ と 欲すれ ども、 時 いまだ 至らす して 班 如たり。 六 四の 班 如 

は、 進て 屯 難 を 救 はむ と 欲すれ ども、 才不, 足 事 を 知て、 下 初 九 陽 剛の賢 を 求て、 共に 息 難 を 救 はんがた めに、 しば 

らく 班 如たり。 上 六の 班 如 はわき まへ なく 待 所な し。 故に 凶 也 

或 問。 六 四に は、 初 九の 賢ォ をす k めて、 ともに 君 を 助て、 屯 難 を 救 ふべ しとい へり。 然るに 九 五に は 陽 明 中正の 

君 なれ ども、 威 權を去 たれば、 屯 難 を 救 ふ 事 あた はすと 云。 君 威權を 去た る 時 は、 奪 者 あり。 奪 者 は 六 四の 大臣 か、 

六 三の 諸侯なる べし。 君 威 を 奪 ふ 者 は 多 は 大臣 也。 大臣 忠 ありて 賢 をす \ め、 君 を 助けば 威權 君に あるべし。 本よ 

り 陽 明 中正の 君なら ば、 屯 難 を 救 ふ 事を褒 とすべ からす。 卦 中の 兩儀相 遠に 似たり。 云、 易の 象 をと る 事如此 なら 

す。 屯 難 を 云 時 は、 上下 君子 小人 共に みな 患難 有。 故に}^?{ごとに屯難の象有ことをぃ へり。 屯 難の 世、 六 四の 大臣、 

陰柔の 質なる 故に、 君 を 助て 屯 雞を救 ふ 事 あた はす。 しかれ ども 內明 にして 己が 不足 を 知、 下に 资才有 を 知て、 是 

を あげ、 共に す i みて 君 を 助けば、 屯 難 をす くぶべし、 とまう けて いへ る 也。 又 君の 屯 難 をい ふとき は、 陽 明 中正 

の 君、 威 欞を不 去 は、 屯 難 を 救 ふべ し。 何のな やめる 事 か あらん。 君の 屯 難 は 威權を 去て すく ふ 事 あた はざる 也。 

其 威權を 奪た る 者 は 大臣 也。 其 時 は 陰の 四 を 陰柔に とらす して 小人に とる 也。 小人 は 仁義の s: 力 はな けれども、 欲 

悪に 剛 なる 者 也。 大臣 小人 なれば、 或は 幼君、 或は 暗君の 時より 權威を 取 初めて 君 位 は iM: 道具に して、 六 三の is 侯 

易 M 小 解 卷 4 ゆ 三  八 九 
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も、 六 四の 大臣の 權 威に 付、 六 二の 政に 預る 者も權 威に へつら ひ、 たま//. 初 九の 賢者 あれ 共、 下位に あれば、 君 

是を しらす、 知ても 是を 用る 事 あた はす。 これ 人君 屯 難の 極な り 


i 一 


戶ガ經 小 解 卷第四 


is 


hf 蒙 は 物 s 小 也。 物の 穉き時 は K にして 未發。 屯 は 物の 始て 生やる 也。 物始て 生す る 時よ、 i 

昧也。 蒙の 屯に 次 所な り 

豕 ハ亨。 匪-観 レ求， ま里 蒙？。 童 蒙 求 i_ -。 初 考吿。 再三 瀆。 瀆ル i ハ則， 不 レ吿。 利ァ i,, 

蒙 は 內に明 ありて ま 發セ。 師 11  く 時 は S 了る 道 あり。 玉み がされば 器と ならす。 m  ^ 

に壯 者と いへ ども 不レ 學者は蒙 也 。屯 難の 世、 諸 侯を 立て 專 らしめ、 f 多くして 天下 阜 にし、 世ず 貴賤 富 

足る 時は敎 べし。 I 世に は師 I る を 主として、 學 校の 政 行 はる.. 所 也。 其 本 は 大君 先 志 を 可 レ立。 故 こ 蒙の 主 

は 六 五 也。 蒙 を 開發 する 者 はさ 一也。 六 五の 大君 は、 和 順の 德 ありて、 陽 位に 居。 九 二の 師は剛 明の まりて、 ^ 

位に 居。 上下の 志 相 ま。 故に 云、 我 豪に 求る に 非す、 我 は 九 二み づ から 我 也。 豪 我に 求 は、 

a. 大道 If 求る 也。 必ズ 有き 不レ； S 逢， と，， る是 也。 初 4.; と 

は 疑 ある 時は笼 して 神に 問、 そのごと く 誠の 志 まて、 來り問 時 は、 a 露の 言を 疑て、 再三す る 者 

易 經小解 卷第四 、 ■ 
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は 慢也。 實を瀆 なり。 誠 をうた がふ は 11。 故に 不奄 唯み づ から 貞正 i を不レ 失して、 蒙 をし I。 蒙 

づ から 非 を 知て、 心服す る 時 は 桌に利 ある 也 

〔o 彖曰ク J 蒙 ハ山下 有， 險。 險-ー メ而. ハ蒙也 

；；^！は山也。 坎は水 也。 險 なり。 山は險 姐の 物 也。 麓に 水 ありて、 渡るべからざる は險 也。 兩險相 さ、 へて 

行事 あた はすして 止る は 蒙の 象 也。 蒙昧に して 是非 善惡を わかたざる 時 は、 行事 あた はす 

蒙 ハ亨。 以 テ亨ル 1 ハ行 一 V 、ハナ リ時中 一也。 匪 我レ求 IV- 童 蒙- 1-0 童 蒙 求 二 我-一。 志. ン應. ^レ、 、ハ 也、 

險 にあ ふて 止り、 みずに 不動 は舊 時 中 也。 ，亨 I は、 明師に 順て 能 時の 中 を 行へば なり。 能 f 得る者は 

王たり。 己に しく 事な しと 云 者は必 亡と いへ り。 亨る事 不能 所 也。 九 二の 臣、 六 五の 君に 求 ざれ ども、 六 五の 君、 

九 二の 臣に 下り 求る は、 志の 應 じて 道行 はる、 所 也 

初筮， 吿 ルハ以 r 一也 剛中 T 也。 再三 ス ま 瀆ル。 瀆ル、 寸ハ則 チ不レ 吿ゲ。 瀆 i 蒙ヲ也 

九ニ剛 明の 才 ありて、 中正の 道 を 得たり。 天下の 蒙 を發て 天職 あり。 故に 大君 始て 問と いへ ども、 辞せす して 吿る 

也。 再三す る は 蒙の 疑に あらす。 うたが ひ あらば、 幾度 も 問べ し。 能受 用す る 者 は、 能うた が ひ 問 也。 用て 行 はれ 

ざる 事 有 を、 能 問て 行べき 道を 知 也。 梁， 惠王、 齊乂且 王の 如气 悅て たづね す、 隨て 不改。 故に 擎しゐ て 不吿。 

しわて 再三す る 時 は、 言 を 失て 自 けがさる、 が 如し。 自 けがされて 人 を 正す 者 はなし。 故に 自瀆 ると いはす して、 

三 五 E 


蒙を濱 とい へり。 蒙 を 愛して いと はす、 人に 敎て 不レ 倦の 意 也  - 

j 豕 ハ以テ 養ぶ 正ヲ。 聖功 ナリ也 

^^ii  一  §J1. ，るに 隨て 善人と な I 人となり、 ifl  I 

a し 直 豪よ き i 倉、 惡 人と 成、 凶 人参、 !iu 

を不レ f へど も、 其 純一の i 也。 すでに 善 i して、 發 して 後 拳れば、 hj 

故に 正& 蒙に 養 ふ は、 畢 の 至善 也と 5 へり  t てォぁ 

嘢曰 S 山ノ 下-一 出シ- i ヲ蒙 也。 君子 レ果ヲ 行. 育 78.- 

rurr 泉、 ml  Aa.  5 まだ 心の 向所な きが 如し。 f 蒙の 象と 

r し Hrr て、 德必本 あり、 画 行べき I。  a.  ？。 泉， n の 出 象る" 

.1 として f れば 沙 石に ふせがれて 俄に 達する 事 あた はすと いへ ども、 a 

れてゴ  1 なせり。 iLHH. 

p き 也。 si  I にし iii! し。 iLhH 

て If  f  i。 倉 IJ  、雀需 きせ。 f.^^uu 

a 震 通 Is ま へど も、 始 ありて 終 ある 者は 少し。 f  H 

^經小 解 卷第四 
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學 といへ ども 益な し。 孔子 は 禮樂は 云に およばす、 弓馬 0 藝 にも 達し 給 ひたり。 是皆 人間の 事業に して、 行を果 すの 

一事に して、 德を養 ふの 用 也。 德た 5- に 養べ からす、 善 を 爲事を 積で 養 ふ 者 也。 六 藝皆善 をな すの 事 也。 謹の 時、 

養 事 正しと いへ る も、 藝に 遊ばしむ るを大 用と す。 六藝の 文を以 友を會 し、 友 を 以て 仁 を 助く る 時 は、 日. に 見る 

事 聞 事 有て、 不, 知 不レ識 正 を 養 ふべ し。 叉 君子 山の 象 をみ て 德を養 ふ。 山 は 泰然と して 靜止 也。 仁者の 樂 みは 山 也。 

仁者 は 無欲なる が 故に 靜也 。其 心 を動ス 所な し 0 君子 は 水の 象 を 見て、 その 行を果 す。 知者の 樂は水 也。 水必 行が 

ワヅラ ハ 

如し。 流水の 物た る 昼夜 を不レ 止、 時 所 位に 隨て 無事 成 所 を 行 ふ。 故に 其 心 を 累 す 者な し 

初 六ハ。 發ぃ 蒙ヲ。 利ァ ^ 用ル！ 刑 ヲ人用 t テ說 っ1 桎格 ri 以テ 往ク吝 

初 六 陰 暗 を 以て 下に 居る は、 下民の 象 也。 下民の 不學 して 愚 蒙なる に は、 善 をな す 事を敎 へ、 惡を する 事を戒 しむ。 

惡を爲 者に は、 此刑 ある 事 を 示す 也。 桎梏 は 今の 手錠 ほ だし 也。 刑の 品. をい ひ 聞せ、 其 器 を 作りて みせ、 愚民 を 

威す 也。 其 刑に あたりた る 者 を も、 先手が し 足が し を かけて 懲し、 悔る者 をば これ を ゆるすな り。 刑 は 刑な きに あ 

て、 する 是也。 少し 懲 して 大に戒 しむる は 小人の 幸 也。 專刑を 用る に 心 有 は 凶し。 故に 以テ； ^吝 とい へり。 嚴に 一 

なる を 以テ往 と 云り。 吝 はな づ みと どこ ほる 也。 何 にても 惜ム心 を 云。 刑 をす てかぬ る も、 吝の類 也。 專刑を 用て、 

治 を爲時 は、 愚 蒙 長る といへ ども、 其 心 を 發く事 あた はす。 免れん として 恥な き 時 は、 治 化成 就す ベから す。 只 刑 

ァラ タメ  カウ  ト *  ノフ 

はしば らくの 助 也。 敎 るに 善道 を以、 其 非 心 を 革 て 風 を 移し、 俗 を 易べ し。 導に 德を以 し、 齊 るに 禮を る 

诗は、 恥る 事 ありて 至る。 是 聖人の 至 道な お 

0^ 


Ills 七 

象-一日 s 利ァ リト- 用ュ： 刑，. 人 以ーァ 正スル I 法ヲ也 

人 を 殺 者 をば これ を 殺す。 盜賊 は其輕 重に よりて、 或 死罪 或 墨刑す。 如 此其防 限 を 立て >  罪 の 法 を 正す る 也 

九 二。 包， 蒙ヲ吉 ナリ。 納ル --? 婦ヲ吉 也。 子ハ克 • ズ豕- 

九ニ剛 明の 才 ありて、 六 五の 君と 志相應 也。 君臣 共に 中德 同じ。 故に 大君 時の 蒙 を開發 する 道 を 任す。 天命 あれば 

辞せざる 所 也。 包 は 含み 容る 也。 敬て 五敎を 布事寬 にをゐ てす る 意 也。 故に 吉也。 時に 被 用て 獨り 明な りと いへ ど 

も、 其 明を恃 で、 予知 ありと せす。 善 なれば 婦人の 言と いへ ども 是を納 用 ひ、 下民に 至る まで 廣く益 を 取 こと 其 中 

にあり。 殊に 婦人 は柔闇 也、 神佛 奇妙 を 云て、 人 を 惑す を 以て 渡世と する 者 も、 先婦 人に 取 入、 扨 は 至 の 下民 を 

惑せ り。 狐の 人 を まど はす も、 多 は 婦人 賤夫 也。 是を以 其 柔闇を 知べ し。 しかれ ども 小知 小才の 男子に まされる 婦 

人 有、 士に まされる 下民 あり。 故に 君子 廣く問 こ と を 好 所な り。 如此 なる 時 は、 その 善 限りなく、 天下 太平 子孫 長 

久の吉 に 遇な り。 子 克レ家 は、 家に 在て は、 父 は 君の ごとく、 子 は臣の ごとく、 小 家 なれば 父に か はる ほどの 良臣 

はなければ、 幸 子 善に して 才 あれば 家事 を まかす るな り。 是 父の 子の 我に まされる を 知て 信任す る 也。 たと ひ 父 は 

子に まさりても、 子 善に だに あれば、 子に まかせた るが、 父の 自身 治た るより はよ きもの 也。 いかんと なれば 父 は 

一家の主 人に て、 威 あれば をの づ から 家人に 遠し。 子 は 主人の 子と いひながら いまだ 主と ならす。 其 上 幼少より 一 

家の 臣妾 にも なれて、 遠慮 すくなし。 此敌に 家人の 情に 近し。 相談して 事 可に あたれり。 蒙の 世に 六 五の 大君、 九 

二の 賢才に 信任す る 事 如此。 故に 子克レ 家と いへ り。 九 二の 臣、 六 五の 君に 才德 まされば 尤 よし。 たと ひま さらす 
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しても、 志 賢に だに あれば、 君み づ から 治た るより はよ きもの 也。 君 一人に て臣 ともなり、 君 ともなりて、 上下す 

る 事 は 成 難し。 其 上 威權盛 なれば、 人情 事變に 遠し 0 臣は 下に 近き 故に、 人情に も 通じて、 事 可に あたれり 0 故に 

治國平 天下 は 賢才 を 用る を 先と す。 尤 古今 何れの 代に も、 よき 人 を 求めざる はなし。 或は 人の よきと 云の みに て、 

あげて 宫に すれ ども、 求る 心眞 ならす。 もとむ るに 道なければ、 却て 賢 をふさぐ 者な り。 えらぶ に 格 あり、 あぐる 

に 類 あり。 えらぶ 人、 えらばる. -人、 共に 數定 りて ひろく 求る 事な し。 其 上 君と 執欞 と、 予 のみ 知 ありと して、 人 

の 善 をと り才を 用る 事 を 恥と す。 是賢 をふさぎ て通ぜ ざら しむる 所 也。 堯舜 天下 古今の 至聖 なれ 共、 問 こと を 好み、 

才知 を あげて 己 をす て. - 人に 隨ひ 給へ り。 舜は惡 人の子 なれ ども、 堯 これ を あげ、 禹は 罪人の 子に して、 舜； J れを 

あげ 給へ り。 これ 賢 を あぐる 事 類な しとい. へり。 至 公 無 義の謂 也。 榮は其 身の 勇力 を恃 み、 紂は我 聰明に ほこれり。 

是 二人共に 予知 有と して 人に とらざる 者 也。 然ルに 古今 共に 榮紂に 似たり といへば、 人々 立腹す。 堯舜. に 似たり と 

いへば、 中心 悅 といへ ども、 恥 恐れて 謙 退す。 しかるに 堯舜を 學ぶ者 はすくな く、 续紂に 習 者 はお ほし。 思 はざる 

の甚 しき 也 

象-一 曰ク。 子克キ に豕- 一。 剛柔接 也 

蒙なる 者と、 義を發 く 者との 情 相 接して 一 なら ざれば、 善 ク敎る 者 有と い へど も、 其敎入 事な し。 父子 君臣の 情 相 

接すべ き 事し かり 0 位 を以ぃ へば、 君 父 は 剛也。 臣 子は柔 也。 才を 以てい へば 六 五の 君 は 質柔也 0 九 二の 臣は剛 也。 

九ニ剛 中の 德 ありと. S へど も、 君 信任せ ざる 時 は、 時の 蒙 を開發 する 事 あた はす。 今 君 賢に して 臣に 信任す る 事、 


1 一 Is 九 

父子の ごとく 成 は、 剛柔相 接る の 至 也。 其 功 を 遂る所 也 

六 三ハ。 勿レ 卜-用 ルハ取 トル 1 女ヲ。 見 金 夫 T 不レ有 5 躬.^ 。 无キ f 攸， 利スル 

六 三 は陰柔 にして 陽 位に 居。 不中 不正、 女の 蒙 暗、 妄りに 動の 象 也。 見，, 金 夫 一は、 富贵 にめ で. - 夫の 人 がら を 見す。 

女に して 如此 は、 其 身 を 有た す。 男 も 女 家の 富貴に 目 を 付て、 女子 人品 父母の 家風の 善惡を 問ざる 者 は、 共に 利す 

る 所な き 者 也。 利 は 家の 有無に 隨て家 を 齊へ身 を 有 を， S ふなり 

象 一一 曰ク。 勿レ. --用 ルぃ取 レム 女ヲ。 行不ハ f 順 ナラ也 

バウ カウ 

順は愼 也。 古 は順愼 通用す とい へり。 女子 貞正 ならす、 行を不 レ愼。 妄行 する 者 は、 妻と すべから す。 故に 用る 事 

なかれと 也。 本義に 魯秋 胡が 事 を 引 たれ ども、 それ は 夫の 秋 胡が あしき 也 0 女 は 身 を不レ 有と いへ 共、 女の 罪に あ 

らす。 もし 女の 父母、 秋 胡が 人 がら を 不見屆 を 非と いはむ か。 列女傳 云、 秋 胡子 妻 をむ かへ て 五 曰めに 陳に官 仕す。 

後に 歸る 時に、 路 のかた はらに 美女の 桑 を 採 を 見て、 車より 下て 云、 つとめて 田が へせ 共 豊年に 逢に はしかす、 つ 

とめて 桑 を 採 も、 士夫を 見る に はしかす。 今 吾に 金 有、 願 は 婦人に あた へんと 云。 女不 レ受。 秋 胡 家に 歸れ ば、 母 

. 其 婦を呼 出せり。 みれば 桑 採し 美女 也。 幼年に して 来り、 間もなく 遠方に 行、 年た けて かへ りたれば、 見忘れた る 

也。 女 夫き 恨みて みづ から 河に 身 を なげて 死せ hs と 也 

六 四ハ。 困滅- ー吝シ 
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四 陰 を 以て 陰に 居、 蒙 闇の 極 也。 上下 も 叉 陰 柔の蒙 也。 正 應も蒙 也。 剛 明の 師 なく 友な し、 隣家の 無レ助 0 故に 蒙 

に 困て 心う へ 乏し。 吝は 不足の 意 也。 俗に 物たら はすと いへ るが ごとし。 ト斗 ji^ ゥ なき 也 

象 一一 曰。 困 ムフ， 蒙-一之 吝 キハ。 獨リ 遠ケレ ハナ ^ 實ー 一也 

赏 は陽剛 也。 一は 實 J は虚 也。 故に 遠き をい へり。 陽に 遠して 敎 を受、 明 をと る 所な し。 故に 困て ァ文 ^が。 然れ ども 

志眞 ならば 遠き 事 有べ からす 0 詩に も. S まだ 思 はざる 也。 何の 遠き 事 か あらんと いへ り。 困 蒙の 質と 云と も、 師を 

尊び 友 を 親み、 學 に間斷 なくば、 其 知に 及で は 生 知學知 一 なるべし。 何の 困 事 か あらん。 困と 云 も 志 不立故 也。 六 

四の 蒙に よりて、 天下 敎べ からざる の 人な き 事を戒 たまへ り 

六 五ハ。 童蒙ナ ル寸ハ 吉ナ" 

六 五 巽 順 中正の 德 ありて、 尊 位に 居。 貴 を 挾 ます、 長 を不， 挾、 賢 を不， 挾。 君の 君た る 大本 を 知て、 "Iri に 

居。 九ニ剛 明の 才に 任す、 天下 を 治る に 足れり。 故に 亩也。 苟に 至誠に して 賢に 任じ、 其 功 を 成と き は 己に 出る に 

フ ェジ 

何ぞ 異ならん 0 湯の 俘 尹に おける、 髙宗 の傅說 における、 擧 て後臣 とす 0 みな 此道 によるとい へり。 湯 王聖德 にて 

だに、 大君た る 時、 自童 蒙に 居 給へ り 0 况ゃ其 他 を や。 堯舜は 大聖な りと いへ ども 又し かり。 自知を 先 だてす、 天 

下の 知 を 用 ひ 給 ふ は、 自童 蒙に 居て、 天下の 敎を入 給 ふ 也。 諫鈹 謗木是 也。 皆 大吉 を 得る の 本 也 

象 一一 曰。 童 蒙ノ之 吉ハ。 順- フ以巽 ナリ也 

一一 一六 0 


一 1 一 六 1 

，管 舍て 人に 從 I。 異は 降， 1 下に 求る を 云 也。 是 在位の 享、 童 蒙に 居 Q 吉也。 能 如， 此 なる 時 は、 天下 

に 優かず。 孟子に 云、 好 ヲ優- 於 天下？ 註に 曰、 優 《有- 餘裕， 也。 言 ハ雖き 天下 i 有，， 餘カ， と 也 

上 九ハ。 擊 5 蒙 ヲ不， 利ァ レフ 爲ス 1 寇ヲ。 利ァ" 禦 ズ寇ヲ 

上 九 象の 極に 居て 剛に 過ず。 纖甚 ぶれば 化不， 行 S 敎， 不又。 上 九過剛 なれば、 人 I を忿て f¥i を 

f なり。 物に より 時に よりて 不レ 得， 已 ならば 可な らん か。 然れ ども 彼 来りて 寇 せば これ を ふせぐべし。 民の 害 

をな さば 難て 滅 すべし。 た？ に 其 頑愚 を惡 みて こなたより 往て 難ば 寇を爲 也。 彼が 國民は 我を以 1 とし、 突 J 民 t 

彼を寇 とし、 互に 相寇 して 國 家の 弊と 成 事 有。 戰國 相擊者 は、 四十 歳 五十 歳の 人と いへ ども 皆 蒙 闇 也。 仁義の 知の ド 

fe 事 は、 幼年 sf 同じ。 况ゃ西 ，不知、 讓 不通、 中國霊 面き とれ.，。 警以管 見る 時 

は惡 むべ か I。 來ト朝 If 蒙、 寇 I 督ふ？ べき のみ。 又 山水 Q 險難 によりて 管 ふせぐ 象ず。 5 

は 止 也。 不レ往 して 止り て 冠 を 擊の義 有。 歒險に 籠る 時 は、 十倍の 勢 を 以てせむ る 者 なれば、 險蛆は 十倍の 身卞 お。 

險を すで 行て 擊時 は、 身方 I し、 財 I して 利 あらす。 寇を險 難に 來 して ふせぐ 時 は、 身方 死 I して 賊を伐 

こと 多し。 apo 歒國に まて 伐に 利 あ.， や、 まちて 戰に 利ず やと 占に、 此 ff 時 はふせ ぐに 利 

あるべし。 I 勾讓昧 なる 故、 范 不， 用。 吳に寇 をな してと りこに せられず。 吳の 勢 二十 万な りと も來 

りて 寇 せば、 越の 利を 得べき 謀 有べ し。 ¥ 万に て吳 に 行て 寇 せば、 何 を 以か勝 事 をえん や。 不レ の 占 明 

か 也。 わき まへ ざる は 蒙闍也 
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輒ト： 用ル i 禦、 M 寇ヲ。 上下 順 也 

他國ょり歒來りて？^る時は、 國人皆 己が 冠と す。 我寇 とする 者 を ひきいて、 これ も ふせぎ 擊 とき は、 上下の 人情 

相應 すべし。 其 上 ふせぐ に 剛を以 して、 其 道 を 得たり。 必利 ある こと は、 上下の 心 1 にして 順な れぱ なり ， 


in 六 二 


画 鶴 L 一 =11 上 需は飮 食の 道 也。 物幼穉 なる 時 は、 養 を 待て 長 成す。 物 を 養 ふの 需所 は飮食 也。 需の 蒙に 次 ^也。 雲 

天に 上る、 雨と 成て 羅の 下る を 待。 米 をう す づき 食 を かしぐ、 皆 熟する を 待て 養と 成 也。 

故に 需は須 待 也  ，. 

需有 r 一 孚ノ光 T 亨ル。 貞シク よ 口 也。 利ァ ^ 渉 一 そ 一大 川 ^ 

孚は 信の 中に 有、 ！ は虚、 一 養 也。 一陽 二 陰の 中に 11。  ss 光內に 充て 其攀 り、 i 四方に 

及 也。 貞 正にして 吉 也と は、 心誠實 にても 事の 正しから ざる 者 あり。 不正 にても 孚ぁる者 の 事の 正しから ざる は 邪 

に は 非す。 十分 天則に あたらざる 也。 忠 望が 如き 者 あり。 丘が 學好 むに はしかす との 給 ふごと く、 秦の質 あり 

て も、 聖 1 きれば 續則 にあたら ざる 者 也。 5 にニッ ず、 本より 正して 吉 I あり。 ，得 時 は 富る 者 あ 

り。 需の孚 Q 光ず て 亨るも Q は、 正して 直る 者 也。 吉德 也。 妻ず て 正しき IQ 至り 也。 如此 なる 時 は 

天道 多 福 を 命じて、 君子の 仁 を 助く る 也。 寡に して 福 多き の 辞 也。 凡大 川と 云 は、 人生 險 難の 着。 君子 大難に 
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臨と いへ ども、 誠 ありて 德光 亨通し、 事 正しくして 待と き は、 すく はすと 云 事な し。 是を大 川 を 涉に利 有と 云 也 

彖_~ 曰。 需ハ須 *〕 也。 險在 1 前-一也。 剛徤？ 而不， 陷 イラ。 其 ノ義不 n 困窮 一" 矣 

^ 在" 前、 前 は 進み 行方 也。 進て 行， 一と 欲する 所に 險難 あり。 大河なら ば、 舟 か 川 越の 案內を 待て 可 行。 山路の 切 

ならば、 狩人 か杣 人の 案 內者を 先に 立、 路次を 作りて 可 レ行。 大歒强 歒の國 に 入 は、 可レ勝 謀 有て 後 行 也。 九 五の 

主、 剛徤 なれ ども 待 事 ありて 動 時 は、 險 難に 不 レ陷、 困窮す る 事な き 也。 凡人に して 剛徤 なる 者 は、 其 動 ク事躁 しく、 

其 進 所に よりて 本心 を 失 ひ、 險 難に 陷て 困窮す る 事 あり。 平生の 動作に も 如此類 あり 

需ハ有 一一 孚 光一 亨ル。 貞吉 トハ。 位 ri 乎 天位 r 以テ 正， 中 也 

天位 は 九 五、 大君の 位 也。 天地人の 三極幷 立て 天子た る 故に 天位と 云 也。 其德 なき 時 は 虚位 也。 需の 時、 九 五の 大 

君陽剛 正中に して 天位に 位し、 人民の 父母た る 天職 を 任す。 雲 天上に 升れば 必 雨と 成て くだり、 万物 を 潤 養す るの 

象 也。 今 陽 明 正中の 君、 上に 位す。 必 仁政 を 行て 天下 を 潤 養すべし e これ 孚の光 有て、 亨り充 る 也。 貞正は 民の 父母 

たる 天職に かな ひ、 民と 共に 樂む 也。 大君の 正中 是 より 正しき はなし。 政 あしければ たと ひ 民に 作り 取に させても、 

凶年に は 饑饉し、 餓死す る 者 あり。 ェ商 はな をし かり。 政 善 なれば、 凶年に も 餓死す る 者な し。 是を政 を 以衆を 養 

ふと 云 也。 天地 生々 の 理に應 じて、 長久の 政 なれば 也。 吉善 これより 大成 はなし。 時に 中せ ざれば 正しと. S へど も 

如 此の 功な し。 時 中 を 得る 1$ は 賢才に あり。 故に 賢才 を あぐる 事 は、 天位に 位し、 天職 を 行の 第一義 也。 則 中孚の 

裏に/ J もれ. ON 
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利ァ i5 涉， V- 大川 T。 往 ケ、、 ハ有レ 、パ？ 功也 

涉 fVK 川 V はしの ぎがた き 大難 をし のぎ、 勝が たき 大敵 强歒に 勝の 象 也。 內の調 をる 歒の虚 を 待て 不意 をせ め 不^ を 

うつ 也。 皆 時の いたる を 待て 進行 時 は 功 あり。 文 王 一 たび 忿て 天下の 民 を 安す る是 也。 北狄 は國大 にして 强敞 也。 

周の 國北狄 に 近き 故に、 大王 以来 これ を ふせぐ に難義 也。 文 王土 產 など をつ か はして 和 をな し、 民 を 害せざる やう 

にな だめ 給へ ども、 欲に あく 事な くして、 中國を 犯す 事 止 ざれば、 大に忿 り 一 たび 伐て 退け 懲し 給へ り。 强 大の歒 

とい へど も、 聖人の 神武に 敵す る 事 あた はす。 故に 君子 は不 レ戰、 戰 ば 必勝 もの 也。 是利 ァぃ涉 IV 一大 川 マ 往 テ有レ W 功 

也。 皆 待て 利 あり、 功 あるの 義也 

. 或 問、 經 文に 戰陣の 事 は 見えざる に、 引用る 事 は 何 ぞゃ。 云、 聖人の 大道 は足レ 食足レ 兵信レ 之の 三 を 大綱と す。 需 

は 飲食の 道 也。 食 足 時 は、 兵を備 べし。 食 兵 足て 後 民に 信 を 可レ敎 也。 鳥 獸の田 畠 を 害する も、 食に 付て 出、 盜 

の 人 を 害する も、 食 を 求て 來り、 戎狄の 中國を 犯す は、 禽獸 盗賊の 食に 付が ごとし。 食 あれば 食に 付て 害 あり。 大 

川 は 患難の 事 を 象 をと るた とへ 也。 患難に は必 兵を備 ふれば 也 

象-曰。 雲上， 1 ハ於天 一 需§ 君子 以テ飮 食 宴樂" リ 

匕キ * 

需 の卦、 下 乾上坎 也。 水 は卑に 付て くだる。 たどに 天に 上る ベから す。 雲氣 蒸て 天に 上り、 必 陰陽の 和洽を 侍て 雨 

となりて 下り、 万物 を 潤 養 せんとす 0 今仁德 厚き 君、 天位に 上りて、 衆 民 其恩澤 にうる ほふべき 象 也。 此時 にあた 

りて は、 上下な すべき 事な くして、 家に して は 父子 夫婦 兄弟、 國に 出て は 君臣 朋友、 飮食 宴樂 して、 五倫ます/. - 
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和洽 する のみ 也。 宴 樂には 必禮樂 を 以す。 詩の 周 南の 樂章、 鄕樂、 宴樂、 射樂に 招と い へり。 或は 祭祀 終りて 酒宴 

あり、 諸侯の 朝覲の 禮樂に は、 定日 ありて 射 禮を行 ひ、 射 終りて 酒宴 あり。 君臣の 情 を 和す る 處也。 是皆飮 食宴樂 

の 事お。 日" 酒を飮 ども 醉に いたらざる は、 鱧 あるが 故 也。 賓 主百拜 すと いへ る も、 ir を 厚す る 所 也。 oiB すすく 

樂利を 得、 樂 める 君子 は 《^ の 

父母な りと いへ る もこれ 也 

初 九ハ。 需 r ー于郊 一一 一。 利 ァ"， 用 ル i 恒- 一。 无 k 口 

初 は險難 C 遠し。 郊に 待の 象 也。 郊は曠 遠の 他 也。 遠く 待 者 は 遠き 慮 あり。 險 難の 世に 居、 早く 事 をな し、 先進む 

者 は、 多 は 凶 也。 平常の 道 を 用て、 險雞を 心と せざる 時 は 无レ咎 也 

象- -曰。 マ iKf 郊？ 不， 一 也 犯シ滅 r 行， 也。 利ァ， i ル 无 J 咎。 未 レ失ュ 常ヲ也 

不レ 失：， 常と は、 性 命 を 乱世に 全くして、 聞 達 を 諸侯に 不レ求 者 也。 諸葛孔 明、 庶 人たり し 時の ごとし。 初 X 乂は庶 人 

也。 九 は陽實 也。 陽剛 なれ 共 難 を 犯して 進み、 不レ可 V 行。 庶人は 世間の 禍福と もに ぁづ かるべ からす。 世界 は 我心 

ヅネ 

の铖 より 成て、 乱世に 生れても 治世の ごとく、 當 世に 住ても 古人の ごとし。 いつも 恒を用 ひて 世間の 是非 善惡 にか 

>- はらす、 みづ から 其 利 を 利と する 時は无 A 咎、 无ぃ 凶、 唯 常 を 未 レ失也 

九 ニハ。 需 r- 千沙！ 小" キ有ビ 言 終 S 口- 

三 六 六 


Ill 六 * 

九 は 陽 剛の性 なれば、 其 心 進み 往 べし。 しかれ ども 中正 柔順の 道 を 得て 不レ輕 動、 勇 知 を 養 ひて 時 を 待 者 也。 沙は 

水に 近して、 險を去 事 遠から ざれ ども、 いまだ 患 害に は 及ばす。 小 言 ありと は、 言路の 傷に して 犬なる 害な し。 

需レ沙 は 事に 臨て 恐れ、 謀 を 好て なす 也。 九 二 陽 剛の才 を以、 柔順に 居。 柔能剛 を 制し、 剛 よく 柔を 制する 象 也。 

初は處 女の 如ク、 後に は脫 鬼の ごとしと いへ り。 剛を 以て 中 を 得る は 終に 吉 なる 道 也 

象-曰。 需 fr ハ于沙 一。 衍在 レ、、 ハ？ 中 也。 雖； 1 小.？ 有 Tt 言。 以^吉^ 終 7£ 也 

衍在 I 中 は、 言の 傷を不 レ忿、 心に かけす。 寬裕 にして 急に 不進、 先勝て 後戰が 如し。 故に 吉を以 終る 也 

九 三 ハ需， I 于 泥？。 致" 寇 ヲ至ル 

泥 はすで に 坎險に 陷る象 也。 水は淺 ければ 渡り、 深ければ をよ ぐ。 泥 は 入 と 深ければ、 足の ふみ 所な くして 渡る 

ヲ ナイル 

ベから す、 をよ ぐべ からす、 人馬と もに 不レ叶 地な り。 陷 る 時 は 死 をいた すべし。 寇 難の ふかきた とへ 也。 九 三、 

其 性 剛健に して 不中 也。 徤 体の 上に 居、 進み 動の 象 也。 慮りな く 進て 險に逼 る は 喪 敗の 漸也 

象-曰。 需 ハ于 泥.？ 災 在ル？ 外 也。 自 I 我 致 $寇^ 敬 慎スル オハ 不， 敗レ也 

カン  スギ スデ 

坎險 は外卦 也。 災 外に あるの 象 也。 九 三、 剛に 過、 已に 進て 迫る。 これによ りて 冠 をいた せば 自レ我 致レ冠 也。 人に 

して 不仁なる を惡 む事甚 しき は 乱な りと いへ る も、 小人の 惡を にくみて、 冠 害 を まねく 者 多き を 云。 
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敬愼 する 時 は、 不敗の 戒を 知べ し。 推 極 むれば 冠 は 我より まね， かざる 

者 は 少し。 故に 仁者に 歒 なし  , 

六 四ハ。 需 二子 血 1 出， 自， 穴 

血 は 殺傷の 物、 穴 は 險雞の 所 也。 甚 危地 なれば、 血に 待の 象 也。 然れ ども 六四柔 にして 陰に 居、 能 待 事 ある 者 也。 

身に 有て は 血 也。 外に 有て は 水 也。 血 は 体に 充、 水 は 穴に 滿て後 行 也。 山 下に 出る 水、 其 初 はさ かづき を 浮ぶべし。 

こ、 かしこ 險に 遇て 急に 進ます といへ ども、 其 源 やまざる 時 は、 險を さけす、 穴に 滿て 後進み 行、 終に 大川 をな せ 

り。 出 レ自レ 穴 は 終に 險難を 出るな り 

象 一一 曰"。 需 ー"| トハ于 血 一 一。 順 以テ聽 也 也  ^ 

六 四、 險 難の 中に ありと いへ ども、 順 以聽。 故に 凶に 不レ 至して 終に 險難を 出る 也。 三よ く 敬す る 時 は、 坎險に 迫 

といへ ども 不レ敗 0 四よ く 順なる 時 は。 坎 險に陷 ると いへ ども 出すべし、 敬と 順と は 險に處 する の 道 也と いへ り。 

世の 息 難の 中に 居て、 のがるべき もの は 敬 順の 道 也。 戰國の 時、 小 を 以て 大に 事る も、 順以聽 也。 故に 險 難の 世と 

シタ ガウ  ， .  .  ： 

い へど も、 其國を 有つ 者 也。 大 なれ ども 弱 なれば、 強に 順て 其國を 有つべし。 强を たのみて 大に歒 する 者の、 終に 

亡る は、 不， 順聽の 天理に 背けば 也。 故に 天 を 恐る k 者 は 其國を 有つ といへ り。 佐. < 木 定貞近 江に 住し、 大國 をた 

のみて 信 長に 歒 して、 1 戳に國 を 失へ り。 大圃を 有ても 武道に 拙く、 信 長に 敵すべからざる 我 身の ほど を わき まへ 


す、 不順 不聽 にして 天 を 不恐故 也。 武田勝 頼 は信玄 以来、 將士 ともに 武勇の ほまれ あり。 然れ 共共 身の 强剛 なる に 

自滿 して、 大に歒 して 終に 亡びたり。 此外 和漢 共に 其 例かぞ ふるに いとま あらす 

九 五ハ。 需ー ツー 于酒食 jo 貞ク メ吉也 

雲 天に 升る 時 は、 万物 雨澤を 待て 養 ひ を 得 也。 需 n 于酒食 一は、 人民 飮食を 侍て 養 を 得る 義也。 飲食の 道 は 一 曰 も か 

くべ からすして、 衆 を 養 ふの 善道 なれ ども、 人の 大欲 存 すれば、 禮 ありて 正しき 時 は、 至善に して 吉也。 需の 時、 

九 五 衆 を 養の 主たり。 陽 陰 中正に して 尊 位に 位し、 下 同 德の三 陽 を 待。 三 陽 上り 進て 陰 は 引て 退く。 此時坎 可, 平、 

險可レ 夷、 君子の 道 長 じ 小人の 道 消す。 各 其 所 を 得る 也。 陰坎は 本より 下に 在 もの 也。 陽 乾 は 本より 上に 在 者 也。 

君子 朝に 在て 小人 を 治め、 小人 下に 在て 君子に 從ふ。 是を 太平の 世と 云。 貞吉の 至 也。 此 時に 至て 別に 作爲 なし。 

酒 食宴樂 する のみ 也。 初 九は庶 人の 秀才 也。 九 二 は 政 を 執賢臣 也。 九 三 は 諸侯 也。 諸侯 天子に 朝す、 天子 是を賓 と 

す、 我に 嘉賓 ありと い へる 是也。 君臣の 情 和して、 其 人品 を 知。 善 を 好して 不能 を惠 み、 其 國に歸 て は 民に 父母た 

る 仁政 《を _ 厚し。 故に 天下の 衆 民 上の 宴樂を 以て 樂 みとす る 者 也 

象-曰。 需 fl 酒 食？ 貞ク > 吉？' ハ。 以, スーレ 、、ハ 也 中正 一也 

酒 食 は 宴 樂の具 也。 酒 はは かりなし、 乱る V に不レ 及。 是 酒の 中 也。 氣血を 乱に 不及 也。 飲酒 中 を 得る 時 は、 氣血 

を 養 ひ、 過る 時 は氣血 をみ だして 病 を 生す る 也。 酒 狂の 乱 は 心 を 乱る の 大過 也。 食 は 人身 を 養 ふとい へど も、 過る 

時 は 又 食傷 或は 食 滞の 病 を 生す、 朝夕の 食は藥 方の ごとし。 君臣 佐 使 あり、 食 は 君 藥也。 汁 は g 也、 茱ゃ ^ 肉 は 佐 使 
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也。 皆 食の 氣を 助て 勝し めす。 又 酒 食と もに 養生に のみ 專 なる 者 は、 却て 正お 失 ふ 事 有。 正に 偏なる 者 は 養生 を不 

得 事 有。 唯 中 は 養生 を かねて 過不及な き 者 也。 故に 曰、 酒 食 貞吉、 以- 中正 1 也 - 

上 六ハ。 入 ール1 子 穴 r 有 ニ不レ 速？ ラ之客 三人？ 來リテ 敬スレ 之。 終吉& 

上 六は坎 体の 上爻 也。 水 本 上に 在べき 物に あらす、 しばらく 雲 氣に乘 じ來れ 共、 勢つ き 時 至て 下降す る は 本 所に 歸 

る 也。 穴 は險難 卑下の 所、 本に 歸 るの 象 也。 不 速の 客 三人 は、 乾の 三 陽 也。 本 上に 在べき 者 也。 時 を 待て 本 所に 來 

る 也。 上 六の 爲には 客の 象 也。 客 は敬禮 すべし、 宅を讓 りての がれ かくる。 禮讓を 以て 進退す。 身 安く 心樂 しめり 0 

, 故に 終に 吉也。 上 六の よく 理に 順て 吉を 得る は、 日本 神代の 昔、 大貴 尊、 天 照 皇の御 孫瑷々 杵 尊に、 此 國を讓 りて 

隱遯し 給へ るが ごとし。 是 三輪 明 神 也。 山 を 社と して 鳥 井の みあり。 巢 穴に 隱 給へ る 象 也。 巢穴は 上古の 居所 也。 

隱る 象に よりて 後世 隱遞の 所に もい へり 

象-曰 さ 不レ速 之 客來。 敬、 ン _,ァ 之 ヲ終吉 まハ。 雖， 不レ 當レ位 一一。 未 「一大 一一 失 I ハ也 

陰柔の 質に て、 坎險の 終りに 居、 よく 險 難に 勝べき 者に あらす。 是 位に 不レ當 也。 然れ ども 身の 不才 を 知て、 賢 を 

待て 讓る。 故に 大失 なし。 人 を 知 は 知 也。 自知は 明 也。 需の上 六 は 自己 を 知に 明かに して 又 賢 を も 知て 敬す。 故に 

患難の 極に 居と いへ ども、 吉を 以て 終る 者な り 


so 
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13 お 乾 上 訟は 下より 上に 訟、 故に 訟の字 言に 從ひ公 こ.. ^ふ。 ficB^^ 」 0  、 

^9^. 下 if  I。  kH^^^^^ 

^ 迹 式の 分布 私に 分ち 難く 爭ゃ まざる 時 は、 上に 訟ふ。 翁の 需 につく 慮 也。 a 

まと 相違す 。產 せす、 心 和せ ざる 時 は 訟を 爲の I  き 象严 左旋し 水 は 本 逝す 。 

訟有レ 孚窒。 慯 中吉。 終 凶 

下坎の I は 学 I。 上下 二 陰の 中に 陷て 出る こと あた はざる は窒る 1。 ふさがら ざれ J なし。 

あり M?« 吉凶 意。 故 I 中 II、  f 順 ふ 也。 ii れ； rIL 有 u、 

P た rrr まかせ il は 吉也。 必所| 終らん とする 時は凶 あり。 m 

一 倍と い へり。 たと ひ訟に 擦ても う：.？、，.，..，  ョ i^H-^r 


倍と いへ り。 たと ひ訟に 勝ても 寇を まう くる は 凶 也 

利レ 見- 1 大人？ 不 レ利レ 渉二大 川, 
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大人 は剛明 中正に して 訟る處 を 决す。 實 不實、 理非 明白 也。 故に 實 あり、 理 あり、 物 は 大人 を 見る に 利 有 也。 訟は 

平和の 事に あらす。 危險を 履て 陷る ベから す。 大川は 危險の 象 也。 故に 渡る に 利 あらす、 訟は 安處を 求む るが 爲也。 

然るに 危地に 入 は 凶 を まねく もの 也， 

象 曰。 訟上剛 下險。 險 而徤訟  、  . • 

內卦の 坎は險 姐の 象 也。 外 卦の乾 は 剛強の 象 也。 心 はげしく 氣勇强 也。 此 なる 者 は 心に 合ざる 事 を 堪忍せ すして う 

つと ふるもの 也。 故に 險 にして 徤 なる は 訟也。 是 を內險 にして 外徤 也と 云り 

訟有 孚窒。 SS 中吉。 剛來而 得， 中 也 

天 山 遯の卦 の 九 三 來て九 二と なり、 六 二 柱て 六十と 變 じて、 天水 訟と なれり。 九 二 は本艮 なる 故 剛來と 云り。 九 二 

は 內卦の 中に して 訟の主 也。 故に 中 を 得る と 云り 

終 凶。 訟不レ 可 レ成也  . 

訟は 凶事 也。 不得已 也。 双方 得心して 無事にな らん は訟の 上の 吉事 也。 故によ き 奉行 は 對决の 場に 出ても 扱 ひ あり 

とい へば、 不 聞して ゆるせる 也。 双方の 是非 明かに 决斷 する 共、 訟の なきに 隨ひ、 故に 訟不 可成と い へり 

利 レ見ニ 大人？ 尙二 中正 1 也 、 

i< 人 は有德 の 君子、 則 九 五 也。 訟の ふさがる もの 也。 大人に 見て 明决を 求る 也。 正し けれども 中なら ざれば、 理非 

ョ七ニ 
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はたが は ざれ ども、 賞罸 厳になる 事 あり。 中 は罸に 過る 事な く、 温和 慈愛 を 以て 双方 心得し 事 おだやか 也。 故に 大 

人に 見 こと を 願 ふ は 中正 を 尊く 也。 虞 茵 の 民 は 文 王に 見事 欲して 周の 國に 入、 爭田 を不訟 して 理决 す。 鼠牙萑 角の 

詩 は 女子に 訟て召 公に 達して 志 を遂し 也。 是召公 中正の 君 なれば 一 詩 を 以訟も 又 止たり。 古人 善美の 風俗 を 知べ し 

不， 利， 涉，, 大川 4 入 二 于淵, 也 

本義に 卦變卦 体 卦象を 云り。 剛來て 中 を 得る は卦變 也。 尙 中正 は卦体 也。 入于淵 は卦象 也。 不利 涉大 川と は 危險の 

事 也。 大人 あらば みて 決 を 求むべし。 然ら すば 止むべし。 淵に 入の 凶 を 思 ふべ し 

象 曰。 天 與レ水 違 行。 訟。 君子 以作レ 事 謀レ始 

天 は 上、 水 は 下、 相違て 行く。  二 体 遠 戾るは 訟の義 也。 若 上下 相 順 はだ 訟 何に よりて か 興らん。 君子 天水の 象 を 見 

て 人情 爭訟有 と を 知る とい へり。 天水の 始乾 陽は坎 水に 生じ、 水 は 天に 生す。 乾坎 本同氣 にして 生す る 物 也。 一 

動の 後 相惇て 行、 遂に 天 淵の 濟 あり。 是 によりて 天下の 事 細微に 謹むべき 事 を 知と いへ り。 禍 難の 端、 其 始は大 な 

らす。 故に 君子 作 事謀始 也。 爭端を 事の 始に絕 時 は訟不 生。 謀始 の義廣 し。 書 契の 政の 類 也。 禮は飮 食 男女に 始と 

もい へり。 是禮は 謀 始の大 なる もの 也。 或 問。 天 は 三才の 始、 水 は 五行の 始也。 何ぞ 相違と いへ る や。 云、 しばら 

く かりて 象 を とれる 也。 然共 象の 本 は 天象 也。 自然と 理に 35 て 示す 處の 天敎 也。 六十 四卦の 象、 則 聖人の 則と する 

處 の天敎 也。 天水 もと 同氣に 生す と雖 相違て ゆかざる 時 は、 造化の 功 用 をな さす。 天に 在て は 相違に あら ざれ ども、 

人情 事變の 世に 象 をと る 時 は 相違と す。 易の 用 也 
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初 六不， 永， 所レ 事。 小 有 4 曰。 終吉 

初 〔olM〕 は 柔弱 を 以て 下にい る庶 人の 爻也。 實 ありて ふさがり 理 ありて 不達 時は訟 ざる XJ と あた はす。 然と 雖下 

賤 微弱の 身 なれば 訟 難し。 されば 訟て もはやく 事の 是非 明べき か。 永 かるべき 理か。 或は 相手の 方に よき 助 ありて、 

事の 是非 違 ふべき かの 品々 あり。 公儀の 事 知た らん 者に 相談して、 永 かるべき 勢なら ば やむべし。 又 直 訟ても 下に 

て は 實不實 理非 分明なる ことに 月日 をた て、、 決斷 なく ゆへ ありと 知て 永訟 ベから す。 庶 人の 微賤なる もの、 永 口 

事に 勞 すれば、 家職に すさみ、 家財 を 費し、 家の 衰微に 及ぶ もの 也。 たと へば 非道に とられた る 田地 を 取 かへ さん 

と 思 ひて、 訟か、 り、 後に は淺 りの 田地 迄う りて、 貧乏に 及ぶ 物 あり。 かした る 物 をと りかへ さんと て訟に 出、 今 

持た る 財 用 迄つ かひ 捨て、 困窮に 及ぶ もの も 有。 一朝の 忿 りに 其 身 を 忘れ、 永 口 事に 取む すぶ は、 子孫 迄 衰る凶 也。 

その上に 思 ひ よらぬ 患難 も 出来る もの 也。 皆 事と する 處を 永く する の 過 也。 小言の やぶれ 有 ども、 幾 をみ て 早く 止 

時 は 訟の吉 也。 是叉 過を改 るの 一端 なれば 終に 吉也。 我 身の 實と思 ひ、 理と思 ふに かたより、 忿 屍の 心よ り 世 中の 

勢 を 不知 もの は自 凶に 入な り 

或 問、 人の もの を 借て かへ さざる 程の 不義 不道 はなし。 是を訟 たらん に は、 決 斷の成 難き 理 なき 事 也。 然るに 事な 

がき は何ぞ や。 云、 理屈に て 云ば 然り。 然共 世の中の 勢と いふ もの は理の 外にして 叉理 あり。 家 用 不足に て 借物し、 

其 利 を 出せば 後足ざる 故に、 三 五 年 は 利ば かり は 出せ ども、 彌 勝手つ まりて は 無 是非 元利と もに 出し 得ざる もの あ 

り。 それ を 理屈の 儘に 返辨 せよ とい ひても 勢 成が たし。 双方 共に 是非 は 付が たき 故、 或は あっか ひ、 或は 時節 を以 
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て 取べ し。 隨分 W すべし と なだらかに 下知 せんより 外 事な し。 かりて 糙 に返辨 する もの-は、 當 分の 不足に て， 重 

て 返すべき 心 宛 ありて かりたる もの 也。 その 心 あてもなく、 不足なる ま k にかる もの は、 十 人が 八 九 人 迄 も 後々 は 

不 返に 至る もの 也。 世間 大方 如此 なれば、 かす 者 も 此勢は 初に 分らすべき 事 也。 易の 理も 君子 なれば、 なすべき 事 

なれ 共、 常人の 交り、 世間 勢に よりて なら ひ 給 ふこと おなじ。 有 道の 世 は 少し。 道な き 世 は 多ければ、 もの、 象 も 

また 自然と 其 勢 あら はる、 もの 也 

象 曰。 不， 永 レ所レ 事。 訟不レ 可 レ長也 

長 はい ひつの る 意 も あり。 我理に 自慢して、 云つ のりて 訟る 也。 片言 獄を斷 るべ しとて、 剛 明の 奉行、 訟の言 を 皆 

迄不 聞、 半分 聞ても 實否 理非 は決斷 する ことなれば、 日月 を 重ねて 滯るは 奉行の 不明 歟。 最貭の 沙汰 か。 いかさま 

故 有と 知て 止べ し。 いひつ のりて は、 內の憂 か、 外の 災か、 凶事 あり。 非 公事の 者 は 事の 長き を悅 て、 その 中に 才 

覺を する 物 也。 奉行 人の まいな ひ を とらす、 心と 依估 をせ ざれ ども、 奉行所へ 出入す る ものに まいな ひ、 世間 沙汰 

に 取 成て、 理非 を あやまる 樣に言 だする 事 も 有。 訟 のみなら す、 小人の 君子 を讒 する も、 必 しも 世 聞 沙汰に なして、 

方々 よりあし くい はする もの 也。 世間 沙汰 は 奉行 も 聞 度 思 ひ、 讒 とも 田 心 はす、 理を 持た る もの は理と 思へば、 何ら 

の才覺 もせす。 非なる 者 は 種々 才覺 をな せり。 君子 は 何 心なく ゐ るに、 小人 は 昼夜 精力 を勞 して 君子 を讒 する 才覺 

を すれば、 古より 君子の 難に あへ る 事 常に 如此  ； 

雖， I 小 有 i4in  。其 辨明也  ， 
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有 言 は 相 爭の類 也 。今の かけ 目安、 うけ 目安の 如し。 一 方き、 たる 時 は、 目安 を 出した る もの 皆理の やうに 聞 ゆ。 

對决の 上なら では 理非 しられざる もの 也。 夫 さ へ あしく すれば まぎる、 事、 皆 言の やぶれの 類 也。 其辨明 なれば 奉 

行 J< 私な く 聰明に て 理非の 分辨 明に 决斷 せらる 》 也。 此 時の 奉行 は 九 四 也。 大臣に して 民 命の 安否 を 知者 也。 今の 

郡 代の ごとし。 古 は 大臣の 中より 郡 代 職 を 兼たり。 堯舜の 代 后 稷は五 人の 賢 臣の內 にて 民の 司 也。 文武の 時 は、 公 

は 三 公に て 民の 事 を 知 給 ひけり。 民 は 國の本 なれば、 大臣に て 君 位に 近き 賢者 是を司 どり たるが よき 也。 今 も 十万 

石 以下 は 家老 同事の 臣 にて 郡 代 を 兼る も あり。 初と 四と を相應 とい へる も、 郡 代と 民との 象 あれば なり。 上に 立て 

下民の 安否 を 心に かけて あわれむ 職分 なれば 相應 也。 前に もい ふごと く 女子 剛強の 男子に 求ら れて 一詩 を 作て 志 を 

ふくみ、 召 公に さ、 げたり。 今のう け 目安の ごとし。 召 公 あはれ み 給 ひて、 女子の 志 を 立し め 男子 を 制. した まひ 

たり。 鎌 倉 北條の 時代に も 老女の 訴訟 を 短す によりて、 評定 所べ 出し たれば、 執權 あはれ みて、 老女の 道理の 通り 

に 下知せられ たりと いへ り 

九 二。 不 レ克， 訟。 歸 而逋。 其邑人 三百 戶无レ 青 

九 五 九 二相 應 なれ ども、 五 も ニも剛 なれば 相 敵して 不與。 九 ニ剛を 以て 險に 居て 訟の身 なれ ども、 九 五の 君 位に 敵 

すべから ざる 事 を 知、 故に 歸て逋 る 也。 三百 家 ある 小邑 にかくる \ 也。 大邑は 上に 疑 ひ あり。 みづ から 不足 を 知て 

小 村に 退く とき は災生 E なき 也 

或 問。 退き 隱る k もの は 三百 家 をした がふる も 過り にあら す。 云、 本の 身代に 相 應福島 左衞門 浪人と なりても 領四 
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百 石 也。 其 外 諸侯の 身代 果たる 上 万 石より すくなき はなし。 三百 石は甚 少し、 自 退く によりて 也。 九 二 は 本 1! の 九 

三より 来る、 九 三 は 下の 上に て 諸侯 也 。天子の 國に 入て 政道 をと り 行 ふ もの 也 

問、 九 五 は 大君の 爻也。 九 二 九 五 は 訟んに は 大君 上に なし、 誰に か訟 べき や。 云、 此五ニ は 諸侯の^ 臣の 象に も 取 

べし。 諸侯の 家臣、 其 君を訟 たるた めし 有。 日本に て は、 主人の 事 を 大君に 訟て、 すでに 公儀に て 主人と 對决 せし 

者 あり。 十分 本望 は遂、 いひ 勝て 主人の 身代 果 しも、 其臣の 無事なる はなし。 勝ても 貭也。 况ゃ臣 にあ やまち 有ば、 

其つ みのがる、 所な し。 主人 を 敵に なして 公儀へ 訴 るより 非義 無道の 犬なる はなければ 也 

問、 諸侯の 身代 を 倒した る は 多 は 家老 也。 家老の 交 は 四 也。 二と は何ぞ や。 云、 四は國 家の 後見に て 欞を取 事な 

し。 若 四に して 國政 をと らば、 二に くだりて 奉行 職と なりたる 也。 二 は 位 は 四より 下 なれ ども 權威は 四よりも 重し。 

古 は 三 公に て 二の 職 を 兼た る も あり。 是 上古に は 三 公 其宗を 世々 にせす、 德業 次第にて 其 身 一代 切 也。 周 公 召 公大 

公 は 三 公に て 二の 職を畿 たれ ども、 子孫 は 皆 諸侯に 下りて 職 を 世 々にせす。 伊 尹も然 り。 日本 にても 北條 家の 泰時 

以下 位 四 品 を 越 ざれ ども、 權威 は武の 大君の 勢 也。 是は 下に 近からで は 政道 明かなら ざる 事 を 知て、 虚位の 君 を 立 

て， 臣の 位に くだり、 直に 政 を 取れり。 實は その 時の 天下の 主にて 二の 位に 至る 者 也 

象 曰。 不， 克， 訟。 歸逋竄 也。 自" 下訟レ 上。 患 至掇也  . 

象傳を 以て 見れば、 諸侯の 君臣の 象 也。 主人の 政道 正しから す、 恨 あるに よりて 訟る 也。 その 事 は 121 の 道理に して、 

義は乖 きたる 故、 自禍患 を まねく 事、 木の 實杯を 拾て 掇て 取が ごとしと 也。 長 田の 所 司が 平家の 時の 權 勢に へつら 
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ひ、 主の 義朝 を弑 して 上京し、 忠也 として 訟 たるが ごとし。 主君と 相訟 たるの 無道 前に 論す るが 如し 

六 三。 食 M 舊德？ 貞厲。 終吉 

三に て 諸侯 也。 食 舊德は 親 先祖の 德功 によりて 諸侯の 列に ある 也。 訟の世 ニ剛に はさまりて 危地 也と 雖譜 侯の 作法 

を 正しく 守りて、 惡 しき 事 だに なければ 終に 吉也、 吉は 其國を 長く たもつ 也。 諸侯 生れながら 上 藤に て、 文武 共に 

達せす、 善 なれ ども 柔弱 也。 ニ剛に 迫られて、 訟 べき 事 有と い へど も、 柔 善なる 故 不訟、 權 威に 恐れて 默 する もの 

也 

或， 從こ 王事 I 无. 成 

王事 は 政 也。 世に さはら す 人よ き 者 を 世 こぞり て ほむる 者 なれ ども、 多はネ 知 器量 すくなし。 ケ樣の 者 は あげ 用 ひ 

られ て、 政に 從へ ども 成功な し。 器量 ある もの は 人に にくまれ、 そね まる、 なれば、 そしり はありて、 ほまれ はな 

しと 雖、 用る 時 は 成功 あり 

象 曰。 食ニ舊 德ー從 レ上 吉也 

先祖の 德功 によりて、 その 身は德 功な けれども 國を うくる 也。 先祖 は 先王の 恩德を 蒙り、 我は當 今の 仁惠を 得たり。 

剛 明の 才 なければ、 獨 立して 政に ぁづ かりが たし。 上の 令 命に 從て事 を務る 也。 剛 明の 國には 柔順の 臣 有て 令 命 を 

傅へ 行 時 は、 下知す る 者 也。 幼君に 弱 君が 事へ て は、 柔順の 臣は 忠義 立が たきもの 也 
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或 問 。上に 從は上 九に 從ふ也 、といへ り o 然るに 吾子 君命 を 去る は何ぞ や。 云、 上 九 は相應 なれ ども、 君に あらす。 

君 は 九 五の 大君 也 C 上 九は師 保の 位 也。 三の 諸侯と 相 應は國 の 大君と 師 同じく する 也。 師を 同じく する は 道 を 同じ 

くす る 也。 諸侯 は 大君の 德 とも 大君の 政 を 以て 國の 政と す。 如此 なら ざれば 大君 を 助て 四海に 施す こと 叶 はす 

問、 此說有 や。 云、 定めて 古人の 說も 有べ し。 いまだしら す。 たと ひなく とも 易の 象 をと り、 理を とる 事 は 無窮 也。 

窮 ある は 易に あらす , 

九 四。 不， 克， 訟。 復即乂 叩。 渝 安貞 吉 

九 四 は 剛強に して 不中 也。 訟を好 者 也。 然共三 は 柔弱に してと もに 訟る ものに あらす。 初 は陰柔 にして 我に 從ふ 

也 0 九 五 は 君 なれば 不可 訟。 故に 訟んと 欲して 訟る事 あた はす、 敵對 する ものな き 故に、 自然と 心 平易に 成て、 本心 

の 璽 明 あら はる ゆへ に復 す。 復は 一陽来復の 意に て 善心の 發也。 命 は 天命 也。 天命の 我に 賦 する は 理と氣 となり。 

氣には 柔弱 剛強の か はりあり。 理には その か はりな し。 理は氣 の 主にて 氣を變 化する 也。 故にみ る 〔0 一 I 字， 了ト ァリ〕 

時は柔 也と 雖必剛 也。 愚 也と 雖必明 也。 理は 天下の 眞也。 故に 即今 は 正 理に即 也と い へど も、 渝は氣 質を變 化する 

也。 訟を 好は儉 しき 心 也。 變 化する 時 は 安易 也。 貞は 正 也。 正 は 常 也。 儉は跡 也。 常に あらす、 凶 を ふくめり。 過 

を改て 正常に 歸る時 は 吉也。 聖人 過な きをた とび 給 はす、 よく 過 を改を 貴び 給 ひけり 

或 問、 九 四の 變渝は 敵す る ものなければ 也。 敵 あらば 必訟 べし。 よく 改る ものに あらす。 云、 聖人の 政 は 常に かく 

の 如し。 惡を 共に する ものなければ、 與に善 をす るより 外の 道な し  ， 
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或 問、 訟の 時と て 貴賤 共に 如 此訟を 好める は何ぞ や。 云、 訟の 時世と て^に あるに は あらす。 後世の 鉢、 所 司 代 町 

奉行な どの 門に は 訴訟 人た ゆる 事な きが ごとし 

象 曰。 復卽レ 命渝。 安 レ貞。 不レ失 也 不失は 本心 を 失 はざる なり 

九 五 訟元吉 

. 大君の 訟を好 は德の 至り 善美の 極 也。 元 吉は吉 の 本元に して その 枝葉 天下の 吉 となれ り。 九 五の 訟を 好に 異也。 下 

の 好 は 各 其 憤 を 訴んと 欲す。 大君の 好 は 下の 訟を聞 こと を 欲す。 天下に 一 人 も 怨み 憂る ものな からしむ るが 爲也。 

堯舜の 諫詖謗 木是訟 元吉の 至り 也。 故に 聖主 此訟を 好は訟 なからん が爲 也。 武を備 る は 兵乱な からん が爲 也。 故に 

武の字 は 戈 を 止る とかけ り。 訟の字 は 言 公也。 天下の 言 公なる 時は訟 なし 

象 曰。 訟 元吉。 以ニ 中正 1 也 

九 五、 陽 明の 質に て 中正の 道 を 得て 天位に 位す。 正なる 時 は 曲直 わかた す、 中なる 時 は 過不及な し。 曲なる 者 をい 

かれば 罸 過る もの 也。 賞の 疑し き は 重く し、 罸の疑 はしき はかろ くす と 云り。 罸輕き 者を罸 せんより は、 刑すべき 

者 を 刑せ ざるに 失する 時 は、 好 生の 德 民心に あまね し。 是を 以て 有司 を 不犯と なり。 不 及が ごとく 過ち 有 ごとくに 

して、 訟 なく 罪人な きに 至る。 是 大君の 中道 也。 中正 を 以て 元吉 なる 所 也  - 

丄九。 或 錫 ニ之搫 f 終 朝 三 機レ之 
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九 は訟の 終^に 其訟を む。 陽 を 以て 上に 居る は 剛健の 極 也。 故に 訟を遂 望まれて 爵 命を受 たり C  a* 帶命服 也。 先 

祖の功 有歟、 或は 筋目 か、 先例 有 か、 いかさまに 其理 有て 賜 はる 爵命 なれ ども、 服 其 人に 叶 はす、 訟て受 たる もの 

な れば 同朋の 贵賤 ひとね たく 思 ふ 也 

象 曰。 以. 訟受. 服。 亦不， 足 レ敬也 

功德 によりて 受 たる 服 命 をば 人 皆是を 敬す 。是 は功德 なく、 訟 によりて 受 たれば、 人情に 叶 はすして 敬す る 心なき 

なり。 平の 淸盛惡 逆 無道に て、 大政 大臣の 命 服を受 たる 望 を 叶へ 賜 は ざれば ならざる 勢に して、 訴訟に よりて 爵位 

, を受 たり。 一 鬥皆然 り。 故に 天下 是を奪 ひたく 思 はざる ものな し。 僅に 二十 餘年 にして 平氏の 亡びた る 所 也。 其剛 

張肆 にして 訟を 窮て禍 をと り、 身 を 喪す 固に 其理 也と 云り。 五百歲 後に 生れて 何 心なき もの も、 淸盛 がかくして 杯 

言て、 淸盛 のかく せられて とい ふ ものな し、 是爵命 を盡く 奪て 匹夫と なした ると ころ 也。 桀紂は 天子 なれ ども、 千 

歳の 後の 者 迄 も、 天子の 命 位 を 奪 ひて、 匹夫の ごとくい へり。 是 人心の 靈 天命の 自然 也。 或 問、 初 は不永 事、 二 は 

不 克訟、 三 は 守 舊居正 非 能 正 者、 四ハ不 訟復就 正理、 五 は 聞 訟皆訟 を 止る 也。 唯 上 を 極て 搫帶の 陽 有と 雖、 不終朝 

して 奪 はる 辱 も叉甚 し。 然ば訟 ー卦の 体、 皆訟を 成べ からす、 元訟は 吉事に あらす、 故に 終る 時 は 凶 也。 然るに 今 

吾子 大君の 訟を聞 事を好 は德の 至り、 吉の大 なる もの 也、 といへ る何ぞ や。 云、 訟 一 卦五 爻訟を 成べ からざる は敎 

也。 九 五の 好 聞 訟は姦 曲な く怨 民な からん が爲也 
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-^^  師の 興る 爭 あるに よれり。 師の 卦の訟 に次處 也。 九 二の 一陽 下に 居て 衆 陰を統 ぶ。 六 五柔を 以て 上に 

居て 是に 化す、 人君 將に 命し 師を 知す の 象 あり。 九 ニは將 軍の 象 也 

師貞。 丈 人吉。 无， 咎 

師は 正義 を □ とす、 故に 君子 は 名な きの 軍 を あげす、 名と いふ は 義兵 也 0 たと ひ 兵 を 與す處 は 正しくと も、 大將た 

る もの 丈 人に あらざる 時は吉 ならす。 必丈 人に して 後貞 にして 吉 なるべし。 軍 正しくして 吉 ならざる 有。 吉 にして 

不正 もの あり。 君子 は 正と 吉とを 兼て 動く 0 故に 无咎。 吉は戰 て 必勝 をい ふ。 丈 人 は訟に 老成 人 也と い へり。 文武 

の才德 成就して 年 も 叉 四十 五十 以上の、 事に なれて 人情 事變に 達し、 兵 術 も 練た る 人 也。 伊 尹 大公 望 諸葛孔 明な ど 

露の 丈 人 也。 富貴に も おごらす、 貧賤に も くるします、 患難に も 不屈、 威武 も 其 心 をた はます 事 あた はす、 天魔 も 

その 心 を 奪 事 あた はす、 飮食 美食 も淫 する 事 あた はす。 是を 大丈夫と いふ。 如此 賢者 は 稀 なれば、 主上の 軍 を譽る 

本心 だに 正しくば、 大將の 器量 有りて 勝負の 利に さとき 人 を 用て 軍將 とせば、 今の 丈 人なる べし。 年若くても 義經 

湳正成 杯 は 軍 將の丈 人 也  , 


iTMS  ■  phrEFbrF.  1  一一 V 一一 一 

彖曰。 師衆 也。 炎 正 也。 能 以レ衆 正。 可ニ以 王- 矣  , 

以は よく 兵 衆 を 進 返 左右す る 也。 其 外 正道に して 大軍を 進退 左右す る 事 自由なる は 王者の 軍 也 

剛中 而應。 行" 險而順 

九 二の 將軍 剛強の 質に して 中道 を 得たり。 六 五の 大君の 命應 じて 師を發 す。 兵 は 凶器 也。 戰は危 險の事 威 和 並び 行 

れ ざれば 大功 をな し 難く、 顶は 士卒 和して 一致す る 也。 水 は 柔順の もの なれ ども 和して 一致なる が 故に、 大水の 盛 

なる 勢に はむか ひ 近付べ からす。 大將の 威に 恐れ 德に 和して、 その 軍勢よ く 下知に 隨ふ。 故に 杖 を 作りて 秦楚の 堅 

甲 利 兵 をうた しむべし。 商 湯 七十 里の 小國を 以て 天下 を征 す。 周武 三千の 兵 を 以て 紂が僮 萬の 大 軍に 勝、 危險の 至 

極 なれ ども、 よく 戰者は 至 仁 を 以て 至 不仁 を 討、 先勝て 後戰 ふが 故 也。 是を頗 道と 云 也。 敵の 衆 も 身方の 衆 也。 仁 

者に は歒 なし。 主たるべき 人 は 身方の 衆の 多 を またす、 大命 を 達して 軍 を 出す。 君子 は 不戰、 戰 へば 必勝と いふ も 

の 也 

以レ此 毒 二 天下？ 而 民從， 之。 吉又 何咎矣 

軍旅の 興る 民の 財 を 傷り、 人 を 害し、 天下 を 毒害す る 事 也。 然 ども 人民 我 生死の か」 る處を 知ながら、 是に從 ふ 事 

は、 仁義 を 以て 動く が 故 也。 東征 すれば 西夷怨 む。 民心の 服從 如此。 故に 吉 にして 咎 なき 也。 仁義の 失な し。 德の 

化な くして 軍勢 を 催す はし ゐて かり 集る 者 也。 民の 從 ふに は あらす。 故に 咎 ありて 吉凶 相 半 也。 よく 勝て 吉 なる も 
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の も、 義 にかな は ざれば 咎 あり。 故に 終に は その 國 亡び、 子孫 絶る もの あり。 甲斐の 信玄 など 是也 

■ 象 曰。 地中 有， 水師。 君子 以容， 民畜， 衆 

水 は 地に 外なら す、 兵 は 民に 外なら す。 もの、 聚るは 地中に 水 有より 大 なる はなし。 《< の あつまる は 軍旅より 多 は 

なし。 故に 地 水の ニ卦を 合て 師 とす。 人情 爭訟 なき こと あた はす。 爭訟 あれば 師與る 事 あり、 必然の 理也。 故に 君 

子 は治國 なれ ども 乱を不 忘、 君子 師の象 を 見て 容民畜 衆の その 民を容 保し、 その 衆 を畜聚 す。 故に 能 民 を 養 ふ 時 は、 

衆 を 得べ し。 古 傳に容 民 和 衆 は 民の 德 也と 云り。 民 を. S る- -時は 流民な し、 畜 衆と きは叛 衆な し。 古 は 農兵 合 一、 

Mss^ 一  居 則爲， 1 比 閭旅黨 之 民？ 役則爲 n 卒伍 軍旅 之 衆？ 容， 1 之 於 無事 之 時？ 而 用-之 於 有事 之 日？ 此衆 則此民 也、 と 云り。 よ 

く 仁政 を 以衆を 治と き は 衆の 心 上に 服す。 是 衆の 心の 上に 聚る 也。 平生は 國 中に 散在す とい へど も、 用る 時 は 速 か 

にあつ まる 也。 畜は敕 六 反、 聚也。 又 許 六 反、 養 也。 蓄は敕 六 切、 積 也。 通 作畜と 云り。 無事の 時 衆の 心服 得て 軍 

旅の 事 あり。 曰々 に 用る は畜 人た る もの を 旅する がごと く、 亦 五穀 代用の たく はへ なくて は、 軍に 從ひ士 民 を 養 ふ 

ベから す。 地中に 水 あるの 象 也 

初 六。 師 出以， 律。 否 威 凶 

初 六 は 師の始 也。 故に 軍 を 出し 軍 を 行の 道 を 云、 律 軍法の 嚴 なる を 云。 聖賢の 法を嚴 にし 賞罸を 正しくす る は 軍法 

也。 法 乱れ 軍 敗れて は 多の 人命 を 亡す 事 なれば、 是を始 に 慎む 也。 臧は善 也。 軍に 勝 をい ふ。 号令 不正と も 幸に し 

て 勝者 あり。 是は 俗にい へる 歒 のさせる 高名 也。 歒 あしき 故に 不慮に 勝た る ものな れぱ、 功 者なる 歒 にあへ る 時 は、 
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大に 敗，" する 者 也。 故に 軍法 を し嚴 にす る を 本と す。 否と き は 幸に して 勝た る も、 後. 日の 凶 也。 邋は 天に あり、 

益 か 勝 か戰て 兄よ といへ る 如くなる 軍、 古 八 「多し。 君子の せざる 事 也 

象 曰。 師 出以， 律。 失， 律 凶 也 

律法に 本 あり、 魏理に 合て 乱 を 禁じ 蔡を 討し、 仁義 を 以て 動く を 本と す。 不然時 は戰て 勝と いふと も 凶 道 也。 殃民 

害 義の故 也〕 或は 眼前に 軍 を 敗し、 或は 後日に 國を 亡す。 その 占 眼前に 明 也。 本 を 失 ふの 凶 をい へり 

九 二。 在， 師 中吉。 无， 咎。 王 三 錫レ命 

人 制 之 聞 以下^、 將 軍制 之、 軍功 歸賞、 ？：： 決 於歸、 而眷 之と 云り。 下に 居て 常に _ ^なる 時は臣 たる 道 を 失 ふ。 帥に 

有て 專 ならざる 時 は 成功な し。 成功な く 軍 敗す る は 不忠 也。 故に 中道 を 得て 吉也。 軍 功大に して 亦臣 たる 道 を も 失 

はす。 故に 无 咎也。 三 だ ひ はもの >- 極 也。 王 追々 に 命じて 軍務の 泰を專 に 倚 化せら る i 也。 九 二の 將は则 大人 3。 

威光、 厥 愛允濟 愛、 厥 威 允 罔 功、 九 ニ剛勝 之、 將能用 中、 是以 有功 而宣舊 寵錫昔 也と い へり 

象 曰。 在， 師 中吉。 承 M 天寵 1 也。 王 三錫レ 命。 懷，， 萬 邦 1 也 

軍 中の 制を專 にせし むる も 君命 を 奉じて 行 也。 私の 威勢 心に かけす、 故に 大君 その 忠心を 好して あり。 北ハ寵 にも 

ほこらす して 中道 を不失 也。 叉 王 命の 主意 をた がへ す、 諸國 を懷る 也。 軍制に も 降る 敵 を 不誅。 北る もの を 不遂、 の 

がれ かくる、 を もとめす。 向 ひ 近付て 敵す る もの をのみ 制する 也。 戰 勝ても 其 反逆の 楝 梁を誅 して、 從者 をば ゆる 
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す 也 0 大國は 其 力に 恐れ、 小 圃は其 仁に 懐く、 萬 邦服從 せす とい ふこと なし。 是を萬 邦を懷 ると いふ 也。 神武 威 震 

にして 殺伐せ ざれ ども、 四方 風 を 望て 恐る- -は 王者の 師也。 下と して 太平の 後 賞 を 求めす、 功 成 名遂身 退く 事 を 欲 

す、 是 文武 二道の 丈 人 也。 天 寵を亨 くる 處也。 交に は 王 命 を 云。 象に は 天寵を 云、 王は必 天に 稱の意 也と いへ り 

六 三。 師或レ 輿， 尸 凶 

六 三 陰柔の 質に して 陽 位 居、 志强 にて 才 弱し。 下の 上に 居て 師保 を不 求、 良臣に 不順。 欲する 處を 求めて 戰を好 者 

也。 終に 敗ざる 事 あた はす。 身方 多く 亡て 尸 をに な ひて 歸象 あり。 占の 眼前 也。 日本に ては武 田勝賴 など 是 なり 

象 曰。 師或， 輿， 尸。 大无， 功也 

揚力 

小 功の 有無の 傷に て は 凶 也と 雖大 凶なら す、 犬に 功な き 時 は 凶 も 亦 大也。 才 弱の 特志 高慢して、 良臣の 諫言 を 不用、 

助な くして 獨進 とき は 犬に 功な くして 敗る。 越 王 勾踐の ごとき 是 也。 又 衆 主と いふ 時 は 國君愚 弱に して 軍 を 統る事 

あた はす。 其 外の 諸將 我意 を 立て 一 同せ す。 船頭の 多き 舟 は 山に 登る とい へり。 軍必 敗して 凶 也 

六 四。 師左 次。 无， 咎 

可 を 見て す、 み 難 を 知て 退く は 軍の. 至善 也。 左 次 は退舍 也。 四柔を 以て 居て 勝 HJ あた はす、 退 舍の象 也。 仲 達孔明 

の陣を 望み 見て、 進て 戰が たく、 勝 こと あた はざる こと を 知て、 退き 舍り、 耍害を かまへ、 陣を 堅く して 出す。 歒 

の 能 を 知、 身方の 不能 を 知て、 師を完 くして、 孔明 病死の 後 は、 仲 達に まされる 歒 なければ 戰て勝 こと を 得たり。 

1 ユ八六 


2 八 七 

文才の 能 善 を 論ぜす、 可 不可 を はかりて 進退す る 時は咎 なし 

象 曰。 左次无 レ咎。 未 レ失レ 常 也 

軍 は 進 を 以て 强 とせす、 退 を 以て 弱と せす。 勝べき 道 ありて 後進て、 勝べ からざる 勢 を 見て 退く を名將 とす。 戰て 

後に 勝負 を 見る は 明君 也。 俗語に めくら 打 合と いふが ごとし。 勝 も 負る も 不慮 也。 勝べき 事 を 知て た おかぶよりも、 

不可 勝 勢 を 知て 退く を まされり とす。 後の 勝利 を 知て 退く もの は、 退 もまた 進 也。 後の 勝 を 知 は來を 知る □ 神明 也 0 

師の 道の 常 を 知て、 時の 宜を失 はざる 也。 昔 足 利 尊 氏 西 國中國 の 大勢 をした がへ て 數万艘 にて 攻 上る 時、 新田 義贞 

兵 庫に 向て ふせがん とす 0 楠 正 成 も義貞 と共に 兵 庫に 向べき 勅命 有りけ るに、 正 成 云、 此度兵 庫に 向て 勝べき 利な 

し。 義真を も 召 返され、 山門に 行幸 ありて、 義 貞に警 固させ 給 ひて、 正 成 は河內 に罷歸 て、 雞 波の 津 より 淀川 を 上 

る 西 國中國 の 兵粮の 運行 を 切 ふさぐべし。 然れば 大勢の 軍兵 忽に粮 につかれて 皆 歸る志 有べ し。 その 時 は 正 成攝津 

河， 2： 大和 和 泉の 勢 をした がへ てせ め 上り、 義貞と 謀 を 合せて 京 を攻ん に、 尊 氏 を i さん こと、 たなご、 ろの 中に 

有、 と 奏聞し けれ 共、 公家の 評詫是 にした が はす、 敵に よせられて 度々 山門 行幸 も 見苦し かるべし。 ハ母度 正 成が 敞 

に 合て 負た る 乙と なき をた のみて、 是非 罷 合べき 由、 命ぜられ たる 內に、 正 成 〇〇〇〇〇〇〇、 その上義^3:の行迹 

も 心得す、 はか <\. 'しき 事 も あら じ、 と 思 ひける 所に、 勝べ からざる 勢 を 見て 向 なれば、 討死と 思 ひ 定めたり。 い 

つも 正 成 勝利 を 得 こと は 勝べき 勢な り。 謀 有て 後に 軍す る 故 也。 勝べき 勢な く 謀， なき 時 は 返て 後の 勝利 を はかる、 

是良將 の 常なる に、 向 は？ 必勝べき との 心に は、 無下に 不案內 なる 事 也 
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或 問、 そのと き 勝べ からざる 勢 は何ぞ や。 云、 宮方は 無勢 也。 尊 氏 は 多勢 也。 兵 庫 表の 平 場の 合戰 に、 無勢 を 以て 

多勢に 向 ひ、 勝べき 謀な くして 軍せば、 たと ひ 身方 不展 とも、 敵の 新手 を 入替く 戰ひ、 身方に は 新手な く、 人馬 共 

にっかれ なば、 義貞正 成 等 手勢 斗 は 千騎が 一騎に 成 迄 ひかす とも、 國々 の 付 勢は氣 つかれて 引返さば、 義貞 もやむ 

こと を 得すして 京へ ひかるべし。 正 成 今迄 弓矢の 道に 一度 も 越度な き名將 にて、 すさまじき 軍して 負て ひかん は 恥 

辱 也。 勝べき 謀な く、 多勢に 加り て 平 場の 軍す る 物 は 討死 を 極て する 者 也。 後 度の 勝 を ふくみ 歒を 亡さん と 思 ふ 者 

にせざる こと 也。 尤正成 心よ く 軍し、 大軍を 打破り て 河内へ 歸る XJ と は 易 かるべ けれども、 多の 身方 をうた せ、 精 

兵 餘多失 ひて は、 後 度の 軍 も難義 也。 是も 大功 を 立ん と 思 ふ もの.^ せざる 事 也 0 其 上 九州 は 人の 心 たしかにて 末々 

の 者 も 義理 をお もへ り。 今上る 勢 手いた く 軍して、 將 軍に 見せ 參 らせんと 思 はぬ 者 は あら じ。 未 ダ年を かさねて 數 

度の 合戰 有べき も、 小勢の 精兵 を 失て、 益な き 軍 せん 事 は 正 成が 本意に あらす。 十に 一利な き處へ 無理に 向し め 給 

ふ は 討死せ よとの 仰 也。. 正 成い へる ごとく、 引退き 歒を思 ふ. ま、 に 京 中へ 入、 九州 勢 も不戰 して 勝た る 心地し、 一 

面目 ありと 思 ふべ し。 扨 川尻 さへ ふさぎ 兵粮の 蓮 行 をと めな ば、 大軍 のりてに つかれて 英氣 屈し、 皆 本 國に歸 た 

く 思 ふべ し。 ぬけく に は にげ 下る もの も 有べ し。 其 時 正 成 は 和 泉 河 內攝津 大和 紀 伊の 勢を發 して 淀 橋 本 伏 見の 邊 

より 責 上り、 義 貞は 大津白 川邊 より 歒を 見いだ し、 正 成と 調し 合せて 責られ ば、 勝べき 謀 いかほど あるべし。 尊 氏 

の 勢 はかて につかれて、 次第に 小勢に なるべし。 京 を 追 落さん こと 掌のう ちなる べし  ノ 

五。 田 有， 禽。 利， 1 執 言.？ 无咎。 長子 帥， 師。 弟子 輿， 尸。 貞凶 
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執 言 は奉辭 也。 其 罪 を 明かに いひて、 彼 を 討 をい ふ 也。 禽獸 出て 田の 稼擴を 侵害す る 時 は 是を獵 立べ し。 . ^狄來 て 

中國を 犯す 時は是 をう つべ し。 戎狄夷 蠻の國 に 入て 殺伐す るに は あらす。 秦 皇漢武 のし は ざ は、 山林 を 究て禽 を 

索る 如くす る 也。 書の 舜 典に 皋陶、 蠻夷猾 夏、 寇賊 姦宄、 汝作士 と あり。 蠻 夷の ゑび す、 中 夏に 入て 仁義 禮樂 をみ 

だり、 あだ をな す 事姦究 にして 盗賊の 如し。 阜陶は 士師の 職 なれば、 是を 制せよ との 給 ひし 也。 後世 を 以て 兄れば 

士師は 征夷 將 軍の 如し。 此舜 典の 言 則 執 言の 始成 べし。 よく 如此 なる 時 は无咎 也。 秦皇 漢武の ごとき は咎有 也。 長 

子 帥師、 此 長子 は 長者の 德 ある 丈 人 也。 故に 師を 帥て 大將 軍と なれり。 舜の 世に ありて 阜陶大 \ ^也。 弟子 は 不丈未 

にして 長者の 德 なき 人 をい ふ 也。 建 武の頃 義貞鎌 倉 攻に您 大將の 義負は 丈 人 なれ ども、 尤ー投 など 穉 柔弱 力の ー備 

志ば かり は 進み はやり けれども、 兵^ を受る 時に あたりて は 快 者に 勝べき やうなければ、 大に 敗したり。 歒は H だに 

氣を 得て 進みければ、 思 ひの 外 義貞の 勢 もろき 負 を 仕出したり。 是 弟子 輿 尸 使 不當の 占 その 凶 未 前にみ へたり 0 そ 

の 外 君子 をして 事 をな さしむ といへ ども、 小人 交り 司る 時 は、 物事 正に 始る といへ ども 共 終り 必凶也 

象 曰。 長子 帥， 師。 以， 中 行 也。 弟子 輿， 尸。 使 ニ不當 1 也 

軍に 勝は剛 なる が 故 也。 九 二 剛強 なれ ども、 陰柔に 居て よく その 剛勇 を 養て 强く不 過、 大君 尊に 倚 任せら る k と雖 

不驟、 なす 事 可に あたり 忠に歸 す。 其 心 術中 行なる が 故 也。 また 設 ての 給 ふ 也。 如 此將軍 有と いへ ども、 長者の 德 

なき 小人 を まじへ て、 事 を つかさど らしめ 使 と理 にあたら ざる 時 は舆尸 ごときの 凶 有べ しと 也。 治 瞬に は 賢者 一 

人 政 を 任じ、 其 下に 居て 小事 をと る 助 ありて よし。 其 軍陣に は大將 一人に 倚 任して 小人に 事 をと らしめ ざる もの 也 
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上 六。 大君 有， 命。 開レ國 承， 家。 小人 勿レ用 

上 六 は 師の終 也。 故に 大君 軍功 を 賞す る 命 有。 開 國は封 ぜられ て 諸侯と なる。 承 家 は 卿 太夫 上 士中士 など-^ 命ぜら 

れて 領地 を 賜 ふ 也。 小人 は 卿 太夫と しで 政 をと らしむ ベから や。 諸侯と して 圃を 治べ からす。 功 あらば 位 を あげ、 

祿を あたへ、 或は 金銀 を 多 給. ひ、 太刀 衣服 刀 馬 くらな ど相應 にあた へて 赏 する 也。 祿は 今の 合力 米の 如し 大夫上 

士 などの 領地の 貢物に あたる ほど 賜 はる も あり。 皆藏 米に てた まふ 也。 □ は 今の 品格よ きとい ふが ごとし。 金銀 は 

在 處へ引 込 子孫 迄 ゆたかに、 いる 程 多く 賜 ふ 也。 右 は 小人に て 軍 功大なる もの k 事 也。 軍 功大なら ざるに は、 其 相 

慮に 金銀 米穀 を 賜へ り。 太刀 衣服 馬なら ば、 下地 身代よ き 小人の 功 有に 當 座の 褒美 也  ， 

象 曰。 大君 有レ 命。， 以 レ正レ 功也。 小人 勿レ 用。 必風" 邦 也  . 

傳云、 大君 恩賞の 物 を 持して 軍旅の 功 を 正す、 師の終 也。 其 功を赏 すと いへ ども、 小人 をば 功 有 を 以て 任用す ベ 力 

らす f 必邦 をみ だすと いへ り。 軍 陳危險 の 事に 用て は 功 をな すと いへ 共、 平常 治国に 用 ゆると きは大 にあしき 者、 

和漢と もに 古今 多し。 毒 藥の病 を 治す るが ごとし。 君子 を 用る 道、 小人 を 賞す る 道、 备 分別 あり。 あやまりて ひと 

しくす る 時 は 凶 を まねくな り。 小人 も 終に は 罪せられて 亡ぶ。 功 有 もの を 死地に 入て ころす は 不便の 事. 也。 是を其 

始に功 を 賞す る 道 正しから ざれば 大君に 君子の 功臣 封國の 賞を受 す、 辭 して 隱 者と なる もの あり。 軍 功大なる によ 

りて、 大國 を受れ ば、 後に は讒 せられ、 うたが はれて、 立が たき 者なる 故に、 功 成 名 遂て身 退く もの 也。 源 義經^ 

學 ありて 此勢を しられた らば、 平氏 を 退治して 上京の 後、 幸 兄 三 河 守 を 以て 禁中へ は 奏聞し、 その 身 は li 將に 先達 
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て、 供の 十二 三人 斗に て 早速 鎌 倉に 至り、 頼 朝へ 申さるべき は、 諸 將諸士 の 軍功 は 役人 ありて 記し 候へば、 巾 に 及 

す 候。 自分の 武士 辨慶、 義盛を 初て 賴朝 卿に 奉り 候。 此後 勇士 を 持ても 無用の 15?^ 也。 國郡 もび 1- なく 候。 少 斗の 小 里 

を 幾內の 山中 邊 にて 申請、 心 靜に琴 書 を もて あそび 一生 を樂 むべき より 外に 願 侍ら はす。 是 にて 御 暇 賜り、 何方へ 

も隱遯 仕度 候と て、 諸 將の鎌 倉 入に 出 加ら で、 上方への ぼられ たら まし かば 梶原 平藏も 識 する 心と け、 賴 朝もう た 

が はるべ からす。 天命 をた もちた るより はま さるべき に、 一生 患難に て 終り、 子孫 迄 絶 給 ひたる は、 聖舉 のなかり 

し 故 也。 其 t 分に して は 舉文も 有し 人 なれ ども、 身 を 修め 人情 事變に 達する 程の 學 力なら す。 好 人 多す たりた る は、 

世に M の道學 なかり し 故 也。 殘 多事 也。 和漢の 軍將 に義經 ほどの 大功 ある は 稀 也。 中 直に も 二三 人の 外 は 聞え す。 

義經 なくば 平氏 を 亡す 察 かた かるべし。 平 能 登 守、 平家の 一度に 利な き 事 は、 ひとへ に 義經が 謀の いみ じき をい は 

れ たり。 凡よ する 勢 はこ もる 勢に 十倍して こそせ むる 物なる に、 平家 は 一 の 谷の よき 耍 害に もりて 卜馬騎 也。 後 

は中國 九州 四 國迄も 平家 方 也。 南 は 海 北 は險難 也。 大手 一方ば かりより 攻て やぶるべき 勢なら す。 源氏 は關 東より 

遠路 を 上 や、 漸 七万騎 也。 一雨 年 もさ- - へたら ぱ、 源氏 は 兵粮つ き、 氣 つかれて、 皆歸志 出て、 ぬけく に 下り、 

勢 次第に 衰微すべし。 平家 はい まだ 大勢に 成て 氣盛 ならば、 ひとり 源氏の 負と 成べ し。 然るに 義經十 死に 入て 一 生 

も 得が たき 陳 して、 一時に 平家の 大勢 を 追 落し、 其 後 讃岐の 矢嶋へ も、 ゎづ かに 八十 騎舟 五艘に て、 人の 渡海す ベ 

からざる 難 風に わたり、 數 万の 敵 を 追 落されたり。 檀の 浦の つめ 軍 は 平家 微弱に なりて、 諸將の 力に も 亡す 事な り 

やすし、 三年 も か  > -ら すして、 如 此大歒 をた やすく 亡され し 事 は、 無二の 功也。 是 にあた るべき 赏を行 はれば、 頼 
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朝 卿の 弟に て あり、 大國 二三 國も賜 はらで は、 些以宜 思 ふま じ。 さやう にせん は氣遣 也。 小國を あおへ て は 其 身の 

恨み、 世の 鼸りも あらんと 思 はれて、 梶原 が讒雷 を 知ながら、 K にして 疑 はれた る 也。 大功 ありて 賞を受 ざるの み 

ならす、 一生 患難に 沈み：： 子孫 共に 亡びられし 事 はいた ましき 事共 也。 人情の 憐む處 なれば、 判官 饞属 とて 五百歲 

の 後 迄 も、 貴賤 共に 義經 ひいきす る は 人心の 靈也 

或 問、 義經 一向 强 過た る大將 なれば、 良 將とは 言べ からざる 歟。 云、 尤 勇の 過た る將 なれば、 いふ まじき 事 をい ひ、 

すま じき 事 をせられ たる 事 は あれ ども、 犬なる 事、 肝要の 所々 は 越度な き 名 ほ， 也。， 攝州 ひよ どり 越、 てっかいが 嶺 

よりよ せて、 平家 を 追 落されし 故 大手よりも 心 易く 攻入、 三 河守始 て大將 等に ぐる 歒をを ひ、 勝て 甲の 緒 をし め、. 

備を堅 立て いられたり。 又 讃岐へ 渡り 矢 鳴へ よせら る、 時に、 十五 六 騎づ. * 間遠に 備 へて 段々 によせられ たり。 是 

は歒路 次に 難所 を かまへ たらん に は、 行か、 りて こされ まじ。 大勢の 者 行か、 りて 止り なば， 敵の 的に 成りて いら 

るべ し。 行か- - りて、 彼是と 評義 して は 皆 跡に 成て 敵に 利 を 得らるべし。 先達の 小、 勢より 難所 ありて 越されざる 由 

吿來 らば、 所の 案 內者を 先に 達て、 路を 廻りて 在家 を こぼち、 明 松に して 越され、 如何様の t ともなる べきとの 思 

慮 也。 從行 たる 人 かやう の 事 は 何れの 書に ありて 御覽 ぜられ たるに やと 問ければ、 見た る 事 も 聞た る 事 もな し。 時 

にと りての 用心 也との たまへば、 人 皆 感心せ しと 也。 矢嶋 にて 勝 軍し、 夜に 入て 陳を とられし に、 諸 勢 は 昼の 合戰 

に 草 臥て、 前後 もしら す 臥たり。 義經は 終夜い ねす、 高き 所に あがり 居て、 遠見して おはしたり。 伊勢三 郞 斗り は 

卑き 所に 待 伏して、 夜 討よ せば、 馬の ふとば らいん と 待いたり。 能お こたり なき 將士 也。 阿波の 民 部が 三千 餘騎に 
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て 矢 嶋へ參 る を、 義經 一人 を 遣し、 すかしよ せて 人質に 取、 その 勢 を 味方に 付て よせら， れ たり。 八十 騎斗 にて は 叶 

まじ。 然共 阿波が 三千 騎は皆 勢 也。 實に手 をく だ合戰 して 敵 を 追 落せし は 八十 騎斗 也。 危き 所の 大事の 軍 は 矢嶋の 

軍 也。 後 迄 も おもしろく 覺られ しと 也。 一向に 强過 たる 斗の 大將 の不及 事と 也。 欲ぁりて大國を^！；上み、 天下 を 心が 

くる^ は、 義經の やうに 十 死 一生の 危き軍 はせ ざる 也。 唯 弓矢の 道に 越度な く、 名 を 後世に あげん と 斗の 主意 也。 

頼 朝是を 察し 給 はす  , 

或 問、 義經 のい ふま じき こと、 すま じき 事 は 何 ぞゃ。 云、 渡邊 にて さかろ の 事 は 言 過 也。 その 時梶 原に のた まふべ 

き は、 西國迄 舟に なれたる もの、 昔より せざる 事 也。 逆 櫓に て 利き 得 は 善 なれ ども、 取 廻し惡 くして！： を 失 は V、 

後世 迄の そしり 成べ し。 只 船の 蔡 は海邊 になれ たる 者に 相 ま^ して 然るべ し、 と おだやかに のた まふべき 也。 叉櫝の 

浦の 軍に 梶原 先陣 を 望みし を 許されす、 義經 ならばと いはれ しも、 大 將に不 似合、 ひよ どり こえ、 矢嶋兩 所の 軍 

の 及び難き 軍して、 大利を 得られ たれば、 檀の 浦の 軍 は 誰もすべき 合戰 なれば、 おとなしく 梶 原に 先陣 を ゆるされ、 

諸 軍の 下知して ゐ玉 ふべき 事 也。 又 在京の 時、 土 佐 坊が討 手に のぼりた る 時、 呼よ せて 齧 紙 を させられ しも 無用の 

事 也。 其方 は 我 を 討との 事に て 登られた る 者 也。 梶 原が 大敵に 思 ふ 者 は義經 也。 扨 其方に は 巾 不和 也。 ？ 者 なれば 

むつ かしく 思 ひ、 義經を 討お ふせたら ば、 大敵 を 亡す 也。 仕損じて 土 佐坊が 討れ たらば、 むつ かしき 者 を 亡す 也。 二 

人の 敵 一 人 は 兎角 失べ しと 分別し、 頼 朝へ 申して のぼせた る 主意 をば 知らざる や。 義經 亡びば 其方 を も！ 5- 角 ili して 

失 ひ、 子孫 も 安穏なら じ。 熊野詣 ならば 夫 を 仕 廻て 鎌 倉へ 歸り、 賴 朝に 我心 中 を 申て くれよ。 我 は 恩賞 の^み もな 

易 經小解 卷. が 一一 一二 
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し、 御免 を 蒙りて 心 易く 片田舍 猛居 したぐ 思 ふ 斗 也。 度. に 功 I し 物 共 を も賴 朝へ 奉り、 似合 ふ 恩賞 を遣 

はされ 可 Is ひき 外 はなしと ISI は.^、  土 11 心し 賴 f 同心し 給 ふ 事 I べし。 左な くと も 

重て 討 手を|| 、程 SIS なかるべし。 それにても 土 佐坊不 得心して 夜 討に 寄たり 共、 土 f 不殺、 ねんごろ 

に. -トて 鎌 倉へ かへ さるべき 事 也。 土 佐 を f る ぶら は、 討 手の 登るべき 霞 前 也。 SQ 事共 勇氣に 過て 學カ 

少なく、 人情 画 を 知 給 は f し 故な り。 義經 一人の 罪に あ I、 餐の すぐれたる 人に も、 I な I に 生れて 

失 有し 事擧て かぞへ 難し。 今聖學 ひらけた る 時に 生れて だに、 易 を學び ざれば 過多き もの 也 

或 問、 義經は 好色の 人 也。 然るに 好色な き IQ ごと 4 る弁囊 外 英雄の 諸士、 無二の 忠臣と 成て 數多從 ひし 事 

は 何ぞゃ 

云、 義經は 勝れて 無欲 也。 故に 人 を 賞す る 事 すみやか 也。 人 * の 感心す る 事の み 多し。 賞を受 ざる 者 迄 も恭思 ふや 

う 也 0  、じ 勇に して 一度 もよ はみ なく、 大將の 器量 備 はり、 勝負の 利に さとき 事、 皆 讃士の 及びが たき 處 なれば、 勇 

士思ひ 付たり。 靜を 方々 供に つれられ たる 事、 後世より は 好色と いへ ども、 是は敵 亡びて 後の 事 也。 好色 故に 軍の 

場 を かくれし 事 は 一度 もな し。 是は 時の 風俗 故 頼 朝 卿 富 士の卷 狩に 少の 日數の 間に も、 諸 將諸士 共に 皆 白拍子 を も 

て 遊べり 0 八 r の 如きなら ば、 その 代の 好色 ある まじき なり。 今の 諸人の 好色 は 名 は 同じ 事に て 風俗 犬に くだれり 

易 經小解 大尾 
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1 一！ 九 五 

菌ハ 本文 王 周公ノ  S ノ 下-力 ケ玉 ヘル 辞ず。 此篇 《孔子 ノ述玉 ヘル 繁辞ノ 俥 也。 文 王 si ヲ傳テ 辞ヲ解 

セズ。 故 一一 經ノ附 ベ キナシ 0 簡 篇大ナ ルガ 故ュ 上下 一一 分 ッ者也 

夭 尊 ク地卑 う。 乾坤 定 I 矣。 卑高以 テ陳テ 。貴賤 位 ス矣。 動靜有 _§。 剛柔斷 I 矣 Q 方" 以テ 

物ハ以 -i ヲ 分ル。 吉 生 ル矣。 在ュ天 一一 成-レン 象る 在ュ地 一一 成ス. 形ヲ。 變化 党ュ矣 

陰陽 ノ氣 ノ輕 ク淸ル ハ天ト ナリ、 重 ク濁ル ハ地ト ナル。 天ハ H 月 星-お 力 ヽリ、 髙明 一一 シテ 尊ノ象 ナリ。 地ハ 山川 土 

石ッ ラナ リ、 廣厚 一一 シテ 卑ノ形 ナリ。 乾坤 ハ 天地 ノ 性情 也。 天地 上下 ノ位 定テ 性情 見ルべ シ。 卑 ガ问ハ ヒキ、 ハ先 一一 

シテ、 高 キハ後 也。 先》 民 ァリテ 後一 一 君 ァリ。 先リ地 ァリテ 後一 一山 ァリ。 一 陰 一陽 皆 下 ヨリ ォコ レリ。 水火 土石 ハ.. T 

也 0 日月 星 一お ハ髙キ 也。 日月 星辰 水火 土石 ノ陳ナ リタ ルハ 貴賤 ノ位 也。 天子 諸戾大 夫士庶 人ノ品 夫婦 男女 ノ別、 卑高 

ノ敎ー I  ノット リテ、 聖人 禮樂ヲ 制シテ 天下 ヲ治ム 動 靜有レ 常ハ、 天ハ 動テ不 レ已、 周 天 三百 六十 五度ヲ 十二時-  メ 

グ リテ、 少シ メグ リ過 ルナ リ。 人ノ 呼吸 ノ息 ー晝夜 一万 一二 千 五 百 息 ナリ。 一息 一一 天 行 八十 餘里 也。 如 レ此至 動  一丁 ン 

テャマ ザ ルコト 常 也 。地 ハ天ノ 半 一一 ァリ、 萬 山 ヲノセ テ重シ トセ ズ。 河海ヲ 振テ不 レ洩、 至靜 一一 シテ 常ァリ 。天ハ 

,  燈 辭上溥  一 
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剛 ナリ、 地ハ柔 ナリ。 動ク 者ハ剛 也。 靜ナル 者ハ柔 也。 男女 夫婦 是 一一 ノット リテ 男ハ剛 也。 動 テ外ヲ 治ム。 女ハ柔 

也。 pM 一  シ テ內ヲ 治ム。 陽 中ノ陰 ァリ、 陰中ノ 陽ァリ 0 日 星ハ陽 中ノ陽 也。 月 辰ハ陽 中ノ陰 ナリ。 地 ヲィへ バ火石 

ハ剛 ナ"。 是陰 中ノ， 陽 也。 土 水ハ柔 ナリ。 陰 中ノ陰 ナリ。 土 ハ靜ヲ 以テ常 トス、 地ノ体 也。 女ノ德 也。 水ハ常 一一 流 

動ス トイへ J ；^、 柔順 ナリ 0 女 ノット メナ リ。 是動靜 常 ァリテ 剛柔斷 ルナ リ。 方 ハ心ノ 向 トコ a 也。 以類 聚ハ 孔門 

U 七十 一 一 賢 ァリ、 名将 ノ下 一一 勇士 多ガ 如シ。 諺 ュ似 タル ヲ以テ 友 トス トイ へ リ。 心 術ノ向 處善ナ レ バ善 類來リ 聚リ、 

心意 ノ向 トコ II 惡ナ レバ 惡類來 聚ル。 是則 吉凶 ノ先ァ ラハル 、所 ナリ。 善人 ノ アツ マルハ 吉瑞 也。 惡類ノ アツ マル 

ハ 凶 相 也。 善人 惡尺 類ヲ 以テ アツ マル、 又類ヲ 以分ル 、万物 ムレく アルガ 如シ。 在天 …… 天 ハ 虚也。 地 ハ 實也。 

虚中ノ 實象ヲ ナシ、 實 中/ 责形ヲ ナス 。象ハ 日月 星辰 雲氣 ノ類是 也。 形ハ 水火 土石 萬 物 是ナリ 。其 中 水火 ハ定 體ナ 

シ、 物 二 付 テア ラ 尸 ル 地中 ノ象也 。象ハ 天-一見 H、 形ハ地 一一 ナリテ 變化ノ 跡ァラ ハ ルひ 萬 物 ハ其始 天地 ヲ 父母 トシ 

テ氣化 一一 ヨリ テ生 ズ。 其 後ハ形 化. 卵 化 -變 化 • 氣化ノ 四 ァリ。 形化ハ 父母 ノ形ノ 如 ク生ル 人ト、 四 足 ノ物是 ナリ。 

卵化ハ 玉子 ニテ 生ル。 鳥 魚 ノ類是 也。 氣化ハ 父母 ナクテ 生ズ。 小水 モ久ケ レバ 魚 生ジ、 ァク タノ 中 ヨリ 小 虫 ノ出ル 

類 也。 太古 ノ氣化 ノ名淺 ナリ。 變化ハ 雀 海水 一一 入 テ哈ト ナリ、 キリ ウジ ノ蟬 一一 ナル類 也。 此變化 r ノ跡ヲ 見テ造 

化 ノ眞理 ヲ不レ 知、 故 一一 輪廻 ノ說 出来 タリ。 變化 トテモ 精神 ノコ リテ 他生 ヲ受 ルー ーハ 非ズ。 太虚 一一 何 ノ沉魂 滯魄ァ 

すテ 天地 ヲ生ゼ ンャ。 天地 何ノ 執着 ァリテ 萬 物 ヲ生ゼ ンャ。 水何ノ 精神 ァリテ 魚 ヲ生ゼ ンャ。 芥何ノ 魂ァリ テ虫ヲ 

生ゼ ンャ。 萬 物ハ無 ヨリ 生 ジテ無 一一 歸ス。 梨ハァ リノ 實 トイへ ル諺ノ 如シ。 万物 無 中 ヨリ 生ズ、 氣 アツ マリ テ形 ヲ. 


1 二 九 t 

ナ セリ。 生 一一 數 ァリ。 數 盡キ氣 散ジテ 死ス。 薪 ツキ テ火 滅ス ルガ 如シ。 キリ ウジ ノ生 數盡テ 滅ス、 其 カラ ヨリ 蜾生 

ズ、 ァク タノ 中 ヨリ 虫 ノ生ズ ルー 一同 ジ。 魂ァリ テ流轉 スルー 一 ァラズ 。ナ タネ 一粒 千万 ノナ タネ ヲ生 ズ、 一粒 ヌグル 

一一 ァラ ズ、 マレー 一 沉 魂滯魄 ァリ、 靈 トナリ タル ァリ。 輪廻 ゴ トキノ 跡ァ レ氐、 萬 億兆 ノ中 一一 ーモ希 ナル變 ナリ。 造 

化ノ常 一一 ハ 非ズ。 造化 ス常ハ 流水 ノ如 シ。 水ハ 山澤氣 ヲ通ジ 神化 ヲ以テ 生ズ、 祌氣其 源 也。 故 一一 流 テ木ノ 水 一一 ァラ 

ズ、 海中 一一 人テ 滅ス、 潮汐 ノサ シヒキ ハ水ノ 生滅 ナリ。 變化ノ 神 一一 ァラズ ト云コ トナシ 

是ノ故 _ 一剛 柔相 摩。 八卦 相盪 

天 ハ動テ 不已、 地 ハ靜ニ シテ 不動。 相摩テ 万物 ヲ 造化 シ出ス コ ト磨中 ヨリ 物 ヲスリ 出スガ 如シ。 天ノ至 動ハ剛 也。 

地ノ至 靜ハ柔 也。 剛柔ァ ヒス ル也。 地 ノ剛柔 ハ水土 下 一一 付 テ風雷 上 一一 動キ、 萬物ヲ 養育 スル ハ相摩 也。 山 谷不？ i 一一 

シテ 水流 テャ マズ、 田地 ヲ養ヒ 不通 ヲ通ズ ルモ相 摩 テ用ヲ ナス 也 八卦 相 擬ハ畫 前 天 地  一一 了 ルノ易 也。 伏 犍文王 

コ レ I 一  ノット リテ 方位 ヲナシ 玉 ヘリ。 伏犧 ノ易ハ 天地 自然 一一 生ジ タル 方位 ナリ。 文 玉 ノ易ハ 今：！！ 用ヲ ナス ノ 方位 ナ 

yo 故 一一 先天 後天 ト云 也。 先天 ハ乾 正南 二位 ス、 陽ノ 至極 ナ レバ 也。 後天 ハ乾 西北 一一 退 テ離ヲ 正南 一一 ヲ シ、 .ぉ ヲ -4^ 

男 lil- 東 一一 出 テ春ヲ 知 ナリ。 1^ 東北 一一 力 ハリ、 坤 西南 一一 退テ坎 正北 一一 居ス。 兌金正西ーー行テ異風^-南- カハ ル、 是八 

卦 相盪テ 造化 ヲ ナス 也。 卦爻ノ 生 ズルモ 六十 四 卦ノ初 ハ大極 陰陽 ノ兩 儀ヲ 生ジ、 兩 ノ剛柔 相摩テ 11 象ヲ 生ジ、 四 象 

相摩テ 八卦 トナ リ、 八卦 相擾テ 六十 四 卦トナ レリ 

ゥゴ カス II 

鼓 ， 之 ヲ以； ン！ 雷霆 T。 潤ス i 之 ヲ以， スー 風雨 T。 日月 運行 ニビハ 寒ク。 一ビ ハ暑シ 

繋 辭上傳  S 
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刚柔相 摩 八卦 相盪テ 造化 スルノ 中 万物 發スぺ キガ 未レ發 ァリ。 留滯 シテ通 ゼザル ァリ。 人物 共- 是 一一 ヨリ テ病 生ズ。 

本ィ 

雷霧是 ヲ動シ テ發シ 通ズ。 强ク 鼓動 ス レバ 惡氣夭 物 消散 スル 也。 鼓 ノ字ノ 意、 元 動 クべキ 物 ガ感發 セラ レテ、 流通 

發動 スル也 C 俗 一一 モ雷ノ ョクナ ル年ハ 世 中 ヨキ トイ ヘリ 。鳴レ ョ ハキハ 五穀 草木 爲 - 十分 ナラズ 潤之以 風雨 

万物 ヲ ウル ホス ハ雨 ヨリ ヨキ ハナ シ。 風 ハ火氣 一一 テ物ヲ 吹 力 ハカス モノ ナレ 氏、 雨ノ潤 ス功ヲ ナス モノ ハ風 也。 

雨 一一 テ 潤シタ ルバ カリー ーテ風 吹キ通 サ，、 、 レバ 濕コ モリ テ病 生ズ。 濕氣ヲ 去- ハ風 ヨリ 能 ハナ シ。 故 一一 雨後  一 I ハ風出 

テ 天氣ハ ル 、者 也 日月 蓮 行 …… 春夏秋冬 溫暑凉 寒 ノ氣ハ 日月 ノ 運行 一一 シタ ガヒテ 生ズ。 仲春 日 卯 一一 出テ酉 一一 入 

ヲ時正 トス。 俗 一一 彼岸 ト云、 昼夜 ヒ トシ。 故 一一 溫和 ノ氣 生ズ。 是 ヨリ 日ハ 次第-北  一一 メグ リテ 近ク、 月ハ 次第 一一 南 

ヲ メグ リテ遠 シ。 是故 II 燥氣 生ズ。 五月 夏至 一一 日 北 1 ーキハ マリ テ長キ コト至 レリ。 月 南 一一 退テ夜 短シ。 此時 炎暴ノ 

氣 生ズ。 六月 ハ暑 極リ 七月 ハ殘暴 甚シ。 仲秋 ノ月叉 日 卯 一一 出テ酉 一一 入 ヲ時正 トス。 月 モ叉中 行ス。 昼孜ヒ トシ。 故 

ニー  凉風 生ズ。 是 ヨリ 日ハ南 一一 廻テ 次第 一一 遠ク、 月ハ北 一一 メグ リテ 次第 一一 近シ。 是故 一一 凉寒 ノ氣 生ズ。 十一月 冬至 一一 

月 北 一一 極 テ夜ノ 長 キコト 至リ、 日 南 一一 退テ日 短シ。 此時嚴 寒ノ氣 生ズ。 十二月 ハ寒氣 極リ、 正月 ハ餘寒 甚シ。 日.. 

大陽ノ 精 ナリ。 故 一一 日 一一 近キ時 ハ 溫暖 炎暑 ノ 氣至 レリ。 月ハ 大陰ノ 精 也。 故 II 月 - 近キ時 ハ 凉冷 寒嚴ノ 氣至 レ リ， - 

日月 運行 一一 ヨリ テ、 四時 ノ氣カ ハリ、 一 歳ノ事 成就 ス ルナ リ 

乾 道 ハ成. け 男ヲ。 坤道ハ 成 ^ 女ヲ 

剛柔相 磨 八卦 相還テ 變化シ テ形ヲ 成者ノ 中、 人ハ 乾坤 ノ精英 也。 萬 物 ハ糟粕 也。 精英中 精粗 ァリ、 糟粘中 又 精粗 ァ 

三 九 八 


11 一九 九 

リ。 天地 ヲ 父母 トセ シ 氣化ノ 時、 男 ハ乾ノ 氣ヲ主 トシ テ生ジ 、女 ハ坤ノ 氣ヲ主 トシ テ 生，.. - タ リ 。 有形 以後 男女 精ヲ へ：： 

テ生ズ トイへ *<、 乾坤 父母 一 理 一 氣 也。 乾 道 男ヲ成 トイ へ 氏、 男 陰ナキ 一一 ァ ラズ、 坤道 女ヲ成 トイへ iii、 女 陽ナキ 

爲坎艮  離！ 

一 I  了 ラズ。 陰ノ卦 一一 ハ陽 多ク、 陽 ノ卦- ハ陰 多シ。 少カ 主トナ レバ 也に 一 H  一  2Jte 道成レ 男.^ 也。 H  一一 一  H 一一  ハ坤 道成レ 女". 

此 男女 ハ萬物 一一 通ジ ティ ヘリ。 飛 潜 動植皆 雌雄 了リ 0 松 竹 一一 モ男松 女 松 ァリ。 天地 ーー有ハ未^^iソ县ナリo 易 一 一 アル 

ハ 已畫ノ 天地 ナリ 

ナス 

乾ハ知 11 大 始？。 坤ハ 作；； 成 物 T 

大始ハ 未： i 有レ形 コレヲ 知ノミ 。成 物 ハ形ヲ 流ノ時 也。 故ュ爲 * コト ァリ。 陽ヒ トリ 立コ トァタ ハズ。 必ズ 陰ヲ^ テ 

ァラ ハ 

立 者 也。 陰ヒ トリ 見ル 、コ トァタ ハズ。 必ズ陽 ヲ得テ 見ル、 一 氣ノ 動、 知覺 アル ヨリ 生 意 始ル。 是乾ハ 知 ニ大始 T 也。 

1 氣感ズ ル時ハ 妙 合シテ 凝ル。 其 形 チ著ル 。是坤 作 一 1 成 物 1 也。 天地 ノ 象形 ァラ ハレ、 上下 位 シテ後 乾坤 ノ知 作兑ャ 

スシ。 陽ハ先 一一 シテ 陰ハ後 也。 陽ハ施 シ陰ハ 受ク。 君臣 モ陽陰 也。 君命 ズル ノ始 ハ未グ ァラ ハ レズ、 知 M 大始 r 力 

如シ。 臣是ヲ 受テ攀 ヲ行テ 後 爲コト ァリ。 作 ri 成 物？ ガゴ トシ 

ィ 

.f 乙ハ. 7^ テョ 5? ヲ？^ ナリ 0 中 ハ.； .：<テ^- ヲ.^ ナリ 

乾ハ誠 ヨリ 明 也 。行 健- シテ 無- ^ 己 ム，。 天ヲ レバ 日月 星辰 ノ四象 ノミ。 日 ハ大陽 也。 春 夏ヲッ カサド レリ。 月ハ 

大陰 ナリ。 秋夂 A ヲッ カサド レリ。 星 ハ少陽 也。 昼ヲッ カサド レリ。 辰 ハ少陰 ナリ。 夜ヲッ カサド レリ。 日ハ 一 昼夜 

-1 三百 六十 五 度 ノ天ヲ 周 天ス。 故ュ 十二時 ヲ以テ 一日 トス。 月ハ 十三 度 運シ、 二十 九日 半 二 周 天ス。 故  一二  二十 SIN 

繁 辭上傳  五 
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以テ 一月 トス。 半 ヲ以テ 大小 ァリ。 天ハ 三百 六十 五 度 ヲ周天 シテ、 四 分度ノ 一 ヲ過 レバ、 曰 ヨリ モ早 シ。 三百 六十 

日 二 周 天ス。 故 - 十 一 一月 ヲ以テ 一歳 トス。 小ノ ツモ リト 滅沒ノ ツモ リヲ 镇 テ！： 月 ァリ。 五 歳 一一 再 潤ス。 万古 タ ガブ 

コト ナシ。 至誠 一一 シテ 神明 ナリ。 何 ノ苦勞 モナ クテ無 レ不レ 知。 万物 トツ テ始 ム。 故 一一 乾ハ易 ヲ以テ 知ナリ 坤ハ 

乾 一一 シ タガッ テ爲コ トナ シ。 地ヲ見 レバ 土石 水火 ノ四化 ノミ事 スクナ クシ テ 万物 ヲ 生育 ス ルコ トキ ハマリ ナシ。 乾 

ノ 易知ハ 良知 也。 坤ノ 簡能ハ 良能 也。 乾坤 ハ 陰陽 ヲ以 ティへ パ 夫婦 也。 上下 ヲ以 ティへ バ 君臣 也。 夫 ハ外ヲ 治メ、 

婦ハ內 ヲ治ム 。天 ハ地ノ 外  一一 了リ。 地ハ天 ノ內- アル 一一 叶 ヘリ。 君 ハ君ノ 則ァリ 。臣ハ 臣ノ職 ァリ。 大臣 小臣 一一 命 

ジテ、 得 タル 事、 ナレ タル 事ヲ ナサ シム。 君ハ 大統ヲ 知ノミ 也。 天ノ 日月 星辰 ァリ。 明  一一 メ上 1 一位 シ、 無爲 一一 シテ 

易 一一 叶 ヘリ。 天下 ノ 万事 ハ諸臣 ノ心カ ヲ盡サ シム。 地ノ 万物 ヲ 養育 ス ルガ 如シ。 天下 ノ 賢才 ヲ エラ ンデ、 ソレく 

ノ審ヲ ナサ シムル 「、 地 福 一一 ヨリ テ万 ノ種ヲ ホドコ スガ 如シ。 君 トシ テ臣ノ 事ヲス レバ 煩ハ シ クシ テ易ナ ラズ。 臣 

トメ 君ノ 位- セマ レバ、 敬ナク メ簡ナ ラズ。 天 ハ下ノ 事ヲ地 一一 任ノ易 也。 地 ハ上ノ 事ハ天 1 一任 セテ 簡ナリ 

ナル 寸ハ則 易け 知リ。 簡ナル 寸ハ則 易 5 從？。 易キ寸 ゅ知リ 則有レ 親ミ。 易專ゅ 從ヒ則 有" 功。 有さ i 親 則可シ 

A カル。 有ハ t 功 則 可， 大 ナル。 可キ i 久 カル 則 賢人 ノ之德 ナリ。 可.^ i 大ナル 則 賢人 ノ之業 ナ.' . 

是 ヨリ 天地 易 簡ノ善 一一 ノット リテ、 天下 ヲ治メ 天地 ノ 造化 ヲ助ノ 道 ヲノ玉 フ也。 天ヲ見 レバ 日月 星辰 ノ四 象ノ ミカ 

、リテ 知 ヤス シ C 聖人 ノ君ト ナリテ 上 11 立 玉 フヲ見 レバ、 好 ミ玉フ ハ 仁義 禮知信 ノ德 也。 人民 本 ヨリ 天-得 タル 同 


德ナ レバ、 感發與 起 セラ レテ 日々 一一 善 一一 ゥッ リテ不 vS ガ 如シ。 惡ミ 玉フハ 不仁 • 不義-, 無 禮* 邪知 ，僞 等 ノ凶德 

也。 其 外 一一 ハ何ノ 氣遣ナ ルコト ナシ。 凡 心ナケ レバ 好 惡ノ怒 一一 ョッ テ賞罸 -个レ 行" レ。 故-知 ヤス クシ テ心 易シ。 地ヲ 

見 レバ 土石 水火 ノ四 化ノミ 二 テ、 萬 物 自然 一一 生長 シテ 苦勞 ナシ。 聖人 ノ 政道 事 少キ故 一一 人民 シタ ガヒ ヤス シ。 漢ノ 

髙祖ノ 世トナ リテ秦 ノ代ノ 數多ノ 法度 ヲ ュ ル シテ、 法 三 章 一一 約シ玉 へ パ、 天下 ノ人 1^、 草ノ 風- ナビ クガ 如ク シタガ 

ヒ シ乇、 易簡 一一 叶へ ルュ へ 也。 法度 ハ數タ タケ レバ、 人民 苦 シミ、 禮式 ハク ハ シケ レバ、 ィョく 無事 一一 ナ リテ、 ん 

民 安キ者 也。 髙祖 モ三ノ 法度 ヲ立 ラレ シ後 禮式ァ リテ、 天下 大ー 一定 リタ リ。 四百 年ノ 久ヲナ セリ。 髙祇ハ 聖人 ノ大 

道心 法 ハ不レ 知人 ナレ 、自然 ト易簡 一一 叶 タル 故 也 易 知 則 有 親。 君子 ト 小人 ノ心各 別 也。 君子 ノ心 ハカ クスコ 

ト ナシ。 何ノ 「モナ ク天 一一 日月 星辰 ノカ、 レ ルガ 如シ。 其德ハ 天ノ窮 ナキガ 如ク、 地ノ ハカ リガ タキ ガ如 シ。 神ノ 

知べ カラ ザ ルガ 如ク、 淵ノ深 ガ如ク II  メ 神武 ノ威ァ リ。 恐レテ 愛シ、 日月 ヲ イタ、、、 ケ ルガ 如シ。 故 一一 人民 ノ心上 一一 

服 シテ親 ァリ。 凡心ハ 時雨 ノ雲ノ 出 ルガ 如ク、 機嫌 ハカ リガ タシ。 無事 一一 奉公 スル 者モ、 里 龍ノ眠 一一 逢タ ルガ 如シ。 

詣人氣 遣ハ不 レ絕。 故-人民 心服 セズ シテ親 ナシ。 然レ万 不德ナ レバ 實ハ 可レ愛 可レ恐 トコ n ナキ也 易從则 有功 

ム ザゥサ 

ハ、 事ス クナク 無造作 一一 テ從ヒ ヤス キハ 、其變 一一 通ジ テ 人民 倦 コトナ 力- ラ シ ム ル故 也。 衆 ノ從フ 「ハ 不レ勞 シ テ功成 

就 スル者 也 有 親 …… 天下 ノ人 心服 シテ 有レ親 トキ ハ 長久 ナリ 有功 …… 風俗 ゥッ リカ ハ リテ、 人倫 明 一一 天地 ノ 

化育 ヲ助 テ、 風雨 民ノ願 一一 從テ、 東夷 南 蠻西戎 北狄マ デモ 不レ知 不レ識 其德化 及ビ、 其 功 ヲ樂ム ハ大ナ ルノ至 也。 天 

地ト 永久 ヲ持ス ルハ賢 君ノ德 也。 三極ノ 大道 ヲ行フ ハ 賢人 ノ 大業 也 
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簡？ 而 天下， 之理 得矣。 天下 ノ理得 テ而成 r- 位" 乎其ノ 中？ 矣 

道 德 • 學 術. 政事. 藝能、 スべテ 何事 モイ タリ 得 テハ、 何 ノムッ カシキ 「モナ キ也。 知者 《無事 ナル 處ヲ行 ト云是 

也。 天地 易簡ノ 善-配 ス ル明德 ァリテ 後、 天下 ノ理ヲ 得 テ不レ 昧レ人 也。 位ハ 帝王 ノ位 也。 中ハ 天地 ノ中 也。 古ハ如 

レ此ノ 明德明 カナ， ル人、 天子 ト成テ 天地人 三才 ノ道ヲ 行ヒ、 三 極 ノ位ヲ 成 玉ヒシ 也。 堯舜 ノ民ハ 日出 テ起 キ、 日入テ 

休フ。 ヲホ リテ水 ノミ、 耕シ テ食ス 。帝 德何カ アル トイ ヘル、 易 簡ノ至 也。 人 日々 一一 善 一一 ゥッ リテ 自不レ 知、 風 

化 ノ至也 。是無 爲ニシ テ治ル トイ ヘリ 。諸侯 ノー 國ヲ治 ルモ、 易 簡ナラ ザ レバ 長久 ナ リガ タシ。 學至リ 知 明 力-一 テ 

耍ヲ 知者 ハ、 自易簡 ナル者 也  • 

ミ  力  き  « 

聖人 設 W 卦ヲ 觀レ 象ヲ。 繋 t 辭ヲ焉 而メ明 ース 吉凶 T  - 

聖人 ハ太 虛ノ 神道 一一 通ジ、 天地 トナ ラビ 立テ三 オノ 道 ヲ行フ 人 也。 平人ハ 無形 ノ理 ヲ見ル 「不レ 能。 シカ レバ 可レ敎 

所 ナク、 可レ 學ャゥ ナシ。 故 一一 聖人 六十 四卦 ヲ作リ 設テ、 天下一 ー示シ 玉フ。 其 始太極 兩镜ヲ 生ジ、 兩儀 四象ヲ 生ジ、 

四 象 八卦 ヲ生 ジ、 八卦 各 八卦 ヲ生 ジテ、 六十 四卦ト ナル。 コ 、 一一 ヲィテ 無形 ノ 神道 ァラ ハレ、 天地万物 ノ理 盡ク備 

レリ。 心 法 其 中 一一 ァリ。 天下 國家ノ 治 道 明 力 也。 卦中 一一 象 ァリ。 象ヲ見 テ是ヲ 知べ シ 0- 伏犧 ヨリ 夏 商 マデノ 聖賢 皆 

シ カリ。 殷ノ 代ノ末 一一 至 テハ、 觀 象ノ學 次第-一 ゥ トタナ リテ、 學 ビガ タシ。 敌ー 一周 公昌 コ レ ニ辞ヲ カケテ 六十 四圭 

ノ理 ヲ明シ タク 思召シ カド、 紂王 ガ不德 一一 テ 世間 事 シゲク 暇ナク テ過ギ 玉ヒシ 一一、 紂王議 言 ヲ信ジ 、周 公昌 ヲ トラ へ 

テ； 虽 一一 ヲシ コメ タリ。 大國ノ 主ノ身 一一 ハ 至極 ノ難 ダイ 窮 困ナレ >^、 是ヲ 以テ其 心ノ樂 ヲゥッ サレ玉 ハズ。 文舉所 


一一 入テ暇 アル 如ク、 初 テ易卦 二 辞ヲ繫 玉へ パ、 乾坤 ノ道德 ァラハ レ、 諸卦 ノ理シ ラレ タリ。 吉凶 ハ心ノ 得失 ノ 吉凶 

ノ象 一一 ァラ ハレ タル 也。 得ト云 ハ當然 ノ理ヲ 得テ可 一一 中ル 也。 失ト云 ハ當然 ノ理ヲ 失テ可 一一 不レ中 也。 知 ノ不レ 及 

所 ハト^ ヲ以 テ助ル 也。 ト筮ハ 神明 一一 通ズ。 心ヲ 神明 一一 スルノ 一助 也。 此 道理 ヲ文王 周 公 ノ卦ト X 乂ト 一一 辞 ヲ繁テ 明 

シ玉 ヘリ。 皆 心ヲミ ガク法 也。 然ル 一一 後世 ノト 筮ハ 禍福 ヲ求テ 心ヲケ ガス 事 一一 取ナ セリ。 大 一一 アヤ マ レリ 

剛柔相 推 メ而生 「I 變化 T 

造化 卦爻 人事 共 一一 剛柔相 推 ノ中變 化生 ズ。 曰星ハ 陽- シテ剛 也。 月 辰 ハ陰ニ シテ柔 也。 代 ルぐ明 一一 互-一行 シーア 四時 ヲ 

行ヒ、 年 ヲ成ハ 變化ヲ 生ズル 也。 地ノ風 雷ハ剛 也。 雨露 ハ柔 也。 風 雷雨 露 時 一一 行レテ 萬物ヲ 生長 ス。 皆 相 推 テ變化 

ヲ生 ズル也 。君臣 バ剛柔 也 。君命 ジテ臣 行ヒ、 臣又 善， ヲ吿 ゲ諫ヲ 奉ズ。 君是ヲ 受テ國 天下 治 ルハ剛 柔相推 也 。万人 

其 化 一一 ヨリ テ惡ヲ 改ゴァ 善 一一 ゥ ツル、 是 變化ヲ 生ズル 也。 君命 ズ ルバ カリー 一 テ臣不 レ諫、 善 不レ吿 バ不, 一 相 推, 也。 故 

1 ー國 天下 ヲ 風化 ス ルコト ナク、 曰々 一一 風俗 衰へテ 四海 困窮 スル ハ、 變化ヲ 生 ゼザル 故 也。 夫婦 ハ剛柔 也。 夫 ハ外ヲ 

治 テ內ヲ 養ヒ、 婦ハ 內ヲ治 テ外ヲ 助ク。 婦ハ 內ヲ治 トイへ 开、 婦ノ 不レ足 事ハ、 夫是ヲ 命ズ。 夫 ハ外ヲ 治 トイへ 气 

家中 ノ 小事 ハ不レ 知 不レ及 事 ァリ。 ー鬥ノ 和、 不知 モ夫 ハ大 ャゥナ レバ、 婦ョク 知コト ァリ。 是ヲ補 ヒ是ヲ 助ク。 如 

レ此ナ レバ、 剛柔相 推テ家 齊ル者 也。 父子 兄弟 朋友 シ カラ ズ伝 「ナ シ。 此理 六十 四 卦ノ象 一一 ァラ ハレ タリ。 物ゴト 

剛ト 剛ト、 柔ト 柔ト相 推ノ功 少シ。 刀ヲ トグモ 金力 タキ 刀 ハヤ ハ ラカナル 砥 一一 テトグ トイ ヘリ. - 柔ョ ク剛ヲ 制スル 

道理 ァ レバ、 君ハ 剛ナレ *<、 柔 一一 ヲリテ 天下 ノ諫ヲ 來シ、 德 ヲ以テ 天下 ヲ 風化 スル者 也。 剛ニ シテ剛 一一 居 ハ過タ 

整 辭上傳  九 
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リ。 德ュ 非ズ、 人民 ゥ h 一一  ハ從 ヘル 心服 セズ、 王 1 國ノ 衆ノ爲 一一 諸疾ヲ 置、 天 天下 ノ衆 ノ爲 一一 王ヲ置 S 故 一一 天下 ノ衆 

ノ心 ハナ ル、 時ハ 天命 ハナ ル。 故 一一 天下 ノ衆 ハ剛 ナリ。 大君 柔ー 一居 テ民； ^父母 タリ。 德ヲ以 テ推化 スル者 也。 臣ノ 

柔ヲ以 テ君ノ 剛ヲミ ガキ助 ルハ、 君 ヨリ 推ス 也。 乾坤？ 推 テ風雷 生ズ霤 是也。 乾 ノー  陽ヲ損 ジテ坤 ノー  陰 ヲ益タ 

リ 0 上ヲ損 ジテ下 ヲマシ タリ。 財 ヲ損ジ タレ S ハ益 ナリ。 天下 ノ 人民 上 一一 心服 スル ハ益是 ヨリ 大ナ ルコト ナシ。 

尤財ヲ 惜ミテ ハナ ラザ レル、 天下 ヲ救 ェ財バ カリニ テハ m タラ ザル者 也。 政ヲ以 テセザ レバ 澤山 二 救ハ レズ。 

此政ハ 人情 時變 一一 通ジ タル 者 知べ シ。 文 王、 太公望 ヲ ァゲ、 湯 王、 伊 尹 ヲァゲ 玉へ ル是 也。 コ トー 一法 度スク ナク、 

式 クハ シク、 天下 無事 ヲ樂ム 「ハ本 才ァリ テ學カ アル 者 ナラデ ハ不レ 知 「也。 聖 主賢臣 上下 相 推 テ至治 ノ澤生 ズル理 

是ノ故 一一 吉凶 ハ者。 失 得/之 象" リ也。 悔吝ハ 者 憂虞 ノ之象 ナリ也 

五倫 相 推 テ當然 ノ理ヲ 得テ事 一一 中 レバ、 物 我 一体 ノ利生 ジテ吉 也。 不一 一 相 推， シテ當 然ノ理 -遠テ 事 不可 ナ レバ、 利 

チ失テ 凶 也。 吉凶 ハ推 ト不レ 推トノ 得失 ノ象 ノア ラ ハレ タル 也。 憂虞 ハ憂ハ 心 一一 思 盧スル 也。 虞ハ事 ヲ度ル 也。 慮 

度ス ルコト 天理 一一 シタガ ヒテ、 私意 ノ交 リナ ケ レバ 悔吝ナ シ。 私欲 ヲ本 トメ 思 度スル 者ハ、 失テ凶 一一 ナ レバ、 悔テ 

吉ー 一力へ サン トス。 事ハ吉 一一 趣 カント スレ， 或ハ 財ヲ惜 ミ或ハ 私情 ヲ立テ 留滯ス ルハ吝 也。 終 一一 凶 一一 陷ル者 也。 

過ヲ 改テ吉 一一 行べ キ者 ノ不レ 改モ吝 也。 故 一一 悔ハ凶 ヨリ 吉 一一 趣キ、 吝ハ吉 ヨリ 凶 一一 向 トイ ヘリ。 思 度 ノ善惡 ノ象ノ 

. プラハ レ タル ハ悔吝 也 


變化ハ 者 進 之 象 T 也。 剛柔ハ 者 畫夜乏 象ナリ 也。 六爻， 之 動 ニニ 極， 之 道 ナリ也  一 

卦 爻ノ變 化スル ハ陰爻 陽爻ノ 進退 スル 一一 ョ レリ。 陽爻陰 ^共 一一 下 ヨリ 進デ上 一一 極ル。 十一月 一陽来^ シテに トナー 

臨  泰  一 

ル。 十二月 二 陽 生ジテ 一- i 一一 一一 トナル 0 正月 三 陽 生 ノー  H 一一 ート ナル。 天氣ク ダリ 地氣ノ ボリ、 天地 和合 メ 万物 ヲ 化生 スルー 

也。 人道 一一 テハ 君-下 モヲ メグ ミ、 下モ 上- 1 ヲ助テ 善 言 諫言 ヲ奉テ 上下 ノ情通 ズル象 也。 天地 無言 ノ敎 ナリ。 二月 四 陽 一 

大壯夬  乾； 

生ジテ  一； 一一 H ト ナル。 三月 五 陽 生 ジテ： 一一 ョト ナル。 陽 スヽム 「極 リ、 陰退ク 「極 レリ。 四月 ハ純陽 -Hi 一一 一也。 十一月 ョ- 

リ 四月 マデノ 陰陽 進退 一一 テ、 天地 萬 物 ノ變化 ヲ見ル ベ シ。 五月 一 陰 下-生 ジテー SB ト ナル。 六月 二 陰 生 ジテー iiijj トー 

ナル。 七月 三 陰 生ジテ iini ト ナル。 天氣ノ ボリ 地氣ク ダリ テ不 二相 通？ 人道 ナ レバ 君ハ上 一一 威ヲ 極テ、 言路ヲ 閉テー 

By*  一 

ィ レズ。 下ハ 人々 身ガ マ へ シテ 諫言 善 言ナキ ガ如シ 0 上下 ノ情通 ゼザル 也。 八月 四 陰 生ジテ 一一に 一 トナル 0 九月 五 陰 一 

生ジテ P 一  ii トナル 。陰 進ム 「極 リ、 陽退ク 「極 レリ。 十月 ハ純陰 H!H 也。 五月 ヨリ 十月 マデノ 陰陽 ノ 進退 一一 テ、 万一 

物ノ變 化ヲ見 ルぺシ 剛柔 …… 剛 柔ノ爻 マジ ハリテ 四象ト ナリ、 四 象 八卦 トナ リ、 八卦 六十 四卦ト ナル。 楚夜 マー 

ジ ハリ テ月ヲ ナシ、 年 ヲ成ノ 象 也。 陰陽 ノア ラ ハレ テ見 ヤス キ モノ ハ螯夜 一一 シク ハナ シ。 剛柔ノ ミルべ キ者ハ 奇偶 一 

一 

ノ爻 一一 シク ハナ シ 六爻 …… 初 二 ハ地三 四 ハ人也 0 五上 ハ天 也。 動 ハ行 也 0 極ハ善 也。 天地人 三才 各 I 太 極 也。 一 

天ノ天 タリ、 地ノ地 タリ、 人ノ人 タル 所以 ノ道 也。 言行 文書 一一 ァラハ ル 、所ノ 善 《善 ノ跡也 0 故 一一 大學 一一 ハ極ヲ 至 一 

善 トイ ヘリ  一 

是ノ 故-一 君子 所 r- 居テ而 安- 1 者ハ。 易ノ之 序ナ- 也。 所 ー1 樂テ 而玩っ 者ハ。 X 乂ノ之 辞 ナ-也  一 
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君子 居 トコ a トシ テ安， 一 ゼズト 云 「ナキ 者ハ、 君子 ハ則 ー圑 ノ易ナ レバ 也。 易 ノ序デ 《天理 ノ 自然 也。 陰極 テハ陽 生 

ジ、 陽極 テハ陰 生ズ。 人生 ノ窮 達ハ則 陰陽 也。 故 一一 君子 窮達 一一 意 ナシ。 入 トシ テ 自得 セズト 云 「ナ シ。 是ヲ 居テ安 

ト 云ナリ 所樂而 …… 樂ハ 君子 入 トシ テ 自得 セズ ト云コ トナキ 天理 ノ眞樂 也。 Ig ハ深ク 見ノ意 也。 爻ノ辞 ハ居ト 

コ ロノ 位 一一 從テ受 用スべ キノ 心 法 也 

是ノ 故-君子。 居 „ ^オハ 則觀 ri 其ノ象 r 而玩 「ir 辞、 r 動 さ ハ則觀 變？。 而玩 Isr 占 r 是ヲ 

以テ自 "天祐い 之ヲ。 吉- フ无. -不 トイ" 利ァラ 

此 居ハ靜 一一 シテ居 也。 無事 ノ時 也。 君子 無事 ノ時ハ 伏犧ノ 卦爻ノ 象ト、 文 王 周公ノ 彖夂ノ 辞ヲ學 也。 觀 ト玩ト ハ目コ 

レヲ ミル ノミ 一一 ァ ラズ、 心 一一 自得 スル 也。 甚解 「ヲ 不レ 求、 思索 一一 ヮ タラズ シテ覺 照シ、 何遍 モク リカ へ シミ ル ハ ー玩 

ノ意也 動 則 …… 動ハ事 アル 時 也。 觀變ハ 人情 時變 一一 通ジ、 時處位 一一 叶テ行 也。 占 ハ必シ モト 筮 一一 求 メザレ *i -、 

理ノ 可否 ヲ考ル 也。 今 ョケレ 後一 ーァシ カルべ キ事 ァリ。 今 ハツ 力 ュルャ ゥナレ 斥、 後一 一 ヨキ 事 ァリ。 天下 國家ノ 

事モ當 分ハ人 ノ悅コ トー 一 テモ、 後ノ害 一一 ナルべ キ事ァ リ0_ 一旦 ハ人不 レ喜斥 後一 一 諸人 ノ爲 一一 ナル 「ァ リ。 食事 ノ上 

一一 モ常ニ 占 ァリ。 美味 ハ 口 一一 甘ケレ iJ-、 病 ヲ生ズ ベ キ事ヲ 考テ、 多 ク不レ 食ノ類 也。 十 ガ七八 ハト筮 一一 不レ及 シテ占 

ハシ ラル、 也。 不レ恒 一-一一 其德 1 或ハ承 ーム1之 ニ羞 r 子 曰。 不レ 占而已 矣トノ タマ ヘリ。 又吉 ヲ求メ 凶ヲサ クル ノミナル ハ 

凡 心 也。 行先ノ 吉凶 一一 力 マ ハズ、 不レ 占シテ 爲コト ァリ。 義ノ爲 ベ キ事ナ レバ 凶乇害 モカ ヘリ ミザル 也。 卜筮 モ不 

レ用時 ァリ、 サ モナ キ 一一 凶 一一 趣ク ハ學ノ 不足、 行 ノ不愼 也。 行べ キ 道路 ヲフ ミチ ガ へ 、 不 レ問シ テヮキ ミチ へ ュ キ迷 
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惑ス ルガ 如シ。 故 一一 君子 無事 ノ時ハ 易ヲ學 テ、 卦爻ノ 象 ヲョク 見、 卦爻 ノ辭ヲ 玩テ、 天理 - 一通 ズ。 事了ル 時ハ卦 

ノ理- ョッテ 人情 時變ヲ 察シ、 人 カノ 不レ及 「ァ レバ、 卜筮 ヲ用 ヒテ天 一一 ゥカ、 -、 へ バ、 誠心 神明 二通 ジテ其 應ズル 「 

響ノ 如シ。 如 レ此ナ レバ 生 付 タル 命 ノ上ー I、 天 ヨリ 助テ吉 多シ。 凶 悔吝ュ 陷コト ナシ。 其 分 一一 隨テ 家ヲ 利シ、 ^郡 

ヲ 利シ、 天下 ヲ利シ テ《< 民 安シ、 利ハ 利益 ノ意 也。 小人 ハ已ヲ 利 スルコ トヲ本 トス ル故 一一、 私欲 私利 トナ レリ。 君 

子ハ物 ヲ利ス ル故 一一 天理 ノ利 一一 同ジ。 天ト共 一一 家國 天下 ヲ 利ス。 故 一 一吉 一一 シテ 利ァラ ズト云 「ナキ 也 

彖ハ者 言 ーフ| 乎 象 T 者 ノナリ 也。 爻ハ者 言 1フ| 乎變 T 者 ノナリ 也 

彖ハ 文王卦 二 力 ケ玉フ 所ノ辭 也。 乾ハ 元ム亨 ル利ス 貞ナリ トイ へ ル是 也。 他 皆 同ジ。 卦ノ象 一一 ョッテ 卦ノ德 ヲ述玉 

ヘリ。 設け 卦， 觀レ W 象ヲ是 也。 乾 ノ卦ハ 天ノ天 タル 所 ナリ。 元 亨利貞 ハ天德 ナリ。 然レ 上天 ノ載ハ 無 聲無奥 ミルべ 力 

ラズ。 卦ノ象 II ヨリ テ其 德ヲ知 也。 K 乂ハ六 爻ノ辭 也。 周 公 旦ノ作 也。 變ハ時 所 位 一一 ョッ テ變易 シテ 不レ窮 トイへ ^ir 

其 爻ュ了 タリ テハ其 時 處位ノ 中 ァリ。 コ レ無極 一一 シテ 大極ノ 理ナリ 

吉凶 ハ者言 一 フー 乎 其 ノ失得 T 也。 悔吝ハ 者 言つ 乎 其 ノ小疵 T 也。 无キ i 咎者 善" 補フナ I 過 也 

義理 ヲ失フ 時 ハ凶ト ナリ、 義理 ヲ得 トキ ハ吉ト ナル。 小疵ハ 小過 也。 悔吝 ハイ マダ 大過 一一 イタラ ズ。 能 過 ヲ改ル 時 

ハ咎 ナキ者 也。 人 過 ナキヲ 善 トセ ズ。 能 過ヲ改 ルヲ善 トス ルナ リ。 改 ル-吝 ル時ハ 大過 一一 至 ル者也 

是ノ 故-列， 1 ハ 貴賤 T 者。 存罕位 r ト务 ハ小大 T 者。 存罕卦 r 辨 f- 「ハ 吉凶 t 者。 存罕 辭？ 
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天子 三 公 諸侯 大夫士 庶人ノ 五位 ハ 天下 古今 不易 ノ 定位 也。 其 上 一一 師保ノ 位 ァリ。 此六位 ノ象易 卦ノ六 交一 ー備 レリ。 

贵賤ヲ 列 テ不レ 乱、 禮樂 法式 行ハ レテ國 天下 平治ス ル位 也。 此 位ハヲ リ機ノ タテノ 如シ。 其 位 一一 居 ル人ハ ョ コ ヌ キノ 

如シ。 位ハ定 リテ、 居ル 人ハ不 レ定。 貴賤 入力 、ノ リ ティ タルコ ト 旅宿ノ 賓客 ノ 如シ。 明 者 ハカ リゾメ  - 天命 ヲ 以テ此 

位 二 居 コトヲ 知テ愼 ヲ不レ 忘。 愚者 ハ 永代 ノヤ ゥ ュ覺テ 愼ヲヮ スル。 大君 〈無上 ノ位ナ レバ 上ミ ヌ鷲 ノ如ク 一一 テ、 .1 几 

龍ノ悔 ァリ。 故 一一 師保ノ 位ヲ置 也。 師保ノ 上位 ハ尊 シテ位 ナク、 高シ テ民ナ キ者ナ レバ、 實ハ アナ ドリ 易シ。 床 道 

具 ノヤ ゥ 一一 シテ置 テハ益 ナシ。 大君 タル 人實 一一 師保ノ 心 一一 タガ ハ ン 「ヲ恐 テ愼ミ シタガ ヒ玉フ 時ハ、 尤 龍ノ悔 ナシ。 

今  九 五ノ位 一一 當レ ルハ 大樹 也。 九 

四ハ三 公ノ位 也。 世々 ノ 大臣 也。 大君ノ次ナレ 5^<陰..位ー丁ンテ權ヲトラズ。 權ヲ トル 時ハ 天下一 ーモ害 ァリ。 其家ュ 

モ凶 ナリ。 ゥシ El ミノ 如ク 一一 テ 位尊ク 祿重ク シテ備 レリ。 九 三ハ諸 疾ノ位 也。 外卦ハ 王室 也" 是ヲ ハナ レテ 下ノ上 

一一 居ルハ 諸侯 也。 一 國 二君 トシ テ其國 々ノ主 ナリ。 故 二 小ナレ *R 大臣 ァリ、 執政 ァリ。 人君 ナ レバ 大君 乇 賓客 トシ、 

モ テナ シ玉 ヘリ。 九ニハ 內卦ノ 中位 ニテ九 五一 一 應ズ。 下 ヨリ 出レ >K 四ョ" ハ勢 重シ。 執政 ノ位 也。 初九ハ 一 卦ノ下 

也。 民ノ位 也。 士其中 一一 ァリ。 兵ハ 農兵 ヲ本 トス レバ 也。 士ハ下 一一 居 テ志上 一一 通ジ、 才學 上下 ヲカヌ 。人 多 キ中ナ 

レバ 賢者 ァリ。 人情 時變ヲ 知べ キ位也 。故-一昔 ハ士 ノネ 德 次第 一一 其 人 一代 天下 ノ 執政 職ヲ命 ゼラ レシ 也。 是則 天理 

ノ 自然 一一 シテ 治平 ノ本ナ レバ、 卦爻ノ 象 一一 ァラ ハ ル 、者 也。 齊小 大存乎 …… 小 ハ陰ヲ サシ、 大ハ 陽ヲ. 云 也。 夫婦 君 

臣ノ理 也。 ト、 ノ ホリテ 一家 ト ナリ、 ー國ト ナリ、 天下 トナル 者 也。 天理 ノ常 也。 故 一一 卦中ノ 象 一一 存スル 也。 脩 身 

E0 八 


齊家 治國平 天下 ノ 吉凶 得失 吉凶 一一 ァ ラハル、 コ トハ、 卦爻ノ 辞 ヲ以テ 見べ シ 

憂， V 悔吝 T 者く 存 fi 乎 介 -ー 。 震 _ァ 无 t 咎者 ハ存 「- 乎悔 ？ 

介 ハ界限 也。 善 惡ノ兩 路スデ  一一^ ル 、所 也 0 1 念 入 微ノ所 一一 ヲィテ 過ト知 テハ速 一一 改メ、 不レ 遠シテ 復シ、 善 ト知テ 

ハ敏ュ 行者 ハ、 悔吝ヲ 憂 テ介所 一一 シ テョ ク受用 スル者 也。 此心法 ヲ不レ 知者 ハ過 ヲ知コ トヲソ クシ テ 後悔 多シ。 又 善 

ヲ知 トモ 留滞 シテ敏 1 ーセザ ルハ吝 也。 震 …… ハー 念 ノ過ヲ 不レ知 シテ身 ノウ ゴ キト ナレ 悔サ トリ テ其過 ヲ改者 

ハ、 過ヲ知 トモ 不レ 悔不 レ改、 非ヲ カザ リテ自 欺 者 ハ咎大 也。 悔吝 ハ心ノ 苦痛 トナ リテ、 凶 一一 至ル 「ヲ ョク知 テ憂ル 

スギ  ， 

者ハ 一念 ノ介所 一一 ヲィテ 善 ヲナシ 惡ヲ去 也。 ゾレ ヲ過テ ハ悔改 テ咎ナ カルべ シ 

是ノ故 一- 卦- 一有 r 一 小大ー 辭- 一有 ri 險易？ 辭ハ也 者 各.^ 指 1 ハノ所 T レ之ク 

1 卦中 一一 陰 小 多 有 一： 一一 一  ii ノ類 也。 陽大 多ァリ i 一  一一 一一 K ノ類 也。 叉陰卦 ァリ、 陽 卦ァリ 、卦 一一 易 ァリ。 險 ァリ。 

故 一一 辞 一一 險易 ァリ。 平地 ァリ、 山川 アルガ 如シ。 天地人 自然 ノ勢 也。 險 一一 逢テハ 險ヲ 行ヒ、 易 一一 逢テ ハ易ヲ 行フ。 

道 一一 意ァリ テ險易 一一 心 ナシ。 故ーー卦}^^ノ象變辞ノ險易各ュク所ヲサス ハ、 行べ キ道ヲ 示 スナリ 

易 ハ與二 天地 1 準フ。 故 一一 能ク彌 一一 綸ス 天地 ノ之 道？ 

彌綸 ハヲへ テヲサ サム 也。 易ノ 神道 則 太虛ノ 神道 也。 故-易 書ノ中 一一 天地 ノ 造化 万物 ノ理盡 ク備テ 力 クル 「ナ シ。 

B§ 書ナケ レバ 天地 ノ 神道 ヲ知コ ト不レ 能。 天地 ナケ レバ 易ヲ 見コト ナシ。 故 二 天地 トナ ゾラへ テ道德 學術ノ 淵源 タ 
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ル者 也。 彌 ハ渾然 トシ テ備 レル象 也。 大德 ノ敦化 也。 綸 ハ祭然 トシ テ條理 アル 象 也。 小 德ノ川 流 也。 天地 ト易 書ト 

ヲ 形容 シ タマ フナリ 

仰 テ以テ 觀ニ於 天文 r 俯メ 以-ァ 察；.， 於 地理 一。 是ノ 故-一知， - 幽明 ノ之故 r 原 t 始ヲ反 。故- -知琵 

生 ノ之說 r 精氣爲 ^ 物ト。 遊魂爲 ^ 變ヲ。 是ノ 故-知 鬼神 ノ之 精狀 T 

天ハ 陽明ナ ル故ュ 觀字ヲ 下シ、 地 ハ幽陰 ナル故 一一 察 字 ヲ下シ 玉 ヘリ。 幽 ハイ マダ 形象 ナシ、 耳目 ノ不レ 及 トコ II 也。 

心 知 ヲ以テ 知べ シ。 明 ハ有象 以後 也。 耳目 ノ所レ 及 也。 幽明 ノ故ハ 仰 觀俯察 スルノ 中天 地ノ シ カル 所以 ノ故ヲ 求テ、 

幽明 ノ理ヲ 知 也。 幽 一一 ハ鬼祌 ァリ、 明 一 1 ハ人 ァリ。 天地 一一 ョッテ 幽明 ノ故ヲ 立 レバ、 始終 一一 ョッテ 死生 ノ說ヲ 知 也。 

幽明 ハ 陰陽 ノ升降 也〕 死生 ハ 昼夜 ノ 道ナリ I5i ィ ヘリ。 物 ノ始ノ 理ヲョ クタ ヅネシ レバ、 終 ヲ知コ ト其中 一一 ァリ。 有 

反 ハ頭ヲ メグ ラシ テ見ル 鉢 也。 甚 ヤス キ也。 始ヲシ レバ 終ヲ 知、 生ヲシ レバ 死 ヲ知ー 理也。 舂 ノ始ヲ タヅ ネシ レバ、 

必ズ夂 A ノ終ヲ 知。 夂 A ノ終 ヲシ レバ、 必ズ 春ノ始 ヲ知ト 同ジ理 也。 叉 反 終 ハ鬼ハ 往テ不 反ノ義 ァリ。 万物 ノ始 精氣ァ 

ツマ リテ 物ト ナル、 無 ヨリ 有 一一 來ル 也。 其 終游魂 變ヲナ シテ、 有 ヨリ 無 一一 反ル、 是ヲ天 一一 歸ス ィ ヘリ 。歸反 tJi  - 

消散 ノ意 ナリ。 スデ- 變ズル 時ハ存 ズル者 亡シ、 堅キ物 腐ヌ、 更- 物ナシ 1H リ。 是皆 鬼神 ノ 造化 一一 非ズ 1H 「ナ シ。 

死生 ノ說 鬼神 ノ情狀 明ラカ 也。 或問コ 死生 說？ 云、 精ハ魄 也。 耳目 ノ精 ヲ魄 トス。 氣ハ魂 也。 ロ赛ノ 噓吸ヲ 魂 トス。 

ニノ 物合シ テ物ト ナル、 精虔シ 魄降ル トキ ハ、 氣散ジ 魂 游シ、 ユカ ズト云 「ナ シ。 魄ヲ鬼 トシ、 魂 ヲ神ト スト 云リ。 

吾人 死生 ヲ ニー 一見 ル故 一一 惑 ヘリ。 死生 ハ氣ノ 聚散 也。 陰 精 陽氣聚 テ物ト ナル。 魂 游シ魄 降ル。 散ジ テ變ヲ ナス。 一 
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片ノ浮 雲 太虚 ヲ過 ルガ 如シ。 太虚 ハ 吾人 ノ 本体 也。 靖氣ハ 無 ヨリ 有 ナリ。 顯テ 物トナ ル，、 神 之情狀 也。 游魂 ハ有ョ 

リ無 ナリ。 隱レ テ變ヲ ナス、 鬼 ノ情狀 也。 魂 氣ハ天 一一 升リ魄 体ハ土 一一 歸ス。 神氣ハ 上升シ 鬼魂ハ 下降 ス。 タ.. 、ヶ 

ミ 一一 非ズ。 物 ノ敗ス ル其香 氣ハノ ボリ、 其 物ハ下 一一 腐ヌト 云リ。 天地 ノ造 化生々 不窮ノ 中聚ァ レバ 必ズ 散ァ リーし 生 

ァ レバ 必ズ死 ァリ。 始ヲ尋 テ聚テ 生ズル r ヲ知 トキ ハ、 其 終必ズ 散ジテ 死スル 「ヲ知 也。 游字 ハ漸々 ジネン 一一 散ズ 

ル意 也。 白 毛生ジ ハダへ 波ョル 体、 游 散ノ漸 也" 死シ テ妖ヲ ナス 者 ハ多ハ 其 死 ヲ得ザ レバ ナリ。 故 一一 其， 氣未散 S 結 

シテ妖 擎ヲ ナス トネへ iii、 久シテ 散ズル 也。 生テ 精力 ウス キ者ハ 死 シテ未 散 ノ氣結 コトヲ 得 ザル者 也。 問、 鬼 

神 ハ形色 ナシ、 情 狀トハ 何 ゾャ。 云、 物ハ此 形ヲ具 スル者 也。 魂ハ 此形ヲ 使者 也。 魂 止 ル時ハ 物 ^ス。 魂 游時ハ 物 

亡ス。 游ハ 止ノ變 也。 亡ハ 存ノ變 也。 其 聚散 ヲ觀 トキ ハ、 鬼神 ノ情狀 知べ シ トイ ヘリ。 又 鬼神 ハ寄〕 盈ル， 福： ート 

ィ ヘリ。 福 善 禍淫ト モイ ヘリ。 鬼神 ノ德ハ 盛ナル 哉。 視ド モ不レ 見、 聽ド モ不レ 聞。 物 一一 体 メ遺ス ベ カラ ズ。 洋々 ト 

シ テ如レ 在-其 上？ 如 レ在ニ 其 左右 1 トイ ヘリ。 皆 鬼神 ノ情 狀ナリ 

ノレ  スク 

與二 天地 ー相ヒ 似リ。 故 一- 不レ 違ハ。 知 周？ I 乎 萬 物？ 而道濟 一 フー 天下 T。 故-一 不レ 過ギ。 旁パ 仃ーァ 而不レ 流さ 

樂-吴 ヲ知レ 命ヲ。 故 一一 不. 憂へ。 安ぶ 土 ヲ敦罕 仁？。 故 一一 能 ク愛ス 

• 元亨 利貞ハ 乾坤 ノ德 也。 人是 ヲ得テ 仁義 禮知ノ 性 トナル 。是ヲ 明德ト 云。 此明德 明 ラカナル 人ハ大 父母 ノ天 f 一一  ョ 

ク似 タル 也。 シ カル 一一 吾人 ハ 人欲 一一 クラ マサ レ、 奮 習- ォホハ レ テ有ガ 如ク、 無ガ 如シ。 不二 相似 1" 冗ヲ 凡夫 ト云ナ 

リ。 聖人 一一 ハ 人欲 ナク、 氣質ノ 偏 ナク、 舊 習ノケ ガレ ナシ。 仁義 禮知ノ 明 德全ク 明 一丁 ンテ 元亨利 貞ノ天 fj 一一 同ジ。 
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是 天地 ト 相似 テ不レ 遠 也。 故 一一 聖人 《天 一一 先ダッ テ 天不レ 違。 天 一一 ヲクレ テ天時 ヲ奉ズ 9 知ノ 万物 一一 ァ マ ネ ク通ズ ル 

コ ト、 日月 ノ下 土ヲ 照臨 ス ルガ 如シ。 其 道 天下 ヲ スクフ 「四時 ノ 造化 ノ 一草 一木 ヲモ ノコ サ，、 ルガ 如シ。 天地 ノ造 

化 ヲ助テ 造化 ノ功 ヲサ マ タグ ル r ナキ ハ不過 ナリ。 アマ ネク行 ハレ ッブサ 一一 アタリ、 功 成テ德 トセ ズ、 太平 ifs 樂ト 

セザル ハ不レ 流 也。 是ヲ 天地人 ノ 三才 ト云 0 聖人 上 一一 位スル 能事 也。 樂天 ヨリ ハ時ヲ 不：， 得 シテ下 一一 居ノ 聖賢 ヲ カネ 

チノ 玉フ。 天 ヲ樂ム 者ハ理 一一 シタ ガッテ 無心 也。 無心 トハ 無，, 私心 一也。 知命 ハ此ニ 居テ彼 命ヲ知 一一 ハ 非ズ。 素 富貴 

行 富貴、 素 貧賤 行 貧賤、 素 患難 行 患難、 素 夷狄 行 夷狄。 入 トシ テ 自得 セズト 云 n トナキ In 知命 ト云 也。 天下一 ーヲィ 

テ 好悪 ス ルコト ナシ。 故 一一 憂 ル事ナ キ也。 安土 ハ 士農工商 エラ ブコト ナク、 俗 一一 シタガ ヒテ異 ヲ不レ 立、 居 トコ ロト 

シテ安 セズト 云 「ナ シ。 地 ノ厚重 一一 シ テ靜ナ ルガ 如シ。 土 ハ大母 也。 是又 相似 ル也。 敦仁 ハ民ノ 父母 タル 慈心 大 一一 

シ テョ ク衆ヲ ィレ、 群 ヲ不レ 乱。 魯人 獵狡ス レバ 孔子 モ獵狡 スル類 也。 能 愛ス、 能 ノ字カ ァリ。 姑息 ノ愛 一一 非ズ。 

風俗 一一 シ タガフ トイへ  >1<、 義 一一 當テ ハセ ザ ルコト ァリ。 獨立シ テ人ノ 本心 ヲ感 發スル コ トァリ  、 

範 ゴ園メ 天地 ノ之化 T 而不レ 過。 曲 一  1 成 メ萬物 T 而不 4 退サ。 通？ 1 乎 晝夜ノ 之 道？ 而 知ル。 故 一一 神ハ无 方-一 メ 

而易 ハ无體 ナ- 

天地 ノ化 ハ窮 ナシ。 自然 ノ勢 一一 テ過 ァリ、 不及 ァリ。 聖王是 ヲ助テ 中道-叶 ハ シムル 「、 ホト リナ キ物ヲ カタ トシ 

力 コム ガ如 シ。 聖人 ノ德行 一一 ヨリ テ 天地 ノ 氣化ャ ハラ ギヒト へ 1 一過 ルコト ナシ。 風 枝ヲナ ラサ ズ、 雨塊ヲ ナガ サズ。 

風雨 トモ 一一 中道 一一 過 ザ ラシ ムル 也。 天生 シ地 育シ、 人 助ク。 是ヲ 天地人 ノ 三才 ト云 也。 曲 成 萬 物 …… 天道 ノ 至誠 一 


タク I 

草 一 木 小 虫 一一 イタル マ デ委シ キエ 一一 シテ其 文 ヲタガ へズ 。造化 シ ノコ ス r ナシ。 然 >J< 是モ 自然 ノ勢ュ テ 過不及 ナキ 

コ トァタ ハズ。 造化 ヨリ 出ル トイへ *1-、 却テ 造化 ヲサマ タグ ル モノ ァリ。 禽獣 龍她ノ 類ヒ、 人 ヨリ モ大 ニテ カツヨ 

キ者 ァリ。 其 マ ヽ ヲケバ 人倫 一一 セ マル 「ァ リ。 故 1 一聖 人 弓矢 刀 劎ヲ作 テ彼ヲ 制シ、 カリ 漁シ テ彼ヲ シタガ へ、 人倫 

ヲ尊ビ 玉 ヘリ。 シ カレ 一草 一木 モ其 時- ァラザ レバ キラ ズ。 鳥 獸魚虫 各 其生ヲ 遂シメ テ盡ス コトヲ セズ。 仁ノ及 

バズ ト云 「ナキ ハ不遣 也。 通 乎 昼夜 …… 畫ハ 日陽ト 一一  動テ 勞シ、 夜ハ 月辰ト 一一  靜 一一 シテ 休ス。 一 生 一 死 则楚夜 

ノ道 也。 生シ テ勞シ 死シテ 安ズ。 昼夜 《今日 ノ 生死 一一 シテ、 生死 ハ 一身 ノ 昼夜 也。 明 一一 ハ人 ァリ、 幽 一一 ハ鬼祌 ァリ。 

知ィ 

生 ヲ好ミ 死 ヲ惡ム ハ マド ヘリ。 耳目 ノ及ブ 所 ノミ知 故 也。 心神 明ナ レバ 耳目 ヲ カラ ズ、 幽明 I 一通 ジテ 一貫 也。 人 昼 

夜 一一 逢テ此 心ヲニ  II スル者 ナシ。 生死 一一 ハニー ース。 人 鬼 幽明 ノ理 一一 クラ ケ レバ 也。 君子 ノ 死生 ハ 今人 ノ 昼夜 一一 逢ガ 

如シ。 知ノ字 重シ。 死生 昼夜 ハ同 ジ。 知ト 不知 ト也。 故神无 …… 神明 ハ 不測 也。 物 一一 体シテ ノコ サズ。 故 一一 方所ナ 

シ。 易ハ 變县シ テ其理 無窮 也。 造化 ト 一一  無盡藏 也。 故 定体ナ シ 

一 陰 一 陽 之" 謂，" 道ト  .  - 

1 ハ太極 也。 陰陽 ヨリ 此 カタ 皆 對ァリ 。タ， 、太 極 ノミ對 ナシ。 1 ハ無 對ノ謂 也。 一 陰 一陽 ハ、 太極ノ 陰、 太 極/陽 

也。 太 極 動テ、 陽ヲ 生ジ、 It 一一  シテ 陰ヲ生 ズル是 ナリ。 太 極ハ常 一一 動靜ヲ カヌ。 時ュ動 テ陽ヲ 生ジ、 時 11 II 一一  シテ 

陰ヲ 生ズ。 陰陽 ノ氣、 常 一一 太 極ノ理 一一 從フヲ 天道 ト云。 性-一 率 ヲ道ト 云、 性 ハ太極 也。 故 1- 性 一一 從フ ハ 人道 也。 陰 

陽 太 極 別 体 一一 非ズ。 陰^  ノ シ カル 所以 ノ理ヲ 太極ト 云、 陰陽 ノ德 也。 太衍 ノ之數 五十、. 其， 用 四十 有 九、 虛 一-つ 其/天 一 ， 

鬆 辭上傳  1 九 


藩 山全篥 第四册  ,  二 Q 

之數 i 不レ用 也。 盖シ 一 ハ者 數芏始 ナサ 也。 天下 王數无 .si- 而.' 一 ハ无滅 ル「。 故-一 无？ 爲 ル，. 之 以-感 一  1 太 極 _ーー.ト ィへ リ 

繼ク 之者ノ ハ善ナ V 也。 4^ ス 之者ノ ハ性ナ V 也  . 

至誠ハ無.^^ム-.。 維 レ天ノ 之 命於穆 トメ 不： ゾ已 マハ善 也。 萬 物是ヲ 得テ性 トス。 故 一一 性 善 也。 成 ハ人ト 成 タル 所ノ 自然 ノ 

理ヲ性 ト云也 

仁者 ハ見ー レア 之プ謂 ーフ| 之 ヲ仁ー 。知者 ハ見ー i 之ヲ謂 ーフ| 之ヲ知 t。 百姓 ハ 日-一 用テ 而不. 知ラ。 故 一一 君子， 之 道鮮シ 

矣 

此 仁者 知者 ハ氣質 ノ仁知 也。 一 陰 一陽 ノ道体 ハ粗見 タレ 聖學ノ 心 法 クハシ カラ デ、 氣質ノ 明 ナル所 ヨリ 見所 ヲ立 

ル也。 木氣ヲ 多ゥケ テ生レ タル 者、 木 氣ノ神 ハ仁ナ レバ、 自然 ト 仁心 深シ。 義禮知 信 斥 一一 ナ キー ーハ ァラザ レ 、仁 道 

tl 過テ、 仁 ヲ好テ 學好マ ザ レバ 愚 也 ノ弊ァ sy。 釋氏 ノ道是 一一 近シ。 水氣 ヲ多受 テ生レ タル 者、 水 氣ノ神 ハ知ナ レバ、 

自然 ト知惠 深シ。 仁義 鱧 信 ts<  一 I ァ レバ 自偏ナ リトハ 思 ハザレ >1-、 知 一一 過テ知 一一 溺ル 、弊 ァリ。 百姓 ハ平人 也。 俗-一 

ハ農人 ヲノミ 百姓 トイ ヘリ 。昔ハ 百宫ヲ 百姓 トイ へ リ。 姓 ハ氏也 。百ノ 氏人 ト云意 也。 其 中 ヨリ ネ德了 ル人ヲ 用テ、 

官位 職 ヲ命ゼ ラレ、 才 德ナキ 平人ハ 農工 商ノ 事ヲッ トメ、 或ハ庶 人ノ官 一一 アル 体 ノ仕ヲ モナ セリ。 後世 ハ 官位 職 ニー 

居 人 乇心ハ 平人ナ レバ 百姓 也。 道 体中 一一 生死 シテ 五倫 ノ道ハ 日々 一一 用ュ レ >H、 人 鬼 幽明 何 ノヮキ マ へ モナ キハ、 日 

々一一 用テ不 レ知ノ 百姓 也。 仁者 知者 ハ氣質 高キ故 一一 過 ティ タラ ズ。 平 人 ハ不レ 及 、ヒア 不知 ュ へ 一一、 君子 ノ 中庸 ノ道ヲ 


知人 少キ也 

顯ひレ 諸 仁？ 藏；. -諸用 一。 鼓 コ 萬 物 T 而不 ァ與 n 聖人-同 i;, 憂ヲ。 盛德 大業 至レ …矣哉 

宇宙 ァリ テョ リコ ノ カタ 日 トシ テ生 ゼズ伝 「ナ シ。 天地神明 ノ心ハ 生々 ノ理 一一 ァラ ハ レ タリ 。仁ハ 生理 也 。故-願，, 

^仁, ト 云リ。 シ カレ. H 其 功 用ノ行 ハル、 所ハ、 耳目 ノ及ブ 所 ユア ラズ 。故-一 用 一一 力 クルト 云リ。 目ヲ フサ ゲバ 兑 

へ、 目 ヲァケ バ不, 見 ト云意 也。 必シ モ目ノ 開閉 II ァ ラズ。 心 知 ヲ以テ 見 ル也。 仁ハ 天地 萬物ヲ 生々 スル 心せ。 人 天 

地 ノ心ヲ 得テ心 トス、 是 ヲ仁ト 云、 善 ノ本也 トイ ヘリ。 鼓 萬物ハ 鼓動 造化 スル 也。 春夏秋冬 行ハ レ、 雨露 ヲ以テ 養 

ヒ、 風 雷 ヲ以テ 動シ通 ズル所 一一 ヲィ テ、 天地 生物 ノ祌 化ヲ 知べ シ。 天ハ 爲コト ァリテ 無心 也。 聖人 ハ天 一一 シ タガッ 

テ 助成、 有心 一一 シテ 爲コト ナシ。 博ク施 シ衆ヲ 濟コト 、〈有 欲 ノ者勢 ノ不レ 及コト ァリ。 故- 堯舜 モ^ア リ。 コノュ 

へ 一一 天下 ノ言路 ヲ開テ 諫鼓謗 木ノ政 ァリ。 天ハ 仁-一 ァラハ レ、 用-一力 タレ、 万物 ヲ 造化 スレ， 天下 ヲ平台 スルー 一 

至テハ 聖人 ト變ヲ 同ジク セズ。 天運 ノ 末-成 タルモ、 聖人 ノ憂 ヲ以テ 引返 スべキ 道理 ァリ。 孔子 ノ 周流 シ 玉ヒシ 所 

也。 然レ死 不レ叶 者 ハ又命 也。 是天ト 聖人 ト褒ヲ 同 ジクセ ザル所 也。 天地 ノ 造化 ヲ助テ 裁 制 成就 スル者 《、聖人 ノ盛 

德 大業 也 

富有 之 レヲ謂 二 大業. r 日 新 之ヲ謂 一富 德ー 

造化 ノ無盡 蔵是ヲ 用テ盡 ルコト ナシ、 富有 コ レ ヨリ 大ナル ハナ シ。 然レ, 人道 コ レヲ 不レ助 シテ、 政 アヤ マル さ、、 

天 天 氣ヲ不 レ盡、 地 地力 ヲ盡 ス。 人民 用 テ不レ 足。 タト ヒ當時 一 一大 ナルケ ヂメ見 H ザ レ开， 百歲 千歳 ノ後大 一一 不足 シ、 
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天下 ノ ナン ギ 一一 及 コト ァリ 。故 一一 聖人 天地 ノ 富有 ヲ 助テ、 當時 人民 ユタカ 一一、 後世 二 及ブ政 ァリ。 易 一一 此理明 力 也。 

財ヲ 生ズル 一一 大道 ァリ トイへ ルモ是 ナリ。 天地 ト易ト 聖人 ト 富有 ァ リテ、 万國 ユタカ ナルヲ 大業 ト云。 日 新 之 ：：： 

運行 不レ 息、 悠久 一一 シテ 無窮 ハ天ノ 日 新 也。 聖人 是ヲ用 テ自ッ トメ テ不 レ已、 其 德ヲ新 一一 ス レバ 其 命 新 一一 シテ、 新 一一 

スル民 ヲォコ ス。 四時 ト其 序ヲ 合セ、 鬼神 ト其 吉凶 ヲ合 セ、 天地 ト其 德ヲ 合ス、 易 ノ心法 也。 盛德是 ヨリ 大ナ ルハ 

ナ シ 

生々 之ヲ 謂-易 ト 

ト％ マラ 

剝 初テ盡 テ復已 一一 生ズ。 生々不レ^1«§、 變易シ テ無レ 穹ハ、 宇宙 ノ 神道 也。 春ノ功 成テ夏 一一 ュヅ リテ不 レ止、 夏 ノ功成 

テ秋 一一 ュヅリ テ不レ 止、 秋ノ功 成テ夂 A 一一  ュヅリ テ不レ 止。 聖人 是ヲ以 テ善ヲ 有 セズ、 功 成テ德 トセ ズ、 空ク卯 タリ、 

生- *<ノ 心 法ナリ 

成 スレ象 ヲ之ヲ 謂 ^ 乾ト。 效-法 一一 之" 謂 ^ 坤ト 

象 ハ氣象 也。 イマ ダ形 色ノ見 ルべキ ナケレ J<、 何 トナク 春夏秋冬 ノ 签ノケ シ キ見ュ ル也。 太古 曆ノ ナカ リシ 時ハ、 

空ノ 氣象ヲ 見テ、 立春 丄乂夏 • 立秋 • 立冬. 土用. 冬至 ヲ知 タリ。 四時 ノ氣盛 一一 行ハ レテ、 其 蓮 行 ヲ以テ 元 亨利貞 

ノ 天德ヲ 知ル、 コ レヲ 乾ト云 也。 効 ハ順ノ 意 ァリ。 地 ハ天ノ 四時 土用 ノ正 シキ法 一一 順テ 功用ヲ ァラハ シ、 形 色 一一 見 

ェテ クシカ 一一 生物 ノ功ノ 成就 ス ル ハ 坤ノ德 也。 君 ノ命ヲ 受テ其 法ヲ取 行ヒ、 國 天下  一丁 ン メス ハ臣 ノ職ナ ルガ 如シ。 

效ハ 天- 受テ 專- セザル 意ナリ 


El 七 

極 1數 ヲ知棊 さ 之ヲ 謂. 占ト。 通で. 變ー 一之 ヲ謂. 事ト 

数學 ハ易ノ 一 事 也。 然ル 一一 易 ヲ數學 ト思フ ハ アヤ マ レリ。 卜筮 モ易ノ 一 事 也。 古人 易ヲ ト^ノ 寄 トイ へ ル ハ 紫辞ヲ 

不レ知 也。 又數 一一 九々 ヲ用 フル ハ俗數 也。 金銀 米穀 財 用ノ事 一一 用ル數 也。 世 聞 理ヅメ 一一  シ テ不レ 動ハ理 也。 九々 

ノ 俗數ヲ 知テ、 易ノ數 ヲ不， 知 也。 易 ノ數ハ 九々 ノ 一 ヲ太極 一一 歸シテ 、八々 ヲ以テ 天地 萬 物 ノ理ヲ lg シ 玉 へ リ。 ^占 

一一 モ 五十 ノ策ヲ 一 ッ太極 二 歸シ、 四十 九 ヲ以テ 用ヲナ セリ。 無 數ノ數 ヲ極テ 來ヲ知 也。 俗理ノ 理屈 ハ ヒシ トツ マリ 

テ 云べ キヤウ ハ ナケレ 心服 セズ、 長久 一一 ナキ者 也。 故 一一 君子 ハ包 荒ノ仁 ァリテ 理屈 ヲ不レ 用。 タトへ バ 罪人 了リ、 

理屈 ハ 死刑 流刑 11 スべキ 者ナレ 斥、 不レ 忍心ァ レバ 理屈 ヲ ハナ レ別 義ヲ以 テュル シヲク 「ァ リ。 刑 ハ刑ナ キュア テ 

ヽ シ、 罪 《罪 ナキ 一一 ァテ ヽ スル是 也。 タト へ ュ ルシゾ コ ナヒ テモ過 トシ テ不レ 辞、 過 ヲ觀テ 仁 ヲ知是 也。 天下 心服 ス 

ル所 也。 如レ此 廣大有 餘ノ心 11 テツ マ ラ ヌ數ヲ 用テ天 一一 ゥ 力、、、 フ時ハ 、吉凶 ヲ吿ル コトヒ で キノ ゴ トシ。 通變之  

^ハ行 事 也。 理屈 一一 不レ 落、 格 一一 不レ 泥、 空 々トシ テ明 カナ ル心 ナラ デハ、 變 一一 通ズ ルコト ハナ ラザル 者 也。 人情 事 

變ー 一通 ジテ、 時 處位ノ 至善 一一 力 ナフ ヲ事ト 云、 跡-一 ヨリ 格 一一 力 ヽ ハリテ ナス r ハ マネ 也。 ィキテ ハタ ラタ 行^ 一一  ハ 

ァ ラ ズ 

全 l!f 暴 I^MJ ケーヲ aR フ申ト 

Efe^  S  1115: レ  ー}^ 

鬼神 ハ 陰陽 ノ 氣ノ靈 也。 四時 ヲ行ヒ 昼夜 ヲナ シ、 死生 ヲナ シ、 萬物ヲ 生育 スル コト、 鬼神 ノヮザ 也。 如 レ此ノ 常 行 

《氣中 一一 カク レ テナ セ バタ *、 氣トノ ミ フ 也。 常行ノ 外- 不時 一一 吉凶 ヲ吿ル 「了レ バ 人 驚 キ恐ル 、也 。或ハ 吿或ハ 
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不レ吿 、定リ テナ キハ 不測 也。 陰陽 ヲ ハナ レテ 鬼神 ナケ レバ 陰陽 不測 トノ玉 ヘリ。 人ノ 起居 動靜 言語 飮食、 皆 鬼神 

ノ妙 用ナレ 斥、 常 ナル故 一一 何 死ヮキ マへ ズ。 不時 一一 靈妙ァ レバ 神ァリ トシ、 不時 ノ靈妙 ヲ不レ 見者 ハナ シ トス。 凡 

夫ノ有 ト思フ モ神ニ ァ ラズ、 有片無 不 レ定、 有無 兩在故 一一 不測 也 

フセが   

夫レ 易ハ廣 カナ 矣。 大ナ ルカ ナ矣。 以テ言 ー71 寸ハ乎 遠 r 則不 レ禦。 以 i 一一 n 一 f ハ乎邇 r 則靜 カラ 而 正- ン。 以テ 

言 ,4 ハ乎 天地 ノ之間 T 則備 ハレ リ矣 

易 書 ノ廣大 ヲ賛シ 玉 へ リ。 萬歲 ノ遠キ 一一 用テ モ盡ル コトナ キハ、 變通シ テツ 力へ トゃ コネ ルコ トナケ レバ 也。 今日 

ノ近キ 當然ノ 心地 ヲィへ バ、 寂然 トシ テ聲 モナ ク臭 モナ シ。 此身修 テ正シ キノ ミ。 天地 ノ間 ヲィへ バ易 一一 モル、 事 

ラ さ  、 

夫 レ乾ハ 其ノ靜 カナ ル也 專ラ 也。 其 ノ動ク 也 直 ナリ。 是ヲ 以テ大 一一 生 ス焉。 夫 レ坤ハ 其ノ靜 カナ ル也翕 フ。 其 ノ動" 

也 關ク。 是ヲ以 テ廣ク 生 ス焉 一 

專ハ 純一 也。 靜ハ 動靜ノ 静 ユア ラズ、 其 体 至 動ナレ 斥、 其 心 ハ至靜 也。 無欲 ュ シテ 二心 ナキ 者ハ 純一 一一 シテ靜 也。 

其 動ノ動 ハ感通 也。 本 ヨリ 乾 ハ至動 一一 シ テ無レ 息、 叉 動べ キコト ナシ。 至神ナ ルガ 故 二 時 一一 感通ス レバ、 直 一一 シテ 

正シ カラ ズト 云コト ナシ。 四時 五行 ノウ ッ リカ ハ ル 約束 ノ 如ク、 正シキ ヲミテ 知べ シ。 其体專 一一 其 用 直ガ故 一一 生大 

也。 故 一一 人 ノ生ハ 直ナリ トノ玉 ヘリ。 坤ノ 動靜モ 形体 ノ動靜 一一 ァラ ズ。 其氣ノ  レ 歛シ、 翁聚 スルヲ 以テ靜 トス。 其 


S 1 九 

氣ノ發 散 スルヲ 以テ動 トス。 ふ I 聚セザ レ バ 發散ス ルコ トァク ハズ、 乾ハ 一 ナ ルガ 故 二  1;-^。 坤ハ J ナ ルガ 故 一 一虚 也。 

故 ニ其氣 ノト ヅル ヲ翁ト 云、 共 氣ノ發 スルヲ 11 ト云。 天氣 ノボル 時ハ 地氣ク ダリ、 翁聚 シテ靜 也。 天；；^ ク ダリ テ地 

中二 入 トキ ハ、 地氣 發動シ テ闢テ 升ル。 天氣交 泰シ テ春ヲ ナス、 是ヲ 以テ生 廣シ。 廣大中 無用 ノ物マ デモ 生ズ。 無 

用ノ物 ヲ生ズ マジ キト 云 ャゥナ ルセ バキ心 ； 一 テハ、 カク ヒ 口 キ 生育 ハナ ラザ ルナ リ 

廣大ハ i 天地 _;。 變通 ハ配醫 時？。 陰陽 ノ之義 ハ配¥ 月？。 月 ま ir 之 善 ハ配重 德？ 

物ノ 至大 ハ 天地 一一 シク ハナ シ。 易理 ノ廣大 11 ナ ラフべ キ モノ ハ 天地 ナリ。 物ノ 至變ハ 四時 一一 シク ハナ シ。 易 理ノ變 

通 II ナ ラフべ キ モノ ハ 四時 也。 物ノ 至精ハ 日月 ニシク ハナ シ。 易理 ノ精微 二 ナ ラフべ キ者ハ 日月 也。 易 ハ 陰陽 也。 

陰 陽 ノ義 ハ易ノ 精義 也。 道ノ 至善 ハ至德 - シク ハナ シ。 易道ノ 至善 二 ナ ラフべ キ モノ ハ 聖人 ノ至德 ナリ。 易 ノヤ：！ 此 

四ノ モノ ヲ具 タリ。 易簡 ノ善ハ 至善 也。 天ノ天 タル 所、 地ノ地 タル 所、 易 簡ノ理 ヲ得テ 造化 ノ功^ 大也。 聖人 ノ天 

下 ふ 王 タルモ 0^ 簡ノ理 ヲ得テ 無事 也。 故 一一 易簡 ノ善ハ 至善 也。 天地 ト易ト 聖人 トタ ガヒ  一一 ノタ マフ 者 《、天地 ナケ 

レバ 聖人 不レ 生、 易ヲ不 レ可レ 見、 聖人 生ゼザ レバ、 造化 ヲ助ル 「不レ 能、 聖人 ノ心 法傳ル 「ァタ ハズ。 器 ヲ制シ 天下 

ノ用ヲ ナシ、 隱微ノ 理ュ通 ズルコ ト皆 易ノ德 一一 ョ レリ。 故 一一 天地 ト 聖人 ト易ト 一 モカ ケテハ 太虚 ノ神 道行 ハ レズ。 

是則繁 辞 ニヲィ テナ ラベノ 玉 フ所也 

ノ  タ カウ  タト 

子ノ 曰。 门ぉハ 其 レ至レ ルカ ナ矣 乎。 夫 レ易ハ 聖人 ノ所 コ以 ナリ崇 S ヲ而廣 ヲ也。 知 ハ崇鹾 ハ卑シ 。崇ハ 

. お-^ 上 傅  二 五 
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ド V1、- 一ち 去ト t 也-一 

to  ノ t 月 ^測、 i 直ノ理 ノ見ガ タキ ヲ 八卦 六十 四 卦ノ象 一一 ョッテ 示シ玉 フハ、 德ヲ崇 スルノ 心 法 也。 業ハ 聖人 

rl„ 也。 a 仁政 ニシク ハナ シ。 タト ヒ 仁政 拳リ、 事ハョ キヤウ 一一 テモ、 人情 S5 ゼザ レバ 國 天下一 ーヲ 

ン， M ノテ、 廣参ス クヒ、 衆 二 施 スコ… ラザ ル者也 。故曼 易 ヲ作テ 王者 ノ？ 5 シ、 業 ヲ廣大 一一 ス 

レ 「ヲ 示ン玉 ヘリ。 5 ョッテ 人情 時變 二通 ジ、 仁政 ノ道 ヲ得ル トイへ、 猶 カノ 天地 ヲ師 トシ 德知ヲ 尊 タス ルコ 

ト、、 天 一一 ナラヒ 養 一一 フミ 行フコ トハ， 地 一一 ノット リーア 謙德 ヲ養フ 也。 纖深 クシ テ下ノ 情 一一 通ゼザ レバ 上タ 

レ人ノ 不知 ンテ上 ノト ガー 一力、 リ 、諸人 ノ議 一一 及コト 多キ者 也。 f モリ ハ 天下 ■  ノ亡 一一 至ル者 也。 地 ハヒキ 

キノ 至 也。 天 髙ケレ i ハク ダリ テ 地中 一一 入ゴ トク、 君 位 尊 高…： ケス 近クて ノソシ リマ デ モ取用ヒ玉フ 

者 也。 如 レ此ナ レバ 德彌尊 クシ テ天 一一 ヒ トシ。 則 堯舜其 人 也 

1^ 也 まぶ i ヲ。 而 行 一 ハール 乎 其 ノ中ー 矣。 成 性 存々。 道義 ノ之 

r 天祖 M 識也。 故 一一 天地 位 シテ神 f 一行 ハル。 曰月晨 運行 シテ 四時 ヲ行ヒ 年 ヲ成ス M ，功？ ハマリ 

ナキハ 易 道 也。 成 s 天命 ノ性 也。 天人 ヲ生シ テ人ノ 性ヲ成 也。 存々 ハ天ノ 明 命 ヲ顧テ 尊信 奉持 シ、 形ヲフ ムノ心 

法 也。 藝ノ意 也。 誠 ヲ思フ ノ受用 也 。存 ヤン テ不レ 息 トキ ハ、 道義 ノ生ズ ルコト 溥博淵 泉 一一 シテ、 時ュ是 ヲ出ス 

ガ 如シ。 故 一一 道義 ノ門 也。 或 問、 萬 物 皆 成 性 ァリ、 人 ノ性ヲ 成 トー 偏 ユイへ ルハ何 ゾャ。 云、 萬 物性 ァラズ ほ 「ナ 

ン。 flu タ 义ノミ 天地神明 ノ全 休ヲ有 シテ、 明 德明ラ 力 也。 故-天地神明 ノ 道義 ハ 人- ョ 


lalj ナリ 

F 


II  二  I 

、ゾテ S3 ル也  ， 

フカ キ  ナ ゾラ ゴ レ 

聖人 有 i テ見 n 天下 i 職？。 而擬， へ, 諸ヲ W つ 形容 一。 象 コ ル其， 物 t 且？。 是妓- 謂； 一 之 ヲ象ー 

S ズ深逮 也。 聖人 幽深玄 遠ノ神 理ヲ見 玉へ >1-、 形 色ナケ レバ 示シ 難シ。 言語 文^  ノ不レ 及 トコ a ヲァラ ハ シガ タシ。 

故 ュ卦爻 ヲ設テ 其 象 一一 ョッテ 默識心 通セシ メント 也。 形容 ハ定 体ノ 形容 一一 ァ ラズ。 卦爻 ノ象ノ 形容 ュ ナ ゾラ へ テ見 

ガ タキ 處ヲシ ラシ メ玉フ 也。 卦爻ノ 形容 ハ、 タトへ バ 太虚 二 浮 雲 ノ生メ 物 ノ象ヲ 示スガ 如シ。 一 理ヲ 示シテ 變化ス 

ル也。 故 一一 卦爻ノ 形容 神明 不測 也。 物宜 二 カタ ドル ハ 說卦 ノ說ノ 如シ。 物 一一 カタ ドリ テキ コ H ョ キ r ヲ云 也。 H 本 

神代 ノ 三種 ノ 祌器モ 幽玄 ノ德ノ 言語  一一 ノ ベガ タキ ヲ 形容 一一 ナ ゾラ へ テ敎玉 へ リ。 是 象ナリ 

聖人 有； 5, ー以テ 見， ル 「天下 ノ之動 T。 而觀 1 ハノ會 通 T 以一ァ 行 i ハノ典 鱧 T 。繁ノ W 辭、； ヲ焉以 一 ァ斷レ い 其ノ士 

是ノ 故-謂，〕 之" 爻 T 

動ハ 陰陽 五行 ノ 運動 ヨリ 人ノ動 テ事ヲ 行ヒ、 一念 ノ動 一一 至 マデキ ハマリ ナシ トイへ 斥、 聖人 天下 ノ動ュ ヲィテ 其 事 

理ノ會 合シ、 通行 スル 所ヲ默 識シ玉 ヒテ、 五 典 ヲ敎へ 五常 ノ性ヲ 示シ玉 へ リ。 禮 ハ人ノ 筋骨 ノ族ヲ 堅シ、 氣血ヲ 通ズ。 

天下 ノ事 一一 ヲィテ 或ハ會 聚シ、 或ハ逋 行ス。 禮ノ敎 二 非 ズト云 「ナ シ。 天下 ノ動 雜乱ス トイへ Jir 典 t" ヲ以 テ紀綱 

シテ. -ョ ク會シ m ク通ゼ シムル 也。 禮ノ 和スル 所ヲ樂 伝。 禮ノ 用ハ和 ヲ貴シ トス。 和ナケ レバ 禮短シ テ乱ル 、者 也。 

故 一 1 纏 ヲィへ バ樂其 中 一一 ァリ。 ，辞 ヲ斷 fi 吉凶 ズ、 卦 X 乂ノ交 ヲノ、 、ッ カラ 人事 ノ 吉凶 ヲ示ス トイへ *1-、 吾人 是 ヲ見ル 
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「難 シ。 故 一一 聖人 卦 }{ 乂 一一 辞 ヲカ ケテ、 吉凶 ヲ斷 リ玉フ ナリ。 ^ハ交 也。 陰陽 ノ交 也。 交ハ動 也。 動 ハ必ズ 吉凶 ァラ 

ハ ル 、者 也。 義 一一 當テ ハ凶 ヲシレ サケズ 、吉 ヲシレ  ヲモム カズ。 義 一一 害 ナキ- 吉ヲ 不レ知 シテ、 凶 一一 ュクハ 愚 

也。 典鱧モ 又行ハ レズ。 聖人 ノ斷タ マフ 處ナリ 

サク 

言 ーーァ1 天下 ノ之至 職 T 而不レ 可 レ惡ム 也。 言 マー 天下 ノ之至 動 T 而不レ 可 一い 亂ル也 

至 嚷ハ幽 深ノ至 也。 幽深 ノ至ハ 心ノ密 一一 シク ハナ シ。 天下 ノ 人情 ハ 密事 ヲィフ コトヲ 一一 ク メリ。 故 一一 君子 ハ人 ノ密 

事 ヲ不レ 言。 タマ 易ノ 幽玄 ノミ是 ヲ云テ 、人ノ 心 知ヲ高 タス。 凡 ヲ去テ 賢 一一 入ノ初 也。 故 一一 天下 ノ至 囔ナリ トイへ Ji- 

一一 クムべ カラ ズ。 至 動 …… ハ、 動 コト窮 レバ 必乱ル 、者 也。 然レ j< 君子 ノ動ハ 不動 ノ主 ァリテ 存シ、 理 ァリテ 動ク。 

故-至 動 ノ行ァ リテモ 心 不レ亂 シテ行 正シ。 動ノ 至極 ハ天ナ レ开、 終 ニ不レ 乱。 故 一一 違 フコト ナシ。 小 動 トイへ 主 

ナ ク理ナ キノ 動ハ 妄動 也。 妄動 ハ必 ズ乱ル 、者 也 

擬ぶ之 ヲ而， 後一 一言。 議ー レア 之 "而ガ M 一一 動ク。 擬 議以テ 成ース  1 其 ノ變化 T 

I ロ行ハ 修身 ノカ 、 ル處 重シ。 家國 天下 一一 及 テハ感 應ノ桐 機 也。 擬 け之ヲ 言ハ 言語 ミ ダリ 一一 不， 發、 事物 1 一 ナ.、 ソラ へ テ言 

ハ比 ノ詩ノ 如シ。 夫人 ハ不レ 言 ハ 言へ バ 必中 ルハ、 妄言 セズ、 ョク心 二 調停 シテ云 也。 初學 ヨリ 事 一一 ァ タラ ザ レ lir ァ 

タル ノエ 夫 也。 議之 …… ハ行 事ミ ダリ ュ不レ 動、 義理 ヲ ハカ リテ行 也。 言行 共 II ョク擬 議スル ハ格物 ノエ 夫 也。 其 

積 功 終 一一 其 身ノ氣 質ヲ變 化シ、 其 人 上 一一 立 時ハ、 家國 天下 ヲ變 化ス ルナ リ 


嗚鹤在 T 陰 一一。 其ノ子 和スレ 之。 我ュ有 一一 好 爵.？ 吾 ト與， 爾縻 レン 之 

是ハ 中孚九 ニノ 爻ノ辞 也 IKiM ハ九五 ノ君ト 九 ニノ 臣ト共 一一 誠赏ァ リテ感 應ス。 鶴ハ陽 c| 也。 九 ニノ 陽 爻ニ比 ス* 其 

子 ハ九五 ノ君ヲ 指ス。 卦爻ハ 下 ヨリ 生ズ。 故 一一 上程 後一 一生 ズ レバ 子 一一 比ス。 鶴 ノ巢ハ 山- 1:- ノ深樹  一一 了リ。 鶴 幽陰ノ 

谷 中 一一 ，吸 テ其聲 難レ聞 トイ へ 斥、 山上 ノ子ハ 其聲ヲ 和ス。 誠 一一 感應 也。 中学 ノ時 九五ノ 君民 ヲ子ト スルノ 仁心 丁 リテ、 

仁政 ヲ行ハ ン トス レ バ 賢者 ヲ 求ム。 此時九 1 1 ノ 賢者 ィ マダ 民間 一一 ァリテ シラ レズ ト 云へ Jir 誠 ノ感應 一一 テ 北ハ贤 |< -ノ 

聲名ヲ 聞テ擧 W ヒ給 ハ、 山上 山 下鶴ノ 親子 其漀相 應ジ、 和和ス ルガ 如シ。 好爵ハ 天爵 ナリ。 聖人 賢人 ハ天 也。 天 

子 三 公諸疾 ノ位ハ 人爵 也。 然レ Ji- 有 道ノ代 一一 ハ 天爵 人爵 相應 一一 テ、 天子 ノ ニ在ス 人ハ必 ズ聖德 ァリ。 執政 ノ臣ハ 

必賢德 ァリ。 此好 爵ハ德 位相 應也。 君 ト臣ト 一一  天位 ヲ共  一丁 ン、 共 一一 天 祿ヲ共 一一 スルヲ 吾與尔 ト麼に 之！ H リ。 • 合ハ九 

五 ノ君ノ 吾 也。 君臣 一一  賢聖ノ 道德ァ レ バ、 國 天下 ヲ富ト ス ル 一一 ァ ラズ。 王公 ノ位ヲ 有スル 一一 ァラズ 1H へ 天下 

ノ 人民 ヲ子 トス ル 仁愛 ノ心 ヨリ、 不， 得 レ已メ 王公 ノ位祿 ュ付テ 勞スル 也。 人民 ヲ思フ 仁-ツナ ガレ テ、 天位 天碌ヲ 

受ル意 也。 故 一一 九 五 ノ君ィ ヘリ。 吾一 一天 ノ與 タル 好爵祿 ァリ、 天下 人民 ノ爲ノ 大寶ナ レバ、 不レ 得レ已 シテ是  一丁 ソナ 

ガ レ テ 勞ス。 尔乇吾 ヲ助テ 天 祿ヲ共 一一 セョ。 民ノ 父母 タル 德了レ バ尔モ 爲レ民 一一 ツナ ガレ ョト也 

子ノ 曰。 君子 居 jvM つ 室 一一 出； VH ハノ言 T。 善ナル 寸ハ則 千里 ノ之 外應 、ば 之-一。 况ャ其 ノ邇キ 者 ノヲャ 乎。 居-一 ァ I 

其ノ室 一一 出ース I 其ノ言 T。 不善 ナル 寸ハ則 千里 ノ之外 違り 之-一，。 况ャ 其ノ邇 * 者 ノリ ャ乎。 言 出 ーズ乎 其.^ 身 一 一 加， J 
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乎 民 r 行發？ 1 乎邇 T 一 一見 一 ハール 乎 遠 T 一一。 言行 ハ 君子 ノ之樞 機 ナリ。 樞機ノ 之 發ハ榮 辱ノ之 主ナリ 也。 言 

行ハ 君子 ノ之所 ニ以ナ リ動プ 天地 ヲ也。 可- ノ t 不核マ 乎 

手？) 

是 ヨリ ハ 孔子 中 孚ノ九 1 1 ノス 乂ノ 義ヲ解 シ玉フ 也。 此書ハ 孔子 ノ御 自作 ナ レ バ、 自ラ子 曰ノ字 有べ カラ ズ。 後人 ノ付 

タル 也。 其 外 子曰ノ 字、 皆 後人 ノ筆 也。 居 其 窒ハ在 陰ノ義 ナリ。 出 其 言ハ鳴 鶴ノ義 也。 千里 ノ外應 ズルハ 其 子和ス 

ルノ義 也。 天下 善 惡共ュ 感應ノ 二 端 ュ不, 過。 感應ハ 心 也。 言ハ 心ノ聲 也。 行 ハ心ノ 跡 也。 故 一一 言行 ハ 君子 ノ樞機 

也。 此 君子 ハ 在位 ノ 君子 也。 君子 九重 ノウ チ 一一 在 ス。 天下 其 居 ヲ見ル 者 少シ。 然レ Jt- 其 言善ナ レバ、 千里 ノ外ノ 人 

是 一一 應ジテ 善 トス。 其 言 不善 ナ レバ 千里 ノ外 ノ人コ レ 一一 違テ 不善 トス。 違ハ 心服 セザル 也。 君子 ノ 一言 一 動 六尺 ノ 

身 一一 出 トイへ Jtr 天下 ノ遠 一一 ァラハ レテ衆 民， 一一 及 也。 故 一一 柩機ト 云 也。 言行 ノ發 一一 ハ榮 ァリ、 辱 ァリ。 榮ハ 後世 ノ 

善 名 也。 辱ハ 後世 ノ惡名 也。 世 主ノ威 トイ へ *1<、 天 一一 違テ 後世 ヲフ セグ 「ハナ ラズ。 古シ へ ヨリ タメ シ明 也。 身ノ 

榮辱ノ ミナ ラズ、 言行 ハ 在位 ノ人ノ 天地 ヲ動ス 所 也。 言行 善ナ レバ 風雨 時 一一 不レ 違、 民人 コレ ヲ樂 メリ。 不善 ナレ 

バ 風雨 常 一一 過テ 物ヲャ プリ、 夭 依ノ事 ァリテ 人民 安 カラ ズ。 是 在位 ノ人 言行 ヲ以テ 天地 ヲ動 ス證據 也。 誠 一一 愼ムべ 

キ 道理 必然 也。 人ハ 天地 ノ心 也。 人 ノ身ノ 善 惡ハ心 ノ善惡 一一 ョ レリ。 故 一一 天地 ノ氣ノ 和 不和 ハ 人道 ノ 得失- ョ レリ。 

得 トキ ハ榮ト ナリ、 失フ トキ ハ辱ト ナル、 後世 一一 ョ クシ ラル 、者 也。 

同人 ハ先 i 號ビ姚 ビテ而 /後-笑 7 。子， 曰。. 君子 ノ之 道。 或 ハ出テ 或 ハ處リ 。或 ハ默シ 或 ハ語ル 。二人 同ス 


B  二 五 

心ヲ。 其 ノ利斷 S さ 同、 な 之 言。 W つ 臭 如箭-  . 

是ハ 同人 卦ノ九 五 ノ爻ノ 辞 也。 九 五 ハ外卦 乾 休 ノ中ヲ 得 タリ。 六ニハ 1?： 卦離ノ 主 タリ、 共 一一 中正 也。 ！ニ 四陽剛 一一 シ 

テ、 六 ニノ 上 一一 居ル。 故 一一 九 五 II 應ズ ル 「ヲ へダッ ル者 也。 六 一 一 陰 交 一一 シテ陰 位 一一 居 故 一一、 一 一陽 一一 へ ダ テラ レ テ進コ 

ト不レ 能。 コ 、 一一 於テ九 五三 四ノ理 一一 ァラ ザル コトヲ 怒テ、 大ナル 軍 ァリテ 勝ヌ。 邪魔 去 テ後六 ニー 一  逢 テ悅ビ 笑 也。 

孔子 ノ繁辞 一一 於 テハ、 是 ヲ略シ テー 一人 同心 ノ義ノ ミヲノ 玉 へ リ。 君子 ノ道時 一一 中 シ テ 行フ。 時 一一 逢テハ 5^テキ；^ヲ行 

ヒ、 時 一一 ァハザ レバ 德ヲ カク シテ、 獨其身 ヲ 能ス。 ィフべ カラ ザル者 一一 ハ默 シ、 云べ キ人 一一 ハイ フ。 言 ヲ モ不レ 失、 

人ヲ モ不レ 失、 il 道ナキ 時ハ愚 也。 國道 アル 時ハ知 也。 是語默 出 處ノ道 也。 先生 後生 君子 -ナ レバ 出處 語默ノ 跡ハ異 

ナレ n<  、其 心 ノ時處 位 11 中シテ 至善 ニ止ル コトハ 同ジ。 如 レ此ノ 人 二人 君臣 トナ リ、 同心 同德 一一 テ相助 ル時ハ 、天 

地 否塞ノ 蓮氣ヲ モ 引力 へ シテ、 堯舜 ノ治ヲ 成べ シ。 乱逆ヲ モ 去べ シ。 二人 一 心ナ ル時ハ 金石 モヮ リサ クべ シ、 ヲ リク 

ダクべ シ。 金石 至 堅ナリ トイ へ AT 人心 ノ 堅固 ナル 一一 ハ シ カズ。 故 二 其 利コト 金ヲ斷 也。 先賢 後 賢 世 ノ相去 コト千 

有 餘歲、 地ノ 相へ ダ、 ル 「千 有餘里 トイへ Jir 道德ノ 後世 一一 カウ バシ キコト 蘭ノゴ トシ。 ィハ ンャ孔 節ノ世 ヲ同シ 

テタガ ハ ズ、 愚ナ ルガ 如 クノ蘭 言 思 ヒャル ベ シ。 南山 ノ蘭ヲ 取テ、 北山 ノ蘭 一一 マジ ュル 一一 ヮ カツべ カラ ザル ガゴ ト 

シ トイへ リ。 今 同志 ノ會、 古シへ ュ 及ブべ カラ ズ トイ へ 开、 道 德ノ義 論 一一 ヲィ テハ 淡シキ 「水 ノゴ トク、 淡以 サ成ル 

ノ^ 風 ァリ。 世俗 ノ交ハ 甘キコ ト醋ノ 如シ。 甘以テ 壞ルノ 费ァリ 

聚 辭上傳  一 一 一 1 


ヌ 9 ナ 
ィ S 

W  ノ 

有 9 タ 

• ィ 

リしル 

ナザ 

ヲ の 

ラ ル 

字 下 

蕃山 全集. 笫四册  し11 二 _ 


初 六 ハ藉- 一 用 一 フー 白 茅 T 无. -咎。 子ノ 曰。 苟モ錯 _ーァ1 諸 地 一一 一而 可 ナリ矣 。藉ク 5 之ヲ用 ^ 茅ヲ。 何 ノ咎カ 之レ有 ラン。 

愼ノ之 至ナリ 也。 夫レ 茅ノ爲 ルレ 物 ノ薄ケ レ巧而 用 可 t 重 カル 也。 慎 ーァ| 斯ノ術 一也。 以ズ任 "寸 ハ其 レ无. い 所 ロレ 失スル 

矣  . 

大過 ノ初六 ノス 乂ノ辞 也。 孔子 是ヲ 釋シテ 云ク、 物 地 一一 置 事 安 カルべ シ。 然ル 一一 茅ヲ用 テシク モノ ハ愼ノ 至 也。 万事 

過 ルハァ シケレ 慎 ノ過ル ハ咎ヲ マ ヌ ガル 、術 也。 失ナ カルべ シ。 大過 ノ初 六陰柔 一一 シテ下 二 居 レリ。 少 ノ失ァ 

リテモ 罪ヲ得 易シ。 世ノ譬 一一 乇弱キ 者 歩 一一 トラ レ、 ヒ クミ 二 水 タマル トイへ ルガ 如シ。 愼ー 一過 テ 用心 スべキ 地 也。 

攀 

茅ハ 山野 一一 多クテ カロ キ 物ナレ JiT 潔白 ノ物ナ レバ、 祭祀 一一 モ用テ 萬-一重 寶ノ物 也。 澤山 一一 テ 世間 一一 ョク用 ル物ハ 誠 

ノ寶 也。 故 一一 薄 而用可 レ重也 トノ玉 ヘリ。 下位 一一 居 者ハ身 ヲィサ ギヨ クスル 「愼ノ 第一 也。 身 一一 クモ リサへ ナケレ 

バ、 ヲソ 口 シ キ事ハ ナキ 也。 白茅ノ カロ ケレ ttr 潔白 ナ ルガ 如 クナル ベ シト 也。 如レ此 一一 シテ备 其 業 ヲ愼マ バ何國 一一 

行 過失 ナ カルべ シト 也。 又 世 聞 二念 ノ入 過ル ハ愼 ノ過ル 一一 似 タレ Jl-、 諸人 ノ煩 一一 ナル者 也。 一 人使テ ヨキ 事 一一 十 

人乇ッ カヒ、 百 人出 シテ足 ル事ニ 五 百 人 モ出シ 、道路 ノ 馳走 ナラ バ 、 舟橋 ヲ ョ クシ、 山路 川邊ノ 欠崩レ タル • ョ クシ テ 

コ ソ、 後 マ デモ 往來ノ 者ノ悅 タルべ キ 一一、 左樣 ノ事ハ 全力 ラデ 堅固 ナル路 次 ヲ其儘 一一 テハ 馳走 一一 ナラ ザルャ ゥナレ 

パ、 鎩ヲ 入テ土 ヲャハ ラグ レバ、 雨 一一 逢テハ 以前 ヨリ 乇路 次惡ク 成テ、 旅人 ノ煩 ニナ ル者 也。 餘リ 一一 法度 强クテ 有 


«n 一七 

無 ノ交县 モナ ラズ シテ、 困 弯ノ者 マスく 飢寒 一一 及ブ類 多シ。 何事 モ難 ノナ キヤウ 一一 ト餘リ - 一念 入 過テ、 ^人ノ 難 

義ニ 及ビ费 テス タル 物 多シ。 式ナケ レバ 世間 如レ此 ナル者 也。 左ャゥ - ッ マリく テハ 長久, I ハナ キ者 也。 愼ノ過 

ルト念 ノ入過 ルト似 テ各別 ナリ。 乱世 ノ 後-式 ナケ レバ ァフ レ、 治世 ノ 後一 一式 ナケ レバ、 念 入 過 テ惡ク 成 者 也 

S ス。 君子 有广終 リ吉き 子ノ 曰。 勞メ 而不， 伐。 有 i 功 而不， 德 トセ。 厚ノ之 至ナリ 也。 語. W 以； まつ 

功一 下ゴ 人-者 ノナリ 也。 德 盛ヲ禮 J ほ 恭.。 謙ハ也者致^^ふ3-,,存；っ其ノ位ー者.ナリ也 

謙 ノ九三 ノ爻ノ 辞 也。 他卦 ユア リテハ 九三ナ レバ、 陽 位 一一 メ陽交 《危地 也。 コ トー I 此卦五 陰 一陽 也。 九三ノ ミ陽剛 

一一 メ下ノ 上 一一 居 レリ。 諸 庚 ノ强大 ナル者 也。 天下 ノ歸ス ル處、 上 ノ疑フ 者 也。 六五ノ 大君、 六四ノ 大臣 陰 柔- テ上 

一一 ァリ 九 三 強大 一一 テ下ノ 上 一一 居リ、 人民 其德 一一 服スル コトヲ 疑ヒ忌 一一 クムべ キ勢 也。 凶 一一 終べ キ 者ノ吉 一一 終ル： 

ハ謙 ノ卦ナ レバ 也。 古 ノ人是 一一 ァ タレ ル ァリ。 文王是 也。 一度 ハ麦 里ノ 難ァリ トイへ 开、 勞謙 ノ德至 レル故 一一、 終 

一一 ハ凶 ヲ變ジ テ吉ト ナシ玉 ヘリ。 退 之 ガ抅幽 操 文 王 麦 里ノ 作-云。 目徐々 トメ 兮其レ 凝 リ其レ 盲 タリ。 耳 1* 分 トメ,^ 卞 モ不レ BJ- 

レ 聲，。 朝 不-, 日， 出 f ァ ラ兮。 夜 不レ見 二月 ト與 V, 星。 有ル 無キ 2 知 ル，. 兮。 爲ル！ 死爲ル ^ 生。 嗚呼 臣ザ 罪當レ r 誅- -兮。 天王聖 

明 ナリ。 誠 一一 文王ノ 心ヲシ レリ。 戎狄 ヲ退テ 中圃ヲ 安シ、 大半 ノソ ムケル 諸侯 ヲヒ ィテ來 朝シ、 天下 ヲ 三分 一一 シテ其 

ニヲ タ乇チ ナガ ラ商 一一 服事シ 玉フ。 其 功ヲ不 レ賞ノ ミ ナ ラ ズ 、羞里 二 ト ラ へ ラ レ テ怨ノ 言 ナシ。 勞シ テ不レ 伐ラ、 功 ァ 

リ テ不レ 德ト、 厚ノ至 也。 德盛ナ レバ 禮マ スく 恭シ。 或 問、 盛 德ノ人 何 ゾ其功 ヲ以テ 人 一一 ク ダル ャ。 云、 謙 德ノ人 

《其 心虚明 也。 虛屮 一一 天下 ノ益ヲ 來ス、 已萬善 ヲ備へ タレ 天、 有セザ レバ i 仝 々如 タリ。 人 一一 一善 ァ レバ 必ズ 好ス、 

i  ョ  一二 
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心 二 一  物 ナクテ 明 カナ レバ 也。 其 跡 ヲ以テ 見 レバ 其 功 ヲ以テ 人 一一 ク ダル 也。 心 アル 一一 非ズ。 易ノ 六十 四卦 乾坤 トイ 

へ *H 卦中 戒ノ辞 了リ。 唯 謙ノミ 皆吉也 彖_ 一 云、 天道 ハ膨 -S ヲ而益 ^謙_ 一。 地道 ハ變 S ヲ流^ 謙 _ 一。 鬼神 盈， Is 謙 _ 一。 

謙 

人道 ハ惡 一け 盈ヲ而 好 レ謙ヲ ー|ーー| ひ ハ 地中 一一 山 ァリ、 地体ハ 卑下  一丁 ビア、 山ハ 高大 ノ物 也。 シカモ 地ノ下 一一 居ルハ 謙ノ象 也。 

クラ 

崇高 ノ德 ヲ以テ 卑ノ下 一一 居ハ謙 ノ義也 1M リ。 德 崇高 ナルハ 德ノ 盛ナル 也。 卑ノ下 一一 居 ハ禮ノ 恭シキ 也。 自晦マ シテ 

德 益光顯 也。 自卑、 ン テ 人益是 ヲ尊ブ ハ 致 W 恭ヲ以 テ存； rir 位 T 也 

亢龍 有， 悔。 子 曰。 貴？ 而无 5 位。 高メ 而无， 民。 賢人 在 下位 1 而无 t 輔。 是ヲ以 "動" 而有 ^ 悔 

也 

是乾ノ 上 九 ノ爻ノ 義ヲ釋 シ玉フ トイへ -、 上 九ハ本 ヨリ 師保ノ 位ニ備 タル 者ナ レバ、 貴ケレ 位 ナク、 高ケレ 民 

ナキ者 也。 タ、 V 上 九 二 ヲィテ 充龍有 悔ノ象 ヲ取テ 九五ノ 君ノ戒 トシ 玉フ者 也。 君 タル 人 貴コト 過テ、 位 ヲ持過 レバ、 

次第 一一 下 一一 遠 ク成テ 下ノ事 ヲ不レ 知。 故  一 S ヮキ 一一 知 モノ 出來テ 欞威ゥ ツル 者 也。 神ノ如 クァガ メスへ ラレ テ 虚位 ト 

ナル 時ハ實 ノ位ハ ナキ 也。 民 ノ事ヲ 不レ知 トキ ハ、 知 モノ ヮキ 一一 出 來テ、 實ハ民 ナキガ 如シ。 俗 1 一位 タフ レ 1H 是也。 

卅.！ 一一  賢ん ァリ トイ へ Jli、 用 ヒザレ バ助 クル 者 也。 動テ ナス 「皆 人情 一一 ソム キ、 時宜 ユタ ガ ヘリ。 後悔 ノ ミア リテ 力 

ヒナ シ。 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、 公方 家ノ衰 タル 皆是 也。 其 外 末々 一一 至ル マデ尤 龍ノ悔 アル 勢 多シ。 其 分 一一 應 

ジテ滿 タル 處ヲ知 テ戒べ シ 

不レ出 ニ戶庭 ー无- け咎。 子 曰。 亂ノ之 所 i 生ル 也。 則 言語 以ー マ爲， 階ト。 君 不ル寸 ゆ 密ナラ 則 失け 臣フ。 臣 


r  二 九 

不ルュ密ナ_7則失フ：^^。 幾事不 i 密ナラ 則 害 成ル。 是 ヲ以テ 君子 ハ愼 密ーフ 而不レ 3r£ 

節 ノ初九 M 乂ノ義 ヲ釋シ 玉フ。 戶庭ハ 戶外ノ 庭 也。 墓戶ノ 外へ 不 S  ，也。 曰 I ナ キノー I  - 一  ハァ ラズ。 世聞ノ 

是非、 人 ノ善惡 ナドィ ヒテ、 爹ク、 人 聞 一 アト ガムべ キ 5 不ま。 兵 ヲ輿シ 好ミヲ ナス モ 1。 故 一一 孔子 釋ち 

ヘリ。 家 獎下ノ 乱ノ出 來モ、 墓 ヲ 不，愼 ヨリ 起 ルコト ァリ。 君 タル 人 愼ナク 、臣ノ 善 置 一一 ロバ、 或 S ミ考ぃ 

ノナ レナ ドス レバ、 臣ァリ テナ キ ガ如シ 。臣 タル 者不， 愼 シーア 或 ハ我知 一一 自滿 シ、 或 ハイ キドホ リナ ド シーア、 イラ. ナ 

ルずィ へバ、 82 リ I シ、 朋友 ハ 兵-一 及ナド シーア 身ヲハ タス 者 ァリ。 吉凶 霊ノ  I 一一 アル 「ヲン ラデ不 

レ愼、 故， ー雷來 ルナ リ。 此故 一一 擎ハ上 一一 居 テモ下 一一 居テモ 愼テ用 ナキ言 ハ不レ 出 ナリ。 是 S ナキ 世ノ、 い I 

有 道ノ代 一一 密ト 云： ナシ。 愼ハァ リーア 密 ハナ キ者也 。老子 ノ 孔子： ナム ケノ 言モ 無道 ノ世ノ  f  ,f 

子 曰。 作 レ耳考 其き 盜 そ 易-, 曰。 f1 致 琴 至 r ヲ。 1 也 者 小々 之， 

也。 ^タル ハ也者 掌 i 器ナリ 也。 小人， 而乘 窘子 i 考 盜思レ 7 奪？ I 矣。 上 ¥下¥ 

iJ4  0Jmf1 き ルナ i さ 舞， 曰。 Mil 致 ス寇ノ 

至 盜之 招キナ -.fi。  -  f  二 3 

解 ノ六三 ノラ 義ヲ釋 シ玉フ 。六 ハ業ナ レバ 小人-比 ス。 三ハ下 ノ上ナ レバ 奚 一一 比ス。 九 ニノ  #  一一 ノレ 〈不 

德 一一 シーア ヨキ 人ノ上 一一 居ル象 也。 君 君 タラ ズ 、層 タラ ズ。 其 心 其德ノ  i 一一,. ハザ ルハ、 縱ヒ 父祖 ノュ • ツリー i 

、辭 上傳 
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タルモ、 昔 ヨリ 其 位 ヲヌス メル 者 トイ ヘリ 9 天位 天祿ヲ 受テ、 其 任 ナク其 道 ナキガ 故 也。 ミヅカ ラヌス ム 一一 ヨリ テ V 

他ノ盜 乇奪ハ ン 「ヲ 思ヒ伐 「ヲ 思フ 也。 古シ へ ヨリ 國 天下 ヲ 失へ ルハ、 負テ乘 モノ 一一  ァラ ズト云 「ナ シ。 背 11 物ヲ 

負 者 ハ 農工 商 ノィャ シ キ者 也。 車 一一 乘ハ 諸 疾大夫 ノ貴キ 人 也。 背 11 物 負 タル 下賤 ノ者ガ 貴人 ノ車 11 乘タ ルガ 如シ。 

農工 商 ノ庶人 トナル ベ キ愚 不肖 ノ不德 一一 テ、 賢人 君子 ノ 居べ キ 人君 ノ位 一一 ノボル タトへ 也。 古昔 ハ聖德 アル 人ハ大 

君ノ位 一一 ノ ボリ、 賢人 君子 ノ德 アル 人ハ、 三 公 公 侯伯 子男ノ 位-任 ジ、 善 信ノ品 ソレく 一 一大 夫士ト ナリ、 德ナケ 

レ >R 才ァ リテ器 11 叶へ ル 者ハ、 庶人 ノ宫ー 一 アル 如キ事 ヲ命ゼ ラレ タリ。 才乇 ナク德 モナ キ愚 不肖 ハ庶 人トナ レリ。 

. 庶人ノ 中 一一 テモ 負荷 ノ者ハ 一 入 何 ノヮキ マ へ モナ キ者 也。 後世 諸 戾大夫 士ノ位 一 1 居 者、 道德ノ 學ナク 富貴 ヲ榮 トシ 

タル 計- テ、 何 ノヮキ マ へ モナ キ者 多シ。 是古シ へ ナ レバ 負荷 ノ 小人 一 一 シテ 貴人 ノ位 一一 ァリ。 物 負 タル 者ノ 車- 乘 

タル ガ如 シ。 似合 シ カラ ザ ルナ リ。 ゥハべ ハ勢 一一 テ カシコ マ レ  心 一一 ハ 人 皆 アナ ド レリ。 故 一 一 盜心ノ 小人 ハ ヲ リア 

ラバ 奪ハ ン 「ヲ 思ヒ ウタン 「ヲハ カル 也。 無事-終 ルハ幸 II シ テマ ヌ ガレ タリ。 譬ハ 貨財 多 キ者ノ 無用心 ナル ハ 盜 

ヲ敎テ トラ シムル 也。 女子 ノ其容 ヲック ラフ ハ 淫者ヲ ミチ ビクガ 如シ。 不德ノ 小人 一一 テ 富貴 ナル程 無用心 ハ ナケレ 

^, ソ レヲバ シラデ 城 ヲ堅フ シ、 兵具ヲ タク ハ へナ ドス 0 小盜 ハソレ II 恐ル レ  大盜ハ 其 城兵 一一  ァ ハ セテ取 也。 

起 2 

其 位- 叶 タル 賢人 君子 ノ德ァ レバ、 奪 ヒ伐ン ノ心ハ 誰モ興 ラズ。 故- 人ノ上 一一 居 ル者ハ 道德ヲ 不レ修 シテ不 レ叶コ ト 

ヲ 敎玉フ 也。 奪伐ノ 反逆人 ハ 一一 クケレ >1-、 ソレ 《本 ヨリ 盜心ノ 者 也。 下 ノ上ヲ アナ ドル ハ上 ノ下ヲ シュル ヨリ 起レ 

リ。 畢竟 自力 ラ招 ク災也 


0 1 

天  一 • 地 二  • 天 三 • 地 四 • 天 五 • 地 六 • 天 七 • 地 八 • 天 九 • 地 十。 數 五"。 地 ノ數五 S 

五位 相 得- ァ而各 有 乂ロフ 「。天 ノ數 二十 有 五。 地ノ數 三十。 凡- • 「天地 ノ之數 五十 有 五。 此所？ 以ナリ 

成 r ー變化 t 而行 i 鬼神 X 也 大衍 ノ之數 五十。 其 用 四十 有 九。 分 ッテ而 爲，」 マト 以象 M 兩 一一。 

カケ  カゾ  ョセァ マリ ュビノ ハザマ 

掛ぃ 7 一  ヲ以象 ドレ W 三 一-。 揲 7ル1 之 ヲ以ぃ 四？。 以象ー ルー 四時.？ 歸 奇ヲ 於： ra? 以象" レ閏- 一。 五 歳-一再 間 ァリ。 

故-再。 かメ而 /後- -掛ク 。乾/之 策 二百 一 十 有 六。 坤ノ之 策 百 四十 有 四。 凡テ 三百 有 六十。 當 r! 期，^ 

之 日？。  二 篇ノ策 萬 有 一千 五 百 二十。 當ー ツー 萬 物 ノ之數 一 1 一也。 是ノ 故-一四 營. 1§ 成スレ 易ヲ。 十 有 八 變メ 

/ブ  マス  ， 

而成 スレ卦 マ。 八卦 メ而 小成 ス。 引 ーァ而 伸， 之ヲ。 觸ー レフ 類 一一 而長レ 之ヲ。 天下 ノ之 能事 畢ン ヌ矣 

右 河 圖洛蒈 本義 大全 啓蒙 等 一一 見 H タリ。 皆事ナ レバ 事ヲ學 ベル 人解ス べシ。 暫他 一一 ュヅル 者 也。 終 it|  ノ後餘 命ァラ 

パ事 一一 及べ シ  - 

顯ぶ 道ヲ神 一一 1ス1 德行 T。 是，^ 故 一一 可； ンー與 一一 酬酢 r 可 M ハー 一祐 ブ神" 矣 

道ハ天 一一 ァリ テ幽也 トイ へ >R、 易 道 卦爻ノ 象 ヲ以テ 顯シテ 人 一一 示スべ シ。 人事 顯也 トイへ >i-、 德行ヲ 神明 一一 スル時 

ハ、 天地 陰陽 ト 交接 應對 シテ、 神化 ノ功用 ヲ助ク ベ シ。 天道 ノ實ハ 人 ノ性命 二 ァリ。 不二 ナリ トイ へ 开不レ 知者 ハ ハ 

ルカ-一 遠ガ 如シ。 遠ヲ近 クシ、 近 キヲ遠 タス ルハ易 道 ノ敎也 

^辭 上傳  三 七 
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子 曰。 知 i1 變化ノ 之 道 一考"。 其 レ知歸 ^所 T レ爲" 乎 

順 (ィ) 

人物 共 一一 陰陽 ノ 流行 ニッレ テ變化 ス.。 人生 レテ 日々 一一 長ズ。 祌知ヲ ヒラク 一一 隨テ 日々 ュ物 シル。 形 ト知死 一一 長ジテ 

天下 ノ用 ヲッ トメ、 天地 ノ 造化 ヲ 助ク。 是日々 ュ 變ズル 也。 生ァ レバ 死 ァリ。 死シテ 鬼トナ ルハ是 化スル 也。 昼ァ 

レバ. 1, 欠 アルガ 如シ。 昼夜 一一 通ジテ 死生 一一 マ ドハ ザ ルハ堯 舜ノ民 也。 日々 ュ善 ユウ ッリテ ナス 者ヲ不 レ知ハ 堯舜、 神 

ノ 爲處ヲ 知テ、 天下 ヲ變化 シ玉フ 也。 堯 舜ヲ不 レ待シ テ獨變 化ノ受 用ヲス ル者ハ 孔門 傳授ノ 心 法 也。 則县ノ 心法堯 

舜 孔子 ヲ兼 タリ，。 上文 變化 ノ數法 モ人ノ ョク スル所 一一 ァラ ズ。 神 ノス ル處ノ 一事 也 

日 勿-一有 「一聖 人 ノ之道 四 t 焉。 以テ 言フ者 ハ尙. ri 其ノ辭 To 以テ 動ク者 ハ尙. ク其 ノ變 r 以ー ァ制ス t 器ヲ者 ノハ尙 、？一 

其ノ象 To 以テト 楚スル 者 ノハ尙 1 つ 占 T  . 

言 一一 ョッテ 理ヲ求 ル者ハ 卦爻ノ 辞ヲ. タト ビ用 テ理 一一 通ズル 也。 卦爻變 化 ノ理ヲ 尊テ動 テ事ヲ 行者 ハ、 至善 ヲ期 シテ 

其爲 一一 ョラ ズ。 時 處位ヲ ハカ リテ變 一一 通ズル 也。 イマ ダ形ァ ラズト 云へ JJT 時ニ不 -1 出來 1 シテ 不レ叶 Sis ヲ 制作 シタ 

マフ、 聖人 ハ卦ス 乂ノ象 ヲ用ヒ 玉 ヘリ。 未來ノ 吉凶 人力 ノ不レ 及事ァ レバ、 卜筮 ヲ用テ 天 一一 ゥカ、 -、 フ。 神ト交 ル道ナ 

レバ 其身ヲ 神明 ニシ、 德ヲ高 タス ルノ 益ァリ 

是ヲ 以ーァ 君子 將 5 有ント ir 「也 將-ー レ有ン ズ仃フ 「也。 問 a 焉ヲ 而以 テス レ言 ヲ。 其ノ受 "命 ヲ也如 Mro 

ス  ス ル トキ ハ 

无 ぃ有，11 遠近 幽深ー 遂- 知， 1 來物 一。 非， f 天下 ノ之至 精 5 ハレ 孰 力 能ク與 1 於此ー 

/  S  二 


とスと ャ ^ ス 

すテし 7i テ 
* 傍 リウ、 

ー歟 にテチ 


i 一 

爲コト ァリ， 行コト アル 時、 道理 分明 一一 テ 義ァ， - コ トナ レバ 卜筮 一一 不, 及。 武王ノ 紂ヲゥ チ玉フ 時 一一、 卜笼ル 一一 不吉 

ナ リシ ハ 官人ノ アヤ マリ 也。 順天應 人事 スデ 一一 極 リヌ。 然ル 二 吉凶 ヲゥカ V フ ハ 私意 也。 天 ノ命ゼ ザル處 也。 不吉 

ハ天ノ 命 ゼザル 也。 故 一一 太公望 ステ、 不レ 用。 譬 ハ今婦 ヲメト ラント スル 一一、 其 女子 來テ {啾 道 調べ キカ、 調フ マジ キ 

カノ 吉凶 シ ラレ ザ ル時ハ 筮スル 也。 主人 ノ心 一一 縱ヒ占 ハ吉也 トモ 此婦 ヲメ トル 「不同 心 ナル意 アル 力、 凶ナリ ム 

力 へ 度 情 アラバ 笼スべ カラ ズ。 トモ カク 乇笼ノ 命 一一 マ 力 セン トキ ハメ思 ハマ 占べ キ也。 其 外事 ノ 是非 ワカ レズ、 吉 

凶シ ラレ ザル 時、 其 言 ヲ以テ 天 二 問 也。 受命 ノ命ヲ 主人 ト 1^1 一命 ズト ァレ. i -、 此命ハ 天命 也。 其 言 ヲ以テ 卜筮 一一 ョ 

ッテ天 一一 問 トキ 、主人 ノ心 至誠 ナ レバ、 天 ヨリ 吉凶 ノ命 ヲ受ル 「ヒ、 -、 キノ 如ク 也。 神ハ 遠近 幽明 ノ へダ テナ ケ レバ、 

八荒 ノ上六 極/下 トイへ >i< 不レ 知ト云 「ナ シ。 况ャ 今日 ヨリ 未來ノ 事ヲ知 「疑 ナシ。 蕃龜 ノ情ナ キ物ヲ 用テ、 如レ此 

ノ 神物ヲ S は ケ玉ヒ シ 聖人 ノ 心知ハ 天下 ノ至精 也。 其 法 ヲ習テ 人 「日用 ル 者ハ、 眞赏ノ 心 一一 テ 私意 ノ疑 ヒナ ケレ バ成事 

也。 君子 ハ 一朝 ノ疑 ァレ Ji- 終身 ノ疑 ヒナ シ。 一、 朝 ノ疑ト ハ事ノ 是非 イマ ダァ ラハ レザル 所 也。 此疑 ヒノ爲 一一 卜筮 ヲ 

設玉 ヘリ。 平人ハ 終身 ノ疑ァ リテ、 一朝 ノ疑 ナシ。 終身 ノ疑 ヒハ 死生 ノ理 一一 迷ヒ、 一生 ノ事 一一 迷フ類 也。 世 問 一一 本 

卦トテ 古 暦 ヲ用テ 一生 ノ 吉凶 ヲ 云ハ、 終身 ノ疑 一一 テ利心 也。 運氣 一一 ァハ セテ考 タルモ ノナ レバ、 ァフ事 モアレ 11-、 

ソレ死 一一 君子 〈心 トセ ザル事 也。 性 ナリ、 命 ァリ。 君子 ハ命 トイ ハザル 類 也 

參 伍-ぶ テ變 ス錯 n 綜ス其 i 一。 通 S ハノ變 ー遂- 成 美 地 ノ之文 r 極 1 っ數 T 零 ま 一 天下 ノ之象 T。 

非 一 Y 、ハ 天下 ノ之 至變？ 其 レ孰カ 能ク與 r 一 ン於此 一 一  ， 
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其德圓 一一 メ 吉凶 ヲ吿ル 「神 也。 來ヲ知 處也。 卦 ハ八ヲ 以テ數 トス。 八 八 六十 四 一一 シテ陰 一一 屬ス。 スデ 一 一定 体 ァリ。 

故 一一 其德 定理 ァリテ 、其 奥義 神明 不測 也。 神ト知 トー 体 也。 用 一一 付 テハ神 トイ ヒ、 体 一一 付テハ 知ト云 也。 藏ス ぃ往ヲ 

溫ヌ： -故ヲ 也。 知 レム 來ヲ知 i ヲ也。 君子 ノ心 則蓍 卦ノ德 ァリ、 不レ 筮セシ テモ知 也。 然レ £巫ス ル者ハ 愼ノ至 也。 吉凶 民 

ト患ヲ 同 スル故 也。 夫圓ハ 動ノ象 也。 神 《不測 ノ理 也。 蓍ハ動 一一 ョッテ 用 ァリ。 用 中 吉凶 ヲ吿ル 者ハ神 也。 雲氣星 

氣ナド 天地万物 ノ上 一一 ヲィテ 吉凶 ヲ吿 ルモ神 也。 方 ハ靜ノ 象 也。 知 ハ貞明 也。 寂然 トシ テ靈 照キハ マリナ シ 0 六爻 

變县シ テ理ヲ 示シ、 得失 ヲ吿。 天理 流行 無息シ バラク モ留 滯ナキ 「流 川ノ 如シ。 聖人 是ヲ以 テ心ヲ 洗ハ、 觀象玩 辞 

理ト 與レ心 會シ、 天ト >K  -1 流行 ス。 知者 ノ樂ハ 水 也 ノ心法 也。. 流行 不レ滯 ヲノミ 心 トス ル時 ハ、 發散ニ スギテ 収歛セ 

ズ。 故 一一 退テ密 -藏ル トイ ヘリ。 密ハ無 聲* 無臭 • 無 思。 無 爲* 寂然 不動 ノ 本体 也。 此 大本 不レ 立時ハ 流行 スル 「 

ァタ ハズ。 仁者 ノ樂ハ 山 也 ノ心法 也。 山 澤ハ氣 ヲ通ジ テ流泉 出ス。 川 ノ本ハ 山 也。 山ハ川 ヲ出ス ヲ以テ 良能 トス ル 

ガゴ トシ。 心ノ 流行 中 寂然 山 ノ如ク 本体 立ク 。不動 ノ本 休シ バラク モ息コ トナシ 。不動 ト云 テ物ノ 不動 ノゴ トク 一一 ハ 

非ズ。 退 テ密ニ 力 クル ハ事ナ キノ 時 也。 天地万物 吾 身 一一 備テ 森然 タリ。 其 心 {4! 如 タリ。 溥博淵 泉 一一 シテ時 一一 出ス 

者 也。 聖人 一一 ハ 吉凶 順逆 ナシ。 富貴 • 貧賤 • 悅樂 • 患難 • 死生 • 順逆、 皆 天地 ノ中ノ 一  物 也。 心中 ノ 一 事 也。 好惡 

ナ ク適莫 ナシ。 入 トシ テ 不，, 自得, ト云 「ナ シ。 此心 法ヲ立 テ淸淨 ナル時 ハ俗ヲ ハナ レテ 人倫 ヲ和 スル 「ナ シ。 故 一一 

土 ヲ安ジ 仁 II アツ キノ 心 一一 テ、 奥 ヨリ 端へ 出テ 吉凶 民ト患 ヲ同ク ス。 和 光 同 塵 トイへ ル者 也。 仁 厚ノ至 也。 幼子 ヲ 

愛シテ 童子 ノ遊ヲ トモ 一一 ス ルガ 如シ。 聖人 心中 ノ神 ハ、 來ヲ知 テ兼デ 民ノ爲 ノ備ヲ 設ケ、 心中 ノ知ハ 古住 ノ 道德ヲ 


EI 三 七 

備テ、 人 マー ー叶フ ノ禮樂 法式 ヲ制 作シ、 六 藝詩書 ヲ敎テ 善心 ヲミ チビ キ新ニ スル 民ヲ輿 シ-玉 ヘリ。 是古シ へノ 聰明 容 

知 神武 ノ德 アル 人此任 一一 預 レリ。 武ハ物 ヲ殺ス 備ナレ >J -、 不レ殺 威 ァリテ 不レ猛 ナリ。 神武 ハ勇 也。 常-用 テ ハョク 

事 ヲ決シ テ不滞 者 也  、 

,  アキラ 力  コト  コ * ォ n  サキ 

是 ヲ以テ 明う シ於天 ノ之道 1 而察 一つ 於 民 ノ之故 1 是- 興； ン I テ神物 T 以テ 前； つ 民 用 r 聖人 以_^ 此ヲ齋 

戒も 以テ 神つ 明- スル 其ノ德 T 夫 

明 天道 ハ時變 1 一通 ズル 也。 察 民故ハ 人情 一 1 達ス ルナ リ。 天地 鬼神 ノ理ヲ 明- シ、 人事 ヲ ツマ ビラ カー 1 スル 「、 其 前 

一一 ァリ。 察ノ字 意味 ァリ。 民ノ 父母 タル 者ハ、 赤子 ヲ保 ガゴ トシ。 赤子 不レ 言ハ。 父母 ノ心ノ 誠 ヨリ 察シテ 養育 ス。 

不レ中 トイへ Ji- 不レ 遠。 民ハ 言 ドモ， 無知 也。 身ノ害 一一 成べ キコト 乇不レ 知コト ァリ。 聖人 ノ誠 是ヲ察 シテ、 或 ハ禮式 

ヲ作 テ遠ク 堤ヲナ シテ凶 害罪惡 一一 陷 ラザラ シメ、 或ハ刑 政ヲ以 テ少ク コ ラ シテ大 一 一 戒シ メ、 漸々 敎テ 善- ナ レシ ム。 

ナ ラビ 

是察民 故 也。 神物ハ 六十 四卦再 一一 卜笼 也。 專 卜筮 トイへ ルハ末 也。 卦爻ノ 中 一 1 前 知ノ理 アルガ 故 一一、 ト统ヲ 用テ來 

ヲ知 也。 天下 ノ神 物卦 X 乂 ヨリ 妙 ナル ハナ シ。 天下 ノ理 無レ穹 トイへ 死、 先 民 用 ヲ前ー 1 シテ 造化 ノ生 氣ヲ助 クル 也。 風 

雷 益 一一 ヨリ テ 農業 ヲ與シ 玉フ類 也。 易ヲ見 ル時ハ 天地 トナ ラビ 神明 ト交 ル。 齋明以 テ心ヲ 洗ヒ、 戒愼 以テ密 II カク 

, ル、 其德ヲ 神明 一一 スル 也。 卜筮 ノ時、 身ヲ 潔齋ス ルモ、 神明 ト交ハ ル事ナ レバ、 其身ヲ 神明- ス ルノー 助 也 

キ  ヒラ  キ  ヒラ， 

是ノ 故- 戶ヲ 謂， VN ヲ坤 1 闢" 戶ヲ 謂； 一 之ヲ乾 to 一  ビハ闔 二 ビハ闢 "謂 一 1 之" 變 r 往來不 i 窮ラ謂 

IB 上傳  四 一一 一 


蕃山 全集 ^四册  四 S 

之ヲ 通^ 見ル、 オハ 乃チ謂 ，71 之" 象^ 形 アル S 乃チ謂 一， 一 之.^ 器^ 制 メ而用 ルレ 之 "tsr 一之 ヲ法 _^。 利用 出入 

民咸用 ルレ 之ヲ 謂，〕 之ヲ神 t 

天道 流行、 動 ァリ靜 ァリ、 猶戶ノ 闥闢ノ 如シ。 戶ノタ テア ケヲ 以テ 陰陽 動 靜ノ譬 トシ 玉 ヘリ。 靜ナ キト キハ動 ナシ、 

靜ハ 動ノ本 也。 人 ノ夜ィ ヌル ハ昼 ツトム ル ノ根ナ ルガ 如シ。 故 11 闓ヲ先 = ノ玉 ヘリ。 坤 ノ闔ハ 夏至 ヨリー 陰 生ズ、 

万物 是 11 由 テ入ヲ 閻戶ト 云、 ま 動是 11 從テ 息ス。 乾 ノ闢ハ 冬至 ヨリー 陽 生ズ、 万物 是 一一 從テ出 ルヲ闢 戶ト， 云、 

是ー 1 由 テ作ル 。陰陽 屈伸 闢閻ノ 中、 万物 變化ス 。變 ズル故 一一 往來不 レ窮、 キハ マル 時 ハ塞ル 者 也。 通ズ ルハ不 レ窮ガ 

ュ へ 也。 造化 ノ無 盡藏ナ ル處也 0 聖王是 11 ノット リ、 變 一一 通 ジテ不 レ窮ノ 政 ァリ。 故 一 1 民人 善 ヲスル コトヲ 樂テ倦 

コト ナシ. 。象ハ  一 HS 卦ヲ以 ティへ バ、 兩 自 相ッ、 -、 キ タル 網 ノ象 ァラ ハレ タリ。 是ー 一 ヨリ テア ミノ 形出來 タル ハ 器 也。 

大壯 

網 ノ目ヲ 定テ魚 其 魚ノ尺 一一 ミ タザ レバ 市 11 ヒサ ガザ ルハ法 也。 J=l 卦ヲ以 ティ へ バ內 卦ノ三 陽ハ柱 也。 外 卦ノ九 四 

ハ楝 也。 六 五上 六 ハ ャネヲ 双べ フキヲ 口 シ タル 象ァラ ハ レ タリ。 是 ！ー  ョ ッ テ屋ノ 形出來 タル ハ 器 也。 人民 風雨 ヲフ 

セギテ 安居 シ、 禮 樂行ハ レテ 人道 ノ善 盡シ 美盡ス べキ備 也。 然レ^ 制シ テ用ル 法ナキ 時ハ、 驕奢 一一 流 レテ民 用ヲ費 

シ、 山澤 ヲァラ シ却テ 造化 ノサ マ タゲト 成べ キ勢ァ レバ、 帝 堯ノ宫 殿 トイ へ 开、 丸木 力 ャブキ 11 テ禮用 ノ達ス ルバ 力 

リ也。 ソ諸 俟ー 1 國ヲ 封ズ トイへ tlT 山川 一一 ハ別 一一 奉行 ァリ。 山川 ハ 天下 ノ本ナ レバ、 山林 ァ レズ シテ川 常 一一 深ク、 民 用 

乏シ カラ ザ ルノ政 ァリ。 是皆制 シテ用 ルノ法 也。 如レ此 仁政 ノ條 目多シ トイへ >H 略ス。 利用 ノ利ハ 利欲 ノ利 II ァラ 

ズ。 民生 日用 ノ便ヲ 得 ル事ハ 皆 利 也。 出入 开 一一 人民 其 利ヲ利 トシ、 其 樂ヲ樂 トス。 出テ ハ人ヲ 利シ、 入テハ 家人 ヲ 


EHi 一九 

利ス。 物 我 一 体 也。 人民 日用 出入 利 生ノ功 用、 易ノ 神道  一 I ァラ ズト云 r ナシ。 ソレ 人ハ- 天地 ノ德 神明 ノ舍 也。 故 一 I 

人ノ 運動 メ務ヲ ナス 處、 則 神 通 妙 用 也。 凡人 ハ マ レナ ル 「ヲ神 通 妙 用ト思 ヘリ。 其 奇特 多 ハ妖怖 邪 術 也。 人心 ヲマ 

ドハ シ、 政務 ヲサマ タゲ、 民 用 ヲ害ス ルバ カリ 也。 利用 出入 シテ民 皆 常 一 一 用ルヲ 至極 ノ 神道 トス。 不知 ハ マド ヘリ。 

神 書 云、 神ハキ トク ナシ、 無事 ヲ以テ 奇特 トス。 神ハ休 ナシ。 正直 ヲ以テ 休 トス。 神ハ心 ナシ。 慈 仁 ヲ以テ 心 トス 

是， ^故-易-有 n 太 極？ 是レ 生？ < 一雨 儀 1 兩 儀生醫 象 T。 四 象 生ズ卦 T  , , 

周 子 無 極- シテ太 極 トイ へ ルヲ、 聖人 II 無極ノ 言ナシ トイ ヘル ハ アヤ マ レリ。 易-一有 n 太 極？ 則 無 極ラ而 太極ノ 淵源 

也。 易ハ 變易シ テキ ハ マリナ シ。 無始 無 終 者 也。 無 極-非 ズャ。 故！ 一生々 是 ヲ易ト 云、 一 氣太 極ヲ根 トシ テ不レ 息、 

故 一一 陰トヮ カレ 陽トヮ カル。 是太極 雨儀ヲ 生ズル 也。 ^草木 ノ初テ 生ズル 甲ノゴ トク 一一 テ 二葉 トナ ルガ 如シ。 兩儀 

四 象 ヲ生ズ  一 j 一 >是 也。 二葉 叉 各 二葉 ヲ生ズ ルガ 如シ。 四 象 八卦 ヲ 生ズ。 四 象-各 奇偶 ヲ加 ル時ハ 八卦 トナ ル。 一 卦 

各 八卦 ヲ生 ジテ 六十 四卦ト ナル。 草木 ノ 枝葉 ヲク バリ テサカ へ タル ガ如 シ。 世間 利 ロノ 人 ハ理ヅ メヲ好 メリ。 九々 

ノ數 也。 理屈 ナ レバ イナ ト ハイ ハ レヌャ ゥナレ 有餘 ナシ。 乘ズ ル數ナ レバ 除スル 也。 ョ キヤウ ナレ il- ャ ブル、 者 

也。 故 11 君子 ハ不レ 用。 九々 ノ 一 ヲ太極  一 I 歸シテ 、八 八 ヲ以テ 天地 萬 物 ノ理ヲ 盡シ、 心ヲ 洗ヒ密 一一 藏ル。 天下 國家ノ 

タモ 

政敎ッ マリ キハ. マル 事 ナシ。 永久 ヲ有 ッノ道 也。 音樂 II モ 拍子 ヲ ゥチッ メタル 《和 セズ。 拍子 《大体 II テュル ャカ 

ナ レバ、 和シテ タノ シ メル ガ如シ 
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八卦 定 r- 吉凶 r 吉凶 生？. I 大業 T  ■ 

太 極 兩儀ヲ 生ジテ 3 リ 奇偶々々 ト 重テ、 ー卦各 八卦 ヲ生 ジテ 六十 四卦ト ナル、 少モ作 爲ナシ 。天道 自然 ノ； 1： 理 也。 

圭中 自然 一 一吉 ァリ。 凶 アル ハ 陰陽 五行 交易 ノ勢 也。 此勢ヲ 知 テ兼テ 其備ヲ マフ クル 所  一 I 大業 ァリ。 天下 人民 ノ業ヲ 

定テ 造化 ヲ助 クル 道 アル 故 II 大業 ト云 也。 水旱風 濕有餘 不足 ァリ。 豐年 ァリ。 凶年 ァリ。 天ノ ナセル 自然 ノ 吉凶 ナ 

リ。 旱ノ備 一 1 ハ 田地-河水 ヲ ミチ ビキ、 川 流 ナキ地 一一 ハ ヨキ 地形 ヲ見 立テ、 流 レヲ受 テ大ナ ル堤ヲ ツキ、 大 池ヲナ 

シ、 水難 ノ備 II ハ 川ョケ 堤ナド ヲ堅フ シテ、 田地 民屋ー 1 水ノ不 レ入ナ シャゥ ァリ。 其 上 一一 モ 大ナル 凶年 乇 シクハ 夷狄 

ノ 兵難 ノ備 ァリ。 天ノ 四時 春 生ジ。 夏 長ジ、 秋實 ノリ、 冬 カク シテ來 歲ノ生 氣ヲ貯 ルー I  ノット リ、 一年 ノ藏 入ノ五 

穀ヲ 四- シテ、 一 ヲ貯 へ、 三年 積テ 一 年ノ用 ァリ。 三十 年 積テ十 年ノ用 ァリ。 皆 萬 人 ノ爲ノ 貯へナ レバ、 天下 ノ人上 

ノ用 ト不レ 思。 如レ此 タグ ヒ 天災 ヲョ クル 道 ナリ。 富有 ノ 大業 也。 夷狄 猛獸 等ノ備 一一 ハ 弓馬 ヲナラ 尸 シ、 武ヲ備 へ 文 

1^ ヲ兼テ 大業 ヲ生 ズル 「皆 吉凶  一 I ョッテ 也。 又 人爲ノ 吉凶 ハ 得失 ヨリ 生ズル 也。 仁義-順 ヒ善ヲ 行 フハ、 吉ヲ， 尋ル 

ノ道 ナリ。 是 一一 違 ハ失テ 凶 II ュクノ 道 也。 善 ヲ爲ー I 乇 得失 ァリ。 國君世 主 ノ善ヲ 好テ時 一一 不レ 叶、 人情 一一 タガ へバ、 

少々 ノ惡 ヲスル ヨリ ハ害大 ナル者 也。 天ノ ナセル 災 ハサ クべ シ。 外 ヨリ 至ル ハ凶ハ 德ヲ修 メ業ヲ 愼テサ クル 道 ァリ。 

無事 安樂 一一 吉事 ノミナル ヨリ ハ、 其 德高ク 其業大 11 成 モノ 也 。人爲 ノ禍ハ ミ ヅ カラ 道ヲ失 テ出來 タル 凶ナレ バ サ ク 

ベ カラ ズ。 ト羞ー 1 俊テ 吉凶 ヲ定ル モ事 ヲ愼ノ 一  也 

是ノ 故-法 象 ハ莫. H<,1 乎 天地 r。 變通 Is 大 -1 乎 四時 1 縣象ハ 著明 ハ莫 H 八， 1 乎 曰 月 r。 


崇高 ハ莫 5 大， V ハ乎 富貴 r。 備 1 物ヲ 致い 用ヲ。 立 成 器 T 以テ爲 ，1 ハ 天下 ノ利 TC 莫 t 大？ 1 ルハ乎 聖人 r ひ 

探 i ヲ索， レ隱 f ヲ釣 ^ ヲ致 M ヲ。 以テ定 天下 ノ之 吉凶 一。 成 r- 天下，^ 之麈々 T 者ハ C 莫. i 大， 1 乎 

蓍龜 r 

象 ハイ マ ダ形ァ ラザル 前 也。 冬至 • 夏至 • 春分 • 秋分 • 立夏 • 立冬 ノ 節々、 日 一一 先立 テ 天象 fi ァ ラハル。 大舜 以前 

ハ曆 ナシ。 曆宫ノ 人天氣 ヲ見テ 天下一 1 觸 ヲクリ タリ。 次第 一一 此宫ー I 居 人 マ レナ リシ カバ、 後世 ハ 閏月 ヲ モシ ラデ 

時ヲ アヤ マラン r ヲ恐レ 玉 ヒテ、 大舜 初テ據 璣玉衡 ヲ作テ 四時 ヲ定メ 玉 ヘリ。 算 一一 ゥッシ テ敎玉 へ バ 、 後世 ハ 其算 

ダー I 傳フ レバ、 誰 モ成事 也。 法 ハ天ノ 四時 ノ法ー 1 ナラ ヒテ、 爲事ナ クシ テ終 アル 地ノ道 也。 臣ノ道 妻 ノ道是 ヲ則ト 

スル 也。， 故 一一 法象ハ 天地 ヨリ 大ナル ハナ シ。 春霞 糸遊 ナ ドハ 象 ノ盛ナ ル也。 星晨 ハ象ノ 大ナル モノ 也。 色 ハミ エネ 

ドモ秋 一 1 ナ レバ、 何 トナク 秋 ノ签ト 見 H テ、 風ノ 昔驚ル 、 乇法象 ナリ。 夂 A  ノ閉 タル 氣通ジ テ天氣 降リ、 地氣 升リ、 

變ジ テ春ト ナリ、 萬 物 生ジ、 春 氣トホ リテ夏 一 1 カハ レバ、 春 ハ去テ 跡 ナシ。 是夏 一一 變ジ タリ。 夏氣ォ サマリ テ呔ト 

ナ レバ、 夏 ハ去テ 跡 ナシ。 諸物實 ノリ テ 天下 ノ 利用 限 ナシ。 是秋ー 1 變ジ タリ。 萬 物 成就 シテ後 氣伏蔵 シテ冬 トナレ 

リ。 功 成 リ名ト ゲテ身 返 ハ天ノ 道 トイへ ル是 也。 不居 不留、 去テ跡 ナキハ 能變通 スル故 也。 故 一一 變通ハ 四時 ヨリ 大 

ナル ハナ シ。 陽ノ精 ハ日ト ナリ、 陰ノ精 ハ月ト ナル。 日月 代 リ明カ 也。 天 一一 力  >- レ ル象ノ 著明 ナル 人、 日月 ヨリ 大 

ナルハ ナキ 也。 萬 民 恐レテ 不レ愛 1M 「ナ シ。 崇高 《タツ トク タカキ ナリ。 公疾ハ ー國ノ 富ヲタ モチ、 各 一圃-君 タ 

リ。 王 《富 四海 ヲタモ チ尊キ 「天子 タリ。 天地 ノ性人 ヲ貴シ トス。 王 ハ其中 一一 テ 極上 ノ尊位 也。 天地 ハ 人民 ノ大父 

鬆 辭上傳  四 七 
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母 也。 衆生 皆 子ナレ 斥、 王ハ 天地 ノ宗ヲ 得テ獨 天子 トイ ヘリ。 故 11 天 一一 カハリ テ民ノ 父母 タリ。 造化 ヲ助 クル 德ナ 

キハ 虚位 也。 聖人 ノ大寶 ヲ位ト 云。 其 德ァリ トイへ 开其 位ナケ レバ 衆ヲ 安ズル r 不レ 能。 故 11 崇高 ハ濟度 利 生ノ大 

寳也 備 1 物テ致 .M プ 立-レア 象ヲ成 S 器ヲ。 經文 11 象 字ナシ トイへ *1-、 前文 ヲ考 ルー 1 落 字 タルべ シ。 立象ハ 卦ス乂 ノ象ヲ 

立 テ理ヲ 窮メ、 性ヲ 盡シ、 德ー 1 入 ノ學術 ヲ敎玉 へ リ。 成 器 モ象中 ヨリ 生業 ヲ助ク ベ キ器ヲ 制作 シ玉フ 也。 始物ノ 解 

一一 ミ H タリ。 備物致 用 「其 中- ァリ。 天下 ノ利ハ 農工 商 各 其 利ヲ利 トシ、 其樂 ヲ樂テ 私欲 ノ願 ナシ。 如レ此 ノ政敎 

ヲナ シテ、 民間 ノ 婦女 マ デモ 不レ知 不レ識 天遊ス ルハ、 堯舜ノ 天下一！ 君師 タル 也。 故-云、 聖人 ヨリ 大ナル ハナ シ。 

啧隱ハ 物象 ヲ以 ティヒ、 深遠 ハ 事理 ヲ以テ 云 トイ ヘリ。 物象 ヲ探リ 索 ル時ハ 噴隱ノ 理知べ シ。 钩ハ曲 一 1 シテ 是ヲ取 

リ、 致 ハ推テ 是ヲ極 トイ ヘリ。 事理 ノ深 モノ 出、 遠キ者 至ル。 如レ 此明ナ ル時ハ 得失 吉凶 定テ璺 々ノット メ ヲコタ 

ラズ。 上古 ノ人ハ 欲 ウス ク、. 好惡少 ナカ リシ 故 11、 ョク蓍 亀 ヲ用テ 天下 ノ 吉凶 ヲ 定メ、 天下 ノ務 ヲナ セリ。 後世 ノ 

人 ハ多欲 一一 テ好惡 固滯ス ル故 11、 蓍亀ー I マカス ル r ァタ ハズ。 度々 失テ 度々 凶ナレ 死、 我 好 コトナ レバ コ リズ。 吉 

ヲ 得べ キ 事- テ 乇惡ム 「ハセ ズ。 故 一 1 得失 力 ハルぐ タガ ヒテ、 吉凶 ハ仕合 ノミ。 天下 ノ勉 造化 ノ理 一一 不レ 叶コト 

多シ。 此 故-凶年 モ多 ク政タ ガヒテ 四海 困窮 スル也 

是ノ故 -一 天生； ス  1 祌物 T。 聖人 則 二 之 一一。 天地 變化 ス。 聖人 效 ^ 之-一。 天垂レ t 象ヲ見 つ ス 吉凶 T。 聖人 象ル 

レ 之-一。 河 出. -圖" 洛出" レ書 S 聖人 則 二 之-一  、 

神 物ハ蓍 也。 聖人 則之ハ 四十 九 ノ用ヲ 以テ其 神 靈ノ應 行 ハル。 天地 至誠 一一 シ テ無レ 息。 故 一一 ョク變 化ス。 聖人 效之 


ノ の 下 

(ィ) 名モ 

あり 


,  SI 四 三 

ハ 乾坤 ノ ニ卦ヲ マウ ケテ 六子ヲ 生ジ、 六十 四卦ヲ 生ズ。 皆 天地 陰陽 變化ノ 道 也。 聖人 ハ- 天ヲ師 トシ テ效 玉へ ド乇、 

後人 ハ易 11 ァラザ レバ 天地 變化 ノ妙ヲ 知べ カラ ズ。 天垂象 …… ハ 日月 星辰 ノ 運行 常ヲ^ ト不レ 得 一一 テ 人事 ノ 吉凶 ヲ 

示シ玉 ヘリ。 聖人 象之ハ 天文 ノ官ヲ 置テ天 變ヲゥ 力、、、 ハ シメ、 天地 ト德ヲ 合シ、 鬼神 ト 吉凶 ヲ合ス ルノ道 了リ。 日 

食 月食 ハ蓮行 ノ數也 トイへ 斥、 天下 道 了リテ 君臣 夫婦 ノ禮儀 正シキ 時ハ、 食ノ ミ有テ 日食 ハナ シ。 人 近 ノ內外 上 

下 正 シキ氣 一一 感ジテ 月ョ リヨ クル 理也。 日ハ君 11 配シ、 月 ハ臣- 配シ、 后 11 配ス レバ ナリ。 月食 ノミ 有コ トハ、 哲 

ョ リヨ クル ノ 理ナケ レバ 也。 故-孔子 ノ赛秋 11 曰 食 ノミ記 シ玉フ ハ、 人倫 道ナキ 「ヲ シメ シ玉フ 也。 河 出圖ハ 龍馬 

負け 圖ヲ 出ク。 天降； <, 其/ 祥 7 ト 云リ。 伏犧 氏ノ德 天-叶 ヘリ。 其 易ヲ作 ント思 召乇時 一一 當 レリ。 故 1 一天 ヨリ 其應 ァリ。 

其 時マデ ハ  一 二三 四 五ノ. 數モ ナカ リシ 一 1、 天ノ數 二十 有 五、 地ノ數 三十 五、 十五 ノ數ヲ 方位 マ デ正シ ク負出 タル ハ 

神妙 也。 然レ 數モ名 モシ ラヌ 太古 ノ時ナ レバ、 平人ハ 連錢ァ シ毛ナ ドノ 如ク 見テ氣 モッタ マジ キカ。 伏犧 ハコ レ 

ナク 开易ハ 作玉フ べケレ 天 ト同德 感應ノ 理ナリ 洛 出書ハ 神き 載-レア 書ヲ 出ス。 訟呈 &r 瑞？ トイ ヘリ。 禹 王ノ德 

地 直 11 叶 ヘリ 0 其 文 九數也 0 禹 洪水 ヲ治メ 玉フ 時、 九 河ヲサ グリ、 中國ヲ 九州 - シ玉フ 0 地理 如レ此 ナクテ ハ不レ 叶 

勢ナレ バ 、 其 功 天意 一一 叶テ 此瑞ヲ 示シ玉 ヘル 也 

舞ー 有， 四 象 一所 ュ以 1  ま 也。 繋 t 辭ヲ焉 所ニ以 ナリ吿 f 也。 定ル -i 之ヲ 以ース 一吉 凶 一所 n 以 ナリ斷 r 也 

夫 易 ハ何爲 者 也 ヨリ 河出圖 …… 聖人 则之 マデノ 結語 也。 示 ハ人ヲ シテ見 トコ 5- ァラ シムル 也。 吿 ハ人ヲ シテ 知處ァ 

ラシ ムル也 。斷ハ 人ヲシ チ疑處 ナカ ラシ ムル也 トイ ヘリ 

繁 辭上傳  <  餌 九 
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易-一 曰。 自リレ 天祐！： 之ヲ。 吉ラ无 、け 不ト 云" 利 ァラ。 子ノ 曰。 祐ハ者 助ナリ 也。 天ノ之 所け 助ル 者ノハ 順ナリ 也。 

乂ノ 之听" 助 クル 者ハ 信ナリ 也。 履 一け 信ヲ思 i1 乎 順 T。 又以 ーァ尙 也。 是ヲ以 テ自レ 天祐け 之ヲ。 吉 -フ 

无. り不 i 利？ 也 

大有ノ 上 九 ノ義ヲ 釋シ玉 ヘリ。 上 九ハ大 有ノ時 一一 當リテ 、其 位 一 I 不レ 居ハ 富貴 ヲ有 セザル 也。 故 11 高ケ レ斥危 カラ 

ズ、 滿レ 溢 レズ。 離 ノ上ュ 居 テ六五 ノ賢ヲ 尊 ブハ、 其 心 明- シ テョ ク 天理 II シ タガフ 也。 初 九 ハ咎ナ キノ ミ、 下 

ナ (ィ) 

ナ レバ 也。 上 九ハ上 一一 居 テ其有 11 不レ 居、 吉 ナル處 也。 功ァ リテ德 トセ ズ>  四時 ノ序 也。 天ノ道 一一 隨ハ 順ノ至 也。 上 

- 居テ賢 I 一信 任スル ハ、 其 心 明 力 11 シテ 眞實ナ レバ 也。 信ヲ フミ 行テ 天道 ノ順ー 一 シ タガハ ン 「ヲ 思フ。 故 II 人好ミ 

シ、 天助 テ吉利 力 ギリ ナシ。 上 一一 居 人 信ナケ レバ、 下 タノ ミナ シ。 信ァ レバ タノ モシ ク思テ 助 クル 者 也。 心 明 一 一 テ 

賢 ヲ尊ビ 予知 ァリ トセ ズ。 故 一一 人 善 ヲ吿ル 「ヲ樂 メリ 

子 曰。 書ハ 不レ盡 t 言ヲ。 言 ハ不， 盡= 思ヲ。 然レ、 、ハ則 聖人 ノ之意 其レ不 ルレ 可-い 見ル 乎。 子 曰。 聖人 立テ、 

レ象ヲ 以テ盡 .i ヲ。 設 ヲ以テ 盡；) 情 偽，；。 繫_§ ヲ焉 以テ盡 S つ 言 T。 變^ ュ迪ゾ 以テ 盡スレ 利ヲ。 

鼓け 之プ 舞" 之ヲ以 テ盡ス レ神ヲ 

書不盡 言、 言不 盡意ハ 古語 トミ H タリ。 然則 聖人 之 意 其 不可 見 乎ハ、 孔子 ノ問ヲ 設ケ玉 ヘリ。 聖人 立 象 ヨリ 孔子 ノ 

自答 也。 意 II フク ム處ノ 深遠 ノ理ハ 言 一一 ィヒ 盡シ 難シ。 言ハ心 ノ聲ナ レバ、 直言 精神 ノ感通 ァリ。 書 ハ其言 ヲ筆ス 


レ开 言 ノ跡ナ レバ 心 聲ノ感 i 得 ラ レズ。 故 £ 人數ノ 象 ヲ立テ 、譽ノ 含ム處5 シ玉 ヘリ。 

處ノ理 限 ナシ。 舉彌至 リーア 理彌 深遠 也 e,^,^ ヽ,， 卜 1^ ン まへ 1 象中フ クム 

フ 溁 達せ 設圭ハ 文 王 圭ノ象 11 ヨリ テ六 十四 卦ノ名 ヲ設玉 ヘリ。 4^v、、，  ノ靑 ト 

ヘリ。 情 ハ眞情 也。 天理 ノ性， ー率フ 也。 四 端  i へ 传 人もノ 情ぎ 一 叶 

：:  ^ノ 天理 ノ性 一一 ソムキ タル 也。 辞ハ卦 交一 一力， Ksfsjg 

^文王 周 公ノ辞 也。 ii ァリ テ書 幽玄 也。 平人ノ 言ノ 如 クロ エノ 人 ノヲ見 ルガ如 キ 1",""" 

!MS?  i 通 之 if  I ノ跡 I ル、 是 r 一 f;" 一一  1, 

ぃァ 歳"" 5、 人事 コ レ _ 一  シタ？ 變-ー ii^LhkH 

"： 時！ 叶：：！ 情 用 一 i  f トイ；、 fa 人 灣ス。 h 

2 霊 シテ. s カキ" ナシ。 是ヲ 利ヲ盡 スト 云 也。 鈸之 舞 之 《人 f  i 善 一一 ゥクリ テ自。 P 

樂政 はい ^  ノ備 也。 f 存神ノ 妙. ぎ-一 スル f ォコス 是盡神 也。 IhfhH 

八 一 I ス 「ァタ ハズぶ I  ノ  f マ 力 if ルト 思へ 21 神 ナク、 時ノ變 通 MM 知ィ 〈レ U 

WM^^  iiii 乾坤 毁ミハ 則无 Mi ス 易，。 易 

T レ可 レ見ノ 坤或ハ 幾： T ン乎 息で ー矣  ノ  J  ^-1  J 

u  一  M ノ霧。 神道 ャム 「ナ ク、 乾坤 列ヲナ セリ。 乾坤 列 ヲナシ if 立ッ。 蔬 i  ノ意 也。 乞坤ノ 

中 一 一 易 道 含蓄 シ テア リ。 タトへ ティ ヘリ 。若 乾坤 ャブレ 、、、マー- 一  1ノ< ？ ^2  ノ 意.， 草坤ノ 

！  若草 坤ャフ グ何ニ ヨリー ァカ 易ヲ見 ンャ。 又易ノ 神道 不レ行 ハレ、 功用變 

土臂 
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化 ミル 「ナ クバ、 乾坤 何 一一 ヨリ テカ 存ゼ ンャ。 易ノ 乾坤 ヲ生 ズルハ 先天 ナリ。 乾坤 易ヲ ァラハ ス 〈後天 也 

是ノ 故-一形 メ而上 ミナ ル者" £ 一 コ之ヲ 道 一。 形.^ 而下ナ ル者ノ 謂 二 之ヲ器 to 化 メ而裁 スゅ之 ヲ謂一 フー 之ヲ變 to 推メ 

而 行フレ 之"？ 一  1 之ヲ通 1^0 擧テ而 措 r 一之^ 天下，^ 之 民？ 謂； 一 之 マ 事業 一 

天地 未 分 ノ時ハ 一 陰 一陽 イマ ダ 形象 ナシ。 道ノ名 付べ キナ シ。 天地 萬 物 出來テ 器 ヨリ 見 ル時ハ ァラハ レズ シテ 上ナ 

ル物 ヲ道ト 云、 ァラハ レ テ下ナ ル物ヲ ュ S ト云。 道ァ レバ 形 ァリ、 形ァ レバ 道 ァリ。 物ァ レバ 則 アル 也。 有形 一一 ヨリ 

テ 無形 ノ道ヲ 知 也。 道 器 合一 ヲ 聖人 ト云、 形 ヲフム 者 也。 形ノ道 一一 順フヲ 賢人 ト云、 形ハ 形、 道ハ 道、 ニー ーナ リタ 

ルヲ 凡人 ト云。 五倫 ハ 也。 父ハ慈 一一、 子ハ 孝、 君ハ仁 一一、 臣 ハ忠、 夫 ハ和義 一一、 婦ハ貞 順、 兄ハ良 一一、 弟 ハ俤、 

朋友 信 アル ハ道 也。 故 一一 形 ハ道 ヨリ 生 ジテ、 道ハ常 1 一形 ヨリ 上 ナル者 也。 器 ハ道ヲ 得テ其 用行ハ レ、 道ハ器 一一 ョ 

リ テア ラハル 、者 也 0 禮 ハ玉帛 一一 非ズ トイ へ 死、 玉帛 一一 ヨリ テ敬ヲ ァラハ シ、 樂ハ鐘 鼓 一一 非ズ トイ へ  >1-、 糸竹 鐘 鼓 

一一 ヨリ テ和 ヲ施ス ガゴ トシ 化 裁 之 ハ天ノ 化 一一 シタガ ッテ人 爲ノ裁 制 ヲスル 時ハ、 天ト Ji- 一一 變ジテ 人民 其 變ヲ不 

レ知、 是 造化 ヲ助ル 道 也 0 農業 ノゴ トキ 天地 造化 ス トイへ 死、 人 裁 制 セザル 時ハ、 其 生功ト ゲズ、 田 畠 ノ草ヲ 除クガ 

如シ。 立ル 物ヲバ 立テ、 除ク 物ヲバ 去ル。 政ヲ ス ルモ德 ヲ以テ 人民 ノ心ヲ 化シテ 後、 禮儀ヲ 敎ル時 ハ惡ヲ 改メ善 一一 ゥ 

ッ リテ、 風俗 變ズル 者 也。 德ノ化 ナクテ 事ノ裁 制バカ リナ レバ、 人民 イト フテ 心服 セズ、 心 術 風俗 >5< 一一  何ト ナク惡 

一一 變ズル 者 也。 故 一一 君子 ハ 古へ ノ道ヲ 推キハ メテ、 至善 ヲ期シ テ其爲 一一 ョラズ 、古今 事 力 ハリテ 道 同ジキ ヲ通ト 云。 

今 ノ時處 位 一一 叶 タル 中ヲァ ゲテ、 天下一 ー用ル 時ハ、 人事 行 ハレ 民業 立 也  _ 

SS 六 


フガキ  ふ 尸 1 フ 

是， 故-夫 レ象ハ 聖人 有 「見， ル， 「天下 ノ之職 1 而， 擬へー 諸 其. 形容 _ 一。 象 物 S 一-。 是ぉ 

之ヲ象 t。 璧人有 S テ見 ，1 「天下^ 動 r 而メ lis っ會通 一。 以テ行 S つ 典 §。 霍辭ヲ 焉以テ P 

其ノ 吉凶 1。 是ノ 故-謂， -之 ヲ爻ー 

重 テ出ス 

極 ，1 ル 天下 ノ之職 1 者 ハ存； ) 乎卦 r 鼓 ，1 ル 1- 天下 ノ之動 T 者存； 乎 辭？ 

幽深玄 遠ノ理 ハ卦べ 乂ノ象 一一 フク メリ。 學ヲ以 テキ ハメ 知べ シ。 生意ノ 活動 ハ卦 爻ノ辞 一一 備 レリ 0 又 辞ノ理 一一 ョッテ 

善心 ノ動ヲ 鼓舞 スル也 

化メ 而裁ス i 之 ヲ存， ス ー乎變 JO 推 メ而行 「ゆ 之ヲ 存ース I 乎 通  -/。 神- -メ而 明 -一 スルニ 之 ヲ存ー J 乎 其ノ人 -一-。 默， 

而" 成-け 之 ヲ不ビ 言 ハ而信 アルつ ハ 存ース ー乎德 行？ 

風化 ノ德 ァリ テ時ト 一一 變ズル 知 アル 人、 ョ ク禮樂 法式 ヲ裁制 スべシ 。推 及シテ 天下一 1 行事 ハ、 m ク 人情 一一 通ジ、 

民ノ 父母 タル 一体 ノ仁 アル 人 ナスべ シ。 易ノ卦 K 乂ノ 象ヲ 見テ、 業ヲ 始メ統 ヲ垂、 イマ ダナ キ物ヲ ヒラク 事ハ、 祌明 

ノ德 アル 人是ヲ ナスべ シ。 卦 K 乂ハ常 一一 ァレ js< 其 人 一一 存ズル 也。 默而 …… ハ深ク 知者 ハイ ヒガ タシ。 知 ノ篤赏 则行ノ 

ナル 也。 信 ノア ツキ 者ハ、 言 ヲ不, 用 シテ人 服ス、 德ハ此 理ヲ心 一一 得テ 固有 ト成 タル 也。 行ハ、 レノ跡 也。 岡 有ノ德 

身 一一 ァフ レ、 四 体 不言 シテサ トレリ。 叉 身 一 一 善ヲ 行へ バ穰テ 心 ノ德ト ナリ、 心 11 得 レバ 身 ユア ラ ハ ル 0 內外始 ヲ 


五 四 

蕃， 3 全集 笫四班 


相成ス ヲ實學 


云お。 i.0i$ 不 tli  S ル乎德 5 歸ス。 是孔鬥 雲 之 心 法 也 


？ 5< 


ト傳 


Ea 九 


八卦 成お ヲ。 象 在 n 其 ノ中？ 矣。 因 _ 耑雾 之.。 X 乂在 t つ 中？ 矣 

-ノ 圭ハ乾 • や 離 i. 巽 •， 手坤、 也。 太 極 兩儀ヲ 生ジ、 環 四象ヲ 生ジ、 匿 入 卜ヲ. 5, J 

聖人 天地 ノ象ヲ 見テ、 八卦 5 ン玉 へで.，, 、ト ， 11. 四 象 「ノ 圭ヲ生 、シーア-き ナセリ 。 

ノ圭ヲ 2 ン， ノ 象 ハ圭ノ  f 有 トイへ ドモ、 卦 出來テ ハ又卦 中， 一 天地万物 ノ象 ァリ。 

J 重 之 ノ八圭 各 八卦 ヲ生 ジテ、 六十 四卦 ナリ、 卦 5 ァリ、 g 一一 天地人 舊ノ  I レリ 物 象ァ 因 

岡柔 相 推 變在 1 っま矣。 繫 考焉而 命考。 動在考 ま 矣。 吉 I 吝 生， 乎き 

者 ノナリ 也。 剛 柔ハ塞本 ヲ 者ナリ 也。 變通ハ 者 蒙き • 凶 £ 者 生 i 一 

乂ノ變 ハ剛柔 相 推 一一 ョッテ 也。 變動 ハ 、仏 ズ寻」 C ズフ。 口ら」 き 

- 生ズレ バ 也。 li^^hu  0a0i へ リ。 i ハ 動 

凶 海吝 ノ 生ズレ ri。 故 f r 人物 ノ 交剛柔相 推 テ道ヲ 得 時 < 治"、 通 ヲ失フ トキ ハ乱 ル， 吉 

.ars ク 月せ 故 r 目阀 一一 能柔 ナルハ 天下 ノ本ヲ 立ル听 お，, 0  g 

能剛ナ ルハ天 _ー繼 テ 極ヲ 立 ルノ志 也。 薦 ナルハ 天"" ク所 U ム 時ハ 天-配 シ 能柔 ナル時 《地 一一 合ス。 

スレ 3 卜ぬ 、  I  ノ" 天下 ノ民 一一 クタ リテ 民-父母 タル ノ仁也 。覆 フコト f.- ノ 加，、，， - 

a  a  a. 露 ヲ開テ 人情 ヲ知、 hxip  .  • 

K£*tl、l  rr  Jin  二. 


雜辭 下 
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トヲ樂 ムハ、 其 政敎時 一一 ヲモム キテ時 ト共ー 1 行 也 

丄ロ 凶ハ者 貞.' 勝ッ者 ナリ 也 

貞 一一 正固ノ 二字 ノ意ヲ フク メリ。 爱 一一 テ ハ固ノ 意ッョ シ。 志 善 一 1 堅固 ナ レバ、 常 一 一吉 隨ヒテ 吉勝レ 凶 也。 志惡 一一 堅 

固ナ レバ 常 一一 凶 一一 シタ ガヒテ 凶勝吉 也。 又 君子 一一 シテ凶 多 ァリ。 小人- シテ吉 多 ァリ。 是ハ 天地 ノ 陰陽 ト 同ジ。 昼 

夜- ティへ バ子 以前 ハ陰勝 陽-一、 子 以後 ハ陽 勝ッ， 陰-一。 無道 ノ代ハ 小人 ノ陽 一一 シテ、 君子 ノ陰 ナリ。 故 一一 小人 I 一吉 多 

シ。 君子 一一 凶 多シ。 有 道 ノ代ハ 君子 ノ陽 ナリ。 故 一一 君子 一 一吉 多シ。 小人 ハ 君子 一 1 教育 セラ レテ吉 中 I 一安 ジ、 無道 ノ 

. 代ハ 小人 君子 ヲァダ トシ、 有 道 ノ代ハ 君子 小人 ヲ愛 ス。 是 君子 ハオ トナ シク、 小人 ハ ワラ ハべ シキ故 也。 若輩 ヲ主 

トス ル時 ハ老莊 トモ 一 1 役セ ラレ、 慈 老ヲ主 トス ル時ハ 若輩 メグ マル 、ガ 如シ。 君子 ハ 無道 ノ代ノ 凶 ヲ以テ 不幸 トセ 

ズ、 却 テ心ヲ ミガク 砥石 トス ル也。 君子 ノ德 ヲミガ キ出ス モノ ハ 小人 ノ横逆 也 

天地 ノ之 道ハ貞 一一， 觀ス者 ノナリ 也。 日月-之 道 ハ貞- ーメ明 カナ ル者 ノナリ 也。 天下 ノ之 動ハ 貞ひル 夫- 1  - 一也 

貞正固 也。 天道 ハ 至誠 也。 故 一一 其 道正シ テ不レ 遠。 固シテ 常ァリ 0 無言 ノ敎 ナリ。 故 一一 貞觀ト ノ玉フ ナリ。 日月 ハ陰 

陽 五行 ノ精靈 也。 其 象ァラ ハ 卞テ神 ナルハ 日月 一一 シク ハナ シ。 天道 ノ 至誠-出 テ、 誠 ヨリ 明ラ カナリ。 天 1 一力、 レ 

ル 聖人 也。 故 1 一 其 ノ明正 固 一一 シテ常 ァリ。 久 シテ不 レ已。 故 II 貞明ト ノ玉フ 也。 天下 ノ動ハ 萬變- シテヒ トシ カラ ズ 

トイへ ドモ、 ： 心 法 正 固ナル 者ハ夫 天理 ヲ得テ 主 トス。 故 一 1 變動中 其 心 純 一 也。 是ヲ 主-忠信, ト云。 本 天理 ノ 至誠 ヲ 

一 

本心 トス ル者ナ レバ、 貞觀貞 明 左右 其 源 II 逢 者 也 


は 

五 


夫 レ乾ハ 確然 ト， 示ズ iT 矣。 夫レ坤 ハ隍然 J 不 r- 人- 簡 ー矣。 X 乂ハ 也者效 お-者 i 也。 象 ハ也者 

像ュ此 者 ノナリ 也 

乾ハ天 也。 確然 トス タヤ カー 一 シテ 一息 ノ間 斷ナシ トイへ 其 道 無事 一一 ヤス ラカ 也。 曰 月 星！ iK ノ 四象ノ ミカ 、リ テ、 

四時 行ハ レ萬物 生ズ。 坤ハ地 也。 隨然ト 天道 一一 ゥケ隨 テ無爲 也。 水火 土石 ノ四 化ノ ミツ ラナ リテ、 雨露 風？ m 時ュ發 

シ、 万物 育ス。 天地 易簡ノ 善ハ知 ヤス ク隨ヒ ヤスシ。 是則 王道 也。 無言 ノ至敎 也。 其 至 一一 及デハ 天地 聖人 トイへ ド 

. モ盡ス コ トァタ ハズ。 乾坤 ノ道 ァラ ハ レ 示シ、 其 中 一一 行ハ ル 、 ハ 人道 也。 天 一一 陰陽 ァリ， 地 1 一剛 1* ァリ、 人 一一 仁義 

ァリ、 是 天地人 自然 ノ六爻 也。 未 畫ノ易 也。 易簡 1! シテ 天下 ノ理得 タル 者 也。 故ュ 云、 爻 ハコ レー 一 ナ ラフ 者 也。 天 

行徤 也。 君子 以自 强不 息、 コレ象 ハコ レー 1 カタ ドル ノ至 也。 乾坤 ノ變化 一一 效テ六 X 乂ヲ 分チ、 乾坤 ノ陰 虚陽赏 一一 カタ 

ドリ テ、 奇偶 ヲナ スコト モ叉其 中 1! ァリ 

X 又 象 動 (1 乎內 r 吉凶 見-ハール 乎 外 r 功業 見 乎變 r 聖人 ノ之情 見- 1 乎辭ー 

內ー I 動ハ未 事物 11 ァラハ レズ、 卦 X 乂ノ上 一 1 吉凶 ノ象 アル ナリ。 動ハ理 ノ發シ テ見ェ タル 所 也。 外ハ旣ュ吉凶ノ^^物 

一 I 施シ及 ビタル 也。 此吉ハ 福利 ノ 好事 一一 ァ ラズ、 凶モ 不吉 ノ事 一一 非ズ。 天 一一 有テハ 陰陽、 人 一一 有テハ 吉凶、 自然 一一 

ナクテ 不レ叶 者 ナリ。 喪 禮ヲ凶 禮ト云 タグ ヒ也。 死生 ハ 天地 ノ常理 ナリ。 生 ヲ好ミ 死 ヲ惡ム 一一 ァラズ 0 陽！ ー對シ 整- 

對シ 生- 對シテ 陰 也。 死 也。 夜 也。 兵ヲ 凶器 トイへ ルガ 如シ。 人 ヲ殺ス 備ナル 故 一一 凶器 トイへ 斥、 文ァ レバ 武ァ リ、 

ナクテ 不レ叶 者 也。 聖賢 ノ功ヲ ナシ業 ヲ立コ トハ、 吉凶 ノ變 ァリテ 其德ァ ラハル、 者 ナリ。 無事 一丁 ンテ 吉凶 常ナル 

繁 辭下傳  五 七 
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時 ハ 順 テ行バ カリ ナリ。 功業 ノ跡見 難シ。 大旱 洪水 等ノ 天變、 夷狄 中 國ノ逆 乱 ノ變ナ ド - 、 聖賢 其 任 一 1 . ァ タル 時 ハ、 

大功 ヲ立 大業 ヲ成者 也 0 聖人 ノ情ハ 文 王 周 公 ヲサス 0 辞ハ卦 爻ノ辞 ナリ。 今 ヨリ 見 レバ 又孔 夫子 ノ情 易庳- ァラ ハ 

レ タリ  ， 

天地 ノ之大 德ヲ曰 ^ 生ト。 聖人 ノ之大 寳ヲ曰 ^ 位ト。 何ヲ以 カ守レ S 位ヲ。 曰 仁。 何.^ 以 カ聚- 人ヲ。 曰 財。 

理ダ レ財 ヲ正ュ 辭ヲ。 禁^.1ルヲ民ノ爲レ？扉ヲ曰暴ト 

生ハ 太虛ノ 神道 也。 生ノ 大本 ヲ 天理 ト云。 則 太 極 也。 此太 極ャ、 形 色 ナク聲 臭 ナク、 其大 外ナク 其小內 ナシ。 始ナ 

ク終 ナキ故 11 無 極ノ名 ァリ。 昔 モ今乇 末代 乇終 11 ァラ ハ レズ シテ、 ョク 天地 ヲ生ジ 萬物ヲ 生ジ、 人ヲ 生ズ。 ァラ 尸 

レザル ュへー 1 天下 ノ 大本 也。 大本 タル 所 ヨリ 太 極ノ名 ァリ。 太 極 兩儀ヲ 生ジテ 天地 位ス。 宇宙 ァリ テョ リコ ノ カタ、 

日 トシ テ不 レ生ト 云コト ナシ。 天地 ノ大德 ヲァラ ハ ス者ハ 聖人 也。 然レ ,1- 位 ヲ不レ 得 下 一一 居 トキ ハ K 乂象/ 理ノミ 一一 シ 

テ 大業 ヲァラ ハス コ トァタ ハズ。 聖人 九 五ノ位 ヲ得ル 時ハ、 天地 ノ 造化 ヲ助テ 溫暑冷 寒 時 ヲタガ へズ、 雨露 風 雷 節 

一一 應ジテ 萬 物 其 生 ヲトグ レバ、 五穀 水火 ノゴ トシ。 家齊リ 國治リ 天下 平 ナリ。 故 一 1 聖人 ノ位ハ 天下 萬 民ノ爲 ノ大寶 

也。 其 位 ヲ守テ 子孫 永久 ナルコ ト ハ、 民ノ 父母 タル ノ 仁政 ナリ。 仁政 ハ 天地 生々 ノ心 一一 隨テ 行フ處 也。 大君 天地 一一 

代テ 天下 ノ 人民 ヲ子 トシ 養ヒ タマ フー 1、 數十家 ヲ聚テ 村里 ヲナ シ、 數百家 ヲ聚テ 鄕黨ヲ ナシ、 數 千家 ヲ聚テ 國都ヲ 

ナシ、 數萬家 ヲ聚テ 京師 ヲ ナス。 人 ヲ聚養 一一 ハ 財ナケ レバ ァタ ハズ。 財 ハ五毂 衣類 竹 木 飮食ノ 器、 スべ テ 日用 II ナ 

クテ不 レ叶者 也。 金銀 錢ハ此 用 物 ヲ助ケ 通 ズル者 也。 在々 所々 ノ民國 都 京師 一 I 出 テ用ヲ 達ス。 故 11 國都 京師 一一 


生 I  ノ 器物 ヲ出ス H 商 ァリ。 ナ クーア， 叶 財物 ナビ トモ、 是 ヲ治ル 道ナケ レバ 却 テ害ヲ ナス 者也。 商 5 用ノ權 

ヲァ タへズ 。商 財 用 ノ欞ヲ 執 トキ ハ、 士貧 ク民窮 スルー 一至 ル モノ ナリ 。富 商 襲 ト富ヲ 爭ヒ、 後一 一 ハ雲モ 財用乏 

クナル 故 一 一士 民 困窮 ス。 故 一一 古 《天 了 Is ノ勢ァ リーア H 商ハ其 利ヲ利 トス。 正辞ハ5臣5^ .,夫々嚴 

々長々 幼々 朋友々々 号令 時ノ 可- 當テ f タガ ハズ。 其 外 萬 事 萬 物 名 正シテ 偽ナキ 也。 民 ノ非ハ 父不レ 父、 子不レ 子、 

乘レ 夫、 婦不 レ婦、 五倫 不正 ヲ非ノ 第一 トス。 土地 財 用  一一 I ヲ . ル コト ァリ。 禁ズ ル ハ禁未 I 未 乱 ヲ本ト ス。 

旣 i シーア 禁ズ ルハ末 也。 義ハ 義以方外 ノ義 ナリ。 人 ノ義ヲ 云、 人ノ義 ヲ立ル トキ ハ非ハ ヲノゾ カラ 養 ルナ リ。 

義ハき ー付テ ノ玉フ 也。 仁 I 知 S 替付 テノ名 也。 蕭ノ心 ハ義ノ 端 トイへ ルモ 本体 ノ上ョ リイ 了 

^ へ 者 包 驚ノ 之王1 天下-; 也。 仰 r、il 於 天 一。 俯 i 豊法ヲ 於 地 一。 Sft5 文. 

Ma 近 クハ取 i 身 奪 ノハ 取， i 物 _;。 於 始テ作 n テ八 §。 以テ f^Mif や；。 さァ 

類- ス I 萬 物" 之靑一  . 

包犧氏 ハ伏犧 也。 始 テア ラ ハレ 玉フ 聖人 也。 疆ノ 人ハ必 天下- 王 タリ。 天爵 人爵 相 應ノ時 ナリ。 此時 S 郡ノ さ 

ハ 賢人 享也。 其 以前 乇震ハ 出 玉 フべケ レ，， 、 人民 一一 欲ナク 惑ナケ レバ 敎 ヘント 思フ 、レナ シ。 不孝 不チ 者ナケ 

レバ 掌 秦ノ名 モナ キ時 也。 伏 犧氏 ノ時ハ 天地開闢 ヨリ 年久 シーア、 人モ I, 一 多 ナリ、 事物 モ漸出 來テ、 人民 

欲 ァリ、 惑 ァリ。 伏 犧是 ヲ匿 ヒテ、 初 テ敎ノ 心 生ズ。 さ i ヲ作リ 玉へ"。 仰 觀ハ 陰陽-ヨリ テ兩儀 ノ爻ヲ ナン、 

日月？ ソテ大 陽 大陰ノ 昏ナシ 、囊 一一 ョッテ 少陽少 陰 ノ爻ヲ ナシ、 乾坤 一一 ョッテ 三畫 卦ヲ ナシ、 乾坤 一索 シテ 

繁 辭下傳 
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長男 ヲ得 ルヲ震 トス。 再 索シテ 屮男ヲ 得ヲ坎 トス。 三 索 シテ少 男ヲ得 ルヲ艮 トス。 叉 一 索シテ 長女 ヲ得 ルヲ §s トス。 

再 索 シテ中 女ヲ得 ルヲ離 トス。 三 索シテ 少女 ヲ得 ルヲ兌 トス。 八卦 備 レリ。 觀法 ハ天ノ 陰陽 五行 ノ施ヲ 受テ風 雷雨 

露 時 一 I シ タガフ ハ地ノ 法 也。 鳥獸 ノ文ハ 羽毛 11 モ 陰陽 ノ 數ァラ ハル 、也。 鲤魚ノ 背 上 一一 三十 六 鱗 アル ハ陰數 ナリ。 

龍 ノ背上 一 I 八十 I 鱗 アル ハ陽 數ノ類 也。 地 ノ宜ハ 西北 ハ地ノ 陽 11 シテ 高シ。 故 11 艮 トス。 東南 ハ地ノ 陰 11 シ テヒク 

シ。 故 一一 免 トス。 水 ハ常 11 東 逝 スルヲ 以テ順 トス。 西北 II 流ル 、ヲ 逆川ト 云。 逆 川-鮭 魚 生ズ。 逆川ハ 天下 ノ 地形 

一 1 非ズ。 其國ノ 地勢 也。 地ノ 宜委シ クイ ハ V 限 アルべ カラ ズ、 草木 一 I ョ ッテモ 知べ シ。 太ハ 地ノ剛 ヲ得テ 生ズ。 草 

ハ 地ノ柔 ヲ得テ 生ズ。 故 11 木 ハ大剛 ノ火ト 合テ物 ヲ烹ト 、ノ へ、 草 ハ大柔 ノ水ー 1 化シテ 人物 ヲ 養フ。 五縠 草木 皆 地 

ノ宜 II シタ ガフ也 近取ハ 天地 ノ 全体 人身 一 1 備 レリ。 遠 取 ハ身外 ノ物竹 木 草花 金石 一一 モ 陰陽 ノ理ァ ラズト 云 r ナ 

シ。 草木 ノ初テ 生ズル ハ 二葉 也。 根ノ  土中 I 一力 タレ テア ラ ハレ ザ ル ハ太 極ノゴ トシ。 一 一葉 一 一 生ジ タル ハ兩 儀ノゴ ト 

シ。 其 二 紫 枝 ト成テ 叉 生ズ。 四 象 八卦 六十 四卦、 下 ヨリ 上 一一 カサ ナリテ 生ズル ガゴ トシ。 聖人 一度 心ヲ付 玉へ バ、 

天理 ノ 流行 一一 ァ ラズト 云コト ナシ。 故 一一 卦爻ヲ 作テ其 精義 ハ心ヲ 洗 ノ心法 トナリ 、神明 ノ德 -通ジ 退テ密 一一 力 クル。 

其 粗 ハ萬物 ノ情其 類. <  不レ盡 ト云コ トナシ 。此 八卦 ハ六 十四 卦也。 ー卦各 八卦 ヲ生ズ レバ 也。 六十 四卦 天地 萬物ノ 

情無 レ不 レ備 

カリ  スナ ドリ 

作； ァ ー結繩 T 而爲； -網罟 1 以ーァ 佃 シ以テ 漁ス。 蓋シ 取， レール ナリ諸 離？ 

初 ハ葛薆 ノ類ヲ トリ テ繩 一一 ナヒ、 結テ網 トシ、 山野 一一 シテ ハ為 獸ヲ トリ、 河 海 一 1 シテ ハ 魚鼈ヲ 取、 肉食 ス ル コトヲ 

n 五^ 


s 五 五 

クク 

敎玉 ヘリ。 || 一一 ハ 一 陰 二 陽 ノ間ー 1 麗ュ へ 一一、 離 ハ麗也 トイ ヘリ、 Ins 兩目 相承 ル ハ虚中 相 ツーク 網ノ象 ァリ。 鳥獸ノ 

網-ツキ 魚 鼈ノ罟 II 麗個 漁ノ理 也。 其 時 ハイ マダ 衣服 ノ 織物 ナシ。 此結繩 織物 ノ漸 也。 絕ノ熾 物モ兩 目シゲ ク相ッ 

，、キ ヒシ トウ チコ ミ タル 物 也。 ナレ ユタ モウ キ世ナ レバ ャ須 磨ノ海 士ノ塩 ャキ衣 マト ヲナル ラン、 トイ ヘリ。 ^ノ 

衣ノ ョ ミア ラキ ハ今 モ虚中 ァリ、 人ノ身 II 麗テ風 寒暑 濕ヲフ セグ者 也。 又 離 ハ火 也。 鳥 魚 ャキテ .< 处スべ シ。 又網ヲ 

水 II 入 タル ハ 水火 旣濟ノ 象 ァリ。 水上 II 火 下 一 1 ァリ、 烹理 ァリ、 直 一 I 火ノ上 ー| 水 ヲ置時 ハ火消 テ用ヲ ナサ ズ。 火 土 

ヲ 生ズ、 土水ヲ 克ス。 土 水火 ノ聞ー 1 有 テ烹ノ 用達 ス。 食物 ヲ調ル 鍋釜 ハ 土器 其 始也。 其後鐵 ヲ取テ 鍋釜 トス。 火尅 

金 一 1 テ器ト ナル。 內 11 水ヲ 入金 生水 ノ水ァ レバ 火金ヲ 損ズル コトァ タハズ シテ、 物ヲ 烹調ル 也。 肉食 ハ 天地 5^ 養ノ 

理也。 其 上 禽獸魚 鼈 人倫 一 1 マジ ハレ バ其害 ヲ去ル 也 

ォ n  ケヅリ  スキ タメ  クハ  ライ ドウ 

包犧 氏沒， 神 農 氏 作ル。 暫木ヲ 爲滅ト 揉 t 木 ヲ爲， 耒ト。 来 耨壬利 以テ敎 契 下 r 盖シ取 1 諸 

一一 

祌農ノ 時 彌人多 成テ、 草木 ノ實、 肉食 ュ テ ハ 不足 ナリ。 神農コ レヲ憂 玉へ バ天 美種ヲ 生ズ。 則取テ 耕作 ノ業 ヲ敎タ マ 

へ リ。 河圖ヲ 出シ洛 書ヲ出 スト 同ジ。 米 草水澤 一一 生ジ、 麥草野 一 1 生ズ トイへ ドモ、 平 人 是ヲ見 テ食ス ル コ トヲ 不レ知 

•  植 (ィ) 

ノ ミナ ラズ、 是ヲ 耕作 スル コ ト ハ イカ デ 知べ キ。 今 ノ田ヲ 種麥ヲ マクヲ 見テ、 神 農氏ノ 神知ヲ 知べ シ。 世間 II 神 農 

ノ 草根 ヲ ナメテ 藥ヲ始 メタ マ へ ル妙 ノミィ ヘリ。 ソレ ヨリ ハ 耕作 ノ業 ヲ始， メタ マ ヘル コト神 一一 シテ 大ナル ュ へ- ァ 

ゲ タマ 〈リ。 前  一 I 伏 犧個漁 ノ事ナ クバ、 鳥 獸田畠 II ミチ テ 農業 ナルべ カラ ズ。 網罟 ノ敎ハ 農業 ノ漸 也。 天下/益 ハ 

紫 辭下傳  六 1 
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農業 ヨリ 大ナル ハナ シ。 益ノ卦 風雷ノ ニ体ヲ 合ス。 風ハ入 リ雷ハ 動、 上 入 下 動、 君子 民ノ 父母 タル 仁德 ァリ。 故 一一 

其 慈心 下 一 I 入リ 通ズ。 下民 仁政 fl 感ジ テョ タツ トメ 動ク。 人民 ノ勤 動ハ 耕作 ヲ本 トス。 風 雷ヲ器 11 トル 時 ハニ体 皆 

木 也。 木 土 1 一入 テ動ク 象 ァリ。 故 一一 鋤鍬ノ 制出來 タリ、 木 ノ先ヲ 平 II ウス タト クシ テ、 カタ 11 足ガ 、リシ、 土 一一  フ 

ミ入テ 動 シォコ ス ヲ鋤ト 云。 マ ガレ ル木 ヲケヅ リテ横 一一 田 島ヲカ へ ス ヲ敏ト 云。 後世 鐡ヲ キタヒ テ是ヲ 作リ、 柄バ 

カリ 木ヲ用 タリ。 一一 H ーノ象 一一 トリ 玉へ"。 理ヲ以 ティへ バ上ヲ 損 ジ下ヲ 益ヲ益 トス。 乾 ノ下ノ 一陽 ヲ損 ジテ、 坤ノ 

下ノ 一 陰ヲ益 タリ。 財 散ズル 時ハ民 アツ マル ノ義 ナリ。 財 ヲ散ズ ル道ハ 仁愛 無欲 ノ心法 ナリ。 是ヲ散 ズル法 ヲ政ト 

云、 政 ァシケ レバ 散 ジテ益 II ナラ ザル者 也。 眞實 II 人民 ヲ子 トス ル 仁心 ノ誠ァ レバ、 言 路ヲ開 キ問コ トヲ 好ミ、 ョ 

ク下ノ 情 1 一通 ズ。 畢竟 知 ハ道學 ヲ好ミ 人情 事變 11 通ズル ヨリ 深ク明 ラカナル 者 也。 是巽入 ノ心法 也 

日中- 爲. 帝ヲ。 致；) 天下 ノ之民 r 聚， 1 天下 ノ之貨 r 交易 メ而 退テ各 4 二 其ノ所 一。 盖シ取 11" 諸 

噬瞳ー  - 

SJ 一 一一  ハ養ノ 道 也。 初 九 上 九 上下 一 1 ミチ テ中 虚ナル ハ 口中 ノ象 也。 九四ノ  I 陽 中 一一 アル ハ 口中 一一 物 アル ノ象 ナリ。 口 

中 一 1 物 ァリテ 下動ク ハク ヒ合ス ルノ象 也。 クヒ合 ル時ハ 味ァリ テ養ト ナル。 天下 ヲ養ノ 道 有無 相 交易 スル 一一 ァリ。 

離 火 上-明 カナ ル ハ 日中 ノ象ナ リ。 震 雷 下-動 ク ハ市ノ 象 也。 雷ハ 陰陽 相スリ テ聲ヲ ナス、 交易 ノ理 也。 農 人ハ米 

麥餘 ァ.^ テ鍬 鎌等ノ 農具 ナク、 魚ナ シ。 故 一一 銀 冶 農具 ヲ持 シ、 漁 者 魚 ヲ持シ 、農 人 米麥ヲ 持テ市 一一 行、 タガ ヒー 一 交易 

スル 也。 其 外 有 トコ II ノ物ヲ 以テ無 トコ a  ノ物ー 1 力 フル 時ハ、 备其利 ヲ得テ 用達 ス。 叉 賢 君 上 一一 在シテ 天下 ノ才ヲ 


a 五 七 

盡シ、 カヲ用 ルノ象 ァリ。 德知上 一 一 明 一一 シテ 才力 下 一一 動ク。 知 ハカ ヲ使、 カハ知 一一 隨， フ。 然レ  >1< 離 明ノ主 自明 一 1 不 

レ居、 前後 ノ陽剛 1 一任 ス。 上 九ハ師 也。 王者 是ヲ臣 トセ ズ。 太公望 ヲ師尙 父 トイへ ルガ 如シ。 九 四ハ臣 也。 三 公 九 

卿 大夫士 其中ュ ァリ。 剛直- シテ善 言 ヲ盡シ 、諫言 ヲィル 、也。 六 五ノ君 天位 一一 處シ、 明 天下 ヲォ ホフ トイへ ド乇、 

知ヲ カク シテ 賢-一 ク ダリ 天下 ノ 言語 ヲ 開ク。 陽 位 一一 シテ 陰柔ヲ 守リ、 明 知 一 一 シテ知 ヲ先ダ テズ。 燈臺本 クラクシ テ 

四方 ヲ テラ ス。 夜 手前 ヲ クラ クナシ 外 一 I 火 アル トキ ハ、 目 カノ 及處遠 ガゴ トシ 

神 農 氏 沒メ黄 帝 堯舜氏 作ル。 通 っー 其ノ變 一一 一 使つ レ民 ヲ不？ レ倦 マ。 神-一 メ而 化スレ 之ヲ。 使二レ Cif ヲ I 且づセ 之。 

ム  《■  ム 

易窮 I ま 則 變ス。 變*ス ル寸ハ 則 通ズ。 通. -ル 5 則 久 -ン。 是ヲ 以テ自 ^ 天祐 t 之ヲ。 吉- フ无. -不 トー, 利 ァラ。 

黄帝堯 舜垂， レー テ 衣裳 一而 天下 治ル。 盖シ 取， レー ルナ-諸 乾坤？ 

伏 穢氏ノ 時 ハ寅ノ 時ノゴ トシ。 神 農 氏 ハ寅ノ 終 東方 少シ白 クナリ タレ tH、 ィ マダ 夜中 ノゴ ト シ。 黄 帝 ノ時ハ 芡スデ 

一一 明 テ物ノ 色 初 テ見ュ ルガ 如シ。 堯舜ノ 時 ハ日ノ 出ノゴ トシ。 伏犧神農ノ代ヲ へ テ器粗5^來、 食旣ー 一足 トイへ Js<、 

天地 ノ風 氣未レ 開。 故 一一 上下 貴賤 ノ分其 實ノミ 有テ文 イマ ダァ ラハ レズ。 黄 帝 一一 至 テ風氣 開ケタ レバ、 人民 夜中 ノ休 

- 一一 テハ 不レ 安心 ァリ。 故 一一 人道 ノ禮儀 文章 黄 帝ユ初 テ堯舜 一一 備 レリ。 1ニ皇 五 帝 ノ民ハ 夙 ニ與テ 終日 善 ヲナシ 、夜 一一 

寐テ 善心 ヲ養 ヘリ。 三 五ノ神 君 天地 風 氣ノ變 一一 通ジテ 民人 善 ヲスル 一一 倦 コトナ キ政敎 ァリ。 聖人 過 化 存神ノ 妙 号令 

ヲカ ラズ、 時 虚位 一一 隨テ 宜ケ レバ、 人民 日 J< IS 善 ユウ ッリ テ、 ナス 者 ヲ不レ 知。 易 ノ道ハ 陰陽 ノ道 ナリ。 天地 ノ 神道 

1^ 辭下獰  ,  4^m 
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也。 陰極 リテ陽 生ズ。 極 レバ 變ズ。 人君 天地 陰陽 ノ變 一一 通ジテ 治ヲナ シ玉フ 時ハ、 天地 ノ 造化 ヲ助テ 其 道 無窮 也。 

, 數 千歳 ノ後 朝鮮 日本 ノ遠國 マ デモ 堯舜ノ 御代 トテ シタ ヒ思ハ ヌ者ナ シ。 故 一一 其 時代 一一 ハ定 レル賦 命ノ上 ーー重 テ天ョ 

リ助 ケ命ゼ ラレ テ、 必ズ其 富貴 ヲ得、 必ズ其 壽命ヲ 得、 必ズ其 令名 ヲ得 テ、 子々 孫々 餘慶 久シ。 天下 ノ爲ノ 大寶ノ 位 

ヲ 得テ、 天下 ヲ利 スル 大業 ノ本 ヲ立ル 也。 其德 ノ至リ 治道ノ 極無爲 一一 シテ 無事 也。 衣冠 束 帶シテ 南面 シ タマ フバカ 

リ也。 是 乾坤 ヲ師 トシ タマ ヘリ。 天 尊ク地 卑シテ 乾坤 定リ、 日月 代 明 一一 四時 一一 行 ハレ 萬 物 生ズ。 堯舜ノ 治 如 レ此天 

地 ト德ヲ 合 スルノ 至 也 

エリ  ケヅリ  カデ  スク 

刳呆 ヲ爲. ぉト。 § 呆ヲ 爲スレ 楫ト。 舟 楫ノ之 利 以テ濟 ri 不通 T。 致， k ヲ以 _ァ 利 天下一。 盖シ 取， 1 リ 

, ク 、ノン 

諸澳！ 

聖人 四海 ヲ見 玉フ コ ト 一 家ノゴ トク、 中國ー 人ノゴ ト シ。 海ヲ へダテ 、 遠 キ國ハ 目 ヲ以テ 見 玉 ハザレ ドモ、 天ノ下 

一一 不通 ノ國々 ァリ、 人 アル コ トヲ知 タマ ヘリ。 天 一一 代テ 人民 ヲ子 トシ タマ へ バ、 養育 ノ直敎 化 ノ道ノ 不レ及 コトヲ S 

ヒ 玉ヒ、 澳ノ卦 一一 木- 乘テ功 ァリ、 大川ヲ ワタル 一一 利 ァリ。 天下 ヲ利 スル象 アル 一一 取テ、 木ヲ エリ テ中 ヲ虚ニ シ、 

楫 ヲ爲リ テ是ヲ 進ム。 一 KiH ハ 水上 一一 木ァ リ風ァ リテ、 水上 一一 木ゥカ ミテ風 アル 時ハ數 千万 里 ヲ渡ス ベ シ。 舟 ハ楫ヲ 

以テ本 トス。 櫓 ト帆ト 其 中- ァリ。 舟 ノ初ハ 大木 ノ中ヲ エリ テ作リ タリ。 今 近 江/湖 一一 アル 舟 ノモャ ゥナル ベ 、ン。 

次第 一一 大船 ヲ作 ルー 1 ヨリ テ板 ヲ以 テ作リ タリ 


，牛 ヲ, 二。 引 臺ヲ致 u 逸プ。 以チ利 r 一 天下一。 盖シ取 一 レール ナリ諸 隨？ 

天地 ノ 間-一 牛馬 ノ生 ズル 無用- シ テ可レ 生理 ナシ。 牛馬 ハ人 ヨリ モカ 强クテ 無知 也。 人ヲ 助べ キ者 也。 一一 一に-一 ノ卦下 

動キ上 悅ブ。 馬 一一 乘テ遠 キヲ行 象 ァリ。 物動勞 シテ乘 人休シ 悅ブ義 也。 澤中 一一 動ク、 澤 ハク ラキ處 也。 クラ キー I 動 

ク ハ 無知 二 シテ人 11 シタ ガフ象 也。 無知 ナル故 二 理ヲ云 テ使フ ベ カラ ズ。 故 一一 牛 ハ轟ヲ 穿， テツ カヒ、 馬ハ初 ハカ シ 

ラヲ マト ヒ、 手綱 ヲカケ テ乘、 後一 1 轡鞍切 付 三 皆 等ノ制 出来 タル ト兒ェ タリ。 牛！ 1 モ乘、 馬 ヲモッ 力へ 死、 IS 一  性 

トス ル處 11 付 テ用ル 也。 射 御 トイ へ バ 車馬 ノ法ト ノミ 心得 ル者 ァレ ドモ、 馬ハ乘 馬其始 也。 陸地 ノア ル處ハ 馬 一一 乘 

テ遠ヲ 致シ、 牛ヲ ッカヒ テ重ヲ 引、 有無 相 通ジ敎 化及テ 遠方 ヲ利ス ルノ道 也 

ゥッ タク 

重 門 撃- ^ 柝ヲ以 _ァ 待 fl 暴 客 T。 盖 "取 11"? 諸 豫？ 

上古 ハ 家屋 風雨 ヲ防 グノミ 一一 テ 鬥ナク 戶ザシ ナシ。 舟 車馬 出來テ 遠方 ノ者至 ル時ハ 夷狄 ノ暴 人ナ ド來ラ ン コ トヲ恐 

ル。 故 11 ァラ カジ メ門戶 ヲ備テ 其內ー 1 拆ヲ ゥッ、 今ノ 拍子木 ナリ。 ひ 一一 一一 一- ノ卦 前ノニ 陰ハ重 門ノ象 也。 下 ノー^ ハ鹱 

柝ノ象 也。 三陰內 一一 安キ ハ說豫 ノ象也 トイ ヘリ。 雷 地ヲ出 テ震フ ハ豫 ナリ。 內 ヨリ 外ヲ 用心 スル 也。 天下 太平 說樂 

ノ時 武備 ヲコ タラ ザル 意ナリ 

キ. ホ  ウス  、ン 3  スク  ^ 

斷ー レア 木.^ 爲- レン 许ト。 堀ぶ 地ヲ爲 5e ト。 臼 杵ノ之 利 萬 民 以テ濟 7。 盖" 取 - レール"" 諸 小過？  i 

一一 一  ハ震木 上 一一 動 キ艮土 下 一一 止ル、 米 ヲ治ノ 象 ナリ。 件 臼 ノ始ハ 地 ヲ堀テ 土ヲカ タメ、 木ヲ以 テッキ タリ。 共 後 

辭下傳  六 £ 
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ヲ石 一一 テック リ タリ。 山ハ ー卷石 ノ多ナ レバ、 今ノ カラ ウス 小過 ノ理 一一 叶 タリ。 或ハ 大本 ヲ H リテ白 トモ ナシ タリ。 

ソレー 1 テ乇上 動 キ下止 ノ象ハ 同前 也。 耒耜ヲ 以テ耕 嫁シ、 米麥多 出来 タレ バ粟ヲ 脫スル 器ナク テ不レ 叶。 故 一一 小過 

ノ象 一一 ョッテ 件 臼 出来 タリ。 臼ハ 小人 ノ事 也。 小過 ハ小キ ナル者 過 タリ。 陽ヲ大 トシ 陰ヲ小 トス。 中二 陽 一 I シテ 

上下 四 陰 ナリ。 內卦乇 一陽 二 陰 ナリ。 外卦モ 一陽 二 陰 也。 共-小過 タリ。 1 君 ニ民ハ 君子 ノ道 也。 君子 少ク 小人 多 

ク、 君子 主ト ナリ、 小人 臣從ト ナル。 有 道ノ代 天地 ノ常 也。 君子 主 トナリ 小人 多 カラ デハ物 出 來ル直 ナシ。 天下 ヲ 

利 スルコ トナシ 

弦 ー呆 一一 爲、〕 i ト。 ■ 木ヲ 爲ス. 矢ト。 弧 矢 壬 利以テ 威一 ス  1 天下 T。 盖シ取 一 レー？ 諸睽 一/ 

木 弓 ヲ弧ト 云 トイ へ リ。 昔 ハ 弓矢 一一 ョ キ木ァ リタ リト見 ヱ タリ。 木 ヲタハ メ弦カ ケテ弓 トシ、 木ヲケ ヅリ、 サキヲ 

ト クシ、 ハズヲ ナシ羽 ヲ付テ 作 タル 其始 也。 心ノ ソムキ タル 者 ヲバ威 ヲ以テ 服スべ シ。 少キ害 ハ重門 擊柝ュ テフ セ 

ギ、 大ナ ル害ハ 弓矢 ユテヲ ドス 也。 ーーー 一一 一 ハ火澤 ヲ合テ 卦ヲナ セリ。 火ハノ ボリ 水 ハク ダル。 其 心 ソムキ タリ。 シ 

力 • レドモ ゾムキ テ用ヲ ナス 理ァ リ。 弓ハ堅 矢ハ横 一一 シ テ用ヲ ナス、 先へ ヤヲ ントテ 前へ 引、 本末 力 *、 ミ タル 方へ 不 

レ張 シテ、 引力 へ シテソ リタ ル方ヲ 張ル、 皆ソ ムキテ 用ル理 也。 吾一 一 ソムキ タル 者 ヲ制ス ル 11 ハ、 其者ヲ 一一 クシ ト思 

ヒ、 ソムキ タル 者 ヲ用テ 功 ァリ。 初 弓矢 ノ制ハ 禽獸ヲ シタガ ュ ル ヨリ 發 リタ ルガ、 禽獸ハ 人- 隨フ 者ナ レ *1<、 タケ 

タカ 强キ ハ却 テ人ヲ 害ス。 是モ ソムキ タル 也。 故 11 弓矢 ヲ作テ 禽獸ヲ ヲドシ 遠ケ、 人倫 ヲ安 ジタ マ ヘリ。 物ノ 品々 

チガヒ タル ハソ ムキ タル 也。 チガヒ タル 物 ヲ寄テ 一体 II セザ レバ、 天下 國家 トモ - 用達 セザル 者 也。 男 ハ外女 ハ內、 


男女 ゾム キテ 家事 調 ヘリ。 天ハ至 動、 地 ハ 至靜、 天地 ソム キテ 万物 生ズ。 一家 ノ內モ 氣質ノ チガヒ タル 者 ヨリ 合テ 

事足 モノ 也。 同ジ ャゥナ ル者バ カリー I テハ 用達 セズ。 硯ハ靜 -墨ハ 動キ、 筆 ハイ ョ，/ > 働キテ 用達 スル ガゴ トシ。 

チガヒ タル 者ヲ 一 体 一 1 ス ル處敎 也 

力 フル  ミム ネ  ノキ 

上古 ハ 穴居 ダ而野 處ス。 後世 ノ 聖人 易 i 之- 以；) 宮室 To 上-い 楝ヲ 下-一け 宇ヲ。 以テ待 r! 風雨 To 盖シ取 ひナリ 

諸 大壯ー 

. 今 多 ハ山ノ 東南 一一 嫁 穴 ァリ。 四方 II 石 ヲタ、 ミ上 一 1 大石ヲ ァゲ、 東南 11 ロア リ。 內虚 II シテ 居べ シ。 是ィ 11 シへノ 

穴居 ナリ。 夂 A ハ是 11 居、 夏ハ 木ノ技ノ ナラビ ョ キ  ーニ^^：ヲ カキ、 上 一一 モ茅ヲ ヲホヒ 、鳥 ノ巢ノ ャか 11 シテ居 レリ。 野 一一 

シテ ハ長キ 柴木ヲ 四方 ヨリ 引ョ セ上ヲ ュヒ、 力 ヤヲ ヲホ ヒ、 內ヲ虚 fl シ テ今ノ 維子 ドャ ノヤ ゥ 一一 シテ居 タル トミ ェ 

タリ。 引 ョセテ ムスべ バ柴ノ 巷ナリ トク レバ 本ノ 野原 ナリ ケリ、 ト云 哥ノゴ トシ。 上古  <  人 スクャ 力 II 無病 ナ リシ 

故 一一 如 レ此。 後世 ハ人多 ナリテ 五穀 魚 鳥 野 茱等ヲ 烹熟シ テ食ス ル故 fl 、次第 li 寒濕 風雨 11 イタ ミテ 穴居 野處タ へガタ 

シ。 故 一一 聖人 宮室 ノ制 ヲナシ タマ ヘリ。 お 一一 一一 ノ內卦 乾 ノ三陽 下 一一 スクャ カナ ル ハ柱ノ 象 ナリ。 震ノ  .一 陽 其 上 一 一 ノボ 

リタ ルハ 楝ノ象 ナリ。 上 ノニ陰 双へ ワカ レ タル ハ 屋根ノ 象 ナリ。 陰 ハ元下 一 1 アル 者 也。 今上  一 I アル ハ ク ダル 義 ァリ。 

双べ フキヲ 口 シク ダリ テ宇ト ナル故 一一、 楝ヲ上 II シ宇ヲ 下 II スト ノ タマ ヘリ 

古 乏葬ル 者ハ。 厚ク衣 スル_1 之- 以 い 薪ヲ。 葬， 1 之 ヲ中野 r 不， 封 セ不， 樹セ。 喪 期无. M 。後世/聖人 

餐 辭下僳  , 六 七 
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易 フル- i 之-一 以 -スー 棺槨 T。 盖シ取 一 V" ナリ諸 大過 一一 一 

人生 形 氣ァリ 、氣ハ 本 ヨリ 天ト 一体 11 シテ ユカ ズト 云コト ナシ。 數ァリ テ游散 スレパ 死ス。 死 スレパ 形ハ土 一一 歸ス。 

理ノ常 ナリ。 故. 一一 古人 ハ理ー 一 シタ ガヒテ 死体 ヲ土ー I ゥ ヅミ、 其 上 11 厚 ク木ヲ キリ 力 ケテ置 タリ。 狼犬ナ ドノ ホ リカ 

へサ、 、、ル 用心 ナル べシ。 野中 一一 如レ 此シテ 塚乇ッ カズ、 樹モ植 ザ リシナ リ。 三年 ノ喪 期ノ 喪ナ， ド、 云數乇 ナク、 人 

ノ情ノ 厚薄- シ タガヒ テナ ゲキ タキ ホ ドナ ゲ キテ、 シ ュルコ トモ、 ヲサ フル コ トモ ナカ リシ 也。 是伏犧 神 農 ノ時ハ 

誠ノ ミー 1 シテ文 ナカ リシ 故 也。 黄 帝 ヨリ 大壯ノ 象 一一 ヨリ テ 家屋 m 來 タリ、 大壯ハ 外 震 也。 震ハ動 也。 風雨 飄搖ノ 

象 也。 是ヲ以 聖人 スミ ガネヲ 作テ屋 ヲナシ タマ ヘリ。 生 テ此形 如 レ此、 孝子 ハ 幽明 死生 ヲ以テ 二- セズ。 大過 ハ澤 

風 也。 內巽 也。 巽ハ入 也。 外 兌 也。 兌 《土 也。 木 土 11 入ノ象 也。 是 ヲ以テ 棺槨ノ 制お 來 タリ。 天下 大 11 過テ害 ナカ 

ルべキ 者ハ孝 也。 故 11 土 11 歸 スルハ 理ナレ -、 孝子 ノ情 一一 隨テ 棺出來 タリ。 厚一 一過 タル 者 也 

上古 ハ結 i ヲ而 治ム。 後世 BK 易 i 之 一一 以 ースー書 契 T。 百官 以テ 治リ。 萬 民以ー ，察き ース。 盖， ン取！ レール ナリ 

ク ワイ 

諸夬ー 

上古 ハ人淳 一 I 事簡 也。 故 一一 事ノ 大小 タ，、 繩 ヲ結ビ テ是ヲ シル。 大事 一一 ハ 大繩ヲ 結ビ、 小事- ハ小 繩ヲ結 ビタリ。 是 

ヲ以 テ治ヲ ナス  一 I タレ リ。 後世 ハ人 多ク物 備リ、 事 シゲキ 二 ヨリ テ 心外 一一 尸 セテ、 風俗 ウス ク僞 生ズ。 故 一一 後世 ノ 

聖人 書 契 ヲ作リ 玉フ。 書ハ 字書 〔^t^fl^H〕 也。 契ハ 判形ナ ドノ 類 也。 力 キ物ヲ サセ、 判 形サセ 箧テハ 後一 I 爭コト 


w 六 s 

ァタ ハズ。 君 タル 人モ 書札 ヲ以 テ國 天下-約 スル 時ハ、 人民 チガ， ヒナ カラ ンコ トヲ信 ジテ、 惡ヲ去 リ善ヲ スルー 一 進 

ム ナリ。 是 ヲ以テ 百官 治リ、 万民 察 11 シテ邪 偽 ナカ リシ 也。 一一 一一 n 《决 也。 君子 ノ道 長シ 小人 ノ道消 スルノ 時 也。 然 

レ 开 小人 ヲ除キ 去 ラハァ ラズ。 政教 ヲ以テ 其 心 ノ惡ヲ 去 也。 書契ハ 欺詐ヲ ナサ ご フシ ムルノ 初 也。 小 契 ヲ以テ 小人 

ヲ 治テ、 イマ ダ刑罸 一一 ハ不レ 及。 上古- クラべ テ薄シ トイへ n<、 後世 ノ及ガ タキ 處ナリ 

是ノ 故-一易 ハ者 象ナリ 也。 象 ハ者像 ナリ也 

奇偶 ハ 陰陽 兩儀ノ 象 也。 奇偶 11 各 又 奇偶 ヲ重テ 四象ヲ 生ズ。 大陽大 陰 少陽少 陰ノ象 也。 四 象 II 又 各 奇偶 ヲ重テ 八卦 

ヲ 生ズ。 是 I 一  ヲィテ 乾坤 六 子ノ象 四方 四 偶 ノ位備 レリ。 ー卦 一一 各 八卦 ヲ重テ 天下 ノ象備 レリ 

象 ハ者材 7 也 

文 王 ノカケ 玉フ彖 ノ辞ハ 一 卦ノ材 ヲノタ マフ 也 

爻ハ 也者效 一-天下 ノ之動 一一 者， ナリ也 

周 公 ノカケ 玉フ爻 ノ辞ハ 天下 ノ動 一！ ョッテ 其 象 其理、 ヲノタ マフ 也 

是ノ 故-一吉 凶 生テ。 而悔吝 著 ハル 也 . 

ョク悔 テ過ヲ 改メ善 一 一 ゥ ツル 時 ハァラ ハ レ テ吉ト ナル。 吝 1 一 シ テ過ヲ カザ リ不レ 改時ハ 、ァラ ハレ テ凶ト ナル。 人事 

ノ 吉凶 也。 天爲ノ 吉凶 ァリ。 寒暑 風雨 ノ イタ ルガ 如シ。 君子 コレヲ 待 一一 道了リ テア ヅカ ラズ 

ま I 辭下傳  六 九 
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陽 卦ハ多 t 陰。 陰 卦ハ多 t 陽。 其/故へ 何ゾャ 也。 陽 卦ハ奇 "リ。 陰 卦ハ偶 i 其 ノ德行 何ゾャ 也。 陽ハ 

1 君- フ而ニ 民 ナ"。 君子 ノ之 道ナリ 也。 陰ハ 二君- フ而ー 民 ナリ。 小人，^ 之 道 ナリ也 

：:  一 iH  一； ヲ陽卦 トス。 一陽 二 陰 也。 スクナ キ者ヲ 主 トス。 故-陽 卦 一一 ハ陰 多シ。 一一！ 一一 一  ョ ヲ陰卦 トス。 一 陰 二 陽 也。 

スクナ キ者ヲ 主 トス。 故-陰 卦 11 ハ陽 多シ。 其 數ヲ以 ティへ バ 陽卦ハ 皆五畫 一一 シテ奇 ナリ。 陰卦ハ 皆四畫 一一 シテ偶 

也。 其德 行ヲ以 ティへ バ、 陽卦 ハー 君- シテニ 民 也。 君子 主 ト成テ 小人 是 一一 シ タガフ ハ 君子 ノ道 也。 陰卦ハ 二君 一一 

シテ 一民 也。 父子 二人  一 I テ僕 一人、 夫婦 一 1 テ 下女 一人、 小身 者ノ体 也。 叉 君子 貧賤 一一 成 テ居ハ 道ナキ 世/風俗 也。 

わ 人時 ヲ得 タル 故 也。 是又 小人 ノ道 也。 又 此君チ 小人 ハ德 一一 力 、ラ ズ、 位 ヲ以テ 云 テョ ク聞ュ ルナ リ。 身代 ヨキ 者 

ハ 下人 多、 小身 者ハ 下人 少シ 

ト. e  チモム キ n トナ ミチ 

易-曰。 憧々 ト ノ任來 う、、 ハ。 朋從 fi 爾ノ 思- r 天下 何 5 思 t 何 5 慮 ラン。 天下 同ノ 歸ヲ而 殊リレ 塗。 一 V 

致ラ而 百き ナリ。 天下 何ヲ 力！ &ヒ何 ヲカ慮 ラン 

子曰ノ 二字 ヲ除 ク、 易 ノ語ト 孔子 ノ語ト ノ分ヲ 立ン爲 一一、 後人 ノ 加へ タル ナルぺ シ。 孔 夫子 咸ノ九 四 ノ爻ノ 辞ヲ取 

耠フ故 一一 易曰ト ァリ。 前ノ 十三 卦ノ 象ヲ トリ、 器ヲ作 給コト 思慮 分別 作意 一一 非ズ。 時 一一 ナクテ 不レ叶 物故 不レ 得レ已 

シテ 制シ給 ヘリ。 陰卦 陽卦モ 自然  一 I シテ 生ズ、 作意 アル 一一 非ズ。 凡人 ハ 益ナキ コトヲ 昼夜 思慮 スル故 一一 不レ 常往來 

ノ 念憧. <然 タリ。 其根ハ 好悪 ノ欲 ヨリ 生ズ。 其 好 處ノ朋 類 間思雜 慮ノ妄 トナル 也。 天下 道 二、 仁ト 不仁 ト也。 仁ナ 

切 六 《5 


E 六 五 

ル者 ハ仁ノ 歸同シ テナ ス處ノ 道ハ異 也。 不仁 乇亦如 レ此。 千 思 百 慮 トイへ ドモ理 -隨所 ハー 也。 故 一一 君子 ハ思 慮ヲ 

費ス コト ナシ。 天地 萬 物 収歛ヲ 主 トス。 發散ハ 不レ得 レ已也 

日往气 (則 月 來リ。 月 往ケ、 、ハ則 日 來ル。 日月 相 推/。 而明生 ズ焉。 寒 往气パ 則 暑 來"。 暑往 5 則 寒 

來ル。 寒暑 相 推メ。 而歲成 ル焉。 往ハ者 屈ナ- 也。 來ハ者 信ナリ 也。 屈 信 相 感メ。 而利生 ズ焉。 尺瘦ノ 

之屈ス ルハ。 以テ求 ルナ ^ 信ン？ 也。 龍 蛇" 之 蟄ス ルハ。 以 テ存ス t 身ヲ也 

曰 ハ晝ヲ テラ シ月ハ 夜ヲテ ラシ、 日月 相 感ジ往 來シテ 代 明 也。 日 北 一一 近付 畫長 一一 隨テ 暑氣 生ズ。 月 北 一 1 メグ リ、 夜長 

一一 隨テ 寒氣 生ズ。 日月 畫夜ヒ トシ キ時 ハ溫 凉ノ氣 生ズ。 日月 南北 一一 相 推シ、 溫暑凉 寒 ノ氣相 感ジテ 一歳 成ル。 陰極 

テ ハ陽ヲ 生ズ。 極ル者 ハ往テ 屈シ、 生 ズル者 ハ來テ 信、 一 氣屈 信シテ 陰陽 ァラ ハ レ、 陰陽 相 感ジテ 萬 物 生ズ。 利是ョ 

リ 大ナル ハナ シ。 神道 利 生 ノ字爱 一一 出 タリ。 易ハ 天地 ノ 神道 也。 尺蠖 ヲ以テ 一 氣ノ屈 信 一一 タ トフ。 屈 ハ信ノ 根 也。 

故 云、 天地万物 収歛ヲ 本 トス。 収歛セ ザ レバ 發散 スルコ トァタ ハズ。 龍 ハョク 伏シ、 ョ ク蔵ル 、故 11、 其身ヲ 存ズ。 

羽ナク シテ 天ヲカ ケルホ ドノ 陽 氣ヲ得 タル 者ナ レ  >1-、 常ハ 至陰ノ 水中 一一 蟄居 ス。 五六 月 ノ陽ノ 時 ヲ得テ ハ雲 シタガ 

ヒ、 雷雨 動ク。 君子 才德ヲ 力 クシ、 民間 II 居ハ夂 A  ノ 龍ノゴ トシ。 収斂 中 11 德ヲ 養テ、 時ヲ得 レバ 其 德當 世-信、 時 

ヲ得ザ レバ 其 道 後世 11 信。 又 君子 財用ヲ ツム ハ屈ノ 時 也。 ッンデ 時 一 1 施ス ハ信 也。 富有 大業 ヲ ナス ノ道 也。 施スべ 

キ爲ー I 積 ハ積時 ヨリ 見ュ ル者 也。 積 樣各別 ナリ。 凡人 《財 用ヲ我 身ノ爲 II 積。 故 11 初 積 時 ヨリ ァシ 、。 身ヲ 以テ财 

繁 辭下傳  七 1 _ 
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ヲ 興シ、 財ヲ以 テ身ヲ 與ス、 黑白ノ 力 ハリ也 

精義 入 一け 神 一一 以ー ァ致ス レ用ヲ 也。 利.〕 用ヲ安 ^ 身" 以テ 崇スレ 德ヲ也 

精義 入神 ハ問學 時習 ノ功 積リ、 自然 ュ至 ル處 ナリ。 溫故ハ 精義 ノ事 #1。 知新ハ 入神 ノ 功也。 舉ハ 聖賢 言行 ノ跡 ナレ 

*5<、 其 跡 11 ョッテ 心 ヲ得時 ハ跡ヲ 忘ル、 是 精義 ノ 功也。 跡 一一 ョラズ 法 一 1 ナヅ マズ、 今一 1 行べ キ時 處位ノ 至善 ヲ知ハ 

入神 也。 则 上古 ノ 聖神 時ト共 一一 行ヒ玉 ヒシ心 也。 故 一一 精義 入神 ナラザ レバ 天下 ノ用 ヲィ タスコ トァタ ハズ、 用ヲ利 

スル ハ人 ヲ安ズ ルノ叟 也。 人 ヲ安ズ ルヲ以 テ身ヲ 安ズル ハ 仁者 ノ心 也。 善ノ善 ナル者 也。 日々 fl 善 ヲナシ テャマ ザ 

. ル ハ德 ヲ高ク スルノ 道 也。 六藝ノ 名人 ト云モ 其 術 一 1 ヲィテ 精義 入神 ノ者 也。 弓 ノ百矢 一一 一 乇 ハヅ レザル 尸， ァ タル 

叟目 ヲ以テ セズ。 目 一一 テネ ラヒテ ハ ハヅ レア リ。 馬 ノ鞍ー I 居ナ ヲルト 上聞 ノ馬ハ シヅ マリ、 下 間ノ馬 ハイ サミ 出來 

ル ハ其乘 手 ノ心ー I 化スル 也。 手綱 鞍ヲ以 テキ ハメテ 乘馬ノ 力 ヲ極ル ハ 馬術 ノ ヨキ II ァラズ 。弓馬 ノ術モ 神 一 1 入テ後 

用 ヲ致ス 者 也 

チチッ カタ  ァラ 

過ぶ 此ヲ 以往 < 未？ 一 之ヲ或 一 レ知ル 「也。 窮 メレ 神 ヲ知ル i 化 ヲ德ノ 之盛ナ ルナ リ也 

善 ヲ積テ 德ヲ髙 タス ル受用 マデハ 語べ シ、 知 シムべ シ。 ソレ ヨリ 以上 ノ直 ハ云コ ト不レ 能、 クラシ ムル 「ァタ ハズ、 

自得 スべ シ。 窮神 知化ノ 地位 ハ鬼勉 ノ及ブ トコ a  一  I ァ ラズ、 德盛ユ 成 テ後自 知べ シ。 窮ハキ ハメ イタル 也。 知ハ知 

行ノ知 一一 同ジ。 我物 ト成 タル 也。 天地 ノ 神化 則 吾 神化 也。 神化 ヲキ ハメ 知ナリ 


易-曰。 困 羊 石- s 羊蒺雙 。 入； 手 其に 呂 一- 不. 見， -其， 妻 S シ。 非い 所 i ム而困 ム焉。 名.^ 

辱ム。 非，. 所 1 據 ル而據 ル焉。 身 必.^ 危シ。 旣-- 辱 直ッ危 キハ。 死期 將 一 至 妻 其レ可 一) 得， 而見 i 

邪  , 

困ノ 六コフ 交ノ義 ヲ取テ 小人 ノ好 惡ノ迷 ヒヲノ 玉フ也 0 大石ハ 動スべ カラ ザル物 也。 然ルヲ 動 シゥッ サン トシ テ勞 

シ 困ムガ 如ク、 茨 カラタ チハ ヨリ 休スべ カラ ザル物 也。 然 ルヲ是 一一 ヨリ 近付 テ身安 カラ ザル ガゴ トク、 好悪 ノ欲ョ 

リナ ラヌコ トヲ求 メナ サン トシ テ、 人- モア ザケ ラレ、 身モ危 クナル 也。 自 ナセル 禍サク ベ カラ ザ ル時ハ 滅亡 一一 至 

リヌ。 家 一一 歸テ 妻子 ヲ 3- ル コト モナ ラザル 也。 憧々 往來ノ 好 惡ノ念 ノトケ タル 者& 

易-曰。 公用 テ射， 一 隼 ヲ于高 墉ノ之 上？。 獲 5 无 t 不 i 利？。 隼ハ者 禽ナ" 也。 nl^ 矢 ハ者器 ナ.， 也。 

1 、 -  ォサメ 

射ル W 之ヲ者 人ナリ 也。 君子 藏； i ヲ於 身；。 待 5 時 ヲ而動 S 何ノ不 i 利ァラ 之レ有 動 テ而不 

是 ヲ以テ 出デ、 而有" 獲 ラル 3  一〕 成 器-一 メ而 動ク者 一也 

上 S ケレ S 位 一一 非ズ、 三 公 ノ師保 タル 者 也。 周ノ 太公望 ノゴ トシ。 故-公 トノ玉 ヘリ。 隼ハ鳥 一一 シーア 鳥 ヲゥチ 

害ス。 人 一一 シ テ人ヲ 害スル 小人, 1 タ トフ。 墉ハ墻 ノ內外 ノ限也 トイ ヘリ。 害墻ノ 内， 一 アル 時 ハイ マダ 去べ カラ ズ。 

力 キノ 外 一 1 アル 時ハき 不レ 及。 今 力 千ノ上  一！ ァリ。 内ヲ ハナ レ タレ Mki 高 シ テ時萝 ゥ 力 -, フ 者 也。 

是カ ヲ用テ 去べ キノ 時 也。 是ヲ 去得テ 民ノ害 除ク。 天下 ノ患 去ル S 天下 ノ利 也。 仁政 ノサマ タゲヲ 解 也。 孔 夫子 


ルイ フス フム 
本 二 ホ底ス 
-作 ゝ本ホ 

3  ノレ フム 、 
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解 ノ上六 ノ義ヲ 取 テノ玉 ヘリ。 君子 文武 ヲ身ー 一 修テ、 時 ヲ以テ 動ク、 時ナケ レバ ャム。 動クべ キ爲ー I 修ル  一 I ァ ラズ、 

天ノ 陰陽 人ノ 文武 ハ德ノ 用 也。 動 テム スボヽ ラザル ハ時ト 共 一一 ス レバ ナリ。 師ヲ出 シテ賊 ヲ得ル r、 弓矢 ノ器ヲ 身 

鲁 

II ォサ メテ隼 ノ害ヲ 除クガ 如シ。 成 器ハ文 武備へ タル ナリ。 雷 水ヲ解 トス。 天地 ノ氣ノ ムス ボ 、 レヲ解 也。 夏烹濕 

ノ氣欝 結 シテ萬 物 ノ生留 滞ス。 此時 一一 雷雨 動 キミ チテ 烹濕ヲ 散ジ、 欝結ヲ 解 テ萬物 生長 ス。 一体 ノ 心氣ス 、や シ。 人 

心 ノ欝結 天下 ノ留 帶ヲ ナス 者ハ 小人 ノ害 也。 解ノ時 君子 進 小人 退 トイへ Ji<、 君子 力 ヲ用テ 急 II セズ。 解ノ 終-至 テ 

解散 セズ シテ 不レ. ^勢 ァリ。 憧々 往來ノ 念 イタ ス處ー 1 ァラズ 

ヲデ  ス、 マ ザ  チ ドサ  n 

小人 ハ不 恥擎仁 一。 不レ畏 二 不義 T。 不 "I 見， 利 ヲ不， 勸。 不レ 1 威不， 懲"。 小磘 r 而大 滅ム。 

此" 小人 ノ之 福ナリ 也。 易 _ 一日。 履 _ レア 校.^ 滅 1 耻"。 无. ぶ n。 此ヲ之 謂.^ ナリ也 

此 小人 ハ 大身 小身- ョ ラズ、 心ノ小 体- シタ ガフ者 也。 小体ト ハ形ノ 欲ヲ云 也。 大人 ハ 貴賤 一 1 ョ ラズ、 大体 一一 隨フ 

者 也。 大体 ト ハ道 德ヲ云 也。 不仁 ハ人ナ ラザル 也。 小人 ハ 吾心 ノ人ナ ラザル ヲモ恥 ト不レ 思、 不義 モ憚 リヲソ レズ。 

仁 ヲシテ 吾 身 ノ爲ュ 利ァリ トミ レバ ナシ、 不義 ヲシ テ惡キ 一一 懲ザレ バヤ マズ。 小キ 不仁 不義 ヲシ テ、 大 II コリ イマ 

シ メタ シ ナム ハ 小人 ノ福 也。 天 ノ慈命 也。 父母 ノ 不才 ノ子ヲ 戒ムル ガゴ トシ。 噬嗑ノ 初 九ノ爻 ノ義ヲ 取テノ 玉フ、 

罪人-足 力 セヲ入 ティ マシメ 置ハ、 罪少キ ナル時 イマ シメコ ラス 者 也。 故 一一 大罪 ヲヲカ サズシ テ咎ナ シ SMI 尸 離 明 

照 シテ震 威 示ス、 刑罸ヲ 用ル象 也。 天下 恐レテ 惡ナキ ハ 神武 ノ德 也。 校 ヲ屐テ 跡ヲ滅 ハ行 シメ ザル 也。 小人 ハ惡ヲ 

ナサ シメザ ルャゥ ニス ルノ象 也  、 


BM ハ九 

善 不レ、 M ラ不レ 足 一 フー 以テ 成べ g ヲ。 惡不ぶ 積 ラ不， 足 一一 以テ滅 ベ！ 身ヲ。 小人 以-; つ 一 小善 iv, 无シ 基。 而 

弗レ爲 也。 以 コ小惡 T 爲" 无シ t 傷レ。 而弗. 去ーフ 也。 故 一- 惡積 リテ 而不， 可 レ掩フ 。罪 大ーフ 而不. 可レ 解ク。 

二 ナフ カシ キ 

易 二 曰。 何- i 校 ヲ滅は 耳 ヲ凶シ 

日々 一一 善 ヲナシ テ心善 一一 化ス ル時ハ 善人 ノ名 ァリ。 曰々 一一 惡ヲ ナシ テ心惡 一一 化 スル 時ハ惡 人ノ名 ァリ。 終 一一 身ヲ亡 

一一 至ル者 也。 小人 ハ思 ヘリ、 大ナル 善 アラバ ナシ テ名ヲ トルべ シ。 少キ 善ハ目 一一 乇不レ 立、 益ナシ ト云テ セズ。 德ヲ 

ナス コト ハ曰々 一一 積ノ 小善 一一 アル コト ヲ不レ 知。 タト ヒ 1 善ヲ ナシテ 一朝 ノ名ヲ 得 タリ トモ、 其 身 小人 ナ ラバ 却テゥ 

タガ ハ ルべ シ。 源ナキ 水ノゴ トク 一一 テ跡ナ カルべ シ。 小惡 ハコ レホ ドノ 叟ハ罪 一一 モナ ラジ、 人 モイ ハジ ト思 テス レ 

日々 一一 ナス コトナ レバ、 惡積テ カク レナ ク、 罪大 ー| ナリ テョ ケガ タシ。 减趾ノ 初 fi 不レ戒 シテ减 耳 二 イタ レリ。 

クビ カセハ 大罪 ノ者 也。 學不學 *<ュ 不明 ノ者シ カリ。 日用 念 慮ノ上 一一 モア リ。 少キ 妄念 ノォ コリ タル 時 11 不レ去 分 

モナ キ間思 雜慮ヲ ナグサ ミノ ャゥ 一一 思へ バ甚 シキ ハ 惡ヲモ タク、、、、 身 ヲ亡ス 一 一 至リ、 シ カラ ザレ 夜ィ ネガ タク、 

病ヲ生 ズル者 ァリ。 ァタ ライト マ 一一 思 フべキ 善多ク ナスべ キ叟 多シ 

危キ者ハ安？<ール其^^^者ナリ也。 亡 スル者 ノハ保 fi 其ノ存 ^ 者- ナリ 也。 亂ル、 者 ノハ有 ーッ| 其， 治 T 者ノす 也。 是ノ 

故 一一 君子 ハ安 ケレ ie 不レ 忘け 危キ ヲ。 存スぶ 而不レ 忘-亡 ン 「ヲ Q 治レ充 而不， 忘 ^ 亂 レン？。 是ヲ以 ーァ身 安クメ 

而國家 可 t 保.^ 也。 易 曰ク。 其レ亡 ナン 其レ亡 ナン。 レ  1 リ于包 桑？ 

辭下^  七 五 
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古 凡 情ノ体 貴賤 11 如 レ是。 其 中 危亡乱 年月 ノ遲速 ァリ。 危ハ イマ ダニ 一 u 十 年 モカ、 ハルコ ト ァリ。 亡 ルモ五 年 

十 年 ノブ ルコト ァリ。 乱ハ 三年 五 年 ノ內外 也。 危コト 極 テ亡ー I 至リ、 亡 極テ乱 一一 至ル 也。 


是故 一一 君子 ハ 位安ケ レ  危キ コ ト ヲ不レ 忘、 威欞 存スレ *r 亡ン 「ヲ 不レ 忘、 政令 道ァ レ 乱レ ン r ヲ不レ 忘。 ョク天 

下ノ 困窮 ヲス クヒ、 人情 ヲ察 シ、 諫ヲ ィレ、 ソ シリヲ 聞、 天下 ノ安キ ヲ以テ 其 身 安 ズル者 也。 易 ノ否ノ 九 五 ノ義ヲ 

取テノ 玉フ。 桑ハ其 根深 ク固 シ。 况ャ アツ マリ 生ジ タル ハ甚カ タク シテ ヌケガ タシ。 亡ン r ヲ不 レ忘シ テ奢タ カブ 

ラズ、 私 知 ヲ不レ 用、 古へ ヲ學ビ 今ヲ 察シ、 賢 良ヲ好 ム人ノ 圃家ノ ュ ルギナ キコト 包 桑ノゴ トシ ト也 

德薄ク メ而位 尊. ン。 知 小一 フ而謀 「大 ナリ。 力 小さ フ而任 重 g 鮮. - 不ルハ 及、、 ハ矣。 易 一一 曰。 鼎 折 ルレ 足ヲ 

n ポ  コ ナがキ 

覆一ス 一公 ノ 辣 1 其 ノ形渥 タリ。 凶シ。 言ハ不 t 勝， へ 一 其ノ任 一一 一也 

德 位- 不レ 叶、 謀 知 一一 不レ 叶、 職 任 才力 一一 不レ 叶。 如 レ此ー I シテ國 天下 治べ カラ ズ。 長久 ナルべ カラ ズ a 鼎 ノ九四 ノ；^ 

ノ義ヲ 取 テノタ マフ。 鼎ノ中 入物 多キ II 足ョ ハク シテ 實ヲコ ボシ、 人ヲ養 ハザル ガゴ トシ。 公ハ 公義 也。 公義 ノ； S 

ヲ n ボ ツナ レバ、 ォ ホヤ ケ ノ人ヲ 養 フべキ 財用ヲ ァシク トリ アツ 力 ヒテ、 誰 ガ爲ー I モナ ラザル 也。 後世 王 4^ モ財用 
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乏 シク、 大夫士 貧窮 シ、 人民 飢寒 II 及ブコ トハ、 有道ノ 代-三倍 五倍 シテ 取ァグ ル處ノ 財 用 畢竟 誰ガ 爲ー 1 モナ ラズ， 

富 商姦邪 ノ手ヲ へ テ 風俗 ヲ 乱ルノ 用トナ レリ。 是王 疾ノ 人才 ヲ H ラブ コ トセ パク、 人臣 モ己ガ 才力 ヲ ハカ ラズ シテ、 

ァタ ハザル 重職 ヲ受 テ、 賢才 ヲ ス 、 メザル 故 也。 其國 一一 モ害ー I、 其 家 一一 乇凶 也。 渥 ハ 大任 ネ知ー 1 タ へ ズ シテ 見グル 

. シキ兒 也。 四 ハ初ト 應ズ。 四ハ陰 位ナレ  陽 爻ナル 故 一 1、 九 ニノ 賢才 ヲ イミ テ初ー 1 ョル。 初ハ 陰柔ノ 小人 一 1 シテ四 

ノ 大臣 一 一 コビ 求ム。 其 心 一 一 叶 ハンコ ト ヲ欲シ テ非ヲ 助ク。 天下 ノ叟 一人 シテ ナスべ カラ ズ。 天下 ノ賢 知ヲ求 テカヲ 

合ス ぺシ。 其 人 ヲ得ル 時 ハ不レ 勞シテ 平治ィ タスべ シ。 然ル - 四ノ 大臣 賢才 ヲ イミ テ 小人 ブ 近付、 獨知 ヲ用テ 天下 

ノソシ リヲィ タス。 故 一一 其 形 ハヂハ ヅル也 0 ハヅル ハイ マダ不 レ亡處 ァリ。 ソ シリヲ イカリ、 ィキド ホル 者 ハ亡乱 

モ亦ス ミヤ カナリ 

へ クラ  ケび  力 

知ル ^ 幾 ヲ其レ 神 力 乎。 君子 ハ上 交不 4§ ハ。 下 交不， 瀆 S 其レ知 ルレ 幾ヲ 乎。 幾ハ者 動， 之微。 吉ノ之 

先見 ナ ル者ノ ず 也。 君子 見-, 7 幾ヲ而 作ス。 不， 俟， 終ル J 日ヲ。 易-一 曰。 介 一一 于石 不レ 終-日 ヲ。 

貞 i ロナ リ。 介 如. 若 ノ焉。 寧。 用. バ終 J 日ヲ。 斷可 t 識ヌ 矣。 君子 知， 微ヲ 知， 彰ヲ。 知 .柔ヲ 知ル 

ァ ラハル * 

レ 剛ヲ。 萬 夫 ノ之望 ミナ 

幾 ハイ マ ダ聲色 一 1 ァラ 尸 レズ、 念 慮 一一 ォコ ラズ、 形 ナキヲ 見、 聲ナキ ヲ聞處 也。 神 ハ形ナ クシ テ用 ァリ。 不 行シテ 

ス ミヤ カー 1 不來シ テ至ル 者 也。 故 一一 幾 ヲ知ノ 人ハ神 也。 吾 ヨリ 上ッカ タノ 人 I 一 交一 I ハ 恭ヲ以 テス。 恭過 テハ翮 - 
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至リ易 キノ 幾 不レ交 以前 一一 ァリ。 吾 ヨリ 下ッカ タノ 人 一一 交 II ハ和 ヲ以テ ス。 和過テ ハ德 ヲケガ ス 11 至リ易 キノ 幾不 

レ交 以前 一一 ァリ。 故- 蹈瀆ー 1 ナガ レズ、 不レ流 トキ ハ恭 和ハ 心ノ德 也。 下 交 上交ハ 人倫 日用 ノ 近事 也。 是以テ 神幾ヲ 

發明シ 玉 フ聖意 親切 ナリ。 世間 ノ神 ヲィ ヒ幾ヲ 云ハ、 玄深 幽遠 ノ事 ナリ。 入 德ノ益 ナシ。 動 之徴ハ 一陽来復 ノ幾無 

聲 無臭 ノ時ナ リ。 一 陰 一 陽ノ道 ハ云ガ タシ。 繼者ハ 善 也。 是吉ノ 先見 力。 君子 ハ未乱 一一 乱ヲ 知。 故 一一 日 ヲ終ル 「ヲ 

マ タズ、 豫ノ六 ニノ 爻ノ 義ヲ取 テスタ マフ。 石 ハ至靜 • 無欲 • 至 重 • 不動ノ 物 也。 君子 介然 トシ テカ タキ 「石 ノゴ 

トシ。 無欲 ナ ルガ 故 一一 天下 其 心 ヲ動ス 「ァタ ハズ。 故 一一 鬼神 ト 吉凶 ヲ合 シテ日 ヲ不レ 終、 貞正ナ ルガ 故-一吉 也。 欲 

一一 ヒカル、 コト ナシ、 何 ゾ留滞 セン ャ。 决斷ノ ス ミヤ カナ ルコ ト可レ 知 ト也。 微 ハ知ガ タシ。 是ヲ知 トキ ハ彰ヲ 知 

n ト其中 一一 ァリ。 君子 平生 ハ柔 ヲ以 テ德ヲ 養フ、 事 アル 時 ハ剛ヲ 以テ决 斷ス。 諸人 ノ望 思フ 處ナリ 

チカ t カナ 

顏氏ノ 之 子 其 レ殆ド 庶幾 乎。 有レ； 1 不善-未？^ 骨 ァ不、 ッ、 パ 知ラ。 知レ、 ^ 之ヲ 未？ 一 甞テ復 ノメ行 一也。 易-曰。 

不 W 遠 復ス。 无 5 祇ハ悔 一一。 元吉ナ )  . 

庶幾 ハ道体 II 近キ 也。 聖心ニ 及べ ルコト 程ナキ 也。 聖心 空 々トシ テ 一物 ナシ。 不善 ノ念ナ キノ ミナ ラズ、 善 念モ又 

ナシ。 寂然 不動 感ジテ 天下 ノ 故-一通 ズ ルノミ 也。 顏子ノ 不善 ノ念ハ 吾人 ノ 不善 ノ 念ノゴ トキ 一一 ハ 非ズ。 吾人 ノ 不善 

ノ念モ 叉 利欲 ノミ心 トス ル 下品 ノ 不善 ノ念 11 ハ 非ズ。 顏子ノ 不善 ハ 吾人 一一 ァリテ ハ善念 也。 善ナレ tt; 感ジテ 通ズル 

時 ナラザ レバ、 筌 々如ノ 本体 一 一 ァ ラズ。 金玉 ノホ コリモ 土石 ノホコ リ乇目 中 1 一入 テ須ヲ ナス コト ハー ナリ。 故 一一 不 

善 トス。 ソレダ 一一 一念 キザ、 ン トス ル處ー 一 テ シラズ ト云コ ト ナシ。 是ヲ知 ハ 心 思 一 一 ト\  メズ、 1 占： メ雪ヲ 大ナル 火 


上 一一 落ス ガゴ トシ。 火 上 マ デ落付 ズシテ 消スル ガゴ トシ. - 况ャ身 一一 ホ， トコ シ行 一一 不レ 至、 一 曰 1 化 シテ聖 心 一一 至 ルぺキ 

コ ト程ァ ラジト ノ玉フ 也。 易 ノ復ノ 初 九 ノ爻ノ 義ヲ取 テス 玉フ。 不レ 遠シテ 復ス。 吾人 念々 思テ 後- 知ガ故 II 、空 体 

一一 復スル コト遠 シテヲ ソレ。 甚シキ ハ身 一一 施 シ行ー 一 ァラハ レテ悔 1 一至 ル也。 悔テ 後改ル ハヲ ソケレ Ji- 改ー I ョ ッテ士 11 

也。 身 11 ホドコ サズ、 行 一一 ァラ ハレ ズ、 1 一念 トツ ガズ、 1 念 半 念ノ間 II 復ス レバ 悔ー 1 乇至 ラズ。 故 1 一 元吉也 

天地 絪 II- フ。 萬 物化醇 -ン。 男女 搆 _i 精 ヲ萬物 化生 ス。 易 一一 曰。 三人 行 ク寸ハ 則 損！ - 一  人 T。 一  人行ク オハ 

則 得 二 其ノ友 r 言 心 ハ致ー . ^リ也 

絪緦ハ 陰陽 ノ交 也。 密雲 雨ヲ ナス ゴ トク、 陰陽 ノ氣 交密ス レバ 化 厚シテ 凝、 二度 一一 ヲヒ テ天ヲ 生ジ、 地ヲ 生ジ、 萬 

物ヲ 生ズ。 人 モ初ハ 天地 ヲ 父母 トシ 氣化  ー| ョッテ 生ズ。 男女 出来 テ後ハ 精ヲァ ハ セテ萬 物 化生 ス。 是 ヨリ 形 化スル 

也。 今乇 草木 ハ氣化 也。 初 テナ シ タル 池 水 一 一 魚 生ジ、 小 虫ノヲ ノレ ト生ズ ルナ ドハ 氣化 也。 操ノ 六三ノ 爻ノ義 ヲ取テ 

ノ 玉フ。 ns 一一 ハ本！ 一一 sli 也。 陽降リ 陰升テ 和合 シテ 春ヲ ナス、 氣化ノ 初 ナリ。 陰陽 天地 男女 皆 二人 相 與ス。 泰ノ卦 三 

陰 三 陽 ナル時 ハ陰モ ー陰ァ マリ、 陽 モー 陽ァ マリ、 三人 行 トキ ハ 一 人ァ マリ テ損 ズル 也。 卦体初 ト四ト 與シ、 ニト 

五ト 與シ、 三 ト上ト 與ス。 故 一一 九 三 ノ陽餘 リ損ゼ ラレ、 升 テ上ト ナル。 陽 ノ性ハ 升ル故 也。 上六ノ 一 陰餘リ 損ゼラ 

レ降 テ三ト ナル、 陰 ノ性ハ 降 故 也。 三 上 相 力 ハツ テ炅 兌ト ナル。 艮ハ少 男梵ハ 少女 也。 感 應深ク 化生 永久 ナル ハ少 

男 少女 一一 シク ハナ シ。 形 化ノ象 也。 二人 相 與シテ 一致 ナル 時ハ物 成就 ス。 君臣 男女 皆シ カリ。 叉 报ノ義 ァリ。 上ヲ 

艮ー 1 シ下ヲ 免  一！ ス。 山 ノ体高 ク澤ノ 体 深シ。 下 深 キ時ハ 上 益 高シ。 下ヲ損 シ上ヲ 益ノ義 ナリ。 叉 澤山下 一 1 ァリテ 其 
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氣上ー 1 通ジ、 潤 草木 萬 物  一 I 及ブ。 民 五穀 ヲ作テ 王侯 大夫 士ヲ養 ガゴ トシ。 王疾ハ 位高 キ 「山 ノゴ トシ。 民ハ 下賤 

ナ ルコト 澤ノゴ トシ。 民 ハ愚ー 1 シテ欺 ヤスシ。 王 矣卿大 夫士ハ 華美 ナリヤ スシ。 天下 ノ潤澤 王畿國 都-アツ マル 時 

《、民 曰々 一 1 困窮 ス。 上 奢 民 窮スル 時ハ富 商時ヲ 得テ、 士貧 シク民 窮スル 時ハ常 ノエ 商利 ヲ失 ナフ。 後 II ハ 諸侯 大 

夫モ 風俗 ハ奢 リ、； 权ト n  p ハ 窮ス。 財 用 不レ足 故 一一 非道 ァリ、 終 11 天下 ノ乱ト ナル。 是下ヲ 損 ジ上ヲ 益 ノ至ハ 天下 

ノ摂 タル 義也。 無道 ノ時 ノ摂是 也。 叉 有 道ノ損 ァリ。 王俟 大夫士 仁愛 無欲 一一 シテ 風俗 質素 也。 軍役 民間 一一 ァリ。 農 

兵ナ レバ 十 一 ヲ取テ 公用 餘 ァリ。 十一 一 シテ 1 ハ 下ノ餘 ナリ。 其餘ヲ 取テ上 一一 積 ハ山ノ 象 也。 其積コ ト上ノ 私用 一一 ァ 

ラズ。 水旱 ノ備、 夷狄 ノ變、 舟橋 道路 池 堤 等 ノスべ テ國 天下 ノ 人民 ノ爲ノ タク ハ へ 也。 父母 ノ常ノ 用ヲ節 シテ、 子 

ノ爲ニ タク ハフ ルガ ゴ トシ。 山 澤氣ヲ 通ジ、 澤ノ潤 山 11 ノボル トイへ ドモ、 草木 シゲリ 神氣厚 クナル 時ハ流 泉出テ 

又下ヲ 潤ス。 民 五穀 財 用ヲ生 ジテ上 一一 奉ズ トイ へ 11-、 上是ヲ 取テ萬 民ノ用 トス ルガ 如シ 0 是有道 ノ代ノ 損；：； 上ヲ損 

> ジテ下 一一 益、 天下 長久 一 1 シテ 上下 安シ。 是 天下 ノ益 タル 所 也 

君子 ハ 安う 其ノ身 T 而， 後一 一 動 S 易 r 「其ノ 心 T 而ガ 後一 一語ち 定 r 一 テ其丄 父 T 而後 一一 求ち 君子 ハ修- 1 此ノ 

三ノ者 r 故-全. ン也。 危 メ以テ 動" オハ 則 民 不レ與 也。 懼 =.7 以テ 語ル オハ 則 民不， 應ゼ 也。 无， レ 交リ而 

求 ル寸ハ 則 民 不レ與 へ 也。 莫 r 一寸 ハ之 ヲ與？ ル 「則 傷 ぼ 之 者 至 ル矣。 易 一一 曰。 莫基ス J 之 ヲ或レ 之ヲ。 立ルっ 

レ心ヲ 勿 レ恒。 a シ . ； .  ；, ： ；: . ，； I  r. 
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凡人 ハ其身 ヲ危シ テ進ミ 動ク、 欲 ノ求ャ マ ザ レバ 安危 ヲ ハカ ラズ、 動 キス マ スカ、 動 キソコ ナフ カヲ 存亡 ノ仕 合一 一 

力 ケテ見 ルバ カリ ナリ。 其 身 ハ欲故 - サモ思 ハザレ >1<、 見ル者 同心 セズ。 君子 《欲 ノ求ナ シ、 不レ 動シテ 不レ叶 義理 

ァリ。 天ノ ナセル 勢 ァリテ 進退 ス。 其 心 n 得失 ヲ必 トセ ザ レバ、 其 身 安シ。 語 《心 ノ聲 也。 其 心 II 天理 ノ 武、 樂 ァリ。 

平易 一 1 シテ  一一 一一 C 故 ュ人感 應ス。 小人 ハ心ー I 好 惡ァリ 、得 ザ ラン コトヲ 恐レ、 サ ハリア ルヲ 惡ム。 心 サカシ クシ テ l^g ル。 

故-開 者應 ゼズ。 君子 ハ其 交リ 定リ、 同心 同德  一丁 ンテ 後取與 ノ禮義 ァリ、 シ カラ ザ レバ 與フ レ, 5<不 レ悅、 求レ. 不 

レ與。 勢 一一 ヲサレ 不レ得 レ已シ テ與フ レバ、 跡 ヨリ ャ ブル 者至ル 也。 小人 ハ當坐 ニヤ ブレザ レバ、 年へ テャ ブレ 有コト 

ハ不レ 知。 益ノ上 九ノ爻 ノ義ヲ 取テノ 玉フ。 利ハ 衆人 ノ欲 スル所 也。 專已 I 一  マサン ト欲 スル時 ハ人ノ 怨多シ 0 タ、 や 

-益ナ キノ ミナ ラズ、 終 11 ハ攻 擊ル、 コト ァリ。 利- ョッテ 行者 ハ心 一一 義理 ノ恒 ナシ。 凶ヲ マネ タノ 道 也 

乾坤 ハ其レ 易^ 門 力 邪。 乾ハ 陽物 ナリ 也。 坤ハ陰 物ナ" 也。 陰陽 合セ _i ヲ。 而剛柔 有 ^ 體。 以テ i.^ 

天地 ノ之撰 「 以テ 通； i 明 ノ之德 1- 

县ハ 六十 四卦ヲ サス。 六十 四卦ハ 乾坤 ヨリ 出門 ノゴ トシ。 乾ノ卦 s ヲ指テ 陽物 トシ、 坤ノ卦 一- K ヲサシ テ陰物 トス。 

陽ヒ トリ 不レ 生、 陰ヒ トリ 不レ 成。 故 ti 純 陽 純 陰 ノ德ヲ 合シテ 剛柔ノ 体ァリ 0 乾坤 一索 シテ 男ヲ得 ひー是 ナリ。 長男 ト 

ス剛 也。 又 一 索 シテ女 ヲ得ー L- 是 ナリ。 長女 トス 柔 也。 S 一お 《中 男少男 一一 シテ呰 剛也。 fH ョハ中 女 少女 一 1 シテ^ 柔 

也。 天地 ノ， コト 11 カタ ドル 者ハ H 一  ハ 天地 也。 ーハ震 ナリ。 一 K ハ風 也。 SH ハ水 也。 S ハ火 也。 n ハ山 也。 一 H ハ澤 

也。 天氣ク ダリ 地氣ノ ボリ、 交泰シ テ春ヲ ナス。， 雷 風 相 助、 山 澤氣ヲ 通ジ、 水火 相 イト ハズ。 六十 四卦ー 一至 テハ天 
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地 萬 物ノ理 悉ク備 レリ。 神 〈無 中 ヨリ 物ヲ 生ズ。 易ノ象 11 ョッ テ物ノ 出來ル コ ト神ノ 如シ。 卜筮 ヲ以テ 未來ノ 吉凶 

ヲ知モ 神明 ノ德 二通 ズ ルー 也。 故 一一 天地 ト德ヲ 合シ、 鬼神 ト 吉凶 ヲ合ス ル 「ハ易  一丁 ンク ハナ シ 

其ノ稱 i 名ヲ 也。 維 ハレ" 而不， 越へ。 於稽 ri ル i つ 類 r 其レ 衰世 ノ之意 P カ耶 

卦名ノ 次第 方角 伏 犧文王 マジ ハ リカ ハレ ,4-、 名理 ヲ越テ タガフ コト ナシ。 伏犧 ノ易ハ 自然 一一 生ジ タル 次第 也。 文 王 

, ノ易 ハ用ヲ ナス 次第 也。 其類ヲ カン ガ フル ハ 思慮-及 ベリ。 コ レ 衰世 ノ敎 不レ得 レ已ノ 苦心 也。 上古 淳素 ノ時ハ 自然 

クマ、 一一 テ、 考ル 思慮 ハナ カルべ シ 

是伏犧 先天 ノ易 也。 自然 一一 生ジ タル 次第 也。 南 ハ天ノ 陽 也 0 故 一一 乾 正南 一一 

位ス。 北 ハ天ノ 陰 也。 故ニ坤 正北 一一 位ス 0 震ハ 長男 也。 一陽 北 一一 生ズ。 故 


V  ii 


一 1 北東 一一 居 レリ。 離 ハ火也 0 東ノ木 一一 生ズ 。故  一 I 正東 1 一居 レリ。 梵ハ澤 也- 


東南 ハ地ノ 陰 也。 地 ハ 東南 一一 ミタズ シテヒ クシ。 故- 水 東 逝ス。 天地 ノ澤 

也。 故 1 一 東南 11 居 レリ。 西北 ハ地ノ 陽 一一 シテ 高シ。 天地 ノ山 也。 故 ニ艮西 

北 一一 居 レリ。 坎ハ水 也。 西ノ金 一一 生ズ。 故 11 正西-一居 レリ。 巽ハ風 也。 風 

ハ陽 ヨリ 生ズ。 故 二 南西 一一 居 レリー 一一 s ハ陰卦 也 トイへ >S< 陽， 多シ 0 故 一一 乾， 

ノ左 右一 1 ァリ。 父ハ 女子 ヲ愛 シ、 女子 ハ父ヲ 親 ムノ情 自然 ナリ JJI 一一 一一 ハ陽 

卦也 トイへ 陰 多シ。 故 一一 坤ノ 左右- ァリ。 母 ハ 男子 ヲ愛シ 男子 ハ母ヲ 親ム、 自然 ノ情 ナリ 


化 
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是文王 後天 ノ卦 也。 震冬コ モリ テ北柬 二 ァリ トイへ *<、 天地 ノ 

長男 也。 木德 ナリ。 故  一 I 正東 II 出テ 天下 ノ春ヲ 知 也。 離 ハ東ノ 

木 ュ生ズ トイへ *1-、 時 ヲ得テ 次第- 1 溫援 炎暑 ノ盛 德ァラ ハル。 

故 II 南 一 一 ゥ ッリテ 天下 ノ明 ヲッ カサド レリ。 師保 II シテ 宰相 タ 

yo 太公望 伊 尹ノゴ トシ。 乾ハ 長男-造化 ヲッ カサド ラシ メ、 

明知ノ 賢者 ヲ助 トシ テ、 西北 無用 ノ地 一一 退ク。 一一 一 ハ攝政 ノゴト 

シ。 震ノ 東宮 幼 也。 乾/大君 老テ離 天下 ノ明位 一一 居 テ攝政 スト 

ィへ 斥、 モ ト陰卦 11 シ テ臣ノ 心 ヲ不レ 失。 天下 ノ權手 II ァレ >1-、 

時 ヲ得テ 奪 フノ心 ナシ、 春 ノ生道 ヲトゲ 行フパ カリ 也。 是 後世 

ノ敎 也。 聖賢 ノ君 天位 一一 居タ マフ 時ハ、 先天 ノ 方位- テ ヨシ。 

コレ ハマ レナ ル 「ナ レバ 明 知 無欲 ノ 賢者 ヲ ァゲテ 宰相 トシ、 政 

ヲ攝セ シムル 道理 也。 祿ヲ世 々一一 スル 大臣 權ヲ執 時ハ、 其國ー I 乇害 ァリ。 其 家 11 乇 凶ナル コトァ レバ、 士農 ノ中ョ 

リ 賢者 ヲ ァゲテ 一代 ギリ 11 用ュ レバ、 權ヲ 執テモ 私スべ キ勢 ナシ。 政道 ョ a シキバ カリ 也。 坎ノ 水生 長シ、 正北 一一 

至 レリ。 北ハ jf 陰ナ レバ 也。 梵ハ水 ノ初テ 生ズル 也。 初生 ノ水 ハ金ヲ ハナ レズ。 故-西 一一 居 レリ。 巽 ハ乇ト 木 也。 

故 II 東南 II ユタ。 坤ハ土 也。 土ハ火 ヨリ 生ズ。 故 一一 南西-出。 父 ハ隱居 シテ引 入、 母ハ 家事 ノ半 11 ァヅ カレ ルガ 如 


Is 
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シ。 女 ハ老テ 用ル叟 ァリ、 老テ ハ 末子 ヲ助 トス。 故 一 1 兌ノ 少女 父母 ノ中 II 居 レリ。 心了リ テ然ル - ァ ラズ。 自然 7 

象 一 1 シテ 天人 相 合 スル者 也。 是文王 後天 用ヲ ナス ノ 方位 也。 先天 後天 名ヲ 稱スル 次第 マジ ハレ >R、 理ァリ テ相越 ザ 

ル者 ナリ。 震 東宮 ノ時、 巽 雷 風 相 通ジ、 剛柔相 助 タル ハ、 東宮 ノ御息 所ノゴ トシ。 今 正東 一 1 出テ 天下 ヲ知 玉へ バ、 

其 功其镩 天下 ノ 長女 ナル故 一一、 東南 一一 至レル ハ立 后ノゴ トシ。 西北 ハ 無用 ノ方 トイへ 斥、 地ノ 陽- シテ 高シ。 天 一一 

ニノ 日 ナク、 國  一一 ニノ 王 ナシ、 老ス トイへ ドモ君 在時ハ 二人 ノ上 ナキ象 ナリ。 震巽ハ トモ 一 1 木 也。 木ヲ 生ズル ハ山 

« シク ハナ シ。 故  一 I 晨 北東-居 レリ。 其 上艮ハ 天地 ノア ハセ メ也。 終 テ又初 ル卦也 

ァ ラハシ  アキラ 力  カク ァラ ハレ  ヒラ フカ キ  サ ダム ル 

夫 レ易ハ 彰ズ 任" 而察 一- $來ヲ0 而微 シレ顯 タル ヲ闡 t 幽ヲ。 開 テ而當 5 名-一。 辨 i 物 ヲ正ク t 言ヲ。 斷 M 辭ヲ 

則備 ハレ リ矣 

往ハ 春夏秋冬 ノ定レ ルゴ トキノ 叟ヲ 見テ、 陰陽 消 I 變化ヲ 卦交ノ 象 一一 ァラハ シメ玉 フタ グヒ 也。 察來ハト^^ーー  ョッ 

テ 未來ノ 吉凶 ヲ前知 スル類 也。 微顯 ハ人顯 ノ顯ヲ 知テ顯 ノ微ヲ シ ラズ、 先聖 ノ 立法 言行 其 跡 ヲ知テ 其 微意 ヲ不レ 知、 

其時處 位- 應ジテ 立 給ヒシ 微意 ヲ不レ 知 トキ ハ今 II 行テ害 ァリ。 顯ヲ微 一一 スル ハ 古跡 ノ 微意 ヲ タヅ ネテ 今一 一可 レ行至 

善ヲ知 也。 閬幽ハ 河圖洛 書ハ天 ノ幽ヲ ヒラク 也。 八卦 ハ 聖人 ノ幽ヲ ヒラク 也。 草木 万物 ノ形ヲ 見テ、 其性ヲ 知、 味 

ヲ ナメテ 其能ヲ 知、 醫藥 ノ業ヲ 初メ、 黄鐘ノ 宫ヲヒ ラキテ 十二 律ヲ ナシ、 八 音 ノ樂ヲ 作 リ據璣 玉衡ヲ 作テコ ョミヲ 

初メ 玉フゴ トキ ハ、 皆 神 ノス ル處ヲ 知 也。 幽ヲヒ ラキテ 生 民 ノット メヲ ナス 者 也。 開 而當名 ヨリ 以下 ノ叟ハ 大全 一一 


B 七 九 

ミエ タリ 

其ノ稱 スル" 名ヲ 也小キ ナリ。 其ノ 取レル i ヲ也大 i 其， 旨 遠 シ其ノ 辭ハ文 ナリ。 其ノ言 ツマ： 而中ル 。其ノ 

ドノべ ♦  ウタが t  ス ク 

事 肆テ而 隱クレ タリ。 因 チレ 1 紙 一一 以-- 「濟 民バ仃 1 以チ明 一 V 一 ス失得 之報づ 

此段ノ 解 大全-見 エクリ  、 

易ノ之 興ぶ 「也。 其レ 於； 古-一一 乎。 作に， 易 ヲ!^ ハ其レ 有， ルー 憂患, 

易 ハ伏犧 氏 一一 輿ル トイへ Jtr 夏 商 ノ末易 道漸ク 衰へテ 知者 少シ。 羲皇ノ 易 ハ畫ノ ミ三畫 八卦 ノ名 ノミ 有テ、 六畫六 

十四 卦ノ名 ハイ マ ダナ シ。 易簡 11 シテ 後世 ノ人 奥義 通ジガ タシ。 文 王 麦 里- トラ ハ レ 給テ、 始テ六 畫卦ノ 名 ヲァラ 

ハ シ、 辞 ヲカケ 給 テ易道 又 輿 レリ。 羲皇ハ 上古 文 王 ハ 中古 也。 羲皇 ノ易ヲ 述玉フ トイへ jt -、 六十 四 卦ノ名 及 ビ經文 

ノ辞 《前世 イマ ダナ 力 リシ カバ、 作トノ 玉フ。 仁者 ハ不レ 憂ト云 一一、 文王ノ 憂患 ハ何叟 ゾャ。 平 人 ハ私ノ 憂 ァリ、 

仁者 一 1 ハ此爱 ナシ。 故  一 I 天下 後世 ヲ思ノ 憂 ァリ。 此愛ハ 天 ヨリ 命 ジテ憂 シム。 憂 ナキ人 ハ文王 力 トイ ヘリ。 父资 一一 

シテ子 聖也。 故- 憂べ キコト ナシ。 麦里ゴ トキ 7 大逆 ハ 寒暑 風雨 ノ至 ルガ 如シ。 文王ノ 心- ヲィ テア ヅ カリ 玉 ハズ。 

羞里ノ 幽居 人倫 ノ交 ナク、 國政ノ 事 ナシ。 イト マ アル  一 I ョッテ 易傳ー I 及べ リ。 易傳ハ 天下 後世 ノ-愛 ヨリ 出 タリ。 文 

王 諸侯 一一 テ惡 人ヲ君 トス 0 當世 II 道行 ハ レズ、 後世 ヲ思ヒ 玉 へ リ。 天ノ 命ズル 處ナリ 

是ノ 故-一 履 ハ德ノ 之 基ナリ 也。 謙 ハ德， 之柄ナ "也。 復ハ 德ノ之 本ナリ 也。 恒ハ德 メナ リ也。 g ハ德ノ 之 
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脩ム ルナ リ也。 盆 ハ德ノ 之&ナ ルナ リ也。 困 ハ德ノ 之 辨ナリ 也。 井 ハ德ノ 之 地ナ" 也。 巽 ハ德ノ 之 制 ナリ也 

屐ハ フミ 行 也。 孜 々トシ テ日々 一一 善ヲ 爲ハ、 德 ヲ積ノ モト ヒナ リ。 善 ト云ハ 仁義 禮知信 7 用 也。 其 中 禮ノ用 多シ。 、 

五倫 ノ交皆 禮ァリ 。故-履 ハ 禮ナリ トイ ヘリ。 基 ハ今ノ 矢 倉 天守 屏垣ノ 土 臺ノゴ トシ。 モト ヒ トス ル處ナ リ。 一一 一： U 

ク卦 天上 澤下 也。 天 一一 シテ 上- ァリ、 澤 一一 シテ下 一一 居、 上下 ノ分 尊卑 ノ義 也。 禮ノ本 也 トイへ リ 

謙 ハ地ノ 下-山 ァリ。 地 体 卑下 11 シ テ山ハ 高大 ノ物 也。 高大 一一 シテ 卑下 ノ下 ニ處ハ 崇高 ノ德 ヲ以 テョ ク人 一一 ク ダル 

ノ象 也。 堯ノ 諫鈹誇 木、 舜ノ 問コト ヲ好ハ 天子 一一 シテ 人民 ニク ダリ、 聖人 一一 シテ 凡夫 一一 ク ダリ 玉 フ也。 况ャ 公侯 以 

下ノ位 一一 シテ德 聖人- 不レ及 ヲャ。 易ノ 六十 四卦、 乾坤 トイへ 戒ノ辞 ァリ、 タ、、 、謙 ノミ 始終 吉也。 故 一 I 君子 ノ始ヲ 

ナシ、 終 ヲ持ハ 謙 也。 高 ケレ斥 レ危、 滿レ. ド モア フレザ ルノ德 也。 謙ハ心 ノ虚明 也。 虚中 一一 天下 ノ 益ヲ來 ス者ナ 

yo 心虚 一一 シテ 一 物 ナシ。 故 一 一 問コ トヲ好 メリ。 明 ナル故 一 I ョク 其中ヲ トレリ 一 niJ! ノ九 三 ハ謙ノ 主 タリ。 タ、， 、 三ノ 

ミ實ー I シテ 上下 皆虛 ナリ。 虚ナリ トイ へ ドモ 實ナケ レバ 受べ キ者 ナシ。 上 一一 受下 ヲ容 天子- シテノ 上ハ天 也。 地 也。 

師也 0 上 三爻ハ 天地 師也。 下二^ ハ初六 土民 ナリ。 六ニハ 宰相 職 カネ テ 大臣 ナリ。 士民ノ 中 ヨリ 賢才 ヲァ ゲテ 天下 

ノ宰 トシ、 ョ クイ レテ 天下 ノ知ヲ 盡シ、 能 ヲトゲ シムル ハ堯 舜ノ道 ナリ。 上天 子 ヨリ 下庶 人！ 一至 マデ 一日 モ ハナ ル 

ベ カラ ザル ハ謙 也。 柄 ハ持處 也。 スキ • クハ • ナタ。 力 マ 柄ナケ レバ 用達 セズ。 太刀 ，鎗* 長刀 柄ナケ レバ 持處ナ 

シ。 齊家 治國平 天下 ノ道、 謙ナケ レバ 行ハ レズ。 故-一 德ノ柄 也 

！  一！：： ーハ 一 陽 下  一 I 生ズ、 生々 ノ本 也。 天地 ノ大德 ヲ生ト 云。 復 ヲ見テ 天地 ノ心ヲ 知 トイ ヘリ。 陰陽 トモ 11 初ハ 下-一生 


E 八 一 

ジテ上 一一 極ル。 一 念 道 1 一志 シ、 善-反 ルノ心 法 也。 地中 一一 雷 了リ、 雷 ハフ ルヒ ォコ. リテ、 地中 ヲ可レ 出 者 也。 イマ ダ 

地中 11 ァリ。 地 ハ陰 也。 衆人 一一 比ス。 道 一一 志ス トイへ ,1-、 ィ マダ 常人 ノ品ヲ マヌカ レズ. - 正月 I 一至 テ變 化シテ 君子 

ト成。 故 一一 下 ノー  陽ハ志 一一 シテ德 ノ本也  - 

n ゥ 

一一： n 一一 ハ雷風 相 與シ相 助ク。 剛上柔 下 ナリ。 長男 長女 ノ上ー I ァリ。 男 外 一一 動 キ女內 一一 順フ、 天理 ノ常 也。 人倫 ノ正 也。 

故 一一 恒 トス。 恒ハ常 久ノ道 也。 彖云、 恒亨 利貞利 有攸往 トイ ヘリ。 恒 ノ亨ル ハ貞 正ナル - ョッテ 也。 貞正 一一 シテ. 小 

變 トイへ 局、 一 定ナ ルー ーハァ ラズ。 一隅 ヲ守 テ變ヲ 不知 ハ常久 ノ道ニ 非ズ。 故 一一 利 有攸往 トイ ヘリ。 有攸往 ハョク 

變 通スル 也。 變通ス トイへ ドモ往 トシ テ正 一一 ァ ラズト 云コト ナシ。 故 二 德ノ固 也。 堅固 二 シ テク パフべ カラ ザ ルナ 

リ 

損 ハ德ノ 備ナリ トハ名 ヲ損ジ テ實ヲ マシ、 利 ヲ損ジ テ義ヲ マシ、 思慮 ヲ損 ジテ 精神 ヲマ シ、 スべテ 萬 欲ヲ摞 ジテ天 

理ヲ マス ハ 德ノ備 也。 天地 萬 物 収斂 ヲ主 トス。 精神 內 ニ專 一一 シテ 外物 ヲ カザ ス、 損ジ 盡シテ 空々 如 タル ハ 聖人 ノ心 

也。 發散 ハ不レ 得レ已 也。 此 時却テ 天地 萬 物 吾心 中 一一 ァリ。 陰陽 順逆 吾心 ノ 一事 ナリ。 好惡ナク適莫ナク意必固^3?-ナ 

シ。 義ト tl- 一一 隨テ 安シ。 損ノ卦 タル 下 ヲ損ジ テ上ヲ マ ス。 下ハ形 ヨリ 下ノ器 也。 上ハ形 ヨリ 上ノ道 f わ 也。 器 ヲ損ジ 

テ道ヲ 1^ 也。 帝堯ノ 宮殿、 黑木作 リカ ャブ キ、 大禹ノ 飮食ヲ ウス クシ、 宮室 ヲヒキ クシ、 孝 ヲ鬼祌 一一 イタ シ、 溝洫 

一一 カヲ 盡ス。 是皆下 器ヲ損 ジテ上 道ヲ益 トコ： t 也。 日々 二 損ジテ 日々 一一 益 ハ聖學 也。 天理 人欲 ナ ラビ 不， 立。 ムタ 

1 分消ス レバ 天理 一分 長ズ。 小人 ノ道 消シ、 君子 ノ道長 ズル義 也。 或 問、 損 ノ卦ノ 義理 II 異也。 云、 易ハ變 通シテ 
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理 一定 ナラズ 、聖人 ノ義ヲ 取 玉フ處 ヲ見テ 知べ シ * 1 定ナ ルハ易 一一 ァラズ 

エ キ 

H 一な ーノ 卦乾ノ 一陽 ヲ損ジ テ巽ト ナリ。 坤ノ 一  陰ヲ益 テ震ト ナル。 上 ヲ摸ジ テ下ヲ 益、 下 厚 トキ ハ上 安シ。 財 散スル 

時ハ民 聚ル。 人民 ノ 富有 ヲ以テ 王侯 ノ悅 トス。 民ノ 父母 タル 仁心 裕也。 叉 益 ヲ求ル ノ道ハ 善 ヲ見テ ハ ョク 遷リ、 過 

ァ レバ 能改ル 一一 シク ハナ シ。 此， 如ナ レバ 悔吝ナ クシ テ德裕 カナリ 

一 HiH 水澤上 I！ アル ハ澤 中-水 ァリ。 澤下ー 1 アル ハ澤 カレ テ水 ナシ。 困 乏ノ象 也。 君子 小人 ノ爲ー 1 忌惡マ レテ、 下 一一 

困窮 スル体 也。 然レ 君子 是ヲ逆 トシ 凶 トセ ズ。 カヲ內 一一 用 テ德彌 實ナル 時ハ、 小人 ノ橫 逆却テ 君子 ノ德ヲ ミガキ 

出ス 砥石 也。 德慧術 知 ハ疢疾  一 I 存ズ。 故 一 I 云、 困ハ 德ノ辨 也。 歳 寒 知-一松 栢一ナ レバ、 平生 ハ 君子/人 一一 異ナ ル德シ 

レガ タシ。 小人 君子 ヲ 困窮 セシメ テ其德 ヲ明辨 シ出ス 義ナリ - 

ョーーー ノ卦 初六ノ 一  陰 ハ水限 也。 九 二 九 三 ノニ剛 ハ石土 也。 六 四ハ井 ノ虚中 也。 九 五 ハ虚中  一 I 實スル 水 也。 上 六ハ水 

上ノ  it^i 中 也。 巽ハ木 也。 入 也。 木ハ 地上 II アル モノ 一一  テ 地下 ノ 水中 一一 入 ハ水ヲ 汲 テア グル象 也。 井 ハ其處 一一 居テゥ 

ッラズ 、人 來テ 潤澤ヲ トリ、 養 ヲ受、 人 水火- ァラザ レバ 一 曰 モ立ガ タシ。 故-昔 ヨリ 人 居 ヲ定ル 一一 ハ水ヲ 本 トス。 

人間 第一 ノ水 トイ ヘリ。 流水 ナキ地 一一 ハ井ヲ 求 ム此卦 一一 トレリ。 井 ノ卦ハ 井ナキ 以前 一一 ァリ。 井 ノ名ハ 文 王 一 1 初レ 

匕ャ * 力 

リ。 井ノ 水冬溫 一 1 シテ夏 冷 也。 水ノ性 ナリ。 人ノ 精血是 也。 人身 モ冬溫 ュテ夏 冷 也。 流水 ハ冬寒 一一 夏溫 也。 塞 暑 

氣ー I 剝セ ラレ テ也。 人身 モシ カリ。 タ、 V 井水 ノミ 本性 ヲ不 變。 其處 11 居 テ人ヲ 來シ、 本性 不レ 變。 故 11 德ノ 地也ト 

〈 

ノタ マ へ リ 
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一一 1ー 一一 ノ卦九 五 ノ君九 ニノ 賢 相 共 一 I 陽明ノ 君子 一一 シテ 同心 同德 也" 湯ト伊 尹トノ 如シ。 九 三 ノ詣疾 皆陽剛 ノ德ァ リテ、 

其國 ヲ治メ 中圃ヲ 警 固ス。 戎狄ヲ カス コト 不レ 能。 上 九 ノ師保 陽明ノ 君子  一丁 ンテ能 九 五 ノ君ヲ 助ク。 六 四/大臣 巽 

入隨 順シテ 師保ヲ 尊ビ、 君命 ヲ愼ミ 諸侯 ヲ和 シ、 賢 臣ヲ愛 シ民ヲ 惠ム。 故 一 1 初六ノ 民ョク 命令 II 隨 順ス。 六 爻皆现 

一一 巽 順ス。 故 一 1 云、 德ノ制 也。 威 ヲ以テ ヲシテ 制スル ハ德ノ 制 一 I 非ズ。 人情 事變ー 1 通 ジテ上 天理 II 隨ヒ、 下人、 むノ 

和 ヲ得テ 制スル ハ德ノ 制ナリ 

履ハ 和， 而 至ル。 謙ハ 尊メ而 光ル。 復ハ 小- フ而 辨， つ 於 物 r 恒ハ雜 ハリテ 而不. 厭ハ。 損ハ先 i タメ 而後- 

易シ。 《企 ハ長裕 力-一 メ 而不レ 設ケ。 困ハ窮 メ而通 ズ。 井ハ 居； ァー其 ノ所一 一而 遷ス。 巽ハ 稱テ而 隱クレ タリ 

履ハ禮 也。 醴ノ 用ハ和 ヲ貴シ トス ルナ レバ、 聖人 ノ鱧ヲ 制 シ玉フ 「、 天下 ヲ强ル - ァ ラズ。 其 固有 ノ性ー 一 ヨリ、 時 

ノ風 氣ヲ見 テ不， 得， 已シ テ立ル 也。 故 一 1 人民 禮ヲ樂 ディ トフ 心 ナシ。 君臣 上下 各 其位ヲ 履デ、 其 和 ヲ得ル ハ禮ノ 至 

レル 也。 式 時處位 一一 中 ル時ハ 事物 易簡 11 テ世中 靜ナル 者 也。 禮式ハ 末世 ノ 多事 ヲ 、サ へテ、 無事- 歸シ タル 者 也。 

上古 ノ至治 ハ易簡 ナル故 一 一、 ヲサフ ベ キ煩事 モナ ケ レバ 式 モナ 力 リシ 也。 後世 ハ式 ナケ レバ 世中コ トシ ゲク、 イソ 

ガハシ ク成者 也。 此意ヲ シラデ 式ヲ立 レバ、 却 テ事出 來ル者 也。 和 シテ至 ルー 1 ァラズ 

謙  一 I シ テ高シ テ光ル ハ帝堯  ー| シク ハナ シ。 神聖 ノ德ァ リテ、 知ヲ クラ マ シテ、 天下 ノ 賢才- ク ダリ、 諸臣ノ 物申 コ 

ト 凡人 一 I イサム ルガ 如シ。 其 高 明廣大 ノ知ヲ 忘ル。 故-其 德 四海 ノ 外-至 リ、 千万 歳 ノ末ノ 世 マ デモ 仰 ギシタ ハズ 

ト云 「ナ シ。 謙- シ テ卑ク シテ踰 ベ カラ ザ ル ハ大舜 - シク 、ノ ナ シ。 其 耕 シ漁シ タマ ヒ シ ヨリ 問コ トヲ 好ミ、 人 II 取 

盤 辭下傳  八 九 
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テ善 ヲナシ 玉へ ドモ、 三 公 九 卿 諸侯 大夫 士ハ云 一一 及 バズ、 帝ノ 御子 トイへ コ ュ ルコト 不レ能 

復ハ 一 念 微少 ノ時ー 1 物 ノ善惡 眞妄ヲ ヮキマ フル コ ト 早シ。 故 一 1 惡ハ消 シ善ハ 長ズ。 繼者ハ 善 ナリ。 日 新 一一 曰 々一一 新 

一一 シテ、 天命 *K ユ ャム コト ナシ。 復ハ 天地 ノ心ヲ 見ル、 天ヲ師 トス ルノ心 法 也 

恒ハ 常道 也。 人道 ノ常 也。 人ノ 無病 ハ常ナ レバ 人乇忘 レ我乇 ヮスル 、ガ 如シ。 寬裕 溫柔ー I シ テョ タイル レバ、 人乇 

イト ハズ。 吾モ イト ハズ。 世人 君子 トモ 凡人 トモ 不， 知 也 

損 ハ多ヲ ュヅリ 少キヲ トリ、 己 ヲステ 、人 ュ隨ヒ 、過 ヲ改メ 善 II ゥッリ 、利 ヲステ 、義ヲ トル。 如 レ此ノ タグ ヒ皆先 

ナシ ガタシ トイへ d-、 ナシ得 テ後ハ 心 易直 11 シテ樂 メリ。 怒 ル時其 怒 氣ヲコ ラス r 甚 カタ シ。 好惡ノ 欲心 其初コ レ 

ヲ去 n ト カタ シ。 然レ 本心 ノ靈明 照 シテ怒 氣シヅ マリ、 好 惡去テ 後 其 非 ヲサト レバ、 トゲ ザルコ トヲ悅 ベリ。 モ 

シ火氣 欲心 盛 一一 シ テトゲ タル 時ハ 後悔 多 シテ心 ナヤ メリ 

益 ハ物ヲ 利 スルヲ 主 トス。 仁 厚寬裕 ノ德、 物  一 I 及デ 衆庶 其 利ヲ利 トス ルコ トキ ハ マリナ シ。 井 ホリテ 水 ノミ、 耕シ 

テ 食ス。 自力 ュ ァリト 思 ヘリ。 故 一 I 不 設トノ 玉フ。 上 ヲ損ジ テ益レ 下、 財 散ジ民 聚ル。 故 一 I 長久 一 1 シテ 上下 裕ナリ 

困ハ 君子 ハ吉 也。 小人 ハ凶 也。 君子 困窮 ス レバ 德彌 達ス。 故 一 I 通トノ 玉フ。 小人 困窮 ス レバ 剛ナル 者ハ アブレ、 弱 

ナ ル者ハ 悲ム。 心彌 フサ ガリ テ不レ 通。 或ハ 本心 ヲ失ヒ 或 ハ身ヲ 亡ス。 故-凶 ナリ 

井ハ 仁者 下位  一 I 居ノ象 ナリ。 天下 ヲォ ホフ ノ仁 德ァリ トイへ tl-、 其 時 其位自 ラ心ヲ 動シテ 人ヲス タフべ カラ ズ。 故 

一一 不動 シテ其 化 他 一一 ゥッ リ、 物 一一 及 ブコト ァリ。 七十 子ノ 孔子 II 學 ベル ガゴ トシ。 汲 人 ノミ其 德ヲシ レリ 


H 八 五 

巽ハ微 fl 通ジ 神-入 テ密ー 1 力 クル。 故 一一 精義 物ノ宜 一一 カナ ヘリ。 精微 中庸 ノ道 ナリ . 

履 ハ以- レア 和ヲ行 フ0 謙 ハ以テ 制スレ 禮ヲ。 復ハ 以テ自 知ル。 恒 ハ以テ 一 一一 スレ 德ヲ。 損ハ以 ープ遠 カレ W 害。 盆ハ以 テ興ス 

. 利ヲ。 困 ハ以- ァ寡レ 怨モ。 井ハ以 テ辨ぃ 義ヲ。 巽 ハ以テ 行 レフ 權ヲ 

和氣 身体  一 I ミチ フミ 行 時 ハ禮節 終 ァリ。 禮樂相 離 レザル 所ナリ 

謙ハ心 ノ虚明 也。 へ リク ダリ タル ハ其 光景 也。 心  一 I 一物 ナシ。 私己ナ クシ テ明ナ レバ、 ヨロ シキヲ 知-足 レリ。 故 

一 一 禮ヲ 制ス。 復ハ 一念 ノ微 II ヲィ テ善モ 必先コ レヲ 知、 不善 モ必 先コ レヲ 知。 イマ ダ人ノ 知 一 1 及 バザル 地 也。 故 一一 

自 知トノ 玉フ。 凡人 ト 君子 トノヮ カル 、處 也。 早 ク知テ 天理 ノ 常- 歸ル ハ 君子 ノ徒 也。 ヲソク 知テ妄 II ナガ レ知レ 

ド モ復ス ルコト ァタハ ザルハ 凡人 也 

恒ハ 其守リ 常有テ 天理 11 專也。 コレ湯 王 及 ビ伊尹 一 德ァリ トイ ヘリ • 

損 ハ己ヲ 損 ジ他ヲ 益。 故 ュ害ュ 遠 ザ カル。 害 ハ人ヲ 損 ジ己ヲ 益 ヨリ 生ズ ルナ リ 

益 ハ物ヲ 利ス。 天道 万物 ヲ利ス ル道ヲ 助 クル 故 一 I、 天 又 我  一 I 多福ヲ 與フ。 義ヲ 以テ利 トス レバ、 ヲノヅ カラ 物 我 一 

体 ノ利ヲ 輿 シテ國 家安シ 

困窮 ハ人ノ 助 クル 所 也。 人 助 ヲ得ン ト思フ 心 ナシ。 故 一一 人ノ 怨スク ナシ。 陰 中ノ陽 也。 身勞ス レバ 心安 シ。 君子 困 

ヲ好ー 1 ハァ ラザレ H -、 困- モ益 アル コ トヲ知 也 

井 ハ其所 一一 居テ 安シ。 心靜 一一 シテ安 キ者ハ 其 思慮 明辨 ナリ。 故 II 義ー I 精キ モノ ナリ 

r:s 下傳  九 1 . • 
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巽 ハ巽入 巽 順ノ德 ァリ。 巽 入 ハ見ル コト精 シテ事 可- ァ タル 也。 巽順ハ 天理 一一 隨ヒ、 人情 一 I 應ズル 也。 如；， 此 一丁 ン 

テ時 處位ヲ ハ カリ、 古今 ノ事變 一 1 達ス。 故 一一 權道 ヲ用ル 一一 タ レリ。 天質 ネ德 備リテ 又學ー I ク ハ シキ 者ナリ 

易ノ 之爲ル ぃ書 也不レ 可， 遠 カル。 爲ルぃ 道 也 * 々遷 ル。 變動 メ不レ 居。 周 ゴ流ヹ ハ虛ー r 上下 无. け 常。 剛 

柔相 易ル。 不レ可 レ爲こ 典 要？。 唯變 メ所ノ マ、？ 適ク 

易 書 一一 ァ ラハル ヽ處ハ 天地 自然 ノ理ー 一 シテ、 人生 日用 ハナ ルべ カラ ザ ルノ道 也。 故 云、 遠 ザ カルべ カラ ズト。 易ノ 

道變通 シテ物 一一 不レ 滯。 故 云、 厘 ゥッリ 、變動 シテ不 居ト。 县ノ道 周流 シテ六 位-一 發ス。 六 ス乂虔 一一 シテ定 体 ナシ。 故 

一一 或 ハ上リ 或 ハ下リ テ常ナ ク剛柔 相 易ル者 也。 典 ハ常 也。 耍ハ約 也。 一定 ノ物 ナラザ レバ 如， 此ト 常約ヲ ナスべ 力 

ラズ、 唯 變ジテ ュ ク處ノ マ 、也。 卦 ノ變ハ 天意 11 マカス 故 一一 ュ ク處ノ マ 、也。 其 中 自然 ノ天 眞ァ リテ妄 ナラズ 

其レ出入スルハ2^，^度ヲ。 外內使 ^ 知-〕 懼ヲ。 又 明； 一 I ス於 憂患 ト與ブ 故。 无ぃ有 一 1 師 保.？ 如 t 臨 r 一 ルカ 父母？ 

大全  一 I 見ェ タリ 

シタガ 匕  ハカ  ミチ 

初- ハ 率 1 っ辭 r 而揆； つ 方？。 旣 _-有>, 典 常 1。 苟モ 非- y ハ其乂 r 道不， 虛ク 行？ 

出ル 處ノ卦 X 乂ノ辞 一 一 付テ、 其 ナスべ キ處 ノ道ヲ ハ カル ハ、 典ァ リテシ タガフ ベタ、 常ァリ テフ ムべキ ガ如シ トイへ 

斥、 其 天意 ヲ受テ 行 處ハ、 其 人 ノ知仁 勇ノ德 II ョ レリ。 其 人ナキ トキ ハ道虚 シク不 レ行。 道ハ タトへ バ空火 ノゴト 

、>。 ゥチ 出シ薪 一一 付 テ後火 体 初 テア ラハル 、 ハ、 其 人 ヲ待テ 行 ハル 、ガゴ トシ 


易之 i 爲ルハ 書 也。 原 i ヲ耍广 終 リヲ。 以テ爲 i ト也。 交, X 相雜 ハル。 唯其レ 時き ラ刃， 

i 知リ。 其 i ハ S 知。 本末 ナレ、 f 也。 初ハ辭 t2--。 ぢハ榜 之. 終 7。  ^40$ 

レ德 ヲ辨ー ^ ルハ是 ト與ブ 非 。則 非， ハー 其 中爻？ 不， 備 ハラ 亦 耍-ス 一 さ， 存亡 吉凶 1 則 居？ 可， ^ 知， 矣。 

考 g 其ノ 家ノ辭 i 思ヒ 過半 ナリ 矣。 二 ト與』 同け 功ヲ。 而異 ナ搭。 其 • 不レ同 i  ニハ多 

四ハ多 摇レ。 近 ケレ、 f 也。 柔. S3 道不 i ァ 者 も 其 ノ耍无 j 昝。 其ノ si ま 也 

右ハ 大全 一 1 見ェ タリ  t 

三 ト與， 五 同 i 功ヲ。 三 ハま凶 五ハ多 i 。貴賤 ノ之 $ ナリ 也。 其. 柔ハ き。 其. 剛力 

耶  J 

三五ハ 共-陽 位 也。 一 一 K 霞 ノ位、 五 《大君 ノ位也 。 國 ヲ治メ 天下 ヲ治 ム、 大 小異 チレ.^、 其 功 同ジ。 三 凶 多ハ、 

i ハ下ノ 上 i ァ 人君 也。 譲 小人 ノ 5 テ擎陽 剛ノ位 一一 居 トキ 《其 任， 一 タへズ 、終 一一 S ヲ失 フノ凶 ァフ。 

又剛明 一一 シ テョ ク 治メ士 民 悅ビ、 隱シタ ヒ鬵ハ 上 ノ疑ア リテ不 レ妄、 簾 知明ラ if 行ヒ、 トガ モナ クホ 

マレ モナ キヲ吉 トス。 大靈 賢ナレ バラ 氣遣 ナシ。 i 讓ナ レバ 師保ヲ f 國政 ヲョ クシ、 陽剛ナ レバ 

If  く  *  ,  f  *  ：  *  I    >  P7  、、え ^ 

一一 ス、 マ シメテ 天 了 助 トス。 サャ ウノ 大君つ レナ レバ 大半 霞 《右 ノ凶ァ リーア、 代々 長久 ナル 《マレす。 五 

ハ 大君 ナレパ 少ショ クテモ 其 功 天下一 ーァ ラハル、 者 也。 陰 柔ナ レバ 權下？ ソリテ 凶 也。 剛ーー 過 テ强惡ナ ラン ヨリ 

鬆 辭下傳 
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《マサ レリ。 剛惡 ハ早ク 亡ビ、 柔惡ハ ヲソク 亡ル者 也。 此剛ハ 陽 明 ノ剛ナ レバ、 大君 ノ任ー 1 タュ ル也。 明 ナル故 f 一 

其剛 ヲァラ ハサ ズ。 上 九 上 六 ノ師保 ヲ置テ 中位-叶 フ時ハ 功多 ク吉 多シ。 タト ヒ 聖賢 ノ 德ナラ デモ、 其 志 大道 一 I ァ 

"テ、 ョク賢 一 1 ク ダル 時ハ、 天下 ハ 一 國 ヨリ モ治 メ易キ 道理 ァリ、 化 早 ク及者 也。 大君 ノ陽位 一一 居テ、 又剛 ヲ用ル 

時ハ過 タリ。 其 志 上ヲキ ハメテ 師保ノ 敬 シ愼ム 人 ナク、 陽剛ノ 力量 一 I マカセ テ恐ル 、者 ナク、 高位 ヲ樂ム 時 ハ必. 一 几 

龍ノ悔 ァリテ 凶ナリ 

易 ノ之爲 "書 也。 廣大 悉ク備 レリ。 有 r 一天 道 I 焉。 有 二人 道 I 焉。 有 二 地道 ー焉。 兼 ーァ1 三才 T 而兩 ツー ース 

, 之ヲ。 故 一一 六ッ ァリ。 六 ハ者非 也。 三才 ノ之道 ナリ也 

天 一一 陰陽 ァリ、 地 一一 剛柔 ァリ、 人 一 I 仁義 ァリ。 故 一 1 重卦 一一 シテ 一 二 オノ 道 全シ。 初 ニヲ地 ノ剛柔 II 配シ、 三 四 ヲ人ノ 

, 仁義 一一 配シ、 五上 ヲ天ノ 陰陽 一一 配ス。 故 一一 三才 ヲ兼 テ兩 一一 シテ六 也。 天地人 三 極ノ道 也。 六十 四卦 II 至テハ 万事 万 

物 ノ理備 レリ。 是易書 ノ廣大 ナル所 也。 初 ハ民ノ 象 也。 地ヲ ハナ レズ。 故 一一 俗 一 1 モ 土民 トイ ヘリ。 ニハ居 土ノ象 也。 

其才德 衆-越 テ、 地ノ上 I 一 出 タレ, i -、 イマ ダ地 一一 ァリ。 士民ハ 天下 ノ衆 也。 故 一 I 賢才 ハ廣ク 衆 一一 求ム 。故 一一 ニハ天 

下ノ 宰相 職 一一 ァタ レリ。 見 龍 田  一 I ァリ、 德 ノ施シ アマ ネキ處 也。 三ハ諸 疾ノ象 也。 地 ヲ離レ テ下ノ 上 一一 居 レリ 0 人 

君ノ位 ナリ。 四ハ 大臣 ノ象 ナリ。 三 公ハ諸 疾ノ上 一一 居テ 位高 シ トイへ ドモ、 陰位ナ レバ 人臣 ナリ。 五ハ 大君 ノ象 也。 

天 一一 繼テ極 ヲ立ル ノ人ナ レバ 天位 トス。 上ハ師 保ノ象 也。 大君 ノ上 I 一居 トイ へ tt-、 尊 シテ位 ナク、 高 シテ民 ナシ。 

然レ li- 王者 ノ師ナ レバ 天宫 也。 君ノ德 賢聖ー I 力 ナフ 時ハ、 ク ダリ テ 宰相 職 ュ居テ 天地 ノ 造化 ヲ助 クル 者 ァリ、 伊 尹 

四 八 八 
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道-有 ri 變 動.？ 故-! m 爻ト。 爻- 一有 レ等。 故-一 m 物ト。 物相雜 ハル 故-曰 レ 文ト。 文 不レ當 7。 故-一吉 

凶 生ル焉 

道 一一 變動ァ リテ爻 生ズ。 爻ハ 天下 ノ動 一一 效者 也。 爻中ー I 高下 遠近 貴賤 ノ等ァ リテ、 物ノ名 ァリ。 物ス 品々 相雜 ハル 

時ハ ヲノヅ カラ 文 生ズ。 物 相 雜ルノ 文 自然 ノ勢 ァリ テ或ハ アタリ 或ハァ タラ ズ。 故 一一 吉凶 生ズ。 得失 ノ 吉凶 ハ平人 

ノ叟 也。 自然 ノ勢ノ 吉凶 ハ 君子 モ マヌガ レズ、 命ナリ  、 

易^ 興レル 「也。 其 レ當， レ-ル 殷^ 末世 周 壬 盛德？ 邪。 當， レ-ル 文 王 ト與ぉ 之 事 一 邪。 是ノ故 ま、 # 

危シ 0 危. -者ハ 使 ^ 平 カナ ラ。 易. -者ハ 使" レ 傾ケ。 其 道 甚.^ 大 ナ"。 百 物不， 廢 S 懼リ テ以テ 終始 S 其/要 

无 t 咎ガ。 此ヲ之 謂 ，71 易/之 道 T 也 

伏犧氏 ノ易ハ 卦畫バ カリ 也。 後世 サ トリガ タキ 故 f 一、 只 卜筮 ノ事 トノ ミナ シ置 タリ。 文 王 辞 ヲカケ 玉ヒテ ヨリ 易 道 

中 與ス。 此與ハ 中興 也。 天下 ハ殷ノ 末世 ナリ。 中輿ハ 諸侯 ナレ 文王ナ レバ 周 ノ盛德 ナリ。 此故 一一 文 王ト紂 トノ間 

一一 ァタ レリ。 タ>サ へ 諸侯 ハァシ タス レバ 亡サレ 易シ。 道ナキ 世- ハ恐多 位 也。 マ シテ紂 ト云惡 人ヲ上 一一 置 君 トシ 

玉ヒ、 且ッ疑 ハレ 玉へ バ、 文 王 ノ身安 カラ ズ。 其不レ 安人 ハ 子孫/代 一一 ハ 天下 ヲ 有チ、 子孫 永久 ナリ。 上 一一 居 テ氣ヅ 

力 ヒナ ク、 上ミヌ フル マヒ セシ紂 ハ亡テ 天下 ヲ失 ヘリ。 是 アヤ ブミ愼 ム者ハ 平-、 心 易 思ヒテ 不愼者 ハ傾キ 亡ル處 

鬆辭 傳  九 五 
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ナリ。 始終 戒慎 ヲ不レ 失 トキ ハ咎 ナシ。 コ レ則 易ノ道 ナリ。 易 道 甚大 ナル 故- モル、 事ナシ 

夫 レ乾ハ 天下 ノ之至 健ナリ 也。 德行恒 _-易 ぶテ知 i ヲ。 夫 レ坤ハ 天下 ノ之至 順ナリ 也。 德 行亘- 簡？ 

マキ 一 フ 

以 知-阻 ヲ。 能 ノ說； r 諸 心 r 能 諸侯 ノ之盧 r 定 ri 天下 ノ之 吉凶 T 。成 「1 天下， 之麈々 T 者ノ 也。 

是ノ 故- 變 化云爲 d 吉事 有 レ祥。 象 事 知お 益ヲ。 占 事 知^ S 天地 設ぺ 位ヲ。 聖人 戎スレ 能ヲ。 人謀リ 

ァ タカ 

鬼 謀よ ノ 百姓 與广匕 お-一。. 八卦 以， 象ヲ吿 S  X 乂家以 一， つ 情ヲ言 7。 剛柔雜 居メ。 而 吉凶 可- i 見ッ矣 

右ハ 本義 大全  一 I 見 エタ" 

變 動ハ以 -.7 利ヲ言 7。 吉凶 ハ以 -,7 情ヲ 遷ル。 是ノ 故-一 愛 惡相攻 ..7。 而 吉凶 生ル。 遠近 相取テ 0 而悔吝 

生ル。 情 僞相感 S 而 感メ丽 利害 生ル。 凡 ソ易ノ 之 情 。近 ク， 而 不一 1 ハ相 t 得 一則 凶 §  ^1 害ス ^ 之ヲ 

悔 i ッ吝シ  ， 

變動シ テ物ヲ 開 キ務ヲ ナス ハ物ヲ 利 スル處 也。 水生 木、 木 生 火、 火 生 土、  士生 金、 金 生水 ト相生 ズルハ 先天/道 也。 

土 克水ー I テ田ヲ 作リ、 金 克木ー I テ屋 作、 器物 出來、 火克金 一一 テ鋤鍬 鎌 太刀 等 出 來ハ、 後天 ノ理變 動ノ利 ナリ。 吉凶 

ハ 人情 ノ好 惡善惡 ヨリ ゥッ リテ、 吉 モ凶ト ナリ、 凶モ吉 一一 變ズル 者 也 0 無心 ノ者モ  一 I タメ バ歒心 生ジ、 ソム ケル者 

モ愛ス レバ 服ス。 愛 スべキ 善人 ヲ 一一 クミ 遠 ザ ケテ人 ヲ失フ ノ掼、 其 凶 ァゲテ カノ フべ カラ ズ。 一一 クミ 遠 ザクべ キト 

人 ヲ愛シ 近付 テ、 國家ヲ 亡ス者 多シ。 如此ノ 吉凶 愛 惡相攻 ヨリ 生ズ ルナ リ 
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遠近 相 取 ハ凶人  一 I テモ 知人 ナラ ズ、 餘所 ノ者ナ レバ 害ナキ 一一 近付 テ禍ヲ 取、 氣ノ 毒ナル コトァ レバ 悔ル 也。 近付 魏 

ムべ キ 善人 ァ レドモ 或 ハム ッカ シク 思ヒ、 或 ハ身ノ 非 ヲ攻ル コ トヲ ハカ リナ ドシ テ過ス 吝ナリ 

情僞 …… タガヒ ノ情相 叶 テ相感 ジ相助 ル時ハ 利 生ジ、 タガヒ ノ僞相 感ジ、 ソムク 時ハ害 生ズ。 是レ 凡人 ノ上ノ ^也。 

易 一一 ハ 世間 ノア リサ マ ヲノべ 玉 フコト 多シ。 故 一一 易  一 I  ノ玉フ 人情 体近ク 親ミテ 不，, 相 叶 一時 ハ却テ 凶 生ズ。 惡 ム心ョ 

リハ 害スル 心乇ヲ コル 者 也。 凡人 ハ凶 害ノ後 II 悔吝 ァリ。 禮ヲ以 テ遠ク 相 交 ルハ平 人ノ吉 也。 凡人 ノ上ノ 用心 也。 

卜筑ヲ カラ ズシ テシ ラル 、占 ナリ。 聖代  一 I 夷狄 ヲ中國 一一 加へ タマ ハズ、 彼 ヨリ 德ヲ シタ ヒテ來 レバ メグ ミ敎 玉ヒ、 

不レ來 トモ 力 マヒ玉 ハズ、 相 遠 シテ凶 害 ナキ. li! ナリ。 後世 夷狄 ヲシ タガ へ ン トシ テ中國 衰微 シ、 大ナル 害トナ レリ。 

聖人 ノ占 ハ數 千歳 ノ後マ デモ タガ ハズ 

そ叛 カント 考ハ。 其 # ハ慙。 中心-疑 ヘル 考ハ其 ノ辭ハ _ ^ル。 吉人， 之辞ハ 寡. ン。 躁人 i 辭ハ 多シ。 

シフ  テョ- ケ 

誣ル ノレ 善ヲ之 人ハ。 其ノ辭 游.。 失 1 つ 守 T 者ハ其 辞屈セ y 

大全 一一 見ェ タリ  - 
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